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医学部・医学系研究科学務課大学院係



医学系研究科における教育の基本方針及び教育目標 

 

大学院教育の基本方針 

 
科学的論理性と倫理性・人間性に富み、豊かな創造力・独創性と使 
命感を持って医学研究および医療を推進する人を育てます。 
 

 
教育目標 

 
・科学的論理性  Scientific rationality 
・創造力（独創性） Creativity (Originality) 
・倫理性  Medical ethics  
 
参考 
学位授与の方針 
名古屋大学は，教育研究の理念及び通則に定めた教育の目的に基づく各研究科の目標

と基準にそって、学力及び資質・能力等の修了資格を満たし、かつ所定の期間在学した

者に、修了を認定し、学位を授けます。 
 
教育課程編成・実施の方針 
名古屋大学は、未来を切り拓く「主体的な創造心」、「立ち向かう探究心」、こうした

心を醸成する「豊かな人間性」を育むため、総合大学の特色を活かした教育課程を体系

的に編成します。 
多様な授業形態の組合せによる教育課程の展開と自律的な学修の促進を図り、学術分野

の特徴を活かした、教育実践及び研究指導を適切に実施します。 
 

名古屋大学ホームページ 大学院教育の基本方針より

http://www.nagoya-u.ac.jp/admission/gs-exam/policy/ 

The Graduate School of Medicine seeks to develop individuals who can use their  
knowledge of science and gifts in logic, morality and humanity to promote medical 
research and healthcare with their rich creativity and sense of mission. 
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Ⅰ . 履修ガイド





履修手続きについて 

入学した者は、所属する専門分野の指導教員の指導のもとに、履修計画及び研究課題等を決定し、

別紙「学修計画書」を作成の上、大学院係へ提出して下さい。  

 なお、「学修計画書」を作成する際には、以下のことに留意ください。 

  

記 

１．医学系研究科の授業科目の科目区分について 

 （１）科目区分及びその内容は、下表のとおりです。 

 

科目区分 内    容 

基礎科目 

 大学院教育の一環として、できるだけ幅広く、かつ、基礎的な知識

を身に付けさせる共通プログラムの科目である。 

・基盤医学特論（講義） 

・基盤医科学実習（ベーシックトレーニング） 

主科目 

学生の所属する専門分野が開講するセミナー及び実験研究から選択

し、履修する。また、専門に応じて、特徴あるプログラムを受講しな

ければならない。 

学生が目指す専門分野の研究を推し進め、創造力豊かな研究者 

・医療指導者となるための中核的な科目である。 

・専門分野 主科目セミナー 

・専門分野 主科目実験研究 

副科目 

全領域が開講するセミナーから選択し、履修する。単位数は、履修

時間数に応じて試験の上、認定する。 

高度な専門知識と研究創造能力を身に付けさせる科目として位 

  置づけられ、主科目に関連した科目とする。 

・副科目セミナー 

 

 （２）授業科目は別添のとおりです。 

     

２．医学系研究科を修了(満期退学)するのに必要な単位数について 

 （１）主科目                    16 単位   （選択必修科目） 

       ○○○セミナー   10 単位 

            ○○○実験研究   6 単位 

    ※特徴あるプログラムを 4 コース以上にわたり合計 20 回以上受講しなければならない。 

    

 （２）副科目                      10 単位以上（選択必修科目） 

        ただし，基礎医学領域科目を主科目とする者は，学生の所属する専門分野以外の専門分野が

開講するセミナーを副科目とし，臨床医学領域科目を主科目とする者は，基礎医学領域科目又

は統合医薬学領域科目を副科目とし，統合医薬学領域科目を主科目とする者は，基礎医学領域

科目又は臨床医学領域科目を副科目とする。 

  

（３）基礎科目          4 単位   （必修科目）   

       基盤医学特論    2 単位 

              基盤医科学実習   2 単位 

       

                       以上、合計 30 単位以上必要です。 

-3--3-



（注）単位数の計算は、以下により取り扱います。 

      ａ．セミナー：毎週 1 時間 15 週（15 時間）で 1 単位 

      ｂ．実験研究：毎週 3 時間 15 週（45 時間）で 1 単位 

３．副科目について 

   副科目として履修する科目については、指導教員または、その専門分野の教授と相談してくだ

さい。 

臨床医学領域科目を主科目とする者は、別紙「臨床医学領域専門分野に所属する大学院生の基

礎医学領域・統合医薬医学領域における研究について」を参照の上、「基礎医学領域・統合医薬

学領域における研究指導計画書」を作成し、4 月 21 日（木）までに大学院係へ提出してください。

副科目の履修条件

主 科 目

基礎医学領域 臨床医薬学領域 統合医薬学領域

副

科

目

基礎医学領域 ○ ○ ○

臨床医学領域 ○ × ○

統合医薬学領域 ○ ○ ×

５．基礎科目の履修について 

 （１）｢基盤医学特論 2 単位｣について 

この授業科目は、それぞれの専門分野が基盤医学特論用に開講する講義を、15 回以上受講し

てください。どの専門分野を受講しても構いませんが、15 回以上の中に、基盤医学特論の一部

として本研究科にて定期的に開講される Premium Lectureを 1回以上含むようにしてください。

受講すると「基盤医学特論履修票」に受講確認として押印されます。原則として、2 年以内に

15 回以上受講し、履修票を速やかに大学院係へ提出してください。この提出をもって、大学院

教育委員会委員長が単位を認定します。 

実施日及び講義内容は、各専門分野から大学院係に連絡があり次第、医学部 HP に掲載します

（HP トップ→大学院教育→授業案内「基盤医学特論」又は「Premium Lecture（基盤医学特論）」）。

また、基礎研究棟 1 階学務課事務室前掲示板（大学院関係）でもお知らせしています。 

 （２）｢基盤医科学実習 2 単位｣について 

基盤医科学実習は、基盤的手法から最先端の研究手法まで幅広い研究手法を日夜活用してい

る本研究科教員の知識と技術を、大学院生が習得できるようにするプログラムです。 

コースの一覧および各コースのシラバスは、医学系研究科ホームページに掲載（HP トップ→

大学院教育→授業案内「ベーシックトレーニング」） されますので、参照の上、所定の申請期

間内に、ウェブ申込みを行なってください。 

１コース 0.5 単位ですので、最低４コースの履修が必要です。受講者調整、日時変更等は全
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４．特徴あるプログラムについて 

   受講すると「特徴あるプログラム履修票」に受講確認として押印されます。3 年終了時までに

大学院係に必ず提出してください。 

MD・PhD コースの学生は医学英語プログラム、ニューロサイエンスコース、キャンサーサイエ

ンスコースを含み 4 コース以上にわたり合計 20 回以上の受講が必須です。 

　主科目の専門セミナーに応じて、CIBoG産官学連携戦略プログラム、医薬統合プログラム、ニュー

ロサイエンスコース、キャンサーサイエンスコース、がんプロフェッショナル養成基盤推進プログ

ラム、On the jobトレーニングプログラム、トランスレーショナルリサーチコース、医学英語プロ

グラム、CIBoG医療行政プログラム、CIBoG/AI-MAILsオミクス解析学プログラム、CIBoG/AI-MAILs生

命医療データ学プログラム、CIBoG/AI-MAILsメディカルAIプログラムの中から４コース以上にわた

り合計２０回以上受講してください。（講義内容等は別頁参照のこと） 

-4-



（注）単位数の計算は、以下により取り扱います。 

      ａ．セミナー：毎週 1 時間 15 週（15 時間）で 1 単位 

      ｂ．実験研究：毎週 3 時間 15 週（45 時間）で 1 単位 

３．副科目について 

   副科目として履修する科目については、指導教員または、その専門分野の教授と相談してくだ

さい。 

臨床医学領域科目を主科目とする者は、別紙「臨床医学領域専門分野に所属する大学院生の基

礎医学領域・統合医薬医学領域における研究について」を参照の上、「基礎医学領域・統合医薬

学領域における研究指導計画書」を作成し、4 月 21 日（木）までに大学院係へ提出してください。

副科目の履修条件

主 科 目

基礎医学領域 臨床医薬学領域 統合医薬学領域

副

科

目

基礎医学領域 ○ ○ ○

臨床医学領域 ○ × ○

統合医薬学領域 ○ ○ ×

５．基礎科目の履修について 

 （１）｢基盤医学特論 2 単位｣について 

この授業科目は、それぞれの専門分野が基盤医学特論用に開講する講義を、15 回以上受講し

てください。どの専門分野を受講しても構いませんが、15 回以上の中に、基盤医学特論の一部

として本研究科にて定期的に開講される Premium Lectureを 1回以上含むようにしてください。

受講すると「基盤医学特論履修票」に受講確認として押印されます。原則として、2 年以内に

15 回以上受講し、履修票を速やかに大学院係へ提出してください。この提出をもって、大学院

教育委員会委員長が単位を認定します。 

実施日及び講義内容は、各専門分野から大学院係に連絡があり次第、医学部 HP に掲載します

（HP トップ→大学院教育→授業案内「基盤医学特論」又は「Premium Lecture（基盤医学特論）」）。

また、基礎研究棟 1 階学務課事務室前掲示板（大学院関係）でもお知らせしています。 

 （２）｢基盤医科学実習 2 単位｣について 

基盤医科学実習は、基盤的手法から最先端の研究手法まで幅広い研究手法を日夜活用してい

る本研究科教員の知識と技術を、大学院生が習得できるようにするプログラムです。 

コースの一覧および各コースのシラバスは、医学系研究科ホームページに掲載（HP トップ→

大学院教育→授業案内「ベーシックトレーニング」） されますので、参照の上、所定の申請期

間内に、ウェブ申込みを行なってください。 

１コース 0.5 単位ですので、最低４コースの履修が必要です。受講者調整、日時変更等は全

-4-

４．特徴あるプログラムについて 

   受講すると「特徴あるプログラム履修票」に受講確認として押印されます。3 年終了時までに
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ロサイエンスコース、キャンサーサイエンスコース、がんプロフェッショナル養成基盤推進プログ

ラム、On the jobトレーニングプログラム、トランスレーショナルリサーチコース、医学英語プロ

グラム、CIBoG医療行政プログラム、CIBoG/AI-MAILsオミクス解析学プログラム、CIBoG/AI-MAILs生

命医療データ学プログラム、CIBoG/AI-MAILsメディカルAIプログラムの中から４コース以上にわた

り合計２０回以上受講してください。（講義内容等は別頁参照のこと） 

てホームページによりお知らせします。 

MD・PhD コースの学生を対象に、基盤医科学実習「スーパートレーニングコース」が実施さ

れます。スーパートレーニングコース（全 5 コ一ス）の受講により、4 単位の修得が可能です。

（基盤医学特論 2 単位、基盤医科学実習 2 単位の修得とみなされます。）ただし、スーパート

レーニングコース（全 5 コ一ス）を受講しない場合には、基盤医学特論と基盤医科学実習の受

講による 4 単位を修得する必要があります。 

※ 同じコースの 2 回以上の履修は修了要件となりませんのでご留意下さい。 

  

６．倫理教育について 
 （１）研究コンプライアンスプログラム 

このプログラムは､医学系研究者に求められる研究倫理に関してのリテラシーを養成し、人を

対象とする臨床研究の研究計画や研究マネジメントで高い次元での貢献する能力を育成するこ

とを目指します。 
このプログラムは 2 部から構成されます。第 1 部は、臨床研究の倫理に関する事項を扱いま

す。2014 年、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針が策定され、また 2015 年、名古屋

大学医学部附属病院が臨床研究中核病院として承認され、臨床研究における倫理がますます重

要になっています。MD 以外の学生にとっても生命倫理は必修のリテラシーです。第 2 部は、

研究不正の防止に関する事項を取り上げます。研究に関する不祥事が度々報道され、研究者に

対する国民の信頼が損なわれており､研究不正の防止は、喫緊の課題となっています。 
第 1 部・第 2 部ともに年に 2 回開講します。1 年時に必ず受講してください。 

 
プログラム名 講師 講義日時 講義場所 出欠確認方法

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第１部 

（生命倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2020 年 7 月 14 日(火)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第２部 

（研究倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2020 年 7 月 21 日(火)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第１部 

（生命倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2021 年 1 月 8 日(金) 

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第２部 

（研究倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2021 年 1 月 22 日(金)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

 
 （２）EPIGEUM e-learning コース「盗用を回避するためには」 

2014 年 8 月に策定された文部科学省の「研究活動における不正行為への対応等に関するガ

イドライン」に対応して、名古屋大学では、全学生に対して研究倫理教育を進めています。 
入学後に各大学院生の全学メールアドレスに届く受講通知に従い、各自で e-learning コース

を受講し、テストで 80 点以上を取ると、本コース修了となります。 
※上記(1)研究コンプライアンスプログラム（生命倫理、研究倫理の両方）および(2)EPIGEUM 

e-learning コース「盗用を回避するためには」の受講は必須です。両コースの受講を完了

していない場合は、学位を申請することができませんので、ご留意ください。 
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てホームページによりお知らせします。 

MD・PhD コースの学生を対象に、基盤医科学実習「スーパートレーニングコース」が実施さ

れます。スーパートレーニングコース（全 5 コ一ス）の受講により、4 単位の修得が可能です。

（基盤医学特論 2 単位、基盤医科学実習 2 単位の修得とみなされます。）ただし、スーパート

レーニングコース（全 5 コ一ス）を受講しない場合には、基盤医学特論と基盤医科学実習の受

講による 4 単位を修得する必要があります。 

※ 同じコースの 2 回以上の履修は修了要件となりませんのでご留意下さい。 

  

６．倫理教育について 
 （１）研究コンプライアンスプログラム 

このプログラムは､医学系研究者に求められる研究倫理に関してのリテラシーを養成し、人を

対象とする臨床研究の研究計画や研究マネジメントで高い次元での貢献する能力を育成するこ

とを目指します。 
このプログラムは 2 部から構成されます。第 1 部は、臨床研究の倫理に関する事項を扱いま

す。2014 年、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針が策定され、また 2015 年、名古屋

大学医学部附属病院が臨床研究中核病院として承認され、臨床研究における倫理がますます重

要になっています。MD 以外の学生にとっても生命倫理は必修のリテラシーです。第 2 部は、

研究不正の防止に関する事項を取り上げます。研究に関する不祥事が度々報道され、研究者に

対する国民の信頼が損なわれており､研究不正の防止は、喫緊の課題となっています。 
第 1 部・第 2 部ともに年に 2 回開講します。1 年時に必ず受講してください。 

 
プログラム名 講師 講義日時 講義場所 出欠確認方法

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第１部 

（生命倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2020 年 7 月 14 日(火)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第２部 

（研究倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2020 年 7 月 21 日(火)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第１部 

（生命倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2021 年 1 月 8 日(金) 

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

研究ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

第２部 

（研究倫理） 

飯島祥彦 

特任准教授 

2021 年 1 月 22 日(金)

18:00-19:00 

第４講義室 

(基礎研究棟 4 階) 

確認テスト 

を実施 

 
 （２）EPIGEUM e-learning コース「盗用を回避するためには」 

2014 年 8 月に策定された文部科学省の「研究活動における不正行為への対応等に関するガ

イドライン」に対応して、名古屋大学では、全学生に対して研究倫理教育を進めています。 
入学後に各大学院生の全学メールアドレスに届く受講通知に従い、各自で e-learning コース

を受講し、テストで 80 点以上を取ると、本コース修了となります。 
※上記(1)研究コンプライアンスプログラム（生命倫理、研究倫理の両方）および(2)EPIGEUM 

e-learning コース「盗用を回避するためには」の受講は必須です。両コースの受講を完了

していない場合は、学位を申請することができませんので、ご留意ください。 
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※2022 年度特別措置

　2022 年度については研究コンプライアンスプログラムを開講せず、eAPRIN にて代替します。

　詳細は全学メールアドレスへお送りするメールにてご案内します。

７．大学院研究発表会について（修了または満期退学するための必修要件） 

課程博士の学位予備審査会であり、学位の研究について広く討論できる機会を提供し、

大学における研究の発展を図るとともに、大学院在学中の研究活動の活性化と大学院教

育の充実を目指すものです。6 月と 11 月の年 2 回開催しますので、修了または満期退学を

予定している者は、必ず発表を行って下さい。 

 

８．学位申請について 

大学院研究発表会後に大学院係で、申請手続きを別途行ってください。 

 

９．コースナンバリング 

本学ではカリキュラムの体系性を明示し，海外大学との単位互換等において，どの学年，もし

くはどのレベルの科目かなど，授業科目の位置付けを明確にすることで，カリキュラムの国際通

用性を高めるために全ての授業科目に 10 桁の英数字を付しています。 

医学系研究科博士課程総合医学専攻における授業科目のコースナンバリングは下記のとおりで

す。 

 

基盤医学特論…MED-SL-7-001-B 

基盤医学実習…MED-BT-7-001-B 

◯◯◯セミナーと◯◯◯実験研究のコースナンバリングは各領域の授業科目一覧を参照くださ

い。 

 

１０．その他 

大学院係より大学院学生へのお知らせは、医学系研究科ホームページの大学院教育に随時掲載

しますので、必ず定期的に参照してください。（特に院生へのお知らせ） 

 

名古屋大学医学部 HP＞大学院教育 

 

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/graduate/ 
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特徴あるプログラムコース

2 医薬統合プログラム（医学統計学を含む）

4 キャンサーサイエンスコース

5 がんプロフェッショナル養成基盤推進プログラム

6 On the job トレーニングプログラム

7 トランスレーシナルリサーチコース

8 医学英語プログラム　　　　　　　　　　　

9 CIBoG医療行政プログラム

12 CIBoG/AI-MAILs メディカルAIプログラム

特徴あるプログラム受講上の注意点

1 各プログラム、年間５コマ以上から１５コマを目途として実施予定です。

実施日時、実施場所、日程変更等の情報は、ＨＰにより案内します（随時更新）。

名古屋大学医学部ＨＰ＞大学院教育＞授業案内「特徴あるプログラム」

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/graduate/class/tokupro/

開講通知は、メドオール通知にて連絡します。必ず、確認してください。

2

実施講座の長の印（1回に付き1押印）　を受領してください。

3 年月日の記入及び実施講座の長の印がない場合には、無効となります。

4 原則3年間で4コースにわたり合計20回以上受講しなければ主科目の単位が取得できません。

5 特徴あるプログラムは特論としても開講されますが、どちらか一方しか出席の押印はされません。

6 プログラムの詳細については、実施責任者までお問い合わせください。

7 研究者養成コースの学生は医学英語プログラム、ニューロサイエンスプログラム、

キャンサーサイエンスコースの受講が必須です。

8 一定時間を経過後の入室は受講確認の押印を認めません。講義によっては入室を認めない場合があります。

9 オンラインでの出席認定方法についてはHPを必ず確認して下さい。

名古屋大学医学部ＨＰ＞大学院教育＞授業案内「特徴あるプログラム」

＞【重要】オンライン授業におけるNUCTを用いた出席確認方法（特徴あるプログラム・プレミアムレクチャー）

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/graduate/class/tokupro/nuctthe_instruction_of_checking_your_attendance_of_online_courses_tokupropremium_lecture_on_nuct.html

13 CIBoG 生命医科学基礎プログラム

和氣弘明1

山本英子

島村徹平

白鳥義宗

大野欽司
CIBoG/AI-MAILsオミクス解析学プログラム10

11 CIBoG/AI-MAILs生命医療データ学プログラム
大山慎太郎

和氣弘明

ニューロサイエンスコース　

大野欽司

黒田啓介

  受講の際には特徴あるプログラム履修表を持参し、終了時に年月日を記入し、

2021年度　実施責任者

中村和弘

近藤　豊

安藤雄一

松井茂之

清井　仁

山本英子

木山博資

2022年度特徴あるプログラム概要

山田清文

久場博司

CIBoG産官学連携戦略プログラム　　　　　　　

3
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基盤医学特論受講上の注意点

1 実施日時、実施場所、日程変更等の情報は、ＨＰにより案内します（随時更新）。

名古屋大学医学部ＨＰ＞大学院教育＞授業案内「基盤医学特論」

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/graduate/class/tokuron/

2

実施講座の長の印（1回に付き1押印）　を受領してください。

3 年月日の記入及び実施講座の長の印がない場合には、無効となります。

4 原則2年間で15回以上受講しなければ、単位の修得ができません。15回以上の中に、基盤医学特論の

一部として本研究科にて定期的に開講される「Premium Lecture」を1回以上含むようにしてください。

基盤医学特論は、2単位として認定されます。

5 特論は特徴あるプログラムとしても開講されることがありますが、どちらか一方しか出席の押印はされません。

6 講義の詳細については、各開講通知の担当者までお問い合わせください。

7 一定時間を経過後の入室は受講確認の押印を認めません。

講義によっては入室を認めない場合があります。

2020年度基盤医学特論概要

受講の際には基盤医学特論履修票を持参し、終了時に年月日を記入し、

-8-

2022年度基盤医学特論概要2022年度基盤医学特論概要
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実施講座の長の印（1回に付き1押印）　を受領してください。

3 年月日の記入及び実施講座の長の印がない場合には、無効となります。

4 原則2年間で15回以上受講しなければ、単位の修得ができません。15回以上の中に、基盤医学特論の

一部として本研究科にて定期的に開講される「Premium Lecture」を1回以上含むようにしてください。

基盤医学特論は、2単位として認定されます。

5 特論は特徴あるプログラムとしても開講されることがありますが、どちらか一方しか出席の押印はされません。

6 講義の詳細については、各開講通知の担当者までお問い合わせください。

7 一定時間を経過後の入室は受講確認の押印を認めません。

講義によっては入室を認めない場合があります。

2020年度基盤医学特論概要

受講の際には基盤医学特論履修票を持参し、終了時に年月日を記入し、
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ベーシックトレーニング受講上の注意点

1

履修申込期間　春学期分　4月1日～4月30日

履修申込期間　秋学期分　8月1日～8月31日

2

名古屋大学医学部ＨＰ＞大学院教育＞授業案内「ベーシックトレーニング」(受講許可者等）

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/graduate/class/basic-training/

ＨＰに連絡事項のないものは申込通り受講可、ウェブシラバスの記載通りに実施されます。

3 申込後、欠席する場合は、必ず担当教員に連絡すること。

4 各コースの単位数は、それぞれ「0.5単位」です。

5 博士課程学生は、「基盤医科学実習」として2単位（4コース）を原則1～2年次に修得すること。

6 各コース履修後は、必ず、ウェブアンケートを実施してください。

2020年度ベーシックトレーニング概要

実習機材に限りがあるため、定員を超える希望者があった場合には、受講者調整を行います。

各コースの履修にあたっては、医学系研究科ホームページ(HP トップ→大学院教育→授業案内

申込後の受講調整結果、実施日時、変更等の情報は、すべてＨＰにより案内します（随時更新）。

「ベーシックトレーニング」) を参照の上、以下の指定期間中に、ウェブ申込みを行ってください。

上記履修申込期間にしか、履修申込みはできませんので、ご注意ください。

申込みは、春学期、秋学期、それぞれ4コース(年8コース)上限です。
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2022年度ベーシックトレーニング概要2022年度ベーシックトレーニング概要
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大学院医学系研究科 学修計画書（2022 年度） 

 

 

専門分野 指導教員（教授） 連絡先 

(内線・携帯) 

氏  名 

専門分野 

   

 

研究課題 

 

 

 

 

臨床医学領域学生の基礎医学領域・

統合医薬学領域での専門分野名 
 

 

授  業  科  目 単位数 担当教員（教授）名 承認印 

主
科
目 

セミナー 10 
  

実験研究 6 

副
科
目 

セミナー 10   

    

    

    

基
礎
科
目 

基盤医学特論 2 ------------------------ ----- 

基盤医科学実習 

   4 ｺｰｽ以上 
2 以上 ------------------------ ----- 

合 計 
30 

以上 
 

 

※履修科目を決め、各授業担当教員（教授）の承認印を得て 44 月月 2211 日日（（木木））までに大学院

係へ提出して下さい（提出前にコピーをして保管下さい）。  

※履修科目は、授業科目一覧より選択し決定して下さい。 
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臨床医学領域専門分野に所属する大学院生の 

基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野における研究について 

 

 

大学院医学系研究科 

 

 

本研究科では、臨床医学領域専門分野に所属する大学院生の研究指導について、近年の著しい

生物科学技術の進歩に対応できるよう、博士課程４年間のうち少なくとも１年間について、基礎

医学領域・統合医薬学領域の専門分野又は研究科委員会が認める機関に FULL TIME で所属する

ことになっています。 

ついては、下記事項を参照のうえ、所属する専門分野の指導教授の指導のもとに、基礎医学領

域・統合医薬学領域での研究指導を受ける分野を決め、希望先分野の指導教授の了解を得たうえ

で、別紙「基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野における研究指導計画書」を作成し、44月月2211

日日（（木木））までに大学院係へ提出してください。 

 

記 

 

１．基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野での研究指導は、博士課程４年間のうち、前半（１

～２年）に受けることが望ましい。 

 

２．この研究指導は、副科目として取り扱います。 

 

３．研究指導期間、実施方法等は、受け入れ先の基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野の指導

教授の指導により決めて下さい。 

 

４．本研究科以外の基礎医学系教育研究機関での指導を希望する場合は、研究科委員会での承

認が必要ですので、大学院係で所定の手続きをしてください。 

なお、この際の履修の取り扱いは、本研究科基礎医学領域専門分野における授業科目の指導

教授による指導と見なし、その指導教授が単位を認定しますので、指導教授と相談してくださ

い。 
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臨床医学領域専門分野を専攻する学生の 

基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野における研究指導計画書 

（2022 年度） 

 

 

専門分野 指導教員（教授） 氏    名 

専門分野 

  

 

 

［A］ 本研究科の基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野 

 

専 門 分 野 名 指 導 教 授 

  

研究指導期間     年  月  日～     年  月  日 

研究課題 

 

 

 

 

 

※ 44 月月 2211 日日（（木木））までに大学院係へ提出して下さい（提出前にコピーをして保管下さい）。 

※ 基礎医学領域・統合医薬学領域専門分野での研究指導は、博士課程４年間のうち、少

なくとも１年間について、前半（１～２年）に受けることが望ましい。 
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○ 成績評価方法 

【主科目（セミナー、実験研究）・副科目（セミナー）】 

評価対象 

１．大学院研究発表会での発表。 

２．大学院研究発表会における抄録、データ（プレゼン内容中心）、その他をまとめたレポート。

論文が出ている場合は添付する。 

３．主専攻科目における出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況。 

（副専攻科目においては、そこでのセミナーやカンファレンスヘの出席、参加状況） 

 

成績評価基準 
１．大学院研究発表会での発表（25％）。 

・その研究領域における研究の位置づけの理解。 

・進行状況（到達目標に対する達成度）業績も参考にする。 

・発表の仕方･･･図、表はわかりやすく明瞭であったか。話の進め方がわかりやすかったか。 

２．レポート（50％）。 

・レポートの明解さ、説明の解り易さ。 

・独自性、インパクトの度合い。 

・達成度、論文発表、学会発表など。 

３．出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況（25％）。 

・研究室によく出席し、熱心に研究を行ったか。 

・カンファレンス等によく出席し、積極的に討論に参加したか。 

・研究室におけるミーティングにきちんと参加して周到な計画を立てまとめを行ったか。 

 
成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 

A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 
 

【基盤医学特論】 

評価対象・成績評価基準  

本研究科にて開講される基盤医学特論を 15 回以上受講し、15 回以上の中に「Premium Lecture」

を 1回以上含むこと。 

 

2 段階判定（P，NP） P を合格とし、NP を不合格とする 
 

【基盤医科学実習】 

評価対象・成績評価基準 
各年度作成される基盤医科学実習シラバスにおける各コースの成績評価方法を参考とすること。 

 

成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 
A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 



○ 成績評価方法 

【主科目（セミナー、実験研究）・副科目（セミナー）】 

評価対象 

１．大学院研究発表会での発表。 

２．大学院研究発表会における抄録、データ（プレゼン内容中心）、その他をまとめたレポート。

論文が出ている場合は添付する。 

３．主専攻科目における出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況。 

（副専攻科目においては、そこでのセミナーやカンファレンスヘの出席、参加状況） 

 

成績評価基準 
１．大学院研究発表会での発表（25％）。 

・その研究領域における研究の位置づけの理解。 

・進行状況（到達目標に対する達成度）業績も参考にする。 

・発表の仕方･･･図、表はわかりやすく明瞭であったか。話の進め方がわかりやすかったか。 

２．レポート（50％）。 

・レポートの明解さ、説明の解り易さ。 

・独自性、インパクトの度合い。 

・達成度、論文発表、学会発表など。 

３．出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況（25％）。 

・研究室によく出席し、熱心に研究を行ったか。 

・カンファレンス等によく出席し、積極的に討論に参加したか。 

・研究室におけるミーティングにきちんと参加して周到な計画を立てまとめを行ったか。 

 
成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 

A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 
 

【基盤医学特論】 

評価対象・成績評価基準  

本研究科にて開講される基盤医学特論を 15 回以上受講し、15 回以上の中に「Premium Lecture」

を 1回以上含むこと。 

 

2 段階判定（P，NP） P を合格とし、NP を不合格とする 
 

【基盤医科学実習】 

評価対象・成績評価基準 
各年度作成される基盤医科学実習シラバスにおける各コースの成績評価方法を参考とすること。 

 

成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 
A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 

○ 成績評価方法 

【主科目（セミナー、実験研究）・副科目（セミナー）】 

評価対象 

１．大学院研究発表会での発表。 

２．大学院研究発表会における抄録、データ（プレゼン内容中心）、その他をまとめたレポート。

論文が出ている場合は添付する。 

３．主専攻科目における出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況。 

（副専攻科目においては、そこでのセミナーやカンファレンスヘの出席、参加状況） 

 

成績評価基準 
１．大学院研究発表会での発表（25％）。 

・その研究領域における研究の位置づけの理解。 

・進行状況（到達目標に対する達成度）業績も参考にする。 

・発表の仕方･･･図、表はわかりやすく明瞭であったか。話の進め方がわかりやすかったか。 

２．レポート（50％）。 

・レポートの明解さ、説明の解り易さ。 

・独自性、インパクトの度合い。 

・達成度、論文発表、学会発表など。 

３．出席、カンファレンス参加状況、ミーティング参加状況（25％）。 

・研究室によく出席し、熱心に研究を行ったか。 

・カンファレンス等によく出席し、積極的に討論に参加したか。 

・研究室におけるミーティングにきちんと参加して周到な計画を立てまとめを行ったか。 

 
成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 

A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 
 

【基盤医学特論】 

評価対象・成績評価基準  

本研究科にて開講される基盤医学特論を 15 回以上受講し、15 回以上の中に「Premium Lecture」

を 1回以上含むこと。 

 

2 段階判定（P，NP） P を合格とし、NP を不合格とする 
 

【基盤医科学実習】 

評価対象・成績評価基準 
各年度作成される基盤医科学実習シラバスにおける各コースの成績評価方法を参考とすること。 

 

成績評価･････6 段階評価（A+，A，B，C，C⁻，F） 
A+，A，B，C，C⁻を合格とし、F を不合格とする 
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Ⅱ . キャンパスライフ





１． 各種証明書及び学割証等 
 
（１）学生証 
入学又は進学した際に学生証を交付しています。常に学生証を携帯するとともに，窓口等

にて学籍・身分等の確認を求められた場合には速やかに提示してください。また，保管には

十分注意してください。万一，紛失や破損をした場合には，速やかに学生証再交付願を大学

院係まで提出してください。再交付事由が紛失・盗難及びカード破損の場合は，学生証発行

に必要な実費相当の再交付手数料（1,800 円）が必要となります。   
 
（２）定期券 
ＪＲ及び各私鉄の通学定期券を購入するためには，所定の発行控が必要です。購入希望者

はこれらを大学院係で受領し，必要事項を記入の上，各交通機関の販売窓口で提示してくだ

さい。地下鉄及び市バスのみの通学定期券は各交通機関の販売窓口で購入してください。な

お，いずれの手続きの際にも学生証が必要となりますので，必ず携帯してください。 
 
（３）各種証明書 
証明書の発行については，学生証を使って自動発行機で発行される証明書（無料）と，オ

ンライン申請の上，発行される証明書（一部有料）があります。 
 

■自動発行機で発行される証明書 
・在学証明書 
・学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）※自動発行機のみ発行 
・修了見込証明書（ＭＣ２年次のみ） 
・健康診断証明書 
（ただし，東山キャンパスの保健管理室において実施される定期健康診断(３月，４月に実

施)を受診していない者には発行されません。） 
 
※自動発行機設置場所 
・医学部基礎研究棟１階学務課（鶴舞地区） 
利用可能時間は，月曜日から金曜日(祝祭日を除く)の８：３０から１７：１５までです。 
 
■オンライン申請 
各種証明書の 24 時間オンライン申請が可能。全国のコンビニエンスストアで受け取ること

ができます（有料）（一部を除く）。ログインには、名大 ID/PW が必要です。ログイン、そ

の他詳細は、本研究科 HP（大学院教育）・証明書の交付(Application for Certificates)をご

覧ください。 
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・在学証明書 
・成績証明書（成績は修了時に認定されるため，在学中は交付されません。成績を証明でき

ない旨の証明書の発行は可能です。） 
・学位証明書（博士学位の修了見込証明書は，修了判定後にのみ交付できます。） 
・単位等認定証明書（単位等認定見込書の交付は，成績認定後に交付できます。） 
・その他，上記以外の証明書類が必要な場合は，その都度大学院係へ相談するようにしてく

ださい。 
2)申請に際しては，必要とする期日に余裕をもって申請してください。和文証明書は３～５

日程度，英文証明書については７日程度，交付までに日数がかかります（土・日・祝日のほ

か大学が定める休業日を除く）。 
 
（４）学校学生生徒旅客運賃割引証（自動発行機による発行） 
学校学生生徒旅客運賃割引証（以下「学割証」という。）は，学生の修学上の経済的負担

を軽減し，学校教育の振興に寄与することを目的としています。特に，実習・見学，帰省及

び就職活動等の便宜を図るために設けられた制度です。学割証が必要な場合は，自動発行機

を利用すること。利用可能時間は，月曜日から金曜日(祝祭日を除く)の８：３０から１７：

１５までです。 
 
 
２． 各種諸手続等 
 
（１）休学，復学，退学 
次の事由が生ずる場合は，その都度願い出を提出しなければなりません。これらはいずれ

も，大学院係において取り扱います。 
・休学するとき 休学願 
・復学するとき 復学願 
・退学するとき 退学願 
休学の期間は３か月以上１年以内で，その後，特別な理由がある場合は引き続き休学でき

ます。ただし，原則として，通算して博士課程は４年，修士課程は２年を超えることはでき

ません。 
■願い出の日付は遡及することはできません。希望する期日の遅くとも１か月前までに，大

学院係で所定の手続きを行ってください。（授業料納付とも関係するので，各期の２ヶ月前

までには申し出てください。） 
■願い出を提出する際には，指導教員の承認が必要です。事前に必ず，指導教員と十分相談

してください。 
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■病気を理由とする願い出の場合は，医師の診断書を添付してください。 
■休学及び退学については，所定の手続きをしないと授業料の納入義務が存続することに

なり，授業料が徴収されるので注意してください。 
 
（２）各種届け出 
次の事由が生じた場合は，その都度，下記の届け出書を提出してください。これらはいず

れも，大学院係において取り扱います。 
・住所を変更したとき 宿所届 
・本籍地を変更したとき 本籍地変更届 
・氏名を変更したとき 改姓名届 
・海外渡航をするとき 海外渡航届(Web から入力・印刷してください。) 
https://tokou.iee.nagoya-u.ac.jp 
 
■大学からの緊急時の連絡等に必要なため，住所・電話番号等を変更したときは，その都度

大学院係で手続きを行ってください。 
■学籍管理のため，本籍地の変更，改姓名又は転籍したときは，戸籍抄本を添えて，大学院

係へ届け出てください。 
■海外へ旅行等する際は，大学側から急の連絡を要する場合もありますので，必ず海外渡航

届を大学院係へ提出してください。 
 
 
３． 各種奨学金及び授業料免除等 
 
（１）各種奨学金 
奨学金には日本学生支援機構の奨学金，地方公共団体や民間の奨学事業団体の奨学金が

あります。それらは，いずれも人物，学業成績ともに優秀で，かつ健康であって学資の支弁

が困難と認められる学生に，申請に基づき選考の上，貸与又は給与されるものです。 
 
■日本学生支援機構奨学金 
 
1)奨学金の種類 
・第一種奨学金（無利子貸与） 
・第二種奨学金（有利子貸与） 
 
2)奨学生の募集 
奨学金の貸与を希望する者は，大学院係で交付する所定の書類を提出してください。なお，

必要書類等の提出期日については，その都度お知らせします。 
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3)奨学金の受領 
奨学金は，採用決定後に奨学生の指定した銀行口座に毎月振り込まれます。採用決定者は

すみやかに返還誓約書をご提出ください。休学・中途退学等，学生の身分に変更が生じるこ

とがわかったら、すみやかに奨学金の休止，辞退等の手続について窓口にご相談ください。 
 
4)奨学金の継続 
奨学生は，奨学金の継続を希望する，しないにかかわらず，１２月中旬から配付する「奨

学金継続願」を窓口で受け取り，スカラネットパーソナルにより指定された期日までに手続

きを済ませるようにしてください。奨学金の継続を希望しない者はその後、窓口に辞退届を

ご提出いただきます。 
 
5)返還免除制度 
・特に優れた業績による返還免除 
大学院で第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、貸与期間中に特に優れた業 績を挙

げた者として日本学生支援機構が認定した人を対象に、その奨学金の全額 または半額を返

還免除する制度です。 
 

・返還免除内定制度 
平成 30 年度以降に博士（後期）課程に入学し、第一種奨学生に採用された 1 年次 を対

象として、貸与終了時に決定する業績優秀者返還免除を内定する制度です。 
※一貫制博士課程は、平成 30 年度以降の 3 年次進級者が対象です。 

 
 
■地方公共団体及び民間育英事業団体 
日本学生支援機構奨学金の他に，地方公共団体及び民間育英事業団体が貸与又は給与す

る奨学金をその都度，HP・掲示によりお知らせしています。申請手続きについては案内に

したがってください。 
 
（２）授業料の納付 
春学期分（４月１日～９月３０日）の納入期限は４月末日。秋学期分（１０月１日～３月

３１日）の納入期限は１０月末日。それぞれ末日から数えて銀行の３営業日前に，届け出た

銀行口座から引き落としますので前日までに入金してください。 
ただし，新入生の春学期分授業料は，５月に口座引落により徴収します。 
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（３）授業料免除 
授業料納付が困難な学生（いずれも正規生のみ）に対して、次のいずれかに該当する場合

は、選考の上、授業料の全学又は半額が免除されることがあります。 
◾経済的理由により授業料の納入が困難で、かつ、学業優秀と認められる場合 
◾納入すべき学期分の授業料について、学期が始まる前６ヶ月以内（新入学者については

入学前１年以内）に、 
①学資負担者(例：父親)が死亡または②学資負担者もしくは本人が風水害に被災のため、

授業料の納入が著しく困難と認められる場合 
◾上記に準ずるもので、総長が相当と認める場合 
◾家計支持者が以下に掲げる激甚災害にて被災されている場合 
  平成３０年７月豪雨、平成３０年北海道胆振東部地震、 
  令和元年８月９月暴風雨及び豪雨、令和２年７月豪雨 
 
申請は、春学期・秋学期を一括し、年１回です。詳細は掲示等により周知します。 
また，授業料の免除申請を行った者については，免除の可否を通知するまでの間は授業料

の徴収を猶予しますが，当該決定により免除されなかった者及び半額免除になった者は，本

研究科が指定する期日，方法により授業料を納付してください。 
免除申請の結果が通知される前に休学又は退学を願い出る場合は，免除申請を取り下げ，

所定の授業料を納付しなければなりません。 
 
 
４． 学生教育研究災害傷害保険 
 
この保険は学生の実験，実習などの正課の授業中，学校行事中，課外活動中，大学の施設

内における災害事故及び通学中の事故に対する補償制度で，財団法人日本国際教育支援協

会と国内損保会社との契約により実施されているものです。 
入学手続きの際に加入の手続きを行っていますが，留年により在学期間を延長して在学す

る学生については，可能な限り４月中に加入するようにしてください。 
 
（１）保険会社等への報告 
災害傷害事故等が発生したときは，指導教員に連絡するとともに大学院係に連絡し，東京

海上日動火災保険株式会社への報告書（大学院係に備付けの専用ハガキ）を提出してくださ

い。 
 
（２）医療保険金の請求 
治療完治後は大学院係に連絡し，備付けの請求書用紙により必要書類を提出してくださ

い。なお，詳細は大学院係まで問い合わせてください。 
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５． 定期健康診断 
保健管理室（総合保健体育科学センター）東山キャンパス 
ＴＥＬ:０５２－７８９－３９６９ ＵＲＬ:http://www.htc.nagoya-u.ac.jp/hokenkanri/ 
 
■定期健康診断 
健康管理については，定期健康診断を３月（次年度４月以降も在学する学生向け），４月

（在学生と新入生向け）に行っています。進学，就職，奨学金，入試などで健康診断証明書

が必要になる場合がありますので、必ず受けるようにしてください。 
日程の詳細については，その都度，本研究科 HP（大学院教育）・掲示等でお知らせしま

す。学生健康診断の結果は，本学の証明書発行機（無料）で交付、及びオンライン申請で交

付します。 
本学附属病院の医員（夜間・休日，診療従事８時間/日含む）の身分を有する学生は、職員

健康診断を優先してください。外病院に勤務する学生、他機関で健康診断を受けた学生は結

果の写しを大学院係へ提出してください。ただし、本学の証明書発行機から証明書は交付さ

れません。 
 
学生定期健康診断の検査項目は次のとおりです。 
 
実施 

時期 
検 査 項 目 実施場所 

３月，４月 

尿検査，胸部Ｘ線検査，血圧検査，身体計

測（身長・体重），視力検査，内科診察，

自覚症状調査等 

保健管理室（総合保健体育科学センター） 

東山キャンパス 

 
■特殊健康診断 
実験・実習で放射線物質や有害物質等を取り扱う学生を対象に，法令にもとづき特殊健康

診断を実施しています。中でも放射性同位元素等を取り扱う実験・実習に従事する場合は，

放射線障害防止法により定期健康診断の受診が義務づけられていますので必ず受診するよ

うにしてください。未受診の場合には，ＲＩの実験・実習に従事することも、ＲＩ講習を受

講することもできません。 
 
日程の詳細については，その都度，本研究科 HP（大学院教育）・掲示等でお知らせしま

す。 
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対象者 検査項目 実施時期 実施場所 

放射線物質 

初めて放射線物質等を取り扱う者

（ＲＩ実習を受講する者，アイソト

ープ総合センターのＲＩ講習会の受

講者を含む。）は，従事前に右記検

査を受診する。ただし，次年度以降

継続して取り扱う者は問診を受け，

必要に応じて検査を受ける。 

血液検査 

皮膚検査 

眼の検査 

５月 

７月 

１０月 

１１月 

保健管理室 

（総合保健体育科学

センター） 

東山キャンパス 

その他 

有害物質を取り扱ったり，危害発生

の恐れのある実験・実習を行ってい

る者。 

取扱状況調

査,必要に

応じた検査 

１０月 

 
 
６． 就職 
 
就職を希望する学生に対し，学生相談総合センター（就職相談部門）において，就職指導・

助言を行っています。 
 
就職支援室 
ＴＥＬ:０５２－７８９－２１７６ 
ＵＲＬ:http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp/ 
「名古屋大学就職関連情報」ページ 
ＵＲＬ：http://syusyoku.jimu.nagoya-u.ac.jp 
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本学から給与・謝金・旅費を受給する際の注意 

 

名古屋大学の研究・教育を運営していくための費用のほとんどが，国民からの税金でまかなわれ

ており，研究費等の不正使用・不適切な使用は，いかなる理由があっても正当化されるものではあ

りません。 

 ついては，本学から給与・謝金・旅費を受給する際には，以下のことに留意してください。 

 

○ 実際に働いていない雇用に対して賃金を請求すること（受給すること）や 

実際に行っていない出張に対して旅費を請求すること（受給すること）は， 

違法行為になります。 

○ 研究助成財団等から旅費に対する研究助成金を受けているにも関わらず， 

大学に同じ旅行の旅費を請求し，二重に旅費を受給することは違法行為に 

なります。 

○ 大学から支給された給与・謝金・旅費の全部又は一部を研究室等が回収す 

る行為（還流行為）は，社会的に不適切な行為と見なされる場合があります。 

このような疑念を生じさせないよう，本学では還流行為を禁止しています。 

◆ 上記行為を求められた場合，あるいは上記行為の事実を知った場合は， 

監査室（052-747-6444）にご相談・ご連絡願います。 

また，学外の法律事務所にも通報窓口を設置しています。 

（申立者の個人情報は保護され，不利益な取扱いを受けることはありません。） 

HP：http://www.aip.nagoya-u.ac.jp/extramural/r_funding/report/index.html 
なお，研究費等の不正使用が判明した場合，合理的な理由があり非公表すると判断した場合

を除き，不正に関与した者の氏名が調査結果とともに公表されます。 

 

 

 

【学生各位】 

名古屋大学研究費等不正使用防止計画委員会  

問合せ先：研究支援課（052-747-6479） 
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本学から給与・謝金・旅費を受給する際の注意

 
  

 

Cautions When Receiving Salary/Remuneration/Travel Expenses from NU 

 

The majority of  funds for the administration of  research and education at Nagoya 
University are covered by public taxes; misuse or improper use of  research funds 
cannot be justified for any reason. 
  Please bear in mind the following when receiving salary/ remuneration/ travel 
expenses from NU: 

 
○ Claiming (receiving) wages for work not performed or claiming  

 (receiving) travel expenses for trips not undertaken are illegal acts. 
 

○ Receiving duplicate travel expenses, e.g. receiving a research grant 
 for travel expenses from a research foundation and claiming 
 expenses for the same trip from the University, is an illegal act. 

 
○ The act of  collection, by a laboratory/research group, of  all or part of  

a salary/ remuneration/ travel expenses received from the 
University (coercive conduct) may be regarded as socially 
inappropriate. Coercive conduct is forbidden at NU. 

 

◆ If  you have been asked to perform any of  the above acts, or if  you have  
knowledge of the above acts, please contact and consult the Audit Office 
(052-747-6444). A reporting desk has also been established at an   
Off-Campus Law Firm for misuse of  research funds. 
(Personal information of the complainant will be protected and they will not 
suffer any unfair treatment.) 
HP：http://www.aip.nagoya-u.ac.jp/extramural/r_funding/report/index.html 
Please note that, if  misuse of  research funds is identified, unless there is a rational  
reason, the name of  the person involved will be released to the public together  
with the investigation results.  

 

Nagoya University 
Research Fund Misuse Prevention Committee 

Contact: Research Support Division (052-747-6479） 

To All Students 
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アアイイソソトトーーププ総総合合セセンンタタ－－分分館館  

                                                                                                分分館館長長    長長  縄縄  慎慎  二二  

                                                                                                                （（量量子子医医学学講講座座））  

Ⅰ 沿革・特色 

 本施設は昭和３５年名古屋大学医学部ラジオアイソトープ中央実験棟（旧一号病棟）開設、昭和４５年新

研究棟に移設し、名古屋大学医学部アイソトープセンターと改称した。昭和５２年名古屋大学アイソトープ

総合センターの発足に伴い名古屋大学アイソトープ総合センター分館となる。平成２６年新営した医系研究

棟３号館へ移設し、老朽化した施設を一新した。現在、多くの職員，学生等が研究，教育のために利用して

おり、ラジオアイソトープ（RI）の管理はもとより、利用者の入退室、被曝管理等をコンピュータ化し、数

少ないスタッフで安全管理を行っている。また、本施設は最新の実験設備機器、教育用実習室等を備え、R

I を利用した医学の研究開発、教育訓練、諸設備共同利用の場として貢献している。 

 

Ⅱ スタッフ 

 分館長・教授  長縄慎二 

 准教授     山口博司 

 助手       中村嘉行 

 

Ⅲ 研究分野 

 新規放射性医薬品の開発、臨床検査における放射性薬剤の安定供給などを専門としている。具体的には構

造生物学データを活用した薬剤設計と前駆体合成による放射性医薬品の開発、小型サイクロトロンによる核

種製造および合成装置を用いた標識合成に取り組んでいる。また、放射性薬剤を用いる臨床検査の安全かつ

効率的な運用に向け、薬剤性質の解析、放射線分布計測など技術研究に携わっている。（山口） 

 放射線安全管理全般。より安全かつ便利に放射線を使うために、効率的に放射線管理を行う手法。具体的

には、放射線アレルギーの方や知識の少ない方にも分かりやすく効果的な教育訓練方法を考案して実践して

いる。また、放射能汚染発生時には、顛末をビデオ教材にして対処・対策方法を示すと共に、イメージング

プレートを用いて汚染の分布状況を調べ、汚染の再発防止に役立てている。（中村） 

 

Ⅳ 業務内容 

 ＲＩや X 線による放射線被曝障害を防止するため、放射線安全管理を行っている。また、放射線業務従事

者に対して放射線に関する教育訓練を行い、放射線利用に関する知識・技術の向上をはかっている。また、

スタッフは放射線取扱主任者および X 線取扱主任者として、医学部全体の放射線安全管理を統括し監督する

立場でもある。さらに、医学部附属病院の要請に応じて、附属病院の放射線業務従事者および、Ｘ線発生装

置使用者に対しても、教育訓練を実施している。一方、ＲＩを使用する研究の急速な進歩に対応するため学

内外の研究者と協力して、ＲＩの利用、測定、廃棄物処理等の技術開発を行っている。 

 

Ⅴ 設備 

 液体シンチレーションカウンタ              セルハーベスター 

 オートウエルγカウンタ                 その他、一般理化学機器 

 バイオイメージアナライザ                     各種サーベイメータ、個人被曝線量計 

 ＤＮＡサーマルサイクラー（ＤＮＡ増幅システム）     放射線管理システム 
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アアイイソソトトーーププ総総合合セセンンタタ－－分分館館  

                                                                                                分分館館長長    長長  縄縄  慎慎  二二  

                                                                                                                （（量量子子医医学学講講座座））  

Ⅰ 沿革・特色 

 本施設は昭和３５年名古屋大学医学部ラジオアイソトープ中央実験棟（旧一号病棟）開設、昭和４５年新

研究棟に移設し、名古屋大学医学部アイソトープセンターと改称した。昭和５２年名古屋大学アイソトープ

総合センターの発足に伴い名古屋大学アイソトープ総合センター分館となる。平成２６年新営した医系研究

棟３号館へ移設し、老朽化した施設を一新した。現在、多くの職員，学生等が研究，教育のために利用して

おり、ラジオアイソトープ（RI）の管理はもとより、利用者の入退室、被曝管理等をコンピュータ化し、数

少ないスタッフで安全管理を行っている。また、本施設は最新の実験設備機器、教育用実習室等を備え、R

I を利用した医学の研究開発、教育訓練、諸設備共同利用の場として貢献している。 

 

Ⅱ スタッフ 

 分館長・教授  長縄慎二 

 准教授     山口博司 

 助手       中村嘉行 

 

Ⅲ 研究分野 

 新規放射性医薬品の開発、臨床検査における放射性薬剤の安定供給などを専門としている。具体的には構

造生物学データを活用した薬剤設計と前駆体合成による放射性医薬品の開発、小型サイクロトロンによる核

種製造および合成装置を用いた標識合成に取り組んでいる。また、放射性薬剤を用いる臨床検査の安全かつ

効率的な運用に向け、薬剤性質の解析、放射線分布計測など技術研究に携わっている。（山口） 

 放射線安全管理全般。より安全かつ便利に放射線を使うために、効率的に放射線管理を行う手法。具体的

には、放射線アレルギーの方や知識の少ない方にも分かりやすく効果的な教育訓練方法を考案して実践して

いる。また、放射能汚染発生時には、顛末をビデオ教材にして対処・対策方法を示すと共に、イメージング

プレートを用いて汚染の分布状況を調べ、汚染の再発防止に役立てている。（中村） 

 

Ⅳ 業務内容 

 ＲＩや X 線による放射線被曝障害を防止するため、放射線安全管理を行っている。また、放射線業務従事

者に対して放射線に関する教育訓練を行い、放射線利用に関する知識・技術の向上をはかっている。また、

スタッフは放射線取扱主任者および X 線取扱主任者として、医学部全体の放射線安全管理を統括し監督する

立場でもある。さらに、医学部附属病院の要請に応じて、附属病院の放射線業務従事者および、Ｘ線発生装

置使用者に対しても、教育訓練を実施している。一方、ＲＩを使用する研究の急速な進歩に対応するため学

内外の研究者と協力して、ＲＩの利用、測定、廃棄物処理等の技術開発を行っている。 

 

Ⅴ 設備 

 液体シンチレーションカウンタ              セルハーベスター 

 オートウエルγカウンタ                 その他、一般理化学機器 

 バイオイメージアナライザ                     各種サーベイメータ、個人被曝線量計 

 ＤＮＡサーマルサイクラー（ＤＮＡ増幅システム）     放射線管理システム 

 

附属医学教育研究支援センタ一実験動物部門 

Ⅰ

Ⅱ

部門長

准教授

助教

技術職員

技能補佐員

事務補佐員

Ⅲ

Ⅳ

　部門内では動物の遺伝学的、微生物学的統御はもちろん、飼育環境や飼育技術の向上による高い精度と再現
性のある動物実験を行うための設備が整っている。名古屋大学における動物実験等に関する取扱規程に基づい
た適正な動物実験が行われており、部門職員は施設内の適正な環境の維持管理業務と、動物の飼育管理業務の
他に、利用者に対して適正な動物実験を行うに必要な知識や技術の教育を行っている。更に、マウスの胚／精
子の凍結保存や遺伝子改変マウスの作製など胚操作技術に基づく研究支援業務も実施している。平均約150名
／日の職員や学生が動物実験に関する研究・教育のために当部門を利用している。  

　部門内で飼育されている動物種は、マウス、ラット、モルモット、ウサギ、イヌ、ブタ、サルなど多岐にわ
たっていることから、部門内にはこれらに対応するための様々な動物飼育室や実験室が備えられている。更に、
感染実験、毒性実験等の特殊実験にも対応できる設備も備えている。また、小動物用のX線CT、MRI、超音波
エコー、インビボイメージングなどの最新の画像解析装置も備えられている。

木村　宏

大野民生

宮坂勇輝

大矢康貴、矢野久美子、能丸幸治、場﨑恵太

林　哲弘、糟谷佳恵、水野　香、山内和加子

斉木寛子

　当部門の前身である動物実験施設は 1984年 4月に設置が認可された。初代施設長には星野宗光教授が就任し、
鬼頭純三助教授と動物実験委員会を中心に、当施設が科学的に高く評価される動物実験を行うための研究センタ
一となる事を目的として、設計と運営の原則が定められた。建物は 1986年 3月に竣工した。その後 1988年に加
藤延夫教授、1992年に竹内康浩教授、1994年に鬼頭純三教授が施設長に就任した。動物実験施設の建設準備の段
階から施設の管理運営に携わってこられた鬼頭純三教授が定年退官された後、1998年に杉浦康夫教授が、そして 
1999年には西村正彦教授が施設長に就任した。2004年 5月に改組により動物実験施設は医学教育研究支援センタ
一実験動物部門となり初代部門長に濵口道成教授が就任した。2005年からは太田美智男教授、2008年からは
高橋雅英教授、2012年からは門松健治教授、2017年からは大野欽司教授、2020年からは木村宏教授が部門長に
就任した。 
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附附属属医医学学教教育育研研究究支支援援セセンンタターー分分析析機機器器部部門門  
 

Ⅰ 目的 

 分析機器部門は、名古屋大学大学院医学系研究科および医学部における各種分析・計測機器を集中的に維持管理

し、教育研究および機器利用の効率化を図ることを目的として医系研究棟３号館の４階と５階に設置されている。 
 当部門は、バイオイメージング・分子構造解析・細胞機能解析・遺伝情報解析・医工連携の５研究室からなり、そ

れぞれの分野の研究に必要な、共焦点レーザー顕微鏡・電子顕微鏡・質量分析装置・フローサイトメーター・DNA
シーケンサー等の大型機器を中心に各種機器を取り揃えている。また、機器の維持管理のみならず、新技術の紹介

や機器利用の講習会、さらには大学院ベーシックトレーニング等の教育研究支援を行っている。講習会は、学生・研

究者のどなたでも参加できる「分析機器部門講習会シリーズ」として年間を通して開催しているので大いに利用し

ていただきたい。 
 

Ⅱ スタッフ 

技術主任：田中 稔 

技術職員：伊藤 康友、瀧 健太朗、板倉 広治、依藤 絵里、丸井 萌子、山口 雄也 

技術員：水野 裕子、小笠原 志津枝 

技術補佐員：古川 麻友美 

 

Ⅲ 構成 

《バイオイメージング研究室》 

 細胞組織や形態観察をするための各種光学顕微鏡と透過および走査電子顕微鏡（エネルギー分散型 X 線分光装置

付）に加えて、各種光顕・電顕用試料作製装置が設置されている。 
 
〈機器〉 

透過電子顕微鏡  ··································· １台 

透過電子顕微鏡（EDS 付属）  ················ １台 

走査電子顕微鏡（EDS 付属）  ················ １台 

超解像／共焦点レーザー顕微鏡  ·············· ２台 

多光子／共焦点レーザー顕微鏡  ·············· １台 

共焦点レーザー顕微鏡  ·························· ２台 

ライトシート蛍光顕微鏡  ······················· ２台 

一体型蛍光顕微鏡  ································ ２台 

実体蛍光顕微鏡  ··································· １台 

バーチャルスライド  ····························· １台 

レーザーマイクロダイセクション  ··········· ２台 

細胞解析装置  ······································ ３台 

画像解析ソフト  ··································· ７台 

自動染色装置 ········································· １台 

In vivo イメージング装置 ························ １台 

実験動物用 X 線 CT ································ １台 

真空蒸着装置  ······································ １台 

オスミウム・プラズマコーター  ·············· ２台 

イオンコーター  ··································· １台 

ウルトラミクロトーム  ·························· ２台 

凍結ウルトラミクロトーム  ···················· １台 

光顕用凍結ミクロトーム  ······················· ３台 

滑走式ミクロトーム  ····························· ２台 

振動刃ミクロトーム  ····························· １台 

オートティッシュプロセッサー  ·············· １台 

トリミング装置  ··································· １台 

自動固定包埋装置  ································ ２台 

パラフィン包埋ブロック作製装置  ··········· ２台 
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担当者：内線 2395 板倉、内線 2404 依藤、内線 2397 山口・水野、内線 5782 古川 

 

《分子構造解析研究室》 

 タンパク質やペプチドなど生体を構成する物質を主な対象として、これらを定性・定量分析するための液体クロマ

トグラフ質量分析計（LC-MS）とその周辺装置が設置されている。タンパク質同定などのプロテオーム解析が特に中

心となっている。 
 

〈機器〉 

LC-MS (Hybrid Quadrupole FT MS)  ················································································ １台 

LC-MS (Hybrid Quadrupole FT Linear Ion Trap MS)  ························································· １台 

LC-MS (Hybrid Triple Quadrupole Linear Ion Trap MS)  ····················································· １台 

担当：内線 2398 瀧 

 

《細胞機能解析研究室》 

 細胞および細胞成分の定量や分布・性状の解析を行うための機器を中心に設置されている。 
 

〈機器〉 

フローサイトメーター（ソーター） ··········· ２台 

フローサイトメーター（アナライザ） ········ ４台 

分子間相互作用測定装置（SPR） ·············· １台 

SPR 顕微鏡  ········································ １台 

カロリーメーター  ································ １台 

担当者：内線 2399 田中 

 

《遺伝情報解析研究室》 

 遺伝子に関する分子生物学的研究に必要な装置として、蛋白質、核酸を分離するための超遠心機をはじめ、一次構

造を解析するためのシーケンサー、得られた情報を解析するコンピューターなどが設置されている。 
 

〈機器〉 

DNA シーケンサー  ······························ ３台 

プレートリーダー（可視，発光，蛍光） ····· ４台 

 分離用超遠心機  ··································· ５台 

 高速冷却遠心機  ··································· １台 

 紫外可視分光光度計  ····························· １台 

 細胞破砕装置  ······································ １台 

  

DNA 断片化装置  ································· １台 

高速液体クロマトグラフ装置  ················· ２台 

分子立体構造解析コンピューター  ··········· １台 

定量 PCR 装置  ···································· ６台 

イメージアナライザー(蛍光・化学発光) ······ ３台 

電気泳動装置  ······································ ４台

担当者：内線 2403 伊藤、内線 5779 丸井 

 

《医工連携室》 

 医学系研究科と工学研究科で連携して細胞や生体情報の解析を行なうことを目的とする。超解像顕微鏡、生細胞イ

メージングシステム、FIB/SEM といった光学顕微鏡・電子顕微鏡のほか、遺伝子導入装置などが設置されている。 
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〈機器〉 

超解像／共焦点レーザー顕微鏡  ·············· １台 

生細胞イメージングシステム  ················· １台 

FIB/SEM  ··········································· １台 

遺伝子導入装置  ··································· １台 

プレート遠心機  ··································· １台 

担当者：内線 2395 板倉、内線 2404 依藤、内線 5782 古川 

 

《技術室》 

 分析機器部門に関する事務処理全般、機器利用料の集計・請求、「講習会シリーズ」予定表発行、職員証・学生証の

登録、および入室カードの発行など。 

 担当者：内線 2407 小笠原 

 詳細 https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kiki/ 
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医医学学部部図図書書館館  利利用用案案内内  22002222 年年度度  
  

◆ 開開館館時時間間 

・通常期  月-金曜  9:00-20:00 

土曜   13:00-17:00 

・休業期  月-金曜   9:00-17:00 

夏8/8～8/24、冬1/5～7、春2/20～3/10 

 

◆ 休休館館日日  

・日曜・国民の祝日 

・休業期中の土曜日 

・機構が定める夏季一斉休業日   

・蔵書点検期間 8月25日-8月31日 

・年末年始 12月28日-1月4日 

 

◆ 資資料料のの貸貸出出  （貸出には学生証が必要です）  

資料の種類 数量 貸出期間 

図書 5冊 2週間 

製本雑誌 5冊 1週間 

未製本雑誌 

（新着雑誌架分） 
3冊 

12:00- 

翌開館後 

4時間以内 

DVD,ビデオ等 2点 1週間 

注1：参考図書（辞書等）は貸出できません 

注2：一部のDVD等は、貸出対象外です 

 

◆ 返返却却・・更更新新・・予予約約  

・期限日までに医学部図書館カウンターへ持参し、

返却してください。 

・返却が遅れると一定期間貸出停止になります。 

・貸出期間の延長（更新）は図書に限り1回のみ可

能です。 返却期限日までに図書館カウンターに

学生証と図書を持参するか、Webで手続きしてく

ださい。ただし、予約が入っている場合は更新で

きません。 

・貸出中資料は、Webで予約できます。 

※Web更新・予約には名古屋大学IDが必要です。 

・閉館時にはブックポストに返却できます。 

 

◆ 資資料料配配置置  

図図書書 

和書・洋書とも一緒に背ラベルの順（「日本十進分

類法（NDC）」による分類番号と著者記号）により配

架されています。 

雑雑誌誌  

和洋別・年代別で数か所に、タイトルのアルファ

ベット順に配架されています。 

※ 詳細は館内の案内図をご覧ください。 

※ 一部の雑誌は館外に別置されています。 

◆ 医医学学部部図図書書館館ホホーームムペペーージジ  

利用案内やお知らせ、リンク集を載せています。 

以下の各サービスは、ここからアクセスできます。 

https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medlib/ 

 

◆ 名名大大所所蔵蔵検検索索（（  OO PP AA CC  ））  

蔵書検索システムです。名大全体の図書・雑誌の所

蔵（何がどこにあるか）が調べられます。 

 

◆ 電電子子ジジャャーーナナルル・・アアククセセススササーービビスス 
本学で利用可能な約 2 万点の電子ジャーナルを学

内ネットワークに繋がったパソコンから入手で

きます。一部学外からの利用も可能です。 

 

◆ 主主ななデデーータタベベーースス  
PubMed 
NLM（アメリカ国立医学図書館）が提供する医学文

献情報データベースです。無料公開されているの

で、どこからでも利用できますが、医学部図書館ホ

ームページの“PubMed（名大用URL）”を使ってア

クセスした場合のみ、検索結果に“NULink”という

アイコンが表示されます。 
 
 

NULink(エヌユーリンク）は論文

の入手を手助けしてくれる便利な

リンクです。文献検索の結果に表示されていたらクリ

ックしてください。電子ジャーナルの論文（本文）や

OPACへ直接リンクします。 
 
  

医医中中誌誌WEB（※学内限定 同時アクセス数：10) 

日本の医学文献情報（抄録）データベースです。 

 
Web o f  Sc ience 
自然、人文、社会科学の全分野にわたるデータベー

スです。どの論文が何回引用されたか、という引用

調査もできます。 

 
Journal Citation Reports (JCR)  
雑誌の評価指標であるインパクト・ファクターを

調べることができます。 

 
Up To Date（※鶴舞地区限定） 
最新の情報を得るための臨床支援ツールです。 

 

◆ Nagoya Journal of Medical Science 
医学部が発行する電子ジャーナルです。 
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medlib/nagoya_j_med_sci/ 
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◆ 館館内内設設備備 

自自動動貸貸出出返返却却装装置置（2階） 
資料の貸出・返却をご自身で行うことができます。

一部対応していない資料もあります。 

 
PCココーーナナーー（2階） 

パソコンとプリンターが利用できます。レポート

の作成や授業の準備等、学習・研究用に提供してい

ます。上記目的以外の使用は禁止です。 

※ 印刷は有料です。 
 
ココピピーー機機（2,3階） 

2階にカラーコピー機1台（生協コピーカード、コ

イン、クラウド対応）、3 階にカラーコピー機1 台

（生協コピーカード用）があります。生協コピーカ

ードは生協購買部と書籍部で購入できます。 

※ 図書館の資料のみ、著作権法の範囲内で複写を

行うことができます。 

※ 複写後は備付けの「複写申込書」を提出してく

ださい。 
 

持持参参PCのの無無線線LAN接接続続         

nuwnetを利用しネットワーク接続ができます。 
 

 
視視聴聴覚覚室室（2階） 

図書館所蔵の視聴覚資料を視聴できます。 

※ 利用時間：月-金曜 9:00-17:00 

 
LLiibb--CCaarrrreell（（指指定定席席））（3階） 
医師国家試験の受験に臨む 6 年生が 1 年間占有
できる席が 119 席あります。使える設備は机、
本棚、ワゴン、電源、情報コンセントです。空席
がある場合は、6年生以外の方に追加募集を行っ
ています。利用期間は3か月です。 
 
ゼゼミミ室室（4階） 

大小の 2 室があり、予約が入っていない場合は開

放しています。1人1日当たり4時間まで予約可能

ですので、カウンターで学生証を提示し申し込ん

でください。 

※ 予約可能（開館時間内のみ） 

月-金曜   9:00-20:00（17時閉館時は17時まで） 

土曜      13:00-17:00 

 

名名古古屋屋大大学学医医学学部部史史料料館館（2階） 

医学部および病院の歴史的資料の展示室です。 
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medlib/museum/ 

※ 利用時間：月-金曜 13:00-17:00（要予約） 
 

 
◆ 購購入入希希望望図図書書 

購入希望は、図書館カウンターまたは 2 階に設置

の投書箱で受け付けます。Eメールでも受け付けま

す。 

 

◆ 文文献献・・図図書書のの取取りり寄寄せせ 

学習・研究に必要な資料が鶴舞キャンパスにない

場合、医学部図書館を通して学内外の図書館から

取り寄せることができます。図書の借用と複写物

の取り寄せの2種類があります。 
  
申申しし込込みみ（以下の2つの方法があります）  

① Webから申し込む（名古屋大学IDでログイン）。

OPACやPubMed等のデータベースの検索結果を

申し込みの際に利用できます。 

② 「文献複写・現物貸借申込書」に必要事項を記

入し、図書館カウンターに提出する。 

所所要要日日数数  

学内外とも通常1週間程度で到着。 

費費用用  

学内と国内の大学図書館から取り寄せる場合は、

下記を除き、図書館が費用負担します。 

 ・学外からの図書借用の返送料 

 ・国立国会図書館、海外への依頼 など 

 ※詳細は図書館カウンターでお尋ねください。 

 

◆ 他他大大学学図図書書館館へへのの訪訪問問利利用用 

他大学の図書館を訪問利用する時は、学生証を携

帯してください。紹介状や事前調査が必要な図書

館もありますので、図書館カウンターでご相談く

ださい。 

 

◆ 閉閉館館時時のの入入館館  （学部1-2年生は要申込） 

夜間や土日といった閉館中も、入館が可能です。

医学部医学科に所属する 3 年生以上の学部生と

大学院医学系研究科に所属する大学院生は、学

生証を使って入館ができます。 

※ 利用時間：4:00-24:00（0:00-4:00 利用不可） 

 

◆ 問問合合せせ先先 

名古屋大学 附属図書館 医学部分館 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65 

電話：052-744-2506（カウンター直通） 

e-mail: med@nul.nagoya-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 利利用用上上のの注注意意 

・館内では常に学生証を携帯してください 

・館内で利用した資料は元の位置に戻してください 

・館内での飲食・喫煙は禁止です 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ等のふたの閉まる飲料のみ特例で持込可 

・長期の席の占有・荷物の放置・大声での談笑や携帯

電話の通話などの、他の利用者の迷惑になる行為は

慎んでください 

・感染症対策等でサービスが変更になる場合がありま

す。最新の情報はホームページからご確認ください 
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Ⅲ . 授業科目一覧



2020年度特徴あるプログラム　シラバス　Distinctive educational program 2020

特徴あるプログラム名
Program

1

CIBoG産学連携戦略プログラム

CIBoG Industry-academia
cooperation program

2

医薬統合プログラム

Integrated program for medical and
pharmaceutical sciences

神経細胞の発生と回路形成：基礎
と応用

Development of neurons and
circuits: From biology to clinical
applications

神経細胞の誕生・移動・形態形成および回路形成に関する機構ならびに脳形成異常の病因について理解する。

Basic mechanisms of brain regionalization, neural progenitors' functions, neuronal migration, and circuit
formation will be studied.

脳機能の神経回路システム

Neural circuit systems for brain
functions

様々な脳機能を実現する中枢神経回路とその動作メカニズムを明らかにする研究について学習し，神経回路を
機能システムとして理解する。

Basic research on central neural circuits and their mechanisms for a variety of brain functions will be
introduced to understand these circuits as functional systems.

シナプスの構造・機能・可塑性と高
次脳機能・神経疾患
Synapse: Structural and functional
properties and the significance in
brain functions and diseases

シナプス機能の基礎的理解に基づき，記憶・学習など高次脳機能を学ぶ．シナプス伝達の病態についても学習
する。

Basis of the synaptic transmission will be studied focusing on the molecular machinery and
electrophysiological analyses. Mechanisms of learning and memory and diseases of synaptic transmission will
also be studied.

グリア細胞：生理機能と病態

Glial cells: From basic to diseases

グリア細胞が神経機能に対して果たす役割について，その種類ごとに学習し，さらに機能破綻と神経学的疾患
との関連性についても学ぶ。

Physiological roles of glial cells in the neural function will be studied and the involvement of glial disorders in
neurological diseases will be overviewed.

神経変性疾患

Neurodegenerative diseases

神経変性疾患の定義，病態，病因などについて学習し，代表的疾患群を概観するとともに，最新の治療的取り
組みや今後の展望についても、具体例をもとにして学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　Neurological diseases
involving the accumulation of degenerated proteins will be studied. Recent therapeutic trials and future
perspectives of particular model diseases will also be discussed.

精神疾患

Psychiatric diseases

精神疾患の基礎と最新の研究成果について，主として統合失調症、気分障害、発達障害に焦点をあてて学習
する。
Basics and recent advances in the understanding of psychiatric diseases, especially of schizophrenia, mood
disorders and developmental disorders will be studied.

4

キャンサーサイエンスコース

Cancer science course

5

がんプロフェッショナル養成基盤推
進プラン

Human Resource Development
Plan for Cancer

6

先端医療・臨床研究支援センター
におけるOn the jobトレーニングプ
ログラム

On the job training program in the
Center for Advanced Medicine and
Clinical Research

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

臓器横断的ながん診療・がん研究についての理解を深める。また、各臓器を専門とする診療科や他職種との組織横断的なチーム医療の中で、より
高度ながん医療とがん研究の実践について学ぶ。

In this program, we will provide lectures about cancer treatment and research of all organs from a cross-cutting perspective. The students will
also learn about advanced cancer care and studies based on collaboration with specialists of each organs and various professionals.

臨床試験の適正かつ円滑な実施に貢献できる人材を養成するため、臨床試験、医師主導型治験、企業治験を支援する名古屋大学医学部附属病
院・先端医療臨床研究支援センターにおいて実務研修を行う。研修内容としては生命倫理、実施計画書の作成、生物統計、モニタリング、データマ
ネージメントなどを行う。

This program is intended to train human resources who can contribute to the proper and smooth implementation of clinical trials. Practical
training is done in the Center for Advanced Medicine and Clinical Research.Training content is the following items.
1. Bioethics  2. Creating an implementation plan  3. Biostatistics  4. Monitoring  5. Data Management

創薬の現場を知る企業及び国機関が創薬の基盤と戦略を教育する。実際の創薬がどのような流れで行われているか、世界的創薬の潮流はどのよ
うに変遷してきたか、安全で効果のある薬剤を患者のもとへ届けるためのレギュラトリサイエンスははどのようなものか。これらについて第一線の講
師陣が講義し、これからの産学連携の在り方を考える。

Experts from pharmaceutical industries and fundamental strategies of drug development. How are drugs developed? What is the global trend of
drug development? How does the regulatory science work for delivering safe and effective drugs to patients? This program will deal with these
questions. The experts and students will discuss how industries and academia should cooperate to accelerate drug development and/or innovate
in the existing conditions.

近年、病態に根ざした分子標的治療が医薬開発の最も大きな潮流となっており、医薬開発における医学的知識と洞察力の重要度がますます高く
なっている。一方、医療や創薬分野の研究をさらに発展・充実させていくためには、薬物動態解析などの薬学的知識や技能が不可欠である。また、
治験や臨床研究を推進するためには、生物統計の知識も極めて重要である。本プログラムでは、名城大学薬学研究科と連携し、名城大学からは薬
学研究に必須の講義を提供し、一方、名古屋大学からは生物統計を含む医学研究に必須の講義を提供する。

Molecular target therapy is a main stream for drug development, in which knowledge about medical sciences and insights into the pathogenesis of
diseases are becoming more important. The knowledge about pharmaceutical sciences such as pharmacokinetics and technologies are also
essential for advancing clinical research as well as drug development. Furthermore, knowledge about biostatistics is necessary in the clinical
research and development. In this program, we provide the systematic series of lectures about pharmaceutical and medical sciences including
biostatistics, in the coordination with  Meijo University Graduate School of Pharmacy.

最近のがんの診断・治療分野において目覚ましい進歩は、がん研究分野のみならず様々な研究領域の研究者たちの努力によって成し遂げられてき
た。本コースでは、がん研究を進めるうえで必要とされる生物学的な知識や研究手法に関して系統的に概説を受けるとともに、がんの発生・進展に
関わる分子機構の解明と応用を目指した最先端の研究についての講義を受けそれに伴う質疑応答を行う機会とする。

Recent advances in cancer research provide us many useful information for diagnosis, stratification, and treatment selection of cancers. These
advances were not only accomplished by cancer scientists, but also basic scientists in other fields. In this course, overview of up-to-date
biological knowledge and experimental methods, which are currently employed in various fields of cancer research, will be given, together with
cutting-edge researches by renowned scientists in each field.

3

ニューロサイエンスコース

Neuroscience　Cource
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コース
Cource

特徴あるプログラム名
Program

1

CIBoG 産官学連携戦略プログラム

Industry-government-academia
cooperation program

2

医薬統合プログラム

Integrated program for medical and
pharmaceutical sciences

3

ニューロサイエンスコース

Neuroscience　Cource

4

キャンサーサイエンスコース

Cancer science course

5

がんプロフェッショナル養成基盤推
進プログラム

Human Resource Development
program for Cancer

6

先端医療開発部におけるOn the
jobトレーニングプログラム

On the job training program in the
Center for Advanced Medicine and
Clinical Research

7

トランスレーショナルリサーチコース

Translational research course

8

医学英語プログラム

Medical English

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

医学英語を向上させるためには、語彙数の増加、論文作成、発表、コミュニケーションなどの多様な側面での訓練が必要となる。ここでは、発
表能力を上達させるために、毎回簡単なプレゼンテーションの練習を行う。プレゼンテーションの内容は自己紹介、研究テーマの説明、図表の
説明、座長のセリフ、質問の方法、模擬学会発表などである。何度も小グループ内で繰り返しプレゼンテーションすることにより、英語を使いな
れることを目的とする。毎回、独立した訓練を行うので必ずしも連続して出席する必要ない。解説は日本語で行うので、ストレスを感じずに訓練
できる。外国人にも参加してもらえるように企画する。教科書は大杉邦三著「会議英語」大修館書店。参加者は毎回10名までに限定することか
ら、予定を確認し担当日教員に参加の連絡をすること。連絡後、断りなく欠席した場合には次回からは出席できない。

In order to develop one's ability in medical English, many different aspects of English ability, such as an increase in vocabulary, manuscript
preparation, presentation, and communication skills are required. This program provides opportunities to develop these abilities through
practice in English presentations. The contents of the presentations include self-introduction, explanation of one's research, description of
figures and tables, chairing sessions, raising questions, and presentation practice. Repeated experiences in a small group will lead the
participants to develop their abilities in presentation. Each class is independent. The participants are not requested to attend the classes
consecutively. The class itself is run in Japanese, reducing the stress of the participants. The attendance of foreigners is scheduled, if
possible. The textbook is “Conference English – For Better International Communication” by Kunizo Oosugi, Taisyukan Shoten. The
participation will be allowed for 10 PhD students. Please, contact the teaching staff in charge of each listed day to inform them of your
attendance. If absent in the class without any notification to the staff, there will be no chance for the student to attend the subsequent
classes.

臓器横断的ながん診療・がん研究についての理解を深める。また、各臓器を専門とする診療科や他職種との組織横断的なチーム医療の中
で、より高度ながん医療とがん研究の実践について学ぶ。

In this program, we will provide lectures about cancer treatment and research of all organs from a cross-cutting perspective. The students
will also learn about advanced cancer care and studies based on collaboration with specialists of each organs and various professionals.

臨床試験の適正かつ円滑な実施に貢献できる人材を養成するため、臨床試験、医師主導型治験、企業治験を支援する名古屋大学医学部附
属病院・先端医療開発部において実務研修を行う。研修内容としては生命倫理、実施計画書の作成、生物統計、モニタリング、データマネージ
メントなどを行う。

This program is intended to train human resources who can contribute to the proper and smooth implementation of clinical trials. Practical
training is done in the Center for Advanced Medicine and Clinical Research.Training content is the following items.
1. Bioethics  2. Creating an implementation plan  3. Biostatistics  4. Monitoring  5. Data Management

創薬の現場を知る企業及び国機関が創薬の基盤と戦略を教育する。実際の創薬がどのような流れで行われているか、世界的創薬の潮流は
どのように変遷してきたか、安全で効果のある薬剤を患者のもとへ届けるためのレギュラトリサイエンスははどのようなものか。これらについて
第一線の講師陣が講義し、これからの産学連携の在り方を考える。

Experts from pharmaceutical industries and fundamental strategies of drug development. How are drugs developed? What is the global trend
of drug development? How does the regulatory science work for delivering safe and effective drugs to patients? This program will deal with
these questions. The experts and students will discuss how industries and academia should cooperate to accelerate drug development
and/or innovate in the existing conditions.

近年、病態に根ざした分子標的治療が医薬開発の最も大きな潮流となっており、医薬開発における医学的知識と洞察力の重要度がますます
高くなっている。一方、医療や創薬分野の研究をさらに発展・充実させていくためには、薬物動態解析などの薬学的知識や技能が不可欠であ
る。また、治験や臨床研究を推進するためには、生物統計の知識も極めて重要である。本プログラムでは、名城大学薬学研究科と連携し、名
城大学からは薬学研究に必須の講義を提供し、一方、名古屋大学からは生物統計を含む医学研究に必須の講義を提供する。

Molecular target therapy is a main stream for drug development, in which knowledge about medical sciences and insights into the
pathogenesis of diseases are becoming more important. The knowledge about pharmaceutical sciences such as pharmacokinetics and
technologies are also essential for advancing clinical research as well as drug development. Furthermore, knowledge about biostatistics is
necessary in the clinical research and development. In this program, we provide the systematic series of lectures about pharmaceutical and
medical sciences including biostatistics, in the coordination with  Meijo University Graduate School of Pharmacy.

最近のがんの診断・治療分野における目覚ましい進歩は、がん研究分野のみならず様々な研究領域の研究者たちの努力によって成し遂げら
れてきた。本コースでは、がん研究を進めるうえで必要とされる生物学的な知識や研究手法に関して系統的に概説を受けるとともに、がんの発
生・進展に関わる分子機構の解明と応用を目指した最先端の研究についての講義を受けそれに伴う質疑応答を行う機会とする。

Recent advances in cancer research provide us a lot of useful information for diagnosis, stratification, and treatment selection of cancers.
These advances were not only accomplished by cancer scientists, but also basic scientists in other fields. In this course, overview of up-to-
date biological knowledge and experimental methods, which are currently employed in various fields of cancer research, will be given,
together with cutting-edge researches by renowned scientists in each field.

基礎研究の成果を医薬品開発へと発展させるトランスレーショナルリサーチにおいて、各開発段階で必要とされる要件を理解することを目的と
する。
各講義では、前臨床試験、臨床試験デザイン、治験実施体制など、各開発段階おいて必要とされる事項、注意点、課題などについて、複数の
疾患領域における実例も含めて紹介する。また、希少疾患に対する医薬品開発などにおいて注目されている疾患レジストリーに基づくリアル
ワールドデータを利用した手法の有用性、重要性についても紹介する。

The purpose of this course is to understand the requirements at each development stage in translational research that develops the results
of basic research into drug development.
In each lecture, we will introduce items, precautions, and issues which are required at each development stage, such as preclinical studies,
clinical trial design, and clinical trial implementation system, including examples in multiple disease areas. We will also introduce the
usefulness and importance of methods using real-world data based on disease registries, which are attracting attention in drug development
for rare diseases.

神経系は生体の様々な機能において重要な役割を担うことから、神経系の動作原理と形成原理を理解し、その破綻に伴って生じる疾患の発
症機序の解明とその治療技術の開発を目指す神経科学は、医学の中でも重要な位置を占める。本コースでは、神経系の形成、多様な脳機能
の神経回路、シナプス伝達、グリア細胞機能、神経変性疾患、精神疾患など、神経科学の基礎と臨床の様々な研究トピックスについて、教科
書的な理解から最新の研究の進展までを学ぶ。

The nervous system plays important roles in various functions of organisms. Neuroscience aims at understanding the fundamental
mechanisms of neural functions and the development of the nervous system, as well as understanding the etiologies of diseases caused by
malfunctions of the system and developing therapeutics for these diseases, and hence occupies an important position in medicine. In this
course, students will learn about a variety of basic and clinical research topics in neuroscience from textbook knowledge to up-to-date
research progress, including the development of the nervous system, neural circuits for various brain functions, synaptic transmission, glial
cell functions, neurodegenerative diseases, and psychiatric disorders.
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特徴あるプログラム名
Program

1

CIBoG産学連携戦略プログラム

CIBoG Industry-academia
cooperation program

2

医薬統合プログラム

Integrated program for medical and
pharmaceutical sciences

神経細胞の発生と回路形成：基礎
と応用

Development of neurons and
circuits: From biology to clinical
applications

神経細胞の誕生・移動・形態形成および回路形成に関する機構ならびに脳形成異常の病因について理解する。

Basic mechanisms of brain regionalization, neural progenitors' functions, neuronal migration, and circuit
formation will be studied.

脳機能の神経回路システム

Neural circuit systems for brain
functions

様々な脳機能を実現する中枢神経回路とその動作メカニズムを明らかにする研究について学習し，神経回路を
機能システムとして理解する。

Basic research on central neural circuits and their mechanisms for a variety of brain functions will be
introduced to understand these circuits as functional systems.

シナプスの構造・機能・可塑性と高
次脳機能・神経疾患
Synapse: Structural and functional
properties and the significance in
brain functions and diseases

シナプス機能の基礎的理解に基づき，記憶・学習など高次脳機能を学ぶ．シナプス伝達の病態についても学習
する。

Basis of the synaptic transmission will be studied focusing on the molecular machinery and
electrophysiological analyses. Mechanisms of learning and memory and diseases of synaptic transmission will
also be studied.

グリア細胞：生理機能と病態

Glial cells: From basic to diseases

グリア細胞が神経機能に対して果たす役割について，その種類ごとに学習し，さらに機能破綻と神経学的疾患
との関連性についても学ぶ。

Physiological roles of glial cells in the neural function will be studied and the involvement of glial disorders in
neurological diseases will be overviewed.

神経変性疾患

Neurodegenerative diseases

神経変性疾患の定義，病態，病因などについて学習し，代表的疾患群を概観するとともに，最新の治療的取り
組みや今後の展望についても、具体例をもとにして学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　Neurological diseases
involving the accumulation of degenerated proteins will be studied. Recent therapeutic trials and future
perspectives of particular model diseases will also be discussed.

精神疾患

Psychiatric diseases

精神疾患の基礎と最新の研究成果について，主として統合失調症、気分障害、発達障害に焦点をあてて学習
する。
Basics and recent advances in the understanding of psychiatric diseases, especially of schizophrenia, mood
disorders and developmental disorders will be studied.

4

キャンサーサイエンスコース

Cancer science course

5

がんプロフェッショナル養成基盤推
進プラン

Human Resource Development
Plan for Cancer

6

先端医療・臨床研究支援センター
におけるOn the jobトレーニングプ
ログラム

On the job training program in the
Center for Advanced Medicine and
Clinical Research

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

臓器横断的ながん診療・がん研究についての理解を深める。また、各臓器を専門とする診療科や他職種との組織横断的なチーム医療の中で、より
高度ながん医療とがん研究の実践について学ぶ。

In this program, we will provide lectures about cancer treatment and research of all organs from a cross-cutting perspective. The students will
also learn about advanced cancer care and studies based on collaboration with specialists of each organs and various professionals.

臨床試験の適正かつ円滑な実施に貢献できる人材を養成するため、臨床試験、医師主導型治験、企業治験を支援する名古屋大学医学部附属病
院・先端医療臨床研究支援センターにおいて実務研修を行う。研修内容としては生命倫理、実施計画書の作成、生物統計、モニタリング、データマ
ネージメントなどを行う。

This program is intended to train human resources who can contribute to the proper and smooth implementation of clinical trials. Practical
training is done in the Center for Advanced Medicine and Clinical Research.Training content is the following items.
1. Bioethics  2. Creating an implementation plan  3. Biostatistics  4. Monitoring  5. Data Management

創薬の現場を知る企業及び国機関が創薬の基盤と戦略を教育する。実際の創薬がどのような流れで行われているか、世界的創薬の潮流はどのよ
うに変遷してきたか、安全で効果のある薬剤を患者のもとへ届けるためのレギュラトリサイエンスははどのようなものか。これらについて第一線の講
師陣が講義し、これからの産学連携の在り方を考える。

Experts from pharmaceutical industries and fundamental strategies of drug development. How are drugs developed? What is the global trend of
drug development? How does the regulatory science work for delivering safe and effective drugs to patients? This program will deal with these
questions. The experts and students will discuss how industries and academia should cooperate to accelerate drug development and/or innovate
in the existing conditions.

近年、病態に根ざした分子標的治療が医薬開発の最も大きな潮流となっており、医薬開発における医学的知識と洞察力の重要度がますます高く
なっている。一方、医療や創薬分野の研究をさらに発展・充実させていくためには、薬物動態解析などの薬学的知識や技能が不可欠である。また、
治験や臨床研究を推進するためには、生物統計の知識も極めて重要である。本プログラムでは、名城大学薬学研究科と連携し、名城大学からは薬
学研究に必須の講義を提供し、一方、名古屋大学からは生物統計を含む医学研究に必須の講義を提供する。

Molecular target therapy is a main stream for drug development, in which knowledge about medical sciences and insights into the pathogenesis of
diseases are becoming more important. The knowledge about pharmaceutical sciences such as pharmacokinetics and technologies are also
essential for advancing clinical research as well as drug development. Furthermore, knowledge about biostatistics is necessary in the clinical
research and development. In this program, we provide the systematic series of lectures about pharmaceutical and medical sciences including
biostatistics, in the coordination with  Meijo University Graduate School of Pharmacy.

最近のがんの診断・治療分野において目覚ましい進歩は、がん研究分野のみならず様々な研究領域の研究者たちの努力によって成し遂げられてき
た。本コースでは、がん研究を進めるうえで必要とされる生物学的な知識や研究手法に関して系統的に概説を受けるとともに、がんの発生・進展に
関わる分子機構の解明と応用を目指した最先端の研究についての講義を受けそれに伴う質疑応答を行う機会とする。

Recent advances in cancer research provide us many useful information for diagnosis, stratification, and treatment selection of cancers. These
advances were not only accomplished by cancer scientists, but also basic scientists in other fields. In this course, overview of up-to-date
biological knowledge and experimental methods, which are currently employed in various fields of cancer research, will be given, together with
cutting-edge researches by renowned scientists in each field.

3

ニューロサイエンスコース

Neuroscience　Cource

2020年度特徴あるプログラム　シラバス　Distinctive educational program 2020

特徴あるプログラム名
Program

1

CIBoG産学連携戦略プログラム

CIBoG Industry-academia
cooperation program

2

医薬統合プログラム

Integrated program for medical and
pharmaceutical sciences

神経細胞の発生と回路形成：基礎
と応用

Development of neurons and
circuits: From biology to clinical
applications

神経細胞の誕生・移動・形態形成および回路形成に関する機構ならびに脳形成異常の病因について理解する。

Basic mechanisms of brain regionalization, neural progenitors' functions, neuronal migration, and circuit
formation will be studied.

脳機能の神経回路システム

Neural circuit systems for brain
functions

様々な脳機能を実現する中枢神経回路とその動作メカニズムを明らかにする研究について学習し，神経回路を
機能システムとして理解する。

Basic research on central neural circuits and their mechanisms for a variety of brain functions will be
introduced to understand these circuits as functional systems.

シナプスの構造・機能・可塑性と高
次脳機能・神経疾患
Synapse: Structural and functional
properties and the significance in
brain functions and diseases

シナプス機能の基礎的理解に基づき，記憶・学習など高次脳機能を学ぶ．シナプス伝達の病態についても学習
する。

Basis of the synaptic transmission will be studied focusing on the molecular machinery and
electrophysiological analyses. Mechanisms of learning and memory and diseases of synaptic transmission will
also be studied.

グリア細胞：生理機能と病態

Glial cells: From basic to diseases

グリア細胞が神経機能に対して果たす役割について，その種類ごとに学習し，さらに機能破綻と神経学的疾患
との関連性についても学ぶ。

Physiological roles of glial cells in the neural function will be studied and the involvement of glial disorders in
neurological diseases will be overviewed.

神経変性疾患

Neurodegenerative diseases

神経変性疾患の定義，病態，病因などについて学習し，代表的疾患群を概観するとともに，最新の治療的取り
組みや今後の展望についても、具体例をもとにして学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　Neurological diseases
involving the accumulation of degenerated proteins will be studied. Recent therapeutic trials and future
perspectives of particular model diseases will also be discussed.

精神疾患

Psychiatric diseases

精神疾患の基礎と最新の研究成果について，主として統合失調症、気分障害、発達障害に焦点をあてて学習
する。
Basics and recent advances in the understanding of psychiatric diseases, especially of schizophrenia, mood
disorders and developmental disorders will be studied.

4

キャンサーサイエンスコース

Cancer science course

5

がんプロフェッショナル養成基盤推
進プラン

Human Resource Development
Plan for Cancer

6

先端医療・臨床研究支援センター
におけるOn the jobトレーニングプ
ログラム

On the job training program in the
Center for Advanced Medicine and
Clinical Research

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

臓器横断的ながん診療・がん研究についての理解を深める。また、各臓器を専門とする診療科や他職種との組織横断的なチーム医療の中で、より
高度ながん医療とがん研究の実践について学ぶ。

In this program, we will provide lectures about cancer treatment and research of all organs from a cross-cutting perspective. The students will
also learn about advanced cancer care and studies based on collaboration with specialists of each organs and various professionals.

臨床試験の適正かつ円滑な実施に貢献できる人材を養成するため、臨床試験、医師主導型治験、企業治験を支援する名古屋大学医学部附属病
院・先端医療臨床研究支援センターにおいて実務研修を行う。研修内容としては生命倫理、実施計画書の作成、生物統計、モニタリング、データマ
ネージメントなどを行う。

This program is intended to train human resources who can contribute to the proper and smooth implementation of clinical trials. Practical
training is done in the Center for Advanced Medicine and Clinical Research.Training content is the following items.
1. Bioethics  2. Creating an implementation plan  3. Biostatistics  4. Monitoring  5. Data Management

創薬の現場を知る企業及び国機関が創薬の基盤と戦略を教育する。実際の創薬がどのような流れで行われているか、世界的創薬の潮流はどのよ
うに変遷してきたか、安全で効果のある薬剤を患者のもとへ届けるためのレギュラトリサイエンスははどのようなものか。これらについて第一線の講
師陣が講義し、これからの産学連携の在り方を考える。

Experts from pharmaceutical industries and fundamental strategies of drug development. How are drugs developed? What is the global trend of
drug development? How does the regulatory science work for delivering safe and effective drugs to patients? This program will deal with these
questions. The experts and students will discuss how industries and academia should cooperate to accelerate drug development and/or innovate
in the existing conditions.

近年、病態に根ざした分子標的治療が医薬開発の最も大きな潮流となっており、医薬開発における医学的知識と洞察力の重要度がますます高く
なっている。一方、医療や創薬分野の研究をさらに発展・充実させていくためには、薬物動態解析などの薬学的知識や技能が不可欠である。また、
治験や臨床研究を推進するためには、生物統計の知識も極めて重要である。本プログラムでは、名城大学薬学研究科と連携し、名城大学からは薬
学研究に必須の講義を提供し、一方、名古屋大学からは生物統計を含む医学研究に必須の講義を提供する。

Molecular target therapy is a main stream for drug development, in which knowledge about medical sciences and insights into the pathogenesis of
diseases are becoming more important. The knowledge about pharmaceutical sciences such as pharmacokinetics and technologies are also
essential for advancing clinical research as well as drug development. Furthermore, knowledge about biostatistics is necessary in the clinical
research and development. In this program, we provide the systematic series of lectures about pharmaceutical and medical sciences including
biostatistics, in the coordination with  Meijo University Graduate School of Pharmacy.

最近のがんの診断・治療分野において目覚ましい進歩は、がん研究分野のみならず様々な研究領域の研究者たちの努力によって成し遂げられてき
た。本コースでは、がん研究を進めるうえで必要とされる生物学的な知識や研究手法に関して系統的に概説を受けるとともに、がんの発生・進展に
関わる分子機構の解明と応用を目指した最先端の研究についての講義を受けそれに伴う質疑応答を行う機会とする。

Recent advances in cancer research provide us many useful information for diagnosis, stratification, and treatment selection of cancers. These
advances were not only accomplished by cancer scientists, but also basic scientists in other fields. In this course, overview of up-to-date
biological knowledge and experimental methods, which are currently employed in various fields of cancer research, will be given, together with
cutting-edge researches by renowned scientists in each field.

3

ニューロサイエンスコース

Neuroscience　Cource

-41-

特
徴
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

特徴あるプログラム シラバス

-41-



22002222年年度度特特徴徴ああるるププロロググララムム　　シシララババスス　　DDiissttiinnccttiivvee  eedduuccaattiioonnaall  pprrooggrraamm  22002222

コース
Cource

特徴あるプログラム名
Program

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

9

CIBoG医療行政プログラム

CIBoG Health Care Administration
Program

10

CIBoG/AI-MAILs オミクス解析学プ
ログラム

CIBoG/AI-MAILs Omics Analysis
Program

11

CIBoG/AI-MAILs 生命医療データ
学プログラム

CIBoG/AI-MAILs Life Data
Science Program

12

CIBoG/AI-MAILs メディカルAIプロ
グラム

CIBoG/AI-MAILs Medical AI
Program

13

CIBoG 生命医科学基礎プログラム

CIBoG Basic Life Sciences
Program

※※　　1133ココーーススににつついいててはは、、他他研研究究科科大大学学院院生生ののみみ受受講講可可能能

創薬や医療機器開発のような、個別化医療を担う人材を育成するために、医学教育を受けたことのない学生を対象に、解剖実習室での人体
構造の見学や、名古屋大学医学部附属病院にあるメディカルxRセンターの見学など、様々な講義と実習を提供する。

In order to develop human resources who will be responsible for personalized medicine, such as drug discovery and medical device
development, we offer a variety of lectures and practical training for students who have never received medical education, including a tour of
the human body structure in the dissection lab and a visit to the Medical xR Center at Nagoya University Hospital.

生体や細胞由来のデータが多種多様となり、技術の進歩や社会の複雑化が進み、また解析手法が増えてきた昨今、データ自体に対する理解
が臨床においても研究においても必須となっている。画像・信号解析を行うためのデータの取り扱い方やデータの活用の方法だけでなく、デー
タセキュリティ、倫理的側面、法律・経済的な観点からも理解を深める。

With the increasing diversity of data derived from living organisms and cells, advances in technology and the increasing complexity of
society, and the increasing number of analytical methods, an understanding of the data itself is essential in both clinical and research. To
deepen their understanding not only of how to handle and utilize data for image and signal analysis, but also of data security, ethical aspects,
legal and economic aspects.

医療におけるAIの活用が現実的になりつつあります。このプログラムでは、実際の臨床の場で活用され診療支援技術として医療の質と生産性
の向上に貢献する医療AIの開発を行うべく最新の知識と技術の習得を目指します。医療を熟知する医療従事者はAI開発に関わるための十分
な知識と技能を習得します。一方、医療AI開発に関わる情報系技術者は医療の実態をでデザイン思考で習得します。

Application of artificial intelligence (AI) to medical practice will soon become realty in a plethora of medical fields. This program is to acquire
accumulating knowledge and technologies that are required to develop medical AI tools for contributing to the quality assurance of medical
practice and the enhancement of productivity in medicine. Medical professionals will learn up-to-date knowledge and technologies to be
involved in medical AI development. IT engineers will learn the realty of medical practice in a design-thinking manner.

日本における医療システムの概要を理解するために、日本における医療施設、医療従事者、医療内容、医療保険制度、介護保険制度、保健
所機能、感染症対策などをテーマとして英語で授業を行う。90分授業のうち30分を毎回討議にあてる。

The course covers outline of Japanese health system, including healthcare facilities, medical professionals, healthcare insurance, long term
care insurance, health center (hokenjo in Japanese), infectious disease control etc. English is used in the course. Each class consists of 60-
minute lecture and 30-minute discussion.

次世代シークエンサーや質量分析器を始めとする最先端計測技術から得られるオミクス情報を如何にして活用するか、また解析する上でどの
ような留意点があるかについて、実際に手を動かして実験・解析している第一線のウェット・ドライ研究者達から概説を受ける。また、オミクス
データを用いた様々なアプリケーションについての最先端研究に関する知識を体系的に学ぶ。

This program will provide overviews of characteristics and considerations upon implementation in various applications of today's cutting edge
measurement technologies including next generation sequencing and mas spectorometers by first-line wet and dry scientists. The students
will also learn about up-to-date knowledge of diverse omics analyses and their cutting-edge researches systematically.

2/2

2020年度特徴あるプログラム　シラバス　Distinctive educational program 2020

特徴あるプログラム名
Program

講義内容・目的
Content of lecture and purpose

概論

Overview of translational  research
(TR)

トランスレーショナルリサーチ全般について概説する。とくに、基礎研究の成果を臨床応用するステップ（proof of
concept）と医薬品開発の流れを紹介し、治療法の臨床応用に必要な知識を習得する。

General outline of TR with focus on proof of concept, the process of verification of basic research results in
clinical trials, and on the entire flow of therapy development. Common knowledge on clinical application of
therapeutics will be explained.

臨床試験デザイン

Design of clinical trial

基礎研究の成果を検証するための臨床試験をデザインするために必要な、生物統計学・臨床薬理学について
解説するとともに、エンドポイント、バイオマーカー、薬理ゲノミクスなどに関する最新の知見を紹介する。

Explanation of biostatistics and clinical pharmacology required for designing clinical trials. Latest trends in
endpoint, biomarker, and pharmacogenomics will be introduced.

臨床試験支援体制

Support system of clinical trial

最新の臨床研究倫理指針に基づく臨床試験の科学性・倫理性・信頼性の確保について解説するとともに、治験
審査委員会・臨床試験の登録・安全性情報の取り扱いについて最近の動向を紹介する。

Description of scientificity, ethics, and quality in clinical trial based on Good Clinical Practice. Institutional
review board, clinical trial registration and safety update report will be highlighted.

医薬品開発薬事

Regulation of R & D (Research and
Development)

医薬品および医療機器の開発に関する法的規制および審査承認について解説し、グローバル試験など国内外
における最近の動向を紹介する。

Description of international and domestic regulation of R & D. The system of drug medical device approval will
be explained with introduction of a new direction such as global trials.

8

医学英語プログラム

Medical English

9

CIBoG医療行政プログラム

CIBoG Health Care Administration
Program

10

CIBoGオミクス解析学プログラム

CIBoG Omics Analysis Program

11

CIBo生命医療データ学

CIBoG Life Data Science

医学英語を向上させるためには、語彙数の増加、論文作成、発表、コミュニケーションなどの多様な側面での訓練が必要となる。ここでは、発表能力
を上達させるために、毎回簡単なプレゼンテーションの練習を行う。プレゼンテーションの内容は自己紹介、研究テーマの説明、図表の説明、座長の
セリフ、質問の方法、模擬学会発表などである。何度も小グループ内で繰り返しプレゼンテーションすることにより、英語を使いなれることを目的とす
る。毎回、独立した訓練を行うので必ずしも連続して出席する必要ない。解説は日本語で行うので、ストレスを感じずに訓練できる。外国人にも参加
してもらえるように企画する。教科書は大杉邦三著「会議英語」大修館書店。参加者は毎回1年生15名までに限定することから、予定を確認し担当日
教員に参加の連絡をすること。連絡後、断りなく欠席した場合には次回からは出席できない。

In order to develop one's ability in medical English, many different aspects of English ability, such as an increase in vocabulary, manuscript
preparation, presentation, and communication skills are required. This program provides opportunities to develop these abilities through practice in
English presentations. The contents of the presentations include self-introduction, explanation of one's research, description of figures and tables,
chairing sessions, raising questions, and presentation practice. Repeated experiences in a small group will lead the participants to develop their
abilities in presentation. Each class is independent. The participants are not requested to attend the classes consecutively. The class itself is run
in Japanese, reducing the stress of the participants. The attendance of foreigners is scheduled, if possible. The textbook is “Conference English –
For Better International Communication” by Kunizo Oosugi, Taisyukan Shoten. The participation will be allowed for fifteen 1st year PhD students.
Please, contact the teaching staff in charge of each listed day to inform them of your attendance. If absent in the class without any notification
to the staff, there will be no chance for the student to attend the subsequent classes.

日本における医療システムの概要を理解するために、日本における医療施設、医療従事者、医療内容、医療保険制度、介護保険制度、保健所機
能、感染症対策などをテーマとして英語で授業を行う。90分授業のうち30分を毎回討議にあてる。

The course covers outline of Japanese health system, including healthcare facilities, medical professionals, healthcare insurance, long term care
insurance, health center (hokenjo in Japanese), infectious disease control etc. English is used in the course. Each class consists of 60-minute
lecture and 30-minute discussion.

次世代シークエンサーや質量分析器を始めとする最先端計測技術から得られるオミクス情報を如何にして活用するか、また解析する上でどのような
留意点があるかについて、実際に手を動かして実験・解析している第一線のウェット・ドライ研究者達から概説を受ける。また、オミクスデータを用い
た様々なアプリケーションについての最先端研究に関する知識を体系的に学ぶ。

This program will provide overviews of characteristics and considerations upon implementation in various applications of today's cutting edge
measurement technologies including next generation sequencing and mas spectorometers by first-line wet and dry scientists. The students will
also learn about up-to-date knowledge of diverse omics analyses and their cutting-edge researches systematically.

7

トランスレーショナルリサーチコース

Translational research course

生体や細胞由来のデータが多種多様となり、技術の進歩や社会の複雑化が進み、また解析手法が増えてきた昨今、データ自体に対する理解が臨
床においても研究においても必須となっている。画像・信号解析を行うためのデータの取り扱い方やデータの活用の方法だけでなく、データセキュリ
ティ、倫理的側面、法律・経済的な観点からも理解を深める。

With the increasing diversity of data derived from living organisms and cells, advances in technology and the increasing complexity of society, and
the increasing number of analytical methods, an understanding of the data itself is essential in both clinical and research. To deepen their
understanding not only of how to handle and utilize data for image and signal analysis, but also of data security, ethical aspects, legal and
economic aspects.
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大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

基礎医学領域の授業科目一覧

生物化学 分子生物学 分子生物学セミナー MED-SE-7-001-B
分子生物学実験研究 MED-ER-7-001-B

分子細胞化学 分子細胞化学セミナー MED-SE-7-003-B
分子細胞化学実験研究 MED-ER-7-003-B

微生物・免疫学 分子病原細菌学 分子病原細菌学セミナー MED-SE-7-005-B
分子病原細菌学実験研究 MED-ER-7-005-B

分子細胞免疫学 分子細胞免疫学セミナー MED-SE-7-007-B
分子細胞免疫学実験研究 MED-ER-7-007-B

ウイルス学 ウイルス学セミナー MED-SE-7-009-B
ウイルス学実験研究 MED-ER-7-009-B

先端応用医学 機能分子制御学 機能分子制御学セミナー MED-SE-7-021-B
機能分子制御学実験研究 MED-ER-7-021-B

神経遺伝情報学 神経遺伝情報学セミナー MED-SE-7-024-B
神経遺伝情報学実験研究 MED-ER-7-024-B

機能再生医学 機能再生医学セミナー MED-SE-7-025-B
機能再生医学実験研究 MED-ER-7-025-B

生物情報解析工学 生物情報解析工学セミナー MED-SE-7-026-B
生物情報解析工学実験研究 MED-ER-7-026-B

分子診断ナノ工学 分子診断ナノ工学セミナー MED-SE-7-027-B
分子診断ナノ工学実験研究 MED-ER-7-027-B

システム生物学 システム生物学セミナー MED-SE-7-030-B
システム生物学実験研究　 MED-ER-7-030-B

実験動物科学 実験動物科学 実験動物科学セミナー MED-SE-7-031-B
実験動物科学実験研究 MED-ER-7-031-B

細胞科学 統合生理学 統合生理学セミナー MED-SE-7-035-B
統合生理学実験研究 MED-ER-7-035-B

細胞生理学 細胞生理学セミナー MED-SE-7-037-B
細胞生理学実験研究 MED-ER-7-037-B

細胞薬理学 細胞薬理学セミナー MED-SE-7-039-B
細胞薬理学実験研究 MED-ER-7-039-B

神経科学 神経情報薬理学 神経情報薬理学セミナー MED-SE-7-047-B
神経情報薬理学実験研究 MED-ER-7-047-B

腫瘍病態学 分子腫瘍学 分子腫瘍学セミナー MED-SE-7-048-B
分子腫瘍学実験研究 MED-ER-7-048-B

腫瘍生物学 腫瘍生物学セミナー MED-SE-7-049-B
腫瘍生物学実験研究 MED-ER-7-049-B

高次神経統御学 分子神経科学 分子神経科学セミナー MED-SE-7-054-B
分子神経科学実験研究 MED-ER-7-054-B

免疫代謝学 免疫代謝学セミナー MED-SE-7-055-B
免疫代謝学実験研究 MED-ER-7-055-B

器官系機能調節学 神経性調節 神経性調節学セミナー MED-SE-7-056-B
神経性調節学実験研究 MED-ER-7-056-B

内分泌代謝学 内分泌代謝学セミナー MED-SE-7-057-B
内分泌代謝学実験研究 MED-ER-7-057-B

分子・細胞適応学 人類遺伝・分子遺伝学 人類遺伝・分子遺伝学セミナー MED-SE-7-058-B
人類遺伝・分子遺伝学実験研究 MED-ER-7-058-B

病態神経科学 病態神経科学セミナー MED-SE-7-059-B
病態神経科学実験研究 MED-ER-7-059-B

46
46
47
47
48
48
49
49
50
50
51
51
52
52
53
53
54
54
55
55
56
56
57
57
58
58
59
59
60
60
61
61

62
62
63
63
64
64
65
65
66
66
67
67
68
68

－
－
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大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

生物化学 分子生物学 分子生物学セミナー MED-SE-7-001-B 46
分子生物学実験研究 MED-ER-7-001-B 46

分子細胞化学 分子細胞化学セミナー MED-SE-7-003-B 47
分子細胞化学実験研究 MED-ER-7-003-B 47

微生物・免疫学 分子病原細菌学 分子病原細菌学セミナー MED-SE-7-005-B 48
分子病原細菌学実験研究 MED-ER-7-005-B 48

分子細胞免疫学 分子細胞免疫学セミナー MED-SE-7-007-B 49
分子細胞免疫学実験研究 MED-ER-7-007-B 49

ウイルス学 ウイルス学セミナー MED-SE-7-009-B 50
ウイルス学実験研究 MED-ER-7-009-B 50

先端応用医学 機能分子制御学 機能分子制御学セミナー MED-SE-7-021-B 51
機能分子制御学実験研究 MED-ER-7-021-B 51

神経遺伝情報学 神経遺伝情報学セミナー MED-SE-7-024-B 52
神経遺伝情報学実験研究 MED-ER-7-024-B 52

機能再生医学 機能再生医学セミナー MED-SE-7-025-B 53
機能再生医学実験研究 MED-ER-7-025-B 53

生物情報解析工学 生物情報解析工学セミナー MED-SE-7-026-B 54
生物情報解析工学実験研究 MED-ER-7-026-B 54

分子診断ナノ工学 分子診断ナノ工学セミナー MED-SE-7-027-B 55
分子診断ナノ工学実験研究 MED-ER-7-027-B 55

システム生物学 システム生物学セミナー MED-SE-7-030-B 56
システム生物学実験研究　 MED-ER-7-030-B 56

実験動物科学 実験動物科学 実験動物科学セミナー MED-SE-7-031-B 57
実験動物科学実験研究 MED-ER-7-031-B 57

細胞科学 統合生理学 統合生理学セミナー MED-SE-7-035-B 58
統合生理学実験研究 MED-ER-7-035-B 58

細胞生理学 細胞生理学セミナー MED-SE-7-037-B 59
細胞生理学実験研究 MED-ER-7-037-B 59

細胞薬理学 細胞薬理学セミナー MED-SE-7-039-B 60
細胞薬理学実験研究 MED-ER-7-039-B 60

神経科学 神経情報薬理学 神経情報薬理学セミナー MED-SE-7-047-B 61
神経情報薬理学実験研究 MED-ER-7-047-B 61

腫瘍病態学 分子腫瘍学 分子腫瘍学セミナー MED-SE-7-048-B 62
分子腫瘍学実験研究 MED-ER-7-048-B 62

腫瘍生物学 腫瘍生物学セミナー MED-SE-7-049-B 63
腫瘍生物学実験研究 MED-ER-7-049-B 63

高次神経統御学 分子神経科学 分子神経科学セミナー MED-SE-7-054-B 64
分子神経科学実験研究 MED-ER-7-054-B 64

免疫代謝学 免疫代謝学セミナー MED-SE-7-055-B 65
免疫代謝学実験研究 MED-ER-7-055-B 65

器官系機能調節学 神経性調節学 神経性調節学セミナー MED-SE-7-056-B 66
神経性調節学実験研究 MED-ER-7-056-B 66

内分泌代謝学 内分泌代謝学セミナー MED-SE-7-057-B 67
内分泌代謝学実験研究 MED-ER-7-057-B 67

分子・細胞適応学 人類遺伝・分子遺伝学 人類遺伝・分子遺伝学セミナー MED-SE-7-058-B 68
人類遺伝・分子遺伝学実験研究 MED-ER-7-058-B 68

病態神経科学 病態神経科学セミナー MED-SE-7-059-B 69
病態神経科学実験研究 MED-ER-7-059-B 69
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機能形態学 分子細胞学 分子細胞学セミナー MED-SE-7-061-B
分子細胞学実験研究 MED-ER-7-061-B

機能組織学 機能組織学セミナー MED-SE-7-065-B
機能組織学実験研究 MED-ER-7-065-B

細胞生物学 細胞生物学セミナー MED-SE-7-071-B
細胞生物学実験研究 MED-ER-7-071-B

病理病態学 生体反応病理学 生体反応病理学セミナー MED-SE-7-078-B
生体反応病理学実験研究 MED-ER-7-078-B

腫瘍病理学 腫瘍病理学セミナー MED-SE-7-080-B
腫瘍病理学実験研究 MED-ER-7-080-B

発生・再生医学 分子病理学 分子病理学セミナー MED-SE-7-082-B
分子病理学実験研究 MED-ER-7-082-B

社会生命科学 法医・生命倫理学 法医・生命倫理学セミナー MED-SE-7-085-B
法医・生命倫理学実験研究 MED-ER-7-085-B

環境労働衛生学 環境労働衛生学セミナー MED-SE-7-090-B
環境労働衛生学実験研究 MED-ER-7-090-B

予防医学 予防医学セミナー MED-SE-7-093-B
予防医学実験研究 MED-ER-7-093-B

国際保健医療学・公衆衛生学 国際保健医療学・公衆衛生学セミナー MED-SE-7-094-B
国際保健医療学・公衆衛生学実験研究 MED-ER-7-094-B

医療行政学 医療行政学セミナー MED-SE-7-095-B
医療行政学実験研究 MED-ER-7-095-B

健康増進医学 健康栄養医学 健康栄養医学セミナー MED-SE-7-096-B
健康栄養医学実験研究 MED-ER-7-096-B

健康スポーツ医学 健康スポーツ医学セミナー MED-SE-7-097-B
健康スポーツ医学実験研究 MED-ER-7-097-B

精神病理学・精神療法学 精神病理学・精神療法学セミナー MED-SE-7-098-B
精神病理学・精神療法学実験研究 MED-ER-7-098-B

健康運動科学 健康運動科学セミナー MED-SE-7-099-B
健康運動科学実験研究 MED-ER-7-099-B

老化基礎科学 老化基礎科学 老化基礎科学セミナー MED-SE-7-032-B
老化基礎科学実験研究 MED-ER-7-032-B
認知機能科学セミナー MED-SE-7-033-B
認知機能科学実験研究 MED-ER-7-033-B

免疫不全統御学 免疫不全統御学 免疫不全統御学セミナー MED-SE-7-034-B
免疫不全統御学実験研究 MED-ER-7-034-B

神経生化学 神経生化学 神経生化学セミナー MED-SE-7-060-B
神経生化学実験研究 MED-ER-7-060-B

がん疫学・遺伝学講座 がん記述疫学 がん記述疫学セミナー MED-SE-7-201-B
がん記述疫学実験研究 MED-ER-7-201-B

がん分析疫学 がん分析疫学セミナー MED-SE-7-202-B
がん分析疫学実験研究 MED-ER-7-202-B

腫瘍遺伝学 腫瘍遺伝学セミナー MED-SE-7-203-B
腫瘍遺伝学実験研究 MED-ER-7-203-B

がん分子病因・病態学講座 がん病態生理学 がん病態生理学セミナー MED-SE-7-204-B
がん病態生理学実験研究 MED-ER-7-204-B

がん分子病因学 がん分子病因学セミナー MED-SE-7-205-B
がん分子病因学実験研究 MED-ER-7-205-B

がんシステム情報学 がんシステム情報学セミナー MED-SE-7-206-B
がんシステム情報学実験研究 MED-ER-7-206-B

69
69
70
70
71
71
72
72
73
73
74
74
75
75
76
76
77
77
78
78
79
79
80
80
81
81
82
82
83
83
84
84
85
85
86
86
87
87
88
88
89
89
90
90
91
91
92
92
93
93

基礎医学領域の授業科目一覧

大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

がん先端診断・治療開発学講座 標的探索・治療学 標的探索・治療学セミナー MED-SE-7-207-B
標的探索・治療学実験研究 MED-ER-7-207-B

細胞腫瘍学 細胞腫瘍学セミナー MED-SE-7-208-B
細胞腫瘍学実験研究 MED-ER-7-208-B

がん免疫ゲノム学 がん免疫ゲノム学セミナー MED-SE-7-209-B
がん免疫ゲノム学実験研究 MED-ER-7-209-B

先端がん診断学 先端がん診断学セミナー MED-SE-7-210-B
先端がん診断学実験研究 MED-ER-7-210-B

先端がん標的治療学 先端がん標的治療学セミナー MED-SE-7-211-B
先端がん標的治療学実験研究 MED-ER-7-211-B

応用ゲノム病理学 応用ゲノム病理学セミナー MED-SE-7-212-B
応用ゲノム病理学実験研究 MED-ER-7-212-B
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96
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97
98
98
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－
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機能形態学 分子細胞学 分子細胞学セミナー MED-SE-7-061-B 70
分子細胞学実験研究 MED-ER-7-061-B 70

機能組織学 機能組織学セミナー MED-SE-7-065-B 71
機能組織学実験研究 MED-ER-7-065-B 71

細胞生物学 細胞生物学セミナー MED-SE-7-071-B 72
細胞生物学実験研究 MED-ER-7-071-B 72

病理病態学 生体反応病理学 生体反応病理学セミナー MED-SE-7-078-B 73
生体反応病理学実験研究 MED-ER-7-078-B 73

腫瘍病理学 腫瘍病理学セミナー MED-SE-7-080-B 74
腫瘍病理学実験研究 MED-ER-7-080-B 74

発生・再生医学 分子病理学 分子病理学セミナー MED-SE-7-082-B 75
分子病理学実験研究 MED-ER-7-082-B 75

社会生命科学 法医・生命倫理学 法医・生命倫理学セミナー MED-SE-7-085-B 76
法医・生命倫理学実験研究 MED-ER-7-085-B 76

環境労働衛生学 環境労働衛生学セミナー MED-SE-7-090-B 77
環境労働衛生学実験研究 MED-ER-7-090-B 77

予防医学 予防医学セミナー MED-SE-7-093-B 78
予防医学実験研究 MED-ER-7-093-B 78

国際保健医療学・公衆衛生学 国際保健医療学・公衆衛生学セミナー MED-SE-7-094-B 79
国際保健医療学・公衆衛生学実験研究 MED-ER-7-094-B 79

医療行政学 医療行政学セミナー MED-SE-7-095-B 80
医療行政学実験研究 MED-ER-7-095-B 80

健康増進医学 健康栄養医学 健康栄養医学セミナー MED-SE-7-096-B 81
健康栄養医学実験研究 MED-ER-7-096-B 81

健康スポーツ医学 健康スポーツ医学セミナー MED-SE-7-097-B 82
健康スポーツ医学実験研究 MED-ER-7-097-B 82

精神病理学・精神療法学 精神病理学・精神療法学セミナー MED-SE-7-098-B 83
精神病理学・精神療法学実験研究 MED-ER-7-098-B 83

健康運動科学 健康運動科学セミナー MED-SE-7-099-B 84
健康運動科学実験研究 MED-ER-7-099-B 84

老化基礎科学 老化基礎科学 老化基礎科学セミナー MED-SE-7-032-B 85
老化基礎科学実験研究 MED-ER-7-032-B 85

認知機能科学 認知機能科学セミナー MED-SE-7-033-B 86
認知機能科学実験研究 MED-ER-7-033-B 86

免疫不全統御学 免疫不全統御学 免疫不全統御学セミナー MED-SE-7-034-B 87
免疫不全統御学実験研究 MED-ER-7-034-B 87

神経生化学 神経生化学 神経生化学セミナー MED-SE-7-060-B 88
神経生化学実験研究 MED-ER-7-060-B 88

がん疫学・遺伝学 がん記述疫学 がん記述疫学セミナー MED-SE-7-201-B 89
がん記述疫学実験研究 MED-ER-7-201-B 89

がん分析疫学 がん分析疫学セミナー MED-SE-7-202-B 90
がん分析疫学実験研究 MED-ER-7-202-B 90

腫瘍遺伝学 腫瘍遺伝学セミナー MED-SE-7-203-B −
腫瘍遺伝学実験研究 MED-ER-7-203-B −

がん分子病因・病態学 がん病態生理学 がん病態生理学セミナー MED-SE-7-204-B 91
がん病態生理学実験研究 MED-ER-7-204-B 91

がん分子病因学 がん分子病因学セミナー MED-SE-7-205-B 92
がん分子病因学実験研究 MED-ER-7-205-B 92

がんシステム情報学 がんシステム情報学セミナー MED-SE-7-206-B 93
がんシステム情報学実験研究 MED-ER-7-206-B 93
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機能形態学 分子細胞学 分子細胞学セミナー MED-SE-7-061-B
分子細胞学実験研究 MED-ER-7-061-B

機能組織学 機能組織学セミナー MED-SE-7-065-B
機能組織学実験研究 MED-ER-7-065-B

細胞生物学 細胞生物学セミナー MED-SE-7-071-B
細胞生物学実験研究 MED-ER-7-071-B

病理病態学 生体反応病理学 生体反応病理学セミナー MED-SE-7-078-B
生体反応病理学実験研究 MED-ER-7-078-B

腫瘍病理学 腫瘍病理学セミナー MED-SE-7-080-B
腫瘍病理学実験研究 MED-ER-7-080-B

発生・再生医学 分子病理学 分子病理学セミナー MED-SE-7-082-B
分子病理学実験研究 MED-ER-7-082-B

社会生命科学 法医・生命倫理学 法医・生命倫理学セミナー MED-SE-7-085-B
法医・生命倫理学実験研究 MED-ER-7-085-B

環境労働衛生学 環境労働衛生学セミナー MED-SE-7-090-B
環境労働衛生学実験研究 MED-ER-7-090-B

予防医学 予防医学セミナー MED-SE-7-093-B
予防医学実験研究 MED-ER-7-093-B

国際保健医療学・公衆衛生学 国際保健医療学・公衆衛生学セミナー MED-SE-7-094-B
国際保健医療学・公衆衛生学実験研究 MED-ER-7-094-B

医療行政学 医療行政学セミナー MED-SE-7-095-B
医療行政学実験研究 MED-ER-7-095-B

健康増進医学 健康栄養医学 健康栄養医学セミナー MED-SE-7-096-B
健康栄養医学実験研究 MED-ER-7-096-B

健康スポーツ医学 健康スポーツ医学セミナー MED-SE-7-097-B
健康スポーツ医学実験研究 MED-ER-7-097-B

精神病理学・精神療法学 精神病理学・精神療法学セミナー MED-SE-7-098-B
精神病理学・精神療法学実験研究 MED-ER-7-098-B

健康運動科学 健康運動科学セミナー MED-SE-7-099-B
健康運動科学実験研究 MED-ER-7-099-B

老化基礎科学 老化基礎科学 老化基礎科学セミナー MED-SE-7-032-B
老化基礎科学実験研究 MED-ER-7-032-B
認知機能科学セミナー MED-SE-7-033-B
認知機能科学実験研究 MED-ER-7-033-B

免疫不全統御学 免疫不全統御学 免疫不全統御学セミナー MED-SE-7-034-B
免疫不全統御学実験研究 MED-ER-7-034-B

神経生化学 神経生化学 神経生化学セミナー MED-SE-7-060-B
神経生化学実験研究 MED-ER-7-060-B

がん疫学・遺伝学講座 がん記述疫学 がん記述疫学セミナー MED-SE-7-201-B
がん記述疫学実験研究 MED-ER-7-201-B

がん分析疫学 がん分析疫学セミナー MED-SE-7-202-B
がん分析疫学実験研究 MED-ER-7-202-B

腫瘍遺伝学 腫瘍遺伝学セミナー MED-SE-7-203-B
腫瘍遺伝学実験研究 MED-ER-7-203-B

がん分子病因・病態学講座 がん病態生理学 がん病態生理学セミナー MED-SE-7-204-B
がん病態生理学実験研究 MED-ER-7-204-B

がん分子病因学 がん分子病因学セミナー MED-SE-7-205-B
がん分子病因学実験研究 MED-ER-7-205-B

がんシステム情報学 がんシステム情報学セミナー MED-SE-7-206-B
がんシステム情報学実験研究 MED-ER-7-206-B
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がん先端診断・治療開発学講座 標的探索・治療学 標的探索・治療学セミナー MED-SE-7-207-B
標的探索・治療学実験研究 MED-ER-7-207-B

細胞腫瘍学 細胞腫瘍学セミナー MED-SE-7-208-B
細胞腫瘍学実験研究 MED-ER-7-208-B

がん免疫ゲノム学 がん免疫ゲノム学セミナー MED-SE-7-209-B
がん免疫ゲノム学実験研究 MED-ER-7-209-B

先端がん診断学 先端がん診断学セミナー MED-SE-7-210-B
先端がん診断学実験研究 MED-ER-7-210-B

先端がん標的治療学 先端がん標的治療学セミナー MED-SE-7-211-B
先端がん標的治療学実験研究 MED-ER-7-211-B

応用ゲノム病理学 応用ゲノム病理学セミナー MED-SE-7-212-B
応用ゲノム病理学実験研究 MED-ER-7-212-B
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98
－
－
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機能形態学 分子細胞学 分子細胞学セミナー MED-SE-7-061-B
分子細胞学実験研究 MED-ER-7-061-B

機能組織学 機能組織学セミナー MED-SE-7-065-B
機能組織学実験研究 MED-ER-7-065-B

細胞生物学 細胞生物学セミナー MED-SE-7-071-B
細胞生物学実験研究 MED-ER-7-071-B

病理病態学 生体反応病理学 生体反応病理学セミナー MED-SE-7-078-B
生体反応病理学実験研究 MED-ER-7-078-B

腫瘍病理学 腫瘍病理学セミナー MED-SE-7-080-B
腫瘍病理学実験研究 MED-ER-7-080-B

発生・再生医学 分子病理学 分子病理学セミナー MED-SE-7-082-B
分子病理学実験研究 MED-ER-7-082-B

社会生命科学 法医・生命倫理学 法医・生命倫理学セミナー MED-SE-7-085-B
法医・生命倫理学実験研究 MED-ER-7-085-B

環境労働衛生学 環境労働衛生学セミナー MED-SE-7-090-B
環境労働衛生学実験研究 MED-ER-7-090-B

予防医学 予防医学セミナー MED-SE-7-093-B
予防医学実験研究 MED-ER-7-093-B

国際保健医療学・公衆衛生学 国際保健医療学・公衆衛生学セミナー MED-SE-7-094-B
国際保健医療学・公衆衛生学実験研究 MED-ER-7-094-B

医療行政学 医療行政学セミナー MED-SE-7-095-B
医療行政学実験研究 MED-ER-7-095-B

健康増進医学 健康栄養医学 健康栄養医学セミナー MED-SE-7-096-B
健康栄養医学実験研究 MED-ER-7-096-B

健康スポーツ医学 健康スポーツ医学セミナー MED-SE-7-097-B
健康スポーツ医学実験研究 MED-ER-7-097-B

精神病理学・精神療法学 精神病理学・精神療法学セミナー MED-SE-7-098-B
精神病理学・精神療法学実験研究 MED-ER-7-098-B

健康運動科学 健康運動科学セミナー MED-SE-7-099-B
健康運動科学実験研究 MED-ER-7-099-B

老化基礎科学 老化基礎科学 老化基礎科学セミナー MED-SE-7-032-B
老化基礎科学実験研究 MED-ER-7-032-B
認知機能科学セミナー MED-SE-7-033-B
認知機能科学実験研究 MED-ER-7-033-B

免疫不全統御学 免疫不全統御学 免疫不全統御学セミナー MED-SE-7-034-B
免疫不全統御学実験研究 MED-ER-7-034-B

神経生化学 神経生化学 神経生化学セミナー MED-SE-7-060-B
神経生化学実験研究 MED-ER-7-060-B

がん疫学・遺伝学講座 がん記述疫学 がん記述疫学セミナー MED-SE-7-201-B
がん記述疫学実験研究 MED-ER-7-201-B

がん分析疫学 がん分析疫学セミナー MED-SE-7-202-B
がん分析疫学実験研究 MED-ER-7-202-B

腫瘍遺伝学 腫瘍遺伝学セミナー MED-SE-7-203-B
腫瘍遺伝学実験研究 MED-ER-7-203-B

がん分子病因・病態学講座 がん病態生理学 がん病態生理学セミナー MED-SE-7-204-B
がん病態生理学実験研究 MED-ER-7-204-B

がん分子病因学 がん分子病因学セミナー MED-SE-7-205-B
がん分子病因学実験研究 MED-ER-7-205-B

がんシステム情報学 がんシステム情報学セミナー MED-SE-7-206-B
がんシステム情報学実験研究 MED-ER-7-206-B

69
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71
71
72
72
73
73
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74
75
75
76
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がん先端診断・治療開発学講座 標的探索・治療学 標的探索・治療学セミナー MED-SE-7-207-B
標的探索・治療学実験研究 MED-ER-7-207-B

細胞腫瘍学 細胞腫瘍学セミナー MED-SE-7-208-B
細胞腫瘍学実験研究 MED-ER-7-208-B

がん免疫ゲノム学 がん免疫ゲノム学セミナー MED-SE-7-209-B
がん免疫ゲノム学実験研究 MED-ER-7-209-B

先端がん診断学 先端がん診断学セミナー MED-SE-7-210-B
先端がん診断学実験研究 MED-ER-7-210-B

先端がん標的治療学 先端がん標的治療学セミナー MED-SE-7-211-B
先端がん標的治療学実験研究 MED-ER-7-211-B

応用ゲノム病理学 応用ゲノム病理学セミナー MED-SE-7-212-B
応用ゲノム病理学実験研究 MED-ER-7-212-B
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がん先端診断・治療開発学 標的探索・治療学 標的探索・治療学セミナー MED-SE-7-207-B 94
標的探索・治療学実験研究 MED-ER-7-207-B 94

細胞腫瘍学 細胞腫瘍学セミナー MED-SE-7-208-B 95
細胞腫瘍学実験研究 MED-ER-7-208-B 95

がん免疫ゲノム学 がん免疫ゲノム学セミナー MED-SE-7-209-B 96
がん免疫ゲノム学実験研究 MED-ER-7-209-B 96

先端がん診断学 先端がん診断学セミナー MED-SE-7-210-B 97
先端がん診断学実験研究 MED-ER-7-210-B 97

先端がん標的治療学 先端がん標的治療学セミナー MED-SE-7-211-B 98
先端がん標的治療学実験研究 MED-ER-7-211-B 98

応用ゲノム病理学 応用ゲノム病理学セミナー MED-SE-7-212-B −
応用ゲノム病理学実験研究 MED-ER-7-212-B −
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d 
to

 g
ra

di
n
g.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

生
物

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
門

松
健

治
　

分
子

生
物

学
教

授
 

K
e
n
ji 

K
ad

o
m

at
su

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

・
水

・
木

　
1
3
:0

0
～

1
5
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

; 
e
ve

ry
 T

u
e
, 
W

e
d 

an
d 

T
h
u
; 
1
3
:0

0
-
1
5
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
3

階
　

分
子

生
物

学
教

室
 

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2
, 
3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
B

io
c
h
e
m

is
tr

y

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

、
神

経
　

あ
る

い
は

炎
症

の
交

差
点

に
立

つ
分

子
が

如
何

に
し

て
機

能
を

発
現

す
る

か
?

一
見

多
様

に
見

え
る

機
能

は
生

物
進

化
に

伴
っ

た
収

斂
の

結
果

で
も

あ
る

。
そ

の
生

物
学

的
意

義
を

研
究

す
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
H

o
w

 d
o
 m

o
le

c
u
le

s 
e
xe

rt
 t

h
e
ir
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

at
 t

h
e
 i
n
te

rs
e
c
ti
o
n
s 

o
f 
c
an

c
e
r,
 

n
e
u
ro

bi
o
lo

gy
 a

n
d 

in
fla

m
m

at
io

n
? 

T
h
e
ir
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

ap
pe

ar
 t

o
 b

e
 d

iv
e
rs

e
, 
bu

t 
m

ay
 b

e
 

th
e
 c

o
n
se

qu
e
n
c
e
 o

f 
c
o
n
ve

rg
e
n
t 

e
vo

lu
ti
o
n
. 
T
h
e
 p

ra
c
ti
c
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

to
 s

tu
dy

 i
n
 t

h
is

 fi
e
ld

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

核
酸

、
タ

ン
パ

ク
質

の
抽

出
、

構
造

解
析

な
ど

の
基

本
技

術
の

修
得

に
加

え
て

、
標

的
分

子
の

機
能

解
析

に
必

要
な

手
法

を
が

ん
、

神
経

、
炎

症
の

各
々

の
分

野
に

つ
い

て
学

び
、

研
究

設
計

の
立

て
方

を
学

ぶ
。

T
h
e
 c

o
ve

re
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 
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c
lu

de
 i
so

la
ti
o
n
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f 
n
u
c
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c
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s 
an

d 
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o
te
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s 
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d 
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e
s 

o
f 
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e
ir
 s

tr
u
c
tu
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s.

 S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 a

n
al
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e
 a

n
d 

re
ve

al
 t

h
e
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n
c
ti
o
n
s 

o
f 
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e
t 

m
o
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c
u
le

s 
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 c
an

c
e
r,
 n

e
u
ro

bi
o
lo

gy
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n
d 

in
fla

m
m

at
io

n
, 
an

d 
h
o
w

 t
o
 

de
si

gn
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 a
n
d 

st
ra

te
gi

e
s 

in
 b

io
lo

gi
c
al

 r
e
se

ar
c
h
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
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o
n
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n
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・
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u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

; 
e
ve

ry
 T

u
e
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e
d 

an
d 

T
h
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-
1
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科
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等
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適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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績
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準
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M
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a
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イ
ン
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術
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熟
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判
定

す
る
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h
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o
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e
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e
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m

e
n
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n
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c
h
n
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u
e
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修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
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sit
es

/R
el
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ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b
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an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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 b

e
 p

re
se
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
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to
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nd
 to
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ue
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io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
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o
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名
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分
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c
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C

e
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B
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担
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教
員

In
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c
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島
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単
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数
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u
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o
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単
位
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 c
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ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
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n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
曜

日
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
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e
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s 

h
e
ld
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t 

9
:0

0
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o
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1
:0

0
 e

ve
ry
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o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 
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e
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e
ar
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実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館
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階
セ

ミ
ナ

ー
室

 
S
e
m

in
ar

 R
o
o
m

, 
3
rd

 fl
o
o
r,
 M

e
di

c
al
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e
se

ar
c
h
 B

ld
g.

 2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

、
細

胞
増

殖
・
分

化
な

ど
の

細
胞

運
命

決
定

の
分

子
機

構
に

関
し

て
、

生
化

学
的

お
よ

び
分

子
生

物
学

的
な

理
解

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
癌

の
発

症
と

進
展

、
神

経
変

性
、

お
よ

び
老

化
に

関
わ

る
細

胞
膜

分
子

、
複

合
糖

質
な

ど
の

作
用

機
構

と
制

御
機

構
を

修
得

す
る

。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
ll 

fa
te

 
de

te
rm

in
at

io
n
, 
in

c
lu

di
n
g 

c
e
ll 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

di
ff
e
re

n
ti
at

io
n
, 
fr

o
m

 b
o
th

 b
io

c
h
e
m

ic
al

 
an

d 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 p
e
rs

pe
c
ti
ve

s.
 S

pe
c
ifi

c
al

ly
, 
w

e
 w

ill
 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 

ac
ti
o
n
 a

n
d 

re
gu

la
ti
o
n
 o

f 
c
e
ll 

m
e
m

br
an

e
 m

o
le

c
u
le

s 
an

d 
gl

yc
o
c
o
n
ju

ga
te

s 
in

vo
lv

e
d 

in
 

c
an

c
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
, 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
o
n
, 
an

d 
ag

in
g.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

機
能

の
調

節
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

研
究

に
つ

い
て

セ
ミ

ナ
ー

を
行

う
。

ま
た

、
関

連
し

た
実

験
手

法
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

ま
た

制
御

に
関

わ
る

タ
ン

パ
ク

質
や

遺
伝

子
の

最
新

情
報

を
探

索
し

理
解

す
る

。
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

の
分

子
の

機
能

異
常

に
基

づ
き

、
疾

患
や

病
態

の
理

解
を

深
め

る
。
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 r

e
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
llu

la
r 

fu
n
c
ti
o
n
s.

 S
tu

de
n
ts

 
w

ill
 a

ls
o
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

re
le

va
n
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s.

 W
e
 w

ill
 a

ls
o
 e

xp
lo

re
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
at

e
st

 i
n
fo

rm
at

io
n
 o

n
 p

ro
te

in
s 

an
d 

ge
n
e
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 r

e
gu

la
ti
o
n
. 
In

 
ad

di
ti
o
n
, 
w

e
 w

ill
 d

e
e
pe

n
 o

u
r 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
di

se
as

e
s 

an
d 

pa
th

o
lo

gi
e
s 

ba
se

d 
o
n
 

th
e
 a

bn
o
rm

al
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
se

 m
o
le

c
u
le

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

担
当

者
を

定
め

、
関

連
し

た
論

文
を

精
読

し
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

議
論

を
行

う
。

も
し

く
は

、
関

連
し

た
レ

ク
チ

ャ
ー

を
受

講
し

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
議

論
を

行
う

。
A

ss
ig

n
 a

 p
e
rs

o
n
 t

o
 d

o
 a

 c
lo

se
 r

e
ad

in
g,

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
, 
an

d 
di

sc
u
ss

io
n
 o

f 
a 

re
le

va
n
t 

ar
ti
c
le

. 
O

r,
 a

tt
e
n
d 

a 
re

le
va

n
t 

le
c
tu

re
, 
an

d 
pr

e
se

n
t 

an
d 

di
sc

u
ss

 i
t.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
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 a
ss

e
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e
d 
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d 
o
n
 p
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n
ta
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o
n
s 
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d 
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u
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n
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by
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h
e
 

st
u
de

n
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履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er
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sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
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時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
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it
o
n
al
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n
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at
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n
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名
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u
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it
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学

実
験

研
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e
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R

e
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c
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n
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o
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c
u
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an
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C

e
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r 

B
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gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
岡

島
徹

也
　

 T
e
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u
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 O
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a

単
位

数
N

u
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be
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o
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C
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単
位
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期
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・
曜

日
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時

限
T
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n
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D
at
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週
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9
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〜
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行
う
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T
h
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u
e
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h
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u
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P
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医
系

研
究

棟
2

号
館

　
3

階
分

子
細

胞
化

学
　

実
験

室
L
ab

o
ra

to
ry

 o
f 
M

o
le

cu
la

r 
an

d 
C

el
lu

la
r 

C
he

m
is

tr
y,

 3
rd

 fl
o
o
r,
 M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

B
ld

g.
 2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
実

験
研

究
に

お
い

て
は

、
細

胞
増

殖
・

分
化

な
ど

の
細

胞
運

命
決

定
の

分
子

機
構

に
関

し
て

、
生

化
学

的
、

分
子

生
物

学
的

お
よ

び
細

胞
生

物
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

実
験

的
に

解
明

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
癌

の
発

症
と

進
展

、
神

経
変

性
、

お
よ

び
老

化
に

関
わ

る
細

胞
膜

分
子

、
複

合
糖

質
な

ど
の

同
定

と
作

用
機

構
を

実
験

的
に

明
ら

か
に

す
る

。
 

In
 t

h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
st

u
dy

, 
w

e
 a

im
 t

o
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

lly
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
ll 

fa
te

 d
e
te

rm
in

at
io

n
, 
su

c
h
 a

s 
c
e
ll 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

di
ff
e
re

n
ti
at

io
n
, 

u
si

n
g 

bi
o
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s.

 S
pe

c
ifi

c
al

ly
, 

w
e
 w

ill
 i
de

n
ti
fy

 c
e
ll 

m
e
m

br
an

e
 m

o
le

c
u
le

s 
an

d 
gl

yc
o
c
o
n
ju

ga
te

s 
in

vo
lv

e
d 

in
 c

an
c
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
, 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
o
n
, 
an

d 
se

n
e
sc

e
n
c
e
, 
an

d 
e
lu

c
id

at
e
 

th
e
ir
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
ac

ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

膜
分

子
や

複
合

糖
質

に
よ

る
細

胞
機

能
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

明
ら

か
に

す
る

。
ま

た
、

関
連

し
た

実
験

手
法

を
開

発
す

る
。

ま
た

制
御

に
関

わ
る

タ
ン

パ
ク

質
や

遺
伝

子
の

機
能

を
明

ら
か

に
す

る
。

さ
ら

に
、
こ

れ
ら

の
分

子
の

機
能

異
常

と
疾

患
や

病
態

の
関

連
を

明
ら

か
に

す
る

。
 

In
 t

h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
st

u
dy

, 
w

e
 w

ill
 c

la
ri
fy

 t
h
e
 r

e
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
llu

la
r 

fu
n
c
ti
o
n
s 

by
 c

e
ll 

m
e
m

br
an

e
 m

o
le

c
u
le

s 
an

d 
gl

yc
o
c
o
n
ju

ga
te

s.
 W

e
 w

ill
 a

ls
o
 d

e
ve

lo
p 

re
la

te
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

. 
W

e
 w

ill
 a

ls
o
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

o
f 
pr

o
te

in
s 

an
d 

ge
n
e
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 t

h
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
w

e
 w

ill
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 

be
tw

e
e
n
 a

bn
o
rm

al
it
ie

s 
in

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
se

 m
o
le

c
u
le

s 
an

d 
di

se
as

e
s 

an
d 

pa
th

o
lo

gy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

生
化

学
、

分
子

生
物

学
お

よ
び

細
胞

生
物

学
の

実
験

を
実

施
し

、
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

正
し

く
解

釈
し

、
結

論
を

得
る

と
同

時
に

、
新

し
い

仮
説

を
構

築
す

る
。

さ
ら

に
、

仮
説

を
検

証
す

る
た

め
に

必
要

な
実

験
を

実
施

す
る

。
C

o
n
du

c
t 

bi
o
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
an

d 
c
e
llu

la
r 

bi
o
lo

gy
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 t
o
 o

bt
ai

n
 

da
ta

. 
C

o
rr

e
c
tl
y 

in
te

rp
re

t 
th

e
 o

bt
ai

n
e
d 

da
ta

, 
dr

aw
 c

o
n
c
lu

si
o
n
s 

an
d 

c
o
n
st

ru
c
t 

n
e
w

 h
yp

o
th

e
se

s.
 I
n
 a

dd
it
io

n
, 
c
o
n
du

c
t 

th
e
 n

e
c
e
ss

ar
y 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 t
o
 t

e
st

 t
h
e
 

h
yp

o
th

e
se

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

病
原

細
菌

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 B

ac
te

ri
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
柴

山
恵

吾
　

分
子

病
原

細
菌

学
　

教
授

 
K
e
ig

o
 S

h
ib

ay
am

a,
 P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
B

ac
te

ri
o
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
 

9
:0

0
-
1
1
:0

0
, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y,
 t

h
ro

u
gh

 a
 y

e
ar

 (
bo

th
 t

h
e
 fi

rs
t 

an
d 

se
c
o
n
d 

te
rm

s)

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

分
子

病
原

細
菌

学
／

耐
性

菌
制

御
学

教
室

 
D

e
pt

. 
o
f 
B

ac
te

ri
o
lo

gy
, 
th

e
 4

th
 fl

o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

研
究

内
容

や
関

連
す

る
学

術
論

文
を

整
理

、
解

釈
し

説
明

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
研

究
推

進
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
病

原
細

菌
の

研
究

に
つ

い
て

幅
広

い
知

識
を

得
る

。
 

T
o
 s

tr
e
n
gt

h
e
n
 b

as
ic

 r
e
se

ar
c
h
 a

bi
lit

y 
an

d 
ga

in
 e

xt
e
n
si

ve
 u

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
th

e
 

re
se

ar
c
h
 o

f 
pa

th
o
ge

n
ic

 b
ac

te
ri
a 

by
 a

c
ti
ve

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
 a

n
d 

di
sc

u
ss

io
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 

pr
o
je

c
t 

an
d 

re
le

va
n
t 

in
fo

rm
at

io
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

研
究

に
つ

い
て

ポ
イ

ン
ト

を
整

理
し

て
論

理
的

な
説

明
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
 

関
連

す
る

学
術

論
文

を
読

み
、

そ
の

分
野

の
研

究
の

最
先

端
の

知
識

を
得

る
。
 

T
o
 i
m

pr
o
ve

 s
ki

lls
 i
n
 t

h
e
o
re

ti
c
al

 c
o
n
si

de
ra

ti
o
n
 a

n
d 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
. 

T
o
 g

ai
n
 f
ro

n
t 

lin
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
th

e
 fi

e
ld

 b
y 

re
ad

in
g 

re
la

te
d 

sc
ie

n
ti
fic

 p
ap

e
rs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

研
究

内
容

や
関

連
す

る
論

文
を

紹
介

し
討

論
す

る
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 i
n
 w

h
ic

h
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

 g
iv

e
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
e
ac

h
 r

e
se

ar
c
h
 p

ro
je

c
t 

o
r 

re
la

te
d 

pa
pe

rs
. 
A

c
ti
ve

 d
is

c
u
ss

io
n
 i
s 

al
so

 i
n
c
lu

de
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

病
原

細
菌

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 B

ac
te

ri
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
柴

山
恵

吾
　

分
子

病
原

細
菌

学
　

教
授

 
K
e
ig

o
 S

h
ib

ay
am

a,
 P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
B

ac
te

ri
o
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
5
:0

0
〜

1
8
:0

0
 

1
5
:0

0
-
1
8
:0

0
, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y,
 t

h
ro

u
gh

 a
 y

e
ar

　
(b

o
th

 t
h
e
 fi

rs
t 

an
d 

se
c
o
n
d 

te
rm

s)

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

分
子

病
原

細
菌

学
／

耐
性

菌
制

御
学

教
室

 
D

e
pt

. 
o
f 
B

ac
te

ri
o
lo

gy
, 
th

e
 4

th
 fl

o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

病
原

細
菌

の
病

原
性

や
薬

剤
耐

性
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
実

験
を

行
い

、
細

菌
学

研
究

に
必

要
な

技
術

を
習

得
し

て
病

原
細

菌
の

研
究

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

T
o
 d

e
e
pe

n
 u

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
ba

c
te

ri
o
lo

gy
 r
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 T

it
le

分
子

細
胞

免
疫

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 I
m

m
u
n
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

川
博

嘉
　

 N
IS

H
IK

A
W

A
 H

ir
o
yo

sh
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

水
曜

日
　

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
 

1
0
:0

0
-
1
2
:0

0
, 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
th

ro
u
th

 a
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

5
階

  
分

子
細

胞
免

疫
学

教
室

 
D

e
pt

. 
o
f 
Im

m
u
n
o
lo

gy
, 
th

e
 5

th
 fl

o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
d.

 S
c
i. 

R
e
s.

 B
u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

異
物

に
対

す
る

免
疫

応
答

の
調

節
に

つ
い

て
、

正
負

の
両

側
面

か
ら

理
解

す
る

。
 

U
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
 o

f 
im

m
u
n
e
 r

e
sp

o
n
se

 t
o
 f
o
re

ig
n
 s

u
bs

ta
n
c
e
s 

fr
o
m

 b
o
th

 
po

si
ti
ve

 a
n
d 

n
e
ga

ti
ve

 a
sp

e
c
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

傷
害

性
T

細
胞

、
N

K
 細

胞
な

ど
の

エ
フ

ェ
ク

タ
ー

細
胞

と
制

御
性

T
細

胞
な

ど
の

抑
制

性
細

胞
の

疾
病

の
局

所
環

境
で

の
役

割
を

機
能

、
頻

度
と

い
っ

た
点

か
ら

解
析

し
、

免
疫

応
答

を
理

解
す

る
。
 

U
n
de

rs
ta

n
d 

 t
h
e
 r

o
le

s 
o
f 
e
ff
e
c
to

r 
c
e
lls

 (
C

D
8
+
 C

T
L
, 
N

K
 c

e
lls

 e
tc

) 
an

d 
su

pp
re

ss
o
r 

c
e
lls

 (
re

gu
la

to
ry

 T
 c

e
lls

 e
tc

) 
in

 l
o
c
al

 t
is

su
e
s 

w
it
h
 t

h
e
 l
at

e
st

 i
m

m
u
n
e
 a

ss
ay

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

感
染

症
や

が
ん

な
ど

の
異

物
に

対
す

る
免

疫
応

答
を

抗
腫

瘍
免

疫
応

答
と

そ
れ

を
抑

え
る

抑
制

性
応

答
の

両
側

面
か

ら
マ

ウ
ス

モ
デ

ル
お

よ
び

ヒ
ト

検
体

を
用

い
た

実
験

等
を

通
じ

て
学

習
す

る
。
 

P
ra

c
ti
c
e
 i
m

m
u
n
e
 r

e
sp

o
n
se

s 
fr

o
m

 b
o
th

 e
ff
e
c
to

r 
an

d 
su

pp
re

ss
o
r 

si
de

s 
u
si

n
g 

h
u
m

an
 

sa
m

pl
e
s 

an
d 

m
o
u
se

 m
o
de

ls
 w

it
h
 fl

o
w

c
yt

o
m

e
tr

y,
 i
m

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
e
tc

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
N

at
u
re

, 
S
c
ie

n
c
e
 C

e
ll,

, 
N

at
u
re

 I
m

m
u
n
o
lo

gy
, 
S
c
ie

n
c
e
 e

tc
.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

細
胞

免
疫

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 I
m

m
u
n
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

川
博

嘉
　

 N
IS

H
IK

A
W

A
 H

ir
o
yo

sh
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

火
曜

日
　

1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
, 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
th

ro
u
th

 a
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

5
階

　
分

子
細

胞
免

疫
学

実
験

室
 

D
e
pt

. 
o
f 
Im

m
u
n
o
lo

gy
, 
th

e
 5

th
 fl

o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
d.

 S
c
i. 

R
e
s.

 B
u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

異
物

に
対

す
る

免
疫

応
答

を
解

析
す

る
た

め
の

手
技

を
理

解
し

、
取

得
す

る
。
 

U
n
de

rs
ta

n
d 

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

an
al

yz
in

g 
im

m
u
n
e
 r

e
sp

o
n
se

s 
to

 f
o
re

ig
n
 s

u
bs

ta
n
c
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

マ
ウ

ス
あ

る
い

は
ヒ

ト
検

体
よ

り
取

り
出

し
た

抗
原

提
示

細
胞

、
T
、

B
細

胞
の

F
A

C
S

解
析

、
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

ケ
モ

カ
イ

ン
の

測
定

の
最

新
の

手
技

を
習

得
す

る
。
 

T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

se
 u

p-
to

-
da

te
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
an

al
ys

is
 o

f 
an

ti
ge

n
 p

re
se

n
ti
n
g 

c
e
lls

 
(A

P
C

s)
, 
T
-
 a

n
d 

B
-
 c

e
lls

 b
y 

F
A

C
S
, 
E
L
IS

A
 a

n
d 

w
e
st

e
rn

 b
lo

tt
in

g.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

マ
ウ

ス
あ

る
い

は
ヒ

ト
検

体
よ

り
取

り
出

し
た

抗
原

提
示

細
胞

、
T
、

B
細

胞
を

細
菌

、
あ

る
い

は
ウ

イ
ル

ス
の

産
物

で
刺

激
し

、
細

胞
の

増
殖

、
細

胞
表

面
抗

原
の

変
化

を
F
A

C
S

解
析

し
、

細
胞

よ
り

産
生

さ
れ

る
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

ケ
モ

カ
イ

ン
の

測
定

等
を

E
L
IS

A
解

析
を

行
う

こ
と

で
、

免
疫

機
能

を
解

析
す

る
。
 

C
e
ll 

c
u
lt
u
re

 o
f 
A

P
C

s,
 T

-
 a

n
d 

B
-
 c

e
lls

 s
ti
m

u
la

te
d 

w
it
h
 a

n
ti
ge

n
s.

 A
n
al

ys
is

 o
f 
th

e
 

im
m

u
n
e
 r

e
sp

o
n
se

s 
by

 F
A

C
S
, 
E
L
IS

A
 a

n
d 

w
e
st

e
rn

 b
lo

tt
in

g.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-49-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

ウ
イ

ル
ス

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
  
V

ir
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
木

村
　

宏
　

 H
ir
o
sh

i 
K
im

u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
　

E
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

1
0
:0

0
-
1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
3

階
　

ウ
イ

ル
ス

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
V

ir
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
を

通
し

て
、

科
学

的
論

理
性

を
養

う
こ

と
で

、
医

学
研

究
を

推
進

で
き

る
力

を
育

む
。

T
h
ro

u
gh

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
th

e
 a

bi
lit

y 
to

 p
ro

m
o
te

 m
e
di

c
al

 r
e
se

ar
c
h
 w

ill
 b

e
 c

u
lt
iv

at
e
d 

by
 

te
ac

h
in

g 
sc

ie
n
ti
fic

 l
o
gi

c
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 ウ

イ
ル

ス
研

究
の

歴
史

、
特

に
ウ

イ
ル

ス
学

の
進

展
と

分
子

生
物

学
及

び
技

術
の

進
歩

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

ウ
イ

ル
ス

学
が

医
学

の
み

な
ら

ず
生

命
科

学
に

果
た

し
て

き
た

寄
与

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

・
 S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 h

is
to

ry
 o

f 
vi

ro
lo

gy
, 
e
sp

e
c
ia

lly
 i
n
 t

e
rm

s 
o
f 
th

e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

e
m

e
rg

e
n
c
e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
.

・
 S
tu

de
n
ts

 w
ill

 u
n
de

rs
ta

n
d 

h
o
w

 v
ir
o
lo

gy
 h

as
 c

o
n
tr

ib
u
te

d 
n
o
t 

o
n
ly

 t
o
 M

e
di

c
al

 
S
c
ie

n
c
e
 b

u
t 

al
so

 t
o
 L

if
e
 S

c
ie

n
c
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ウ
イ

ル
ス

研
究

の
歴

史
、

ウ
イ

ル
ス

学
の

進
展

と
分

子
生

物
学

及
び

技
術

の
進

歩
に

つ
い

て
連

続
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

と
と

も
に

、
実

践
的

な
議

論
を

履
修

者
を

交
え

て
行

う
。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
s 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
 i
n
 w

h
ic

h
 t

h
e
 h

is
to

ry
 o

f 
vi

ro
lo

gy
, 
th

e
 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

e
m

e
rg

e
n
c
e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 a

re
 p

re
se

n
te

d 
an

d 
ac

ti
ve

ly
 

di
sc

u
ss

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

機
能

分
子

制
御

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
B

io
c
h
e
m

is
tr

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
岡

島
徹

也
　

 T
e
ts

u
ya

 O
ka

jim
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
曜

日
1
1
:0

0
〜

1
3
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
1
:0

0
 t

o
 1

3
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
3

階
セ

ミ
ナ

ー
室

 
S
e
m

in
ar

 R
o
o
m

, 
3
rd

 fl
o
o
r,
 M

e
di

c
al

 R
e
se

ar
c
h
 B

ld
g.

 2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
は

、
細

胞
増

殖
・
分

化
な

ど
の

細
胞

運
命

決
定

の
分

子
機

構
に

関
し

て
、

生
化

学
的

お
よ

び
分

子
生

物
学

的
な

理
解

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
癌

の
発

症
と

進
展

、
神

経
変

性
、

お
よ

び
老

化
に

関
わ

る
糖

タ
ン

パ
ク

質
と

細
胞

外
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
分

子
の

作
用

機
構

と
制

御
機

構
を

修
得

す
る

。
さ

ら
に

、
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
基

づ
く
治

療
戦

略
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi

de
 a

 b
io

c
h
e
m

ic
al

 a
n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
ll 

fa
te

 d
e
te

rm
in

at
io

n
, 
in

c
lu

di
n
g 

c
e
ll 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

di
ff
e
re

n
ti
at

io
n
. 
S
pe

c
ifi

c
al

ly
, 
w

e
 w

ill
 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 

ac
ti
o
n
 a

n
d 

re
gu

la
ti
o
n
 o

f 
gl

yc
o
pr

o
te

in
s 

an
d 

e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

m
o
le

c
u
le

s 
in

vo
lv

e
d 

in
 c

an
c
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
, 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
o
n
, 
an

d 
ag

in
g.

　
In

 a
dd

it
io

n
, 

w
e
 w

ill
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 s

tr
at

e
gi

e
s 

ba
se

d 
o
n
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

外
マ

ト
リ

ク
ス

分
子

に
よ

る
細

胞
機

能
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
に

つ
い

て
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

。
ま

た
、

関
連

し
た

実
験

手
法

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
ま

た
制

御
に

関
わ

る
タ

ン
パ

ク
質

や
遺

伝
子

の
最

新
情

報
を

探
索

し
理

解
す

る
。

さ
ら

に
、

細
胞

外
マ

ト
リ

ク
ス

分
子

の
機

能
異

常
に

基
づ

き
、

疾
患

や
病

態
の

理
解

を
深

め
る

。
さ

ら
に

、
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
基

づ
く
治

療
戦

略
に

つ
い

て
考

察
で

き
る

こ
と

を
目

標
に

す
る

。
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 t

h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 r

e
gu

la
ti
o
n
 m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
e
llu

la
r 

fu
n
c
ti
o
n
s 

by
 

e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

m
o
le

c
u
le

s.
 S

tu
de

n
ts

 w
ill

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

re
le

va
n
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s.

 S
tu

de
n
ts

 w
ill

 a
ls

o
 e

xp
lo

re
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
at

e
st

 i
n
fo

rm
at

io
n
 

o
n
 p

ro
te

in
s 

an
d 

ge
n
e
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 r

e
gu

la
ti
o
n
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
w

e
 w

ill
 d

e
e
pe

n
 o

u
r 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
di

se
as

e
s 

an
d 

pa
th

o
lo

gi
e
s 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 a

bn
o
rm

al
 f
u
n
c
ti
o
n
 

o
f 
e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

m
o
le

c
u
le

s.
　

F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 a

im
 t

o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 d

is
c
u
ss

 
th

e
ra

pe
u
ti
c
 s

tr
at

e
gi

e
s 

ba
se

d 
o
n
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

担
当

者
を

定
め

、
関

連
し

た
論

文
を

精
読

し
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

議
論

を
行

う
。

も
し

く
は

、
関

連
し

た
レ

ク
チ

ャ
ー

を
受

講
し

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
議

論
を

行
う

。
A

ss
ig

n
 a

 p
e
rs

o
n
 

to
 d

o
 a

 c
lo

se
 r

e
ad

in
g,

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
, 
an

d 
di

sc
u
ss

io
n
 o

f 
a 

re
le

va
n
t 

ar
ti
c
le

. 
O

r,
 a

tt
e
n
d 

a 
re

le
va

n
t 

le
c
tu

re
, 
an

d 
pr

e
se

n
t 

an
d 

di
sc

u
ss

 i
t.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

機
能

分
子

制
御

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
B

io
c
h
e
m

is
tr

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
岡

島
徹

也
　

 T
e
ts

u
ya

 O
ka

jim
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
9
:0

0
〜

1
5
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

9
:0

0
 t

o
 1

5
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
3

階
分

子
細

胞
化

学
　

実
験

室
  
 L

ab
o
ra

to
ry

 o
f 
M

o
le

c
u
la

r 
an

d 
C

e
llu

la
r 

C
h
e
m

is
tr

y,
 3

rd
 fl

o
o
r,
 M

e
di

c
al

 R
e
se

ar
c
h
 B

ld
g.

 2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
実

験
研

究
に

お
い

て
は

、
細

胞
増

殖
・

分
化

な
ど

の
細

胞
運

命
決

定
の

分
子

機
構

に
関

し
て

、
生

化
学

的
、

分
子

生
物

学
的

お
よ

び
細

胞
生

物
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

実
験

的
に

解
明

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
癌

の
発

症
と

進
展

、
神

経
変

性
、

お
よ

び
老

化
に

関
わ

る
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

分
子

と
糖

タ
ン

パ
ク

質
な

ど
の

同
定

と
作

用
機

構
を

実
験

的
に

明
ら

か
に

す
る

。
さ

ら
に

、
作

用
機

構
を

元
に

し
た

新
し

い
治

療
戦

略
を

考
え

る
。
 

In
 t

h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
st

u
dy

, 
w

e
 a

im
 t

o
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

lly
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
ll 

fa
te

 d
e
te

rm
in

at
io

n
, 
su

c
h
 a

s 
c
e
ll 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

di
ff
e
re

n
ti
at

io
n
, 

u
si

n
g 

bi
o
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s.

 S
pe

c
ifi

c
al

ly
, 

w
e
 w

ill
 i
de

n
ti
fy

 e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

pr
o
te

in
s 

an
d 

gl
yc

o
pr

o
te

in
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 c

an
c
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
, 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
o
n
, 
an

d 
se

n
e
sc

e
n
c
e
, 
an

d 
e
lu

c
id

at
e
 

th
e
ir
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
ac

ti
o
n
.　

F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 w

ill
 c

o
n
si

de
r 

n
e
w

 t
h
e
ra

pe
u
ti
c
 

st
ra

te
gi

e
s 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
ac

ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

外
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
分

子
と

糖
タ

ン
パ

ク
質

に
よ

る
細

胞
機

能
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

明
ら

か
に

す
る

。
ま

た
、

関
連

し
た

実
験

手
法

を
開

発
す

る
。

ま
た

制
御

に
関

わ
る

タ
ン

パ
ク

質
や

遺
伝

子
の

機
能

を
明

ら
か

に
す

る
。

さ
ら

に
、

こ
れ

ら
の

分
子

の
機

能
異

常
と

疾
患

や
病

態
の

関
連

を
明

ら
か

に
す

る
。

さ
ら

に
、

作
用

機
構

を
元

に
し

た
新

し
い

治
療

戦
略

を
提

案
す

る
。

In
 t

h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
st

u
dy

, 
w

e
 w

ill
 c

la
ri
fy

 t
h
e
 r

e
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
e
llu

la
r 

fu
n
c
ti
o
n
s 

by
 e

xt
ra

c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

pr
o
te

in
s 

an
d 

gl
yc

o
pr

o
te

in
s.

 W
e
 w

ill
 a

ls
o
 d

e
ve

lo
p 

re
la

te
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

. 
W

e
 w

ill
 a

ls
o
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

o
f 
pr

o
te

in
s 

an
d 

ge
n
e
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 t

h
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
w

e
 w

ill
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 

be
tw

e
e
n
 a

bn
o
rm

al
it
ie

s 
in

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
se

 m
o
le

c
u
le

s 
an

d 
di

se
as

e
s 

an
d 

pa
th

o
lo

gy
. 
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 w

ill
 p

ro
po

se
 a

 n
e
w

 t
h
e
ra

pe
u
ti
c
 s

tr
at

e
gy

 b
as

e
d 

o
n
 t

h
e
 

m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
ac

ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

生
化

学
、

分
子

生
物

学
お

よ
び

細
胞

生
物

学
の

実
験

を
実

施
し

、
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

正
し

く
解

釈
し

、
結

論
を

得
る

と
同

時
に

、
新

し
い

仮
説

を
構

築
す

る
。

さ
ら

に
、

仮
説

を
検

証
す

る
た

め
に

必
要

な
実

験
を

実
施

す
る

。
C

o
nd

uc
t 

bi
o
ch

em
ic

al
, 
m

o
le

cu
la

r 
an

d 
ce

llu
la

r 
bi

o
lo

gy
 e

xp
er

im
en

ts
 t

o
 o

bt
ai

n 
da

ta
. 

C
o
rr

ec
tl
y 

in
te

rp
re

t 
th

e 
o
bt

ai
ne

d 
da

ta
, 
dr

aw
 c

o
nc

lu
si

o
ns

 a
nd

 c
o
ns

tr
uc

t 
ne

w
 

hy
po

th
es

es
. I

n 
ad

di
ti
o
n,

 c
o
nd

uc
t 

th
e 

ne
ce

ss
ar

y 
ex

pe
ri
m

en
ts

 t
o
 t

es
t 

th
e 

hy
po

th
es

es
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

遺
伝

情
報

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

ge
n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
大

野
欽

司
　

 K
in

ji 
O

h
n
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:3

0
〜

1
8
:3

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:3

0
 t

o
 1

8
:3

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

遺
伝

情
報

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

疾
患

・
神

経
筋

接
合

部
疾

患
・

筋
疾

患
の

分
子

病
態

、
な

ら
び

に
、

R
N

A
代

謝
の

正
常

分
子

機
構

と
病

態
分

子
機

構
を

理
解

し
、

将
来

こ
れ

ら
の

分
野

に
お

け
る

研
究

を
リ

ー
ド

す
る

人
材

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
pa

th
o
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
n
e
u
ro

lo
gi

c
al

, 
n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r,
 a

n
d 

m
u
sc

u
la

r 
di

se
as

e
s,

 a
s 

w
e
ll 

as
 p

h
ys

io
lo

gi
c
al

 a
n
d 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
R

N
A

 m
e
ta

bo
lis

m
s,

 a
n
d 

to
 b

e
c
o
m

e
 a

 l
e
ad

e
r 

in
 t

h
e
 r

e
le

va
n
t 

re
se

ar
c
h
 fi

e
ld

s 
in

 t
h
e
 f
u
tu

re
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

筋
接

合
部

分
子

欠
損

症
・

筋
強

直
性

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
を

含
む

神
経

・
筋

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
研

究
と

制
御

研
究

の
最

先
端

を
理

解
す

る
。

ま
た

、
pr

e
-
m

R
N

A
ス

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

を
含

む
R

N
A

代
謝

の
分

子
機

構
の

最
新

の
知

見
を

学
び

、
R

N
A

代
謝

の
各

種
神

経
筋

病
態

へ
の

関
与

を
理

解
し

、
低

分
子

化
合

物
、

遺
伝

子
導

入
、

細
胞

導
入

に
よ

る
制

御
研

究
を

理
解

す
る

。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

an
d 

re
gu

la
ti
o
n
s 

o
f 
n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

so
rd

e
rs

 i
n
c
lu

di
n
g 

de
fe

c
ts

 i
n
 n

e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
tr

an
sm

is
si

o
n
 a

n
d 

m
yo

to
n
ic

 d
ys

tr
o
ph

y.
 

In
 a

dd
it
io

n
, 
th

e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
th

e
 c

u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 R

N
A

 m
e
ta

bo
lis

m
s 

in
c
lu

di
n
g 

pr
e
-
m

R
N

A
 s

pl
ic

in
g 

an
d 

th
e
ir
 a

be
rr

at
io

n
s 

in
 n

e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

so
rd

e
rs

, 
as

 
w

e
ll 

as
 t

h
e
ir
 r

e
gu

la
ti
o
n
s 

w
it
h
 s

m
al

l 
c
o
m

po
u
n
ds

, 
ge

n
e
 t

ra
n
sf

e
r 

te
c
h
n
o
lo

gi
e
s,

 a
n
d 

c
e
ll 

th
e
ra

py
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

筋
疾

患
の

分
子

病
態

機
構

研
究

と
制

御
研

究
に

つ
い

て
連

続
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

と
と

も
に

、
実

践
的

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

履
修

者
を

交
え

て
行

う
。

ま
た

、
R

N
A

代
謝

の
最

新
の

知
見

を
深

め
、

R
N

A
代

謝
の

各
種

神
経

筋
病

態
へ

の
関

与
を

理
解

し
、

制
御

研
究

の
連

続
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

pr
o
m

is
e
d 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

in
 w

h
ic

h
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

an
d 

re
gu

la
ti
o
n
s 

o
f 
n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

so
rd

e
rs

 a
re

 p
re

se
n
te

d 
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

e
d.

 T
h
e
 

c
o
u
rs

e
 a

ls
o
 i
n
c
lu

de
s 

a 
se

ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

o
n
 t

h
e
 c

u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 R

N
A

 
m

e
ta

bo
lis

m
s 

in
 p

h
ys

io
lo

gy
 a

n
d 

n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

se
as

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 s

e
m

in
ar

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 

at
te

n
d 

th
e
 d

is
c
u
ss

io
n
.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

遺
伝

情
報

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ro

ge
n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
大

野
欽

司
　

 K
in

ji 
O

h
n
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

9
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

遺
伝

情
報

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

各
種

神
経

・
筋

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
と

制
御

を
高

い
レ

ベ
ル

で
実

践
で

き
る

人
材

と
な

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 b

e
c
o
m

e
 a

 l
e
ad

e
r 

w
h
o
 e

lu
c
id

at
e
s 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

an
d 

re
gu

la
ti
o
n
s 

o
f 
n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

so
rd

e
rs

 a
t 

th
e
 t

o
p-

n
o
tc

h
 l
e
ve

l.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

各
種

神
経

・
筋

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
研

究
と

制
御

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 t

o
 p

u
rs

u
e
 t

h
e
 

an
al

ys
is

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

an
d 

re
gu

la
ti
o
n
s 

o
f 
n
e
u
ro

m
u
sc

u
la

r 
di

so
rd

e
rs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

D
N

A
, 
R

N
A

, 
タ

ン
パ

ク
、

細
胞

培
養

の
基

本
的

な
研

究
手

法
の

習
得

に
加

え
て

、
各

研
究

テ
ー

マ
に

応
じ

て
タ

ン
パ

ク
-

タ
ン

パ
ク

相
互

作
用

研
究

手
法

、
R

N
A

-
タ

ン
パ

ク
相

互
作

用
研

究
手

法
、

遺
伝

子
導

入
の

た
め

の
ウ

ィ
ル

ス
調

整
、

in
 s

ili
c
o

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
c
lu

de
 b

as
ic

 m
an

ip
u
la

ti
o
n
s 

o
f 
D

N
A

, 
R

N
A

, 
an

d 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

 i
n
c
lu

di
n
g 

c
lo

n
in

g,
 s

e
qu

e
n
c
in

g,
 t

ra
n
sf

e
c
ti
o
n
, 
ge

n
e
 s

ile
n
c
in

g.
 D

e
pe

n
di

n
g 

o
n
 t

h
e
 p

ro
je

c
ts

 
th

at
 t

h
e
 s

tu
de

n
t 

is
 e

n
ga

ge
d 

in
, 
th

e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
qu

al
it
at

iv
e
 a

n
d 

qu
an

ti
ta

ti
ve

 
pr

o
te

in
-
pr

o
te

in
 i
n
te

ra
c
ti
o
n
, 
is

o
la

ti
o
n
 a

n
d 

c
h
ar

ac
te

ri
za

ti
o
n
 o

f 
R

N
A

-
bi

n
di

n
g 

pr
o
te

in
s,

 p
re

pa
ra

ti
o
n
 a

n
d 

ap
pl

ic
at

io
n
 o

f 
vi

ru
se

s 
fo

r 
ge

n
e
 t

ra
n
sf

e
r,
 a

n
d 

in
 s

ili
c
o
 

m
e
th

o
do

lo
gi

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 

at
te

n
d 

th
e
 e

xe
rc

is
e
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-52-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

遺
伝

情
報

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

ge
n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
大

野
欽

司
　

 K
in

ji 
O

h
n
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:3

0
〜

1
8
:3

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:3

0
 t

o
 1

8
:3

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

遺
伝

情
報

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

疾
患

・
神

経
筋

接
合

部
疾

患
・

筋
疾

患
の

分
子

病
態

、
な

ら
び

に
、

R
N

A
代

謝
の

正
常

分
子

機
構

と
病

態
分

子
機

構
を

理
解

し
、

将
来

こ
れ

ら
の

分
野

に
お

け
る

研
究

を
リ

ー
ド

す
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。
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。
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、
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デ
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 C
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 b
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 C
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。
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c
e
 R

e
se

ar
c
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習
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損
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。
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著
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u
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 b
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 d
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at
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ョ
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c
te

d 
to

 g
ra

di
n
g.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
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 b
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 C
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献
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介
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研
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し
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れ
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2
.最

新
の

研
究

動
向

を
調

査
し

ま
と

め
て

紹
介
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c
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ic

s 
an

d 
ap

pl
ic

at
io

n
s 

in
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

bi
o
te

c
h
n
o
lo

gy
.

2
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 c

o
n
te

n
ts

 o
f 
th

e
m

. 
3
. 
P

ro
po

se
 f
u
tu

re
 w

o
rk

s 
re

la
ti
n
g 

to
 t

h
e
 p

ap
e
rs

 i
n
tr

o
du

c
e
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
目

標
達

成
の

た
め

 
論

文
紹

介
、

研
究

内
容

報
告

、
フ

リ
ー

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
、

セ
ミ

ナ
ー

形
式

で
行

う
 

T
o
 a

c
h
ie

ve
 t

h
e
 a

bo
ve

 g
o
al

, 
th

e
 c

la
ss

 i
s 

m
an

ag
e
d 

as
 s

e
m

in
e
r 

fo
rm

 i
n
c
lu

di
n
g 

re
vi

e
w

 
o
f 
sc

ie
n
ti
fic

 p
ap

e
r,
 p

ro
gr

e
ss

 r
e
po

rt
 o

n
 r

e
se

ar
c
h
 a

n
d 

th
e
ir
 f
re

e
 d

is
c
u
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

情
報

解
析

工
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
  
an

al
yt

ic
al

 e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
本

多
裕

之
　

 H
ir
o
yu

ki
 H

o
n
da

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
木

曜
日

4
限

　
 T

h
u
rs

da
y 

 4
th

 p
e
ri
o
d

実
施

場
所

P
la

c
e

工
学

研
究

科
1

号
館

 
1
st

 b
u
ild

in
g 

o
f 
sc

h
o
o
l 
o
f 
e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

(H
ig

as
h
iy

am
a 

c
am

pu
s)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

実
験

実
習

を
通

し
て

生
物

情
報

解
析

工
学

に
関

す
る

技
術

的
基

礎
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

工
学

の
要

素
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

te
c
h
n
ic

al
 b

as
ic

s 
in

 a
n
al

yt
ic

al
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
  
by

 p
ro

vi
n
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 a

n
d 

to
 l
e
ar

n
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

se
n
se

 f
ro

m
 a

 b
io

te
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 s
ta

n
dp

o
in

t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

実
験

実
習

を
通

し
て

生
物

情
報

解
析

工
学

に
関

す
る

技
術

的
基

礎
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

工
学

の
要

素
を

習
得

す
る

。
 

1
. 
生

物
情

報
解

析
工

学
分

野
に

関
す

る
新

し
い

実
験

方
法

を
調

べ
、

実
験

で
検

証
す

る
 

2
.上

記
の

各
専

門
分

野
に

関
す

る
課

題
を

調
査

し
解

決
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
 

B
y 

le
ar

n
in

g 
th

is
 l
e
c
tu

re
, 
th

e
 g

o
al

 i
s 

to
 b

e
 a

bl
e
 t

o
: 

1
. 
 U

n
de

rs
ta

n
d 

re
c
e
n
t 

re
se

ar
c
h
 m

e
th

o
ds

 b
y 

pr
o
vi

n
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 o

n
 

an
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
.

2
. 
 U

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

an
al

yz
e
 r

e
c
e
n
t 

to
pi

c
s 

o
n
 t

h
e
 f
u
tu

re
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
n
 a

n
al

yt
ic

al
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
目

標
達

成
の

た
め

 
生

物
情

報
解

析
工

学
に

関
す

る
実

験
実

習
を

行
う

 
T
o
 a

c
h
ie

ve
 t

h
e
 a

bo
ve

 g
o
al

, 
th

e
 c

la
ss

 i
s 

m
an

ag
e
d 

as
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 o

n
 

an
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-54-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

情
報

解
析

工
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 a

n
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
本

多
裕

之
　

 H
ir
o
yu

ki
 H

o
n
da

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
木

曜
日

2
・

3
限

　
 T

h
u
rs

da
y 

 2
n
d 

an
d 

3
rd

 p
e
ri
o
d

実
施

場
所

P
la

c
e

工
学

研
究

科
1

号
館

 
1
st

 b
u
ild

in
g 

o
f 
sc

h
o
o
l 
o
f 
e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

(H
ig

as
h
iy

am
a 

c
am

pu
s)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
物

情
報

解
析

工
学

に
関

す
る

文
献

紹
介

を
通

し
て

技
術

者
・

研
究

者
と

し
て

重
要

な
問

題
解

決
能

力
及

び
企

画
力

・
開

発
力

を
身

に
つ

け
る

。
 

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 i
n
tr

o
du

c
e
 a

n
d 

an
al

yz
e
 r

e
c
e
n
t 

ac
ad

e
m

ic
 p

ap
e
rs

 i
n
 

an
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
 f
ro

m
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

ap
pl

ie
d 

as
pe

c
ts

 
an

d 
to

 d
is

c
u
ss

 f
u
tu

re
 d

e
ve

lo
pm

e
n
ts

 f
ro

m
 a

 b
io

te
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 s
ta

n
dp

o
in

t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
 最

近
の

基
礎

研
究

に
関

す
る

論
文

を
サ

ー
ベ

イ
し

て
、

技
術

革
新

に
つ

な
が

る
優

れ
た

論
文

を
選

ぶ
こ

と
が

出
来

る
2
.最

新
の

研
究

動
向

を
調

査
し

ま
と

め
て

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
る

 
3
.研

究
動

向
に

つ
い

て
整

理
し

、
今

後
の

研
究

方
向

に
つ

い
て

提
案

で
き

る
 

B
y 

le
ar

n
in

g 
th

is
 l
e
c
tu

re
, 
th

e
 g

o
al

 i
s 

to
 b

e
 a

bl
e
 t

o
: 

1
. 
 S
e
le

c
t 

re
c
e
n
t 

ac
ad

e
m

ic
 p

ap
e
rs

 i
n
 b

as
ic

s 
an

d 
ap

pl
ic

at
io

n
s 

in
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

bi
o
te

c
h
n
o
lo

gy
.

2
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 c

o
n
te

n
ts

 o
f 
th

e
m

. 
3
. 
P

ro
po

se
 f
u
tu

re
 w

o
rk

s 
re

la
ti
n
g 

to
 t

h
e
 p

ap
e
rs

 i
n
tr

o
du

c
e
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
目

標
達

成
の

た
め

 
論

文
紹

介
、

研
究

内
容

報
告

、
フ

リ
ー

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
、

セ
ミ

ナ
ー

形
式

で
行

う
 

T
o
 a

c
h
ie

ve
 t

h
e
 a

bo
ve

 g
o
al

, 
th

e
 c

la
ss

 i
s 

m
an

ag
e
d 

as
 s

e
m

in
e
r 

fo
rm

 i
n
c
lu

di
n
g 

re
vi

e
w

 
o
f 
sc

ie
n
ti
fic

 p
ap

e
r,
 p

ro
gr

e
ss

 r
e
po

rt
 o

n
 r

e
se

ar
c
h
 a

n
d 

th
e
ir
 f
re

e
 d

is
c
u
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

情
報

解
析

工
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
  
an

al
yt

ic
al

 e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
本

多
裕

之
　

 H
ir
o
yu

ki
 H

o
n
da

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
木

曜
日

4
限

　
 T

h
u
rs

da
y 

 4
th

 p
e
ri
o
d

実
施

場
所

P
la

c
e

工
学

研
究

科
1

号
館

 
1
st

 b
u
ild

in
g 

o
f 
sc

h
o
o
l 
o
f 
e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

(H
ig

as
h
iy

am
a 

c
am

pu
s)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

実
験

実
習

を
通

し
て

生
物

情
報

解
析

工
学

に
関

す
る

技
術

的
基

礎
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

工
学

の
要

素
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

te
c
h
n
ic

al
 b

as
ic

s 
in

 a
n
al

yt
ic

al
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
  
by

 p
ro

vi
n
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 a

n
d 

to
 l
e
ar

n
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

se
n
se

 f
ro

m
 a

 b
io

te
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 s
ta

n
dp

o
in

t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

実
験

実
習

を
通

し
て

生
物

情
報

解
析

工
学

に
関

す
る

技
術

的
基

礎
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

工
学

の
要

素
を

習
得

す
る

。
 

1
. 
生

物
情

報
解

析
工

学
分

野
に

関
す

る
新

し
い

実
験

方
法

を
調

べ
、

実
験

で
検

証
す

る
 

2
.上

記
の

各
専

門
分

野
に

関
す

る
課

題
を

調
査

し
解

決
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
 

B
y 

le
ar

n
in

g 
th

is
 l
e
c
tu

re
, 
th

e
 g

o
al

 i
s 

to
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e
 a

bl
e
 t

o
: 

1
. 
 U

n
de

rs
ta

n
d 

re
c
e
n
t 

re
se

ar
c
h
 m

e
th

o
ds

 b
y 

pr
o
vi

n
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 o

n
 

an
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
.

2
. 
 U

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

an
al

yz
e
 r

e
c
e
n
t 

to
pi

c
s 

o
n
 t

h
e
 f
u
tu

re
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
n
 a

n
al

yt
ic

al
 

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
目

標
達

成
の

た
め

 
生

物
情

報
解

析
工

学
に

関
す

る
実

験
実

習
を

行
う

 
T
o
 a

c
h
ie

ve
 t

h
e
 a

bo
ve

 g
o
al

, 
th

e
 c

la
ss

 i
s 

m
an

ag
e
d 
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 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 o

n
 

an
al

yt
ic

al
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

o
f 
bi

o
lo

gi
c
al

 i
n
fo

rm
at

io
n

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

診
断

ナ
ノ

工
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar
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n
 N

an
o
e
n
gi

n
e
e
re

d 
M

o
le

c
u
la

r 
D

ia
gn

o
st

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
馬

場
嘉

信
　

分
子

診
断

ナ
ノ

工
学

教
授

 
Y
o
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in
o
bu

 B
ab

a,
 P

ro
f.
 o

f 
N

an
o
e
n
gi

n
e
e
re

d 
M

o
le

c
u
la

r 
D

ia
gn

o
st

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
春

学
期

・
秋

学
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:3

0
〜

1
8
:3

0
 

1
6
:3

0
-
1
8
:3

0
, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y 
fo

r 
S
pr

in
g 

an
d 

A
u
tu

m
 S

e
m

e
st

ar
s

実
施

場
所

P
la

c
e

工
学

研
究

科
1

号
館

　
1
0

階
　

馬
場

研
究

室
 

B
ab

a 
L
ab

., 
1
0
th

 fl
o
o
r 

o
f 
1
st

 B
u
ild

in
g 

o
f 
E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

S
c
h
o
o
l

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

分
子

診
断

ナ
ノ

工
学

を
構

築
す

る
基

礎
科

学
と

疾
患

の
分

子
診

断
へ

の
応

用
を

理
解

す
る

。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

n
an

o
e
n
gi

n
e
e
re

d 
m

o
le

c
u
la

r 
di

ag
n
o
st

ic
s 

by
 s

tu
dy

in
g 

re
la

te
d 

ba
si

c
 

sc
ie

n
c
e
 a

n
d 

th
ie

r 
ap

pl
ic

at
io

n
s 

to
 m

o
le

c
u
la

r 
di

ag
n
o
si

s 
o
f 
di

se
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ナ
ノ

バ
イ

オ
デ

バ
イ

ス
や

量
子

技
術

な
ど

新
た

な
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

用
い

た
疾

患
の

分
子

診
断

、
in

 v
iv

o
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
な

ど
の

方
法

論
と

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

。
 

S
e
m

in
ar

 c
o
ve

rs
 m

o
le

c
u
la

r 
di

ag
n
o
si

s 
o
f 
di

se
as

e
s 

an
d 

in
 v

iv
o
 m

o
le

c
u
la

r 
im

ag
in

g,
 b

y 
u
si

n
g 

n
o
ve

l 
n
an

o
te

c
h
n
o
lo

gy
, 
su

c
h
 a

s 
n
an

o
bi

o
de

vi
c
e
s 

an
d 

qu
an

tu
m

 t
e
c
h
n
o
lo

gi
e
s.

  
S
e
m

in
ar

 c
o
ve

rs
 t

h
e
 m

e
th

o
do

lo
gy

 a
n
d 

m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
n
an

o
bi

o
de

vi
c
e
s 

an
d 

qu
an

tu
m

 
te

c
h
n
o
lo

gi
e
s,

 a
s 

w
e
ll.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ナ
ノ

バ
イ

オ
デ

バ
イ

ス
や

量
子

セ
ン

サ
な

ど
新

た
な

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
用

い
た

疾
患

の
分

子
診

断
、

特
に

、
m

iR
N

A
解

析
、

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ク
ス

解
析

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
解

析
、

S
N

P
解

析
、

超
高

速
1

分
子

ゲ
ノ

ム
D

N
A

シ
ー

ク
エ

ン
ス

、
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

解
析

お
よ

び
血

中
循

環
が

ん
細

胞
解

析
、

in
 v

iv
o

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

な
ど

の
方

法
論

と
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
 

S
e
m
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o
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 m

o
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c
u
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r 
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n
o
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s 
o
f 
di
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e
s 

by
 u
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n
g 

n
o
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n
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o
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c
h
n
o
lo
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, 
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c
h
 a
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n
an

o
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o
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c
e
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n
d 
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tu
m
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e
n
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. 
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e
m

in
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ls

o
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n
c
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s 

m
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N
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n
e
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c
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n
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e
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m

e
 a

n
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S
N

P
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n
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, 
u
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st
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gl
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D
N

A
 m

o
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c
u
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r 
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n
o
m
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 s

e
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e
n
c
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 b
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m
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, 
C

T
C

 a
n
al
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, 
an

d 
in

 v
iv

o
 

m
o
le

c
u
la

r 
im

ag
in

g.
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
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s
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
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e
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va
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at
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M
e
th

o
d 

an
d 

C
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a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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m
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h
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d 
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n
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n
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o
n
s 
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d 
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u
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n
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by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b
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n
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n
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e
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an
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時
間

外
学

習
等

S
el
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ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut
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de
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o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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質
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へ
の

対
応

方
法

Ho
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 to
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ue
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適

宜
指

示
す

る
。
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業
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n
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D
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o
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担
当

教
員

In
st
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c
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場
嘉

信
　

分
子

診
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ナ
ノ

工
学

教
授
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o
e
n
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n
e
e
re
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M

o
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o
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数
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u
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o
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C
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単
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di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
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n
d 

D
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e
通

年
（
春

学
期

・
秋

学
期

）
　

毎
週

　
月

　
9
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1
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0
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0
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n
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S
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g 

an
d 

A
u
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m
 S

e
m

e
st

ar
s

実
施

場
所

P
la

c
e

工
学

研
究

科
1

号
館

　
1
0

階
　

馬
場

研
究

室
 

B
ab

a 
L
ab
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1
0
th
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o
o
r 

o
f 
1
st

 B
u
ild

in
g 

o
f 
E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

S
c
h
o
o
l

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

分
子

診
断

ナ
ノ

工
学

を
構

築
す

る
基

盤
技

術
の

開
発

と
疾

患
の

分
子

診
断

技
術

の
開

発
研

究
を

行
う

。
 

T
o
 d

e
ve

lo
p 

ba
si

c
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 
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r 

n
an

o
e
n
gi

n
e
e
re

d 
m

o
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c
u
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n
o
st
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s 
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d 
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h
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n
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e
n
t 

o
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m

o
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c
u
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r 
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n
o
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o
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e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

疾
患

の
分

子
診

断
を

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な

ナ
ノ

バ
イ

オ
デ

バ
イ

ス
の

設
計

・
試

作
と

ナ
ノ

バ
イ

オ
デ

バ
イ

ス
に

よ
る

疾
患

診
断

に
関

す
る

研
究

、
お

よ
び

、
が

ん
細

胞
・

幹
細

胞
等

を
認

識
す

る
量

子
セ

ン
サ

を
設

計
・

合
成

し
、

in
 v

iv
o
 分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

関
す

る
研

究
を

行
う

。
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ra

c
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c
e
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o
ve

rs
 t

o
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e
si

gn
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検
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 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
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C
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ョ
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デ
ィ

ス
カ
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シ
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り
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h
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 C
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 C
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テ
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 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
 月

曜
日

 1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

E
ve

ry
 M

o
n
da

y 
1
3
:0
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テ
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c
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n
c
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c
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
ハ

イ
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
解

析
に

よ
り

測
定

さ
れ

た
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

デ
ー

タ
（
ゲ

ノ
ム

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

、
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ

ト
ー

ム
、

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

デ
ー

タ
）

か
ら

、
が

ん
、

精
神

疾
患

、
感

染
症

な
ど

の
複

雑
な

病
態

を
解

明
す

る
た

め
の

数
学

的
・

統
計

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
学

ぶ
。

ま
た

、
最

新
の

研
究

動
向

の
調

査
や

教
員

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
病

態
を

包
括

的
に

解
析

す
る

た
め

の
デ

ー
タ

駆
動

型
ア

プ
ロ

ー
チ

の
世

界
的

動
向

を
理

解
す

る
。
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c
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 c
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 d
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 d
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n
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c
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e
n
d 

o
f 
da

ta
-
dr

iv
e
n
 a

pp
ro

ac
h
e
s 

fo
r 

c
o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 a

n
al

ys
is

 o
f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 c
o
n
di

ti
o
n
s 

th
ro

u
gh

 i
n
ve

st
ig

at
io

n
 o

f 
th

e
 

la
te

st
 r

e
se

ar
c
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す
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論
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双
方
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か
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理
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す
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こ
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き

る
。
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 l
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c
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授
業
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目
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O
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e
c
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o
f
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o
u
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ミ

ク
ス

デ
ー

タ
な
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命

情
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析
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ス
テ
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物
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研
究

を
推

進
す

る
う

え
で

必
要

な
幅

広
い

統
計

解
析

や
機

械
学

習
に

関
す

る
デ

ー
タ

解
析

手
法
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学

ぶ
と

と
も

に
、

解
析

に
必

要
な

ソ
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ェ
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お
よ

び
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

を
基

礎
か
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習
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す

る
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P
yt

h
o
n

を
使

い
こ
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し

、
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命
情

報
を

適
切

に
前

処
理

・
可

視
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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 膨
大

で
複

雑
な

デ
ー

タ
の

不
確
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性

を
考
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し
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が
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、
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情
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解
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す
る

こ
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る

。
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n
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n
d 

P
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o
n
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o
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-
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o
c
e
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n
d 
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 b
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c
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n
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c
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c
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成
C

o
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rs

e
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o
n
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n
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・
R

と
P

yt
h
o
n

の
プ

ロ
グ

ラ
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ン
グ
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礎
 

・
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と
P

yt
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o
n
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計
的

モ
デ
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・
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械
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ro
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n
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c
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 l
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指
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す
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。
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 b
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 d
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at
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習
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お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、
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ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に
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り
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合

的
に

判
断
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る
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 c
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h
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る
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目
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 C
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宜

指
示

す
る

。
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 b
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 d
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間
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学

習
等
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宜
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 b
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 d
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質
問

へ
の

対
応

方
法
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nd
 to
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適

宜
指

示
す
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 b
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 d
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A
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o
n
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n
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io
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領
域
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テ
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担
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教
員
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st
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c
to

r
島

村
徹

平
　

シ
ス

テ
ム

生
物

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
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o
f 
C

re
di

ts
1
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単
位

　
 1
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 c
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期
間
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日
・
時

限
T
im
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n
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D
at
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日
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E
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o
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3
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実
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場
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P
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c
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研
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館
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ス

テ
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生
物

学
分

野
 

D
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S
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te
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B
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gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

ld
g.

 2
, 
5
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
ハ

イ
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
解

析
に

よ
り

測
定

さ
れ

た
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

デ
ー

タ
（
ゲ

ノ
ム

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

、
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ

ト
ー

ム
、

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

デ
ー

タ
）

か
ら

、
が

ん
、

精
神

疾
患

、
感

染
症

な
ど

の
複

雑
な

病
態

を
解

明
す

る
た

め
の

数
学

的
・

統
計

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
学

ぶ
。

ま
た

、
最

新
の

研
究

動
向

の
調

査
や

教
員

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
病

態
を

包
括

的
に

解
析

す
る

た
め

の
デ

ー
タ

駆
動

型
ア

プ
ロ

ー
チ

の
世

界
的

動
向

を
理

解
す

る
。
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 c
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h
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c
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h
e
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 c
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o
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c
h
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c
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c
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sy
c
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 d
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c
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o
u
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s 
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m

u
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o
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n
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m
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o
m

e
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d 
m

e
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m
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 d
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m

e
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u
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h
-
th

ro
u
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f 
n
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-
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n
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n
c
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g 
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o
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s 

st
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n
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d 
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n
d 
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 c
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c
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n
d 
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s 
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u
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y 

m
e
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学
習

到
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目
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o
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e

次
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代
シ

ー
ク

エ
ン

ス
デ
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解
析

の
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礎
を

習
得

し
、

病
態

と
分

子
・

細
胞

レ
ベ

ル
で
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相

互
作

用
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違
い
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解
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す

る
た
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研
究
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向
に
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い

て
、

理
論

と
実

践
の

双
方

の
観

点
か

ら
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
T
o
 l
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h
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c
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c
h
 t

o
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 d

if
fe

re
n
c
e
s 

be
tw

e
e
n
 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 c
o
n
di

ti
o
n
s 

an
d 

th
e
ir
 i
n
te

ra
c
ti
o
n
s 

at
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
an

d 
c
e
llu

la
r 

le
ve

ls
, 

fr
o
m

 b
o
th

 t
h
e
o
re

ti
c
al

 a
n
d 

pr
ac

ti
c
al

 p
e
rs

pe
c
ti
ve

s

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

シ
ス

テ
ム

生
物

学
に

関
す

る
連

続
し

た
セ

ミ
ナ

ー
と

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

A
 s

e
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

an
d 

gr
o
u
p 

di
sc

u
ss

io
n
s 

o
n
 s

ys
te

m
s 

bi
o
lo

gy

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習
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等
に
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り
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h
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目
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sit
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 C
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す
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等
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 C
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示
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る
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質
問

へ
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方
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 to
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適

宜
指

示
す

る
。
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テ
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生
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e
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c
h
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m
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教
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c
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島

村
徹
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シ
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テ
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生
物
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授

単
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u
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be
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o
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n
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E
ve
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2
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0

実
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場
所

P
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c
e
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研
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ス
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ム

生
物
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分

野
 

D
iv
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io

n
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S
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m
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B

io
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M

e
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c
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c
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n
c
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F

授
業

形
態

T
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e
 o

f 
C
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ss

実
験

・
実

習
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e
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m

e
n
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l 
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ac
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c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

オ
ミ

ク
ス

デ
ー

タ
な

ど
の

生
命

情
報

を
解

析
し

、
シ

ス
テ

ム
生

物
学

研
究

を
推

進
す

る
う

え
で

必
要

な
幅

広
い

統
計

解
析

や
機

械
学

習
に

関
す

る
デ

ー
タ

解
析

手
法

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

解
析

に
必

要
な

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

お
よ

び
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

を
基

礎
か

ら
習

得
す

る
。
 

T
h
is
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o
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e
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o
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e
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f 
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n
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e
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n
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h
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h
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e
c
e
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o
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c
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n
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u
c
h
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s 
o
m
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s 
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n
d 
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o
m

o
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n
g 
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e
m
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o
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e
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c
h
, 
an
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o
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de
s 

st
u
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n
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it
h
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h
e
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o
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w
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e
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n
d 
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o
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m
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g 
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c
h
n
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u
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s 

n
e
c
e
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y 
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r 
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n
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.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

R
と

P
yt

h
o
n

を
使

い
こ

な
し

、
生

命
情

報
を

適
切

に
前

処
理

・
可

視
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

 膨
大

で
複

雑
な

デ
ー

タ
の

不
確

実
性

を
考

慮
し

な
が

ら
、

生
命

情
報

を
ま

と
め

、
分

析
し

、
正

確
に

解
釈

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

 T
o
 m

as
te

r 
th

e
 u

se
 o

f 
th

e
 p

ro
gr

am
m

in
g 

la
n
gu

ag
e
s,

 R
 a

n
d 

P
yt

h
o
n
, 
an

d 
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pr
o
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ia
te

ly
 p

re
-
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o
c
e
ss
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n
d 

vi
su

al
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e
 b
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lo
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c
al
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n
fo
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at

io
n
.

・
 T
o
 s

u
m

m
ar
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e
, 
an
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e
, 
an
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ac

c
u
ra

te
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 i
n
te

rp
re

t 
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o
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gi
c
al
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n
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n
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h
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n
g 
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o
u
n
t 
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e
 u

n
c
e
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n
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f 
va
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n
d 

c
o
m

pl
e
x 

da
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.
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成
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n
t

・
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P
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h
o
n
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プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
基
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・
R

と
P

yt
h
o
n
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よ

る
統

計
的

モ
デ
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・

機
械

学
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入
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P
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n
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c
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 l
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節
、

循
環

調
節

、
神

経
回

路
機

能
な

ど
の

統
合

生
理

学
に

関
連

し
た

生
命

機
能

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

説
明

で
き

る
。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 e
xp

la
in

 t
h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
ph

ys
io

lo
gi

c
al

 f
u
n
c
ti
o
n
s 

re
la

te
d 

to
 i
nt

eg
ra

ti
ve

 p
h
ys

io
lo

gy
, 
su

ch
 a

s 
ge

ne
ra

ti
o
n 

o
f 
ac

ti
o
n
 p

o
te

nt
ia

ls
 i
n 

ne
ur

o
ns

 
an

d 
o
th

e
r 

e
xc

it
ab

le
 c

e
lls

, 
n
e
u
ro

tr
an

sm
is

si
o
n
, 
m

u
sc

le
 c

o
n
tr

ac
ti
o
n
, 
th

e
rm

o
re

gu
la

ti
o
n
, 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

gu
la

ti
o
n
, 
an

d 
n
e
u
ra

l 
c
ir
c
u
it
 f
u
n
c
ti
o
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
内

容
で

構
成

さ
れ

る
。
 

1
) 
統

合
生

理
学

分
野

の
論

文
の

読
解

と
内

容
の

討
論

 
2
) 
論

文
読

解
に

必
要

な
知

識
の

探
索

と
調

査
 

3
) 
習

得
し

た
知

識
を

自
ら

の
研

究
へ

応
用

す
る

方
法

に
つ

い
て

の
議

論
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 c
o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

. 
1
) 
R

e
ad

in
g 

an
d 

di
sc

u
ss

in
g 

th
e
 c

o
n
te

n
t 

o
f 
ar

ti
c
le

s 
in

 i
n
te

gr
at

iv
e
 p

h
ys

io
lo

gy
 

2
) 
E
xp

lo
ri
n
g 

an
d 

se
ar

c
h
in

g 
th

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 n

e
e
de

d 
fo

r 
re

ad
in

g 
re

se
ar

c
h
 a

rt
ic

le
s 

3
) 
 D

is
c
u
ss

in
g 

h
o
w

 t
o
 a

pp
ly

 t
h
e
 a

c
qu

ir
e
d 

kn
o
w

le
dg

e
 t

o
 s

tu
de

n
ts

' 
o
w

n
 r

e
se

ar
c
h
 

pr
o
je

c
ts

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

統
合

生
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ac

h
 o

n
 I
n
te

gr
at

iv
e
 P

h
ys

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
中

村
和

弘
　

統
合

生
理

学
　

教
授

 
K
az

u
h
ir
o
 N

ak
am

u
ra

, 
P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
In

te
gr

at
iv

e
 P

h
ys

io
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
　

毎
週

　
木

曜
　

1
5
:0

0
〜

1
8
:0

0
 

1
5
:0

0
-
1
8
:0

0
, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y,

 t
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
6

階
　

統
合

生
理

学
教

室
 

D
e
pt

. 
o
f 
In

te
gr

at
iv

e
 P

h
ys

io
lo

gy
, 
6
th

 fl
o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

統
合

生
理

学
の

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
is

 p
ra

c
ti
c
e
 o

ff
e
rs

 o
pp

o
rt

u
n
it
ie

s 
fo

r 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 a

 w
id

e
 r

an
ge

 o
f 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

re
qu

ir
e
d 

to
 p

u
rs

u
e
 r

e
se

ar
c
h
 o

f 
in

te
gr

at
iv

e
 p

h
ys

io
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

習
っ

た
手

法
を

独
力

で
駆

使
し

、
実

験
を

遂
行

で
き

る
こ

と
。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 c
ar

ry
 o

u
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 u
si

n
g 

th
e
 m

e
th

o
ds

 l
e
ar

n
e
d 

o
n
 

th
e
ir
 o

w
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

幅
広

い
実

験
手

法
を

習
得

す
る

。
In

 v
iv

o
 電

気
生

理
記

録
、

パ
ッ

チ
ク

ラ
ン

プ
記

録
法

、
神

経
ト

レ
ー

シ
ン

グ
、

蛍
光

1
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

細
胞

の
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

免
疫

組
織

染
色

法
な

ど
が

含
ま

れ
る

。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 a

 w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s,

 w
h
ic

h
 i
n
c
lu

de
 i
n
 v

iv
o
 

el
ec

tr
o
ph

ys
io

lo
gi

ca
l 
re

co
rd

in
gs

, 
pa

tc
h-

cl
am

p 
el

ec
tr

o
ph

ys
io

lo
gi

ca
l 
re

co
rd

in
gs

, 
ne

ur
al

 
tr

ac
t 

tr
ac

in
g,

 s
in

gl
e
 m

o
le

c
u
le

 i
m

ag
in

g,
 c

e
ll 

im
ag

in
g,

 a
n
d 

im
m

u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-58-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

統
合

生
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 I
n
te

gr
at

iv
e
 P

h
ys

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
中

村
和

弘
　

統
合

生
理

学
　

教
授

 
K
az

u
h
ir
o
 N

ak
am

u
ra

, 
P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
In

te
gr

at
iv

e
 P

h
ys

io
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
　

1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

1
3
:0

0
-
1
5
:0

0
, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y,

 t
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
6

階
　

統
合

生
理

学
教

室
 

D
e
pt

. 
o
f 
In

te
gr

at
iv

e
 P

h
ys

io
lo

gy
, 
6
th

 fl
o
o
r 

o
f 
th

e
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

統
合

生
理

学
研

究
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
、

細
胞

機
能

な
ら

び
に

生
体

調
節

に
関

す
る

幅
広

い
生

理
学

的
知

識
を

習
得

す
る

。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 o
ff
e
rs

 o
pp

o
rt

u
n
it
ie

s 
fo

r 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 a

 w
id

e
 r

an
ge

 o
f 

ph
ys

io
lo

gi
c
al

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

n
 c

e
llu

la
r 

fu
n
c
ti
o
n
s 

an
d 

h
o
m

e
o
st

at
ic

 r
e
gu

la
ti
o
n
s,

 w
h
ic

h
 i
s 

re
qu

ir
e
d 

fo
r 

re
se

ar
c
h
 o

f 
in

te
gr

at
iv

e
 p

h
ys

io
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

細
胞

や
興

奮
性

細
胞

に
お

け
る

活
動

電
位

の
発

生
、

神
経

伝
達

、
筋

収
縮

、
体

温
調

節
、

循
環

調
節

、
神

経
回

路
機

能
な

ど
の

統
合

生
理

学
に

関
連

し
た

生
命

機
能

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

説
明

で
き

る
。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 e
xp

la
in

 t
h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
ph

ys
io

lo
gi

c
al

 f
u
n
c
ti
o
n
s 

re
la

te
d 

to
 i
nt

eg
ra

ti
ve

 p
h
ys

io
lo

gy
, 
su

ch
 a

s 
ge

ne
ra

ti
o
n 

o
f 
ac

ti
o
n
 p

o
te

nt
ia

ls
 i
n 

ne
ur

o
ns

 
an

d 
o
th

e
r 

e
xc

it
ab

le
 c

e
lls

, 
n
e
u
ro

tr
an

sm
is

si
o
n
, 
m

u
sc

le
 c

o
n
tr

ac
ti
o
n
, 
th

e
rm

o
re

gu
la

ti
o
n
, 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

gu
la

ti
o
n
, 
an

d 
n
e
u
ra

l 
c
ir
c
u
it
 f
u
n
c
ti
o
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
内

容
で

構
成

さ
れ

る
。
 

1
) 
統

合
生

理
学

分
野

の
論

文
の

読
解

と
内

容
の

討
論

 
2
) 
論

文
読

解
に

必
要

な
知

識
の

探
索

と
調

査
 

3
) 
習

得
し

た
知

識
を

自
ら

の
研

究
へ

応
用

す
る

方
法

に
つ

い
て

の
議

論
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 c
o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

. 
1
) 
R

e
ad

in
g 

an
d 

di
sc

u
ss

in
g 

th
e
 c

o
n
te

n
t 

o
f 
ar

ti
c
le

s 
in

 i
n
te

gr
at

iv
e
 p

h
ys

io
lo

gy
 

2
) 
E
xp

lo
ri
n
g 

an
d 

se
ar

c
h
in

g 
th

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 n

e
e
de

d 
fo

r 
re

ad
in

g 
re

se
ar

c
h
 a

rt
ic

le
s 

3
) 
 D

is
c
u
ss

in
g 

h
o
w

 t
o
 a

pp
ly

 t
h
e
 a

c
qu

ir
e
d 

kn
o
w

le
dg

e
 t

o
 s

tu
de

n
ts

' 
o
w

n
 r

e
se

ar
c
h
 

pr
o
je

c
ts

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
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習
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c
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c
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光
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c
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。
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。
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 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd
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o
n
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n
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n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 C

e
ll 

P
h
ar

m
ac

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
0
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 l
ab

 s
e
m

in
ar

 r
o
o
m

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

極
性

、
運

動
、

分
裂

な
ど

の
高

次
機

能
研

究
の

最
先

端
の

学
習

を
通

じ
て

研
究

活
動

へ
の

姿
勢

、
考

え
方

、
研

究
手

技
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 w

ay
 o

f 
th

in
ki

n
g 

to
 r

e
se

ar
c
h
 a

c
ti
vi

ti
e
s 

an
d 

n
e
w

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

re
se

ar
c
h
e
s 

th
ro

u
gh

 l
e
ar

n
in

g 
o
f 
br

an
d 

n
e
w

 r
e
se

ar
c
h
e
s 

o
n
 c

e
ll 

si
gn

al
s 

an
d 

fu
n
c
ti
o
n
 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
e
xe

rc
is

e
, 
th

e
 d

iv
is

io
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

は
種

々
の

細
胞

外
シ

グ
ナ

ル
に

応
答

し
て

、
細

胞
骨

格
や

細
胞

接
着

装
置

を
変

化
さ

せ
細

胞
極

性
、

運
動

、
分

裂
な

ど
の

高
次

機
能

を
制

御
す

る
。

細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

論
文

紹
介

、
研

究
指

導
を

通
じ

て
こ

れ
ら

の
現

象
を

理
解

す
る

。
 

D
yn

am
ic

 r
e
ar

ra
n
ge

m
e
n
ts

 o
f 
th

e
 c

yt
o
sk

e
le

to
n
 a

n
d 

c
e
ll 

ad
h
e
si

o
n
 i
n
 r

e
sp

o
n
se

 
to

 e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

si
gn

al
s 

ar
e
 r

e
qu

ir
e
d 

fo
r 

va
ri
o
u
s 

c
e
llu

la
r 

pr
o
c
e
ss

e
s 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
m

ig
ra

ti
o
n
 a

n
d 

c
yt

o
ki

n
e
si

s.
 T

h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
se

 
ph

e
n
o
m

e
n
o
n
 u

si
n
g 

te
xt

 b
o
o
ks

 a
n
d 

re
vi

e
w

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

細
胞

極
性

、
運

動
、

分
裂

な
ど

の
細

胞
の

高
次

機
能

に
関

す
る

論
文

紹
介

、
研

究
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

基
盤

医
学

特
論

と
し

て
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

の
研

究
に

お
け

る
第

一
人

者
の

講
師

を
招

聘
し

て
、

世
界

の
最

先
端

の
研

究
を

紹
介

す
る

。
 

T
h
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 c
o
u
rs

e
 i
s 

de
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gn
e
d 
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 t

e
ac

h
 v

ar
io

u
s 

c
e
llu

la
r 
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o
c
e
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e
s 
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c
h
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c
e
ll 
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ri
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, 
m
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o
n
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n
d 

c
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o
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n
e
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s 
u
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n
g 
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 b
o
o
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n
d 
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e
w
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e
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n
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h
e
 b

e
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c
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n
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h
e
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e
 s
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n
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n
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u
c
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o
n
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n
d 
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tr

o
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c
e
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h
e
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dv
an

c
e
d 

re
se

ar
c
h
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
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 a
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e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

e
ll 

P
h
ar

m
ac

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
実

験
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
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ab

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
の

技
法

の
学

習
を

通
じ

て
医

学
・

細
胞

生
物

学
研

究
を

行
う

研
究

者
と

し
て

必
要

な
事

項
を

学
習

す
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

at
te

r 
w

h
ic

h
 i
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

as
 a

 r
e
se

ar
c
h
e
r 

o
f 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

生
細

胞
の

中
で

生
体

機
能

分
子

を
観

察
す

る
技

術
は

、
細

胞
を

包
括

的
に

理
解

す
る

上
で

重
要

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
な

っ
て

い
る

。
細

胞
薬

理
学

実
験

研
究

で
は

、
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

を
解

析
す

る
方

法
を

学
ぶ

。
 

M
o
n
it
o
ri
n
g 

o
f 
liv

in
g 

c
e
lls

 i
s 

m
o
st

 i
m

po
rt

an
t 

ap
pr

o
ac

h
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gy
. 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 s

ig
n
al

 
tr

an
sd

u
c
ti
o
n
 i
n
 c

e
lls

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
で

は
、

蛍
光

蛋
白

質
を

用
い

て
細

胞
骨

格
や

シ
グ

ナ
ル

分
子

を
可

視
化

し
、

細
胞

内
に

お
け

る
動

態
を

解
析

す
る

方
法

を
学

ぶ
。

ま
た

、
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

分
子

の
機

能
を

解
析

す
る

方
法

を
学

ぶ
。
 

F
o
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 s

ig
n
al

 t
ra

n
sd

u
c
ti
o
n
 i
n
 c

e
lls

, 
th
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 c

o
u
rs

e
 i
s 

de
si

gn
e
d 

to
 t

e
ac

h
 c

e
ll 
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o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
si

n
g 

flu
o
re
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e
n
t 

pr
o
te

in
-
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gg
e
d 

c
yt

o
sk

e
le

ta
l 
pr

o
te

in
s 

o
r 

si
gn

al
in

g 
m

o
le

c
u
le

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
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e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly
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ss

e
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e
d 
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se

d 
o
n
 p
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se

n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss
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n
s 

by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考
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o
n
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n

基
礎
医
学
領
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授
業

科
目

名
C
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細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 C

e
ll 

P
h
ar

m
ac

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
0
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 l
ab

 s
e
m

in
ar

 r
o
o
m

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

極
性

、
運

動
、

分
裂

な
ど

の
高

次
機

能
研

究
の

最
先

端
の

学
習

を
通

じ
て

研
究

活
動

へ
の

姿
勢

、
考

え
方

、
研

究
手

技
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 w

ay
 o

f 
th

in
ki

n
g 

to
 r

e
se

ar
c
h
 a

c
ti
vi

ti
e
s 

an
d 

n
e
w

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

re
se

ar
c
h
e
s 

th
ro

u
gh

 l
e
ar

n
in

g 
o
f 
br

an
d 

n
e
w

 r
e
se

ar
c
h
e
s 

o
n
 c

e
ll 

si
gn

al
s 

an
d 

fu
n
c
ti
o
n
 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
e
xe

rc
is

e
, 
th

e
 d

iv
is

io
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

は
種

々
の

細
胞

外
シ

グ
ナ

ル
に

応
答

し
て

、
細

胞
骨

格
や

細
胞

接
着

装
置

を
変

化
さ

せ
細

胞
極

性
、

運
動

、
分

裂
な

ど
の

高
次

機
能

を
制

御
す

る
。

細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

論
文

紹
介

、
研

究
指

導
を

通
じ

て
こ

れ
ら

の
現

象
を

理
解

す
る

。
 

D
yn

am
ic

 r
e
ar

ra
n
ge

m
e
n
ts

 o
f 
th

e
 c

yt
o
sk

e
le

to
n
 a

n
d 

c
e
ll 

ad
h
e
si

o
n
 i
n
 r

e
sp

o
n
se

 
to

 e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

si
gn

al
s 

ar
e
 r

e
qu

ir
e
d 

fo
r 

va
ri
o
u
s 

c
e
llu

la
r 

pr
o
c
e
ss

e
s 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
m

ig
ra

ti
o
n
 a

n
d 

c
yt

o
ki

n
e
si

s.
 T

h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
se

 
ph

e
n
o
m

e
n
o
n
 u

si
n
g 

te
xt

 b
o
o
ks

 a
n
d 

re
vi

e
w

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

細
胞

極
性

、
運

動
、

分
裂

な
ど

の
細

胞
の

高
次

機
能

に
関

す
る

論
文

紹
介

、
研

究
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

基
盤

医
学

特
論

と
し

て
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

の
研

究
に

お
け

る
第

一
人

者
の

講
師

を
招

聘
し

て
、

世
界

の
最

先
端

の
研

究
を

紹
介

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

de
si

gn
e
d 

to
 t

e
ac

h
 v

ar
io

u
s 

c
e
llu

la
r 

pr
o
c
e
ss

e
s 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
m

ig
ra

ti
o
n
 a

n
d 

c
yt

o
ki

n
e
si

s 
u
si

n
g 

te
xt

 b
o
o
ks

 a
n
d 

re
vi

e
w

s.
 W

e
 i
n
vi

te
 t

h
e
 b

e
st

 
le

c
tu

re
rs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
th

e
 s

ig
n
al

 t
ra

n
sd

u
c
ti
o
n
 a

n
d 

in
tr

o
du

c
e
 t

h
e
 a

dv
an

c
e
d 

re
se

ar
c
h
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

e
ll 

P
h
ar

m
ac

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
実

験
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 l
ab

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
の

技
法

の
学

習
を

通
じ

て
医

学
・

細
胞

生
物

学
研

究
を

行
う

研
究

者
と

し
て

必
要

な
事

項
を

学
習

す
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

at
te

r 
w

h
ic

h
 i
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

as
 a

 r
e
se

ar
c
h
e
r 

o
f 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

生
細

胞
の

中
で

生
体

機
能

分
子

を
観

察
す

る
技

術
は

、
細

胞
を

包
括

的
に

理
解

す
る

上
で

重
要

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
な

っ
て

い
る

。
細

胞
薬

理
学

実
験

研
究

で
は

、
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

を
解

析
す

る
方

法
を

学
ぶ

。
 

M
o
n
it
o
ri
n
g 

o
f 
liv

in
g 

c
e
lls

 i
s 

m
o
st

 i
m

po
rt

an
t 

ap
pr

o
ac

h
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gy
. 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 s

ig
n
al

 
tr

an
sd

u
c
ti
o
n
 i
n
 c

e
lls

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

薬
理

学
実

験
研

究
で

は
、

蛍
光

蛋
白

質
を

用
い

て
細

胞
骨

格
や

シ
グ

ナ
ル

分
子

を
可

視
化

し
、

細
胞

内
に

お
け

る
動

態
を

解
析

す
る

方
法

を
学

ぶ
。

ま
た

、
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

分
子

の
機

能
を

解
析

す
る

方
法

を
学

ぶ
。
 

F
o
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 s

ig
n
al

 t
ra

n
sd

u
c
ti
o
n
 i
n
 c

e
lls

, 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

de
si

gn
e
d 

to
 t

e
ac

h
 c

e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
si

n
g 

flu
o
re

sc
e
n
t 

pr
o
te

in
-
ta

gg
e
d 

c
yt

o
sk

e
le

ta
l 
pr

o
te

in
s 

o
r 

si
gn

al
in

g 
m

o
le

c
u
le

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

情
報

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

sc
ie

n
c
e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
曜

日
　

1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
0
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 l
ab

 s
e
m

in
ar

 r
o
o
m

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

極
性

、
運

動
、

分
裂

な
ど

の
高

次
機

能
研

究
の

最
先

端
の

学
習

を
通

じ
て

研
究

活
動

へ
の

姿
勢

、
考

え
方

、
研

究
手

技
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 w

ay
 o

f 
th

in
ki

n
g 

to
 r

e
se

ar
c
h
 a

c
ti
vi

ti
e
s 

an
d 

n
e
w

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

re
se

ar
c
h
e
s 

th
ro

u
gh

 l
e
ar

n
in

g 
o
f 
br

an
d 

n
e
w

 r
e
se

ar
c
h
e
s 

o
n
 c

e
ll 

si
gn

al
s 

an
d 

fu
n
c
ti
o
n
 

su
c
h
 a

s 
c
e
ll 

po
la

ri
ty

, 
e
xe

rc
is

e
, 
th

e
 d

iv
is

io
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

統
合

失
調

症
や

躁
鬱

病
な

ど
の

精
神

疾
患

の
発

症
メ

カ
ニ

ズ
ム

は
未

だ
不

明
で

あ
る

。
神

経
情

報
薬

理
学

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
論

文
紹

介
、

研
究

指
導

を
通

じ
こ

れ
ら

の
病

態
・

治
療

を
理

解
す

る
。
 

T
h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
u
n
de

rl
yi

n
g 

th
e
 p

at
h
o
lo

gy
 o

f 
m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

, 
su

c
h
 a

s 
sc

h
iz

o
ph

re
n
ia

 a
n
d 

bi
po

la
r 

di
so

rd
e
r,
 a

re
 l
ar

ge
ly

 u
n
kn

o
w

n
. 
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 p

at
h
o
lo

gy
 o

f 
ps

yc
h
ia

tr
ic

 d
is

o
rd

e
rs

 u
si

n
g 

te
xt

 b
o
o
ks

 a
n
d 

re
vi

e
w

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

情
報

薬
理

学
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

精
神

疾
患

の
病

態
・

治
療

に
関

す
る

論
文

紹
介

、
研

究
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

基
盤

医
学

特
論

と
し

て
精

神
疾

患
の

研
究

に
お

け
る

第
一

人
者

の
講

師
を

招
聘

し
て

、
世

界
の

最
先

端
の

研
究

を
紹

介
す

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

de
si

gn
e
d 

to
 t

e
ac

h
 t

h
e
 p

at
h
o
lo

gy
 o

f 
m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 u
si

n
g 

te
xt

 
bo

o
ks

 a
n
d 

re
vi

e
w

s.
 W

e
 i
n
vi

te
 t

h
e
 b

e
st

 l
e
c
tu

re
rs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
th

e
 m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 
an

d 
in

tr
o
du

c
e
 t

h
e
 a

dv
an

c
e
d 

re
se

ar
c
h
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

情
報

薬
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ro

sc
ie

n
c
e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
天

野
　

睦
紀

　
 M

u
ts

u
ki

 A
m

an
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 o

f 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
4

階
　

神
経

情
報

薬
理

学
実

験
室

 
C

e
ll 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 l
ab

, 
4
F
 o

f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
化

学
的

・
細

胞
生

物
学

的
実

験
研

究
の

技
法

の
学

習
を

通
じ

て
医

学
・

細
胞

生
物

学
研

究
を

行
う

研
究

者
と

し
て

必
要

な
事

項
を

学
習

す
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

at
te

r 
w

h
ic

h
 i
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

as
 a

 r
e
se

ar
c
h
e
r 

o
f 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

中
枢

神
経

系
の

発
達

障
害

が
統

合
失

調
症

発
症

原
因

の
一

つ
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
神

経
情

報
薬

理
学

実
験

研
究

で
は

、
精

神
疾

患
の

発
症

に
関

与
す

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
分

子
の

機
能

を
解

析
す

る
方

法
を

生
化

学
的

・
細

胞
生

物
学

的
に

学
ぶ

。
 

N
e
u
ro

de
ve

lo
pm

e
n
t 

dy
sf

u
n
c
ti
o
n
 i
s 

th
o
u
gh

t 
to

 b
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 
sc

h
iz

o
ph

re
n
ia

. 
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

bi
o
c
h
e
m

ic
al

 a
n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
u
n
de

rl
yi

n
g 

th
e
 m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

情
報

薬
理

学
実

験
研

究
で

は
、

精
神

疾
患

の
発

症
に

関
与

す
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

分
子

の
機

能
を

解
析

す
る

方
法

を
生

化
学

的
・

細
胞

生
物

学
的

に
学

ぶ
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

de
si

gn
e
d 

to
 t

e
ac

h
 b

io
c
h
e
m

ic
al

 a
n
d 

c
e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
u
n
de

rl
yi

n
g 

th
e
 m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-61-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

腫
瘍

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
鈴

木
　

洋
　

（
分

子
腫

瘍
学

）
 

H
ir
o
sh

i 
S
u
zu

ki
 (
D

iv
is

io
n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

金
曜

日
　

9
:3

0
〜

1
2
:0

0
 

9
:3

0
 A

M
 t

o
 n

o
o
n
 o

n
 e

ve
ry

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
5

階
　

分
子

腫
瘍

学
教

室
 

D
iv

is
io

n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

3
, 
5
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

作
動

原
理

と
が

ん
の

分
子

病
態

に
つ

い
て

、
基

礎
と

最
新

の
知

識
を

体
系

的
に

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 l
e
ar

n
in

g 
th

e
 b

as
ic

 a
n
d 

c
u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 t

h
e
 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
制

御
機

構
の

基
礎

お
よ

び
最

先
端

の
知

見
を

理
解

し
、

こ
れ

ら
の

制
御

機
構

の
異

常
が

が
ん

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
役

割
を

も
つ

か
、

を
理

解
す

る
。

さ
ら

に
、

こ
の

よ
う

な
研

究
分

野
に

お
け

る
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
や

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
を

用
い

た
解

析
の

重
要

性
を

学
習

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

c
u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 r

e
gu

la
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
, 

e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

th
e
 r

o
le

s 
o
f 
th

e
ir
 a

lt
e
ra

ti
o
n
s 

in
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
. 
T
h
e
y 

w
ill

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

io
in

fo
rm

at
ic

s 
an

d 
an

al
ys

is
 u

si
n
g 

n
e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 

se
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
in

 t
h
e
se

 fi
e
ld

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
で

は
以

下
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

1
. 
 遺

伝
子

制
御

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
詳

細
な

調
節

機
構

 
特

に
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

転
写

動
態

、
非

コ
ー

ド
R

N
A

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
2
. 
 が

ん
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
転

写
・

R
N

A
を

介
し

た
調

節
機

構
の

異
常

 
特

に
R

N
A

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

、
ゲ

ノ
ム

の
異

常
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

3
. 
 次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

研
究

手
法

 
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
to

pi
c
s:

 (
1
) 
ro

le
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 

tr
an

sc
ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 g

e
n
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
, 
e
sp

e
c
ia

lly
, 
de

ta
ils

 o
f 
e
n
h
an

c
e
r 

fu
n
c
ti
o
n
, 

tr
an

sc
ri
pt

io
n
 d

yn
am

ic
s,

 a
n
d 

n
o
n
-
c
o
di

n
g 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
, 
(2

) 
al

te
ra

ti
o
n
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 

e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
e
sp

e
c
ia

lly
, 
de

re
gu

la
ti
o
n
 o

f 
R

N
A

 p
ro

c
e
ss

in
g 

an
d 

ge
n
o
m

e
 m

u
ta

ti
o
n
s,

 a
n
d 

(3
) 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

is
 o

f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
 b

as
e
d 

o
n
 n

e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
da

ta
se

ts
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
e
xt

bo
o
ks

 a
n
d/

o
r 

lit
e
ra

tu
re

s 
w

ill
 b

e
 s

u
gg

e
st

e
d 

if
 n

e
e
de

d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

分
子

生
物

学
の

基
礎

知
識

を
有

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 i
s 

re
qu

ir
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 c

la
ss

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 

in
 d

is
c
u
ss

io
n
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
対

応
す

る
。
 

T
o
 b

e
 r

e
sp

o
n
de

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

腫
瘍

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
鈴

木
　

洋
　

（
分

子
腫

瘍
学

）
 

H
ir
o
sh

i 
S
u
zu

ki
 (
D

iv
is

io
n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
・

火
・

水
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

9
:0

0
 A

M
 t

o
 n

o
o
n
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 T

u
e
sd

ay
 a

n
d 

W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
5

階
　

分
子

腫
瘍

学
教

室
 

D
iv

is
io

n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

3
, 
5
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

作
動

原
理

と
が

ん
の

分
子

病
態

を
探

索
す

る
た

め
の

、
分

子
生

物
学

的
な

研
究

手
法

お
よ

び
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

デ
ー

タ
の

解
析

手
法

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 l
e
ar

n
in

g 
va

ri
o
u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
du

re
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 a

n
d 

an
al

yt
ic

al
 p

ro
c
e
du

re
s 

o
f 
n
e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
da

ta
se

ts
 t

o
 

e
xp

lo
re

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
や

R
N

A
の

機
能

お
よ

び
が

ん
の

分
子

病
態

を
解

析
す

る
た

め
の

分
子

生
物

学
の

さ
ま

ざ
ま

な
実

験
手

法
を

習
得

す
る

。
さ

ら
に

、
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

実
験

手
法

お
よ

び
解

析
手

法
の

両
方

を
習

得
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 v

ar
io

u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
du

re
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 t

o
 s

tu
dy

 
th

e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.
 T

h
e
y 

w
ill

 
al

so
 l
e
ar

n
 b

o
th

 w
e
t 

an
d 

dr
y 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

u
si

n
g 

n
e
xt

-
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
で

は
以

下
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
研

究
を

実
施

す
る

際
に

重
要

と
な

る
研

究
手

法
を

習
得

す
る

機
会

を
提

供
す

る
。
 

1
. 
遺

伝
子

制
御

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
詳

細
な

調
節

機
構

 
2
. 
が

ん
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
転

写
・

R
N

A
を

介
し

た
調

節
機

構
の

異
常

 
3
. 
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

研
究

手
法

 
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 p

ro
vi

de
s 

o
pp

o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 g
ai

n
 e

xp
e
rt

is
e
 n

e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 

fo
llo

w
in

g 
to

pi
c
s:

 (
1
) 
ro

le
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 g

e
n
e
 

re
gu

la
ti
o
n
, 
(2

) 
al

te
ra

ti
o
n
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
an

d 
(3

) 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

is
 o

f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
 u

si
n
g 

n
e
xt

 
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
da

ta
se

ts
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
e
xt

bo
o
ks

 a
n
d/

o
r 

lit
e
ra

tu
re

s 
w

ill
 b

e
 s

u
gg

e
st

e
d 

if
 n

e
e
de

d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

分
子

生
物

学
の

基
礎

知
識

を
有

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 i
s 

re
qu

ir
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 c

la
ss

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 

in
 d

is
c
u
ss

io
n
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
対

応
す

る
。
 

T
o
 b

e
 r

e
sp

o
n
de

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

腫
瘍

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
鈴

木
　

洋
　

（
分

子
腫

瘍
学

）
 

H
ir
o
sh

i 
S
u
zu

ki
 (
D

iv
is

io
n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

金
曜

日
　

9
:3

0
〜

1
2
:0

0
 

9
:3

0
 A

M
 t

o
 n

o
o
n
 o

n
 e

ve
ry

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
5

階
　

分
子

腫
瘍

学
教

室
 

D
iv

is
io

n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

3
, 
5
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

作
動

原
理

と
が

ん
の

分
子

病
態

に
つ

い
て

、
基

礎
と

最
新

の
知

識
を

体
系

的
に

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 l
e
ar

n
in

g 
th

e
 b

as
ic

 a
n
d 

c
u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 t

h
e
 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
制

御
機

構
の

基
礎

お
よ

び
最

先
端

の
知

見
を

理
解

し
、

こ
れ

ら
の

制
御

機
構

の
異

常
が

が
ん

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
役

割
を

も
つ

か
、

を
理

解
す

る
。

さ
ら

に
、

こ
の

よ
う

な
研

究
分

野
に

お
け

る
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
や

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
を

用
い

た
解

析
の

重
要

性
を

学
習

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

c
u
tt

in
g 

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 r

e
gu

la
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
, 

e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

th
e
 r

o
le

s 
o
f 
th

e
ir
 a

lt
e
ra

ti
o
n
s 

in
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
. 
T
h
e
y 

w
ill

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

io
in

fo
rm

at
ic

s 
an

d 
an

al
ys

is
 u

si
n
g 

n
e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 

se
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
in

 t
h
e
se

 fi
e
ld

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
で

は
以

下
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

1
. 
 遺

伝
子

制
御

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
詳

細
な

調
節

機
構

 
特

に
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

転
写

動
態

、
非

コ
ー

ド
R

N
A

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
2
. 
 が

ん
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
転

写
・

R
N

A
を

介
し

た
調

節
機

構
の

異
常

 
特

に
R

N
A

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

、
ゲ

ノ
ム

の
異

常
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

3
. 
 次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

研
究

手
法

 
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
to

pi
c
s:

 (
1
) 
ro

le
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 

tr
an

sc
ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 g

e
n
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
, 
e
sp

e
c
ia

lly
, 
de

ta
ils

 o
f 
e
n
h
an

c
e
r 

fu
n
c
ti
o
n
, 

tr
an

sc
ri
pt

io
n
 d

yn
am

ic
s,

 a
n
d 

n
o
n
-
c
o
di

n
g 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
, 
(2

) 
al

te
ra

ti
o
n
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 

e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
e
sp

e
c
ia

lly
, 
de

re
gu

la
ti
o
n
 o

f 
R

N
A

 p
ro

c
e
ss

in
g 

an
d 

ge
n
o
m

e
 m

u
ta

ti
o
n
s,

 a
n
d 

(3
) 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

is
 o

f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
 b

as
e
d 

o
n
 n

e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
da

ta
se

ts
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
e
xt

bo
o
ks

 a
n
d/

o
r 

lit
e
ra

tu
re

s 
w

ill
 b

e
 s

u
gg

e
st

e
d 

if
 n

e
e
de

d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

分
子

生
物

学
の

基
礎

知
識

を
有

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 i
s 

re
qu

ir
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 c

la
ss

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 

in
 d

is
c
u
ss

io
n
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
対

応
す

る
。
 

T
o
 b

e
 r

e
sp

o
n
de

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

腫
瘍

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
鈴

木
　

洋
　

（
分

子
腫

瘍
学

）
 

H
ir
o
sh

i 
S
u
zu

ki
 (
D

iv
is

io
n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
・

火
・

水
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

9
:0

0
 A

M
 t

o
 n

o
o
n
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 T

u
e
sd

ay
 a

n
d 

W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
5

階
　

分
子

腫
瘍

学
教

室
 

D
iv

is
io

n
 o

f 
M

o
le

c
u
la

r 
O

n
c
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

3
, 
5
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

ゲ
ノ

ム
・

R
N

A
の

作
動

原
理

と
が

ん
の

分
子

病
態

を
探

索
す

る
た

め
の

、
分

子
生

物
学

的
な

研
究

手
法

お
よ

び
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

デ
ー

タ
の

解
析

手
法

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 l
e
ar

n
in

g 
va

ri
o
u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
du

re
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 a

n
d 

an
al

yt
ic

al
 p

ro
c
e
du

re
s 

o
f 
n
e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
da

ta
se

ts
 t

o
 

e
xp

lo
re

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
や

R
N

A
の

機
能

お
よ

び
が

ん
の

分
子

病
態

を
解

析
す

る
た

め
の

分
子

生
物

学
の

さ
ま

ざ
ま

な
実

験
手

法
を

習
得

す
る

。
さ

ら
に

、
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

実
験

手
法

お
よ

び
解

析
手

法
の

両
方

を
習

得
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 v

ar
io

u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
du

re
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 t

o
 s

tu
dy

 
th

e
 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
ge

n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 a

n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r.
 T

h
e
y 

w
ill

 
al

so
 l
e
ar

n
 b

o
th

 w
e
t 

an
d 

dr
y 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

u
si

n
g 

n
e
xt

-
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
で

は
以

下
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
研

究
を

実
施

す
る

際
に

重
要

と
な

る
研

究
手

法
を

習
得

す
る

機
会

を
提

供
す

る
。
 

1
. 
遺

伝
子

制
御

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
・

転
写

・
R

N
A

の
詳

細
な

調
節

機
構

 
2
. 
が

ん
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
転

写
・

R
N

A
を

介
し

た
調

節
機

構
の

異
常

 
3
. 
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

を
用

い
た

研
究

手
法

 
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 p

ro
vi

de
s 

o
pp

o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 g
ai

n
 e

xp
e
rt

is
e
 n

e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

st
u
dy

in
g 

th
e
 

fo
llo

w
in

g 
to

pi
c
s:

 (
1
) 
ro

le
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 g

e
n
e
 

re
gu

la
ti
o
n
, 
(2

) 
al

te
ra

ti
o
n
s 

o
f 
ge

n
o
m

e
, 
e
pi

ge
n
o
m

e
, 
tr

an
sc

ri
pt

io
n
, 
an

d 
R

N
A

 i
n
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
an

d 
(3

) 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

is
 o

f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

R
N

A
 f
u
n
c
ti
o
n
 u

si
n
g 

n
e
xt

 
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
da

ta
se

ts
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
e
xt

bo
o
ks

 a
n
d/

o
r 

lit
e
ra

tu
re

s 
w

ill
 b

e
 s

u
gg

e
st

e
d 

if
 n

e
e
de

d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

分
子

生
物

学
の

基
礎

知
識

を
有

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 i
s 

re
qu

ir
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 c

la
ss

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 

in
 d

is
c
u
ss

io
n
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
対

応
す

る
。
 

T
o
 b

e
 r

e
sp

o
n
de

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

生
物

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 C

an
c
e
r 

B
io

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
近

藤
 豊

　
 Y

u
ta

ka
 K

o
n
do

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
腫

瘍
生

物
学

セ
ミ

ナ
ー

　
月

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
4
:0

0
　

(
前

期
・

後
期

)
S
e
m

in
ar

 o
n
 C

an
c
e
r 

B
io

lo
gy

　
1
3
:0

0
-
1
4
:0

0
 M

o
n
da

y 
(F

ir
st

 a
n
d 

S
e
c
o
n
d 

se
m

e
st

e
r)

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
5

階
　

腫
瘍

生
物

学
教

室
D

iv
is

io
n
 o

f 
C

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ク
ス

と
腫

瘍
学

を
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

こ
れ

ま
で

の
重

要
な

論
文

の
読

解
を

通
じ

て
、

基
礎

的
な

分
子

生
物

学
的

研
究

か
ら

将
来

の
創

薬
や

臨
床

応
用

に
つ

な
が

る
研

究
ま

で
を

可
能

な
限

り
深

く
学

ぶ
。

さ
ら

に
現

在
ト

ピ
ッ

ク
と

な
っ

て
い

る
最

先
端

の
研

究
や

新
規

分
子

を
標

的
と

し
た

治
療

法
の

臨
床

応
用

に
つ

い
て

論
文

を
幅

広
く
読

み
込

む
。

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
し

知
識

を
活

性
化

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 e

pi
ge

n
e
ti
c
s 

an
d 

o
n
c
o
lo

gy
. 
T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
ic

 m
o
le

c
u
la

r 
re

se
ar

c
h
, 
dr

u
g 

di
sc

o
ve

ry
, 
an

d 
it
s 

c
lin

ic
al

 
ap

pl
ic

at
io

ns
 t

h
ro

ug
h
 r

ea
di

ng
 i
m

po
rt

an
t 

ar
ti
cl

e
s.

 I
n 

ad
di

ti
o
n,

 t
he

y 
o
bt

ai
n 

th
e 

cu
tt

in
g-

e
dg

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 b

io
m

e
di

c
al

 s
c
ie

n
c
e
s 

an
d 

c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
. 
S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
c
ti
va

te
 t

h
e
ir
 k

n
o
w

le
dg

e
 t

h
ro

u
gh

 g
ro

u
p 

di
sc

u
ss

io
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
は

遺
伝

子
を

機
能

的
に

制
御

し
、

ま
た

そ
の

状
態

を
記

憶
す

る
特

性
を

有
し

て
お

り
、

発
生

・
分

化
や

、
疾

患
の

発
症

な
ど

様
々

な
生

命
現

象
に

関
与

し
て

い
る

。
近

年
の

オ
ミ

ク
ス

解
析

を
含

め
た

分
子

生
物

学
の

著
し

い
進

歩
に

よ
り

、
環

境
因

子
や

代
謝

物
質

が
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
異

常
は

、
が

ん
の

み
な

ら
ず

代
謝

疾
患

や
精

神
・

神
経

疾
患

の
発

症
に

関
与

し
て

お
り

、
疾

患
発

生
の

機
序

を
理

解
す

る
た

め
に

は
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
は

避
け

て
は

通
れ

な
い

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
発

が
ん

過
程

に
お

け
る

が
ん

細
胞

の
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

変
化

や
そ

の
リ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

機
序

に
つ

い
て

の
理

解
を

得
る

。
 

E
pi

ge
n
o
m

e
 i
s 

m
ai

n
ta

in
e
d 

th
ro

u
gh

 c
e
ll 

di
vi

si
o
n
 a

n
d 

in
h
e
ri
te

d 
to

 n
e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
. 

It
 i
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 d

iv
e
rs

e
 b

io
lo

gi
c
al

 p
ro

c
e
ss

e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

o
n
c
o
ge

n
ic

 t
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
. 

R
e
c
e
n
t 

ad
va

n
c
e
s 

in
 “

o
m

ic
s”

 t
e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

re
ve

al
e
d 

th
at

 a
 v

ar
ie

ty
 o

f 
e
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
fa

c
to

rs
 a

n
d 

m
e
ta

bo
lit

e
s 

m
ay

 a
ff
e
c
t 

th
e
 e

pi
ge

n
o
m

e
. 
S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 
u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 r

e
gu

la
ti
o
n
 o

f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

re
pr

o
gr

am
in

g 
du

ri
n
g 

c
an

c
e
r 

fo
rm

at
io

n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

・
 が

ん
の

発
症

、
病

態
修

飾
に

関
わ

る
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

機
構

の
基

礎
知

識
 

・
 細

胞
へ

の
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

の
書

き
込

み
と

そ
の

維
持

に
関

わ
る

機
構

 
・
 遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
を

用
い

た
疾

患
モ

デ
ル

で
の

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
研

究
 

・
 エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ク
ス

を
標

的
と

し
た

疾
患

の
診

断
・

治
療

法
に

つ
い

て
・
 B

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
pi

ge
n
e
ti
c
 a

lt
e
ra

ti
o
n
 d

u
ri
n
g 

c
an

c
e
r 

fo
rm

at
io

n
. 

・
 T

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

 h
o
w

 e
pi

ge
n
e
ti
c
 m

o
di

fic
at

io
n
s 

ar
e
 e

st
ab

lis
h
e
d 

an
d 

m
ai

n
ta

in
e
d.

 
・
 M

o
u
se

 m
o
de

ls
 f
o
r 

st
u
dy

in
g 

e
pi

ge
n
e
ti
c
s 

re
se

ar
c
h
. 

・
  U

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
tr

e
at

m
e
n
ts

 a
n
d 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 t
ar

ge
ti
n
g 

e
pi

ge
n
e
ti
c
 

al
te

ra
ti
o
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

生
物

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

an
c
e
r 

B
io

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
近

藤
 豊

　
 Y

u
ta

ka
 K

o
n
do

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
腫

瘍
生

物
学

セ
ミ

ナ
ー

　
水

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0
　

(
前

期
・

後
期

)
S
e
m

in
ar

 o
n
 C

an
c
e
r 

B
io

lo
gy

　
1
3
:0

0
-
1
4
:0

0
 W

e
dn

e
sd

ay
 (
F
ir
st

 a
n
d 

S
e
c
o
n
d 

se
m

e
st

e
r)

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
5

階
　

腫
瘍

生
物

学
教

室
D

iv
is

io
n
 o

f 
C

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
は

が
ん

な
ど

の
疾

患
発

症
や

、
発

生
・

分
化

な
ど

様
々

な
生

命
現

象
に

関
与

し
て

い
る

。
本

コ
ー

ス
で

は
が

ん
細

胞
に

お
け

る
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

法
を

学
び

取
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

E
pi

ge
n
o
m

e
 i
s 

in
vo

lv
e
d 

in
 d

iv
e
rs

e
 b

io
lo

gi
c
al

 p
ro

c
e
ss

e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

o
n
c
o
ge

n
ic

 
tr

an
sf

o
rm

at
io

n
. 
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 t

h
e
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

fo
r 

th
e
 a

n
al

ys
is

 o
f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 

in
 c

an
c
e
r 

c
e
lls

. 
S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

te
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

fo
r 

an
al

ys
is

 o
f 
e
pi

ge
n
e
ti
c
 r

e
gu

la
ti
o
n
 i
n
 c

an
c
e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
コ

ー
ス

で
は

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

技
術

や
組

織
幹

細
胞

解
析

技
術

、
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
解

析
技

術
を

用
い

て
、

が
ん

細
胞

の
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

変
化

や
そ

の
リ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

機
序

の
解

明
を

目
指

す
。
 

In
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
, 
st

u
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

te
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

to
 a

n
al

yz
e
 e

pi
ge

n
o
m

e
 u

si
n
g 

ti
ss

u
e
 c

u
lt
u
re

, 
st

e
m

 c
e
lls

, 
an

d 
m

o
u
se

 m
o
de

ls
, 
w

h
ic

h
 

ar
e
 u

se
d 

fo
r 

st
u
dy

 o
f 
e
pi

ge
n
o
m

e
 a

n
d 

re
pr

o
gr

am
m

in
g 

du
ri
n
g 

c
an

c
e
r 

fo
rm

at
io

n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

・
が

ん
の

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
の

解
析

法
に

関
わ

る
基

礎
知

識
。

が
ん

の
発

症
に

関
わ

る
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

。
 

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

を
制

御
す

る
細

胞
外

シ
グ

ナ
ル

に
つ

い
て

の
解

析
法

 
・

U
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
o
lo

gy
 f
o
r 

an
al

ys
is

 o
f 
e
pi

ge
n
e
ti
c
s 

in
 c

an
c
e
r 

c
e
lls

. 
・

 U
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
o
lo

gy
 f
o
r 

an
al

ys
is

 o
f 
e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

si
gn

al
in

g 
th

at
 

re
gu

la
te

s 
e
pi

ge
n
o
m

e
. 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
an

im
al

 m
o
de

ls
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-63-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

神
経

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r/
C

e
llu

la
r 

N
e
u
ro

sc
ie

n
c
e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
竹

本
さ

や
か

　
分

子
神

経
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

4
階

　
4
0
3

号
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

シ
ナ

プ
ス

伝
達

、
神

経
回

路
で

の
情

報
処

理
、

シ
ナ

プ
ス

可
塑

性
、

学
習

や
経

験
依

存
的

脳
機

能
発

達
に

関
す

る
研

究
の

基
礎

を
習

得
す

る
と

共
に

、
最

新
の

研
究

成
果

に
関

す
る

知
識

を
得

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 o
bt

ai
n
 b

as
ic

 a
n
d 

u
p-

to
-
da

te
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
sy

n
ap

ti
c
 t

ra
n
sm

is
si

o
n
, 

in
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

in
 n

e
u
ra

l 
c
ir
c
u
it
s,

 s
yn

ap
ti
c
 p

la
st

ic
it
y,

 l
e
ar

n
in

g,
 a

n
d 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
-
de

pe
n
de

n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
br

ai
n
 f
u
n
c
ti
o
n
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

シ
ナ

プ
ス

伝
達

、
神

経
回

路
で

の
情

報
処

理
、

シ
ナ

プ
ス

可
塑

性
、

学
習

や
経

験
依

存
的

脳
機

能
発

達
に

関
す

る
原

著
論

文
の

抄
読

会
を

行
い

、
論

文
の

読
み

方
並

び
に

脳
研

究
の

基
礎

を
習

得
す

る
と

共
に

、
最

新
の

研
究

手
法

や
成

果
に

関
す

る
知

識
を

得
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 o
bt

ai
n
 b

as
ic

 a
n
d 

u
p-

to
-
da

te
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
sy

n
ap

ti
c
 t

ra
n
sm

is
si

o
n
, 

in
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

in
 n

e
u
ra

l 
c
ir
c
u
it
s,

 s
yn

ap
ti
c
 p

la
st

ic
it
y,

 l
e
ar

n
in

g,
 a

n
d 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
-
de

pe
n
de

n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
br

ai
n
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

by
 r

e
ad

in
g 

an
d 

in
tr

o
du

c
in

g 
o
ri
gi

n
al

 p
ap

e
rs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

原
著

論
文

の
抄

読
会

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
議

論
 

G
at

h
e
ri
n
g 

to
 r

e
ad

 a
n
d 

di
sc

u
ss

 s
c
ie

n
ti
fic

 p
ap

e
rs

 t
o
 l
e
ar

n
 r

e
ad

in
g,

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
, 
an

d 
di

sc
u
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

議
論

に
よ

り
判

断
す

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

T
o
 b

e
 a

ss
e
ss

e
d 

ba
se

 o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 s

tu
de

n
ts

.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

神
経

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ac
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r/
C

e
llu

la
r 

N
e
u
ro

sc
ie

n
c
e

担
当

教
員

In
st
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 c
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c
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習
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c
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c
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 l
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c
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u
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、
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、
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・
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、
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習
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c
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ル
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ウ
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、
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、
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、
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デ

ル
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物
・
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を
用

い
た

遺
伝
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導
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、
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ル
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ウ
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イ
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ー
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、
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織
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法

な
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図
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等
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。
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 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

達
成

度
、

議
論

に
よ

り
判

断
す

る
。
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 b
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h
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・関
連

す
る
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目
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er
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sit
es

/R
el
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ed
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es

適
宜
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示

す
る
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 b
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 d
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 C
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法
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員
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菅

波
孝

祥
　

 T
ak

ay
o
sh

i 
S
U

G
A

N
A

M
I

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水
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0

実
施

場
所
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c
e

環
境

医
学

研
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所
　

本
館
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階

　
免

疫
代

謝
学

分
野

授
業

形
態

T
yp

e
 o
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C

la
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演
習
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e
m
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ar

授
業

の
目

的
O
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e
c
ti
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o
f

th
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o
u
rs

e

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

を
題

材
と

し
て

、
免

疫
代

謝
学

研
究

を
理

解
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
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c
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 c
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 l
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o
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免
疫

学
的

、
生

化
学

的
、

分
子

生
物

学
的

、
病

理
組

織
学

的
ア

ッ
セ

イ
法

の
原

理
を

理
解

し
、

種
々

の
代

謝
性

疾
患

モ
デ

ル
動

物
の

作
製

と
そ

の
評

価
法

を
学

ぶ
こ

と
を

目
標
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す
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 c
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u
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ョ
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に
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関
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て

、
新

た
な
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習

に
お

け
る

プ
レ
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ン
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 C
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験
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習
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c
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授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve
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o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

免
疫

学
と

代
謝

学
の

接
点

と
な

る
新

し
い

研
究

領
域

「
免

疫
代

謝
学

」
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

研
究

手
法

の
習

得
を

目
的

と
す

る
。
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h
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c
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 c
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 l
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お
け
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免

疫
代

謝
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意
義

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

必
要

な
幅

広
い

実
験

手
法

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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h
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業

の
構

成
C

o
u
rs
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o
n
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n
t

分
子

生
物

学
、

細
胞

生
物

学
、

病
理

組
織

学
な

ど
免

疫
代

謝
学

の
基

本
的

な
研

究
手

法
を

習
得

す
る

。
こ

れ
に

加
え

て
、

各
研

究
テ

ー
マ

に
応

じ
て

、
遺

伝
子

操
作

マ
ウ

ス
を

用
い

た
代

謝
性

疾
患

動
物

モ
デ

ル
の

作
製

方
法

や
評

価
方

法
を

学
習

す
る

。
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習
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る
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、
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ィ
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ン

等
に
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り
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合

的
に

判
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る
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実
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所
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la

c
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環
境

医
学

研
究
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本
館

2
階

2
0
1
 

2
0
1
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M
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n
 B

u
ild

in
g,

 R
e
se

ar
c
h
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n
st

it
u
te

 o
f 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

M
e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
命

機
能

や
種

の
保

存
に

重
要

な
本

能
行

動
、

恒
常

性
維

持
機

能
の

神
経

性
調

節
機

構
に

つ
い

て
理

解
し

、
調

節
機

構
の

破
綻

に
よ

る
病

態
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

寄
与

す
る

。
T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 n

e
u
ra

l 
re

gu
la

ti
o
n
 o

f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 a
n
d 

h
o
m

e
o
st

as
is

 
w

h
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h
 a

re
 i
m

po
rt

an
t 

fo
r 

th
e
 l
if
e
 a

n
d 

sp
e
c
ie

s,
 a

n
d 

to
 c

o
n
tr
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u
te

 t
o
 t

h
e
 e
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c
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at
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n
 

o
f 
th

e
 m

e
c
h
an
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m

 o
f 
di

se
as

e
 s

ta
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xp
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n
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e
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.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
能

行
動

を
調

節
す

る
視

床
下

部
神

経
回

路
に

つ
い

て
、

分
子

レ
ベ

ル
、

神
経

細
胞

レ
ベ

ル
、

個
体

行
動

レ
ベ

ル
の

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

理
解

す
る

。
光

遺
伝

学
等

最
新

の
神

経
活

動
操

作
技

術
を

理
解

し
、

そ
の

応
用

研
究

に
つ

い
て

理
解

出
来

る
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 c
o
ve

r 
n
e
u
ra

l 
re

gu
la

to
ry

 m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 b
y 

th
e
 

h
yp

o
th

al
am

ic
 n

e
u
ro

n
s 

at
 m

o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r 

an
d 

w
h
o
le

 a
n
im

al
 l
e
ve

l. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
th

e
 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

st
at

e
 o

f 
ar

t 
te

c
h
n
iq

u
e
 t

o
 m

an
ip

u
la

te
 n

e
u
ra

l 
ac

ti
vi

ty
 s

u
c
h
 

as
 o

pt
o
ge

n
e
ti
c
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

に
よ

る
本

能
行

動
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

と
共

に
、

最
新

の
研

究
成

果
な

ど
に

つ
い

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
ま

た
、

最
新

の
分

子
生

物
学

、
行

動
薬

理
学

、
電

気
生

理
学

に
関

す
る

研
究

に
つ

い
て

考
察

を
行

う
。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

po
se

d 
o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
 i
n
 w

h
ic

h
 n

e
u
ra

l 
re

gu
la

to
ry

 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

. 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 a

ls
o
 i
n
c
lu

de
 d

is
c
u
ss

io
n
 a

bo
u
t 

st
at

e
 o

f 
ar

t 
re

se
ar

c
h
 u

si
n
g 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
be

h
av

io
r 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
 a

n
d 

e
le

c
tr

o
ph

ys
io

lo
gy

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

性
調

節
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ra

l 
R

e
gu

la
ti
o
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

中
章

弘
　

A
ki

h
ir
o
 Y

am
an

ak
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
(
前

期
・

後
期

）
毎

週
　

金
 1

0
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

F
ri
da

y 
1
0
:0

0
-
1
5
:0

0
 y

e
ar

-
ro

u
n
d

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

2
階

2
0
1
 

2
0
1
, 
M

ai
n
 B

u
ild

in
g,

 R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

 o
f 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

M
e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

標
的

神
経

機
能

の
記

録
や

操
作

を
行

い
、

神
経

活
動

と
そ

の
表

現
型

解
析

に
よ

る
因

果
関

係
の

解
析

を
行

う
た

め
の

技
術

習
得

を
行

う
。

T
o
 a

c
qu

ir
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
sk

ill
s 

to
 r

e
c
o
rd

 a
n
d 

m
an

ip
u
la

te
 t

ar
ge

t 
n
e
u
ro

n
s 

an
d 

to
 

an
al

yz
e
 c

au
sa

l 
re

la
ti
o
n
sh

ip
 b

e
tw

e
e
n
 n

e
u
ra

l 
ac

ti
vi

ty
 a

n
d 

e
xp

re
ss

e
d 

ph
e
n
o
ty

pe
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

視
床

下
部

神
経

細
胞

を
同

定
し

、
神

経
活

動
の

記
録

と
神

経
活

動
の

操
作

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 i
de

n
ti
fy

, 
to

 r
e
c
o
rd

 o
r 

to
 

m
an

ip
ul

at
e 

th
e 

ac
ti
vi

ty
 o

f 
th

e 
hy

po
th

al
am

ic
 n

eu
ro

ns
 i
nc

lu
di

ng
 i
m

m
un

o
hi

st
o
ch

em
ic

al
, 

e
le

c
tr

o
ph

ys
io

lo
gi

c
al

 e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 a
n
d 

o
pt

o
ge

n
e
ti
c
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ア
デ

ノ
随

伴
ウ

イ
ル

ス
ベ

ク
タ

ー
の

作
成

、
精

製
、

感
染

を
用

い
て

視
床

下
部

の
特

定
の

神
経

細
胞

を
標

識
す

る
方

法
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

組
織

化
学

、
電

気
生

理
学

を
用

い
て

導
入

遺
伝

子
の

発
現

と
そ

の
機

能
確

認
を

行
う

方
法

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
個

体
レ

ベ
ル

で
特

定
神

経
活

動
を

操
作

し
、

そ
の

行
動

解
析

か
ら

神
経

回
路

機
能

を
同

定
す

る
方

法
に

つ
い

て
も

学
習

す
る

。
 

T
he

 e
xe

rc
is

es
 i
nc

lu
de

 b
as

ic
 o

f 
sy

nt
he

si
s,

 p
ur

ifi
ca

ti
o
n,

 i
nf

ec
ti
o
n 

o
f 
ad

en
o
-a

ss
o
ci

at
ed

 
vi

ru
s 

ve
c
to

r 
to

 l
ab

e
l 
n
e
u
ro

n
s 

c
o
n
ta

in
in

g 
n
e
u
ro

pe
pt

id
e
 i
n
 t

h
e
 h

yp
o
th

al
am

u
s.

 T
h
e
 

st
u
de

n
t 

is
 e

n
ga

ge
d 

in
 i
m

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

ic
al

, 
e
le

c
tr

o
ph

ys
io

lo
gi

c
al

 s
tu

di
e
s 

to
 c

o
n
fir

m
 

th
e
 e

xp
re

ss
io

n
 a

n
d 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
in

tr
o
du

c
e
d 

ge
n
e
. 
A

n
d 

fin
al

ly
, 
th

e
 p

h
ys

io
lo

gi
c
al

 
fu

n
c
ti
o
n
 o

f 
n
e
u
ro

c
ir
c
u
it
ry

 i
s 

an
al

yz
e
d 

u
si

n
g 

be
h
av

io
r 

an
al

ys
is

 d
u
ri
n
g 

m
an

ip
u
la

ti
o
n
o
 

f 
it
s 

n
e
u
ro

n
al

 a
c
ti
vi

ty
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-66-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

性
調

節
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ra

l 
R

e
gu

la
ti
o
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

中
章

弘
　

A
ki

h
ir
o
 Y

am
an

ak
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
月

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

M
o
n
da

y 
1
0
:0

0
-
1
2
:0

0
 y

e
ar

-
ro

u
n
d

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

2
階

2
0
1
 

2
0
1
, 
M

ai
n
 B

u
ild

in
g,

 R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

 o
f 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

M
e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
命

機
能

や
種

の
保

存
に

重
要

な
本

能
行

動
、

恒
常

性
維

持
機

能
の

神
経

性
調

節
機

構
に

つ
い

て
理

解
し

、
調

節
機

構
の

破
綻

に
よ

る
病

態
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

寄
与

す
る

。
T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 n

e
u
ra

l 
re

gu
la

ti
o
n
 o

f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 a
n
d 

h
o
m

e
o
st

as
is

 
w

h
ic

h
 a

re
 i
m

po
rt

an
t 

fo
r 

th
e
 l
if
e
 a

n
d 

sp
e
c
ie

s,
 a

n
d 

to
 c

o
n
tr

ib
u
te

 t
o
 t

h
e
 e

lu
c
id

at
io

n
 

o
f 
th

e
 m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
di

se
as

e
 s

ta
te

 e
xp

re
ss

io
n
 b

y 
th

e
 f
ai

lu
re

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
能

行
動

を
調

節
す

る
視

床
下

部
神

経
回

路
に

つ
い

て
、

分
子

レ
ベ

ル
、

神
経

細
胞

レ
ベ

ル
、

個
体

行
動

レ
ベ

ル
の

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

理
解

す
る

。
光

遺
伝

学
等

最
新

の
神

経
活

動
操

作
技

術
を

理
解

し
、

そ
の

応
用

研
究

に
つ

い
て

理
解

出
来

る
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 c
o
ve

r 
n
e
u
ra

l 
re

gu
la

to
ry

 m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 b
y 

th
e
 

h
yp

o
th

al
am

ic
 n

e
u
ro

n
s 

at
 m

o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r 

an
d 

w
h
o
le

 a
n
im

al
 l
e
ve

l. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
th

e
 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

st
at

e
 o

f 
ar

t 
te

c
h
n
iq

u
e
 t

o
 m

an
ip

u
la

te
 n

e
u
ra

l 
ac

ti
vi

ty
 s

u
c
h
 

as
 o

pt
o
ge

n
e
ti
c
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

に
よ

る
本

能
行

動
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

と
共

に
、

最
新

の
研

究
成

果
な

ど
に

つ
い

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
ま

た
、

最
新

の
分

子
生

物
学

、
行

動
薬

理
学

、
電

気
生

理
学

に
関

す
る

研
究

に
つ

い
て

考
察

を
行

う
。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

po
se

d 
o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
 i
n
 w

h
ic

h
 n

e
u
ra

l 
re

gu
la

to
ry

 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
in

st
in

c
ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

. 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 a

ls
o
 i
n
c
lu

de
 d

is
c
u
ss

io
n
 a

bo
u
t 

st
at

e
 o

f 
ar

t 
re

se
ar

c
h
 u

si
n
g 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
be

h
av

io
r 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
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n
d 

e
le

c
tr

o
ph

ys
io

lo
gy

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
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n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

性
調

節
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ra

l 
R

e
gu

la
ti
o
n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

中
章

弘
　

A
ki

h
ir
o
 Y

am
an

ak
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
(
前

期
・

後
期

）
毎

週
　

金
 1

0
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

F
ri
da

y 
1
0
:0

0
-
1
5
:0

0
 y

e
ar

-
ro

u
n
d

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

2
階

2
0
1
 

2
0
1
, 
M

ai
n
 B

u
ild

in
g,

 R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

 o
f 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

M
e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

標
的

神
経

機
能

の
記

録
や

操
作

を
行

い
、

神
経

活
動

と
そ

の
表

現
型

解
析

に
よ

る
因

果
関

係
の

解
析

を
行

う
た

め
の

技
術

習
得

を
行

う
。

T
o
 a

c
qu

ir
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
sk

ill
s 

to
 r

e
c
o
rd

 a
n
d 

m
an

ip
u
la

te
 t

ar
ge

t 
n
e
u
ro

n
s 

an
d 

to
 

an
al

yz
e
 c

au
sa

l 
re

la
ti
o
n
sh

ip
 b

e
tw

e
e
n
 n

e
u
ra

l 
ac

ti
vi

ty
 a

n
d 

e
xp

re
ss

e
d 

ph
e
n
o
ty

pe
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

視
床

下
部

神
経

細
胞

を
同

定
し

、
神

経
活

動
の

記
録

と
神

経
活

動
の

操
作

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
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de

n
ti
fy

, 
to

 r
e
c
o
rd

 o
r 
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m
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ip
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at
e 
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e 
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ti
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ty
 o

f 
th

e 
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po
th

al
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 n

eu
ro

ns
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lu
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m

m
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o
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o
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, 

e
le

c
tr

o
ph

ys
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lo
gi

c
al

 e
xp

e
ri
m

e
n
ts
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n
d 

o
pt

o
ge

n
e
ti
c
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ア
デ

ノ
随

伴
ウ

イ
ル

ス
ベ

ク
タ

ー
の

作
成

、
精

製
、

感
染

を
用

い
て

視
床

下
部

の
特

定
の

神
経

細
胞

を
標

識
す

る
方

法
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

組
織

化
学

、
電

気
生

理
学

を
用

い
て

導
入

遺
伝

子
の

発
現

と
そ

の
機

能
確

認
を

行
う

方
法

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
個

体
レ

ベ
ル

で
特

定
神

経
活

動
を

操
作

し
、

そ
の

行
動

解
析

か
ら

神
経

回
路

機
能

を
同

定
す

る
方

法
に

つ
い

て
も

学
習

す
る

。
 

T
he

 e
xe

rc
is

es
 i
nc

lu
de

 b
as

ic
 o

f 
sy

nt
he

si
s,

 p
ur

ifi
ca

ti
o
n,

 i
nf

ec
ti
o
n 

o
f 
ad

en
o
-a

ss
o
ci

at
ed

 
vi

ru
s 

ve
c
to

r 
to

 l
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n
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h
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c
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 c
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n
d 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
in

tr
o
du

c
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c
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 d
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n
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n
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c
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教
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書
・
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考
図

書
等

T
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ks
/R
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en
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適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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 d

e
m

an
d.
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績
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方
法

・
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準
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e
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io
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th

o
d 

an
d 

C
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te
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a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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by
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h
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履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
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sit
es

/R
el

at
ed

 C
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rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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時
間
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習
等
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ed
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in
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ut
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de

 C
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ur

se
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o
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s

適
宜

指
示

す
る
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an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R
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nd
 to
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ue

st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b

e
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se

n
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o
n
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e
m

an
d.

備
考

A
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o
n
al
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n
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授
業

科
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名
C

o
u
rs
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内
分

泌
代

謝
学

セ
ミ

ナ
ー
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n
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n
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c
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n
o
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gy

担
当
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員
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c
to

r
林

　
良

敬
 　

内
分

泌
代

謝
学

教
授

　
 Y

o
sh

it
ak

a 
H

ay
as

h
i, 

P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
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n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
 1

5
:0

0
～

1
8
:0
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T
h
e
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o
u
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e
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s 

h
e
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t 

1
5
:0

0
-
1
8
:0

0
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ve
ry

 M
o
n
da

y 
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u
gh

o
u
t 
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e
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e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
北

館
2

階
　

内
分

泌
代

謝
学

教
室

(N
2
0
9
) 

R
e
se

ar
c
h
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n
st
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u
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f 
E
n
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n
m

e
n
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M

e
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c
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e
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N

2
0
9

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

内
分

泌
代

謝
系

の
遺

伝
性

疾
患

お
よ

び
遺

伝
子

改
変

モ
デ

ル
動

物
の

解
析

を
中

心
に

疾
患

の
病

態
生

理
解

析
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

Y
o
u
 w

ill
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 a

n
al

yz
e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 o
f 
e
n
do

c
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n
e
/
m

e
ta

bo
lic

 d
is

o
rd

e
rs

 
th

ro
u
gh

 a
n
al
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e
s 

o
f 
in

h
e
ri
te

d 
di

se
as

e
s 

an
d 

ge
n
e
-
m

o
di

fie
d 

an
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al
 m

o
de

ls
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

内
分

泌
代

謝
系

疾
患

の
病

態
生

理
を

理
解

し
、

新
た

な
病

態
生

理
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

仮
説

を
立

て
、

仮
説

を
立

証
す

る
た

め
の

研
究

を
計

画
す

る
能

力
を

獲
得

す
る

こ
と

。
 

Y
o
u
 w

ill
 b

e
 r

e
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e
d 
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 u

n
de

rs
ta

n
d 
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o
ph

ys
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lo
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 o
f 
e
n
do

c
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n
o
lo
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c
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/
m

e
ta
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di

so
rd

e
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. 
Y
o
u
 w
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e
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o
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e
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e
d 
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 b

e
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e
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o
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 h
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o
th

e
si
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o
n
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e
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o
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c
al

 m
e
c
h
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m

s 
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a 

re
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c
h
 p
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n
 t

o
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ve
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o
u
r 

h
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o
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e
si

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

文
献

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・

研
究

デ
ー

タ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

分
子

生
物

学
的

手
法

に
よ

る
内

分
泌

・
代

謝
疾

患
解

析
に

つ
い

て
解

説
す

る
。
 

W
e
 l
e
c
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o
le

c
u
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r 
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o
lo

gi
c
al

 m
e
th

o
d 

to
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n
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e
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n
do

c
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n
e
/
m

e
ta
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lic

 d
is

o
rd

e
rs

 
th

ro
u
gh
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re
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n
ta

ti
o
n
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f 
sc

ie
n
ti
fic

 l
it
e
ra

tu
re

 a
n
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
da

ta
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te
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o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu
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io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
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e
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e
d 
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se

d 
o
n
 p
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se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b

e
 p
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se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b

e
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 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
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to
 R
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po

nd
 to
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ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b

e
 p

re
se

n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
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it
o
n
al
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at
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n

授
業

科
目

名
C

o
u
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e
 T

it
le

内
分

泌
代

謝
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
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h
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n
 E

n
do

c
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n
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st
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c
to

r
林

　
良

敬
 　

内
分

泌
代

謝
学

教
授

　
 Y

o
sh

it
ak

a 
H

ay
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h
i, 

P
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fe
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o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C
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ts
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単
位

　
 6
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re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
・

火
・

金
曜

日
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:0
0
～

1
2
:0

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

9
:0

0
-
1
2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 T

u
e
sd

ay
, 
F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 

ye
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究
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泌
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実
験
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2
0
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R
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c
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業

形
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習
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n
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c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

内
分

泌
代

謝
疾

患
の

遺
伝

子
改

変
動

物
モ

デ
ル

を
用

い
た

動
物

実
験

、
培

養
細

胞
(
初

代
培

養
、
多

能
性

幹
細

胞
お

よ
び

細
胞

株
)を

用
い

た
実

験
を

行
い

、
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
解

析
す

る
。
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c
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c
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 d
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c
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 c
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 b
e
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学
習

到
達

目
標
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研
究

目
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た
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験
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し
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適
切

に
実

行
・
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録

・
評
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す

る
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 b
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 p
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c
h
 p

u
rp

o
se

, 
to

 p
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蛋
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・
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授
業

形
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T
yp
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授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

目
的

は
、

D
N

A
修

復
欠

損
に

よ
り

生
じ

る
ゲ

ノ
ム

の
不

安
定

化
と

多
種

多
様

な
遺

伝
性

疾
患

と
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
で

あ
る

。
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o
u
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e
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ま

ざ
ま

な
希

少
遺

伝
性

疾
患
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ゲ

ノ
ム

の
安

定
維

持
に

必
要

な
分

子
機

能
に

異
常

を
伴

う
難

治
性

の
疾

患
、

発
育

発
達

障
害

、
早

期
老

化
症

、
が

ん
等

)
の

ゲ
ノ

ム
・

分
子

病
態

機
構

研
究

と
創

薬
研

究
の

最
先

端
を

理
解

す
る

。
ま

た
次

世
代

ゲ
ノ

ム
解

析
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プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
、

ゲ
ノ

ム
編

集
技

術
に

よ
り

作
製

し
た

疾
患

モ
デ

ル
動

物
等

を
活

用
し

た
最

新
の

実
験

手
法

の
理

解
と

新
技

術
の

開
発

に
必

要
な

知
的

背
景

を
醸
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す

る
。
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お
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薬

研
究
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い
て
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続
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た
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ミ

ナ
ー
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践

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
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修
者
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え
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行
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。
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ナ
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じ
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ノ
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授
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A
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り
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ノ
ム
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不
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な
遺

伝
性

疾
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と
の
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を
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す
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こ
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。
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学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

さ
ま

ざ
ま

な
希

少
遺

伝
性

疾
患

 (
ゲ

ノ
ム

の
安

定
維

持
に

必
要

な
分

子
機

能
に

異
常

を
伴

う
難

治
性

の
疾

患
、

発
育

発
達

障
害

、
早

期
老

化
症

、
が

ん
等

)
の

ゲ
ノ

ム
・

病
態

解
析

研
究

と
関

連
臓

器
の

発
生

発
達

お
よ

び
機

能
解

析
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
幅

広
い

実
験

手
法

を
体

得
す

る
。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 p

u
rs

u
e
 t

h
e
 

an
al

ys
is

 o
f 
va

ri
o
u
s 

ge
n
e
ti
c
 d

is
o
rd

e
rs

, 
c
an

c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
pa

th
o
ph

ys
io

lo
gy

, 
de

ve
lo

pm
e
n
t 

an
d 

fu
n
c
ti
o
n
al

 a
n
al

ys
e
s 

o
f 
D

N
A

 r
e
pa

ir
 m

e
c
h
an

is
m

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

基
本

的
な

組
換

え
D

N
A

実
験

、
生

化
学

、
細

胞
培

養
、

動
物

実
験

の
手

技
に

加
え

て
、

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
や

次
世

代
ゲ

ノ
ム

(N
G

S
)
解

析
機

器
と

大
型

計
算

機
を

利
用

し
た

ヒ
ト

ゲ
ノ

ム
解

析
や

、
ハ

イ
コ

ン
テ

ン
ト

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
(H

C
S
)
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

創
薬

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

質
量

分
析

・
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

な
ど

、
先

端
研

究
機

器
を

使
用

し
た

高
度

な
遺

伝
学

・
分

子
生

物
学

・
細

胞
生

物
学

的
研

究
手

法
の

習
得

が
可

能
で

あ
る

。
各

研
究

テ
ー

マ
に

応
じ

て
、

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
を

使
用

し
た

遺
伝

性
疾

患
の

責
任

遺
伝

子
変

異
同

定
に

必
要

な
手

法
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
c
lu

de
 b
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ic

 m
an

ip
u
la

ti
o
n
s 

o
f 
D

N
A

/
R

N
A

, 
bi

o
c
h
e
m

is
tr

y,
 c

e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
n
e
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-
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
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e
n
c
in

g,
 p

ro
te

o
m

ic
s,
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n
d 

an
im

al
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

. 
D

e
pe

n
di

n
g 

o
n
 

th
e
 p

ro
je

c
ts

 t
h
at
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h
e
 s
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de

n
t 
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n
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d 
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e
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xe
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e
s 

c
o
ve

r 
de
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n
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f 
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th
o
ge

n
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 m
u
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o
n
s 

in
 p

at
ie

n
ts

 w
it
h
 g

e
n
e
ti
c
 d

is
o
rd

e
rs

 b
y 

N
G

S
 t

e
c
h
n
iq

u
e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu
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io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 
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se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
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e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
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e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
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e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
類

遺
伝

・
分

子
遺

伝
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 H

u
m

an
 G

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

M
o
le

c
u
la

r 
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
荻

　
朋

男
　

発
生

・
遺

伝
学

　
教

授
 

T
o
m

o
o
 O

gi
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

e
n
e
ti
c
s,

 P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:0

0
 t

o
 1

8
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

3
階

　
発

生
遺

伝
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

e
n
e
ti
c
s,

 R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

 o
f 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
di

c
in

e
 (
R

Ie
M

) 
3
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

目
的

は
、

D
N

A
修

復
欠

損
に

よ
り

生
じ

る
ゲ

ノ
ム

の
不

安
定

化
と

多
種

多
様

な
遺

伝
性

疾
患

と
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
で

あ
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

 t
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 b

e
tw

e
e
n
 g

e
n
o
m

e
 i
n
st

ab
ili

ty
 c

au
se

d 
by

 
de

fe
c
ts

 i
n
 D

N
A

 r
e
pa

ir
 a

n
d 

a 
w

id
e
 v

ar
ie

ty
 o

f 
ge

n
e
ti
c
 d

is
e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

さ
ま

ざ
ま

な
希

少
遺

伝
性

疾
患

 (
ゲ

ノ
ム

の
安

定
維

持
に

必
要

な
分

子
機

能
に

異
常

を
伴

う
難

治
性

の
疾

患
、

発
育

発
達

障
害

、
早

期
老

化
症

、
が

ん
等

)
の

ゲ
ノ

ム
・

分
子

病
態

機
構

研
究

と
創

薬
研

究
の

最
先

端
を

理
解

す
る

。
ま

た
次

世
代

ゲ
ノ

ム
解

析
、

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
、

ゲ
ノ

ム
編

集
技

術
に

よ
り

作
製

し
た

疾
患

モ
デ

ル
動

物
等

を
活

用
し

た
最

新
の

実
験

手
法

の
理

解
と

新
技

術
の

開
発

に
必

要
な

知
的

背
景

を
醸

成
す

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

o
f 
va

ri
o
u
s 

ge
n
e
ti
c
 d

is
o
rd

e
rs

 a
ss

o
c
ia

te
d 

w
it
h
 g

e
n
o
m

e
 i
n
st

ab
ili

ty
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
th

e
 s

e
m

in
ar

s 
h
e
lp

 s
tu

de
n
ts

 t
o
 o

bt
ai

n
 s

c
ie

n
ti
fic

 
ba

c
kg

ro
u
n
d 

re
qu

ir
e
d 

fo
r 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

an
d 

de
ve

lo
pi

n
g 

th
e
 n

e
w

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

u
si

n
g 

N
G

S
, 
pr

o
te

o
m

ic
s 

an
d 

m
o
de

l 
m

ic
e
 f
o
r 

h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
 d

is
e
sa

se
s 

c
re

at
e
d 

by
 g

e
n
e
-
e
di

ti
n
g 

te
c
h
n
o
lo

gy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ゲ
ノ

ム
不

安
定

性
疾

患
の

ゲ
ノ

ム
・

分
子

病
態

機
構

の
研

究
お

よ
び

創
薬

研
究

に
つ

い
て

連
続

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
行

い
、

実
践

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
履

修
者

を
交

え
て

行
う

。
こ

の
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
、

ゲ
ノ

ム
恒

常
性

維
持

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

の
最

新
の

知
見

を
深

め
、

こ
れ

ら
の

破
綻

に
よ

り
発

症
す

る
遺

伝
性

疾
患

の
病

態
へ

の
関

与
を

理
解

す
る

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
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o
n
si

st
s 

o
f 
a 

se
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s 

o
f 
se

m
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s 

in
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h
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o
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c
u
la

r 
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o
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D

N
A
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n
c
y 
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D

ru
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o
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o
r 
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c
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 d

is
o
rd

e
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n
te

d 
an
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ve

ly
 d
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c
u
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e
d.

 T
h
e
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o
u
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e
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n
c
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s 
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m

in
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s 
o
n
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h
e
 c

u
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e
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e
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n
o
w
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e
 

o
n
 D

N
A

 r
e
pa

ir
 a

n
d 

ge
n
o
m

e
 m

ai
n
te

n
an

c
e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
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o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 
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se

d 
o
n
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re
se

n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
類

遺
伝

・
分

子
遺

伝
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se
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h
 o

n
 H

u
m

an
 G

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

M
o
le

c
u
la

r 
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
荻

　
朋

男
　

発
生

・
遺

伝
学

　
教

授
 

T
o
m

o
o
 O

gi
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

e
n
e
ti
c
s,

 P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

、
木

、
金

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

T
h
e
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o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

9
:0

0
 t

o
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2
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0
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ve
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u
e
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T
h
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n
d 

F
ri
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y 
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u
gh

o
u
t 

th
e
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e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

本
館

3
階

　
発

生
遺

伝
学

教
室

 
D

e
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m

e
n
t 

o
f 
G

e
n
e
ti
c
s,

 R
e
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ar
c
h
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n
st
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u
te
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f 
E
n
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n
m

e
n
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l 
M

e
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c
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e
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M

) 
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F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr
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ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

目
的

は
、

D
N

A
修

復
欠

損
に

よ
り

生
じ

る
ゲ

ノ
ム

の
不

安
定

化
と

多
種

多
様

な
遺

伝
性

疾
患

と
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
で

あ
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

 t
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
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e
tw

e
e
n
 g

e
n
o
m

e
 i
n
st

ab
ili

ty
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au
se

d 
by

 
de

fe
c
ts

 i
n
 D

N
A

 r
e
pa

ir
 a

n
d 

a 
w
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e
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f 
ge

n
e
ti
c
 d

is
e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

さ
ま

ざ
ま

な
希

少
遺

伝
性

疾
患

 (
ゲ

ノ
ム

の
安

定
維

持
に

必
要

な
分

子
機

能
に

異
常

を
伴

う
難

治
性

の
疾

患
、

発
育

発
達

障
害

、
早

期
老

化
症

、
が

ん
等

)
の

ゲ
ノ

ム
・

病
態

解
析

研
究

と
関

連
臓

器
の

発
生

発
達

お
よ

び
機

能
解

析
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
幅

広
い

実
験

手
法

を
体

得
す

る
。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 p

u
rs

u
e
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h
e
 

an
al
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is

 o
f 
va

ri
o
u
s 
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n
e
ti
c
 d

is
o
rd

e
rs

, 
c
an

c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
pa

th
o
ph

ys
io

lo
gy

, 
de

ve
lo

pm
e
n
t 

an
d 

fu
n
c
ti
o
n
al

 a
n
al

ys
e
s 

o
f 
D

N
A

 r
e
pa

ir
 m

e
c
h
an

is
m

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

基
本

的
な

組
換

え
D

N
A

実
験

、
生

化
学

、
細

胞
培

養
、

動
物

実
験

の
手

技
に

加
え

て
、

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
や

次
世

代
ゲ

ノ
ム

(N
G

S
)
解

析
機

器
と

大
型

計
算

機
を

利
用

し
た

ヒ
ト

ゲ
ノ

ム
解

析
や

、
ハ

イ
コ

ン
テ

ン
ト

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
(H

C
S
)
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

創
薬

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

質
量

分
析

・
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

な
ど

、
先

端
研

究
機

器
を

使
用

し
た

高
度

な
遺

伝
学

・
分

子
生

物
学

・
細

胞
生

物
学

的
研

究
手

法
の

習
得

が
可

能
で

あ
る

。
各

研
究

テ
ー

マ
に

応
じ

て
、

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
を

使
用

し
た

遺
伝

性
疾

患
の

責
任

遺
伝

子
変

異
同

定
に

必
要

な
手

法
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 e
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rc

is
e
s 
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 m
an

ip
u
la
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o
n
s 

o
f 
D

N
A

/
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N
A

, 
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o
c
h
e
m
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 c

e
ll 

c
u
lt
u
re
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n
e
xt

-
ge

n
e
ra

ti
o
n
 s

e
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e
n
c
in

g,
 p

ro
te

o
m

ic
s,

 a
n
d 

an
im

al
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

. 
D

e
pe

n
di

n
g 

o
n
 

th
e
 p

ro
je

c
ts
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h
at
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h
e
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de

n
t 
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n
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ge
d 

in
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e
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xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
de
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in
at

io
n
 o

f 
pa

th
o
ge

n
ic

 m
u
ta

ti
o
n
s 

in
 p

at
ie

n
ts

 w
it
h
 g

e
n
e
ti
c
 d

is
o
rd

e
rs

 b
y 

N
G

S
 t

e
c
h
n
iq

u
e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
態

神
経

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

sc
ie

n
c
e
 a

n
d 

P
at

h
o
bi

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

中
　

宏
二

　
病

態
神

経
科

学
分

野
教

授
　

 K
o
ji 

Y
am

an
ak

a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

 1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
本

館
2

階
　

病
態

神
経

科
学

分
野

 
R

IE
M

 M
ai

n
 B

u
ild

in
g 

2
F
 R

o
o
m

 2
1
3

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

系
の

恒
常

性
維

持
に

関
わ

る
グ

リ
ア

ー
神

経
連

関
、

核
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
謝

の
制

御
と

そ
の

病
態

に
お

け
る

異
常

を
分

子
、

細
胞

、
個

体
レ

ベ
ル

で
理

解
す

る
。

さ
ら

に
、

神
経

変
性

疾
患

・
認

知
症

の
病

態
解

明
に

む
け

た
動

物
モ

デ
ル

開
発

と
解

析
法

に
つ

い
て

の
学

術
的

基
盤

を
学

ぶ
。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 r

e
ga

rd
in

g 
pa

th
o
bi

o
lo

gy
 o

f 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

w
it
h
 a

 f
o
c
u
s 

o
n
 t

h
e
 r

o
le

s 
o
f 
gl

ia
-
n
e
u
ro

n
 

in
te

ra
c
ti
o
n
 a

n
d 

pr
o
te

in
/
n
u
c
le

ic
 a

c
id

 m
e
ta

bo
lis

m
 i
n
 d

is
e
as

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

変
性

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
研

究
と

そ
の

制
御

法
に

関
す

る
研

究
に

つ
い

て
最

先
端

の
知

識
を

学
習

す
る

。
特

に
、

グ
リ

ア
ー

神
経

連
関

、
核

酸
や

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
の

制
御

と
神

経
変

性
疾

患
に

お
け

る
そ

れ
ら

の
異

常
に

関
す

る
知

見
に

つ
い

て
の

研
究

状
況

を
説

明
で

き
る

。
 

A
 g

o
al
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s 

to
 l
e
ar

n
 c

u
tt

in
g-

e
dg

e
 r

e
se
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c
h
 t

h
ro

u
gh
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h
e
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e
c
e
n
t 
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c
le
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o
n
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o
bi

o
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n
e
u
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n
e
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ti
ve

 d
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e
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e
s,

 e
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e
c
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lly
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n
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h
e
 r

o
le

s 
o
f 
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-
n
e
u
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n
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te

ra
c
ti
o
n
 a

n
d 

pr
o
te

in
/
R

N
A

 m
e
ta
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lis

m
 i
n
 d

is
e
as

e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

論
文

セ
ミ

ナ
ー

を
含

め
て

、
学

生
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
中

心
と

す
る

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
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s 

c
o
n
si

st
e
d 

o
f 
ac

ti
ve

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
 a

n
d 

di
sc

u
ss

io
n
 b

y 
st

u
de

n
ts
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c
lu

di
n
g 

re
ad

in
g 

re
se

ar
c
h
 a

rt
ic

le
s 

in
 t

h
is

 fi
e
ld

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
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e
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o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss
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d 

ba
se

d 
o
n
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n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
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u
ss
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n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b

e
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n
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d 
o
n
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e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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re
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n
te

d 
o
n
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e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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e
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n
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d 
o
n
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e
m
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備
考

A
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o
n
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n
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at
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n

授
業

科
目

名
C

o
u
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e
 T

it
le

病
態

神
経

科
学

実
験

研
究

 
E
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n
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R

e
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c
h
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n
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e
u
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n
c
e
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n
d 

P
at

h
o
bi

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

中
　

宏
二

　
病

態
神

経
科

学
分

野
教

授
　

 K
o
ji 

Y
am

an
ak

a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

・
水

・
木

・
金

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
6
:0

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
0
:0

0
 t

o
 1

6
:0

0
 e

ve
ry

 T
u
e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 

ye
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
本

館
2

階
　

病
態

神
経

科
学

分
野

 
R

IE
M

 M
ai

n
 B

u
ild

in
g 

R
o
o
m

 2
1
3

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

変
性

疾
患

に
お

け
る

グ
リ

ア
ー

神
経

連
関

、
核

酸
や

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
の

制
御

機
構

の
破

綻
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

研
究

の
方

法
、

そ
の

解
釈

に
つ

い
て

学
ぶ

。
具

体
的

に
は

、
培

養
神

経
系

細
胞

や
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
を

用
い

た
、

細
胞

生
物

学
、

生
化

学
、

免
疫

学
、

神
経

科
学

的
手

法
を

習
得

し
、

病
態

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
析

す
る

。
            
            
            
            
            
            
            
      

T
h
e
 l
ab

o
ra

to
ry

 c
o
u
rs

e
 p

ro
vi

de
s 

st
u
de

n
ts

 w
it
h
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 a
n
al

yz
e
 t

h
e
 c

e
ll/

an
im

al
 m

o
de

ls
 o

f 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

e
as

e
s 

u
si

n
g 

th
e
 m

e
th

o
ds

 i
n
 c

e
ll 

bi
o
lo

gy
, 

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y,
 i
m

m
u
n
o
lo

gy
, 
an

d 
n
e
u
ro

sc
ie

n
c
e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

変
性

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
解

明
に

向
け

て
の

研
究

遂
行

に
あ

た
っ

て
必

要
な

実
験

手
技

を
幅

広
く
習

得
し

、
解

析
・

実
験

結
果

を
正

し
く
解

釈
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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 g
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n
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h
e
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e
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m

e
n
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o
c
e
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d 

th
e
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n
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e
n
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e
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e
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h
o
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o
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f 
n
e
u
ro

de
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n
e
ra
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e
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e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

神
経

変
性

疾
患
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・
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を
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va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

機
能

組
織

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 F

u
n
c
ti
o
n
al

 H
is

to
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
木

山
博

資
　

 K
IY

A
M

A
 H

ir
o
sh

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位
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 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
、

毎
週

火
・

木
・

金
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
間

1
階

　
機

能
組

織
学

教
室

内

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

組
織

学
的

手
法

を
学

び
、

自
身

で
作

成
し

た
標

本
の

緻
密

な
観

察
を

通
し

て
、

臓
器

・
器

官
を

構
成

す
る

組
織

や
細

胞
の

形
態

と
機

能
を

理
解

す
る

。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 l
ab

o
ra

to
ry

 c
o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

c
u
rr

e
n
t 

m
e
th

o
ds

 t
o
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 

m
o
rp

h
o
lo

gy
 a

n
d 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
m

am
m

al
ia

n
 t

is
su

e
s 

an
d 

c
e
lls

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

各
種

の
組

織
学

的
手

法
を

理
解

し
、

細
胞

内
の

分
子

や
遺

伝
子

発
現

の
局

在
を

可
視

化
す

る
実

際
の

手
法

を
身

に
つ

け
、

形
態

学
的

に
生

体
組

織
の

機
能

解
析

が
で

き
る

。
G

o
al

 o
f 
th

is
 l
ab

o
ra

to
ry

 c
o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 a
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id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
 t

o
 a

n
al

yz
e
 

st
ru

c
tu

re
 a

n
d 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
m

am
m

al
ia

n
 t
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su

e
s 

by
 u

si
n
g 

ve
ri
o
u
s 

ty
pe

s 
o
f 
m

e
th

o
ds

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

内
の

分
子

や
遺

伝
子

発
現

を
可

視
化

す
る

方
法

を
取

得
し

、
実

際
の

器
官

や
臓

器
の

機
能

解
析

を
お

こ
な

う
。

実
験

研
究

を
通

じ
て

、
科

学
的

論
理

性
や

倫
理

、
発

想
力

を
養

い
、

同
時

に
問

題
解

決
能

力
や

共
同

研
究

者
と

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

育
む

。
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o
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to
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 c
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u
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ra
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 l
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o
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o
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e
t 
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o
n
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d 
sc
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n
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fic

 c
o
m

m
u
n
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at
io

n
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 w

it
h
 c

o
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ra

to
rs

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex
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oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b
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 d
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績
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方
法

・
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準
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at
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o
d 

an
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C
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演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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 c
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e
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ve
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d 
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n
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o
n
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d 
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u
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n
s 
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h
e
 

st
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n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
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n
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o
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 d

e
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d.

備
考

A
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it
o
n
al
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n
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at
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n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
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it
le

細
胞

生
物

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m
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ar

 o
n
 C

e
ll 

B
io

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
宮

田
卓

樹
　

細
胞

生
物

学
 教

授
 

T
ak

ak
i 
M

iy
at

a,
 P

ro
f.
 A

n
at
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&
 C

e
ll 

B
io

l.

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
5
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0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld
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t 

1
3
:0

0
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o
 1

5
:0

0
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ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

細
胞

生
物

学
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

n
at

o
m

y 
an

d 
C

e
ll 

B
io

lo
gy

, 
1
st

 fl
o
o
r,
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 

B
u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

生
物

学
に

関
し

て
の

基
本

的
な

知
識

を
習

得
し

発
生

や
病

理
な

ど
の

現
象

に
関

連
づ

け
る

こ
と

目
的

と
す

る
。
 

O
bj

ec
ti
ve

s 
of

 t
he

 C
ou

rs
e 

ar
e 

(1
) 
to

 o
bt

ai
n 

ba
si

c 
kn

ow
le

dg
e 

of
 t

he
 c

el
l b

io
lo

gy
 a

nd
 (
2)

 
to

 l
in

k 
su

c
h
 c

e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 f
u
n
da

m
e
n
ta

ls
 t

o
 d

e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
o
r 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 e
ve

n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

の
増

殖
、

文
化

、
移

動
、

組
織

構
築

な
ど

の
原

理
に

つ
い

て
分

子
レ

ベ
ル

で
学

習
す

る
。
 

M
o
le

c
u
la

r 
ba

si
s 

o
f 
c
e
ll 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
, 
c
e
ll 

di
ff
e
re

n
ti
at

io
n
, 
c
e
ll 

m
ig

ra
ti
o
n
, 
an

d 
c
e
ll 

as
se

m
bl

y 
to

 f
o
rm

 t
is

su
e
s 

w
ill

 b
e
 s

tu
di

e
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

M
o
le

c
u
la

r 
B

io
lo

gy
 o

f 
th

e
 C

e
ll 

(A
lb

e
rt

s,
 B

ra
y,

 L
e
w

is
, 
R

af
f,
 R

o
be

rt
s,

 W
at

so
n
 e

ds
.)
 a

n
d 

C
e
ll 

B
io

lo
gy

 (
P

o
lla

n
d 

&
 E

ar
n
sh

a,
 e

ds
.)

な
ど

の
教

科
書

を
用

い
る

と
と

も
に

、
生

体
お

よ
び

固
定

標
本

棟
も

供
覧

す
る

。
 

T
e
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bo
o
ks

 i
n
c
lu

di
n
g 

M
o
le

c
u
la
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B
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lo
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 o
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e
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ll 
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ra
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w
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n
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n
d 

C
e
ll 

B
io

lo
gy

 (
P

o
lla

n
d 

&
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n
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e
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iv

e
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r 
fix

e
d 

sp
e
c
im

e
n
s 

w
ill

 b
e
 u

se
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
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va
lu
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n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
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d 
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o
n
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d 
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u
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h
e
 

st
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履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
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sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
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適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
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e
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n
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e
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an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di
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ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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n
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 d

e
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an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考
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o
n
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n
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授
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科
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名
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o
u
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e
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細
胞

生
物

学
実

験
研

究
 

E
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e
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e
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c
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n
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e
ll 

B
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担
当

教
員

In
st

ru
c
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r
宮

田
卓

樹
　

細
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生
物

学
 教

授
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M
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 P

ro
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&
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e
ll 

B
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単
位

数
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u
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r 

o
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C

re
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単
位
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re
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期
間

・
曜

日
・
時

限
T
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e
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n
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D
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e
通
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（
前

期
・

後
期

）
　

毎
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月

曜
日
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0
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1
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0
 

T
h
e
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o
u
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e
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s 

h
e
ld
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t 

9
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0
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o
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2
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0
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ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

細
胞

生
物

学
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

n
at

o
m

y 
an

d 
C

e
ll 

B
io

lo
gy

, 
1
st

 fl
o
o
r,
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 

B
u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

の
形

態
、

機
能

を
知

る
た

め
に

必
要

な
基

本
的

な
実

験
手

技
を

習
得

す
る

。
 

F
u
n
da

m
e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
rp

h
o
lo

gy
 a

n
d 

fu
n
c
ti
o
n
 o

f 
c
e
lls

 w
ill

 
be

 s
tu

di
e
d.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

培
養

、
組

織
培

養
、

遺
伝

子
導

入
（
培

養
細

胞
・

生
体

内
）
、

ラ
イ

ブ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

免
疫

組
織

化
学

法
を

習
得

す
る

。
 

C
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
ti
ss

u
e
 c

u
lt
u
re

, 
ge

n
e
-
tr

an
sf

e
r 

in
 v

it
ro

 a
n
d 

in
 v

iv
o
, 
liv

e
 i
m

ag
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技
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、
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片
の
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と
抗

体
に

よ
る

染
色

の
技

術
、
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た

、
遺

伝
子
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入

技
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な
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。
 

C
e
ll 

c
u
lt
u
re

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s,

 h
is

to
lo

gi
c
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c
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c
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 b
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 d
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習
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 c
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h
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 C
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 b
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 d
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 C
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 b
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 d
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c
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習
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生
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。
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r 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

si
s 

o
f 
fr

e
e
 r

ad
ic

al
 g

e
n
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

re
gu

la
ti
o
n
 

o
f 
o
xi

da
ti
ve

 s
tr

e
ss

, 
an

d 
di

sc
u
ss

 t
h
e
 i
n
vo

lv
e
m

e
n
t 

o
f 
o
xi

da
ti
ve

 s
tr

e
ss

 i
n
 v

ar
io

u
s 

h
u
m

an
 p

at
h
o
lo

gi
c
al

 c
o
n
di

ti
o
n
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

フ
リ

ー
ラ

ジ
カ

ル
・

活
性

酸
素

の
定

義
を

理
解

し
、

そ
れ

ら
の

発
生

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

網
羅

的
に

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

酸
化

ス
ト

レ
ス

の
生

物
学

的
影

響
を

網
羅

的
に

説
明

で
き

る
。
 

酸
化

ス
ト

レ
ス

の
利

用
法

を
例

示
で

き
る

。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 d

e
fin

it
io

n
 o

f 
fr

e
e
 r

ad
ic

al
s 

an
d 

re
ac

ti
ve

 o
xy

ge
n
 s

pe
c
ie

s 
an

d 
to

 
be

 a
bl

e
 t

o
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 d
e
sc

ri
be

 m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
th

e
ir
 p

ro
du

c
ti
o
n
. 

T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 e
xp

la
in

 b
io

lo
gi

c
al

 e
ff
e
c
ts

 o
f 
o
xi

da
ti
ve

 s
tr

e
ss

. 
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 i
llu

st
ar

at
e
 h

o
w

 w
e
 a

re
 u

si
n
g 

an
d 

w
e
 c

an
 u

se
 o

xi
da

ti
ve

 s
tr

e
ss

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
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o
n
te

n
t

毎
週

　
水

曜
日

8
:3

0
〜

1
0
:3

0
（
1
2

月
か

ら
4

月
は

9
:0

0
〜

1
1
:0

0
ま

で
）

通
年

で
行

う
。
 

フ
リ

ー
ラ

ジ
カ

ル
や

活
性

酸
素

に
起

因
す

る
酸

化
ス

ト
レ

ス
の

生
物

作
用

に
つ

い
て

連
続

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
行

う
と

と
も

に
、

実
践

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
履

修
者

を
交

え
て

行
う

。
ま

た
、

酸
化

ス
ト

レ
ス

の
ヒ

ト
諸

疾
患

へ
の

関
与

に
関

す
る

最
新

の
知

見
を

深
め

、
酸

化
ス

ト
レ

ス
の

ヒ
ト

諸
疾

患
へ

の
関

与
を

理
解

し
、

酸
化

ス
ト

レ
ス

の
制

御
研

究
の

連
続

セ
ミ

ナ
ー

を
行

う
。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

8
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0
 t

o
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0
:3

0
 (
9
:0

0
 t

o
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1
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0
 f
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m
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e
c
e
m

be
r 
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il)
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ve
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W
e
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e
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ay
 t

h
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u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

. 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 c

o
n
si
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s 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in
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s 

in
 w

h
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h
 m

o
le

c
u
la

r 
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se
s 

an
d 

re
gu

la
ti
o
n
s 

o
f 
fr

e
e
 r
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al
 g

e
n
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

re
do

x 
re
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o
n
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 p
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se

n
te

d 
an

d 
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ve
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 d
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c
u
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e
d.

 T
h
e
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o
u
rs

e
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o
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n
c
lu

de
s 

a 
se

ri
e
s 

o
f 
se

m
in
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s 

o
n
 t

h
e
 c

u
tt
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g 

e
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e
 k

n
o
w
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e
 o

n
 t

h
e
 i
n
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lv
e
m

e
n
t 

o
f 
o
xi

da
ti
ve

 s
tr

e
ss

 i
n
 a
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ar

ie
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h
u
m
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di
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e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

講
義

時
あ

る
い

は
講

義
直

後
の

質
問

が
望

ま
し

い
が

、
研

究
室

で
適

宜
受

け
付

け
る

。
 

Q
u
e
st

io
n
s 

ar
e
 r

e
sp

o
n
de

d 
at

 t
h
e
 t

im
e
 o

f 
le

c
tu

re
 o

r 
im

e
di

at
e
ly

 a
ft

e
r 

th
e
 l
e
c
tu

re
. 

Q
u
e
st

io
n
s 

ar
e
 a

lw
ay

s 
w

e
lc

o
m

e
 a

t 
th

e
 l
ab

o
ra

to
ry

.
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授
業

科
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名
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u
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e
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it
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生
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反
応

病
理

学
実

験
研

究
 

E
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e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

B
io

lo
gi

c
al
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e
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o
n
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s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
豊

國
　

伸
哉

　
 S

h
in
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 T

o
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ku
n
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

; 
F
ri
da

y;
 9

:0
0
-
1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

生
体

反
応

病
理

学
教

室
実

験
室

 
M

e
di

c
al

 B
u
ild

in
g 

N
o
.2

 2
n
d 

flo
o
r;
 L

ab
o
ra

to
ry

 o
f 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

B
io

lo
gi

c
al

 R
e
sp

o
n
se

s

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

一
般

的
な

病
理

形
態

学
的

な
解

析
よ

り
は

じ
め

、
酸

化
ス

ト
レ

ス
研

究
を

進
め

る
の

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
免

疫
染

色
法

、
in

 s
it
u
 h

yb
ri
di

za
ti
o
n
、

レ
ー

ザ
ー

マ
イ

ク
ロ

ダ
イ

セ
ク

シ
ョ

ン
法

よ
り

は
じ

め
、

各
種

ア
レ

イ
技

術
、

D
N

A
免

疫
沈

降
法

、
電

子
ス

ピ
ン

共
鳴

な
ど

を
学

習
す

る
。
 

T
h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
m

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

in
c
lu

di
n
g 

im
m

u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y,
 i
n
 s

it
u
 h

yb
ri
di

za
ti
o
n
 a

n
d 

la
se

r 
m

ic
ro

di
ss

e
c
ti
o
n
. 
 T

h
e
se

 a
re

 
fu

rh
te

r 
e
xt

e
n
de

d 
to

 v
ar

io
u
s 

m
ic

ro
ar

ra
y 

te
c
h
n
iq

u
e
s,

 e
le

c
tr

o
n
 s

pi
n
 r

e
so

n
an

c
e
 a

n
d 

D
N

A
 i
m

m
u
n
o
pr

e
c
ip

it
at

io
n
 w

it
h
 a

n
ti
bo

di
e
s 

sp
e
c
ifi

c
 t

o
 o

xi
di

ze
d 

D
N

A
 b

as
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

一
般

的
な

生
化

学
・

分
子

生
物

学
的

手
技

を
実

施
で

き
る

。
 

簡
単

な
病

理
診

断
を

実
施

で
き

る
。
 

酸
化

ス
ト

レ
ス

に
よ

る
傷

害
を

さ
ま

ざ
ま

な
手

法
で

検
出

で
き

る
。
 

T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 p

e
rf

o
rm

 b
as

ic
 b

io
c
h
e
m

ic
al

 a
n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 p

e
rf

o
rm

 b
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ic
 p

at
h
o
lo

gi
c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
T
o
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e
 a

bl
e
 t

o
 d

e
te

c
t 

o
xi

da
ti
ve

 d
am

ag
e
 b

y 
va

ri
o
u
s 

te
c
h
n
iq

u
e
s

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

　
金

曜
日

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

一
般

的
病

理
診

断
法

よ
り

始
め

、
D

N
A

、
R

N
A

、
タ

ン
パ

ク
質

の
基

本
実

験
操

作
や

細
胞

培
養

、
ク

ロ
ー

ニ
ン

グ
、

シ
ー

ク
エ

ン
ス

、
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ク

シ
ョ

ン
、

ジ
ー

ン
サ

イ
レ

ン
シ

ン
グ

に
関

し
て

学
習

す
る

。
各

研
究

テ
ー

マ
に

応
じ

て
タ

ン
パ

ク
-

タ
ン

パ
ク

相
互

作
用

研
究

手
法

、
ア

レ
イ

解
析

、
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
ス

、
メ

チ
ル

化
解

析
、

遺
伝

子
導

入
の

た
め

の
ウ

イ
ル

ス
調

整
、

in
 s

ili
c
o

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。
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h
e
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o
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s 

h
e
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 a
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9
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u
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T
h
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n
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 m
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u
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ti
o
n
s 

o
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D

N
A
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R

N
A
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o
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n
d 

c
e
ll 

c
u
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u
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n
c
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n
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c
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n
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g,
 s

e
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e
n
c
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g,
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ra
n
sf

e
c
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o
n
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n
e
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n
c
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D
e
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n
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n
g 

o
n
 t

h
e
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c
ts
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h
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h
e
 s
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n
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n
ga
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d 
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e
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e
s 

c
o
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r 
qu
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e
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n
d 
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-
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o
te
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n
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c
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o
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-
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o
n
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e
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e
n
c
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n
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e
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o
n
 a

n
d 
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n
 o

f 
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r 
ge

n
e
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n
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e
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 a

n
d 

in
 s
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c
o
 m

e
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o
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教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex
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oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b

e
 p
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n
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d 
o
n
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an
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成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
 b
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o
m
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e
h
e
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ve
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 a
ss

e
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d 
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d 
o
n
 p

re
se

n
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o
n
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d 
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u
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io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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se

n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

講
義

時
あ

る
い

は
講

義
直

後
の

質
問

が
望

ま
し

い
が

、
研

究
室

で
適

宜
受

け
付

け
る

。
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u
e
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n
s 

ar
e
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e
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o
n
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d 
at

 t
h
e
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im
e
 o

f 
le

c
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e
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 a
ft
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 篤

（
腫

瘍
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

木
曜

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
9
:0

0
-
1
2
:0

0
A

M
 o

n
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

腫
瘍

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
T
u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

患
者

由
来

の
腫

瘍
の

病
理

検
体

の
所

見
を

形
態

学
的

に
と

ら
え

る
能

力
を

涵
養

し
、

臨
床

医
学

に
お

け
る

病
理

診
断

学
の

意
義

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 u
n
de

rs
ta

n
d 

h
is

to
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

to
 fi

n
d 

o
u
t 

ab
n
o
rm

al
 fi

n
di

n
gs

 i
n
 

ti
ss

u
e
 s

e
c
ti
o
n
s 

o
f 
tu

m
o
rs

 o
bt

ai
n
e
d 

fr
o
m

 p
at

ie
n
ts

, 
an

d 
le

ar
n
 t

h
e
 s

ig
n
ifi

c
an

c
e
 o

f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
in

 c
lin

ic
al

 m
e
di

c
in

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

(1
) 
様

々
な

が
ん

の
組

織
学

的
特

徴
あ

る
い

は
遺

伝
子

異
常

を
論

じ
た

過
去

の
文

献
の

内
容

を
理

解
す

る
。

(2
) 
が

ん
細

胞
自

身
以

外
に

、
腫

瘍
浸

潤
リ

ン
パ

球
、

が
ん

関
連

線
維

芽
細

胞
、

腫
瘍

血
管

等
の

微
小

環
境

の
構

成
因

子
の

重
要

性
を

説
い

た
過

去
の

病
理

学
的

知
見

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 (
1
) 
th

e
 m

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 a
n
d 

th
e
ir
 g

e
n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 p

at
te

rn
s 

th
ro

u
gh

 t
h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 l
it
e
ra

tu
re

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

pa
th

o
lo

gy
 d

ia
gn

o
si

s.
 T

h
e
y 

w
ill

 a
ls

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

(2
) 
h
o
w

 p
at

h
o
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

ar
e
 u

se
fu

l 
fo

r 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 s

ig
n
ifi

c
an

c
e
 o

f 
th

e
 c

o
m

po
n
e
n
ts

 o
f 
th

e
 t

u
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t,
 i
n
c
lu

di
n
g 

im
m

u
n
e
 c

e
lls

, 
c
an

c
e
r-

as
so

c
ia

te
d 

fib
ro

bl
as

ts
 a

n
d 

tu
m

o
r 

ve
ss

e
ls

, 
th

ro
u
gh

 t
h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 l
it
e
ra

tu
re

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

目
的

お
よ

び
目

標
に

沿
っ

た
過

去
の

文
献

あ
る

い
は

教
科

書
を

精
読

し
、

質
問

事
項

を
整

理
す

る
。

ま
た

文
献

が
論

文
で

あ
れ

ば
、

そ
の

論
文

で
明

ら
か

に
な

っ
た

こ
と

、
今

後
の

残
さ

れ
た

課
題

事
項

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
論

文
内

容
を

ま
と

め
、

同
僚

の
前

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

ま
た

自
身

が
関

連
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
研

究
結

果
の

目
的

と
意

義
を

明
確

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

pa
pe

rs
 t

h
at

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
 m

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 
fe

at
u
re

s 
an

d 
ge

n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 o
r 

th
e
 c

o
m

po
n
e
n
ts

 o
f 
tu

m
o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t,
 s

u
m

m
ar

iz
e
 t

h
e
 d

at
a 

an
d 

c
o
n
te

n
ts

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
re

, 
an

d 
pr

e
se

n
t 

th
o
se

 a
n
d 

th
e
 i
ss

u
e
s 

th
at

 h
av

e
 b

e
e
n
 u

n
ad

dr
e
ss

e
d 

in
 t

h
e
 p

ap
e
rs

 t
o
 t

h
e
ir
 

c
o
lle

ag
u
e
s.

 I
n
 c

as
e
 t

h
at

 t
h
e
y 

pe
rf

o
rm

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 p

at
h
o
lo

gy
 d

ia
gn

o
si

s,
 t

h
e
y 

sh
o
u
ld

 
le

ar
n
 s

ki
lls

 t
o
 e

xp
lic

it
ly

 p
re

se
n
t 

th
e
 g

o
al

 o
f 
th

e
ir
 s

tu
di

e
s 

to
 t

h
e
ir
 c

o
lle

ag
u
e
s 

an
d 

pu
t 

th
e
ir
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

su
lt
s 

in
 c

o
n
te

xt
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s

ロ
ビ

ン
ス

 基
礎

病
理

学
 （

第
1
0

版
）
 

R
o
bb

in
s 

B
as

ic
 P

at
h
o
lo

gy
. 
1
0
th

 e
di

ti
o
n
. 
B

y 
 V

in
ay

 K
u
m

ar
, 
A

bu
l 
K
. 
A

bb
as

, 
J
o
n
 C

. 
A

st
e
r.
 E

ls
e
vi

e
r 

-
 H

e
al

th
 S

c
ie

n
c
e
s 

D
iv

is
io

n
; 
2
0
1
7
.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

病
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
榎

本
 篤

（
腫

瘍
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

月
・

水
・

金
曜

　
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
F
ri
da

y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

腫
瘍

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
T
u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

腫
瘍

の
病

理
学

お
よ

び
病

理
診

断
技

術
の

研
究

に
用

い
ら

れ
る

組
織

学
的

な
実

験
の

基
礎

的
手

技
を

習
得

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

 o
n
 t

u
m

o
r 

ti
ss

u
e
 s

e
c
ti
o
n
s 

o
bt

ai
n
e
d 

fr
o
m

 p
at

ie
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

目
的

の
た

め
に

、
遺

伝
子

の
発

現
を

調
べ

る
た

め
の

組
織

学
的

手
法

、
免

疫
染

色
、

マ
ウ

ス
を

用
い

た
腫

瘍
移

植
実

験
の

手
技

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

fo
r 

th
e
 a

n
al

ys
is

 o
f 

ge
n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 o

n
 t

is
su

e
 s

e
c
ti
o
n
s,

 s
u
c
h
 a

s 
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
in

 s
it
u
 

h
yb

ri
di

za
ti
o
n
. 
T
h
e
y 

al
so

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

tu
m

o
r 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 m

o
u
se

 
m

o
de

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

教
員

か
ら

各
種

実
験

手
法

に
関

す
る

簡
単

な
講

義
を

受
け

、
そ

の
後

自
身

で
関

連
す

る
過

去
の

論
文

を
調

べ
る

。
実

験
を

教
員

と
と

も
に

施
行

し
、

結
果

に
つ

い
て

自
身

で
ま

と
め

る
と

と
も

に
問

題
点

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 r
e
c
e
iv

e
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 f
ro

m
 i
n
st

ru
c
to

rs
 

an
d 

c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

st
u
di

e
s 

in
 t

h
e
 s

am
e
 fi

e
ld

. 
T
h
e
y 

w
ill

 p
e
rf

o
rm

 t
h
e
 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 w
it
h
 t

h
e
 i
n
st

ru
c
to

rs
, 
su

m
m

ar
iz

e
 t

h
e
 r

e
su

lt
s,

 a
n
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 i
ss

u
e
s 

an
d 

n
e
xt

 p
la

n
s 

to
 a

dd
re

ss
 t

h
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 q

u
e
st

io
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-74-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

病
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
榎

本
 篤

（
腫

瘍
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

木
曜

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
9
:0

0
-
1
2
:0

0
A

M
 o

n
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

腫
瘍

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
T
u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

患
者

由
来

の
腫

瘍
の

病
理

検
体

の
所

見
を

形
態

学
的

に
と

ら
え

る
能

力
を

涵
養

し
、

臨
床

医
学

に
お

け
る

病
理

診
断

学
の

意
義

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 u
n
de

rs
ta

n
d 

h
is

to
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

to
 fi

n
d 

o
u
t 

ab
n
o
rm

al
 fi

n
di

n
gs

 i
n
 

ti
ss

u
e
 s

e
c
ti
o
n
s 

o
f 
tu

m
o
rs

 o
bt

ai
n
e
d 

fr
o
m

 p
at

ie
n
ts

, 
an

d 
le

ar
n
 t

h
e
 s

ig
n
ifi

c
an

c
e
 o

f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
in

 c
lin

ic
al

 m
e
di

c
in

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

(1
) 
様

々
な

が
ん

の
組

織
学

的
特

徴
あ

る
い

は
遺

伝
子

異
常

を
論

じ
た

過
去

の
文

献
の

内
容

を
理

解
す

る
。

(2
) 
が

ん
細

胞
自

身
以

外
に

、
腫

瘍
浸

潤
リ

ン
パ

球
、

が
ん

関
連

線
維

芽
細

胞
、

腫
瘍

血
管

等
の

微
小

環
境

の
構

成
因

子
の

重
要

性
を

説
い

た
過

去
の

病
理

学
的

知
見

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 (
1
) 
th

e
 m

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 a
n
d 

th
e
ir
 g

e
n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 p

at
te

rn
s 

th
ro

u
gh

 t
h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 l
it
e
ra

tu
re

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

pa
th

o
lo

gy
 d

ia
gn

o
si

s.
 T

h
e
y 

w
ill

 a
ls

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

(2
) 
h
o
w

 p
at

h
o
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

ar
e
 u

se
fu

l 
fo

r 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 s

ig
n
ifi

c
an

c
e
 o

f 
th

e
 c

o
m

po
n
e
n
ts

 o
f 
th

e
 t

u
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t,
 i
n
c
lu

di
n
g 

im
m

u
n
e
 c

e
lls

, 
c
an

c
e
r-

as
so

c
ia

te
d 

fib
ro

bl
as

ts
 a

n
d 

tu
m

o
r 

ve
ss

e
ls

, 
th

ro
u
gh

 t
h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 l
it
e
ra

tu
re

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

目
的

お
よ

び
目

標
に

沿
っ

た
過

去
の

文
献

あ
る

い
は

教
科

書
を

精
読

し
、

質
問

事
項

を
整

理
す

る
。

ま
た

文
献

が
論

文
で

あ
れ

ば
、

そ
の

論
文

で
明

ら
か

に
な

っ
た

こ
と

、
今

後
の

残
さ

れ
た

課
題

事
項

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
論

文
内

容
を

ま
と

め
、

同
僚

の
前

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

ま
た

自
身

が
関

連
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
研

究
結

果
の

目
的

と
意

義
を

明
確

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

pa
pe

rs
 t

h
at

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
 m

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 
fe

at
u
re

s 
an

d 
ge

n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 o
r 

th
e
 c

o
m

po
n
e
n
ts

 o
f 
tu

m
o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t,
 s

u
m

m
ar

iz
e
 t

h
e
 d

at
a 

an
d 

c
o
n
te

n
ts

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
re

, 
an

d 
pr

e
se

n
t 

th
o
se

 a
n
d 

th
e
 i
ss

u
e
s 

th
at

 h
av

e
 b

e
e
n
 u

n
ad

dr
e
ss

e
d 

in
 t

h
e
 p

ap
e
rs

 t
o
 t

h
e
ir
 

c
o
lle

ag
u
e
s.

 I
n
 c

as
e
 t

h
at

 t
h
e
y 

pe
rf

o
rm

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 p

at
h
o
lo

gy
 d

ia
gn

o
si

s,
 t

h
e
y 

sh
o
u
ld

 
le

ar
n
 s

ki
lls

 t
o
 e

xp
lic

it
ly

 p
re

se
n
t 

th
e
 g

o
al

 o
f 
th

e
ir
 s

tu
di

e
s 

to
 t

h
e
ir
 c

o
lle

ag
u
e
s 

an
d 

pu
t 

th
e
ir
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

su
lt
s 

in
 c

o
n
te

xt
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s

ロ
ビ

ン
ス

 基
礎

病
理

学
 （

第
1
0

版
）
 

R
o
bb

in
s 

B
as

ic
 P

at
h
o
lo

gy
. 
1
0
th

 e
di

ti
o
n
. 
B

y 
 V

in
ay

 K
u
m

ar
, 
A

bu
l 
K
. 
A

bb
as

, 
J
o
n
 C

. 
A

st
e
r.
 E

ls
e
vi

e
r 

-
 H

e
al

th
 S

c
ie

n
c
e
s 

D
iv

is
io

n
; 
2
0
1
7
.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

病
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
榎

本
 篤

（
腫

瘍
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 T

u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

月
・

水
・

金
曜

　
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
F
ri
da

y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

腫
瘍

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
T
u
m

o
r 

P
at

h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

腫
瘍

の
病

理
学

お
よ

び
病

理
診

断
技

術
の

研
究

に
用

い
ら

れ
る

組
織

学
的

な
実

験
の

基
礎

的
手

技
を

習
得

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

 o
n
 t

u
m

o
r 

ti
ss

u
e
 s

e
c
ti
o
n
s 

o
bt

ai
n
e
d 

fr
o
m

 p
at

ie
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

目
的

の
た

め
に

、
遺

伝
子

の
発

現
を

調
べ

る
た

め
の

組
織

学
的

手
法

、
免

疫
染

色
、

マ
ウ

ス
を

用
い

た
腫

瘍
移

植
実

験
の

手
技

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

fo
r 

th
e
 a

n
al

ys
is

 o
f 

ge
n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 o

n
 t

is
su

e
 s

e
c
ti
o
n
s,

 s
u
c
h
 a

s 
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
in

 s
it
u
 

h
yb

ri
di

za
ti
o
n
. 
T
h
e
y 

al
so

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

tu
m

o
r 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 m

o
u
se

 
m

o
de

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

教
員

か
ら

各
種

実
験

手
法

に
関

す
る

簡
単

な
講

義
を

受
け

、
そ

の
後

自
身

で
関

連
す

る
過

去
の

論
文

を
調

べ
る

。
実

験
を

教
員

と
と

も
に

施
行

し
、

結
果

に
つ

い
て

自
身

で
ま

と
め

る
と

と
も

に
問

題
点

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 r
e
c
e
iv

e
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 f
ro

m
 i
n
st

ru
c
to

rs
 

an
d 

c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

st
u
di

e
s 

in
 t

h
e
 s

am
e
 fi

e
ld

. 
T
h
e
y 

w
ill

 p
e
rf

o
rm

 t
h
e
 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 w
it
h
 t

h
e
 i
n
st

ru
c
to

rs
, 
su

m
m

ar
iz

e
 t

h
e
 r

e
su

lt
s,

 a
n
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 i
ss

u
e
s 

an
d 

n
e
xt

 p
la

n
s 

to
 a

dd
re

ss
 t

h
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 q

u
e
st

io
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

病
理

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
榎

本
 篤

（
分

子
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

木
曜

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
9
:0

0
-
1
2
:0

0
A

M
 o

n
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

分
子

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

遺
伝

子
・

が
ん

抑
制

性
遺

伝
子

の
異

常
お

よ
び

腫
瘍

微
小

環
境

の
変

化
が

が
ん

の
発

生
お

よ
び

進
展

に
結

び
つ

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
h
o
w

 t
h
e
 d

ys
re

gu
la

ti
o
n
 o

f 
o
n
c
o
ge

n
e
s 

an
d 

tu
m

o
r 

su
pp

re
ss

o
r 

ge
n
e
s 

an
d 

th
e
 a

lt
e
ra

ti
o
n
 o

f 
th

e
 t

u
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

le
ad

 t
o
 

th
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 o

f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

(1
) 
が

ん
遺

伝
子

・
が

ん
抑

制
遺

伝
子

の
異

常
が

が
ん

細
胞

の
発

生
、

増
殖

、
ス

ト
レ

ス
耐

性
、

浸
潤

、
転

移
に

結
び

つ
く
分

子
機

序
を

論
じ

た
過

去
の

文
献

の
内

容
を

理
解

す
る

。
(2

) 
が

ん
の

進
展

に
お

け
る

腫
瘍

浸
潤

リ
ン

パ
球

、
が

ん
関

連
線

維
芽

細
胞

、
腫

瘍
血

管
等

の
微

小
環

境
の

構
成

因
子

の
役

割
に

関
す

る
過

去
の

知
見

を
理

解
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 (
1
) 
th

e
 r

o
le

s 
o
f 
o
n
c
o
ge

n
e
s 

an
d 

tu
m

o
r 

su
pp

re
ss

o
r 

ge
n
e
s 

in
 

th
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t,
 p

ro
lif

e
ra

ti
o
n
, 
st

re
ss

 r
e
si

st
an

c
e
, 
in

va
si

o
n
 a

n
d 

m
e
ta

st
as

is
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 t
h
ro

u
gh

 t
h
e
 s

tu
dy

 o
f 
th

e
 l
it
e
ra

tu
re

. 
T
h
e
y 

w
ill

 a
ls

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

(2
) 
th

e
 

in
vo

lv
e
m

e
n
t 

o
f 
im

m
u
n
e
 c

e
lls

, 
c
an

c
e
r-

as
so

c
ia

te
d 

fib
ro

bl
as

ts
 a

n
d 

tu
m

o
r 

ve
ss

e
ls

 i
n
 

th
e
 f
o
rm

at
io

n
 o

f 
th

e
 t

u
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

目
的

お
よ

び
目

標
に

沿
っ

た
過

去
の

文
献

あ
る

い
は

教
科

書
を

精
読

し
、

質
問

事
項

を
整

理
す

る
。

ま
た

文
献

が
論

文
で

あ
れ

ば
、

そ
の

論
文

で
明

ら
か

に
な

っ
た

こ
と

、
今

後
の

残
さ

れ
た

課
題

事
項

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
論

文
内

容
を

ま
と

め
、

同
僚

の
前

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

ま
た

自
身

が
関

連
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
研

究
結

果
の

目
的

と
意

義
を

明
確

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

pa
pe

rs
 a

n
d 

te
xt

bo
o
ks

 t
h
at

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
 

m
e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 a

n
d 

tu
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

fo
rm

at
io

n
, 

su
m

m
ar

iz
e
 t

h
e
 d

at
a 

an
d 

c
o
n
te

n
ts

 d
e
sc

ri
be

d 
th

e
re

, 
an

d 
pr

e
se

n
t 

th
o
se

 a
n
d 

th
e
 

is
su

e
s 

th
at

 h
av

e
 b

e
e
n
 u

n
ad

dr
e
ss

e
d 

in
 t

h
e
 p

ap
e
rs

 t
o
 t

h
e
ir
 c

o
lle

ag
u
e
s.

 I
n
 c

as
e
 t

h
at

 
th

e
y 

pe
rf

o
rm

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 c

an
c
e
r 

bi
o
lo

gy
, 
th

e
y 

sh
o
u
ld

 l
e
ar

n
 s

ki
lls

 t
o
 e

xp
lic

it
ly

 
pr

e
se

n
t 

th
e
 g

o
al

 o
f 
th

e
ir
 s

tu
di

e
s 

to
 t

h
e
ir
 c

o
lle

ag
u
e
s 

an
d 

pu
t 

th
e
ir
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

su
lt
s 

in
 c

o
n
te

xt
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s

ワ
イ

ン
バ

ー
グ

 が
ん

の
生

物
学

（
第

2
版

）
 

T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r.
 2

n
d 

e
di

ti
o
n
. 
B

y 
R

o
be

rt
 A

. 
W

e
in

be
rg

. 
N

e
w

 Y
o
rk

: 
G

ar
la

n
d 

S
c
ie

n
c
e
; 
2
0
1
4
.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

病
理

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
榎

本
 篤

（
分

子
病

理
学

 教
授

）
 

A
ts

u
sh

i 
E
n
o
m

o
to

 (
P

ro
fe

ss
o
r,
 M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
、

毎
週

月
・

水
・

金
曜

　
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

W
h
o
le

 y
e
ar

, 
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
F
ri
da

y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
2

階
　

分
子

病
理

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
M

o
le

c
u
la

r 
P

at
h
o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

遺
伝

子
・

が
ん

抑
制

性
遺

伝
子

お
よ

び
腫

瘍
微

小
環

境
の

研
究

に
用

い
ら

れ
る

生
化

学
的

・
分

子
生

物
学

的
な

実
験

の
基

礎
的

手
技

を
習

得
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 s

tu
dy

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
s 

o
f 

o
n
c
o
ge

n
e
s 

an
d 

tu
m

o
r 

su
pp

re
ss

o
r 

ge
n
e
s 

an
d 

th
e
 c

o
m

po
n
e
n
ts

 o
f 
th

e
 t

u
m

o
r 

m
ic

ro
e
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

in
 t

h
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 o

f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

目
的

の
た

め
に

、
が

ん
細

胞
の

培
養

、
遺

伝
子

の
発

現
を

調
べ

る
た

め
の

生
化

学
的

手
法

、
免

疫
染

色
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

を
用

い
た

実
験

手
技

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

fo
r 

th
e
 c

u
lt
u
re

 o
f 

c
an

c
e
r 

c
e
lls

, 
th

e
 b

io
c
h
e
m

ic
al

 a
n
al

ys
is

 t
o
 i
n
ve

st
ig

at
e
 g

e
n
e
 a

n
d 

pr
o
te

in
 e

xp
re

ss
io

n
, 

an
d 

im
m

u
n
o
st

ai
n
in

g 
o
n
 t

is
su

e
 s

e
c
ti
o
n
s.

 T
h
e
y 

al
so

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

th
e
 

an
al

ys
is

 o
f 
ge

n
e
ti
c
al

ly
 e

n
gi

n
e
e
re

d 
m

o
u
se

 m
o
de

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

教
員

か
ら

各
種

実
験

手
法

に
関

す
る

簡
単

な
講

義
を

受
け

、
そ

の
後

自
身

で
関

連
す

る
過

去
の

論
文

を
調

べ
る

。
実

験
を

教
員

と
と

も
に

施
行

し
、

結
果

に
つ

い
て

自
身

で
ま

と
め

る
と

と
も

に
問

題
点

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 r
e
c
e
iv

e
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 f
ro

m
 i
n
st

ru
c
to

rs
 

an
d 

c
h
e
c
k 

th
ro

u
gh

 p
re

vi
o
u
s 

st
u
di

e
s 

in
 t

h
e
 s

am
e
 fi

e
ld

. 
T
h
e
y 

w
ill

 p
e
rf

o
rm

 t
h
e
 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 w
it
h
 t

h
e
 i
n
st

ru
c
to

rs
, 
su

m
m

ar
iz

e
 t

h
e
 r

e
su

lt
s,

 a
n
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 i
ss

u
e
s 

an
d 

n
e
xt

 p
la

n
s 

to
 a

dd
re

ss
 t

h
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 q

u
e
st

io
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-75-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

法
医

・
生

命
倫

理
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 L

e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

井
 晃

　
法

医
・

生
命

倫
理

学
教

授
 

A
ki

ra
 I
S
H

II,
 P

ro
fe

ss
o
r 

an
d 

C
h
ar

ip
e
rs

o
n
 o

f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

F
ro

m
 9

:0
0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

 a
 w

h
o
le

 y
e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

法
医

・
生

命
倫

理
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s,

 F
ir
st

 F
lo

o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

法
に

関
係

す
る

医
学

と
し

て
の

法
医

学
及

び
生

命
倫

理
学

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
学

び
、

理
解

す
る

。
特

に
、

本
研

究
室

の
主

な
研

究
領

域
で

あ
る

法
中

毒
学

及
び

人
類

遺
伝

学
に

つ
い

て
、

包
括

的
に

理
解

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

す
る

。
T
h
e
 m

ai
n
 p

u
rp

o
se

 i
s 

to
 l
e
ar

n
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

c
o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 t
h
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
le

ga
l 

m
e
di

c
in

e
 a

n
d 

bi
o
e
th

ic
s,

 i
.e

. 
fo

re
n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

bi
o
e
th

ic
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
) 
法

医
解

剖
と

法
医

鑑
定

に
必

要
な

事
項

を
説

明
で

き
る

。
 

2
) 
法

医
中

毒
学

の
基

礎
的

知
識

を
習

得
し

、
特

に
質

量
分

析
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

 
3
) 
法

医
遺

伝
学

の
基

礎
を

理
解

す
る

こ
と

。
 

4
) 
生

命
倫

理
学

の
基

礎
的

概
念

を
説

明
で

き
る

こ
と

。
 

S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
it
e
m

s.
 

1
) 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

la
in

 f
o
re

n
si

c
 a

u
to

ps
ie

s 
an

d 
it
e
m

s 
n
e
c
e
ss

ac
y 

fo
r 

pe
rf

o
rm

in
g 

au
to

ps
ie

s.
2
) 
 S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 o

bt
ai

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

n
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

m
as

s 
sp

e
c
tr

o
m

e
tr

ic
 t

e
c
n
iq

u
e
s.

3
) 
S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
fo

re
n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s.

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
   

4
) 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

la
in

 t
h
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
ba

si
c
 i
de

as
 o

f 
bi

o
e
th

ic
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

法
医

学
及

び
生

命
倫

理
学

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
す

る
。

法
医

病
理

学
、

法
中

毒
学

、
人

類
遺

伝
学

及
び

生
命

倫
理

学
が

中
心

と
な

る
が

、
関

連
諸

分
野

も
含

ま
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

研
究

対
象

と
な

っ
て

い
る

事
例

に
関

し
、

解
析

方
法

や
、

関
連

す
る

医
学

倫
理

的
問

題
に

つ
い

て
討

論
す

る
。
 

T
h
e
 m

ai
n
 p

u
rp

o
se

 i
s 

to
 l
e
ar

n
 g

e
n
e
ra

l 
kn

o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

le
ga

l 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

bi
o
e
th

ic
s,

 
i.e

. 
fo

re
n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

bi
o
e
th

ic
s.

 
D

is
c
u
ss

io
n
s 

w
ill

 b
e
 d

o
n
e
 o

n
 s

o
m

e
 c

as
e
 r

e
po

rt
s;

 t
h
e
 r

e
se

ar
c
h
 d

e
si

gn
s 

an
d 

so
m

e
 

re
la

te
d 

to
pi

c
s 

o
n
 m

e
di

c
al

 e
th

ic
s 

w
ill

 a
ls

o
 b

e
 e

xa
m

in
e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
関

連
す

る
資

料
は

適
宜

配
布

す
る

。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

化
学

と
生

物
学

の
基

礎
、

特
に

生
化

学
の

基
礎

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 h
av

e
 l
e
ar

n
e
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
c
h
e
m

si
tr

y 
an

d 
bi

o
lo

gy
, 

e
sp

e
c
ia

lly
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

資
料

は
適

宜
配

布
す

る
。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 n

e
e
de

d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

オ
フ

ィ
ス

・
ア

ワ
ー

を
法

医
・

生
命

倫
理

学
研

究
室

(
基

礎
研

究
棟

二
号

館
1

階
）

に
お

い
て

、
水

曜
日

1
0

時
か

ら
1
2

時
に

設
け

る
。

メ
ー

ル
お

よ
び

Z
o
o
m

 に
よ

る
質

問
も

受
け

付
け

る
。
 

V
is

it
 t

h
e
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

du
ri
n
g 

o
ffi

c
e
 h

o
u
rs

, 
fr

o
m

 1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
. 

Q
u
e
st

io
n
s 

by
 e

-
m

ai
l 
o
r 

Z
o
o
m

 a
re

 a
ls

o
 a

va
ila

bl
e
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

法
医

・
生

命
倫

理
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 L

e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

井
 晃

　
法

医
・

生
命

倫
理

学
教

授
A

ki
ra

 I
S
H

II,
 P

ro
fe

ss
o
r 

an
d 

C
h
ar

ip
e
rs

o
n
 o

f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
7
:0

0
〜

2
0
:0

0
F
ro

m
 1

7
:0

0
 t

o
 2

0
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

 a
 w

h
o
le

 y
e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

法
医

・
生

命
倫

理
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s,

 F
ir
st

 F
lo

o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

法
医

学
の

中
で

も
、

法
医

病
理

学
、

法
中

毒
学

な
い

し
法

医
遺

伝
学

に
お

け
る

基
本

的
知

識
を

学
習

し
た

上
で

、
特

定
の

領
域

に
関

す
る

実
験

を
行

い
、

よ
り

具
体

的
な

知
識

を
習

得
す

る
。
 

ln
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
, 
ba

se
d 

o
n
 f
u
n
da

m
e
n
ta

l 
kn

o
w

le
dg

e
 o

n
 f
o
re

n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 

to
xi

c
o
lo

gy
 o

r 
ge

n
e
ti
c
s,

 f
u
rt

h
e
r 

kn
o
w

le
dg

e
 w

ill
 b

e
 o

bt
ai

n
e
d 

by
 p

e
rf

o
rm

in
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 o
n
 m

o
re

 s
pe

c
ifi

c
 fi

e
ld

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

法
中

毒
領

域
で

は
、

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
(L

C
) 
/
 タ

ン
デ

ム
質

量
分

析
(M

S
/
M

S
)
及

び
関

連
技

術
に

つ
い

て
習

得
す

る
。

法
医

遺
伝

令
領

域
で

は
、

常
染

色
体

・
Y

染
色

体
上

の
、

特
に

リ
ピ

ー
ト

領
域

の
解

析
技

術
、

及
び

様
々

な
ヒ

ト
集

団
の

系
統

遺
伝

学
関

係
の

解
析

方
法

を
習

得
す

る
。
 

In
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
th

e
 a

tt
e
n
da

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 s

ki
lls

 o
f 
liq

u
id

 c
h
ro

m
at

o
gr

ap
h
y/

ta
n
de

m
 m

as
s 

sp
e
c
tr

o
m

e
tr

y 
an

d 
re

la
te

d 
te

c
h
n
iq

u
e
s.

 I
n
 f
o
re

n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s,

 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
an

al
ys

e
s 

u
si

n
g 

D
N

A
 m

ar
ke

rs
, 
e
sp

e
c
ia

lly
 f
o
r 

ta
n
de

m
 a

n
d/

o
r 

in
te

rs
pe

rs
e
d 

re
pe

ti
ti
ve

 r
e
gi

o
n
s 

o
n
 a

u
to

so
m

e
s 

an
d/

o
r 

a 
Y
-
c
h
ro

m
o
so

m
e
 w

ill
 

be
 a

c
h
ie

ve
d 

w
h
ile

 t
h
e
 a

tt
e
n
da

n
ts

 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 a

n
al

yz
e
 p

h
yl

o
ge

n
e
ti
c
 g

e
n
e
ti
c
 

re
la

ti
o
n
sh

ip
 a

m
o
n
g 

va
ri
o
u
s 

po
pu

la
ti
o
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

当
教

室
で

行
わ

れ
る

法
医

解
剖

や
、

法
中

毒
学

な
い

し
法

医
遺

伝
学

の
特

定
の

領
域

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
実

験
を

行
い

、
関

連
す

る
文

献
を

検
索

し
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

理
解

を
深

め
る

。
法

中
毒

領
域

で
は

、
質

量
分

析
技

術
を

用
い

た
ヒ

卜
試

料
中

薬
毒

物
の

新
規

分
析

法
の

開
発

や
、

メ
タ

ボ
ロ

ミ
ク

ス
を

用
い

た
合

成
カ

ン
ナ

ビ
ノ

イ
ド

の
作

用
機

序
の

解
析

や
セ

ロ
ト

ニ
ン

症
候

群
の

病
態

解
析

を
行

う
。

法
医

遺
伝

学
領

域
で

は
、

D
N

A
鑑

定
の

歴
史

・
現

状
に

つ
い

て
実

例
を

通
じ

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

そ
の

問
題

点
を

克
服

す
る

た
め

の
将

来
の

展
望

に
つ

い
て

、
文

献
等

を
参

考
に

し
て

討
論

す
る

。
ま

た
、

法
医

学
的

D
N

A
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

し
た

、
常

染
色

体
・

Y
染

色
体

上
の

D
N

A
マ

ー
カ

ー
の

集
団

遺
伝

学
的

解
析

を
行

う
。
 

In
 t

h
e
 c

o
u
se

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 o
bt

ai
n
 f
u
rt

h
e
r 

kn
o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

le
ga

l 
m

e
di

c
in

e
 b

y 
di

sc
u
ss

in
g 

c
as

e
s 

au
to

ps
ie

d 
in

 t
h
e
 d

e
pa

rt
m

e
n
t,
 o

r 
fo

c
u
si

n
g 

sp
e
c
ifi

c
 fi

e
ld

s 
o
f 

fo
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
 o

r 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s.

 I
n
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
n
o
ve

l 
m

e
th

o
ds

 
fo

r 
de

te
rm

in
in

g 
dr

u
gs

 o
r 

to
xi

n
s 

in
 h

u
m

an
 b

o
d 

y 
sp

e
c
im

e
n
s 

w
ill

 b
e
 d

e
ve

lo
pe

d;
 

m
e
c
h
an

is
m

s 
an

d 
e
ti
o
lo

gi
e
s 

o
f 
sy

n
th

e
ti
c
 c

an
n
ab

in
o
id

s 
o
r 

se
ro

to
n
in

 s
yn

dr
o
m

e
 w

ill
 

be
 e

xa
m

in
e
d 

by
 m

e
ta

bo
lo

m
ic

s.
 I
n
 f
o
re

n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s,

 a
ft

e
r 

th
e
 h

is
to

ry
 a

n
d 

pr
e
se

n
t 

si
tu

at
io

n
 o

f 
D

N
A

 p
ro

fil
in

g 
in

 t
h
is

 fi
e
ld

 w
it
h
 s

o
m

e
 a

c
tu

al
 c

as
e
s 

ar
e
 l
e
ar

n
e
d,

 t
h
e
 

fu
tu

re
 p

ro
sp

e
c
ts

 t
o
 d

is
so

lv
e
 t

h
e
 p

ro
bl

e
m

s 
w

it
h
 r

e
fe

re
n
c
e
s 

w
ill

 b
e
 d

is
c
u
ss

e
d.

 
P

o
pu

la
ti
o
n
 g

e
n
e
ti
c
al

 a
n
al

ys
e
s 

w
it
h
 t

h
e
 d

at
ab

as
e
s 

o
f 
fo

re
n
si

c
 D

N
A

 m
ar

ke
rs

 o
n
 

au
to

so
m

e
s 

an
d 

Y
 c

h
ro

m
o
so

m
e
 w

ill
 b

e
 p

e
rf

o
rm

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
関

連
す

る
資

料
は

適
宜

配
布

す
る

。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

化
学

と
生

物
学

の
基

礎
、

特
に

生
化

学
の

基
礎

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 h
av

e
 l
e
ar

n
e
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
c
h
e
m

si
tr

y 
an

d 
bi

o
lo

gy
, 

e
sp

e
c
ia

lly
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

資
料

は
適

宜
配

布
す

る
。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

オ
フ

ィ
ス

・
ア

ワ
ー

を
法

医
・

生
命

倫
理

学
研

究
室

(
基

礎
研

究
棟

二
号

館
1

階
）

に
お

い
て

、
水

曜
日

1
0

時
か

ら
1
2

時
に

設
け

る
。
 

V
is

it
 t

h
e
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

du
ri
n
g 

o
ffi

c
e
 h

o
u
rs

, 
fr

o
m

 1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-76-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

法
医

・
生

命
倫

理
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 L

e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

井
 晃

　
法

医
・

生
命

倫
理

学
教

授
 

A
ki

ra
 I
S
H

II,
 P

ro
fe

ss
o
r 

an
d 

C
h
ar

ip
e
rs

o
n
 o

f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

F
ro

m
 9

:0
0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

 a
 w

h
o
le

 y
e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

法
医

・
生

命
倫

理
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s,

 F
ir
st

 F
lo

o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

法
に

関
係

す
る

医
学

と
し

て
の

法
医

学
及

び
生

命
倫

理
学

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
学

び
、

理
解

す
る

。
特

に
、

本
研

究
室

の
主

な
研

究
領

域
で

あ
る

法
中

毒
学

及
び

人
類

遺
伝

学
に

つ
い

て
、

包
括

的
に

理
解

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

す
る

。
T
h
e
 m

ai
n
 p

u
rp

o
se

 i
s 

to
 l
e
ar

n
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

c
o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 t
h
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
le

ga
l 

m
e
di

c
in

e
 a

n
d 

bi
o
e
th

ic
s,

 i
.e

. 
fo

re
n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

bi
o
e
th

ic
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
) 
法

医
解

剖
と

法
医

鑑
定

に
必

要
な

事
項

を
説

明
で

き
る

。
 

2
) 
法

医
中

毒
学

の
基

礎
的

知
識

を
習

得
し

、
特

に
質

量
分

析
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

 
3
) 
法

医
遺

伝
学

の
基

礎
を

理
解

す
る

こ
と

。
 

4
) 
生

命
倫

理
学

の
基

礎
的

概
念

を
説

明
で

き
る

こ
と

。
 

S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
it
e
m

s.
 

1
) 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

la
in

 f
o
re

n
si

c
 a

u
to

ps
ie

s 
an

d 
it
e
m

s 
n
e
c
e
ss

ac
y 

fo
r 

pe
rf

o
rm

in
g 

au
to

ps
ie

s.
2
) 
 S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 o

bt
ai

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

n
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
 a

n
d 

u
n
de

rs
ta

n
d 

m
as

s 
sp

e
c
tr

o
m

e
tr

ic
 t

e
c
n
iq

u
e
s.

3
) 
S
tu

de
n
ts

 n
e
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
fo

re
n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s.

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
   

4
) 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

la
in

 t
h
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
ba

si
c
 i
de

as
 o

f 
bi

o
e
th

ic
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

法
医

学
及

び
生

命
倫

理
学

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
す

る
。

法
医

病
理

学
、

法
中

毒
学

、
人

類
遺

伝
学

及
び

生
命

倫
理

学
が

中
心

と
な

る
が

、
関

連
諸

分
野

も
含

ま
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

研
究

対
象

と
な

っ
て

い
る

事
例

に
関

し
、

解
析

方
法

や
、

関
連

す
る

医
学

倫
理

的
問

題
に

つ
い

て
討

論
す

る
。
 

T
h
e
 m

ai
n
 p

u
rp

o
se

 i
s 

to
 l
e
ar

n
 g

e
n
e
ra

l 
kn

o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

le
ga

l 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

bi
o
e
th

ic
s,

 
i.e

. 
fo

re
n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s 

an
d 

bi
o
e
th

ic
s.

 
D

is
c
u
ss

io
n
s 

w
ill

 b
e
 d

o
n
e
 o

n
 s

o
m

e
 c

as
e
 r

e
po

rt
s;

 t
h
e
 r

e
se

ar
c
h
 d

e
si

gn
s 

an
d 

so
m

e
 

re
la

te
d 

to
pi

c
s 

o
n
 m

e
di

c
al

 e
th

ic
s 

w
ill

 a
ls

o
 b

e
 e

xa
m

in
e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
関

連
す

る
資

料
は

適
宜

配
布

す
る

。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

化
学

と
生

物
学

の
基

礎
、

特
に

生
化

学
の

基
礎

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 h
av

e
 l
e
ar

n
e
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
c
h
e
m

si
tr

y 
an

d 
bi

o
lo

gy
, 

e
sp

e
c
ia

lly
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

資
料

は
適

宜
配

布
す

る
。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 n

e
e
de

d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

オ
フ

ィ
ス

・
ア

ワ
ー

を
法

医
・

生
命

倫
理

学
研

究
室

(
基

礎
研

究
棟

二
号

館
1

階
）

に
お

い
て

、
水

曜
日

1
0

時
か

ら
1
2

時
に

設
け

る
。

メ
ー

ル
お

よ
び

Z
o
o
m

 に
よ

る
質

問
も

受
け

付
け

る
。
 

V
is

it
 t

h
e
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

du
ri
n
g 

o
ffi

c
e
 h

o
u
rs

, 
fr

o
m

 1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
. 

Q
u
e
st

io
n
s 

by
 e

-
m

ai
l 
o
r 

Z
o
o
m

 a
re

 a
ls

o
 a

va
ila

bl
e
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

法
医

・
生

命
倫

理
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 L

e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

井
 晃

　
法

医
・

生
命

倫
理

学
教

授
A

ki
ra

 I
S
H

II,
 P

ro
fe

ss
o
r 

an
d 

C
h
ar

ip
e
rs

o
n
 o

f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
7
:0

0
〜

2
0
:0

0
F
ro

m
 1

7
:0

0
 t

o
 2

0
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

 a
 w

h
o
le

 y
e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
1

階
　

法
医

・
生

命
倫

理
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
L
e
ga

l 
M

e
di

c
in

e
 a

n
d 

B
io

e
th

ic
s,

 F
ir
st

 F
lo

o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

法
医

学
の

中
で

も
、

法
医

病
理

学
、

法
中

毒
学

な
い

し
法

医
遺

伝
学

に
お

け
る

基
本

的
知

識
を

学
習

し
た

上
で

、
特

定
の

領
域

に
関

す
る

実
験

を
行

い
、

よ
り

具
体

的
な

知
識

を
習

得
す

る
。
 

ln
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
, 
ba

se
d 

o
n
 f
u
n
da

m
e
n
ta

l 
kn

o
w

le
dg

e
 o

n
 f
o
re

n
si

c
 p

at
h
o
lo

gy
, 
fo

re
n
si

c
 

to
xi

c
o
lo

gy
 o

r 
ge

n
e
ti
c
s,

 f
u
rt

h
e
r 

kn
o
w

le
dg

e
 w

ill
 b

e
 o

bt
ai

n
e
d 

by
 p

e
rf

o
rm

in
g 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 o
n
 m

o
re

 s
pe

c
ifi

c
 fi

e
ld

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

法
中

毒
領

域
で

は
、

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
(L

C
) 
/
 タ

ン
デ

ム
質

量
分

析
(M

S
/
M

S
)
及

び
関

連
技

術
に

つ
い

て
習

得
す

る
。

法
医

遺
伝

令
領

域
で

は
、

常
染

色
体

・
Y

染
色

体
上

の
、

特
に

リ
ピ

ー
ト

領
域

の
解

析
技

術
、

及
び

様
々

な
ヒ

ト
集

団
の

系
統

遺
伝

学
関

係
の

解
析

方
法

を
習

得
す

る
。
 

In
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
th

e
 a

tt
e
n
da

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 s

ki
lls

 o
f 
liq

u
id

 c
h
ro

m
at

o
gr

ap
h
y/

ta
n
de

m
 m

as
s 

sp
e
c
tr

o
m

e
tr

y 
an

d 
re

la
te

d 
te

c
h
n
iq

u
e
s.

 I
n
 f
o
re

n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s,

 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
an

al
ys

e
s 

u
si

n
g 

D
N

A
 m

ar
ke

rs
, 
e
sp

e
c
ia

lly
 f
o
r 

ta
n
de

m
 a

n
d/

o
r 

in
te

rs
pe

rs
e
d 

re
pe

ti
ti
ve

 r
e
gi

o
n
s 

o
n
 a

u
to

so
m

e
s 

an
d/

o
r 

a 
Y
-
c
h
ro

m
o
so

m
e
 w

ill
 

be
 a

c
h
ie

ve
d 

w
h
ile

 t
h
e
 a

tt
e
n
da

n
ts

 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 a

n
al

yz
e
 p

h
yl

o
ge

n
e
ti
c
 g

e
n
e
ti
c
 

re
la

ti
o
n
sh

ip
 a

m
o
n
g 

va
ri
o
u
s 

po
pu

la
ti
o
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

当
教

室
で

行
わ

れ
る

法
医

解
剖

や
、

法
中

毒
学

な
い

し
法

医
遺

伝
学

の
特

定
の

領
域

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
実

験
を

行
い

、
関

連
す

る
文

献
を

検
索

し
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

理
解

を
深

め
る

。
法

中
毒

領
域

で
は

、
質

量
分

析
技

術
を

用
い

た
ヒ

卜
試

料
中

薬
毒

物
の

新
規

分
析

法
の

開
発

や
、

メ
タ

ボ
ロ

ミ
ク

ス
を

用
い

た
合

成
カ

ン
ナ

ビ
ノ

イ
ド

の
作

用
機

序
の

解
析

や
セ

ロ
ト

ニ
ン

症
候

群
の

病
態

解
析

を
行

う
。

法
医

遺
伝

学
領

域
で

は
、

D
N

A
鑑

定
の

歴
史

・
現

状
に

つ
い

て
実

例
を

通
じ

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

そ
の

問
題

点
を

克
服

す
る

た
め

の
将

来
の

展
望

に
つ

い
て

、
文

献
等

を
参

考
に

し
て

討
論

す
る

。
ま

た
、

法
医

学
的

D
N

A
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

し
た

、
常

染
色

体
・

Y
染

色
体

上
の

D
N

A
マ

ー
カ

ー
の

集
団

遺
伝

学
的

解
析

を
行

う
。
 

In
 t

h
e
 c

o
u
se

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 o
bt

ai
n
 f
u
rt

h
e
r 

kn
o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

le
ga

l 
m

e
di

c
in

e
 b

y 
di

sc
u
ss

in
g 

c
as

e
s 

au
to

ps
ie

d 
in

 t
h
e
 d

e
pa

rt
m

e
n
t,
 o

r 
fo

c
u
si

n
g 

sp
e
c
ifi

c
 fi

e
ld

s 
o
f 

fo
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
 o

r 
h
u
m

an
 g

e
n
e
ti
c
s.

 I
n
 f
o
re

n
si

c
 t

o
xi

c
o
lo

gy
, 
n
o
ve

l 
m

e
th

o
ds

 
fo

r 
de

te
rm

in
in

g 
dr

u
gs

 o
r 

to
xi

n
s 

in
 h

u
m

an
 b

o
d 

y 
sp

e
c
im

e
n
s 

w
ill

 b
e
 d

e
ve

lo
pe

d;
 

m
e
c
h
an

is
m

s 
an

d 
e
ti
o
lo

gi
e
s 

o
f 
sy

n
th

e
ti
c
 c

an
n
ab

in
o
id

s 
o
r 

se
ro

to
n
in

 s
yn

dr
o
m

e
 w

ill
 

be
 e

xa
m

in
e
d 

by
 m

e
ta

bo
lo

m
ic

s.
 I
n
 f
o
re

n
si

c
 g

e
n
e
ti
c
s,

 a
ft

e
r 

th
e
 h

is
to

ry
 a

n
d 

pr
e
se

n
t 

si
tu

at
io

n
 o

f 
D

N
A

 p
ro

fil
in

g 
in

 t
h
is

 fi
e
ld

 w
it
h
 s

o
m

e
 a

c
tu

al
 c

as
e
s 

ar
e
 l
e
ar

n
e
d,

 t
h
e
 

fu
tu

re
 p

ro
sp

e
c
ts

 t
o
 d

is
so

lv
e
 t

h
e
 p

ro
bl

e
m

s 
w

it
h
 r

e
fe

re
n
c
e
s 

w
ill

 b
e
 d

is
c
u
ss

e
d.

 
P

o
pu

la
ti
o
n
 g

e
n
e
ti
c
al

 a
n
al

ys
e
s 

w
it
h
 t

h
e
 d

at
ab

as
e
s 

o
f 
fo

re
n
si

c
 D

N
A

 m
ar

ke
rs

 o
n
 

au
to

so
m

e
s 

an
d 

Y
 c

h
ro

m
o
so

m
e
 w

ill
 b

e
 p

e
rf

o
rm

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
関

連
す

る
資

料
は

適
宜

配
布

す
る

。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

化
学

と
生

物
学

の
基

礎
、

特
に

生
化

学
の

基
礎

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 h
av

e
 l
e
ar

n
e
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
c
h
e
m

si
tr

y 
an

d 
bi

o
lo

gy
, 

e
sp

e
c
ia

lly
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

資
料

は
適

宜
配

布
す

る
。
 

M
at

e
ri
al

s 
w

iil
 b

e
 p

ro
vi

de
d 

as
 a

pp
ro

pr
ia

te

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns

オ
フ

ィ
ス

・
ア

ワ
ー

を
法

医
・

生
命

倫
理

学
研

究
室

(
基

礎
研

究
棟

二
号

館
1

階
）

に
お

い
て

、
水

曜
日

1
0

時
か

ら
1
2

時
に

設
け

る
。
 

V
is

it
 t

h
e
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

du
ri
n
g 

o
ffi

c
e
 h

o
u
rs

, 
fr

o
m

 1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

環
境

労
働

衛
生

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 O

c
c
u
pa

ti
o
n
al

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
H

e
al

th

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

藤
昌

志
　

 K
A

T
O

 M
as

as
h
i 
/
 環

境
労

働
衛

生
学

教
授

　
 P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
  
毎

週
月

曜
日

 1
3
:0

0
～

1
5
:0

0
 

1
3
:0

0
-
1
5
:0

0
 o

n
 M

o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
7

階
　

環
境

労
働

衛
生

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
O

c
c
u
pa

ti
o
n
al

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
H

e
al

th
, 
7
F
 i
n
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

分
子

生
物

学
の

基
礎

を
学

習
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ま
ず

、
分

子
生

物
学

の
基

礎
を

学
習

す
る

。
さ

ら
に

、
環

境
労

働
因

子
が

分
子

機
能

を
修

飾
し

て
、

悪
性

腫
瘍

や
神

経
疾

患
を

誘
発

す
る

機
構

を
学

習
す

る
。

ま
た

、
疫

学
調

査
を

含
む

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

研
究

の
基

礎
知

識
を

学
習

す
る

。
 

F
ir
st

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
. 
T
h
e
n
, 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 f
o
r 

m
al

ig
n
an

t 
tu

m
o
rs

 a
n
d 

n
e
u
ra

l 
di

se
as

e
s 

in
du

c
e
d 

by
 e

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
an

d 
o
c
c
u
pa

ti
o
n
al

 f
ac

to
rs

. 
S
tu

de
n
ts

 w
ill

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

 
kn

o
w

le
dg

e
 o

f 
fie

ld
w

o
rk

 i
n
c
lu

di
n
g 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

dy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

培
養

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

、
P

C
R

、
免

疫
組

織
染

色
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
飼

育
管

理
等

の
基

本
知

識
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

H
P

L
C

、
IC

P
-
M

S
、

G
C

-
M

S
等

の
先

端
機

器
を

用
い

た
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

知
識

も
学

習
す

る
。

さ
ら

に
、

希
望

者
は

、
疫

学
調

査
の

基
本

知
識

を
学

習
で

き
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
s 

o
f 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
im

m
u
n
o
bl

o
t 

an
d 

P
C

R
, 

im
m

u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
m

an
ag

e
m

e
n
t 

o
f 
ge

n
e
ti
c
al

ly
-
m

o
di

fie
d 

m
ic

e
. 
S
tu

de
n
ts

 
w

ill
 a

ls
o
 l
e
ar

n
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
m

o
n
it
o
ri
n
g 

u
si

n
g 

ad
va

n
c
e
d 

e
qu

ip
m

e
n
ts

 
su

c
h
 a

s 
H

P
L
C

, 
IC

P
-
M

S
 a

n
d 

G
C

-
M

S
. 
M

o
re

o
ve

r,
 i
t 

is
 p

o
ss

ib
le

 t
o
 l
e
ar

n
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

dy
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

講
義

・
演

習
に

対
す

る
取

り
組

み
や

科
学

的
知

識
・

技
術

の
レ

ベ
ル

を
総

合
的

に
判

断
し

て
評

価
す

る
。
 

G
ra

de
s 

w
ill

 b
e 

co
m

pr
eh

en
si

ve
ly

 e
va

lu
at

ed
 b

y 
le

ve
ls

 o
f 
sc

ie
nt

ifi
c 

sk
ill

 a
nd

 k
no

w
le

dg
e
 

an
d 

ap
pr

o
ac

h
 f
o
r 

th
e
 l
e
c
tu

re
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
e
.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

環
境

労
働

衛
生

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 O

c
c
u
pa

ti
o
n
al

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
H

e
al

th

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

藤
昌

志
　

 K
A

T
O

 M
as

as
h
i 
/
 環

境
労

働
衛

生
学

教
授

 　
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
　

9
:0

0
～

1
2
:0

0
 

9
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

n
 M

o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
7

階
　

環
境

労
働

衛
生

学
教

室
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
O

c
c
u
pa

ti
o
n
al

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
H

e
al

th
, 
7
F
 i
n
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

と
分

子
生

物
学

研
究

の
両

方
を

学
習

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

sk
ill

 f
o
r 

fie
ld

w
o
rk

 a
n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

と
分

子
生

物
学

研
究

の
両

方
を

学
習

し
、

環
境

労
働

因
子

に
よ

り
誘

発
さ

れ
る

疾
患

の
分

子
機

構
を

解
析

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

sk
ill

 f
o
r 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 a

s 
w

e
ll 

as
 fi

e
ld

w
o
rk

 
in

c
lu

di
n
g 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

. 
F
in

al
 g

o
al

 o
f 
st

u
de

n
ts

 i
s 

to
 a

n
al

yz
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
fo

r 
di

se
as

e
s 

in
du

c
e
d 

by
 e

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
an

d 
o
c
c
u
pa

ti
o
n
al

 f
ac

to
rs

 
ba

se
d 

o
n
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

sk
ill

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

培
養

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

、
P

C
R

、
免

疫
組

織
染

色
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
飼

育
管

理
等

の
基

本
技

術
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

H
P

L
C

、
IC

P
-
M

S
、

G
C

-
M

S
等

の
先

端
機

器
を

用
い

た
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

技
術

も
学

習
す

る
。

さ
ら

に
、

希
望

者
は

、
疫

学
調

査
の

基
本

技
術

を
学

習
で

き
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
im

m
u
n
o
bl

o
t 

an
d 

P
C

R
, 

im
m

u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
m

an
ag

e
m

e
n
t 

o
f 
ge

n
e
ti
c
al

ly
-
m

o
di

fie
d 

m
ic

e
. 
S
tu

de
n
ts

 w
ill

 
al

so
 l
ea

rn
 t

ec
hn

iq
ue

s 
o
f 
en

vi
ro

nm
en

ta
l 
m

o
ni

to
ri
ng

 u
si

ng
 a

dv
an

ce
d 

eq
ui

pm
en

ts
 s

uc
h
 

as
 H

P
L
C

, 
IC

P
-
M

S
 a

n
d 

G
C

-
M

S
. 
M

o
re

o
ve

r,
 i
t 

is
 p

o
ss

ib
le

 t
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 o

f 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

dy
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

講
義

・
演

習
に

対
す

る
取

り
組

み
や

科
学

的
知

識
・

技
術

の
レ

ベ
ル

を
総

合
的

に
判

断
し

て
評

価
す

る
。
 

G
ra

de
s 

w
ill

 b
e 

co
m

pr
eh

en
si

ve
ly

 e
va

lu
at

ed
 b

y 
le

ve
ls

 o
f 
sc

ie
nt

ifi
c 

sk
ill

 a
nd

 k
no

w
le

dg
e
 

an
d 

ap
pr

o
ac

h
 f
o
r 

th
e
 l
e
c
tu

re
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
e
.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-77-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

予
防

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 P

re
ve

n
ti
ve

 M
e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
若

井
建

志
　

予
防

医
学

教
授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
6

階
　

予
防

医
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

、
分

析
疫

学
研

究
の

概
念

と
方

法
論

を
理

解
す

る
。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

o
n
c
e
pt

 a
n
d 

m
e
th

o
do

lo
gy

 o
f 
an

al
yt

ic
al

 e
pi

de
m

io
lo

gy
 t

h
ro

u
gh

 
se

m
in

ar
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

横
断

研
究

、
症

例
対

照
研

究
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
介

入
研

究
の

研
究

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
び

、
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

か
ら

推
計

で
き

る
疫

学
指

標
を

理
解

す
る

。
バ

イ
ア

ス
に

対
し

て
、

研
究

デ
ザ

イ
ン

で
の

対
応

と
解

析
時

点
で

の
対

応
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

疫
学

研
究

か
ら

得
ら

れ
た

結
果

を
ど

の
よ

う
に

疾
病

予
防

に
役

立
て

る
か

を
討

論
す

る
。
 

D
e
si

gn
s 

an
d 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
 m

e
as

u
re

s 
o
f 
c
ro

ss
-
se

c
ti
o
n
al

 s
tu

dy
, 
c
as

e
-
c
o
n
tr

o
l 
st

u
dy

, 
c
o
h
o
rt

 s
tu

dy
, 
an

d 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 s

tu
dy

, 
ar

e
 e

xp
la

in
e
d.

 T
re

at
m

e
n
ts

 a
ga

in
st

 b
ia

se
s 

by
 

st
u
dy

 d
e
si

gn
 a

n
d 

st
at

is
ti
c
al

 a
n
al

ys
is

 a
re

 i
n
tr

o
du

c
e
d.

 H
o
w

 t
o
 u

se
 t

h
e
 fi

n
di

n
gs

 o
f 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
 s

tu
di

e
s 

fo
r 

di
se

as
e
 p

re
ve

n
ti
o
n
 i
s 

di
sc

u
ss

e
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

疫
学

指
標

、
疫

学
研

究
の

基
本

的
デ

ザ
イ

ン
と

疫
学

研
究

か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

解
析

方
法

（
多

変
量

解
析

を
含

む
）

な
ど

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
行

う
。

あ
わ

せ
て

医
学

統
計

学
全

般
に

つ
い

て
も

、
基

礎
的

な
部

分
に

触
れ

る
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 m
e
as

u
re

s,
 a

n
d 

ty
pi

c
al

 d
e
si

gn
s 

an
d 

st
at

is
ti
c
al

 
an

al
ys

is
 o

f 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

di
e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

m
u
lt
iv

ar
ia

te
 a

n
al

ys
is

. 
L
e
c
tu

re
s 

o
n
 

ba
si

c
 m

e
di

c
al

 s
ta

ti
st

ic
s 

w
ill

 a
ls

o
 b

e
 p

ro
vi

de
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

予
防

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

re
ve

n
ti
ve

 M
e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
若

井
建

志
　

予
防

医
学

教
授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
6

階
　

予
防

医
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

実
践

を
通

じ
て

、
分

析
疫

学
研

究
の

概
念

と
方

法
論

を
理

解
す

る
。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

o
n
c
e
pt

 a
n
d 

m
e
th

o
do

lo
gy

 o
f 
an

al
yt

ic
al

 e
pi

de
m

io
lo

gy
 t

h
ro

u
gh

 
pr

ac
ti
c
e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
つ

以
上

の
疫

学
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

、
デ

ー
タ

解
析

方
法

を
理

解
し

、
研

究
成

果
を

学
会

発
表

ま
た

は
論

文
と

し
て

公
表

す
る

。
ま

た
疫

学
研

究
参

加
者

へ
の

説
明

と
同

意
を

体
験

し
、

問
題

点
を

理
解

す
る

。
 

A
pp

ic
an

ts
 a

re
 r

e
qu

re
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 d

e
si

gn
 a

n
d 

da
ta

 a
n
al

ys
is

 o
f 
at

 l
e
as

t 
o
n
e
 e

pi
de

m
io

lo
gi

c
al

 s
tu

dy
. 
T
h
e
y 

ar
e
 e

xp
e
c
te

d 
to

 p
re

se
n
t 

fin
di

n
gs

 o
f 
th

e
 s

tu
dy

 i
n
 

a 
si

e
n
ti
fic

 m
e
e
ti
n
g 

o
r 

in
 a

 j
o
u
rn

al
 a

rt
ic

le
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
st

u
de

n
ts

 a
re

 r
e
qu

e
st

e
d 

to
 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
 t

h
e
 p

ro
c
e
ss

 o
f 
in

fo
rm

e
d 

c
o
n
se

n
t 

in
 a

 r
e
al

 e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

dy
 a

n
d 

to
 

u
n
de

rs
ta

n
d 

re
le

va
n
t 

is
su

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
当

教
室

で
実

施
さ

れ
て

い
る

横
断

研
究

、
症

例
対

照
研

究
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

に
参

加
す

る
か

、
独

自
の

研
究

を
デ

ザ
イ

ン
し

実
施

す
る

。
 

T
h
e
 p

ar
ti
c
ip

at
io

n
 i
n
 a

 c
ro

ss
-
se

c
ti
o
n
al

 s
tu

dy
, 
a 

c
as

e
-
c
o
n
tr

o
l 
st

u
dy

, 
o
r 

a 
c
o
h
o
rt

 
st

u
dy

 s
tu

dy
 c

o
n
du

c
te

d 
at

 t
h
e
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

is
 r

e
qu

e
st

e
d.

 O
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 b
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at
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習
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デ
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 c
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h
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 C
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 b
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 C
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c
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習
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c
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概
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 c
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c
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介

入
研

究
の

研
究

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
び

、
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

か
ら

推
計

で
き

る
疫

学
指

標
を
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に
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、
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イ
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。
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デ
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。
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。
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イ
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研
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を
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す
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。
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n
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療
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rv

ie
w

 t
h
e
 c

o
n
c
e
pt

 a
n
d 

is
su

e
s 

o
f 
pu

bl
ic

 
h
e
al

th
 a

n
d 

h
e
al

th
 s

ys
te

m
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

保
健

医
療

状
況

と
そ

の
変

遷
、

生
活

習
慣

病
や

感
染

症
な

ど
の

疫
学

と
予

防
対

策
、

健
康

に
影

響
を

及
ぼ

す
社

会
的

要
因

、
健

康
管

理
、

健
康

に
関

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

保
健

医
療

シ
ス

テ
ム

、
保

健
医

療
政

策
、

地
域

保
健

医
療

な
ど

の
、

日
本

国
内

及
び

世
界

の
状

況
と

動
向

に
関

し
て

理
解

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
: 
h
e
al

th
 s

it
u
at

io
n
 a

n
d 

tr
e
n
ds

 i
n
 J

ap
an

 a
n
d 

th
e
 w

o
rl
d;

 
e
pi

de
m

io
lo

gy
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l 
o
f 
c
o
m

m
u
n
ic

ab
le

 a
n
d 

n
o
n
-
c
o
m

m
u
n
ic

ab
le

 d
is

e
as

e
s;

 s
o
c
ia

l 
de

te
rm

in
an

ts
 o

f 
h
e
al

th
; 
h
e
al

th
 c

ar
e
 m

an
ag

e
m

e
n
t;
 h

e
al

th
 c

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
; 
h
e
al

th
 

sy
st

e
m

s;
 h

e
al

th
 p

o
lic

ie
s;

 c
o
m

m
u
n
it
y 

h
e
al

th
; 
e
tc

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

論
文

抄
読

会
、

集
中

講
義

、
討

論
、

各
分

野
の

専
門

家
と

の
双

方
向

授
業

を
実

施
す

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
n
c
lu

de
s 

jo
u
rn

al
 c

lu
b,

 i
n
te

n
si

ve
 l
e
c
tu

re
s,

 c
la

ss
 r

o
o
m

 d
is

c
u
ss

io
n
, 
an

d 
in

te
ra

c
ti
ve

 o
n
lin

e
 d

is
c
u
ss

io
n
s 

w
it
h
 p

u
bl

ic
 h

e
al

th
 p

ro
fe

ss
io

n
al

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

国
際

保
健

医
療

学
・

公
衆

衛
生

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
 a

n
d 

H
e
al

th
 S

ys
te

m
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
国

際
保

健
医

療
学

・
公

衆
衛

生
学

分
野

　
教

授
　

八
谷

寛
 

Y
A

T
S
U

Y
A

 H
ir
o
sh

i, 
P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

u
bl

ic
 H

e
al

th
 a

n
d 

H
e
al

th
 S

ys
te

m
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
(
前

期
・

後
期

)　
毎

週
 火

・
木

曜
 1

4
:0

0
〜

1
5
:3

0
 

1
4
:0

0
-
1
5
:3

0
 e

ve
ry

 T
u
e
sd

ay
, 
T
h
u
rs

da
y;

 a
ll 

se
m

e
st

e
rs

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
7

階
　

国
際

保
健

医
療

学
・

公
衆

衛
生

学
 

D
pt

 o
f 
P

u
bl

ic
 H

e
al

th
 a

n
d 

H
e
al

th
 S

ys
te

m
s,

 7
 F

, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

国
内

外
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ヘ

ル
ス

の
課

題
に

つ
い

て
科

学
的

に
調

査
・

分
析

す
る

た
め

に
必

要
な

基
本

的
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

e
lp

 g
ai

n
 t

h
e
 b

as
ic

 s
ki

lls
 w

it
h
 w

h
ic

h
 t

h
e
 l
e
ar

n
e
rs

 c
o
n
du

c
t 

sc
ie

n
ti
fic

 r
e
se

ar
c
h
e
s 

in
 g

lo
ba

l 
h
e
al

th
 i
ss

u
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

日
本

国
内

及
び

開
発

途
上

国
の

現
場

で
の

調
査

・
研

究
・

公
衆

衛
生

活
動

を
進

め
る

基
盤

と
な

る
、

各
種

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

、
統

計
学

的
及

び
質

的
分

析
方

法
、

研
究

計
画

の
立

案
･

実
施

、
論

文
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
作

成
方

法
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 l
e
ar

n
 m

e
th

o
do

lo
gi

e
s 

o
f 
da

ta
 c

o
lle

c
ti
o
n
, 
st

at
is

ti
c
al

 a
n
d 

qu
al

it
at

iv
e
 a

n
al

ys
e
s,

 r
e
se

ar
c
h
 d

e
si

gn
 a

n
d 

lo
gi

st
ic

s 
m

an
ag

e
m

e
n
t,
 p

re
pa

ra
ti
o
n
 o

f 
sc

ie
n
ti
fic

 p
ap

e
rs

 a
n
d 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
s,

 a
s 

a 
ba

si
s 

o
f 
im

pl
e
m

e
n
ti
n
g 

fie
ld

 s
u
rv

e
ys

 a
n
d 

re
se

ar
c
h
e
s,

 a
n
d 

pu
bl

ic
 h

e
al

th
 a

c
ti
vi

ti
e
s 

in
 J

ap
an

 a
n
d 

de
ve

lo
pi

n
g 

c
o
u
n
tr

ie
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

各
種

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

、
統

計
学

的
及

び
質

的
分

析
方

法
、

研
究

計
画

の
立

案
･

実
施

、
論

文
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
作

成
方

法
な

ど
に

つ
い

て
学

ん
で

試
み

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
e
 m

e
th

o
do

lo
gi

e
s 

o
f 
da

ta
 c

o
lle

c
ti
o
n
, 
st

at
is

ti
c
al

 a
n
d 

qu
al

it
at

iv
e
 a

n
al

ys
e
s,

 r
e
se

ar
c
h
 d

e
si

gn
 a

n
d 

lo
gi

st
ic

s 
m

an
ag

e
m

e
n
t,
 p

re
pa

ra
ti
o
n
 o

f 
sc

ie
n
ti
fic

 p
ap

e
rs

 a
n
d 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-79-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

医
療

行
政

学
セ

ミ
ナ

ー
S
e
m

in
ar

 o
n
 H

e
al

th
c
ar

e
 A

dm
in

is
tr

at
io

n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

本
英

子
　

医
療

行
政

学
教

授
E
ik

o
 Y

am
am

o
to

, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

e
al

th
c
ar

e
 A

dm
in

is
tr

at
io

n

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0
1
6
:0

0
-
1
8
:0

0
 o

f 
T
h
u
rs

da
y 

th
o
u
gh

o
u
t 

th
e
 a

c
ad

e
m

ic
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
2

号
館

　
7

階
　

医
療

行
政

学
教

授
室

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

e
al

th
c
ar

e
 A

dm
in

is
tr

at
io

n
 a

t 
th

e
 7

th
 fl

o
o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

で
は

各
国

の
医

療
行

政
シ

ス
テ

ム
を

理
解

し
、

そ
の

問
題

点
を

把
握

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 a
im

e
s 

to
 o

ve
rv

ie
w

 h
e
al

th
c
ar

e
 a

dm
in

is
tr

at
io

n
 s

ys
te

m
s 

in
 t

h
e
 w

o
rl
d,

 
an

d 
id

e
n
ti
fy

 t
h
e
 p

ro
bl

e
m

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

母
国

の
医

療
行

政
シ

ス
テ

ム
を

理
解

し
、

そ
の

問
題

点
が

指
摘

で
き

る
。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 h

e
al

th
c
ar

e
 a

dm
in

is
tr

at
io

n
 s

ys
te

m
 o

f 
m

o
th

e
r 

c
o
u
n
tr

y,
 a

n
d 

to
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 p

o
in

t 
th

e
 p

ro
bl

e
m

s 
in

 t
h
e
 s

ys
te

m
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

当
教

室
で

は
ヤ

ン
グ

・
リ

ー
ダ

ー
ズ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
い

う
文

部
科

学
省

の
医

療
行

政
修

士
コ

ー
ス

を
担

当
し

て
い

る
。

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
こ

の
コ

ー
ス

に
参

加
す

る
ア

ジ
ア

の
厚

生
省

か
ら

の
学

生
と

共
に

、
日

本
及

び
世

界
の

医
療

の
現

状
と

政
策

に
つ

い
て

学
習

し
議

論
す

る
。
 

O
u
r 

de
pa

rt
m

e
n
t 

is
 i
n
 c

h
ar

ge
 o

f 
a 

m
as

te
r 

c
o
u
rs

e
 o

n
 h

e
al

th
 a

dm
in

is
tr

at
io

n
 n

am
e
d 

Y
o
u
n
g 

L
e
ad

e
rs

' 
P

ro
gr

am
 s

u
pp

o
rt

e
d 

by
 t

h
e
 M

in
is

tr
y 

o
f 
E
du

c
at

io
n
, 
C

u
lt
u
re

, 
S
po

rt
s,

 
S
c
ie

n
c
e
 a

n
d 

T
e
c
h
n
o
lo

gy
, 
J
ap

an
. 
T
h
is

 s
e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
th

e
 o

c
c
as

io
n
s 

to
 s

tu
dy

 a
n
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 a

c
tu

al
 h

e
al

th
c
ar

e
 a

n
d 

st
ra

te
gi

e
s 

o
f 
J
ap

an
 a

n
d 

th
e
 o

th
e
r 

c
o
u
n
tr

ie
s,

 
w

it
h
 t

h
e
 Y

o
u
n
g 

L
e
ad

e
rs

' 
P

ro
gr

am
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

, 
o
ffi

c
e
rs

 o
f 
th

e
 M

in
is

tr
y 

o
f 
H

e
al

th
 i
n
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c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

わ
が

国
お

よ
び

海
外

の
医

療
に

関
す

る
問

題
を

把
握

し
、

解
決

案
を

立
案

す
る

能
力

を
高

め
る

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 d

e
ve

lo
p 

ab
ili

ty
 t

o
 i
de

n
ti
fy

 a
n
d 

so
lv

e
 t

h
e
 p

ro
bl

e
m

s 
o
n
 

h
e
al

th
c
ar

e
 i
n
 J

ap
an

 o
r 

th
e
 o

th
e
r 

c
o
u
n
tr

ie
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

母
国

の
医

療
に

関
す

る
問

題
を

把
握

し
、

解
決

案
を

立
案

す
る

。
 

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 i
de

n
ti
fy

 a
 p

ro
bl

m
e
 o

n
 h

e
al

th
c
ar

e
 s

e
rv

ic
e
s 

o
f 
m

o
th

e
r 

c
o
u
n
tr

y,
 a

n
d 

to
 m

ak
e
 a

 s
o
lu

ti
o
n
 o

f 
th

e
 p

ro
bl

e
m

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

既
存

の
資

料
に

基
づ

き
、

わ
が

国
お

よ
び

海
外

の
医

療
に

関
す

る
問

題
の

解
決

案
を

作
成

す
る

。
更

に
、

可
能

な
場

合
に

は
、

医
療

ま
た

は
そ

れ
を

取
り

巻
く
状

況
を

把
握

す
る

た
め

に
、

調
査

を
実

施
す

る
機

会
を

提
供

す
る

。
 

T
h
e
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

 a
re

 r
e
qu

e
st

e
d 

to
 m

ak
e
 a

 p
ro

po
sa

l 
to

 s
o
lv

e
 t

h
e
 p

ro
bl

e
m

s 
o
n
 

h
e
al

th
c
ar

e
 i
n
 J

ap
an

 o
r 

th
e
 o

th
e
r 

c
o
u
n
tr

ie
s,

 b
as

e
d 

o
n
 a

c
c
u
m

u
la

te
d 

da
ta

. 
F
u
rt

h
e
r,
 

th
e
 o

c
c
as

io
n
s 

ar
e
 p

ro
vi

de
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

su
rv

e
ys

 t
o
 r

e
al

iz
e
 t

h
e
 a

c
tu

al
 c

o
n
di

ti
o
n
s 

o
n
 

o
r 

su
rr

o
u
n
di

n
g 

h
e
al

th
c
ar

e
, 
if
 p

o
ss

ib
le

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

栄
養

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 H

u
m

an
 N

u
tr

it
io

n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

黒
　

洋
、

山
本

明
子

 
H

ir
o
sh

i 
Is

h
ig

u
ro

, 
A

ki
ko

 Y
am

am
o
to

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

E
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0
 t

h
ro

u
gh

 o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

基
礎

研
究

棟
　

2
階

　
健

康
栄

養
医

学
研

究
室

 
L
ab

o
ra

to
ry

 o
f 
H

u
m

an
 N

u
tr

it
io

n
, 
B

as
ic

 M
e
di

c
al

 R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

栄
養

素
の

消
化

吸
収

機
構

を
、

臓
器

・
細

胞
・

分
子

レ
ベ

ル
で

理
解

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
di

ge
st

io
n
 a

n
d 

ab
so

rp
ti
o
n
 o

f 
n
u
tr

ie
n
ts

 a
t 

m
o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r,
 a

n
d 

o
rg

an
 l
e
ve

ls
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
演

習
の

終
了

時
に

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
摂

食
に

よ
る

膵
液

分
泌

の
調

節
機

構
を

理
解

し
説

明
で

き
る

。
 

2
. 
消

化
管

粘
膜

に
お

け
る

栄
養

素
の

感
知

に
つ

い
て

理
解

し
説

明
で

き
る

。
 

3
. 
 膵

臓
の

難
治

性
疾

患
（
悪

性
腫

瘍
を

除
く
）

の
発

症
機

構
と

遺
伝

的
背

景
を

理
解

し
説

明
で

き
る

。
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

fo
r 

yo
u
 t

o
 p

ic
k 

u
p 

th
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ty
 

by
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
. 

1
. 
 Y
o
u
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 r

e
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
e
xo

c
ri
n
e
 p

an
c
re

at
ic

 
se

c
re

ti
o
n
 b

y 
di

e
t.

2
. 
Y
o
u
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
n
u
tr

ie
n
ts

 s
e
n
si

n
g 

in
 i
n
te

st
in

e
. 

3
. 
 Y
o
u
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
ge

n
e
ti
c
 b

ac
kg

ro
u
n
d 

o
f 

in
tr

ac
ta

bl
e
 d

is
e
as

e
s 

o
f 
th

e
 p

an
c
re

as
 (
e
xc

e
pt

 m
al

ig
n
an

t 
tu

m
o
r)

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
膵

導
管

細
胞

に
お

け
る

上
皮

膜
輸

送
と

重
炭

酸
イ

オ
ン

分
泌

機
構

 
2
. 
膵

腺
房

細
胞

に
お

け
る

細
胞

内
C

a2
+
シ

グ
ナ

リ
ン

グ
と

酵
素

分
泌

機
構

 
3
. 
消

化
管

内
分

泌
細

胞
に

よ
る

栄
養

素
の

感
知

機
構

 
4
. 
嚢

胞
性

線
維

症
の

病
因

、
発

症
機

序
、

病
態

 
5
. 
膵

炎
の

病
態

、
発

症
機

序
、

遺
伝

的
背

景
 

1
. 
E
pi

th
e
lia

l 
tr

an
sp

o
rt

 a
n
d 

bi
c
ar

bo
n
at

e
 s

e
c
re

ti
o
n
 b

y 
pa

n
c
re

at
ic

 d
u
c
t 

c
e
lls

 
2
. 
 In

tr
ac

e
llu

ar
 C

a2
+
 s

ig
n
al

in
g 

an
d 

e
xo

c
yt

o
ti
c
 e

n
zy

m
e
 s

e
c
re

ti
o
n
 b

y 
pa

n
c
re

ra
ti
c
 

ac
in

ar
 c

e
lls

3
. 
N

u
tr

ie
n
ts

 s
e
n
si

n
g 

by
 i
n
te

st
in

al
 e

n
do

c
ri
n
e
 c

e
lls

 
4
. 
G

e
n
e
ti
c
s,

 p
at

h
o
ge

n
e
si

s,
 a

n
d 

pa
th

o
lo

gy
 o

f 
c
ys

ti
c
 fi

br
o
si

s 
5
. 
P

at
h
o
ge

n
e
si

s,
 p

at
h
o
lo

gy
, 
an

d 
ge

n
e
ti
c
 b

ac
kg

ro
u
n
d 

o
f 
pa

n
c
re

at
it
is

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

栄
養

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 H

u
m

an
 N

u
tr

it
io

n

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

黒
　

洋
、

山
本

明
子

 
H

ir
o
sh

i 
Is

h
ig

u
ro

, 
A

ki
ko

 Y
am

am
o
to

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
 

E
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 1

3
:0

0
〜

1
6
:0

0
 t

h
ro

u
gh

 o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

基
礎

研
究

棟
　

2
階

　
健

康
栄

養
医

学
研

究
室

 
L
ab

o
ra

to
ry

 o
f 
H

u
m

an
 N

u
tr

it
io

n
, 
B

as
ic

 M
e
di

c
al

 R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

栄
養

素
の

消
化

吸
収

機
構

を
、

臓
器

・
細

胞
・

分
子

レ
ベ

ル
で

研
究

す
る

た
め

に
必

要
な

実
験

手
法

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e
 i
s 

to
 m

as
te

r 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
sk

ill
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

re
se

ar
c
h
 o

f 
th

e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
di

ge
st

io
n
 a

n
d 

ab
so

rp
ti
o
n
 o

f 
n
u
tr

ie
n
ts

 a
t 

m
o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r,
 a

n
d 

o
rg

an
 l
e
ve

ls
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
演

習
の

終
了

時
に

以
下

の
実

験
手

法
の

理
論

を
理

解
し

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。 

1 .
  細

胞
内

の
各

種
イ

オ
ン

濃
度

の
測

定
の

理
論

を
理

解
し

、
培

養
細

胞
な

ど
を

使
っ

て
実

際
に

pH
や

C
a2+

濃
度

を
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2 .
 上

皮
膜

を
介

す
る

イ
オ

ン
輸

送
の

解
析

に
必

要
な

理
論

を
理

解
し

説
明

で
き

る
。 

3 .
  疾

病
に

関
わ

る
遺

伝
子

バ
リ

ア
ン

ト
の

意
義

を
理

解
し

、
ヒ

ト
の

血
液

サ
ン

プ
ル

を
用

い
て

特
定

の
遺

伝
子

の
バ

リ
ア

ン
ト

を
解

析
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

T
he

 g
oa

l o
f 
th

is
 e

xp
er

im
en

ta
l p

ra
ct

ic
e 

is
 f
or

 y
ou

 t
o 

un
de

rs
ta

nd
 t

he
 b

as
ic

s 
an

d 
pi

ck
 u

p 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

ex
pe

ri
m

en
ta

l s
ki

lls
 b

y 
th

e 
en

d 
of

 t
hi

s 
co

ur
se

.
1.

  Y
ou

 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

ba
si

cs
 f
or

 m
ea

su
re

m
en

t 
of

 in
tr

ac
el

lu
la

r 
io

n 
co

nc
en

tr
at

io
ns

 a
nd

 
ac

tu
al

ly
 m

ea
su

re
 in

tr
ac

el
lu

la
r 

pH
 o

r 
C

a2+
 c

on
ce

nt
ra

ti
on

 in
 s

om
e 

cu
lt
ur

ed
 c

el
ls

.
2.

 Y
ou

 u
nd

er
st

an
d 

an
d 

ex
pl

ai
n 

th
e 

ba
si

cs
 t

o 
an

al
yz

e 
tr

an
se

pi
th

el
ia

l i
on

 t
ra

ns
po

rt
.

3.
  Y

ou
 u

nd
er

st
an

d 
th

e 
si

gn
ifi

ca
nc

e 
of

 g
en

et
ic

s 
in

 h
um

an
 d

is
ea

se
s 

an
d 

an
al

yz
e 

so
m

e 
sp

ec
ifi

c 
ge

ne
s 

us
in

g 
bl

oo
d 

sa
m

pl
es

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
蛍

光
色

素
と

顕
微

鏡
を

用
い

た
細

胞
内

の
各

種
イ

オ
ン

濃
度

の
測

定
方

法
 

2
. 
上

皮
膜

を
介

す
る

イ
オ

ン
輸

送
の

解
析

方
法

 
3
. 
 小

動
物

の
膵

臓
か

ら
、

上
皮

膜
と

し
て

の
極

性
と

重
炭

酸
イ

オ
ン

分
泌

機
能

が
保

た
れ

た
小

膵
管

を
単

離
4
. 
 膵

臓
の

難
治

性
疾

患
（
嚢

胞
性

線
維

症
、

膵
炎

）
の

発
症

に
関

連
す

る
分

子
の

遺
伝

子
バ

リ
ア

ン
ト

の
解

析
1
. 
T
h
e
 b

as
ic

s 
an

d 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 m

e
as

u
re

 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

io
n
 c

o
n
c
e
n
tr

at
io

n
s  

2
. 
T
h
e
 b

as
ic

s 
fo

r 
an

al
ys

is
 o

f 
tr

an
se

pi
th

e
lia

l 
io

n
 t

ra
n
sp

o
rt

 
3
. 
 Is

o
la

te
 o

f 
pa

n
c
re

at
ic

 d
u
c
tu

le
s 

re
ta

in
in

g 
e
pi

th
e
lia

l 
po

la
ri
ty

 a
n
d 

th
e
 a

c
ti
vi

ty
 o

f 
bi

c
ar

bo
n
at

e
 s

e
c
re

ti
o
n

4
. 
 M

e
th

o
do

lo
gy

 t
o
 a

n
al

yz
e
 v

ar
ia

n
ts

 o
f 
th

e
 g

e
n
e
s 

re
la

te
d 

to
 c

ys
ti
c
 fi

bs
o
si

s 
an

d 
pa

n
c
re

at
it
is

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-81-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

ス
ポ

ー
ツ

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 S

po
rt

s 
M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

池
晃

彦
（
総

合
保

健
体

育
科

学
セ

ン
タ

ー
）
 T

e
ru

h
ik

o
 K

o
ik

e
 (
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 

H
e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
sw

s 
an

d 
S
po

rt
s)

　
坂

野
僚

一
（
同

上
）
　

R
yo

ic
h
i 
B

an
n
o
(s

am
e
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
原

則
通

年
、

毎
週

月
曜

日
　

1
7
:0

0
〜

1
9
:0

0
, 
　

A
ll-

ye
ar

, 
M

o
n
da

y 
fr

o
m

 5
pm

 t
o
 7

pm

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

2
階

、
会

議
室

 　
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
e
r 

o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 
F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s,

 2
n
d 

flo
o
r,
 M

e
e
ti
n
g 

ro
o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

研
究

を
遂

行
す

る
上

で
必

要
に

な
る

知
識

の
獲

得
と

問
題

解
決

能
力

を
高

め
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

課
題

に
対

し
て

、
デ

ー
タ

解
析

、
論

文
作

成
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

適
切

に
行

い
、

論
理

的
な

議
論

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

本
研

究
室

は
留

学
生

が
主

体
で

あ
り

、
医

師
以

外
の

学
生

も
多

い
た

め
、

医
学

的
な

知
識

を
深

め
る

こ
と

も
目

的
と

す
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

e
lp

 s
tu

de
n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

pr
o
bl

e
m

-
so

lv
in

g 
ab

ili
ty

 t
o
 

c
ar

ry
 o

u
t 

re
se

ar
c
h
. 
F
o
r 

e
ac

h
 r

e
se

ar
c
h
 p

ro
je

c
t,
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
n
al

yz
e
 d

at
a,

 
w

ri
te

 a
 s

c
ie

n
ti
fic

 p
ap

e
r,
 m

ak
e
 a

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

, 
an

d 
h
av

e
 l
o
gi

c
al

 d
is

c
u
ss

io
n
s.

 
S
in

c
e
 w

e
 h

av
e
 s

tu
de

n
ts

 w
h
o
 a

re
 n

o
t 

m
e
di

c
al

 d
o
c
to

rs
, 
w

e
 a

ls
o
 a

im
 t

o
 d

e
e
pe

n
 t

h
e
ir
 m

e
di

c
al

 
kn

o
w

le
dg

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

受
講

者
が

、
肥

満
症

、
糖

尿
病

な
ど

の
生

活
習

慣
病

に
関

連
す

る
以

下
の

知
識

と
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。

1
. 
代

謝
疾

患
を

、
生

化
学

・
生

理
学

的
に

理
解

す
る

。
2
. 
運

動
生

理
学

を
理

解
す

る
。
 

3
. 
代

謝
疾

患
を

予
防

・
治

療
す

る
た

め
に

栄
養

療
法

、
運

動
療

法
、

薬
物

療
法

を
理

解
す

る
。

4
. 
代

謝
疾

患
に

関
わ

る
実

験
方

法
を

理
解

す
る

。
特

に
、

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

の
解

析
を

理
解

す
る

。
5
. 
適

切
に

統
計

解
析

を
し

、
論

文
を

書
け

る
よ

う
に

な
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

av
e
 s

tu
de

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
lif

e
st

yl
e
-
re

la
te

d 
di

se
as

e
s 

an
d 

pe
rf

o
rm

 t
h
e
 f
o
llo

w
in

g 
re

se
ar

c
h
. 

1
. 
S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s 

ba
se

d 
o
n
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
ph

ys
io

lo
gy

.
2
. 
S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

e
xe

rc
is

e
 p

h
ys

io
lo

gy
3
. 
 S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

n
u
tr

it
io

n
al

 t
h
e
ra

py
, 
e
xe

rc
is

e
 t

h
e
ra

py
, 
an

d 
dr

u
g 

th
e
ra

py
 t

o
 p

re
ve

n
t 

an
d 

tr
e
at

 m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s.

4
. 
 S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 t
o
 s

tu
dy

 m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s.

 I
n
 

pa
rt

ic
u
la

r,
 t

h
e
y 

c
an

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 a

n
al

ys
is

 o
f 
in

su
lin

 r
e
si

st
an

c
e
.

5
. 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 s
ta

ti
st

ic
al

 a
n
al

ys
is

 a
n
d 

ac
ad

e
m

ic
 w

ri
ti
n
g.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
糖

尿
病

、
肥

満
症

、
老

化
の

基
盤

病
態

を
解

説
す

る
。

2
. 
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

に
つ

い
て

、
解

説
を

す
る

。
論

文
を

通
し

て
、

結
果

を
正

し
く
理

解
で

き
る

よ
う

に
学

習
す

る
。

3
. 
代

謝
を

解
析

す
る

実
験

方
法

を
解

説
す

る
。

4
. 
統

計
、

ス
ラ

イ
ド

作
成

法
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
方

を
教

え
る

。
 

1
. 
In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 b

as
ic

 p
at

h
o
ph

ys
io

lo
gy

 o
f 
di

ab
e
te

s,
 o

be
si

ty
, 
an

d 
ag

in
g.

 
2
. 
 In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
.

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
th

o
d 

to
 s

tu
dy

 s
ig

n
al

 t
ra

n
sd

u
c
ti
o
n
 b

y 
re

ad
in

g 
ac

ad
e
m

ic
 s

c
ie

n
ti
fic

 
pa

pe
rs

.
3
. 
In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
d 

fo
r 

an
al

yz
in

g 
m

e
ta

bo
lis

m
. 

4
. 
In

st
ru

c
to

rs
 t

e
ac

h
 s

ta
ti
st

ic
s,

 h
o
w

 t
o
 m

ak
e
 s

lid
e
s,

 a
n
d 

h
o
w

 t
o
 d

o
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

ス
ポ

ー
ツ

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 S

po
rt

s 
M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

池
晃

彦
（
総

合
保

健
体

育
科

学
セ

ン
タ

ー
）
 T

e
ru

h
ik

o
 K

o
ik

e
 (
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 

H
e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
sw

s 
an

d 
S
po

rt
s)

　
坂

野
僚

一
（
同

上
）
　

R
yo

ic
h
i 
B

an
n
o
(s

am
e
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
原

則
通

年
、

毎
週

金
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
 　

A
ll-

ye
ar

, 
 F

ri
da

y 
fr

o
m

 1
pm

 t
o
 4

pm

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

1
階

、
生

化
学

室
 　

R
e
se

ar
c
h
 C

e
n
e
r 

o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 
F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s,

 1
st

 fl
o
o
r,
 B

io
c
h
e
m

is
tr

y 
ro

o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

学
生

が
研

究
を

遂
行

す
る

上
で

必
要

に
な

る
実

験
手

技
を

習
得

し
、

そ
の

解
析

を
適

切
に

行
う

こ
と

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

e
lp

 s
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 

pe
rf

o
rm

 t
h
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

受
講

者
が

、
代

謝
研

究
・

実
験

に
必

要
な

知
識

と
技

術
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。
 

1
. 
高

血
糖

イ
ン

ス
リ

ン
ク

ラ
ン

プ
法

な
ど

の
糖

代
謝

に
関

連
す

る
解

析
を

動
物

で
行

え
る

。
2
. 
動

物
を

適
切

に
飼

育
し

、
栄

養
と

運
動

実
験

を
行

え
る

。
ま

た
、

そ
の

行
動

解
析

を
行

え
る

。
3
. 
 骨

格
筋

な
ど

を
用

い
、

細
胞

内
シ

グ
ナ

ル
解

析
を

生
化

学
的

に
行

い
、

タ
ン

パ
ク

、
遺

伝
子

レ
ベ

ル
で

の
解

析
が

行
え

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 m

ak
e
 s

tu
de

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 c

o
n
du

c
t 

m
e
ta

bo
lic

 r
e
se

ar
c
h
. 

1
. 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 t
h
e
 a

n
al

ys
is

 o
n
 g

lu
c
o
se

 m
e
ta

bo
lis

m
, 
in

c
lu

di
n
g 

th
e
 

h
yp

e
ri
n
su

lin
e
m

ic
 g

lu
c
o
se

 c
la

m
p 

m
e
th

o
d 

u
si

n
g 

an
im

al
s.

2
. 
 S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

o
 b

re
e
d 

an
d 

h
an

dl
e
 a

n
im

al
s,

 a
n
d 

th
e
y 

c
an

 p
e
rf

o
rm

 n
u
tr

it
io

n
 a

n
d 

e
xe

rc
is

e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

. 
A

ls
o
, 
th

e
y 

c
an

 a
n
al

yz
e
 t

h
e
 b

e
h
av

io
r 

o
f 
an

im
al

s.
  

3
. 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

lo
re

 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
in

g 
u
si

n
g 

m
u
sc

le
s 

an
d 

th
e
 b

ra
in

 
bi

o
c
h
e
m

ic
al

ly
. 
T
h
e
y 

c
an

 c
o
n
du

c
t 

pr
o
te

in
 a

n
d 

D
N

A
/
R

N
A

 a
n
al

ys
is

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
糖

代
謝

の
解

析
を

す
る

。
特

に
、

高
イ

ン
ス

リ
ン

血
糖

ク
ラ

ン
プ

法
を

行
う

。
2
. 
 細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

解
析

を
行

う
。

脳
、

骨
格

筋
な

ど
を

用
い

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

、
P

C
R

、
E
L
IS

A
な

ど
を

行
う

。
3
. 
運

動
の

評
価

を
行

う
。

自
発

及
び

強
制

運
動

で
の

持
久

能
な

ど
の

評
価

を
行

う
。

4
. 
肥

満
に

と
も

な
う

嗜
好

に
関

す
る

行
動

解
析

を
行

う
。

1
. 
 A

n
al

yz
e
 g

lu
c
o
se

 m
e
ta

bo
lis

m
. 
In

 p
ar

ti
c
u
la

r,
 l
e
ar

n
 t

h
e
 h

yp
e
ri
n
su

lin
e
m

ic
 g

lu
c
o
se

 
c
la

m
p 

m
e
th

o
d.

2
. 
 P

e
rf

o
rm

 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
 a

n
al

ys
is

. 
S
tu

de
n
ts

 p
e
rf

o
rm

 W
e
st

e
rn

 
bl

o
tt

in
g,

 P
C

R
, 
an

d 
E
L
IS

A
 u

si
n
g 

th
e
 b

ra
in

 o
r 

sk
e
le

ta
l 
m

u
sc

le
s.

3
. 
E
va

lu
at

e
 t

h
e
 e

xe
rc

is
e
 a

bi
lit

y.
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
4
. 
A

n
al

yz
e
 t

h
e
 a

dd
ic

ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 o
f 
an

im
al

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-82-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

ス
ポ

ー
ツ

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 S

po
rt

s 
M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

池
晃

彦
（
総

合
保

健
体

育
科

学
セ

ン
タ

ー
）
 T

e
ru

h
ik

o
 K

o
ik

e
 (
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 

H
e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
sw

s 
an

d 
S
po

rt
s)

　
坂

野
僚

一
（
同

上
）
　

R
yo

ic
h
i 
B

an
n
o
(s

am
e
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
原

則
通

年
、

毎
週

月
曜

日
　

1
7
:0

0
〜

1
9
:0

0
, 
　

A
ll-

ye
ar

, 
M

o
n
da

y 
fr

o
m

 5
pm

 t
o
 7

pm

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

2
階

、
会

議
室

 　
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
e
r 

o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 
F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s,

 2
n
d 

flo
o
r,
 M

e
e
ti
n
g 

ro
o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

研
究

を
遂

行
す

る
上

で
必

要
に

な
る

知
識

の
獲

得
と

問
題

解
決

能
力

を
高

め
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

課
題

に
対

し
て

、
デ

ー
タ

解
析

、
論

文
作

成
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

適
切

に
行

い
、

論
理

的
な

議
論

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

本
研

究
室

は
留

学
生

が
主

体
で

あ
り

、
医

師
以

外
の

学
生

も
多

い
た

め
、

医
学

的
な

知
識

を
深

め
る

こ
と

も
目

的
と

す
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

e
lp

 s
tu

de
n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

pr
o
bl

e
m

-
so

lv
in

g 
ab

ili
ty

 t
o
 

c
ar

ry
 o

u
t 

re
se

ar
c
h
. 
F
o
r 

e
ac

h
 r

e
se

ar
c
h
 p

ro
je

c
t,
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
n
al

yz
e
 d

at
a,

 
w

ri
te

 a
 s

c
ie

n
ti
fic

 p
ap

e
r,
 m

ak
e
 a

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

, 
an

d 
h
av

e
 l
o
gi

c
al

 d
is

c
u
ss

io
n
s.

 
S
in

c
e
 w

e
 h

av
e
 s

tu
de

n
ts

 w
h
o
 a

re
 n

o
t 

m
e
di

c
al

 d
o
c
to

rs
, 
w

e
 a

ls
o
 a

im
 t

o
 d

e
e
pe

n
 t

h
e
ir
 m

e
di

c
al

 
kn

o
w

le
dg

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

受
講

者
が

、
肥

満
症

、
糖

尿
病

な
ど

の
生

活
習

慣
病

に
関

連
す

る
以

下
の

知
識

と
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。

1
. 
代

謝
疾

患
を

、
生

化
学

・
生

理
学

的
に

理
解

す
る

。
2
. 
運

動
生

理
学

を
理

解
す

る
。
 

3
. 
代

謝
疾

患
を

予
防

・
治

療
す

る
た

め
に

栄
養

療
法

、
運

動
療

法
、

薬
物

療
法

を
理

解
す

る
。

4
. 
代

謝
疾

患
に

関
わ

る
実

験
方

法
を

理
解

す
る

。
特

に
、

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

の
解

析
を

理
解

す
る

。
5
. 
適

切
に

統
計

解
析

を
し

、
論

文
を

書
け

る
よ

う
に

な
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

av
e
 s

tu
de

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
lif

e
st

yl
e
-
re

la
te

d 
di

se
as

e
s 

an
d 

pe
rf

o
rm

 t
h
e
 f
o
llo

w
in

g 
re

se
ar

c
h
. 

1
. 
S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s 

ba
se

d 
o
n
 b

io
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
ph

ys
io

lo
gy

.
2
. 
S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

e
xe

rc
is

e
 p

h
ys

io
lo

gy
3
. 
 S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

n
u
tr

it
io

n
al

 t
h
e
ra

py
, 
e
xe

rc
is

e
 t

h
e
ra

py
, 
an

d 
dr

u
g 

th
e
ra

py
 t

o
 p

re
ve

n
t 

an
d 

tr
e
at

 m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s.

4
. 
 S
tu

de
n
ts

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 t
o
 s

tu
dy

 m
e
ta

bo
lic

 d
is

e
as

e
s.

 I
n
 

pa
rt

ic
u
la

r,
 t

h
e
y 

c
an

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 a

n
al

ys
is

 o
f 
in

su
lin

 r
e
si

st
an

c
e
.

5
. 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 s
ta

ti
st

ic
al

 a
n
al

ys
is

 a
n
d 

ac
ad

e
m

ic
 w

ri
ti
n
g.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
糖

尿
病

、
肥

満
症

、
老

化
の

基
盤

病
態

を
解

説
す

る
。

2
. 
細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

に
つ

い
て

、
解

説
を

す
る

。
論

文
を

通
し

て
、

結
果

を
正

し
く
理

解
で

き
る

よ
う

に
学

習
す

る
。

3
. 
代

謝
を

解
析

す
る

実
験

方
法

を
解

説
す

る
。

4
. 
統

計
、

ス
ラ

イ
ド

作
成

法
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
方

を
教

え
る

。
 

1
. 
In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 b

as
ic

 p
at

h
o
ph

ys
io

lo
gy

 o
f 
di

ab
e
te

s,
 o

be
si

ty
, 
an

d 
ag

in
g.

 
2
. 
 In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
.

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

e
th

o
d 

to
 s

tu
dy

 s
ig

n
al

 t
ra

n
sd

u
c
ti
o
n
 b

y 
re

ad
in

g 
ac

ad
e
m

ic
 s

c
ie

n
ti
fic

 
pa

pe
rs

.
3
. 
In

st
ru

c
to

rs
 e

xp
la

in
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
d 

fo
r 

an
al

yz
in

g 
m

e
ta

bo
lis

m
. 

4
. 
In

st
ru

c
to

rs
 t

e
ac

h
 s

ta
ti
st

ic
s,

 h
o
w

 t
o
 m

ak
e
 s

lid
e
s,

 a
n
d 

h
o
w

 t
o
 d

o
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

ス
ポ

ー
ツ

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 S

po
rt

s 
M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

池
晃

彦
（
総

合
保

健
体

育
科

学
セ

ン
タ

ー
）
 T

e
ru

h
ik

o
 K

o
ik

e
 (
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 

H
e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
sw

s 
an

d 
S
po

rt
s)

　
坂

野
僚

一
（
同

上
）
　

R
yo

ic
h
i 
B

an
n
o
(s

am
e
)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
原

則
通

年
、

毎
週

金
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
 　

A
ll-

ye
ar

, 
 F

ri
da

y 
fr

o
m

 1
pm

 t
o
 4

pm

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

1
階

、
生

化
学

室
 　

R
e
se

ar
c
h
 C

e
n
e
r 

o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 
F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s,

 1
st

 fl
o
o
r,
 B

io
c
h
e
m

is
tr

y 
ro

o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

学
生

が
研

究
を

遂
行

す
る

上
で

必
要

に
な

る
実

験
手

技
を

習
得

し
、

そ
の

解
析

を
適

切
に

行
う

こ
と

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 h

e
lp

 s
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 

pe
rf

o
rm

 t
h
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

受
講

者
が

、
代

謝
研

究
・

実
験

に
必

要
な

知
識

と
技

術
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。
 

1
. 
高

血
糖

イ
ン

ス
リ

ン
ク

ラ
ン

プ
法

な
ど

の
糖

代
謝

に
関

連
す

る
解

析
を

動
物

で
行

え
る

。
2
. 
動

物
を

適
切

に
飼

育
し

、
栄

養
と

運
動

実
験

を
行

え
る

。
ま

た
、

そ
の

行
動

解
析

を
行

え
る

。
3
. 
 骨

格
筋

な
ど

を
用

い
、

細
胞

内
シ

グ
ナ

ル
解

析
を

生
化

学
的

に
行

い
、

タ
ン

パ
ク

、
遺

伝
子

レ
ベ

ル
で

の
解

析
が

行
え

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

to
 m

ak
e
 s

tu
de

n
ts

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

n
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 c

o
n
du

c
t 

m
e
ta

bo
lic

 r
e
se

ar
c
h
. 

1
. 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 t
h
e
 a

n
al

ys
is

 o
n
 g

lu
c
o
se

 m
e
ta

bo
lis

m
, 
in

c
lu

di
n
g 

th
e
 

h
yp

e
ri
n
su

lin
e
m

ic
 g

lu
c
o
se

 c
la

m
p 

m
e
th

o
d 

u
si

n
g 

an
im

al
s.

2
. 
 S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

o
 b

re
e
d 

an
d 

h
an

dl
e
 a

n
im

al
s,

 a
n
d 

th
e
y 

c
an

 p
e
rf

o
rm

 n
u
tr

it
io

n
 a

n
d 

e
xe

rc
is

e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

. 
A

ls
o
, 
th

e
y 

c
an

 a
n
al

yz
e
 t

h
e
 b

e
h
av

io
r 

o
f 
an

im
al

s.
  

3
. 
 S
tu

de
n
ts

 c
an

 e
xp

lo
re

 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
in

g 
u
si

n
g 

m
u
sc

le
s 

an
d 

th
e
 b

ra
in

 
bi

o
c
h
e
m

ic
al

ly
. 
T
h
e
y 

c
an

 c
o
n
du

c
t 

pr
o
te

in
 a

n
d 

D
N

A
/
R

N
A

 a
n
al

ys
is

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
糖

代
謝

の
解

析
を

す
る

。
特

に
、

高
イ

ン
ス

リ
ン

血
糖

ク
ラ

ン
プ

法
を

行
う

。
2
. 
 細

胞
内

シ
グ

ナ
ル

伝
達

解
析

を
行

う
。

脳
、

骨
格

筋
な

ど
を

用
い

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

、
P

C
R

、
E
L
IS

A
な

ど
を

行
う

。
3
. 
運

動
の

評
価

を
行

う
。

自
発

及
び

強
制

運
動

で
の

持
久

能
な

ど
の

評
価

を
行

う
。

4
. 
肥

満
に

と
も

な
う

嗜
好

に
関

す
る

行
動

解
析

を
行

う
。

1
. 
 A

n
al

yz
e
 g

lu
c
o
se

 m
e
ta

bo
lis

m
. 
In

 p
ar

ti
c
u
la

r,
 l
e
ar

n
 t

h
e
 h

yp
e
ri
n
su

lin
e
m

ic
 g

lu
c
o
se

 
c
la

m
p 

m
e
th

o
d.

2
. 
 P

e
rf

o
rm

 i
n
tr

ac
e
llu

la
r 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
 a

n
al

ys
is

. 
S
tu

de
n
ts

 p
e
rf

o
rm

 W
e
st

e
rn

 
bl

o
tt

in
g,

 P
C

R
, 
an

d 
E
L
IS

A
 u

si
n
g 

th
e
 b

ra
in

 o
r 

sk
e
le

ta
l 
m

u
sc

le
s.

3
. 
E
va

lu
at

e
 t

h
e
 e

xe
rc

is
e
 a

bi
lit

y.
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
4
. 
A

n
al

yz
e
 t

h
e
 a

dd
ic

ti
ve

 b
e
h
av

io
rs

 o
f 
an

im
al

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

精
神

病
理

学
・

精
神

療
法

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 P

sy
c
h
o
pa

th
o
lo

gy
 a

n
d 

P
sy

c
h
o
th

e
ra

py

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

川
豊

昭
　

精
神

病
理

学
・

精
神

療
法

学
特

任
教

授
 

古
橋

忠
晃

　
精

神
病

理
学

・
精

神
療

法
学

准
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

第
1
、

3
月

曜
日

　
1
6
:3

0
〜

2
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

東
山

キ
ャ

ン
パ

ス
総

合
保

健
体

育
科

学
セ

ン
タ

ー
　

セ
ン

タ
ー

長
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

1
）

日
頃

の
精

神
科

臨
床

か
ら

新
た

に
注

目
す

べ
き

問
題

点
を

抽
出

し
、

2
）

そ
れ

に
か

か
わ

る
内

外
の

文
献

を
読

解
し

、
3
）

ど
の

よ
う

な
フ

ィ
ー

ル
ド

で
ど

の
よ

う
な

実
証

研
究

を
行

え
ば

よ
い

か
を

検
討

す
る

。
論

文
作

成
指

導
が

中
心

と
な

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 d

e
ve

lo
pi

n
g 

fa
c
u
lt
ie

s 
1
) 
to

 fi
n
d 

a 
n
e
w

 o
ri
gi

n
al

 p
e
rs

pe
c
ti
ve

 i
n
 

yo
u
r 

da
ily

 p
sy

c
h
ia

tr
ic

 p
ra

c
ti
c
e
, 
2
) 
to

 i
n
te

rp
re

t 
th

e
 f
o
re

go
in

g 
lit

e
ra

tu
re

s 
pe

rt
ai

n
in

g 
to

 t
h
e
 i
ss

u
e
, 
an

d 
3
) 
to

 p
la

n
 r

e
se

ar
c
h
e
s 

e
m

pi
ri
c
al

ly
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

自
ら

の
臨

床
的

な
視

点
を

論
述

す
る

。
to

 g
iv

e
 a

n
 a

pp
ro

pr
ia

te
 d

e
lin

e
at

io
n
 t

o
 y

o
u
r 

c
lin

ic
al

 i
n
si

gh
t

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

第
1
、

3
月

曜
日

1
6
:3

0
〜

2
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:3

0
 t

o
 2

2
:0

0
 e

ve
ry

 1
st

 a
n
d 

3
rd

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 

ye
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

精
神

病
理

学
・

精
神

療
法

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

sy
c
h
o
pa

th
o
lo

gy
 a

n
d 

P
sy

c
h
o
th

e
ra

py

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

川
豊

昭
　

精
神

病
理

学
・

精
神

療
法

学
特

任
教

授
 

古
橋

忠
晃

　
精

神
病

理
学

・
精

神
療

法
学

准
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）

実
施

場
所

P
la

c
e

東
山

キ
ャ

ン
パ

ス
　

保
健

管
理

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

1
）

日
頃

の
精

神
科

臨
床

か
ら

新
た

に
注

目
す

べ
き

問
題

点
を

抽
出

し
、

2
）

そ
れ

に
か

か
わ

る
内

外
の

文
献

を
読

解
し

、
3
）

ど
の

よ
う

な
フ

ィ
ー

ル
ド

で
ど

の
よ

う
な

実
証

研
究

を
行

え
ば

よ
い

か
を

検
討

す
る

。
論

文
作

成
指

導
が

中
心

と
な

る
。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

ai
m

e
d 

at
 d

e
ve

lo
pi

n
g 

fa
c
u
lt
ie

s 
1
) 
to

 fi
n
d 

a 
n
e
w

 o
ri
gi

n
al

 p
e
rs

pe
c
ti
ve

 i
n
 

yo
u
r 

da
ily

 p
sy

c
h
ia

tr
ic

 p
ra

c
ti
c
e
, 
2
) 
to

 i
n
te

rp
re

t 
th

e
 f
o
re

go
in

g 
lit

e
ra

tu
re

s 
pe

rt
ai

n
in

g 
to

 t
h
e
 i
ss

u
e
, 
an

d 
3
) 
to

 p
la

n
 r

e
se

ar
c
h
e
s 

e
m

pi
ri
c
al

ly
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

精
神

分
析

学
と

精
神

病
理

学
の

基
礎

と
な

る
診

断
と

治
療

の
技

術
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
指

す
。

1
。

国
際

精
神

分
析

誌
の

重
要

な
論

文
を

選
び

、
そ

の
理

解
を

通
し

て
精

神
分

析
の

理
論

を
学

ぶ
。

2
。

週
に

2
回

ま
た

は
3

回
の

患
者

と
の

自
由

連
想

法
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

持
ち

、
そ

の
詳

細
を

記
述

し
た

プ
ロ

セ
ス

ノ
ー

ト
を

も
と

に
、

転
移

・
逆

転
移

の
検

討
を

行
う

。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
t 

o
f 
th

is
 p

ra
c
ti
c
e
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 d

e
ve

lo
p 

sk
ill

 o
f 
ps

yc
h
o
an

al
yt

ic
 

ps
yc

h
o
th

e
ra

py
. 
 W

e
 w

ill
 p

ro
vi

de
 s

u
pe

rv
is

io
n
s 

o
n
 s

e
ss

io
n
s 

o
f 
ps

yc
h
o
an

al
yt

ic
 

ps
yc

h
o
th

e
ra

py
 r

e
po

rt
e
d 

by
 s

tu
de

n
ts

. 
W

e
 a

ls
o
 h

av
e
 r

e
ad

in
g 

se
m

in
ar

 o
f 
pa

pe
rs

 f
ro

m
 

In
te

rn
at

io
n
al

 J
o
u
rn

al
 o

f 
P

sy
c
h
o
an

al
ys

is
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

第
2

月
曜

日
1
6
:3

0
〜

2
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:3

0
 t

o
 2

2
:0

0
 e

ve
ry

 2
st

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-83-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

運
動

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 E

xe
rc

is
e
 a

n
d 

S
po

rt
s 

P
h
ys

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

田
浩

司
・

片
山

敬
章

　
 K

o
ji 

Is
h
id

a
・

K
e
is

h
o
 K

at
ay

am
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

毎
週

金
曜

日
・

1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0
　

 E
ve

ry
 F

ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

 
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
は

、
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
お

よ
び

そ
れ

ら
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

、
身

体
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
す

る
呼

吸
循

環
系

の
適

応
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 p
ro

m
o
te

s 
th

e
 e

vi
de

n
c
e
-
ba

se
d 

kn
o
w

le
dg

e
 o

f 
th

e
 r

e
sp

ir
at

o
ry

 a
n
d 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

sp
o
n
se

s 
to

 e
xe

rc
is

e
 a

n
d 

re
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
du

ri
n
g 

e
xe

rc
is

e
 

an
d 

ph
ys

ic
al

 t
ra

in
in

g.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

動
的

運
動

時
の

呼
吸

循
環

応
答

お
よ

び
そ

の
調

節
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
す

る
こ

と
が

目
標

で
あ

る
。
 

G
o
al

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

re
sp

ir
at

o
ry

 a
n
d 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

re
 r

e
sp

o
n
se

s 
an

d 
re

gu
la

to
ry

 m
e
c
h
an

is
m

s 
du

ri
n
g 

e
xe

ri
c
se

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

運
動

や
身

体
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
お

よ
び

適
応

に
関

し
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

po
se

d 
o
f 
a 

se
ri
e
s 

an
d 

se
m

in
ar

s 
w

h
ic

h
 c

o
ve

r 
th

e
 r

e
sp

ir
at

o
ry

 a
n
d 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

sp
o
n
se

s 
an

d 
ph

ys
ic

al
 a

da
pt

at
io

n
s 

to
 a

e
ro

bi
c
 e

xe
rc

is
e
, 
in

c
lu

di
n
g 

gr
o
u
p 

di
sc

u
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

健
康

運
動

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 E

xe
rc

is
e
 a

n
d 

S
po

rt
s 

P
h
ys

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

田
浩

司
・

片
山

敬
章

　
 K

o
ji 

Is
h
id

a
・

K
e
is

h
o
 K

at
ay

am
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

毎
週

火
曜

日
・

1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0
　

 E
ve

ry
 T

u
e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

 
R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
o
f 
H

e
al

th
, 
P

h
ys

ic
al

 F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
po

rt
s

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
は

、
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
を

理
解

し
、

そ
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

適
応

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 p

ro
m

o
te

s 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 i
n
ve

n
st

ig
at

e
 t

h
e
 r

e
sp

ir
at

o
ry

 a
n
d 

c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

sp
o
n
se

s 
an

d 
ad

ap
ta

ti
o
n
s 

to
 a

e
ro

bi
c
 e

xe
rc

is
e
 a

n
d 

ph
ys

ic
al

 
tr

ai
n
in

g.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

運
動

時
の

呼
吸

応
答

（
酸

素
摂

取
量

な
ど

）
お

よ
び

循
環

応
答

（
心

拍
数

、
血

圧
）

の
測

定
に

必
要

な
基

礎
知

識
と

実
験

手
法

を
習

得
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。
 

G
o
al

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

to
 m

e
as

u
re

 
re

sp
ir
at

o
ry

 r
e
sp

o
n
se

 (
e
.g

., 
o
xy

ge
n
 u

pt
ak

e
) 
an

d 
c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

sp
o
n
se

 (
e
.g

., 
h
e
ar

t 
ra

te
, 
bl

o
o
d 

pr
e
ss

u
re

) 
du

ri
n
g 

ae
ro

bi
c
 e

xe
rc

is
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

下
記

項
目

に
関

す
る

測
定

手
法

と
、

デ
ー

タ
分

析
・

評
価

方
法

に
つ

い
て

も
習

得
す

る
。
 

1
. 
運

動
時

の
呼

吸
パ

ラ
メ

ー
タ

 
2
. 
運

動
時

の
循

環
パ

ラ
メ

ー
タ

 
A

c
qu

is
it
io

n
 o

f 
m

e
th

o
ds

 o
f 
m

e
as

u
re

m
e
n
t 

as
 d

e
sc

ri
be

d 
be

lo
w

, 
da

ta
 a

n
al

ys
e
s,

  
an

d 
as

se
ss

m
e
n
ts

. 
1
. 
R

e
sp

ir
at

o
ry

 v
ar

ia
bl

e
s 

to
 e

xe
rc

is
e 

2
. 
C

ar
di

o
va

sc
u
la

r 
re

gu
la

ti
o
n
s 

du
ri
n
g 

e
xe

rc
is

e

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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 c
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m
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h
e
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ve
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d 
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ta
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n
s 
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d 
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u
ss
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n
s 

by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed
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ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b
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se

n
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d 
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n
 d
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m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
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re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 
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ut
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de

 C
o
ur

se
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o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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n
 d
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m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
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nd
 to
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st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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n
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n
 d
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m

an
d.

備
考

A
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it
o
n
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n
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n

基
礎
医
学
領
域
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科
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n
d 
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s 
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担
当

教
員
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c
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r
石

田
浩

司
・

片
山

敬
章
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o
ji 

Is
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a
・

K
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h
o
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at
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a

単
位

数
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u
m
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C
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ts
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単
位
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 c
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期
間

・
曜

日
・
時

限
T
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at
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年
・

毎
週

金
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日
・
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u
gh
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u
t 
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実
施

場
所

P
la

c
e

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

 
R

e
se

ar
c
h
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e
n
te

r 
o
f 
H

e
al

th
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P

h
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 F
it
n
e
ss

 a
n
d 

S
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rt
s

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
は

、
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
お

よ
び

そ
れ

ら
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

、
身

体
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
す

る
呼

吸
循

環
系

の
適

応
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。
 

T
h
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e
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 p
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m
o
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n
c
e
-
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d 
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o
w
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e
 o
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e
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e
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o
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n
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c
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o
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u
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o
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e
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n
d 
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ry
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e
c
h
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m
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n
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e
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d 
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in
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g.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

動
的

運
動

時
の

呼
吸

循
環

応
答

お
よ

び
そ

の
調

節
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
す

る
こ

と
が

目
標

で
あ

る
。
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o
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 c
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c
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 m
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c
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授
業

の
構

成
C

o
u
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e
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n
te

n
t

運
動

や
身

体
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
お

よ
び

適
応

に
関

し
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
グ

ル
ー
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デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
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。
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n
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教
科

書
・
参

考
図

書
等
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ex
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ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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方
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準
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e
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at
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o
d 
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d 

C
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a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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h
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修

条
件

・関
連

す
る

科
目
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er

eq
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sit
es

/R
el

at
ed

 C
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rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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 d
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an
d.
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間
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等

S
el

f-
di
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ed
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in
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 C
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ur

se
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o
ur
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適
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示

す
る
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 b
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
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to
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nd
 to
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ue

st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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考
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n
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n
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c
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授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
は

、
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
応

答
を

理
解

し
、

そ
の

調
節

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

適
応

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
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学
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到
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o
u
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e

運
動

時
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呼
吸

応
答

（
酸

素
摂

取
量

な
ど

）
お

よ
び

循
環

応
答

（
心

拍
数

、
血

圧
）

の
測

定
に

必
要

な
基

礎
知

識
と

実
験

手
法

を
習

得
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。
 

G
o
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th

is
 c

o
u
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e
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o
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c
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e
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

to
 m

e
as

u
re

 
re

sp
ir
at

o
ry

 r
e
sp

o
n
se

 (
e
.g

., 
o
xy

ge
n
 u

pt
ak

e
) 
an

d 
c
ar

di
o
va

sc
u
la

r 
re

sp
o
n
se

 (
e
.g

., 
h
e
ar

t 
ra

te
, 
bl

o
o
d 

pr
e
ss

u
re

) 
du

ri
n
g 

ae
ro

bi
c
 e

xe
rc

is
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
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e
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o
n
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n
t

下
記

項
目

に
関

す
る

測
定

手
法

と
、

デ
ー

タ
分

析
・

評
価

方
法

に
つ

い
て

も
習

得
す

る
。
 

1
. 
運

動
時

の
呼

吸
パ

ラ
メ

ー
タ

 
2
. 
運

動
時

の
循

環
パ

ラ
メ

ー
タ

 
A

c
qu

is
it
io

n
 o

f 
m

e
th

o
ds

 o
f 
m

e
as

u
re

m
e
n
t 

as
 d

e
sc

ri
be

d 
be

lo
w

, 
da

ta
 a

n
al

ys
e
s,

  
an

d 
as

se
ss

m
e
n
ts

. 
1
. 
R

e
sp

ir
at

o
ry

 v
ar

ia
bl

e
s 

to
 e

xe
rc

is
e 

2
. 
C

ar
di

o
va

sc
u
la

r 
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n
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等

T
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指
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す

る
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h
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o
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h
 i
n
st

it
u
te

,, 
N

C
G

G

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

老
化

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
基

礎
的

に
理

解
し

、
議

論
で

き
る

研
究

の
最

先
端

を
学

修
す

る
。
 

T
h
e
 O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f 
o
u
r 

c
o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 a

 c
u
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g-

e
dg

e
 r

e
se

ar
c
h
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

di
sc

u
ss

 b
as

ic
 m

e
c
h
an
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m

 o
f 
ag

in
g。

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

老
化

・
老

年
病

発
症

に
関

連
し

た
老

化
関

連
遺

伝
子

に
注

目
し

て
、

高
齢

期
に

多
い

疾
患

に
対

し
て

、
分

子
・

細
胞

レ
ベ

ル
で

起
こ

っ
て

い
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

基
礎

的
に

深
く
掘

り
下

げ
て

理
解

す
る

。
 

O
n
 t

h
e
 b

as
is

 o
f 
ag

in
g-

re
la

te
d 

ge
n
e
s 
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so

c
ia

te
d 

an
 o

n
se

t 
o
f 
ge

ri
at

ri
c
 d

is
e
as

e
s,

 
w

e
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o
c
u
s 

o
n
 u

n
de
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ta

n
di

n
g 

th
e
 b
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ic

 m
e
c
h
an
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m

 u
n
de

r 
th

e
 t

yp
ic

al
 a

gi
n
g-

re
la

te
d 

di
se
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e
s 

la
te

r 
in

 l
if
e
 o

n
 m

o
le

c
u
la

r 
an

d 
c
e
llu

la
r 

le
ve

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

臨
床

応
用

を
目

指
し

た
、

高
齢

者
に

お
け

る
生

体
防

御
系

の
機

能
低

下
に

関
す

る
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
、

細
胞

老
化

に
起

因
す

る
生

体
機

能
変

化
お

よ
び

加
齢

性
疾

患
発

症
機

序
に

つ
い

て
も

理
解

を
深

め
る

。
 

A
s 

an
 a

tt
e
m

pt
 t

o
 c

lin
ic

al
 a

pp
lic

at
io

n
s,

 w
e
 a

re
 a

ls
o
 s

tu
dy

in
g 

o
n
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
fu

n
c
ti
o
n
al

 d
e
c
lin

e
 i
n
 e

ld
e
rl
y 

im
m

u
n
e
 s

ys
te

m
 a

n
d 

se
n
e
sc

e
n
c
e
-

as
so

c
ia

te
d 

c
h
an

ge
s 

in
 t

is
su

e
 f
u
n
c
ti
o
n
 a

n
d 

di
se

as
e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

老
化

基
礎

科
学

実
験

研
究

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
A

gi
n
g

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
丸

山
光

生
　

老
化

基
礎

科
学

教
授

　
（
M

it
su

o
 M

ar
u
ya

m
a）

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
T
h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

毎
週

　
月

・
水

・
木

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
at

 9
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

所
　

5
階

　
T
h
e
 5

th
 F

lo
o
r,
 R

e
se

ar
c
h
 i
n
st

it
u
te

,, 
N

C
G

G

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

や
組

織
の

老
化

に
影

響
を

及
ぼ

す
分

子
機

構
に

着
目

し
、

組
織

の
加

齢
性

変
化

や
そ

れ
ら

が
リ

ス
ク

と
な

る
加

齢
性

疾
患

に
つ

い
て

、
基

礎
科

学
的

な
視

点
か

ら
理

解
・

克
服

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

F
o
c
u
si

n
g 

o
n
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
th

at
 a

ff
e
c
t 

o
n
 t

is
su

e
 a

gi
n
g 

an
d 

c
e
llu

la
r 

se
n
e
sc

e
n
c
e
, 
o
bj

e
c
ti
ve

s 
o
f 
o
u
r 

c
o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

o
ve

rc
o
m

e
 a

ge
-

de
pe

n
de

n
t 

al
te

ra
ti
o
n
s 

o
f 
va

ri
o
u
s 

o
rg

an
s 

an
d 

ge
ri
at

ri
c
 d

is
e
as

e
s 

re
la

te
d 

to
 t

h
e
m

 
w

it
h
 a

 b
as

ic
 s

c
ie

n
ti
fic

 p
o
in

t 
o
f 
vi

e
w

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

老
化

、
個

体
老

化
を

理
解

で
き

る
基

礎
的

な
解

析
を

通
し

て
、

臨
床

治
療

に
直

結
し

た
知

見
を

得
る

応
用

研
究

に
役

立
つ

知
識

と
手

腕
を

育
成

す
る

。
T
h
ro

u
gh

 t
h
e
 b

as
ic

 b
io

m
e
di

c
al

 a
n
al

ys
e
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

c
e
llu

la
r 

se
n
e
sc

e
n
c
e
 a

n
d 

ag
in

g,
 t

h
is

 p
ra

c
ti
c
e
 u

lt
im

at
e
ly

 o
ff
e
rs

 t
h
e
 c

h
an

c
e
 t

o
 d

e
ve

lo
p 

th
e
 s

ki
ll 

an
d 

kn
o
w

le
dg

e
 

u
se

fu
l 
fo

r 
ap

pl
ie

d 
re

se
ar

c
h
e
s 

lin
ke

d 
to

 c
lin

ic
al

 t
re

at
m

e
n
ts

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

老
化

関
連

遺
伝

子
に

着
目

し
、

D
N

A
損

傷
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
機

構
お

よ
び

細
胞

老
化

等
、

生
体

が
基

本
的

に
兼

ね
備

え
て

い
る

老
化

防
御

（
あ

る
い

は
促

進
）

機
能

を
分

子
・

細
胞

レ
ベ

ル
か

ら
遺

伝
子

改
変

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

を
用

い
た

個
体

レ
ベ

ル
ま

で
の

基
礎

的
、

実
践

的
な

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。
 

T
o
 c

la
ri
fy

 t
h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
al

 r
o
le

s 
o
f 
ag

in
g-

re
la

te
d 

ge
n
e
s 

o
n
 D

N
A

 d
am

ag
e
 c

h
e
c
kp

o
in

ts
 

o
r 

c
e
llu

la
r 

se
n
e
sc

e
n
c
e
, 
w

e
 t

ry
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 f
u
n
da

m
e
n
ta

l 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 

pr
o
te

c
te

d 
o
r 

ac
c
e
le

ra
te

d 
se

n
e
sc

e
n
c
e
 t

h
ro

u
gh

 t
h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
an

d 
c
e
llu

la
r 

an
al

ys
is

 
u
si

n
g 

ge
n
e
 t

ar
ge

te
d 

m
ic

e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
 適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-85-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

認
知

機
能

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 C

o
gn

it
iv

e
 F

u
n
c
ti
o
n
 R

e
se

ar
c
h

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
櫻

井
　

孝
/

中
村

 昭
範

 
T
ak

as
h
i 
S
ak

u
ra

i 
/
 A

ki
n
o
ri
 N

ak
am

u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
木

曜
日

　
1
0

：
0
0
～

1
2

：
0
0

（
セ

ミ
ナ

ー
）

実
施

場
所

P
la

c
e

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

・
も

の
忘

れ
セ

ン
タ

ー
及

び
認

知
症

先
進

医
療

開
発

セ
ン

タ
ー

N
at

io
n
al

 C
e
n
te

r 
fo

r 
G

e
ri
at

ri
c
s 

an
d 

G
e
ro

n
to

lo
gy

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 

c
ar

e
 a

n
d 

R
e
se

ar
c
h
 o

n
 M

e
m

o
ry

 D
is

o
rd

e
rs

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
D

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
A

dv
an

c
e
d 

M
e
di

c
in

e
 f
o
r 

D
e
m

e
n
ti
a

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

認
知

機
能

障
害

・
認

知
症

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

の
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
文

献
調

査
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
活

用
し

た
新

た
な

リ
ス

ク
の

探
索

、
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 w

ill
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 r

is
ks

 o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

by
 c

o
n
du

c
ti
n
g 

a 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

, 
se

ar
c
h
in

g 
fo

r 
n
e
w

 r
is

ks
 u

si
n
g 

da
ta

ba
se

s,
 a

n
d 

le
ar

n
in

g 
h
o
w

 t
o
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
ks

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

授
業

終
了

時
に

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
着

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
認

知
症

の
危

険
因

子
を

説
明

で
き

る
 

2
. 
認

知
症

の
危

険
因

子
を

探
索

し
て

、
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
方

法
を

理
解

す
る

 
3
. 
認

知
症

の
早

期
診

断
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
th

e
 g

o
al

 i
s 

to
 h

av
e
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss

. 
1
. 
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 e

xp
la

in
 t

h
e
 r

is
k 

fa
c
to

rs
 f
o
r 

de
m

e
n
ti
a 

2
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

h
o
w

 t
o
 s

e
ar

c
h
 a

n
d 

re
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

fa
c
to

rs
 f
o
r 

de
m

e
n
ti
a.

 
3
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

ar
ly

 d
ia

gn
o
si

s 
o
f 
de

m
e
n
ti
a.

"

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
認

知
障

害
・

認
知

症
の

リ
ス

ク
の

概
説

 
2
. 
認

知
症

発
症

の
予

測
法

に
つ

い
て

概
説

 
3
. 
認

知
障

害
・

認
知

症
の

新
た

な
リ

ス
ク

因
子

を
探

索
し

て
リ

ス
ク

低
減

す
る

方
法

 
4
. 
認

知
症

の
早

期
検

出
・

早
期

診
断

に
有

用
な

検
査

法
の

概
説

 
毎

回
の

授
業

前
に

文
献

調
査

を
行

い
、

最
新

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
学

習
す

る
こ

と
を

課
し

ま
す

。
 

1
. 
o
ve

rv
ie

w
 o

f 
ri
sk

 o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

2
. 
o
ve

rv
ie

w
 o

f 
m

e
th

o
ds

 f
o
r 

pr
e
di

c
ti
n
g 

th
e
 o

n
se

t 
o
f 
de

m
e
n
ti
a 

3
. 
 m

e
th

o
ds

 t
o
 s

e
ar

c
h
 f
o
r 

n
e
w

 r
is

k 
fa

c
to

rs
 f
o
r 

c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

o
ve

rv
ie

w
 o

f 
pr

e
ve

n
ti
ve

 m
e
as

u
re

s 
ag

ai
n
st

 t
h
e
 r

is
k 

o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t

4
. 
 o
ve

rv
ie

w
 c

lin
ic

al
 e

xa
m

in
at

io
n
s 

fo
r 

th
e
 e

ar
ly

 d
e
te

c
ti
o
n
 o

f 
de

m
e
n
ti
a  

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 b
e
 r

e
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

a 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

 b
e
fo

re
 e

ac
h
 c

la
ss

 t
o
 

le
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 l
at

e
st

 e
vi

de
n
c
e
."

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

認
知

機
能

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

o
gn

it
iv

e
 F

u
n
c
ti
o
n
 R

e
se

ar
c
h

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
櫻

井
　

孝
/

中
村

 昭
範

 
T
ak

as
h
i 
S
ak

u
ra

i 
/
 A

ki
n
o
ri
 N

ak
am

u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
月

曜
日

　
9

：
0
0
～

1
2

：
0
0

（
実

習
）

実
施

場
所

P
la

c
e

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

・
も

の
忘

れ
セ

ン
タ

ー
 

N
at

io
n
al

 C
e
n
te

r 
fo

r 
G

e
ri
at

ri
c
s 

an
d 

G
e
ro

n
to

lo
gy

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 c

ar
e
 

an
d 

R
e
se

ar
c
h
 o

n
 M

e
m

o
ry

 D
is

o
rd

e
rs

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

高
齢

者
の

認
知

障
害

・
認

知
症

の
リ

ス
ク

低
減

に
つ

い
て

の
方

法
を

習
得

す
る

た
め

、
介

入
研

究
に

参
加

し
、

種
々

の
介

入
方

法
、

デ
ー

タ
取

得
法

、
デ

ー
タ

の
統

計
解

析
法

を
経

験
す

る
。
 

In
 o

rd
e
r 

to
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

in
 

th
e
 o

ld
e
r 

ad
u
lt
s,

 s
tu

de
n
ts

 w
ill

 p
ar

ti
c
ip

at
e
 i
n
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

an
d 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
 

va
ri
o
u
s 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
, 
da

ta
 a

c
qu

is
it
io

n
, 
an

d 
st

at
is

ti
c
al

 a
n
al

ys
is

 o
f 
da

ta
."

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

授
業

終
了

時
に

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
着

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
認

知
症

リ
ス

ク
を

低
減

の
た

め
の

介
入

を
計

画
し

実
行

で
き

る
 

2
. 
介

入
研

究
で

、
正

し
く
デ

ー
タ

取
得

が
で

き
る

 
3
. 
介

入
に

よ
る

効
果

を
統

計
学

的
に

解
析

で
き

る
 

4
. 
認

知
症

の
診

断
に

有
用

な
脳

画
像

検
査

の
概

要
を

理
解

す
る

 
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

fo
r 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 t
o
 h

av
e
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss

. 
1
. 
to

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 p

la
n
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
t 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
s 

to
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

o
f 
de

m
e
n
ti
a 

2
. 
to

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 d

at
a 

c
o
rr

e
c
tl
y 

in
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

3
. 
be

 a
bl

e
 t

o
 s

ta
ti
st

ic
al

ly
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 e

ff
e
c
ts

 o
f 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
s 

4
. 
 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
br

ai
n
 i
m

ag
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

th
at

 a
re

 u
se

fu
l 
fo

r 
th

e
 

di
ag

n
o
si

s 
o
f 
de

m
e
n
ti
a"

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

介
入

研
究

の
進

め
方

を
概

説
 

2
. 
認

知
症

予
防

の
リ

ス
ク

へ
の

対
策

を
概

説
 

3
. 
認

知
症

の
リ

ス
ク

低
減

の
評

価
法

を
概

説
 

4
. 
大

規
模

介
入

研
究

の
デ

ー
タ

解
析

法
を

概
説

 
5
. 
P

E
T
, 
M

R
I, 

M
E
G

等
の

脳
画

像
検

査
の

概
要

解
説

及
び

検
査

や
デ

ー
タ

解
析

の
見

学
 

毎
回

の
実

習
前

に
対

象
者

の
特

性
と

経
過

を
把

握
す

る
こ

と
を

課
し

ま
す

。
 

1
. 
o
u
tl
in

e
 h

o
w

 t
o
 c

o
n
du

c
t 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

w
it
h
 o

ld
e
r 

ad
u
lt
s 

2
. 
o
u
tl
in

e
 m

e
as

u
re

s 
to

 a
dd

re
ss

 t
h
e
 r

is
ks

 o
f 
de

m
e
n
ti
a 

pr
e
ve

n
ti
o
n 

3
. 
o
u
tl
in

e
s 

m
e
th

o
ds

 f
o
r 

e
va

lu
at

in
g 

ri
sk

 r
e
du

c
ti
o
n
 i
n
 d

e
m

e
n
ti
a.

 
4
. 
o
u
tl
in

e
 d

at
a 

an
al

ys
is

 m
e
th

o
ds

 f
o
r 

la
rg

e
-
sc

al
e
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s.

 
5
. 
 le

c
tu

re
 a

n
d 

in
sp

e
c
ti
o
n
 f
o
r 

br
ai

n
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
ie

s 
in

c
lu

di
n
g,

 P
E
T
, 
M

R
I 
an

d 
M

E
G

. 
S
tu

de
n
ts

 w
ill

 b
e
 r

e
qu

ir
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

 o
f 
th

e
 

st
u
dy

 p
ar

ti
c
ip

an
ts

 b
e
fo

re
 e

ac
h
 p

ra
c
ti
c
al

 s
e
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
習

の
準

備
、

対
象

者
へ

の
支

援
、

正
確

な
評

価
と

解
析

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。

C
o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 j
u
dg

m
e
n
ts

 w
ill

 b
e
 m

ad
e
 b

as
e
d 

o
n
 p

re
pa

ra
ti
o
n
 f
o
r 

th
e
 p

ra
c
ti
c
al

 
tr

ai
n
in

g,
 s

u
pp

o
rt

 f
o
r 

th
e
 s

u
bj

e
c
t,
 a

c
c
u
ra

te
 e

va
lu

at
io

n
 a

n
d 

an
al

ys
is

, 
an

d 
di

sc
u
ss

io
n
.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-86-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

認
知

機
能

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 C

o
gn

it
iv

e
 F

u
n
c
ti
o
n
 R

e
se

ar
c
h

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
櫻

井
　

孝
/

中
村

 昭
範

 
T
ak

as
h
i 
S
ak

u
ra

i 
/
 A

ki
n
o
ri
 N

ak
am

u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
木

曜
日

　
1
0

：
0
0
～

1
2

：
0
0

（
セ

ミ
ナ

ー
）

実
施

場
所

P
la

c
e

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

・
も

の
忘

れ
セ

ン
タ

ー
及

び
認

知
症

先
進

医
療

開
発

セ
ン

タ
ー

N
at

io
n
al

 C
e
n
te

r 
fo

r 
G

e
ri
at

ri
c
s 

an
d 

G
e
ro

n
to

lo
gy

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 

c
ar

e
 a

n
d 

R
e
se

ar
c
h
 o

n
 M

e
m

o
ry

 D
is

o
rd

e
rs

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
D

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
A

dv
an

c
e
d 

M
e
di

c
in

e
 f
o
r 

D
e
m

e
n
ti
a

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

認
知

機
能

障
害

・
認

知
症

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

の
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
文

献
調

査
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
活

用
し

た
新

た
な

リ
ス

ク
の

探
索

、
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 w

ill
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 r

is
ks

 o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

by
 c

o
n
du

c
ti
n
g 

a 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

, 
se

ar
c
h
in

g 
fo

r 
n
e
w

 r
is

ks
 u

si
n
g 

da
ta

ba
se

s,
 a

n
d 

le
ar

n
in

g 
h
o
w

 t
o
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
ks

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

授
業

終
了

時
に

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
着

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
認

知
症

の
危

険
因

子
を

説
明

で
き

る
 

2
. 
認

知
症

の
危

険
因

子
を

探
索

し
て

、
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
方

法
を

理
解

す
る

 
3
. 
認

知
症

の
早

期
診

断
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
th

e
 g

o
al

 i
s 

to
 h

av
e
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss

. 
1
. 
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 e

xp
la

in
 t

h
e
 r

is
k 

fa
c
to

rs
 f
o
r 

de
m

e
n
ti
a 

2
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

h
o
w

 t
o
 s

e
ar

c
h
 a

n
d 

re
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

fa
c
to

rs
 f
o
r 

de
m

e
n
ti
a.

 
3
. 
U

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

ar
ly

 d
ia

gn
o
si

s 
o
f 
de

m
e
n
ti
a.

"

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
認

知
障

害
・

認
知

症
の

リ
ス

ク
の

概
説

 
2
. 
認

知
症

発
症

の
予

測
法

に
つ

い
て

概
説

 
3
. 
認

知
障

害
・

認
知

症
の

新
た

な
リ

ス
ク

因
子

を
探

索
し

て
リ

ス
ク

低
減

す
る

方
法

 
4
. 
認

知
症

の
早

期
検

出
・

早
期

診
断

に
有

用
な

検
査

法
の

概
説

 
毎

回
の

授
業

前
に

文
献

調
査

を
行

い
、

最
新

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
学

習
す

る
こ

と
を

課
し

ま
す

。
 

1
. 
o
ve

rv
ie

w
 o

f 
ri
sk

 o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

2
. 
o
ve

rv
ie

w
 o

f 
m

e
th

o
ds

 f
o
r 

pr
e
di

c
ti
n
g 

th
e
 o

n
se

t 
o
f 
de

m
e
n
ti
a 

3
. 
 m

e
th

o
ds

 t
o
 s

e
ar

c
h
 f
o
r 

n
e
w

 r
is

k 
fa

c
to

rs
 f
o
r 

c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

o
ve

rv
ie

w
 o

f 
pr

e
ve

n
ti
ve

 m
e
as

u
re

s 
ag

ai
n
st

 t
h
e
 r

is
k 

o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t

4
. 
 o
ve

rv
ie

w
 c

lin
ic

al
 e

xa
m

in
at

io
n
s 

fo
r 

th
e
 e

ar
ly

 d
e
te

c
ti
o
n
 o

f 
de

m
e
n
ti
a  

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 b
e
 r

e
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

a 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

 b
e
fo

re
 e

ac
h
 c

la
ss

 t
o
 

le
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 l
at

e
st

 e
vi

de
n
c
e
."

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

認
知

機
能

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

o
gn

it
iv

e
 F

u
n
c
ti
o
n
 R

e
se

ar
c
h

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
櫻

井
　

孝
/

中
村

 昭
範

 
T
ak

as
h
i 
S
ak

u
ra

i 
/
 A

ki
n
o
ri
 N

ak
am

u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
月

曜
日

　
9

：
0
0
～

1
2

：
0
0

（
実

習
）

実
施

場
所

P
la

c
e

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

・
も

の
忘

れ
セ

ン
タ

ー
 

N
at

io
n
al

 C
e
n
te

r 
fo

r 
G

e
ri
at

ri
c
s 

an
d 

G
e
ro

n
to

lo
gy

, 
C

e
n
te

r 
fo

r 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 c

ar
e
 

an
d 

R
e
se

ar
c
h
 o

n
 M

e
m

o
ry

 D
is

o
rd

e
rs

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

高
齢

者
の

認
知

障
害

・
認

知
症

の
リ

ス
ク

低
減

に
つ

い
て

の
方

法
を

習
得

す
る

た
め

、
介

入
研

究
に

参
加

し
、

種
々

の
介

入
方

法
、

デ
ー

タ
取

得
法

、
デ

ー
タ

の
統

計
解

析
法

を
経

験
す

る
。
 

In
 o

rd
e
r 

to
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

o
f 
c
o
gn

it
iv

e
 i
m

pa
ir
m

e
n
t 

an
d 

de
m

e
n
ti
a 

in
 

th
e
 o

ld
e
r 

ad
u
lt
s,

 s
tu

de
n
ts

 w
ill

 p
ar

ti
c
ip

at
e
 i
n
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

an
d 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
 

va
ri
o
u
s 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
, 
da

ta
 a

c
qu

is
it
io

n
, 
an

d 
st

at
is

ti
c
al

 a
n
al

ys
is

 o
f 
da

ta
."

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

授
業

終
了

時
に

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
着

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
認

知
症

リ
ス

ク
を

低
減

の
た

め
の

介
入

を
計

画
し

実
行

で
き

る
 

2
. 
介

入
研

究
で

、
正

し
く
デ

ー
タ

取
得

が
で

き
る

 
3
. 
介

入
に

よ
る

効
果

を
統

計
学

的
に

解
析

で
き

る
 

4
. 
認

知
症

の
診

断
に

有
用

な
脳

画
像

検
査

の
概

要
を

理
解

す
る

 
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

fo
r 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 t
o
 h

av
e
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss

. 
1
. 
to

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 p

la
n
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
t 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
s 

to
 r

e
du

c
e
 t

h
e
 r

is
k 

o
f 
de

m
e
n
ti
a 

2
. 
to

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 d

at
a 

c
o
rr

e
c
tl
y 

in
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

3
. 
be

 a
bl

e
 t

o
 s

ta
ti
st

ic
al

ly
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 e

ff
e
c
ts

 o
f 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
s 

4
. 
 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 o

u
tl
in

e
 o

f 
br

ai
n
 i
m

ag
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

th
at

 a
re

 u
se

fu
l 
fo

r 
th

e
 

di
ag

n
o
si

s 
o
f 
de

m
e
n
ti
a"

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

介
入

研
究

の
進

め
方

を
概

説
 

2
. 
認

知
症

予
防

の
リ

ス
ク

へ
の

対
策

を
概

説
 

3
. 
認

知
症

の
リ

ス
ク

低
減

の
評

価
法

を
概

説
 

4
. 
大

規
模

介
入

研
究

の
デ

ー
タ

解
析

法
を

概
説

 
5
. 
P

E
T
, 
M

R
I, 

M
E
G

等
の

脳
画

像
検

査
の

概
要

解
説

及
び

検
査

や
デ

ー
タ

解
析

の
見

学
 

毎
回

の
実

習
前

に
対

象
者

の
特

性
と

経
過

を
把

握
す

る
こ

と
を

課
し

ま
す

。
 

1
. 
o
u
tl
in

e
 h

o
w

 t
o
 c

o
n
du

c
t 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s 

w
it
h
 o

ld
e
r 

ad
u
lt
s 

2
. 
o
u
tl
in

e
 m

e
as

u
re

s 
to

 a
dd

re
ss

 t
h
e
 r

is
ks

 o
f 
de

m
e
n
ti
a 

pr
e
ve

n
ti
o
n 

3
. 
o
u
tl
in

e
s 

m
e
th

o
ds

 f
o
r 

e
va

lu
at

in
g 

ri
sk

 r
e
du

c
ti
o
n
 i
n
 d

e
m

e
n
ti
a.

 
4
. 
o
u
tl
in

e
 d

at
a 

an
al

ys
is

 m
e
th

o
ds

 f
o
r 

la
rg

e
-
sc

al
e
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 s

tu
di

e
s.

 
5
. 
 le

c
tu

re
 a

n
d 

in
sp

e
c
ti
o
n
 f
o
r 

br
ai

n
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
ie

s 
in

c
lu

di
n
g,

 P
E
T
, 
M

R
I 
an

d 
M

E
G

. 
S
tu

de
n
ts

 w
ill

 b
e
 r

e
qu

ir
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

 o
f 
th

e
 

st
u
dy

 p
ar

ti
c
ip

an
ts

 b
e
fo

re
 e

ac
h
 p

ra
c
ti
c
al

 s
e
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
習

の
準

備
、

対
象

者
へ

の
支

援
、

正
確

な
評

価
と

解
析

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。

C
o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 j
u
dg

m
e
n
ts

 w
ill

 b
e
 m

ad
e
 b

as
e
d 

o
n
 p

re
pa

ra
ti
o
n
 f
o
r 

th
e
 p

ra
c
ti
c
al

 
tr

ai
n
in

g,
 s

u
pp

o
rt

 f
o
r 

th
e
 s

u
bj

e
c
t,
 a

c
c
u
ra

te
 e

va
lu

at
io

n
 a

n
d 

an
al

ys
is

, 
an

d 
di

sc
u
ss

io
n
.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

免
疫

不
全

統
御

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 H

IV
 a

n
d 

A
ID

S

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
岩

谷
靖

雅
　

免
疫

不
全

統
御

学
連

携
教

授
 

Y
as

u
m

as
a 

Iw
at

an
i, 

P
h
D

, 
G

u
e
st

 P
ro

fe
ss

o
r,
 D

e
ap

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

ID
S
 R

e
se

ar
c
h

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
•後

期
）

毎
週

月
曜

日
 9

:3
0
-
1
2
:0

0
　

お
よ

び
　

毎
月

第
2

火
曜

日
 1

8
:0

0
～

1
9
:3

0
 

B
o
th

 1
st

 a
n
d 

2
n
d 

S
e
m

e
st

e
rs

 E
ve

ry
 M

o
n
da

y 
9
:3

0
-
1
2
:0

0
 a

n
d 

T
h
e
 2

n
d 

T
u
e
sd

ay
 

1
8
:0

0
-
1
9
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

（
独

）
国

立
病

院
機

構
名

古
屋

医
療

セ
ン

タ
ー

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

　
（
状

況
に

応
じ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

の
場

合
も

あ
る

）
 

N
at

io
n
al

 H
o
sp

it
al

 O
rg

an
iz

at
io

n
, 
N

ag
o
ya

 M
e
di

c
al

 C
e
n
te

r,
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
(o

n
 l
in

e
, 
if
 n

e
c
e
ss

ar
y)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

H
IV

感
染

症
学

か
ら

、
自

ら
、

他
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

そ
の

知
識

や
技

術
を

発
展

・
応

用
し

て
い

く
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

at
 t

h
at

 s
tu

de
n
ts

 d
e
ve

lo
pe

 t
h
e
ir
 o

w
n
 k

n
o
w

le
gd

e
s 

an
d 

sk
ill

s 
th

at
 

ar
e
 o

bt
ai

n
e
d 

fr
o
m

 t
h
e
 s

c
ie

n
ti
fic

 a
n
d 

c
lin

ic
al

 p
ri
n
c
ip

al
s 

o
f 
H

IV
/
A

ID
S
 a

n
d 

e
xt

e
n
d 

th
e
m

 t
o
 o

th
e
r 

vi
ru

s 
in

fe
c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

講
義

で
は

、
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
（
H

IV
）

感
染

症
と

そ
の

治
療

学
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
を

習
得

し
、

お
よ

び
H

IV
感

染
症

を
制

御
す

る
為

に
必

要
な

科
学

的
•社

会
学

的
方

法
論

を
理

解
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
is

 o
f 
H

IV
 i
n
fe

c
ti
o
n
 a

n
d 

it
s 

th
e
ra

py
, 

an
d 

to
 g

ai
n
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 s

c
ie

n
ti
fic

 s
tr

at
e
gi

e
s 

an
d 

so
c
ia

l 
ac

ti
o
n
s 

to
 b

e
 t

ak
e
n
 t

o
 

c
o
n
tr

o
l 
th

is
 l
if
e
-
th

re
at

e
n
in

g 
in

fe
c
ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

A
ID

S
の

原
因

で
あ

る
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
（
H

IV
)
の

ウ
イ

ル
ス

学
、
感

染
病

態
、
治

療
法

、
そ

し
て

分
子

疫
学

動
向

に
つ

い
て

講
義

す
る

。
ま

た
国

内
外

に
お

け
る

、
H

IV
感

染
症

の
医

療
体

制
や

社
会

学
的

な
方

策
に

つ
い

て
も

学
ぶ

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 w

ill
 f
o
c
u
s 

o
n
 b

as
ic

 v
ir
o
lo

gy
, 
an

d 
pa

th
o
ge

n
e
si

s,
 a

n
ti
-
H

IV
 t

re
at

m
e
n
t 

an
d 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r-
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 t
re

n
ds

. 
A

dd
it
io

n
al

ly
, 
w

e
 w

ill
 d

is
c
u
ss

 o
n
 t

h
e
 m

e
di

c
al

 
an

d 
so

c
ia

l 
sy

st
e
m

s 
o
n
 H

IV
 i
n
fe

c
ti
o
n
 f
ro

m
 h

o
m

e
 a

n
d 

ab
ro

ad
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
C

lin
ic

al
 G

u
id

e
lin

e
s,

 C
lin

ic
al

 I
N

F
O

. 
H

IV
 g

o
v"

 h
tt

ps
:/

/
c
lin

ic
al

in
fo

.h
iv

.g
o
v/

e
n
/

gu
id

e
lin

e
s 

"
F
ie

ld
s 

V
ir
o
lo

gy
"
 6

th
 e

di
ti
o
n
, 
L
ip

pi
n
c
o
tt

 W
ill

ia
m

s 
&
 W

ilk
in

s.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
を

期
待

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 s

e
m

in
ar

 p
re

se
n
ta

ti
o
n
 i
n
 a

dv
an

c
e
.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

免
疫

不
全

統
御

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 H

IV
 a

n
d 

A
ID

S

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
岩

谷
靖

雅
　

免
疫

不
全

統
御

学
連

携
教

授
 

Y
as

u
m

as
a 

Iw
at

an
i, 

P
h
D

, 
G

u
e
st

 P
ro

fe
ss

o
r,
 D

e
ap

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

ID
S
 R

e
se

ar
c
h

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
•後

期
）

毎
週

火
～

金
曜

日
 9

:3
0
～

1
7
:0

0
（
毎

月
火

曜
日

 9
:3

0
～

1
2
:0

0
 実

験
報

告
会

) 
B

o
th

 S
e
m

e
st

e
rs

. 
T
u
e
-
F
ri
 9

:3
0
-
1
7
:0

0
 (
T
u
e
 9

:3
0
-
1
2
:0

0
 d

at
a 

di
sc

u
ss

io
n
)

実
施

場
所

P
la

c
e

（
独

）
国

立
病

院
機

構
名

古
屋

医
療

セ
ン

タ
ー

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

 
N

at
io

n
al

 H
o
sp

it
al

 O
rg

an
iz

at
io

n
, 
N

ag
o
ya

 M
e
di

c
al

 C
e
n
te

r,
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
分

野
に

お
け

る
科

学
的

な
疑

問
を

解
明

す
る

上
で

、
自

ら
、

か
つ

安
全

に
研

究
を

実
施

す
る

基
礎

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

im
s 

at
 t

h
at

 s
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 s
ki

lls
 w

h
ic

h
 e

n
ab

le
s 

th
e
m

 t
o
 s

o
lv

e
 

th
e
ir
 o

w
n
 s

c
ie

n
ti
fic

 q
u
e
st

io
n
s 

in
 v

ir
o
lo

gy
 i
n
de

pe
n
de

n
tl
y 

an
d 

sa
fe

ly
 i
n
 f
u
tu

re
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

講
義

概
要

に
記

載
し

た
実

験
手

法
お

よ
び

感
染

性
サ

ン
プ

ル
の

安
全

な
取

り
扱

い
が

自
立

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
ta

l 
m

e
th

o
ds

 d
e
sc

ri
be

d 
in

 "
C

o
u
rs

e
 

c
o
n
te

n
ts

"
 a

n
d 

to
 g

ai
n
 t

h
e
 s

ki
lls

 t
o
 h

an
dl

e
 i
n
fe

c
ti
o
u
s 

m
at

e
ri
al

s 
sa

fe
ly

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

一
般

的
な

分
子

生
物

学
的

実
験

手
法

に
加

え
て

、
以

下
の

H
IV

研
究

技
術

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

ウ
イ

ル
ス

の
分

離
、

遺
伝

子
進

化
を

解
析

す
る

た
め

の
遺

伝
子

配
列

決
定

技
術

と
解

析
手

法
、

各
種

検
査

手
法

、
ウ

イ
ル

ス
遺

伝
子

産
物

（
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

）
の

解
析

手
法

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 t

h
e
 b

as
ic

 m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
ic

s 
an

d 
sp

e
c
ia

l 
te

c
h
n
ic

s 
to

 
w

o
rk

 o
n
 H

IV
 a

s 
fo

llo
w

s;
 i
so

la
ti
o
n
 o

f 
H

IV
, 
de

te
rm

in
at

io
n
 o

f 
o
f 
H

IV
 g

e
n
e
 s

e
qu

e
n
c
e
s 

by
 S

an
ga

r 
se

qu
e
n
c
in

g 
an

d 
th

e
 N

G
S
, 
bi

o
in

fo
rm

at
ic

s 
an

al
ys

is
, 
la

b 
e
xa

m
in

at
io

n
 

m
e
th

o
ds

 f
o
r 

H
IV

, 
an

al
ys

is
 m

e
th

o
ds

 o
f 
vi

ra
l 
ge

n
e
 p

ro
du

c
ts

 (
vi

ra
l 
pr

o
te

in
s 

e
tc

.)
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
験

・
実

習
成

果
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 g
ra

de
d 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 a

ss
e
ss

m
e
n
t,
 i
n
di

vi
du

al
 

pr
e
se

n
at

io
n
s 

an
d 

gr
o
u
p 

di
sc

u
ss

io
n
s 

ab
o
u
t 

th
e
ir
 o

w
n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

su
lt
s.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-87-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

生
化

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
中

山
敦

雄
、

永
田

浩
一

　
連

携
講

座
神

経
生

化
学

教
授

 
A

ts
u
o
 N

ak
ay

am
a,

 K
o
h
ic

h
i 
N

ag
at

a,
 P

ro
fe

ss
o
rs

 o
f 
N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
　

9
:0

0
～

1
0
:3

0
  

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y 
m

o
rn

in
g 

9
:0

0
-
1
0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
医

療
療

育
総

合
セ

ン
タ

ー
発

達
障

害
研

究
所

　
5
0
3

会
議

室
  

A
D

D
R

 I
n
st

it
u
te

 f
o
r 

D
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
, 
m

e
e
ti
n
g 

ro
o
m

 5
0
3

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（
A

S
D

）
や

知
的

障
害

の
原

因
と

し
て

の
遺

伝
子

異
常

に
関

す
る

現
在

の
知

見
を

理
解

す
る

。
T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

u
rr

e
n
t 

kn
o
w

le
dg

e
 o

n
 g

e
n
e
ti
c
 p

at
h
w

ay
 

c
au

si
n
g 

de
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

発
達

障
害

の
病

態
を

解
明

す
る

た
め

の
脳

形
成

、
脳

成
熟

過
程

に
関

し
て

、
細

胞
培

養
、

組
織

培
養

、
モ

デ
ル

動
物

な
ど

で
の

解
析

・
研

究
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

。
A

 g
o
al

 o
f 
th

e
 c

o
u
se

 i
s 

th
ro

u
gh

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

ab
o
u
t 

re
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

ap
pl

ie
d 

fo
r 

in
ve

st
ig

at
in

g 
br

ai
n
 f
o
rm

at
io

n
 a

n
d 

m
at

u
ra

ti
o
n
 i
n
 c

e
ll 

an
d 

ti
ss

u
e
 c

u
lt
u
re

 s
ys

te
m

s,
 

an
d 

in
 a

n
im

al
 m

o
de

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（
A

S
D

）
や

知
的

障
害

の
原

因
と

な
る

遺
伝

子
異

常
と

、
そ

れ
に

よ
り

引
き

起
こ

さ
れ

る
脳

病
態

と
の

連
関

に
関

す
る

近
年

の
知

見
を

理
解

す
る

た
め

の
一

連
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

講
す

る
。

セ
ミ

ナ
ー

は
参

加
者

に
よ

る
学

術
論

文
の

抄
読

形
式

と
す

る
。

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 i
s 

pl
an

n
e
d 

to
 p

ro
vi

de
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 e

m
e
rg

in
g 

re
la

ti
o
n
sh

ip
 b

e
tw

e
e
n
 

ge
n
e
ti
c
 a

bn
o
rm

al
it
ie

s 
an

d 
n
e
u
ro

pa
th

o
ge

n
e
si

s 
in

 d
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

, 
fo

c
u
si

n
g 

e
sp

e
c
ia

lly
 o

n
 A

u
ti
sm

 s
pe

c
tr

u
m

 d
is

o
rd

e
rs

 a
n
d 

m
e
n
ta

l 
re

ta
rd

at
io

n
s.

  
U

p 
to

 d
at

e
 

ar
ti
c
le

s 
sh

o
u
ld

 b
e
 p

re
se

n
te

d 
by

 a
tt

e
n
de

e
s 

an
d 

 d
is

c
u
ss

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b

e
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n
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n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
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o
n
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n
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rm
at
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n

授
業

科
目

名
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u
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it
le

神
経

生
化

学
実

験
研

究
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m

e
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R

e
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ar
c
h
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n
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e
u
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o
c
h
e
m
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tr

y

担
当

教
員
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st
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c
to

r
中

山
敦

雄
、

永
田

浩
一

　
連

携
講

座
神

経
生

化
学

教
授

  
A

ts
u
o
 N

ak
ay

am
a,

 K
o
h
ic

h
i 
N

ag
at

a,
 P

ro
fe

ss
o
rs

 o
f 
N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m
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tr

y

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
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単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
期

間
中

適
宜

S
c
h
e
du

le
 w

ill
 b

e
 fi

xe
d 

by
 d

is
c
u
ss

io
n
 b

e
tw

e
e
n
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n
st

ru
c
to

rs
 a

n
d 

st
u
de

n
ts

.

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
医

療
療

育
総

合
セ

ン
タ

ー
発

達
障

害
研

究
所

　
分

子
病

態
実

験
室

  
A

D
D

R
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n
st
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te

 f
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r 

D
e
ve
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pm

e
n
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R

e
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ar
c
h
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c
u
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o
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（
A

S
D

）
や

知
的

障
害

の
発

症
に

関
連

す
る

脳
形

成
障

害
、

成
熟

障
害

を
解

析
す

る
た

め
の

研
究

手
法

の
基

礎
を

習
得

す
る

。
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h
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f 
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 c
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c
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n
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at
io

n
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n
d 

m
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u
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o
n
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 c
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習
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e
 C

o
u
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e
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代

培
養

神
経

細
胞

、
マ

ウ
ス

、
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ッ
ト

脳
ス
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イ
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へ
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伝
子

導
入
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そ

の
解

析
方

法
を

習
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す
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 c
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 c
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習
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け
る
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レ
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、
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ィ

ス
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シ
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ン
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に
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合
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に

判
断

す
る
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d 
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h
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履
修

条
件
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連

す
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目
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sit
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 C
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す
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間
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習
等
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 C
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o
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適
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す
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質
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へ
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応
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授
業

科
目

名
C

o
u
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e
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it
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神
経

生
化

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m
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ar

 o
n
 N

e
u
ro
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o
c
h
e
m

is
tr

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
中

山
敦

雄
、

永
田

浩
一

　
連

携
講

座
神

経
生

化
学

教
授

 
A

ts
u
o
 N

ak
ay

am
a,

 K
o
h
ic

h
i 
N

ag
at

a,
 P

ro
fe

ss
o
rs

 o
f 
N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
　

9
:0

0
～

1
0
:3

0
  

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y 
m

o
rn

in
g 

9
:0

0
-
1
0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
医

療
療

育
総

合
セ

ン
タ

ー
発

達
障

害
研

究
所

　
5
0
3

会
議

室
  

A
D

D
R

 I
n
st

it
u
te

 f
o
r 

D
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
, 
m

e
e
ti
n
g 

ro
o
m

 5
0
3

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（
A

S
D

）
や

知
的

障
害

の
原

因
と

し
て

の
遺

伝
子

異
常

に
関

す
る

現
在

の
知

見
を

理
解

す
る

。
T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

u
rr

e
n
t 

kn
o
w

le
dg

e
 o

n
 g

e
n
e
ti
c
 p

at
h
w

ay
 

c
au

si
n
g 

de
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

発
達

障
害

の
病

態
を

解
明

す
る

た
め

の
脳

形
成

、
脳

成
熟

過
程

に
関

し
て

、
細

胞
培

養
、

組
織

培
養

、
モ

デ
ル

動
物

な
ど

で
の

解
析

・
研

究
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

。
A

 g
o
al

 o
f 
th

e
 c

o
u
se

 i
s 

th
ro

u
gh

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

ab
o
u
t 

re
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

ap
pl

ie
d 

fo
r 

in
ve

st
ig

at
in

g 
br

ai
n
 f
o
rm

at
io

n
 a

n
d 

m
at

u
ra

ti
o
n
 i
n
 c

e
ll 

an
d 

ti
ss

u
e
 c

u
lt
u
re

 s
ys

te
m

s,
 

an
d 

in
 a

n
im

al
 m

o
de

ls
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（
A

S
D

）
や

知
的

障
害

の
原

因
と

な
る

遺
伝

子
異

常
と

、
そ

れ
に

よ
り

引
き

起
こ

さ
れ

る
脳

病
態

と
の

連
関

に
関

す
る

近
年

の
知

見
を

理
解

す
る

た
め

の
一

連
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

講
す

る
。

セ
ミ

ナ
ー

は
参

加
者

に
よ

る
学

術
論

文
の

抄
読

形
式

と
す

る
。

T
h
is

 s
e
m

in
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 i
s 
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n
e
d 
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ro
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n
o
w
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e
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n
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m
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g 
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o
n
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 b

e
tw

e
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n
e
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c
 a
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o
rm
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an

d 
n
e
u
ro
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th

o
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n
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s 
in

 d
e
ve

lo
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e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

, 
fo

c
u
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n
g 

e
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e
c
ia

lly
 o

n
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u
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 s
pe

c
tr

u
m

 d
is

o
rd

e
rs

 a
n
d 

m
e
n
ta

l 
re

ta
rd

at
io

n
s.

  
U
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 d
at

e
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c
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o
u
ld

 b
e
 p
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se

n
te

d 
by

 a
tt

e
n
de

e
s 

an
d 

 d
is

c
u
ss

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
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ve
ly
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e
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e
d 
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se

d 
o
n
 p

re
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n
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o
n
s 

an
d 

di
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u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

生
化

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
中

山
敦

雄
、

永
田

浩
一

　
連

携
講

座
神

経
生

化
学

教
授

  
A

ts
u
o
 N

ak
ay

am
a,

 K
o
h
ic

h
i 
N

ag
at

a,
 P

ro
fe

ss
o
rs

 o
f 
N

e
u
ro

bi
o
c
h
e
m

is
tr

y

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
期

間
中

適
宜

S
c
h
e
du

le
 w

ill
 b

e
 fi

xe
d 

by
 d

is
c
u
ss

io
n
 b

e
tw

e
e
n
 i
n
st

ru
c
to

rs
 a

n
d 

st
u
de

n
ts

.

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
医

療
療

育
総

合
セ

ン
タ

ー
発

達
障

害
研

究
所

　
分

子
病

態
実

験
室

  
A

D
D

R
 I
n
st

it
u
te

 f
o
r 

D
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
, 
la

bo
ra

to
ry

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
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c
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熟

障
害

を
解

析
す

る
た

め
の

研
究

手
法

の
基

礎
を

習
得

す
る

。
  

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 m

as
te

r 
e
ss

e
n
ti
al

 r
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c
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c
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c
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c
h
n
iq

u
e
s 

m
e
ti
o
n
e
d 

ab
o
ve

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d
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at
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習
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け
る
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レ
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ョ
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ィ
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ン
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 c
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h
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 C
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 b
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 d
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 C
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述
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述
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h
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 C
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 C
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習
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c
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築
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施
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 c
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n
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n
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 b
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 C
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。
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。
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at
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習
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ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
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目
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 C
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 C
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 d
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st
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適

宜
指
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す

る
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 b
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 d
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子
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c
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c
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験
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、
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細
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生
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。
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サ
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か
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デ
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て
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か
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、
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に
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れ
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す
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れ
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々
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タ

か
ら

、
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異
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情

報
を

抽
出

す
る

方
法
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最
先
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を
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す
る

。
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記
の
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ら
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報
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テ

ム
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す
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す
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法
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端
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す

る
。
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れ
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す
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テ
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を
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に
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ョ
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。
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el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

が
ん

シ
ス

テ
ム

情
報

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

an
c
e
r 

In
fo

rm
at

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

口
類

　
が

ん
シ

ス
テ

ム
情

報
学

連
携

教
授

 
R

u
i 
Y
am

ag
u
c
h
i, 

D
iv

is
io

n
 o

f 
C

an
c
e
r 

In
fo

rm
at

ic
s,

 V
is

it
in

g 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

　
1
3
:3

0
〜

1
6
:3

0
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

o
pe

n
 a

t 
1
3
:3

0
-
1
6
:3

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

北
館

3
階

　
大

規
模

生
体

デ
ー

タ
解

析
室

 
R

o
o
m

 f
o
r 

la
rg

e
-
sc

al
e
 d

at
a 

an
al

ys
is

, 
th

e
 3

rd
 fl

o
o
r,
 N

o
rt

h
 b

u
ld

in
g,

 A
ic

h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
る

様
々

な
デ

ー
タ

か
ら

、
変

異
等

の
情

報
を

抽
出

す
る

方
法

お
よ

び
が

ん
細

胞
の

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

情
報

を
推

論
す

る
方

法
を

、
公

共
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

デ
ー

タ
を

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
実

際
に

解
析

す
る

こ
と

に
よ

り
学

習
す

る
。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

m
e
th

o
ds

 f
o
r 

e
xt

ra
c
ti
n
g 

u
se

fu
l 

in
fo

rm
at

io
n
 f
ro

m
 N

e
xt

 G
e
n
e
rt

io
n
 S

e
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
da

ta
 a

n
d 

th
o
se

 f
o
r 

in
fe

ri
n
g 

sy
st

e
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

 b
y 

an
al

yz
in

g 
da

ta
se

ts
 s

to
re

e
d 

in
 p

u
bl

ic
 d

at
ab

as
e
s 

u
si

n
g 

a 
su

pe
rc

o
m

pu
te

r 
sy

st
e
m

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

公
共

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

上
の

N
G

S
デ

ー
タ

を
、

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
で

解
析

し
、

D
N

A
に

含
ま

れ
る

変
異

を
検

出
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

ま
た

遺
伝

子
発

現
デ

ー
タ

を
解

析
し

、
発

現
差

の
あ

る
遺

伝
子

を
検

出
し

可
視

化
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。
 

T
h
e
 g

o
al

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 a

n
al

yz
e
 N

G
S
 d

at
a 

fr
o
m

 p
u
bl

ic
 d

at
ab

as
e
s 

u
si

n
g 

a 
su

pe
rc

o
m

pu
te

r,
 t

o
 i
de

n
ti
fy

 m
u
ta

io
n
s 

in
 c

an
c
e
r 

c
e
lls

 a
n
d 

to
 v

is
u
al

iz
e
 

di
ff
e
re

n
ti
al

y 
e
xp

re
ss

e
d 

ge
n
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
る

様
々

な
デ

ー
タ

か
ら

、
変

異
等

の
情

報
を

抽
出

す
る

方
法

お
よ

び
が

ん
細

胞
の

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

情
報

を
推

論
す

る
方

法
を

、
公

共
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
得

ら
れ

る
デ

ー
タ

を
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

解
析

す
る

こ
と

に
よ

り
学

習
す

る
。
 

T
h
e
 i
n
st

ru
c
to

r 
gu

id
e
s 

st
u
de

n
ts

 t
o
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 a

n
ly

ze
 N

G
S
 d

at
a 

u
si

n
g 

a 
su

pe
rc

o
m

pu
te

r 
an

d 
h
o
w

 t
o
 i
n
fe

r 
c
an

c
e
r 

c
e
ll 

sy
st

e
m

s 
u
si

tn
g 

se
ve

ra
l 
m

ac
h
in

e
 

le
ar

n
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域

-93-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

標
的

探
索

・
治

療
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 T

ar
ge

t 
an

d 
D

ru
g 

D
is

c
o
ve

ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

根
山

 千
歳

　
 C

h
it
o
se

 O
n
e
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

金
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

(E
ve

ry
 F

ri
da

y 
fr

o
m

 9
: 
0
0
-
1
2
: 
0
0
 a

ll 
ye

ar
 l
o
n
g)

。

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

腫
瘍

制
御

学
分

野
(A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

, 
4
th

 F
lo

o
r,
 D

iv
. 
o
f 
C

an
c
e
r 

C
e
ll 

R
e
gu

la
ti
o
n
)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

の
恒

常
性

維
持

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

が
ん

に
お

け
る

そ
の

破
綻

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
U

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
m

ai
n
ta

in
in

g 
c
e
llu

la
r 

h
o
m

e
o
st

as
is

 a
n
d 

th
e
ir
 

dy
sf

u
n
c
ti
o
n
 i
n
 c

an
c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

外
膜

小
胞

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

に
関

す
る

最
新

の
知

見
を

学
び

、
が

ん
に

お
け

る
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
制

御
機

構
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

L
e
ar

n
in

g 
th

e
 l
at

e
st

 fi
n
di

n
gs

 o
f 
th

e
 e

xt
ra

c
e
llu

la
r 

ve
si

c
le

s,
 e

xo
so

m
e
s,

 a
n
d 

ac
qu

ir
in

g 
fu

n
da

m
e
n
ta

l 
kn

o
w

le
dg

e
 o

f 
th

e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
re

gu
la

ti
n
g 

e
xo

so
m

e
s 

in
 c

an
c
e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

の
恒

常
性

維
持

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

そ
の

破
綻

と
し

て
の

が
ん

分
子

機
序

に
つ

い
て

講
義

を
行

う
と

共
に

、
実

践
的

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

履
修

者
を

交
え

て
行

う
。

ま
た

細
胞

外
膜

小
胞

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

の
最

新
の

知
見

を
深

め
、

が
ん

に
お

け
る

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

に
つ

い
て

学
ぶ

。
T
h
e
 l
e
c
tu

re
s 

w
ill

 p
ri
m

ar
ily

 f
o
c
u
s 

o
n
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
m

ai
n
ta

in
in

g 
c
e
llu

la
r 

h
o
m

e
o
st

as
is

 a
n
d 

th
e
ir
 d

ys
fu

n
c
ti
o
n
 i
n
 c

an
c
e
r.
 T

h
is

 c
o
u
rs

e
 a

ls
o
 o

u
tl
in

e
s 

th
e
 l
at

e
st

 
fin

di
n
gs

 o
f 
th

e
 e

xt
ra

c
e
llu

la
r 

ve
si

c
le

s,
 e

xo
so

m
e
s,

  
in

 c
an

c
e
r.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

標
的

探
索

・
治

療
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

ar
ge

t 
an

d 
D

ru
g 

D
is

c
o
ve

ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

根
山

 千
歳

　
 C

h
it
o
se

 o
n
e
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
毎

週
　

月
・

水
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
(E

ve
ry

 M
o
n
da

y 
an

d 
W

e
dn

e
sd

ay
 f
ro

m
 9

: 
0
0
-
1
2
: 
0
0
 a

ll 
ye

ar
 l
o
n
g)

。

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

腫
瘍

制
御

学
分

野
(A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

, 
4
th

 F
lo

o
r,
 D

iv
. 
o
f 
C

an
c
e
r 

C
e
ll 

R
e
gu

la
ti
o
n
)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
A

c
qu

ir
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

基
本

的
な

D
N

A
, 
R

N
A

, 
細

胞
、

マ
ウ

ス
の

操
作

に
加

え
て

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
解

析
手

法
を

学
習

す
る

。
G

ai
n
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 m

o
lc

u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
an

c
e
r,
in

c
lu

di
n
g 

ge
n
e
ti
c
 m

an
ip

u
la

ti
o
n
, 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
h
an

dl
in

g 
o
f 

la
bo

ra
to

ry
 a

n
im

al
s 

an
d 

e
xo

so
m

e
 a

n
al

ys
is

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

が
ん

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
基

本
的

な
D

N
A

, 
R

N
A

, 
細

胞
、

マ
ウ

ス
の

操
作

に
加

え
て

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
解

析
手

法
を

学
習

す
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

c
ili

ta
te

s 
st

u
de

n
ts

 i
n
 g

ai
n
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 
n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
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o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
an

c
e
r,
 i
n
c
lu

di
n
g 

ge
n
e
ti
c
 

m
an

ip
u
la

ti
o
n
, 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
h
an

dl
in

g 
o
f 
la

bo
ra

to
ry

 a
n
im

al
s 

an
d 

e
xo

so
m

e
 a

n
al

ys
is

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
験

研
究

に
お

け
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

及
び

レ
ポ

ー
ト

等
(D

is
c
u
ss

io
n
s 

an
d 

re
po

rt
s 

o
n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
)

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

標
的

探
索

・
治

療
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 T

ar
ge

t 
an

d 
D

ru
g 

D
is

c
o
ve

ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

根
山

 千
歳

　
 C

h
it
o
se

 O
n
e
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

金
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

(E
ve

ry
 F

ri
da

y 
fr

o
m

 9
: 
0
0
-
1
2
: 
0
0
 a

ll 
ye

ar
 l
o
n
g)

。

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

腫
瘍

制
御

学
分

野
(A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

, 
4
th

 F
lo

o
r,
 D

iv
. 
o
f 
C

an
c
e
r 

C
e
ll 

R
e
gu

la
ti
o
n
)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

細
胞

の
恒

常
性

維
持

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

が
ん

に
お

け
る

そ
の

破
綻

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
U

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
m

ai
n
ta

in
in

g 
c
e
llu

la
r 

h
o
m

e
o
st

as
is

 a
n
d 

th
e
ir
 

dy
sf

u
n
c
ti
o
n
 i
n
 c

an
c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

細
胞

外
膜

小
胞

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

に
関

す
る

最
新

の
知

見
を

学
び

、
が

ん
に

お
け

る
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
制

御
機

構
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

L
e
ar

n
in

g 
th

e
 l
at

e
st
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n
di

n
gs

 o
f 
th

e
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ra

c
e
llu

la
r 

ve
si

c
le
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xo
so

m
e
s,
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n
d 
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qu

ir
in

g 
fu

n
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m
e
n
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l 
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o
w
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e
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f 
th

e
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e
c
h
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is
m
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re
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n
g 

e
xo

so
m

e
s 
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 c
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c
e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
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o
n
te

n
t

細
胞

の
恒

常
性

維
持

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

そ
の

破
綻

と
し

て
の

が
ん

分
子

機
序

に
つ

い
て

講
義

を
行

う
と

共
に

、
実

践
的

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

履
修

者
を

交
え

て
行

う
。

ま
た

細
胞

外
膜

小
胞

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

の
最

新
の

知
見

を
深

め
、

が
ん

に
お

け
る

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

に
つ

い
て

学
ぶ

。
T
h
e
 l
e
c
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re
s 

w
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 p
ri
m
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o
c
u
s 
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n
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h
e
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e
c
h
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m

s 
m
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n
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in
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c
e
llu
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h
o
m

e
o
st

as
is
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n
d 

th
e
ir
 d
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fu

n
c
ti
o
n
 i
n
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an
c
e
r.
 T

h
is

 c
o
u
rs

e
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ls
o
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u
tl
in

e
s 

th
e
 l
at

e
st
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di
n
gs

 o
f 
th

e
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xt
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c
e
llu

la
r 
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si

c
le

s,
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xo
so

m
e
s,

  
in

 c
an

c
e
r.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex
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ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly
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e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
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rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

標
的

探
索

・
治

療
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

ar
ge

t 
an

d 
D

ru
g 

D
is

c
o
ve

ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

根
山

 千
歳

　
 C

h
it
o
se

 o
n
e
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
毎

週
　

月
・

水
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
(E

ve
ry

 M
o
n
da

y 
an

d 
W

e
dn

e
sd

ay
 f
ro

m
 9

: 
0
0
-
1
2
: 
0
0
 a

ll 
ye

ar
 l
o
n
g)

。

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

腫
瘍

制
御

学
分

野
(A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

, 
4
th

 F
lo

o
r,
 D

iv
. 
o
f 
C

an
c
e
r 

C
e
ll 

R
e
gu

la
ti
o
n
)

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
A

c
qu

ir
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
an

c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

基
本

的
な

D
N

A
, 
R

N
A

, 
細

胞
、

マ
ウ

ス
の

操
作

に
加

え
て

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
解

析
手

法
を

学
習

す
る

。
G

ai
n
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 n
e
c
e
ss

ar
y 

to
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 m

o
lc

u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
c
an

c
e
r,
in

c
lu

di
n
g 

ge
n
e
ti
c
 m

an
ip

u
la

ti
o
n
, 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
h
an

dl
in

g 
o
f 

la
bo

ra
to

ry
 a

n
im

al
s 

an
d 

e
xo

so
m

e
 a

n
al

ys
is

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

が
ん

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
基

本
的

な
D

N
A

, 
R

N
A

, 
細

胞
、

マ
ウ

ス
の

操
作

に
加

え
て

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
解

析
手

法
を

学
習

す
る

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 a

c
ili

ta
te

s 
st

u
de

n
ts

 i
n
 g

ai
n
in

g 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
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e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th
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ds
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c
e
ss
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e
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c
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m

e
c
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c
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c
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n
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e
ti
c
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u
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o
n
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c
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c
u
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u
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h
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dl
in

g 
o
f 
la

bo
ra

to
ry

 a
n
im

al
s 

an
d 

e
xo

so
m

e
 a

n
al

ys
is

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b

e
 p
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n
te
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o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
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te

ri
a

実
験

研
究

に
お

け
る

デ
ィ

ス
カ
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シ

ョ
ン

及
び

レ
ポ

ー
ト

等
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is
c
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n
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e
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ta
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ar

c
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履
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件

・関
連
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る
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目
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eq
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sit
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el

at
ed
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適
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指
示

す
る

。
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 b
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 d
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an
d.
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間
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学

習
等

S
el

f-
di
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ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te
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n
 d

e
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an
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
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to
 R
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nd
 to

 Q
ue

st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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 d
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備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

が
ん

免
疫

ゲ
ノ

ム
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

an
c
e
r 

Im
m

u
n
o
ge

n
o
m

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

下
博

和
　

が
ん

免
疫

ゲ
ノ

ム
学

連
携

教
授

 
H

ir
o
ka

zu
 M

at
su

sh
it
a,

 A
dj

u
n
c
t 

P
ro

f.
 o

f 
D

iv
. 
o
f 
C

an
c
e
r 

Im
m

u
n
o
ge

n
o
m

ic
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 
A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

腫
瘍

免
疫

学
、

が
ん

免
疫

ゲ
ノ

ム
学

の
基

礎
的

な
実

験
手

法
を

習
得

す
る

。
 

T
o
 m

as
te

r 
th

e
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
o
lo

gy
 o

f 
T
u
m

o
r 

im
m

u
n
o
lo

gy
 a

n
d 

C
an

c
e
r 

im
m

u
n
o
ge

n
o
m

ic
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

腫
瘍

と
免

疫
系

の
相

互
作

用
を

細
胞

、
分

子
レ

ベ
ル

で
理

解
す

る
た

め
に

、
従

来
の

免
疫

学
的

解
析

に
加

え
、

マ
ル

チ
オ

ミ
ク

ス
、

イ
ム

ノ
ゲ

ノ
ミ

ク
ス

解
析

の
手

法
を

習
得

す
る

。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

e
llu

la
r 

an
d 

m
o
le

c
u
la

r 
ba

si
s 

o
f 
tu

m
o
r/

im
m

u
n
e
 s

ys
te

m
 

in
te

ra
c
ti
o
n
s,

 s
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 t

o
 i
n
te

gr
at

e
 t

h
e
 m

u
lt
i-

o
m

ic
s 

an
d 

c
an

c
e
r 

im
m

u
n
o
ge

n
o
m

ic
s 

ap
pr

o
ac

h
e
s 

in
to

 t
h
e
 c

o
n
ve

n
ti
o
n
al

 i
m

m
u
n
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

T
細

胞
の

培
養

、
抗

原
特

異
的

T
細

胞
の

検
出

等
、

基
礎

と
な

る
免

疫
学

的
な

研
究

手
法

を
学

習
す

る
。

ま
た

、
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

ス
等

の
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

、
イ

ム
ノ

ゲ
ノ

ミ
ク

ス
解

析
手

法
を

学
習

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
c
lu

de
 b

as
ic

 i
m

m
u
n
o
lo

gi
c
al

 s
ki

lls
 a

n
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

su
c
h
 a

s 
T
 c

e
ll 

c
u
lt
u
re

, 
m

e
as

u
re

m
e
n
t 

o
f 
an

ti
ge

n
-
sp

e
c
ifi

c
 T

 c
e
ll 

re
sp

o
n
se

s,
 e

tc
. 
S
tu

de
n
ts

 w
ill

 a
ls

o
 

le
ar

n
 h

o
w

 t
o
 u

ti
liz

e
 n

e
xt

 g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

e
qu

e
n
c
in

g 
(N

G
S
) 
da

ta
, 
e
tc

. 
in

 t
h
e
 m

u
lt
i-

o
m

ic
s 

an
d 

c
an

c
e
r 

im
m

u
n
o
ge

n
o
m

ic
s 

an
al

ys
e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

先
端

が
ん

診
断

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 A

dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

D
ia

gn
o
st

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
田

口
　

歩
　

 T
A

G
U

C
H

I, 
A

yu
m

u

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

E
ve

ry
 F

ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
北

館
3

階
セ

ミ
ナ

ー
室

 
T
h
e
 s

e
m

in
ar

 r
o
o
m

 o
n
 t

h
e
 3

rd
 fl

o
o
r 

o
f 
N

o
rt

h
 b

u
ild

in
g 

in
 t

h
e
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

医
療

の
診

断
か

ら
治

療
に

至
る

ま
で

、
臨

床
上

解
決

す
べ

き
重

要
な

問
題

点
と

、
そ

れ
に

対
す

る
基

礎
医

学
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

、
さ

ら
に

は
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
の

実
践

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

 w
e
 w

ill
 h

ig
h
lig

h
t 

th
e
 u

rg
e
n
t 

c
lin

ic
al

 q
u
e
st

io
n
s/

c
h
al

le
n
ge

s 
in

 c
an

c
e
r 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
th

e
ra

pi
e
s 

to
 e

xp
o
se

 s
tu

de
n
ts

 t
o
 r

e
se

ar
c
h
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
e
xi

st
in

g 
in

 
th

e
se

 fi
e
ld

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
終

了
時

に
は

、
基

礎
医

学
や

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

か
ら

得
ら

れ
た

知
見

が
、

実
臨

床
で

ど
の

よ
う

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

A
t 

th
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 s

e
m

in
ar

 s
tu

de
n
ts

 w
ill

 g
ai

n
 a

 d
id

ac
ti
c
 t

ra
in

in
g 

an
d 

a 
br

o
ad

 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
h
o
w

 b
as

ic
 s

c
ie

n
c
e
 d

is
c
o
ve

ri
e
s 

an
d 

tr
an

sl
at

io
n
al

 r
e
se

ar
c
h
 c

an
 

im
pa

c
t 

c
lin

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

消
化

器
が

ん
、

肺
が

ん
を

中
心

に
、

基
礎

研
究

・
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
・

臨
床

研
究

に
お

け
る

最
先

端
の

知
見

を
幅

広
く
学

び
、

討
論

を
行

う
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 w
ill

 c
o
ve

r 
a 

br
o
ad

 s
pe

c
tr

u
m

 o
f 
c
u
tt

in
g-

e
dg

e
 t

o
pi

c
s 

in
 b

as
ic

 s
c
ie

n
c
e
, 

tr
an

sl
at

io
n
al

 r
es

ea
rc

h,
 a

nd
 c

lin
ic

al
 p

ra
c
ti
ce

, 
pa

rt
ic

ul
ar

ly
 f
o
cu

si
ng

 o
n 

ga
st

ro
in

te
st

in
al

 
an

d 
lu

n
g 

c
an

c
e
r.
 S

tu
de

n
ts

 w
ill

 h
av

e
 t

h
e
 o

pp
o
rt

u
n
it
y 

to
 d

is
c
u
ss

 t
h
e
se

 t
h
e
m

e
s 

w
it
h
 

e
xp

e
rt

s 
in

 t
h
e
 fi

e
ld

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

り
評

価
す

る
。
 

L
e
ar

n
in

g 
o
u
tc

o
m

e
s 

w
ill

 b
e
 a

ss
e
ss

e
d 

by
 o

ra
l 
pr

e
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

c
la

ss
 d

is
c
u
ss

io
n
s.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
n
c
o
u
ra

ge
d 

to
 p

re
pa

re
 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 i
n
 t

h
e
 

di
sc

u
ss

io
n
.

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

先
端

が
ん

診
断

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

D
ia

gn
o
st

ic
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
田

口
　

歩
　

 T
A

G
U

C
H

I, 
A

yu
m

u

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
木

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

 9
am

-
1
2
pm

 e
ve

ry
 M

o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
, 
an

d 
T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
本

館
4

階
 

T
h
e
 4

th
 fl

o
o
r 

o
f 
M

ai
n
 b

u
ild

in
g 

in
 t

h
e
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

医
療

に
取

り
組

む
た

め
の

分
子

生
物

学
的

研
究

手
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

 w
e
 w

ill
 i
n
tr

o
du

c
e
 b

as
ic

 m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 p

ri
n
c
ip

le
s,

 m
o
le

c
u
la

r 
pr

o
fil

in
g 

te
c
h
n
o
lo

gi
e
s,

 a
n
d 

th
e
ir
 c

lin
ic

al
 a

pp
lic

at
io

n
 t

o
 c

an
c
e
r 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

癌
の

分
子

病
態

を
解

明
す

る
た

め
に

必
要

な
分

子
生

物
学

的
研

究
手

法
を

幅
広

く
実

践
し

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

a 
w

id
e
 r

an
ge

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

to
 

in
ve

st
ig

at
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
c
an

c
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

細
胞

培
養

、
核

酸
や

タ
ン

パ
ク

の
抽

出
・

解
析

、
動

物
モ

デ
ル

の
解

析
な

ど
の

基
本

的
技

術
の

習
得

に
加

え
て

最
先

端
の

ゲ
ノ

ム
・

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

解
析

に
つ

い
て

も
学

ぶ
。
 

A
 t

u
to

ri
al

 i
n
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
 w

ill
 p

ro
vi

de
 a

 u
n
iq

u
e
 o

pp
o
rt

u
n
it
y 

fo
r 

w
id

e
 e

xp
o
su

re
 t

o
 

c
u
tt

in
g 

e
dg

e
 s

ys
te

m
s-

ba
se

d 
ge

n
e
ti
c
 a

n
d 

pr
o
te

o
m

ic
 m

e
th

o
do

lo
gi

e
s,

 a
n
d 

e
xp

e
ri
e
n
c
e
 

in
 b

as
ic

 m
o
le

c
u
la

r 
an

d 
c
e
llu

la
r 

bi
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

in
c
lu

di
n
g 

ti
ss

u
e
 c

u
lt
u
re

, 
ge

l 
e
le

c
tr

o
ph

o
re

si
s 

an
d 

W
e
st

e
rn

 b
lo

tt
in

g,
 i
m

m
u
n
o
pr

e
c
ip

it
at

io
n
, 
n
u
c
le

ic
 a

c
id

 i
so

la
ti
o
n
, 

R
T
-
P

C
R

, 
m

am
m

al
ia

n
 v

e
c
to

r 
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 a

n
d 

tr
an

sf
e
c
ti
o
n
, 
in

 v
it
ro

 c
e
ll-

ba
se

d 
as

sa
ys

, 
flu

o
re

sc
e
n
c
e
 m

ic
ro

sc
o
py

, 
an

d 
m

o
u
se

 x
e
n
o
gr

af
t.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
習

に
お

け
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
と

レ
ポ

ー
ト

に
よ

り
評

価
す

る
。
 

L
e
ar

n
in

g 
o
u
tc

o
m

e
s 

w
ill

 b
e
 a

ss
e
ss

e
d 

by
 l
ab

 w
o
rk

 a
n
d 

re
po

rt
s.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
n
c
o
u
ra

ge
d 

to
 p

re
pa

re
 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 p

ar
ti
c
ip

at
e
 i
n
 t

h
e
 

di
sc

u
ss

io
n
.
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

先
端

が
ん

標
的

治
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 A

dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

T
h
e
ra

pe
u
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
衣

斐
　

寛
倫

　
 H

ir
o
m

ic
h
i 
E
bi

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
　

月
曜

日
 1

6
:0

0
～

1
8
:0

0
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 f
ro

m
 1

6
:0

0
 t

o
 1

8
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

治
療

お
よ

び
開

発
に

必
要

な
が

ん
の

生
物

学
を

理
解

す
る

こ
と

U
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 v

u
ln

e
ra

bi
lit

y 
in

 c
an

c
e
r 

re
qu

ir
e
d 

to
 t

re
at

 p
at

ie
n
ts

 a
n
d 

de
ve

lo
p 

m
o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
ti
n
g 

ag
e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
遺

伝
子

異
常

に
よ

り
生

じ
る

シ
グ

ナ
ル

伝
達

異
常

が
が

ん
の

生
存

増
殖

に
果

た
す

役
割

を
理

解
す

る
。

こ
れ

ら
の

異
常

を
標

的
と

し
た

薬
剤

の
開

発
状

況
お

よ
び

耐
性

機
序

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
P

ar
ti
c
ip

an
ts

 i
s 

e
xp

e
c
te

d 
to

 u
n
de

rs
ta

n
d 

h
th

e
 r

o
le

 o
f 
ab

e
rr

an
t 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
 

c
au

se
d 

by
 g

e
n
e
 m

u
ta

ti
o
n
s 

fo
r 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

su
rv

iv
al

 o
f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

. 
W

e
 w

ill
 a

ls
o
 

di
sc

u
ss

 d
e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
dr

u
gs

 t
ar

ge
ti
n
g 

th
e
se

 a
be

rr
an

t 
si

gn
al

in
g 

an
d 

th
e
 r

e
si

st
an

c
e
 

m
e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
th

e
se

 m
o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
te

d 
dr

u
gs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

「
が

ん
の

生
物

学
」

を
参

考
書

と
し

て
、

遺
伝

子
の

異
常

と
そ

れ
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

シ
グ

ナ
ル

伝
達

の
異

常
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

薬
剤

の
開

発
状

況
と

耐
性

機
構

に
つ

い
て

は
、

N
at

u
re

 R
e
vi

e
w

s 
C

an
c
e
r
な

ど
の

総
説

を
も

と
に

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
最

新
の

論
文

を
例

に
討

論
を

行
う

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 u

se
s 

"
T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r"

 a
s 

th
e
 p

ri
m

ar
y 

te
xt

bo
o
k.

 C
u
tt

in
g 

e
dg

e
 

re
vi

e
w

s 
re

ga
rd

in
g 

dr
u
g 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

re
si

st
an

c
e
 m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
te

d 
ag

e
n
ts

 a
re

 a
ls

o
 u

se
d 

fo
r 

de
e
pe

r 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

先
端

が
ん

標
的

治
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

T
h
e
ra

pe
u
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
衣

斐
　

寛
倫

　
 H

ir
o
m

ic
h
i 
E
bi

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

火
 o

r 
木

曜
日

　
9
:0

0
～

1
2
:0

0
 o

r 
1
3
:0

0
～

1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

を
行

う
た

め
の

実
験

手
技

の
習

得
 

O
bt

ai
n
 m

e
th

o
ds

 r
e
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

tr
an

sl
at

io
n
al

 r
e
se

ar
c
h
 i
n
 c

an
c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
研

究
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
幅

広
い

内
容

の
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
P

ar
ti
c
ip

an
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

re
c
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

tr
an

sl
at

io
n
al

 
re

se
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

腫
瘍

組
織

・
が

ん
細

胞
か

ら
の

D
N

A
や

R
N

A
の

抽
出

や
解

析
、

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
、

細
胞

株
・

オ
ル

ガ
ノ

イ
ド

培
養

な
ど

が
ん

の
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
に

必
要

な
基

本
的

技
術

を
習

得
す

る
。

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

su
c
h
 a

s 
pu

ri
fic

at
io

n
 a

n
d 

an
al

ys
is

 o
f 
D

N
A

/
 

R
N

A
, 
w

e
st

e
rn

 b
lo

ts
, 
c
e
ll 

an
d 

o
rg

an
o
id

 c
u
lt
u
re

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

基
礎
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授
業

科
目

名
C

o
u
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e
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it
le

先
端

が
ん

標
的

治
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
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dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

T
h
e
ra

pe
u
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
衣

斐
　

寛
倫

　
 H

ir
o
m

ic
h
i 
E
bi

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
　

月
曜

日
 1

6
:0

0
～

1
8
:0

0
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 f
ro

m
 1

6
:0

0
 t

o
 1

8
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

が
ん

治
療

お
よ

び
開

発
に

必
要

な
が

ん
の

生
物

学
を

理
解

す
る

こ
と

U
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 v

u
ln

e
ra

bi
lit

y 
in

 c
an

c
e
r 

re
qu

ir
e
d 

to
 t

re
at

 p
at

ie
n
ts

 a
n
d 

de
ve

lo
p 

m
o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
ti
n
g 

ag
e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
遺

伝
子

異
常

に
よ

り
生

じ
る

シ
グ

ナ
ル

伝
達

異
常

が
が

ん
の

生
存

増
殖

に
果

た
す

役
割

を
理

解
す

る
。

こ
れ

ら
の

異
常

を
標

的
と

し
た

薬
剤

の
開

発
状

況
お

よ
び

耐
性

機
序

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
P

ar
ti
c
ip

an
ts

 i
s 

e
xp

e
c
te

d 
to

 u
n
de

rs
ta

n
d 

h
th

e
 r

o
le

 o
f 
ab

e
rr

an
t 

si
gn

al
 t

ra
n
sd

u
c
ti
o
n
 

c
au

se
d 

by
 g

e
n
e
 m

u
ta

ti
o
n
s 

fo
r 

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

su
rv

iv
al

 o
f 
c
an

c
e
r 

c
e
lls

. 
W

e
 w

ill
 a

ls
o
 

di
sc

u
ss

 d
e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
dr

u
gs

 t
ar

ge
ti
n
g 

th
e
se

 a
be

rr
an

t 
si

gn
al

in
g 

an
d 

th
e
 r

e
si

st
an

c
e
 

m
e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
th

e
se

 m
o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
te

d 
dr

u
gs

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

「
が

ん
の

生
物

学
」

を
参

考
書

と
し

て
、

遺
伝

子
の

異
常

と
そ

れ
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

シ
グ

ナ
ル

伝
達

の
異

常
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

薬
剤

の
開

発
状

況
と

耐
性

機
構

に
つ

い
て

は
、

N
at

u
re

 R
e
vi

e
w

s 
C

an
c
e
r
な

ど
の

総
説

を
も

と
に

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
最

新
の

論
文

を
例

に
討

論
を

行
う

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 u

se
s 

"
T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r"

 a
s 

th
e
 p

ri
m

ar
y 

te
xt

bo
o
k.

 C
u
tt

in
g 

e
dg

e
 

re
vi

e
w

s 
re

ga
rd

in
g 

dr
u
g 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

re
si

st
an

c
e
 m

e
c
h
an

is
m

 o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
ta

rg
e
te

d 
ag

e
n
ts

 a
re

 a
ls

o
 u

se
d 

fo
r 

de
e
pe

r 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

先
端

が
ん

標
的

治
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

dv
an

c
e
d 

C
an

c
e
r 

T
h
e
ra

pe
u
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
衣

斐
　

寛
倫

　
 H

ir
o
m

ic
h
i 
E
bi

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

火
 o

r 
木

曜
日

　
9
:0

0
～

1
2
:0

0
 o

r 
1
3
:0

0
～

1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

愛
知

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

　
 A

ic
h
i 
C

an
c
e
r 

C
e
n
te

r 
R

e
se

ar
c
h
 I
n
st

it
u
te

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

を
行

う
た

め
の

実
験

手
技

の
習

得
 

O
bt

ai
n
 m

e
th

o
ds

 r
e
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

tr
an

sl
at

io
n
al

 r
e
se

ar
c
h
 i
n
 c

an
c
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

が
ん

の
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
研

究
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
幅

広
い

内
容

の
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
P

ar
ti
c
ip

an
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

re
c
qu

ir
e
d 

to
 c

o
n
du

c
t 

tr
an

sl
at

io
n
al

 
re

se
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

腫
瘍

組
織

・
が

ん
細

胞
か

ら
の

D
N

A
や

R
N

A
の

抽
出

や
解

析
、

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
、

細
胞

株
・

オ
ル

ガ
ノ

イ
ド

培
養

な
ど

が
ん

の
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
に

必
要

な
基

本
的

技
術

を
習

得
す

る
。

P
ar

ti
c
ip

an
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

su
c
h
 a

s 
pu

ri
fic

at
io

n
 a

n
d 

an
al

ys
is

 o
f 
D

N
A

/
 

R
N

A
, 
w

e
st

e
rn

 b
lo

ts
, 
c
e
ll 

an
d 

o
rg

an
o
id

 c
u
lt
u
re

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

臨床医学領域の授業科目一覧

臨床医学領域の授業科目一覧

病態内科学 血液・腫瘍内科学 血液・腫瘍内科学セミナー MED-SE-7-101-B
血液・腫瘍内科学実験研究 MED-ER-7-101-B

循環器内科学 循環器内科学セミナー MED-SE-7-102-B
循環器内科学実験研究 MED-ER-7-102-B

消化器内科学 消化器内科学セミナー MED-SE-7-103-B
消化器内科学実験研究 MED-ER-7-103-B

呼吸器内科学 呼吸器内科学セミナー MED-SE-7-104-B
呼吸器内科学実験研究 MED-ER-7-104-B

糖尿病・内分泌内科学 糖尿病・内分泌内科学セミナー MED-SE-7-105-B
糖尿病・内分泌内科学実験研究 MED-ER-7-105-B

腎臓内科学 腎臓内科学セミナー MED-SE-7-106-B
腎臓内科学実験研究 MED-ER-7-106-B

高次医用科学 量子医学 量子医学セミナー MED-SE-7-107-B
量子医学実験研究 MED-ER-7-107-B

量子介入治療学 量子介入治療学セミナー MED-SE-7-108-B
量子介入治療学実験研究 MED-ER-7-108-B

放射線治療学 放射線治療学セミナー MED-SE-7-109-B
放射線治療学実験研究 MED-ER-7-109-B

臓器病態診断学 臓器病態診断学セミナー MED-SE-7-110-B
臓器病態診断学実験研究 MED-ER-7-110-B

病態構造解析学 病態構造解析学セミナー MED-SE-7-111-B
病態構造解析学実験研究 MED-ER-7-111-B

がん薬物療法学 がん薬物療法学セミナー MED-SE-7-114-B
がん薬物療法学実験研究 MED-ER-7-114-B

脳神経病態制御学 神経内科学 神経内科学セミナー MED-SE-7-115-B
神経内科学実験研究 MED-ER-7-115-B

精神医学 精神医学セミナー MED-SE-7-116-B
精神医学実験研究 MED-ER-7-116-B

脳神経外科学 脳神経外科学セミナー MED-SE-7-118-B
脳神経外科学実験研究 MED-ER-7-118-B

脳神経先端医療開発学 脳神経先端医療開発学セミナー MED-SE-7-119-B
脳神経先端医療開発学実験研究 MED-ER-7-119-B

脳血管内治療学 脳血管内治療学セミナー MED-SE-7-120-B
脳血管内治療学臨床的・実験研究 MED-ER-7-120-B

頭頸部・感覚器外科学 眼科学 眼科学セミナー MED-SE-7-121-B
眼科学実験研究 MED-ER-7-121-B

感覚器障害制御学 感覚器障害制御学セミナー MED-SE-7-122-B
感覚器障害制御学実験研究 MED-ER-7-122-B

耳鼻咽喉科学 耳鼻咽喉科学セミナー MED-SE-7-123-B
耳鼻咽喉科学実験研究 MED-ER-7-123-B

顎顔面外科学 顎顔面外科学セミナー MED-SE-7-125-B
顎顔面外科学実験研究 MED-ER-7-125-B
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病態内科学 血液・腫瘍内科学 血液・腫瘍内科学セミナー MED-SE-7-101-B 102
血液・腫瘍内科学実験研究 MED-ER-7-101-B 102

循環器内科学 循環器内科学セミナー MED-SE-7-102-B 103
循環器内科学実験研究 MED-ER-7-102-B 103

消化器内科学 消化器内科学セミナー MED-SE-7-103-B 104
消化器内科学実験研究 MED-ER-7-103-B 104

呼吸器内科学 呼吸器内科学セミナー MED-SE-7-104-B 105
呼吸器内科学実験研究 MED-ER-7-104-B 105

糖尿病・内分泌内科学 糖尿病・内分泌内科学セミナー MED-SE-7-105-B 106
糖尿病・内分泌内科学実験研究 MED-ER-7-105-B 106

腎臓内科学 腎臓内科学セミナー MED-SE-7-106-B 107
腎臓内科学実験研究 MED-ER-7-106-B 107

高次医用科学 量子医学 量子医学セミナー MED-SE-7-107-B 108
量子医学実験研究 MED-ER-7-107-B 108

量子介入治療学 量子介入治療学セミナー MED-SE-7-108-B 109
量子介入治療学実験研究 MED-ER-7-108-B 109

放射線治療学 放射線治療学セミナー MED-SE-7-109-B 110
放射線治療学実験研究 MED-ER-7-109-B 110

臓器病態診断学 臓器病態診断学セミナー MED-SE-7-110-B 111
臓器病態診断学実験研究 MED-ER-7-110-B 111

病態構造解析学 病態構造解析学セミナー MED-SE-7-111-B 112
病態構造解析学実験研究 MED-ER-7-111-B 112

がん薬物療法学 がん薬物療法学セミナー MED-SE-7-114-B 113
がん薬物療法学実験研究 MED-ER-7-114-B 113

脳神経病態制御学 神経内科学 神経内科学セミナー MED-SE-7-115-B 114
神経内科学実験研究 MED-ER-7-115-B 114

精神医学 精神医学セミナー MED-SE-7-116-B 115
精神医学実験研究 MED-ER-7-116-B 115

脳神経外科学 脳神経外科学セミナー MED-SE-7-118-B 116
脳神経外科学実験研究 MED-ER-7-118-B 116

脳神経先端医療開発学 脳神経先端医療開発学セミナー MED-SE-7-119-B 117
脳神経先端医療開発学実験研究 MED-ER-7-119-B 117

脳血管内治療学 脳血管内治療学セミナー MED-SE-7-120-B 118
脳血管内治療学実験研究 MED-ER-7-120-B 118

頭頸部・感覚器外科学 眼科学 眼科学セミナー MED-SE-7-121-B 119
眼科学実験研究 MED-ER-7-121-B 119

感覚器障害制御学 感覚器障害制御学セミナー MED-SE-7-122-B 120
感覚器障害制御学実験研究 MED-ER-7-122-B 120

耳鼻咽喉科学 耳鼻咽喉科学セミナー MED-SE-7-123-B 121
耳鼻咽喉科学実験研究 MED-ER-7-123-B 121

顎顔面外科学 顎顔面外科学セミナー MED-SE-7-125-B 122
顎顔面外科学実験研究 MED-ER-7-125-B 122
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発育・加齢医学 小児科学 小児科学セミナー MED-SE-7-166-B
小児科学実験研究 MED-ER-7-166-B

発達・老年精神医学 発達・老年精神医学セミナー MED-SE-7-168-B
発達・老年精神医学実験研究 MED-ER-7-168-B

産婦人科学 産婦人科学セミナー MED-SE-7-170-B
産婦人科学実験研究 MED-ER-7-170-B

地域在宅医療学・老年科学 地域在宅医療学・老年科学セミナー MED-SE-7-172-B
地域在宅医療学・老年科学実験研究 MED-ER-7-172-B

総合診療医学 総合診療医学セミナー MED-SE-7-177-B
総合診療医学実験研究 MED-ER-7-177-B

周産母子医学 周産母子医学 周産母子医学セミナー MED-SE-7-178-B
周産母子医学実験研究 MED-ER-7-178-B

親と子どもの精神医学 親と子どもの心療学 親と子どもの心療学セミナー MED-SE-7-183-B
親と子どもの心療学実験研究 MED-ER-7-183-B

総合管理医学 総合医学教育学 総合医学教育学セミナー MED-SE-7-184-B
総合医学教育学実験研究 MED-ER-7-184-B

医療の質・患者安全学 医療の質・患者安全学セミナー MED-SE-7-185-B
医療の質・患者安全学実験研究 MED-ER-7-185-B

国際医学教育学 国際医学教育学セミナー MED-SE-7-196-B
国際医学教育学実験研究 MED-ER-7-196-B
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病態外科学 腫瘍外科学 腫瘍外科学セミナー MED-SE-7-131-B
腫瘍外科学実験研究 MED-ER-7-131-B

血管外科学 血管外科学セミナー MED-SE-7-132-B
血管外科学実験研究 MED-ER-7-132-B

消化器外科学 消化器外科学セミナー MED-SE-7-133-B
消化器外科学実験研究 MED-ER-7-133-B

移植・内分泌外科学 移植・内分泌外科学セミナー MED-SE-7-134-B
移植・内分泌外科学実験研究 MED-ER-7-134-B

心臓外科学 心臓外科学セミナー MED-SE-7-135-B
心臓外科学実験研究 MED-ER-7-135-B

呼吸器外科学 呼吸器外科学セミナー MED-SE-7-136-B
呼吸器外科学実験研究 MED-ER-7-136-B

小児外科学 小児外科学セミナー MED-SE-7-137-B
小児外科学実験研究 MED-ER-7-137-B

泌尿器科学 泌尿器科学セミナー MED-SE-7-138-B
泌尿器科学実験研究 MED-ER-7-138-B

運動・形態外科学 整形外科学 整形外科学セミナー MED-SE-7-139-B
整形外科学実験研究 MED-ER-7-139-B

リウマチ学 リウマチ学セミナー MED-SE-7-140-B
リウマチ学実験研究 MED-ER-7-140-B

手の外科学 手の外科学セミナー MED-SE-7-141-B
手の外科学実験研究 MED-ER-7-141-B

皮膚科学 皮膚科学セミナー MED-SE-7-142-B
皮膚科学実験研究 MED-ER-7-142-B

形成外科学 形成外科学セミナー MED-SE-7-144-B
形成外科学実験研究 MED-ER-7-144-B

生体管理医学 麻酔・蘇生医学 麻酔・蘇生医学セミナー MED-SE-7-145-B
麻酔・蘇生医学実験研究 MED-ER-7-145-B

臨床感染統御学 臨床感染統御学セミナー MED-SE-7-146-B
臨床感染統御学実験研究 MED-ER-7-146-B

救急・集中治療医学 救急・集中治療医学セミナー MED-SE-7-147-B
救急・集中治療医学実験研究 MED-ER-7-147-B

病態医療学 手術医療学 手術医療学セミナー MED-SE-7-150-B
手術医療学実験研究 MED-ER-7-150-B

細胞治療医学 細胞治療医学セミナー MED-SE-7-151-B
細胞治療医学実験研究 MED-ER-7-151-B

病理組織医学 病理組織医学セミナー MED-SE-7-152-B
病理組織医学実験研究 MED-ER-7-152-B

光学医療学 光学医療学セミナー MED-SE-7-153-B
光学医療学実験研究 MED-ER-7-153-B

放射線医療学 放射線医療学セミナー MED-SE-7-154-B
放射線医療学実験研究 MED-ER-7-154-B

画像情報診断・工学 画像情報診断・工学セミナー MED-SE-7-155-B
画像情報診断・工学実験研究 MED-ER-7-155-B
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病態外科学 腫瘍外科学 腫瘍外科学セミナー MED-SE-7-131-B 123
腫瘍外科学実験研究 MED-ER-7-131-B 123

血管外科学 血管外科学セミナー MED-SE-7-132-B 124
血管外科学実験研究 MED-ER-7-132-B 124

消化器外科学 消化器外科学セミナー MED-SE-7-133-B 125
消化器外科学実験研究 MED-ER-7-133-B 125

乳腺・内分泌外科学 乳腺・内分泌外科学セミナー MED-SE-7-130-B 126
乳腺・内分泌外科学実験研究 MED-ER-7-130-B 126

移植外科学 移植外科学セミナー MED-SE-7-134-B 127
移植外科学実験研究 MED-ER-7-134-B 127

心臓外科学 心臓外科学セミナー MED-SE-7-135-B 128
心臓外科学実験研究 MED-ER-7-135-B 128

呼吸器外科学 呼吸器外科学セミナー MED-SE-7-136-B 129
呼吸器外科学実験研究 MED-ER-7-136-B 129

小児外科学 小児外科学セミナー MED-SE-7-137-B 130
小児外科学実験研究 MED-ER-7-137-B 130

泌尿器科学 泌尿器科学セミナー MED-SE-7-138-B 131
泌尿器科学実験研究 MED-ER-7-138-B 131

運動・形態外科学 整形外科学 整形外科学セミナー MED-SE-7-139-B 132
整形外科学実験研究 MED-ER-7-139-B 132

リウマチ学 リウマチ学セミナー MED-SE-7-140-B 133
リウマチ学実験研究 MED-ER-7-140-B 133

人間拡張・手の外科学 人間拡張・手の外科学セミナー MED-SE-7-141-B 134
人間拡張・手の外科学実験研究 MED-ER-7-141-B 134

皮膚科学 皮膚科学セミナー MED-SE-7-142-B 135
皮膚科学実験研究 MED-ER-7-142-B 135

形成外科学 形成外科学セミナー MED-SE-7-144-B 136
形成外科学実験研究 MED-ER-7-144-B 136

生体管理医学 麻酔・蘇生医学 麻酔・蘇生医学セミナー MED-SE-7-145-B 137
麻酔・蘇生医学実験研究 MED-ER-7-145-B 137

臨床感染統御学 臨床感染統御学セミナー MED-SE-7-146-B 138
臨床感染統御学実験研究 MED-ER-7-146-B 138

救急・集中治療医学 救急・集中治療医学セミナー MED-SE-7-147-B 139
救急・集中治療医学実験研究 MED-ER-7-147-B 139
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発育・加齢医学 小児科学 小児科学セミナー MED-SE-7-166-B
小児科学実験研究 MED-ER-7-166-B

発達・老年精神医学 発達・老年精神医学セミナー MED-SE-7-168-B
発達・老年精神医学実験研究 MED-ER-7-168-B

産婦人科学 産婦人科学セミナー MED-SE-7-170-B
産婦人科学実験研究 MED-ER-7-170-B

地域在宅医療学・老年科学 地域在宅医療学・老年科学セミナー MED-SE-7-172-B
地域在宅医療学・老年科学実験研究 MED-ER-7-172-B

総合診療医学 総合診療医学セミナー MED-SE-7-177-B
総合診療医学実験研究 MED-ER-7-177-B

周産母子医学 周産母子医学 周産母子医学セミナー MED-SE-7-178-B
周産母子医学実験研究 MED-ER-7-178-B

親と子どもの精神医学 親と子どもの心療学 親と子どもの心療学セミナー MED-SE-7-183-B
親と子どもの心療学実験研究 MED-ER-7-183-B

総合管理医学 総合医学教育学 総合医学教育学セミナー MED-SE-7-184-B
総合医学教育学実験研究 MED-ER-7-184-B

医療の質・患者安全学 医療の質・患者安全学セミナー MED-SE-7-185-B
医療の質・患者安全学実験研究 MED-ER-7-185-B

国際医学教育学 国際医学教育学セミナー MED-SE-7-196-B
国際医学教育学実験研究 MED-ER-7-196-B
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病態外科学 腫瘍外科学 腫瘍外科学セミナー MED-SE-7-131-B
腫瘍外科学実験研究 MED-ER-7-131-B

血管外科学 血管外科学セミナー MED-SE-7-132-B
血管外科学実験研究 MED-ER-7-132-B

消化器外科学 消化器外科学セミナー MED-SE-7-133-B
消化器外科学実験研究 MED-ER-7-133-B

移植・内分泌外科学 移植・内分泌外科学セミナー MED-SE-7-134-B
移植・内分泌外科学実験研究 MED-ER-7-134-B

心臓外科学 心臓外科学セミナー MED-SE-7-135-B
心臓外科学実験研究 MED-ER-7-135-B

呼吸器外科学 呼吸器外科学セミナー MED-SE-7-136-B
呼吸器外科学実験研究 MED-ER-7-136-B

小児外科学 小児外科学セミナー MED-SE-7-137-B
小児外科学実験研究 MED-ER-7-137-B

泌尿器科学 泌尿器科学セミナー MED-SE-7-138-B
泌尿器科学実験研究 MED-ER-7-138-B

運動・形態外科学 整形外科学 整形外科学セミナー MED-SE-7-139-B
整形外科学実験研究 MED-ER-7-139-B

リウマチ学 リウマチ学セミナー MED-SE-7-140-B
リウマチ学実験研究 MED-ER-7-140-B

手の外科学 手の外科学セミナー MED-SE-7-141-B
手の外科学実験研究 MED-ER-7-141-B

皮膚科学 皮膚科学セミナー MED-SE-7-142-B
皮膚科学実験研究 MED-ER-7-142-B

形成外科学 形成外科学セミナー MED-SE-7-144-B
形成外科学実験研究 MED-ER-7-144-B

生体管理医学 麻酔・蘇生医学 麻酔・蘇生医学セミナー MED-SE-7-145-B
麻酔・蘇生医学実験研究 MED-ER-7-145-B

臨床感染統御学 臨床感染統御学セミナー MED-SE-7-146-B
臨床感染統御学実験研究 MED-ER-7-146-B

救急・集中治療医学 救急・集中治療医学セミナー MED-SE-7-147-B
救急・集中治療医学実験研究 MED-ER-7-147-B

病態医療学 手術医療学 手術医療学セミナー MED-SE-7-150-B
手術医療学実験研究 MED-ER-7-150-B

細胞治療医学 細胞治療医学セミナー MED-SE-7-151-B
細胞治療医学実験研究 MED-ER-7-151-B

病理組織医学 病理組織医学セミナー MED-SE-7-152-B
病理組織医学実験研究 MED-ER-7-152-B

光学医療学 光学医療学セミナー MED-SE-7-153-B
光学医療学実験研究 MED-ER-7-153-B

放射線医療学 放射線医療学セミナー MED-SE-7-154-B
放射線医療学実験研究 MED-ER-7-154-B

画像情報診断・工学 画像情報診断・工学セミナー MED-SE-7-155-B
画像情報診断・工学実験研究 MED-ER-7-155-B
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発育・加齢医学 小児科学 小児科学セミナー MED-SE-7-166-B
小児科学実験研究 MED-ER-7-166-B

発達・老年精神医学 発達・老年精神医学セミナー MED-SE-7-168-B
発達・老年精神医学実験研究 MED-ER-7-168-B

産婦人科学 産婦人科学セミナー MED-SE-7-170-B
産婦人科学実験研究 MED-ER-7-170-B

地域在宅医療学・老年科学 地域在宅医療学・老年科学セミナー MED-SE-7-172-B
地域在宅医療学・老年科学実験研究 MED-ER-7-172-B

総合診療医学 総合診療医学セミナー MED-SE-7-177-B
総合診療医学実験研究 MED-ER-7-177-B

周産母子医学 周産母子医学 周産母子医学セミナー MED-SE-7-178-B
周産母子医学実験研究 MED-ER-7-178-B

親と子どもの精神医学 親と子どもの心療学 親と子どもの心療学セミナー MED-SE-7-183-B
親と子どもの心療学実験研究 MED-ER-7-183-B

総合管理医学 総合医学教育学 総合医学教育学セミナー MED-SE-7-184-B
総合医学教育学実験研究 MED-ER-7-184-B

医療の質・患者安全学 医療の質・患者安全学セミナー MED-SE-7-185-B
医療の質・患者安全学実験研究 MED-ER-7-185-B

国際医学教育学 国際医学教育学セミナー MED-SE-7-196-B
国際医学教育学実験研究 MED-ER-7-196-B
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病態外科学 腫瘍外科学 腫瘍外科学セミナー MED-SE-7-131-B
腫瘍外科学実験研究 MED-ER-7-131-B

血管外科学 血管外科学セミナー MED-SE-7-132-B
血管外科学実験研究 MED-ER-7-132-B

消化器外科学 消化器外科学セミナー MED-SE-7-133-B
消化器外科学実験研究 MED-ER-7-133-B

移植・内分泌外科学 移植・内分泌外科学セミナー MED-SE-7-134-B
移植・内分泌外科学実験研究 MED-ER-7-134-B

心臓外科学 心臓外科学セミナー MED-SE-7-135-B
心臓外科学実験研究 MED-ER-7-135-B

呼吸器外科学 呼吸器外科学セミナー MED-SE-7-136-B
呼吸器外科学実験研究 MED-ER-7-136-B

小児外科学 小児外科学セミナー MED-SE-7-137-B
小児外科学実験研究 MED-ER-7-137-B

泌尿器科学 泌尿器科学セミナー MED-SE-7-138-B
泌尿器科学実験研究 MED-ER-7-138-B

運動・形態外科学 整形外科学 整形外科学セミナー MED-SE-7-139-B
整形外科学実験研究 MED-ER-7-139-B

リウマチ学 リウマチ学セミナー MED-SE-7-140-B
リウマチ学実験研究 MED-ER-7-140-B

手の外科学 手の外科学セミナー MED-SE-7-141-B
手の外科学実験研究 MED-ER-7-141-B

皮膚科学 皮膚科学セミナー MED-SE-7-142-B
皮膚科学実験研究 MED-ER-7-142-B

形成外科学 形成外科学セミナー MED-SE-7-144-B
形成外科学実験研究 MED-ER-7-144-B

生体管理医学 麻酔・蘇生医学 麻酔・蘇生医学セミナー MED-SE-7-145-B
麻酔・蘇生医学実験研究 MED-ER-7-145-B

臨床感染統御学 臨床感染統御学セミナー MED-SE-7-146-B
臨床感染統御学実験研究 MED-ER-7-146-B

救急・集中治療医学 救急・集中治療医学セミナー MED-SE-7-147-B
救急・集中治療医学実験研究 MED-ER-7-147-B

病態医療学 手術医療学 手術医療学セミナー MED-SE-7-150-B
手術医療学実験研究 MED-ER-7-150-B

細胞治療医学 細胞治療医学セミナー MED-SE-7-151-B
細胞治療医学実験研究 MED-ER-7-151-B

病理組織医学 病理組織医学セミナー MED-SE-7-152-B
病理組織医学実験研究 MED-ER-7-152-B

光学医療学 光学医療学セミナー MED-SE-7-153-B
光学医療学実験研究 MED-ER-7-153-B

放射線医療学 放射線医療学セミナー MED-SE-7-154-B
放射線医療学実験研究 MED-ER-7-154-B

画像情報診断・工学 画像情報診断・工学セミナー MED-SE-7-155-B
画像情報診断・工学実験研究 MED-ER-7-155-B

123
123
124
124
125
125
126
126
127
127
128
128
129
129
130
130
131
131
132
132
133
133
134
134
135
135
136
136
137
137
138
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139
139
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141
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143
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144
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床
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域

大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

病態医療学 手術医療学 手術医療学セミナー MED-SE-7-150-B 140
手術医療学実験研究 MED-ER-7-150-B 140

細胞治療医学 細胞治療医学セミナー MED-SE-7-151-B 141
細胞治療医学実験研究 MED-ER-7-151-B 141

病理組織医学 病理組織医学セミナー MED-SE-7-152-B 142
病理組織医学実験研究 MED-ER-7-152-B 142

光学医療学 光学医療学セミナー MED-SE-7-153-B 143
光学医療学実験研究 MED-ER-7-153-B 143

放射線医療学 放射線医療学セミナー MED-SE-7-154-B 144
放射線医療学実験研究 MED-ER-7-154-B 144

画像情報診断・工学 画像情報診断・工学セミナー MED-SE-7-155-B 145
画像情報診断・工学実験研究 MED-ER-7-155-B 145

発育・加齢医学 小児科学 小児科学セミナー MED-SE-7-166-B 146
小児科学実験研究 MED-ER-7-166-B 146

発達・老年精神医学 発達・老年精神医学セミナー MED-SE-7-168-B 147
発達・老年精神医学実験研究 MED-ER-7-168-B 147

産婦人科学 産婦人科学セミナー MED-SE-7-170-B 148
産婦人科学実験研究 MED-ER-7-170-B 148

地域在宅医療学・老年科学 地域在宅医療学・老年科学セミナー MED-SE-7-172-B 149
地域在宅医療学・老年科学実験研究 MED-ER-7-172-B 149

総合診療医学 総合診療医学セミナー MED-SE-7-177-B 150
総合診療医学実験研究 MED-ER-7-177-B 150

周産母子医学 周産母子医学 周産母子医学セミナー MED-SE-7-178-B 151
周産母子医学実験研究 MED-ER-7-178-B 151

親と子どもの精神医学 親と子どもの心療学 親と子どもの心療学セミナー MED-SE-7-183-B 152
親と子どもの心療学実験研究 MED-ER-7-183-B 152

総合管理医学 総合医学教育学 総合医学教育学セミナー MED-SE-7-184-B 153
総合医学教育学実験研究 MED-ER-7-184-B 153

医療の質・患者安全学 医療の質・患者安全学セミナー MED-SE-7-185-B 154
医療の質・患者安全学実験研究 MED-ER-7-185-B 154

国際医学教育学 国際医学教育学セミナー MED-SE-7-196-B 155
国際医学教育学実験研究 MED-ER-7-196-B 155

臨床研究教育学 臨床研究教育学セミナー MED-SE-7-197-B 156
臨床研究教育学実験研究 MED-ER-7-197-B 156

総合小児医療学 総合小児医療学 総合小児医療学セミナー MED-SE-7-198-B 157
総合小児医療学実験研究 MED-ER-7-198-B 157
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 a
re

 i
n
vo

lv
e
d 

in
 m

o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r 

an
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
an

im
al

 r
e
se

ar
c
h
. 

S
tu

de
n
t 

is
 a

ss
ig

n
e
d 

to
 o

n
e
 o

f 
th

e
 p

ro
je

c
t 

te
am

s 
(h

e
m

at
o
lo

gi
c
al

 m
al

ig
n
an

c
ie

s,
 

m
o
le

c
u
le

-
ta

rg
e
te

d 
th

e
ra

pi
e
s,

 h
e
m

o
st

as
is

 a
n
d 

bl
e
e
di

n
g,

 h
e
m

at
o
po

ie
ti
c
 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 a

n
d 

im
m

u
n
o
th

e
ra

py
).

・
R

e
c
e
iv

e
 g

u
id

an
c
e
 f
o
r 

c
o
n
fe

re
n
c
e
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

pa
pe

r 
w

ri
gh

ti
n
g 

in
 E

n
gl

is
h
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

実
験

研
究

に
対

す
る

姿
勢

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。
 

大
学

院
研

究
発

表
会

で
の

発
表

を
合

格
最

低
基

準
と

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 a

tt
it
u
de

 t
o
w

ar
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
, 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 s

tu
de

n
t.
 

P
re

se
n
ta

ti
o
n
s 

at
 g

ra
du

at
e
 s

c
h
o
o
l 
re

se
ar

c
h
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

ar
e
 t

h
e
 m

in
im

u
m

 
ac

c
e
pt

an
c
e
 c

ri
te

ri
a.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

最
新

論
文

を
通

読
す

る
。
 

R
e
ad

 t
h
ro

u
gh

 r
e
la

te
d 

la
te

st
 p

ap
e
rs

.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
研

究
指

導
者

に
て

随
時

対
応

す
る

。
 

T
h
e
 r

e
se

ar
c
h
 i
n
st

ru
c
to

r 
w

ill
 r

e
sp

o
n
d 

at
 a

n
y 

ti
m

e
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
液

・
腫

瘍
内

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 H

e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
清

井
　

仁
　

 H
it
o
sh

i 
K
iy

o
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
毎

週
　

月
曜

日
1
8
:0

0
～

2
0
:0

0
 

T
h
ro

u
go

u
t 

th
e
 y

e
ar

 e
ve

ry
 M

o
n
da

y 
fr

o
m

1
8
:0

0
 t

o
 2

0
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
7

階
　

血
液

・
腫

瘍
内

科
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy
, 
7
F
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
液

学
な

ら
び

に
臨

床
腫

瘍
学

を
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
、

基
礎

的
な

ら
び

に
臨

床
的

な
知

識
を

を
評

価
し

判
断

出
来

る
力

を
養

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 i
s 

to
 d

e
ve

lo
p 

th
e
 a

bi
lit

y 
to

 e
va

lu
at

e
 a

n
d 

ju
dg

e
 t

h
e
 b

as
ic

 a
n
d 

c
lin

ic
al

 
kn

o
w

le
dg

e
 n

e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

fu
rt

h
e
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
h
e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

c
lin

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
血

液
・

腫
瘍

学
に

関
す

る
論

文
を

理
解

し
、

課
題

を
抽

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
独

自
の

血
液

・
腫

瘍
疾

患
に

関
す

る
研

究
を

計
画

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
U

n
de

rs
ta

n
d 

pa
pe

rs
 o

n
 h

e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

o
n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

be
 a

bl
e
 t

o
 e

xt
ra

c
t 

is
su

e
s.

 
・

B
e
 a

bl
e
 t

o
 p

la
n
 e

ac
h
 o

w
n
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 H

e
m

at
o
lo

gy
/
O

n
c
lo

gy
-
re

la
te

d 
di

se
as

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

・
 造

血
器

腫
瘍

、
造

血
・

免
疫

お
よ

び
止

血
・

血
栓

に
関

わ
る

病
態

と
そ

の
診

断
・

治
療

・
エ

ビ
デ

ン
ス

に
関

わ
る

最
新

情
報

を
講

義
し

、
最

新
の

研
究

内
容

に
つ

い
て

討
論

を
行

う
。

・
内

・
外

か
ら

の
第

一
人

者
が

最
先

端
研

究
を

紹
介

し
、

そ
の

研
究

内
容

に
つ

い
て

討
論

す
る

。
 

・
独

自
に

学
習

し
た

最
新

の
研

究
成

果
を

発
表

し
、

議
論

す
る

。
 

・
 S
tu

de
n
ts

 r
e
c
e
iv

e
 r

e
c
e
n
t 

in
fo

rm
at

io
n
s 

ab
o
u
t 

di
ag

n
o
si

s,
 t

re
at

m
e
n
t 

an
d 

c
lin

ic
al

 
e
vi

de
n
c
e
 o

f 
h
e
m

at
o
lo

gi
c
al

 m
al

ig
n
an

c
ie

s,
 h

e
m

at
o
po

ie
si

s,
 i
m

m
u
n
it
y,

 h
e
m

o
st

as
is

 
an

d 
bl

e
e
di

n
g,

 a
n
d 

di
sc

u
ss

・
 L
e
ad

e
rs

 f
ro

m
 i
n
si

de
 a

n
d 

o
u
ts

id
e
 i
n
tr

o
du

c
e
 c

u
tt

in
g-

e
dg

e
 r

e
se

ar
c
h
 a

n
d 

di
sc

u
ss

 
th

e
ir
 r

e
se

ar
c
h
.

・
 P

re
se

n
t 

an
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 l
at

e
st

 r
e
se

ar
c
h
 r

e
su

lt
s 

th
at

 y
o
u
 h

av
e
 l
e
ar

n
e
d 

in
de

pe
n
de

n
tl
y.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

独
自

に
課

題
抽

出
が

で
き

る
こ

と
を

最
低

限
の

合
格

基
準

と
す

る
。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.
 

T
h
e
 m

in
im

u
m

 a
c
c
e
pt

an
c
e
 c

ri
te

ri
a 

is
 t

o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 e

xt
ra

c
t 

is
su

e
s 

in
de

pe
n
de

n
tl
y.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

関
連

す
る

最
新

論
文

を
通

読
す

る
。
 

R
e
ad

 t
h
ro

u
gh

 r
e
la

te
d 

la
te

st
 p

ap
e
rs

.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
研

究
指

導
者

に
て

随
時

対
応

す
る

。
 

T
h
e
 r

e
se

ar
c
h
 i
n
st

ru
c
to

r 
w

ill
 r

e
sp

o
n
d 

at
 a

n
y 

ti
m

e
.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
液

・
腫

瘍
内

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 H

e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
清

井
　

仁
　

 H
it
o
sh

i 
K
iy

o
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

月
曜

〜
金

曜
・

9
:0

0
～

1
2
:0

0
 

A
ll 

ye
ar

・
F
ro

m
 M

o
n
da

y 
to

 F
ri
da

y
・

F
ro

m
 9

:0
0
 t

o
 1

2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
7

階
　

血
液

・
腫

瘍
内

科
学

教
室

 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

e
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy
, 
7
F
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
液

疾
患

に
お

け
る

分
子

病
態

の
解

明
を

進
め

、
新

し
い

診
断

・
治

療
技

術
の

開
発

を
行

う
。
 

E
lu

c
id

at
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
pa

th
o
lo

gy
 o

f 
h
e
m

at
o
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

de
ve

lo
p 

n
e
w

 
di

ag
n
o
st

ic
 a

n
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
指

導
の

も
と

適
切

に
実

験
研

究
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
研

究
成

果
を

ま
と

め
、

学
内

で
発

表
、

討
議

で
き

る
。
 

・
研

究
成

果
を

学
会

発
表

す
る

。
 

・
研

究
成

果
を

英
文

誌
に

論
文

発
表

す
る

。
 

・
C

an
 c

ar
ry

 o
u
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

 u
n
de

r 
th

e
 g

u
id

an
c
e
. 

・
R

e
se

ar
c
h
 r

e
su

lt
s 

c
an

 b
e
 s

u
m

m
ar

iz
e
d,

 p
re

se
n
te

d 
an

d 
di

sc
u
ss

e
d 

in
 c

am
pu

s.
 

・
P

re
se

n
t 

re
se

ar
c
h
 r

e
su

lt
s 

at
 a

c
ad

e
m

ic
 c

o
n
fe

re
n
c
e
s.

 
・

P
u
bl

is
h
 r

e
se

ar
c
h
 r

e
su

lt
s 

in
 a

n
 E

n
gl

is
h
 j
o
u
rn

al

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

・
 分

子
・

細
胞

・
モ

デ
ル

動
物

に
お

け
る

最
先

端
の

手
法

を
駆

使
し

、
造

血
系

の
腫

瘍
化

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

、
分

子
標

的
治

療
法

の
開

発
、

血
栓

症
の

制
御

、
移

植
・

免
疫

療
法

の
開

発
な

ど
、

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

分
か

れ
て

、
実

地
指

導
を

受
け

る
。

・
学

会
発

表
お

よ
び

英
文

論
文

作
成

の
指

導
を

受
け

る
。
 

・
 S
tu

de
n
ts

 a
re

 i
n
vo

lv
e
d 

in
 m

o
le

c
u
la

r,
 c

e
llu

la
r 

an
d 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
an

im
al

 r
e
se

ar
c
h
. 

S
tu

de
n
t 

is
 a

ss
ig

n
e
d 

to
 o

n
e
 o

f 
th

e
 p

ro
je

c
t 

te
am

s 
(h

e
m

at
o
lo

gi
c
al

 m
al

ig
n
an

c
ie

s,
 

m
o
le

c
u
le

-
ta

rg
e
te

d 
th

e
ra

pi
e
s,

 h
e
m

o
st

as
is

 a
n
d 

bl
e
e
di

n
g,

 h
e
m

at
o
po

ie
ti
c
 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 a

n
d 

im
m

u
n
o
th

e
ra

py
).

・
R

e
c
e
iv

e
 g

u
id

an
c
e
 f
o
r 

c
o
n
fe

re
n
c
e
 p

re
se
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を
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h
e
ro

sc
le

ro
si

s,
 h

e
ar

t 
fa

ilu
re

. 
O

u
r 

c
o
u
rs

e
 a

ls
o
 t

e
ac

h
 h

o
w

 t
o
 

pr
e
se

n
t 

yo
u
r 

da
ta

 i
n
 C

o
n
gr

e
ss

 m
e
e
ti
n
gs

. 

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
内

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

上
雅

敏
　

 M
as

at
o
sh

i 
Is

h
ig

am
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
　

9
:0

0
-
1
1
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

消
化

器
内

科
学

教
室

　
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
 a

n
d 

H
e
pa

to
lo

gy
, 
9
th

 fl
o
o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

器
内

科
学

を
専

門
と

す
る

医
師

、
医

学
研

究
者

と
し

て
自

立
し

て
診

療
、

研
究

を
遂

行
し

う
る

知
識

、
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、

こ
の

授
業

で
は

消
化

器
疾

患
の

診
断

と
治

療
、

お
よ

び
、

そ
の

開
発

法
の

基
礎

を
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 t

o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 d
ia

gn
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
ss

e
s 

o
f 
n
o
ve

l 
o
n
e
s 

in
 o

de
r 

to
 p

ra
c
ti
c
e
 a

n
d 

re
se

ar
c
h
 a

s 
an

 i
n
de

pe
n
de

n
t 

do
c
to

r 
an

d 
re

se
ar

c
h
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
1
. 
消

化
器

疾
患

の
従

来
の

診
断

と
治

療
に

つ
い

て
理

解
し

、
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
. 
新

た
な

、
診

断
方

法
、

治
療

方
法

の
開

発
の

過
程

を
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。
A

s 
th

e
 g

o
al

s,
 s

tu
de

n
ts

 1
. 
c
an

 p
e
rf

o
rm

 c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 w
ay

 o
f 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

2
. 
c
an

 e
xp

la
in

 d
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
ss

e
s 

o
f 
n
o
ve

l 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

消
化

器
疾

患
の

診
断

と
治

療
を

行
う

と
と

も
に

、
病

態
生

理
の

解
明

か
ら

治
療

法
の

開
発

ま
で

幅
広

く
研

究
し

て
い

る
医

療
お

よ
び

研
究

現
場

を
見

学
し

診
療

、
研

究
を

補
助

す
る

こ
と

で
、

消
化

器
内

科
学

の
知

識
、

技
術

習
得

を
行

う
。

S
tu

de
n
ts

 v
is

it
 a

n
d 

jo
in

 t
h
e
 m

e
di

c
al

 a
n
d 

re
se

ar
c
h
 s

c
e
n
e
s 

w
h
e
re

 g
as

tr
o
e
n
te

ro
lo

gi
st

s 
ar

e
 d

o
in

g 
c
lin

ic
al

 p
ra

c
ti
c
e
s 

an
d 

va
ri
o
u
s 

re
se

ar
c
h
 t

o
 d

e
ve

lo
p 

n
o
ve

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
内

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

上
雅

敏
　

 M
as

at
o
sh

i 
Is

h
ig

am
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
　

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

消
化

器
内

科
学

教
室

　
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
 a

n
d 

H
e
pa

to
lo

gy
, 
9
th

 fl
o
o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

器
内

科
学

に
関

す
る

実
験

研
究

を
遂

行
し

う
る

知
識

、
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、

こ
の

授
業

で
は

炎
症

に
伴

う
消

化
器

疾
患

、
お

よ
び

、
消

化
器

癌
の

発
症

、
進

展
、

診
断

、
治

療
に

つ
い

て
の

実
験

研
究

の
基

礎
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 t

o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
e
s 

re
ga

rd
in

g 
de

ve
lo

pm
e
n
t,
 p

ro
gr

e
ss

io
n
, 
di

ag
n
o
se

s,
 a

n
d 

tr
e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

in
fla

m
m

at
o
ry

 r
e
la

te
d 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
e
se

as
e
s 

an
d 

ga
st

ro
te

n
te

ro
lo

gi
c
al

 c
an

c
e
rs

 i
n
 o

de
r 

to
 p

e
rf

o
rm

 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 o

n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

消
化

管
、

肝
・

胆
・

膵
に

お
け

る
炎

症
と

発
癌

の
機

構
に

つ
い

て
基

礎
的

な
実

験
研

究
を

独
自

に
も

し
く
は

共
同

で
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

A
s 

th
e
 g

o
al

s,
 s

tu
de

n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 b
as

ic
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
e
s 

in
de

pe
n
de

n
tl
y 

o
r 

c
o
lla

bo
ra

ti
ve

ly
 t

o
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 
in

fla
m

m
at

io
n
 a

n
d 

c
an

c
e
rs

 i
n
 t

h
e
 

ga
st

ro
in

te
st

in
al

 t
ra

c
t/

 b
ili

ar
y 

tr
ac

t/
pa

n
c
re

as
/
liv

e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

炎
症

の
際

に
生

じ
る

細
胞

、
組

織
変

化
を

理
解

し
、

炎
症

に
よ

り
引

き
起

こ
さ

れ
る

消
化

器
疾

患
の

発
症

、
進

展
機

序
、

お
よ

び
、

そ
の

診
断

、
治

療
法

に
つ

い
て

研
究

す
る

。
癌

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
変

化
を

理
解

し
、

消
化

器
癌

の
発

症
、

進
展

機
序

、
お

よ
び

、
そ

の
診

断
、

治
療

法
に

つ
い

て
研

究
す

る
。

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 a

n
d 

re
se

rc
h
 t

h
e
 r

o
le

 o
f 
in

fla
m

m
at

io
n
 f
o
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 i
n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

th
e
ir
 d

ig
n
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

. 
S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 a

n
d 

re
se

rc
h
 t

h
e
 r

o
le

 o
f 
ge

n
o
m

ic
 a

n
d 

e
pi

ge
n
o
m

ic
 c

h
an

ge
s 

fo
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 i
n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 c
an

c
e
rs

 a
n
d 

th
e
ir
 d

ig
n
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
内

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

上
雅

敏
　

 M
as

at
o
sh

i 
Is

h
ig

am
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
　

9
:0

0
-
1
1
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

消
化

器
内

科
学

教
室

　
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
 a

n
d 

H
e
pa

to
lo

gy
, 
9
th

 fl
o
o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

器
内

科
学

を
専

門
と

す
る

医
師

、
医

学
研

究
者

と
し

て
自

立
し

て
診

療
、

研
究

を
遂

行
し

う
る

知
識

、
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、

こ
の

授
業

で
は

消
化

器
疾

患
の

診
断

と
治

療
、

お
よ

び
、

そ
の

開
発

法
の

基
礎

を
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 t

o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 d
ia

gn
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
ss

e
s 

o
f 
n
o
ve

l 
o
n
e
s 

in
 o

de
r 

to
 p

ra
c
ti
c
e
 a

n
d 

re
se

ar
c
h
 a

s 
an

 i
n
de

pe
n
de

n
t 

do
c
to

r 
an

d 
re

se
ar

c
h
e
r.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
1
. 
消

化
器

疾
患

の
従

来
の

診
断

と
治

療
に

つ
い

て
理

解
し

、
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
. 
新

た
な

、
診

断
方

法
、

治
療

方
法

の
開

発
の

過
程

を
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。
A

s 
th

e
 g

o
al

s,
 s

tu
de

n
ts

 1
. 
c
an

 p
e
rf

o
rm

 c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 w
ay

 o
f 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

2
. 
c
an

 e
xp

la
in

 d
e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
pr

o
c
e
ss

e
s 

o
f 
n
o
ve

l 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

消
化

器
疾

患
の

診
断

と
治

療
を

行
う

と
と

も
に

、
病

態
生

理
の

解
明

か
ら

治
療

法
の

開
発

ま
で

幅
広

く
研

究
し

て
い

る
医

療
お

よ
び

研
究

現
場

を
見

学
し

診
療

、
研

究
を

補
助

す
る

こ
と

で
、

消
化

器
内

科
学

の
知

識
、

技
術

習
得

を
行

う
。

S
tu

de
n
ts

 v
is

it
 a

n
d 

jo
in

 t
h
e
 m

e
di

c
al

 a
n
d 

re
se

ar
c
h
 s

c
e
n
e
s 

w
h
e
re

 g
as

tr
o
e
n
te

ro
lo

gi
st

s 
ar

e
 d

o
in

g 
c
lin

ic
al

 p
ra

c
ti
c
e
s 

an
d 

va
ri
o
u
s 

re
se

ar
c
h
 t

o
 d

e
ve

lo
p 

n
o
ve

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
内

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
石

上
雅

敏
　

 M
as

at
o
sh

i 
Is

h
ig

am
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
　

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

消
化

器
内

科
学

教
室

　
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
 a

n
d 

H
e
pa

to
lo

gy
, 
9
th

 fl
o
o
r 

o
f 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

器
内

科
学

に
関

す
る

実
験

研
究

を
遂

行
し

う
る

知
識

、
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、

こ
の

授
業

で
は

炎
症

に
伴

う
消

化
器

疾
患

、
お

よ
び

、
消

化
器

癌
の

発
症

、
進

展
、

診
断

、
治

療
に

つ
い

て
の

実
験

研
究

の
基

礎
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 t

o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
e
s 

re
ga

rd
in

g 
de

ve
lo

pm
e
n
t,
 p

ro
gr

e
ss

io
n
, 
di

ag
n
o
se

s,
 a

n
d 

tr
e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

in
fla

m
m

at
o
ry

 r
e
la

te
d 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
e
se

as
e
s 

an
d 

ga
st

ro
te

n
te

ro
lo

gi
c
al

 c
an

c
e
rs

 i
n
 o

de
r 

to
 p

e
rf

o
rm

 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 o

n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

消
化

管
、

肝
・

胆
・

膵
に

お
け

る
炎

症
と

発
癌

の
機

構
に

つ
い

て
基

礎
的

な
実

験
研

究
を

独
自

に
も

し
く
は

共
同

で
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

A
s 

th
e
 g

o
al

s,
 s

tu
de

n
ts

 c
an

 p
e
rf

o
rm

 b
as

ic
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
e
s 

in
de

pe
n
de

n
tl
y 

o
r 

c
o
lla

bo
ra

ti
ve

ly
 t

o
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 
in

fla
m

m
at

io
n
 a

n
d 

c
an

c
e
rs

 i
n
 t

h
e
 

ga
st

ro
in

te
st

in
al

 t
ra

c
t/

 b
ili

ar
y 

tr
ac

t/
pa

n
c
re

as
/
liv

e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

炎
症

の
際

に
生

じ
る

細
胞

、
組

織
変

化
を

理
解

し
、

炎
症

に
よ

り
引

き
起

こ
さ

れ
る

消
化

器
疾

患
の

発
症

、
進

展
機

序
、

お
よ

び
、

そ
の

診
断

、
治

療
法

に
つ

い
て

研
究

す
る

。
癌

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
変

化
を

理
解

し
、

消
化

器
癌

の
発

症
、

進
展

機
序

、
お

よ
び

、
そ

の
診

断
、

治
療

法
に

つ
い

て
研

究
す

る
。

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 a

n
d 

re
se

rc
h
 t

h
e
 r

o
le

 o
f 
in

fla
m

m
at

io
n
 f
o
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 i
n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

th
e
ir
 d

ig
n
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

. 
S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 a

n
d 

re
se

rc
h
 t

h
e
 r

o
le

 o
f 
ge

n
o
m

ic
 a

n
d 

e
pi

ge
n
o
m

ic
 c

h
an

ge
s 

fo
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

pr
o
gr

e
ss

io
n
 i
n
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 c
an

c
e
rs

 a
n
d 

th
e
ir
 d

ig
n
o
se

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

呼
吸

器
内

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 R

e
sp

ir
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
橋

本
　

直
純

　
 N

ao
zu

m
i 
H

as
h
im

o
to

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
、

火
曜

日
、

1
時

間
　

 O
n
e
 h

o
u
r,
 E

ve
ry

 T
u
e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

呼
吸

器
内

科
学

講
座

医
局

，
  
O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

呼
吸

器
疾

患
の

発
症

機
序

及
び

難
治

化
を

も
た

ら
す

要
因

に
つ

い
て

分
子

生
物

学
的

手
法

を
用

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 i
s 

ai
m

e
d 

to
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 f
ac

to
rs

 r
e
la

te
d 

to
 t

h
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
by

 
w

h
ic

h
 d

is
e
as

e
 d

e
ve

lo
ps

 a
n
d 

m
al

ig
n
an

t 
ph

e
n
o
ty

pe
s 

ar
e
 a

c
qu

ir
e
d,

 u
si

n
g 

th
e
 c

e
ll 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

膨
大

な
参

照
情

報
を

用
い

て
結

果
を

考
察

で
き

る
こ

と
を

目
標

と
し

す
る

．
そ

の
プ

ロ
セ

ス
は

科
学

的
論

理
性

を
涵

養
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 i
n
te

rp
re

t 
an

d 
di

sc
u
ss

 t
h
e
 r

e
su

lt
s 

u
si

n
g 

a 
h
u
ge

 a
m

o
u
n
t 

o
f 
re

fe
re

n
c
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
.T

h
e
 p

ro
c
e
ss

 l
e
ad

s 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
o
f 
sc

ie
n
ti
fic

 a
n
d 

lo
gi

c
al

 c
o
n
si

de
ra

ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

下
記

の
内

容
を

講
義

す
る

。
 

1
. 
呼

吸
器

疾
患

の
発

症
機

構
に

つ
い

て
の

発
展

的
理

解
 

2
. 
難

治
化

機
序

に
つ

い
て

包
括

的
理

解
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 i
n
vo

lv
e
s 

th
e
 c

o
n
te

n
ts

 a
s 

be
lo

w
. 

1
. 
E
vo

lu
ti
o
n
ar

y 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
th

e
 p

at
h
o
ge

n
ic

 m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
re

sp
ir
at

o
ry

 d
is

e
as

e
s  

2
. 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 u

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 
in

tr
ac

ta
bl

e
 m

e
c
h
an

is
m

s

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

呼
吸

器
病

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 R

e
sp

ir
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
橋

本
　

直
純

　
 N

ao
zu

m
i 
H

as
h
im

o
to

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
4
 時

間
，
  
F
o
u
r 

h
o
u
rs

, 
E
ve

ry
 w

e
e
k

実
施

場
所

P
la

c
e

呼
吸

器
内

科
学

講
座

実
験

室
，
  
L
ab

o
ra

to
ry

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
実

験
研

究
で

は
、

呼
吸

器
疾

患
の

発
症

機
序

及
び

難
治

化
を

も
た

ら
す

要
因

に
対

し
て

仮
説

を
立

証
す

る
。
 

T
h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 i
s 

ai
m

e
d 

to
 h

yp
o
th

e
si

ze
 a

n
d 

e
xa

m
in

e
  
th

e
 p

at
h
o
ge

n
ic

 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
re

sp
ir
at

o
ry

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

th
e
 f
ac

to
rs

 t
h
at

 c
au

se
 i
n
tr

ac
ta

bi
lit

y.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
実

験
研

究
で

は
、

作
業

仮
説

を
検

証
し

た
結

果
の

解
釈

を
行

う
。
 

T
h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 i
s 

ai
m

e
d 

to
  
in

te
rp

re
t 

th
e
 r

e
su

lt
s 

w
h
ic

h
 y

o
u
 e

xa
m

in
e
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

下
記

の
内

容
を

実
験

・
解

析
す

る
。
 

1
. 
呼

吸
器

疾
患

に
対

す
る

作
業

仮
説

を
立

て
る

 
2
. 
立

案
し

た
作

業
仮

説
を

検
証

し
そ

の
結

果
を

解
釈

す
る

 
T
h
is

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 i
n
vo

lv
e
s 

th
e
 c

o
n
te

n
ts

 a
s 

be
lo

w
. 

1
. 
 T
o
 h

yp
o
th

e
si

ze
 t

h
e
 p

at
h
o
ge

n
ic

 m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
re

sp
ir
at

o
ry

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

th
e
 

fa
c
to

rs
 t

h
at

 c
au

se
 i
n
tr

ac
ta

bi
lit

y.
2
. 
T
o
 e

xa
m

in
e
 t

h
e
 h

yp
o
th

e
si

s 
yo

u
 m

ad
e
 a

n
d 

in
te

rp
re

t 
th

e
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

. 
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

. 
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
. 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

糖
尿

病
•内

分
泌

内
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 E

n
do

c
ri
n
o
lo

gy
 s

n
d 

D
ia

be
te

s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
有

馬
　

寛
　

糖
尿

病
•内

分
泌

内
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
6

階
　

糖
尿

病
•内

分
泌

内
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
授

業
で

は
、

具
体

的
な

研
究

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
を

通
じ

て
、

こ
れ

ま
で

に
学

習
し

た
内

分
泌

お
よ

び
糖

尿
病

領
域

の
知

識
の

統
合

と
、

問
題

解
決

の
た

め
に

活
用

す
る

能
力

を
形

成
し

ま
す

。
教

員
の

指
導

の
も

と
で

研
究

テ
ー

マ
を

定
め

、
研

究
計

画
の

立
案

、
デ

ー
タ

の
収

集
、

デ
ー

タ
の

分
析

、
結

果
の

解
釈

と
考

察
を

行
い

ま
す

。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 i
n
te

gr
at

e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 r

e
ga

rd
in

g 
e
n
do

c
ri
n
o
lo

gy
 a

n
d 

di
ab

e
te

s,
 a

n
d 

ac
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 s
o
lv

e
 t

h
e
 p

ro
bl

e
m

s.
 T

h
e
y 

w
ill

 h
av

e
 t

h
e
ir
 o

w
n
 

th
e
m

e
, 
pl

an
 t

h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

, 
c
o
lle

c
t 

an
d 

an
al

yz
e
 t

h
e
 d

at
a 

in
 o

rd
e
r 

to
 i
n
te

rp
re

t 
an

d 
di

sc
u
ss

 t
h
e
 r

e
su

lt
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

内
分

泌
領

域
で

は
視

床
下

部
・

下
垂

体
疾

患
の

病
態

、
診

断
法

と
再

生
治

療
を

含
め

た
治

療
戦

略
に

つ
い

て
、

糖
尿

病
領

域
で

は
糖

尿
病

に
お

け
る

イ
ン

ス
リ

ン
合

成
・

分
泌

障
害

の
発

症
機

構
と

食
欲

の
制

御
機

構
に

関
す

る
知

識
に

つ
い

て
、

学
ぶ

。
  
, 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

, 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
ts

 i
n
c
lu

di
n
g 

re
ge

n
e
ra

ti
o
n
 m

e
di

c
in

e
 f
o
r 

h
yp

o
th

al
am

o
–
h
yp

o
ph

ys
e
al

 d
is

e
as

e
s.

 R
e
ga

rd
in

g 
di

ab
e
te

s 
m

e
lli

tu
s,

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

 w
ill

 c
o
ve

r 
a 

pa
th

o
ge

n
ic

 m
e
c
h
an

is
m

 u
n
de

rl
yi

n
gf

 i
m

pa
ir
e
d 

in
su

lin
 s

e
c
re

ti
o
n
 a

n
d 

ap
pe

ti
te

 c
o
n
tr

o
l.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

内
分

泌
お

よ
び

糖
尿

病
領

域
の

研
究

に
か

か
わ

る
最

新
の

知
見

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

そ
の

応
用

・
展

開
に

つ
い

て
当

教
室

で
行

わ
れ

て
い

る
最

新
の

研
究

結
果

を
も

と
に

幅
広

く
議

論
す

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 f
o
c
u
se

s 
o
n
 l
e
ar

n
in

g 
th

e
 c

u
tt

in
g 

e
dg

e
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

e
n
do

c
ri
n
o
lo

gy
 a

n
d 

m
e
ta

bo
lis

m
. 
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
st

u
de

n
ts

 w
ill

 d
is

c
u
ss

 t
h
e
 r

e
se

ar
c
h
 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 l
at

e
st

 fi
n
di

n
gs

 o
f 
o
u
r 

la
b.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件
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医
学

、
細

胞
工

学
、

遺
伝

子
治

療
な

ど
の

視
点

か
ら

生
理

学
的

、
生

化
学

的
、

分
子

細
胞

学
的

研
究

手
法

を
集

学
的

に
学

ぶ
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
a 

m
u
lt
im

o
da

lit
y 

ap
pr

o
ac

h
 t

o
 p

h
ys

io
lo

gy
, 
bi

o
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 f
o
r 

re
se

ar
c
h
 o

f 
re

ge
n
e
ra

ti
o
n
 m

e
di

c
in

e
, 
c
e
ll 

te
c
h
n
o
lo

gy
 a

n
d 

ge
n
e
 

th
e
ra

py
 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
e
n
do

c
ri
n
o
lo

gy
 a

n
d 

di
ab

e
te

s 
m

e
lli

tu
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腎
臓

内
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
ph

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
丸

山
彰

一
　

腎
臓

内
科

教
授

　
 S

h
o
ic

h
i 
M

ar
u
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

腎
臓

内
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

糸
球

体
腎

炎
、

糖
尿

病
性

腎
症

、
腹

膜
硬

化
症

な
ど

の
病

態
や

、
新

規
診

断
法

・
治

療
法

を
理

解
す

る
。

ま
た

、
C

K
D

あ
る

い
は

A
K
Iと

い
う

概
念

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 n

e
w

 d
ia

gn
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
t 

o
f 
gl

o
m

e
ru

lo
n
e
ph

ri
ti
s,

 d
ia

be
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y,

 a
n
d 

pe
ri
to

n
e
al

 s
c
le

ro
si

s,
 a

n
d 

al
so

 t
o
 

u
n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

o
n
c
e
pt

 o
f 
C

K
D

 a
n
d 

A
K
I.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
) 
糸

球
体

腎
炎

、
糖

尿
病

性
腎

症
、

腹
膜

硬
化

症
の

病
態

を
理

解
す

る
。
 

2
) 
糸

球
体

腎
炎

、
糖

尿
病

性
腎

症
、

腹
膜

硬
化

症
の

治
療

法
を

理
解

す
る

。
 

3
) 
 糸

球
体

腎
炎

、
糖

尿
病

性
腎

症
、

腹
膜

硬
化

症
の

新
規

診
断

法
に

つ
い

て
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
に

つ
い

て
学

ぶ
。

4
) 
C

K
D

あ
る

い
は

A
K
Iと

い
う

概
念

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

1
) 
 T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 p

at
h
o
lo

gi
c
al

 m
e
c
h
an

is
m

 o
f 
gl

o
m

e
ru

lo
n
e
ph

ri
ti
s,

 d
ia

be
ti
c
 

n
e
ph

ro
pa

th
y,

 a
n
d 

pe
ri
to

n
e
al

 s
c
le

ro
si

s.
2
) 
 T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 t

re
at

m
e
n
t 

o
f 
gl

o
m

e
ru

lo
n
e
ph

ri
ti
s,

 d
ia

be
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y,

 a
n
d 

pe
ri
to

n
e
al

 s
c
le

ro
si

s.
3
) 
 T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 n

e
w

 t
o
pi

c
s 

o
f 
th

e
 n

e
w

 d
ia

gn
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 o
f 

gl
o
m

e
ru

lo
n
e
ph

ri
ti
s,

 d
ia

be
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y,

 a
n
d 

pe
ri
to

n
e
al

 s
c
le

ro
si

s.
4
) 
T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

o
n
c
e
pt

 o
f 
C

K
D

 a
n
d 

A
K
I.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

糸
球

体
腎

炎
、

糖
尿

病
性

腎
症

、
腹

膜
硬

化
症

な
ど

の
疾

患
進

展
の

分
子

機
序

や
そ

れ
に

対
す

る
再

生
医

療
の

現
状

、
ま

た
C

K
D

あ
る

い
は

A
K
Iと

い
う

概
念

に
つ

い
て

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

 w
ill

 c
o
ve

r 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
di

se
as

e
 p

ro
gr

e
ss

io
n
 i
n
 

gl
o
m

e
ru

lo
n
e
ph

ri
ti
s,

 d
ia

be
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y,

 a
n
d 

pe
ri
to

n
e
al

 s
c
le

ro
si

s.
 I
t 

w
ill

 a
ls

o
 c

o
ve

r 
th

e
 c

u
rr

e
n
t 

st
at

e
 o

f 
re

ge
n
e
ra

ti
ve

 m
e
di

c
in

e
 f
o
r 

th
e
se

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

th
e
 c

o
n
c
e
pt

 o
f 

C
K
D

 a
n
d 

A
K
I.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
を

期
待

す
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
 a

dv
an

c
e
.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腎
臓

内
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
ph

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
丸

山
彰

一
　

腎
臓

内
科

教
授

　
 S

h
o
ic

h
i 
M

ar
u
ya

m
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

腎
臓

内
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

腎
疾

患
の

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
析

と
新

た
な

診
断

法
・

治
療

法
を

開
発

す
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f 
th

is
 t

ra
in

in
g 

c
o
u
rs

e
 i
s 

to
 o

bt
ai

n
 a

 w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 

pe
rf

o
rm

 t
h
e
 a

n
al

ys
e
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
an

d 
to

 d
e
ve

lo
pe

 n
e
w

 m
e
th

o
ds

 o
f 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
t 

o
f 
ki

dn
e
y 

di
se

as
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

糖
尿

病
性

腎
症

や
腹

膜
硬

化
症

モ
デ

ル
を

利
用

し
て

分
子

生
物

学
的

基
礎

と
応

用
研

究
技

術
を

習
得

す
る

。
ま

た
C

K
D

お
よ

び
腹

膜
透

析
患

者
の

疫
学

調
査

・
臨

床
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
解

析
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 t

o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
 b

as
ic

s 
an

d 
ap

pl
ie

d 
sc

ie
n
c
e
 

te
c
h
n
o
lo

gy
 t

h
ro

u
gh

 t
h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 o
n
 t

h
e
 a

n
im

al
 m

o
de

ls
 o

f 
di

ab
e
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y 

an
d 

pe
ri
to

n
e
u
m

 s
c
le

ro
si

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

糸
球

体
腎

炎
治

療
に

対
す

る
脂

肪
由

来
幹

細
胞

を
利

用
し

た
再

生
医

療
、

糖
尿

病
性

腎
症

や
腹

膜
硬

化
症

モ
デ

ル
を

利
用

し
て

分
子

生
物

学
的

基
礎

と
応

用
研

究
技

術
を

実
習

す
る

。
ま

た
C

K
D

疫
学

調
査

と
腹

膜
透

析
患

者
の

腹
膜

機
能

に
関

す
る

予
後

調
査

の
実

施
や

新
し

い
尿

中
炎

症
性

マ
ー

カ
ー

に
よ

る
診

断
法

の
開

発
を

通
し

て
臨

床
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
解

析
を

実
習

す
る

。
 

T
h
e
 t

ra
in

in
g 

c
o
u
rs

e
 w

ill
 g

iv
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
 b

as
ic

s 
an

d 
ap

pl
ie

d 
sc

ie
n
c
e
 

te
c
h
n
o
lo

gy
 t

h
ro

u
gh

 t
h
e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 o
n
 t

h
e
 r

e
ge

n
e
ra

ti
ve

 m
e
di

c
in

e
 u

si
n
g 

ad
ip

o
se

-
de

ri
ve

d 
st

e
m

 c
e
lls

 a
n
d 

o
n
 t

h
e
 a

n
im

al
 m

o
de

ls
 o

f 
di

ab
e
ti
c
 n

e
ph

ro
pa

th
y 

an
d 

pe
ri
to

n
e
u
m

 s
c
le

ro
si

s.
 I
t 

al
so

 p
ro

vi
de

 t
h
e
 s

ki
lls

 t
o
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 c

lin
ic

al
 d

at
a 

th
ro

u
gh

 
th

e
 i
n
ve

st
ig

at
io

n
 a

bo
u
t 

C
K
D

 e
pi

de
m

io
lo

gy
 a

n
d 

th
e
 p

e
ri
to

n
e
al

 f
u
n
c
ti
o
n
 i
n
 p

e
ri
to

n
e
al

 
di

al
ys

is
 p

at
ie

n
ts

, 
an

d 
th

e
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 t

h
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
th

e
 n

e
w

 d
ia

gn
o
st

ic
 

m
e
th

o
d 

u
si

n
g 

u
ri
n
ar

y 
in

fla
m

m
at

o
ry

 m
ar

ke
rs

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、
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 i
s 

to
 l
e
ar

n
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
e
ac

h
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
y 

in
c
lu

di
n
g 

C
T
, 
M

R
I, 

U
S
, 
S
P

E
C

T
, 
an

d 
P

E
T
/
C

T
 a

n
d 

to
 b

e
 f
am

ili
ar

 w
it
h
 t

yp
ic

al
 fi

n
di

n
gs

 
o
f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

C
T
, 
M

R
I, 

超
音

波
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
な

ど
の

各
画

像
診

断
モ

ダ
リ

テ
ィ

の
特

徴
と

各
種

疾
患

の
特

徴
的

所
見

を
理

解
す

る
こ

と
 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
e
ac

h
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
y 

in
c
lu

di
n
g 

C
T
, 
M

R
I, 

U
S
, 
S
P

E
C

T
, 
an

d 
P

E
T
/
C

T
 a

n
d 

to
 b

e
 f
am

ili
ar

 w
it
h
 t

yp
ic

al
 fi

n
di

n
gs

 
o
f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

C
T
, 
M

R
I, 

超
音

波
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
な

ど
の

各
画

像
診

断
モ

ダ
リ

テ
ィ

の
特

徴
に

つ
い

て
講

義
す

る
。

さ
ら

に
正

常
な

画
像

解
剖

お
よ

び
各

種
疾

患
の

特
徴

的
な

所
見

に
つ

い
て

臨
床

例
を

用
い

て
講

義
し

、
適

宜
、

質
疑

応
答

を
行

う
。
 

T
h
e
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
im

ag
in

g 
m

o
da

lit
ie

s 
in

c
lu

di
n
g 

C
T
, 
M

R
I, 

U
S
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/

C
T
 e

tc
. 
ar

e
 l
e
c
tu

re
d.

 T
h
e
 n

o
rm

al
 a

n
at

o
m

y 
an

d 
pa

th
o
gn

o
m

o
n
ic

 fi
n
di

n
gs

 o
f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
 a

re
 l
e
c
tu

re
d 

by
 t

h
e
 f
o
rm

 o
f 
qu

e
st

io
n
s 

an
d 

an
sw

e
rs

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

量
子

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 R

ad
io

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
長

縄
慎

二
　

量
子

医
学

教
授

 
S
h
in

ji 
N

ag
an

aw
a,

 P
ro

fe
ss

o
r 

an
d 

C
h
ai

r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
R

ad
io

lo
gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

 1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
 

A
ll 

ye
ar

 (
th

e
 fi

rs
t 

an
d 

se
c
o
n
d 

te
rm

) 
E
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

量
子

医
学

/
量

子
介

入
治

療
学

教
室

 
R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

N
o
. 
1
, 
8
th

 F
lo

o
r

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

C
T
, 
M

R
I, 

超
音

波
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
な

ど
の

各
画

像
診

断
モ

ダ
リ

テ
ィ

の
特

徴
と

各
種

疾
患

の
特

徴
的

所
見

を
学

ぶ
こ

と
。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 l
e
ar

n
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
e
ac

h
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
y 

in
c
lu

di
n
g 

C
T
, 
M

R
I, 

U
S
, 
S
P

E
C

T
, 
an

d 
P

E
T
/
C

T
 a

n
d 

to
 b

e
 f
am

ili
ar

 w
it
h
 t

yp
ic

al
 fi

n
di

n
gs

 
o
f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

C
T
, 
M

R
I, 

超
音

波
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
な

ど
の

各
画

像
診

断
モ

ダ
リ

テ
ィ

の
特

徴
と

各
種

疾
患

の
特

徴
的

所
見

を
理

解
す

る
こ

と
 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
e
ac

h
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
y 

in
c
lu

di
n
g 

C
T
, 
M

R
I, 

U
S
, 
S
P

E
C

T
, 
an

d 
P

E
T
/
C

T
 a

n
d 

to
 b

e
 f
am

ili
ar

 w
it
h
 t

yp
ic

al
 fi

n
di

n
gs

 
o
f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

C
T
, 
M

R
I, 

超
音

波
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
な

ど
の

各
種

画
像

診
断

モ
ダ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
撮

影
装

置
を

実
際

に
用

い
た

実
験

・
応

用
を

行
い

、
撮

影
法

、
画

像
処

理
技

術
、

放
射

線
診

断
に

つ
い

て
総

合
的

に
理

解
す

る
。
 

In
 t

h
is

 p
ra

c
ti
c
e
, 
ap

pl
ic

at
io

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
t 

u
si

n
g 

e
ac

h
 i
m

ag
in

g 
m

o
da

lit
y 

in
c
lu

di
n
g 

C
T
, 

M
R

I, 
U

S
, 
S
P

E
C

T
, 
P

E
T
/
C

T
 e

tc
. 
is

 p
e
rf

o
rm

e
d 

to
 l
e
ar

n
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 i
m

ag
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
, 
po

st
-
pr

o
c
e
ss

in
g,

 a
n
d 

di
ag

n
o
st

ic
 r

ad
io

lo
gy

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

量
子

介
入

治
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 I
n
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 &
 T

h
e
ra

pe
u
ti
c
 R

ad
io

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
長

縄
　

慎
二

　
放

射
線

科
教

授
 

N
ag

an
aw

a 
S
h
in

ji 
(P

ro
fe

ss
o
r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
R

ad
io

lo
gy

)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

金
曜

日
　

1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

A
ll 

ye
ar

 (
th

e
 fi

rs
t 

an
d 

se
c
o
n
d 

te
rm

) 
E
ve

ry
 F

ri
da

y 
1
0
:0

0
-
1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

放
射

線
医

学
教

室
 

R
ad

io
lo

gy
, 
8
F
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

低
侵

襲
治

療
で

あ
る

In
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 R
ad

io
lo

gy
 (
IV

R
)
の

各
種

治
療

法
に

関
し

そ
の

特
徴

、
治

療
適

応
、

治
療

効
果

を
理

解
す

る
。
 

T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
, 
in

di
c
at

io
n
s,

 a
n
d 

e
ff
e
c
ti
ve

n
e
ss

 o
f 
In

te
rv

e
n
ti
o
n
al

 
R

ad
io

lo
gy

 (
IV

R
).

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

In
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 R
ad

io
lo

gy
 (
IV

R
)
の

各
種

治
療

に
つ

い
て

そ
の

特
徴

と
治

療
適

応
を

理
解

し
、

適
切

な
治

療
方

法
を

選
択

で
き

る
様

に
な

る
こ

と
。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

an
d 

th
e
 i
n
di

c
at

io
n
 o

f 
va

ri
o
u
s 

In
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 
R

ad
io

lo
gy

 (
IV

R
) 
an

d 
to

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 s

e
le

c
t 

th
e
 a

pp
ro

pr
ia

te
 t

re
at

m
e
n
t 

m
e
th

o
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

In
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 R
ad

io
lo

gy
 (
IV

R
)
の

各
手

法
の

特
徴

、
適

応
、

基
本

的
方

法
と

発
展

的
方

法
の

解
説

を
行

う
。

代
表

的
デ

バ
イ

ス
の

使
用

法
に

つ
い

て
も

周
知

さ
せ

る
。

さ
ら

に
、

臨
床

例
に

お
け

る
実

践
上

の
注

意
点

に
つ

い
て

詳
細

に
指

導
す

る
。
 

L
e
c
tu

re
s 

o
n
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s,

 i
n
di

c
at

io
n
s,

 b
as

ic
s 

an
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 o
f 

In
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 R
ad

io
lo

gy
 (
IV

R
) 
w

ill
 b

e
 g

iv
e
n
. 
A

ls
o
, 
th

e
 i
n
st

ru
c
ti
o
n
 o

n
 h

o
w

 t
o
 u

se
 

ty
pi

c
al

 d
e
vi

c
e
s 

an
d 

th
e
 p

ra
c
ti
c
al

 c
o
n
si

de
ra

ti
o
n
s 

o
f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
ill

 b
e
 g

iv
e
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 
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u
be

, 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
4
:0

0
 

O
n
 M

o
n
da

y,
th

ro
u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
0
:0

0
-
1
4
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
個

々
の

症
例

の
病

理
診

断
に

関
し

て
随

時
検

討
を

行
う

能
力

を
形

成
す

る
。

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

過
程

で
最

新
の

文
献

に
よ

る
考

察
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

 T
o
 

le
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
人

体
病

理
学

、
病

因
の

解
明

と
診

断
に

関
わ

る
技

術
の

習
得

と
開

発
が

で
き

る
。
 

（
2
) 
疾

病
の

解
析

を
通

じ
て

総
合

的
・
多

元
的

に
病

態
を

考
察

し
え

る
思

考
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

（
1
) 
T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

 
（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
4

つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
 

（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

. 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

. 
（
3
) 
A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

 
（
4
) 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

臓
器

病
態

診
断

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 M
e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

留
部

　
謙

之
輔

　
臓

器
病

態
診

断
学

教
授

 
 K

e
n
n
o
su

ke
 K

ar
u
be

, 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

O
n
 M

o
n
da

y,
th

ro
u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
態

観
察

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
免

疫
染

色
な

ど
の

手
技

を
行

う
能

力
を

形
成

す
る

。
 

E
xp

e
ri
e
n
c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

, 
su

c
h
 a

s 
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y,
 

u
si

n
g 

m
at

e
ri
al

s 
o
f 
m

al
ig

n
an

t 
tu

m
o
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
病

理
形

態
学

的
研

究
に

必
要

な
診

断
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
2
) 
病

理
形

態
学

的
研

究
に

必
要

な
染

色
手

技
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
 

（
1
) 
T
o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
re

se
ar

c
h
 f
o
r 

su
rg

ic
al

 p
at

h
o
lo

gy
. 

（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 t

e
c
h
n
ic

al
 a

pp
lic

at
io

n
 f
o
r 

th
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 p

ra
c
ti
c
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
 

（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

. 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

. 
（
3
) 
A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

 
（
4
) 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-111-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
態

構
造

解
析

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 D

ia
gn

o
st

ic
 P

at
h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

留
部

　
謙

之
輔

　
教

授
 

K
e
n
n
o
su

ke
 K

ar
u
be

, 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
4
:0

0
 

O
n
 T

u
e
sd

ay
,t
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
0
:0

0
-
1
4
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
習

得
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

人
体

病
理

学
の

能
力

を
形

成
す

る
。

ま
た

個
々

の
症

例
の

病
理

診
断

に
関

し
て

随
時

検
討

を
行

う
過

程
で

最
新

の
文

献
に

よ
る

考
察

を
行

う
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
ｓ

.T
o
 

le
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
病

理
形

態
学

的
、

外
科

病
理

学
的

研
究

に
必

要
な

形
態

を
識

別
で

き
る

。
 

（
2
) 
新

た
な

医
学

的
知

見
を

応
用

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
1
) 
T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

 
（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
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u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
態

観
察

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

免
疫

染
色

な
ど

の
手

技
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

E
xp

e
ri
e
n
c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

, 
su

c
h
 a

s 
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y,
 

u
si

n
g 

m
at

e
ri
al

s 
o
f 
m

al
ig

n
an

t 
tu

m
o
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
病

理
形

態
学

的
研

究
に

必
要

な
診

断
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
2
) 
 染

色
手

技
ま

た
必

要
に

応
じ

て
F
IS

H
、

P
C

R
等

に
よ

る
遺

伝
子

解
析

の
手

技
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
（
1
) 
T
o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
re

se
ar

c
h
 f
o
r 

su
rg

ic
al

 p
at

h
o
lo

gy
. 

（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 t

e
c
h
n
ic

al
 a

pp
lic

at
io

n
 f
o
r 

th
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 p

ra
c
ti
c
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
 

（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

. 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

. 
（
3
) 
A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

 
（
4
) 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

が
ん

薬
物

療
法

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 C

lin
ic

al
 O

n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

C
h
e
m

o
th

e
ra

py

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
安

藤
雄

一
　

化
学

療
法

学
教

授
（
兼

任
）
 

Y
u
ic

h
i 
A

n
do

　
P

ro
fe

ss
o
r 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
C

h
e
m

o
th

e
ra

py
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
〜

金
曜

日
　

8
:3

0
〜

9
:0

0
 

E
ve

ry
 M

o
n
da

y 
to

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

, 
8
:3

0
-
9
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
B

　
1

階
　

外
来

化
学

療
法

室
 

O
u
tp

at
ie

n
t 

C
h
e
m

o
th

e
ra

py
 R

o
o
m

, 
1
F
, 
C

e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
g 

B

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

臨
床

腫
瘍

学
、

臨
床

薬
理

学
、

臨
床

遺
伝

学
、

臨
床

試
験

の
方

法
論

（
治

験
を

含
む

）
、

チ
ー

ム
医

療
、

医
療

安
全

、
医

療
倫

理
に

つ
い

て
講

義
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
と

と
も

に
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
臓

器
横

断
的

な
が

ん
薬

物
療

法
と

緩
和

ケ
ア

を
実

践
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 p
ra

c
ti
c
e
 e

vi
de

n
c
e
-
ba

se
d 

c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
 a

n
d 

pa
lli

at
iv

e
 

m
e
di

c
in

e
, 
to

ge
th

e
r 

w
it
h
 l
e
c
tu

re
 a

n
d 

di
sc

u
ss

io
n
 a

bo
u
t 

c
lin

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
, 
c
lin

ic
al

 
ph

ar
m

ac
o
lo

gy
, 
c
lil

n
ic

al
 g

e
n
e
ti
c
s,

 c
lin

ic
al

 t
ri
al

s(
in

c
lu

di
n
g 

in
du

st
ry

-
sp

o
n
so

re
d 

c
lin

ic
al

 
tr

ia
ls

),
 c

lin
ic

al
 s

af
e
ty

, 
an

d 
m

e
di

c
al

 e
th

ic
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
臨

床
腫

瘍
学

、
臨

床
薬

理
学

、
臨

床
遺

伝
学

、
臨

床
試

験
の

方
法

論
（
治

験
を

含
む

）
、

チ
ー

ム
医

療
、

医
療

安
全

、
医

療
倫

理
を

理
解

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
臓

器
横

断
的

な
が

ん
薬

物
療

法
と

と
も

に
緩

和
ケ

ア
を

学
ぶ

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 e

vi
de

n
c
e
-
ba

se
d 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
 f
o
r 

c
an

c
e
rs

 t
h
at

 o
c
c
u
r 

in
 a

ll 
o
rg

an
s 

an
d 

pa
lli

at
iv

e
 m

e
di

c
in

e
, 
to

ge
th

e
r 

w
it
h
 u

n
de

rs
ta

n
di

n
g 

ab
o
u
t 

c
lin

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
, 

c
lin

ic
al

 p
h
ar

m
ac

o
lo

gy
, 
c
lil

n
ic

al
 g

e
n
e
ti
c
s,

 c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
(i
n
c
lu

di
n
g 

in
du

st
ry

-
sp

o
n
so

re
d 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s)
, 
a 

m
e
di

c
al

 t
e
am

 a
pp

ro
ac

h
, 
c
lin

ic
al

 s
af

e
ty

, 
an

d 
m

e
di

c
al

 e
th

ic
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
臓

器
横

断
的

な
が

ん
薬

物
療

法
と

緩
和

ケ
ア

、
臨

床
薬

理
学

、
臨

床
遺

伝
学

、
臨

床
試

験
の

方
法

論
（
治

験
を

含
む

）
、

チ
ー

ム
医

療
、

医
療

安
全

、
医

療
倫

理
に

つ
い

て
講

義
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 
L
e
c
tu

re
 a

n
d 

di
sc

u
ss

io
n
 a

bo
u
t 

e
vi

de
n
c
e
-
ba

se
d 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
 f
o
r 

c
an

c
e
rs

 t
h
at

 
o
c
c
u
r 

in
 a

ll 
o
rg

an
s,

 p
al

lia
ti
ve

 m
e
di

c
in

e
, 
c
lin

ic
al

 p
h
ar

m
ac

o
lo

gy
, 
c
lin

ic
al

 g
e
n
e
ti
c
s,

 
c
lin

ic
al

 t
ri
al

s(
in

c
lu

di
n
g 

in
du

st
ry

-
sp

o
n
so

re
d 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s)
, 
c
lin

ic
al

 s
af

e
ty

, 
an

d 
m

e
di

c
al

 e
th

ic
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

パ
ソ

コ
ン

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

基
本

的
知

識
を

前
提

と
す

る
。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
c
o
m

pu
te

r 
an

d 
th

e
 i
n
te

rn
e
t 

ar
e
 r

e
qu

ir
e
d.

授
業

科
目

名
C

o
u
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e
 T

it
le

が
ん

薬
物

療
法

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

lin
ic

al
 O

n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

C
h
e
m

o
th

e
ra

py

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
安

藤
雄

一
　

化
学

療
法

学
教

授
（
兼

任
）
 

Y
u
ic

h
i 
A

n
do

　
P

ro
fe

ss
o
r 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
C

h
e
m

o
th

e
ra

py
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
曜

日
お

よ
び

木
曜

日
　

1
6
:0

0
〜

1
7
:3

0
 

E
ve

ry
 M

o
n
da

y 
an

d 
T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

, 
1
6
:0

0
-
1
7
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

化
学

療
法

部
医

局
 

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
C

h
e
m

o
th

e
ra

py
 a

n
d 

O
n
c
o
lo

gy
, 
8
F
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 

B
u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

臨
床

腫
瘍

学
の

手
法

を
用

い
て

が
ん

薬
物

療
法

に
お

け
る

薬
物

反
応

の
個

人
差

を
解

明
す

る
た

め
の

研
究

や
、

が
ん

化
学

療
法

の
臨

床
研

究
を

行
う

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 c
ar

ry
 o

u
t 

re
se

ar
c
h
 w

it
h
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
c
lin

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
 t

o
 s

tu
dy

 
in

te
ri
n
di

vi
du

al
 v

ar
ia

ti
o
n
s 

in
 d

ru
g 

re
sp

o
n
se

 a
n
d 

to
xi

c
it
y 

o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
, 
as

 
w

e
ll 

as
 c

lin
ic

al
 r

e
se

ar
c
h
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

実
験

研
究

で
は

、
が

ん
薬

物
療

法
に

お
け

る
薬

物
反

応
の

個
人

差
を

研
究

す
る

た
め

に
必

要
な

臨
床

腫
瘍

学
の

手
法

を
体

得
す

る
。

が
ん

化
学

療
法

の
臨

床
研

究
を

学
習

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 c

lin
ic

al
 o

n
c
o
lo

gy
 t

o
 s

tu
dy

 i
n
te

ri
n
di

vi
du

al
 v

ar
ia

ti
o
n
s 

in
 d

ru
g 

re
sp

o
n
se

 a
n
d 

to
xi

c
it
y 

o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
, 
as

 w
e
ll 

as
 c

lin
ic

al
 r

e
se

ar
c
h
 o

f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

明
確

化
と

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

結
果

の
分

析
と

解
釈

 
（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 p

ro
je

c
ts

 
（
3
) 
A

n
al

ys
is

 a
n
d 

in
te

rp
re

ta
ti
o
n
 o

f 
th

e
 r

e
su

lt
s 

o
f 
da

ta
 

（
4
) 
A

n
n
o
u
n
c
e
m

e
n
t 

o
f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

パ
ソ

コ
ン

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

基
本

的
知

識
を

前
提

と
す

る
。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
c
o
m

pu
te

r 
an

d 
th

e
 i
n
te

rn
e
t 

ar
e
 r

e
qu

ir
e
d.

臨
床
医
学
領
域

-113-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

内
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
勝

野
雅

央
　

神
経

内
科

学
教

授
 

M
as

ah
is

a 
K
at

su
n
o
, 
P

ro
fe

ss
o
r 

o
f 
de

pa
rt

m
e
n
t 

o
f 
N

e
u
ro

lo
gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
4
:0

0
〜

1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

神
経

内
科

学
教

室
な

ど
 

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
 9

F
, 
e
t 

al
.

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

神
経

系
の

各
疾

患
に

対
す

る
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

開
発

に
向

け
た

臨
床

研
究

へ
の

理
解

が
高

ま
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
 

A
tt

e
n
da

n
c
e
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 e
n
ab

le
s 

st
u
de

n
ts

 t
o
 e

n
ri
c
h
 t

h
e
ir
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
c
lin

ic
al

 
re

se
ar

c
h
 f
o
r 

n
e
u
ro

lo
gi

c
al

 d
is

e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

変
性

疾
患

、
認

知
症

、
脳

卒
中

、
ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ
ー

、
て

ん
か

ん
、

神
経

免
疫

・
感

染
症

な
ど

を
対

象
に

、
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

の
開

発
に

向
け

た
臨

床
研

究
を

行
う

。
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
研

究
も

学
ぶ

。
 

N
e
u
ro

lo
gy

 d
e
pa

rt
m

e
n
t 

ai
m

s 
to

 e
lu

c
id

at
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
de

ve
lo

p 
n
o
ve

l 
th

e
ra

pi
e
s 

fo
r 

n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

e
as

e
s,

 d
e
m

e
n
ti
a,

 a
po

pl
e
xy

, 
e
pi

le
ps

y,
 n

e
u
ro

im
m

u
n
o
lo

gi
c
al

 
an

d 
n
e
u
ro

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
so

rd
e
rs

. 
M

o
re

o
ve

r,
 w

e
 p

la
c
e
 e

m
ph

as
is

 o
n
 a

c
qu

ir
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

tr
an

sl
at

io
n
al

 r
e
se

ar
c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
た

め
に

、
臨

床
研

究
、

病
理

学
的

研
究

、
分

子
生

物
学

的
研

究
、

疫
学

研
究

、
神

経
生

理
研

究
、

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

を
含

む
画

像
研

究
な

ど
を

用
い

、
連

続
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

と
と

も
に

、
履

修
者

を
交

え
て

実
践

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

F
o
r 

th
is

 p
u
rp

o
se

, 
w

e
 o

ff
e
r 

a 
se

ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

u
si

n
g 

c
lin

ic
al

 s
ym

pt
o
m

at
o
lo

gy
, 

n
e
u
ro

pa
th

o
lo

gy
, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
e
pi

de
m

io
lo

gy
, 
n
e
u
ro

ph
ys

io
lo

gy
, 
an

d 
im

ag
in

g 
st

u
dy

 i
n
c
lu

di
n
g 

m
o
le

c
u
la

r 
im

ag
in

g 
te

c
h
n
iq

u
e
, 
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

 w
it
h
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

神
経

内
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ro

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
勝

野
雅

央
　

神
経

内
科

学
教

授
 

M
as

ah
is

a 
K
at

su
n
o
, 
P

ro
fe

ss
o
r 

o
f 
de

pa
rt

m
e
n
t 

o
f 
N

e
u
ro

lo
gy

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

曜
日

　
9
:0

0
〜

1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
9

階
　

神
経

内
科

学
教

室
な

ど
 

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
 9

F
, 
e
t 

al
.

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

本
実

験
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

神
経

系
の

各
疾

患
に

対
す

る
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

開
発

に
向

け
た

基
礎

的
研

究
へ

の
理

解
が

高
ま

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。
 

A
tt

e
n
da

n
c
e
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 e
n
ab

le
s 

st
u
de

n
ts

 t
o
 m

as
te

r 
pr

ac
ti
c
al

 s
ki

lls
 f
o
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

re
se

ar
c
h
 a

bi
lit

ie
s 

to
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
fin

d 
se

e
ds

 o
f 

th
e
ra

py
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

fo
r 

n
e
u
ro

n
al

 d
is

o
rd

e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

神
経

変
性

疾
患

、
認

知
症

、
脳

卒
中

、
ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ
ー

、
て

ん
か

ん
、

神
経

免
疫

・
感

染
症

な
ど

を
対

象
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

疾
患

の
病

因
・
病

態
解

明
と

治
療

法
の

開
発

に
向

け
た

シ
ー

ズ
を

見
出

す
た

め
の

研
究

能
力

を
養

う
。

ま
た

、
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
研

究
の

た
め

の
臨

床
研

究
、

臨
床

治
験

に
つ

い
て

も
方

法
論

を
体

得
す

る
。
 

N
e
u
ro

lo
gy

 d
e
pa

rt
m

e
n
t 

e
du

c
at

e
s 

st
u
de

n
ts

 t
o
 m

as
te

r 
pr

ac
ti
c
al

 s
ki

lls
 f
o
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

re
se

ar
c
h
 a

bi
lit

ie
s 

to
 e

lu
c
id

at
e
 t

h
e
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
fin

d 
se

e
ds

 o
f 
th

e
ra

py
 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

fo
r 

n
e
u
ro

n
al

 d
is

o
rd

e
rs

 s
u
c
h
 a

s 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

e
as

e
s,

 
de

m
e
n
ti
a,

 n
e
u
ro

pa
th

y,
 a

po
pl

e
xy

, 
e
pi

le
ps

y,
 n

e
u
ro

im
m

u
n
o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

n
e
u
ro

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
so

rd
e
rs

. 
A

ls
o
 w

e
 e

du
c
at

e
 m

e
th

o
do

lo
gy

 o
f 
c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 a

n
d 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
fo

r 
tr

an
sl

at
io

n
al

 r
e
se

ar
c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
た

め
に

、
臨

床
統

計
解

析
、

病
理

学
的

解
析

、
分

子
生

物
学

的
手

法
な

ど
を

学
習

し
、

履
修

者
を

交
え

て
実

践
的

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
 

F
o
r 

th
is

 p
u
rp

o
se

, 
w

e
 o

ff
e
r 

c
lin

ic
al

 s
ta

ti
st

ic
s 

an
al

ys
is

, 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

is
is

, 
an

d 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 m
e
th

o
d,

 a
n
d 

ac
ti
ve

ly
 d

is
c
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 b
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 d
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習
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け
る

プ
レ
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ン
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ン
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ッ
シ

ョ
ン
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に
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り

総
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 c
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h
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連
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目
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sit
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ed
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es

適
宜
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示

す
る

。
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 b
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 d
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間
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等
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示
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る

。
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 b
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 d
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の
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 b
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u
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m
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n
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c
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授
業

形
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T
yp
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習
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授
業
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目
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O
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e
c
ti
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s 
o
f

th
e
 C

o
u
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e

本
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

神
経

系
の

各
疾

患
に

対
す

る
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

開
発

に
向

け
た

臨
床

研
究

へ
の

理
解
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る

こ
と
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期

待
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。
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c
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c
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 d
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ー
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て

ん
か

ん
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免
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感
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対
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因
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法
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開

発
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研
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を
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c
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研
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。
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す
る

こ
と

に
よ

り
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経

系
の

各
疾

患
に

対
す

る
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

開
発

に
向

け
た

基
礎

的
研

究
へ

の
理

解
が

高
ま

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。
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・
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と

治
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法
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に
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た
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。

ま
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レ

ー
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ョ
ナ

ル
研

究
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た
め

の
臨

床
研

究
、

臨
床

治
験
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い
て

も
方

法
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。
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火

曜
日

　
1
8
:0

0
〜

2
0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

精
神

科
医

局

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

臨
床

研
究

に
必

須
の

倫
理

的
配

慮
が

実
践

で
き

る
こ

と
、

さ
ら

に
研

究
遂

行
に

必
要

な
基

本
的

ノ
ウ

ハ
ウ

習
得

こ
と

、
の

二
点

で
あ

る
。

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 a

s 
fo

llo
w

. 
1
. 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
ra

c
ti
c
e
 t

h
e
 e

th
ic

al
 c

o
n
si

de
ra

ti
o
n
s 

th
at

 a
re

 e
ss

e
n
ti
al

 f
o
r 

c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
. 
2
. 
T
h
e
y 

ac
qu

ir
e
 t

h
e
 b

as
ic

 k
n
o
w

-
h
o
w

 
n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

c
o
n
du

c
ti
n
g 

re
se

ar
c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

統
合

失
調

症
、

気
分

障
害

、
不

安
症

、
睡

眠
障

害
、

摂
食

障
害

な
ど

の
精

神
障

害
に

関
す

る
疫

学
的

研
究

、
精

神
症

候
学

的
研

究
、

心
理

社
会

的
治

療
研

究
な

ど
を

総
合

的
に

理
解

す
る

。
T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 r
e
qu

ir
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

pi
de

m
io

lo
gy

, 
sy

m
pt

o
m

at
o
lo

gy
 

an
d 

ps
yc

h
o
so

c
ia

l 
tr

e
at

m
e
n
t-

re
la

te
d 

re
se

ar
c
h
 o

f 
m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 i
n
c
lu

di
n
g 

sc
h
iz

o
ph

re
n
ia

, 
m

o
o
d 

di
so

rd
e
rs

, 
an

xi
e
ty

 d
is

o
rd

e
rs

, 
an

d 
e
at

in
g 

di
so

rd
e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

統
合

失
調

症
、

気
分

障
害

、
不

安
症

、
睡

眠
障

害
、

摂
食

障
害

な
ど

の
精

神
障

害
に

関
す

る
疫

学
的

研
究

、
精

神
症

候
学

的
研

究
、

心
理

社
会

的
治

療
研

究
な

ど
を

総
合

的
に

講
義

す
る

。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
e
pi

de
m

io
lo

gy
, 
sy

m
pt

o
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

ps
yc

h
o
so

c
ia

l 
tr

e
at

m
e
n
t-

re
la

te
d 

re
se

ar
c
h
 o

f 
m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 i
n
c
lu

di
n
g 

sc
h
iz

o
ph

re
n
ia

, 
m

o
o
d 

di
so

rd
e
rs

, 
an

xi
e
ty

 d
is

o
rd

e
rs

, 
an

d 
e
at

in
g 

di
so

rd
e
r.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

精
神

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

sy
c
h
ia

tr
y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
木

村
　

宏
之

　
精

神
医

学
准

教
授

　
 H

ir
o
yu

ki
 K

im
u
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6
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di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im
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n
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D
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e
通

年
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前

期
・

後
期

）
　

毎
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火

　
1
5
:0

0
〜

1
8
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0

実
施

場
所

P
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c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

精
神

科
医

局

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

臨
床

研
究

に
必

須
の

倫
理

的
配

慮
が

実
践

で
き

る
こ

と
、

さ
ら

に
研

究
遂

行
に

必
要

な
基

本
的

ノ
ウ

ハ
ウ

習
得

こ
と

、
の

二
点

で
あ

る
。

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
ar

e
 a

s 
fo

llo
w

. 
1
. 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 p
ra

c
ti
c
e
 t

h
e
 e

th
ic

al
 c

o
n
si

de
ra

ti
o
n
s 

th
at

 a
re

 e
ss

e
n
ti
al

 f
o
r 

c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
. 
2
. 
T
h
e
y 

ac
qu

ir
e
 t

h
e
 b

as
ic

 k
n
o
w

-
h
o
w

 
n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

c
o
n
du

c
ti
n
g 

re
se

ar
c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

統
合

失
調

症
、

気
分

障
害

、
不

安
症

、
睡

眠
障

害
、

摂
食

障
害

な
ど

の
精

神
障

害
に

関
す

る
疫

学
的

研
究

、
精

神
症

候
学

的
研

究
、

心
理

社
会

的
研

究
な

ど
を

遂
行

す
る

方
法

論
を

理
解

す
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 r
e
qu

ir
e
d 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

h
o
w

 t
o
 c

ar
ry

 o
u
t 

e
pi

de
m

io
lo

gy
, 

sy
m

pt
o
m

at
o
lo

gy
 a

n
d 

ps
yc

h
o
so

c
ia

l 
tr

e
at

m
e
n
t-

re
la

te
d 

re
se

ar
c
h
 o

f 
m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 
in

c
lu

di
n
g 

sc
h
iz

o
ph

re
n
ia

, 
m

o
o
d 

di
so

rd
e
rs

, 
an

xi
e
ty

 d
is

o
rd

e
rs

, 
an

d 
e
at

in
g 

di
so

rd
e
r.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

統
合

失
調

症
、

気
分

障
害

、
不

安
症

、
睡

眠
障

害
、

摂
食

障
害

な
ど

の
精

神
障

害
に

関
す

る
疫

学
的

研
究

、
精

神
症

候
学

的
研

究
、

心
理

社
会

的
研

究
な

ど
を

遂
行

す
る

方
法

論
を

実
践

に
即

し
て

指
導

す
る

。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
m

e
th

o
ds

 t
o
 c

ar
ry

 o
u
t 

e
pi

de
m

io
lo

gy
, 
sy

m
pt

o
m

at
o
lo

gy
 

an
d 

ps
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h
o
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c
ia

l 
tr

e
at

m
e
n
t-

re
la

te
d 

re
se

ar
c
h
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f 
 m

e
n
ta

l 
di

so
rd

e
rs

 i
n
c
lu

di
n
g 

sc
h
iz

o
ph

re
n
ia

, 
m

o
o
d 

di
so

rd
e
rs

, 
an

xi
e
ty

 d
is

o
rd

e
rs

, 
an

d 
e
at

in
g 

di
so

rd
e
r.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
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e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 
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d 
o
n
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se

n
ta
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o
n
s 

an
d 
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sc

u
ss

io
n
s 

by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b

e
 p
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el
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ct

ed
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rn

in
g 

O
ut
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de

 C
o
ur

se
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o
ur

s

適
宜

指
示

す
る
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T
o
 b

e
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n
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o
n
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e
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質
問

へ
の

対
応

方
法
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to
 R
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 to
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適

宜
指

示
す

る
。
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n
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o
n
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e
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備
考

A
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o
n
al
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n
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n

臨
床
医
学
領
域

-115-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
神

経
外

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 N

e
u
ro

su
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
齋

藤
竜

太
　

脳
神

経
外

科
学

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・
後

期
）
　

毎
週

　
月

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0
, 
1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
及

び
金

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

脳
神

経
外

科
疾

患
の

病
態

、
診

断
、

治
療

に
関

し
て

基
礎

的
な

こ
と

か
ら

、
最

新
の

進
歩

ま
で

勉
強

す
る

。
O

bj
e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

, 
di

ag
n
o
si

s,
 a

n
d 

tr
e
at

m
e
n
t 

o
f 
n
e
u
ro

su
rg

ic
al

 d
is

o
rd

e
rs

. 
T
o
pi

c
s 

c
o
ve

r 
ba

si
c
 c

o
n
te

n
ts

 a
s 

w
e
ll 

as
 r

e
c
e
n
t 

ad
va

n
c
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

脳
腫

瘍
、

脳
卒

中
、

脊
椎

・
脊

髄
疾

患
、

頭
頚

部
外

傷
、

機
能

性
脳

疾
患

、
小

児
神

経
疾

患
を

中
心

に
遺

伝
子

、
分

子
、

細
胞

レ
ベ

ル
で

解
析

し
た

病
理

、
病

態
に

つ
い

て
指

導
す

る
。

さ
ら

に
基

礎
研

究
に

基
づ

い
た

新
し

い
診

断
技

術
や

個
別

化
治

療
法

を
紹

介
す

る
。

各
種

脳
神

経
疾

患
の

術
中

画
像

誘
導

法
に

つ
い

て
も

手
術

現
場

で
直

接
技

術
指

導
す

る
。

W
e
 p

ro
vi

de
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 t

h
e
 g

e
n
e
ti
c
, 
m

o
le

c
u
la

r,
 a

n
d 

c
e
llu

la
r 

le
ve

l 
an

al
ys

is
 o

f 
th

e
 

pa
th

o
lo

gy
 a

n
d 

c
lin

ic
al

 c
o
n
di

ti
o
n
s 

o
f 
va

ri
o
u
s 

n
e
u
ro

lo
gi

c
al

 d
is

e
as

e
s,

 w
it
h
 a

 f
o
c
u
s 

o
n
 

br
ai

n
 t

u
m

o
rs

, 
c
e
re

br
al

 s
tr

o
ke

, 
ve

rt
e
br

al
 a

n
d 

sp
in

al
 c

o
rd

 d
is

e
as

e
s,

 h
e
ad

 a
n
d 

n
e
c
k 

in
ju

ri
e
s,

 f
u
n
c
ti
o
n
al

 b
ra

in
 d

is
e
as

e
s,

 a
n
d 

pe
di

at
ri
c
 n

e
u
ro

lo
gi

c
al

 d
is

o
rd

e
rs

. 
In

 a
dd

it
io

n
, 

w
e
 i
n
tr

o
du

c
e
 n

e
w

 d
ia

gn
o
st

ic
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

an
d 

in
di

vi
du

al
iz

e
d 

th
e
ra

pi
e
s 

ba
se

d 
o
n
 

fu
n
da

m
e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
. 
W

e
 a

ls
o
 p

ro
vi

de
 o

n
-
si

te
 t

e
c
h
n
ic

al
 t

ra
in

in
g 

o
n
 p

e
ri
o
pe

ra
ti
ve

 
im

ag
e
-
gu

id
e
d 

su
rg

ic
al

 m
e
th

o
ds

 f
o
r 

va
ri
o
u
s 

ty
pe

s 
o
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療
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。
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c
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脳
神

経
外

科
疾

患
の

病
態

、
診

断
、

治
療

に
関

し
て

基
礎

的
な

こ
と

か
ら

、
最

新
の

進
歩

ま
で

勉
強

す
る

。
O
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c
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 l
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学
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脳
腫

瘍
、

脳
卒

中
、

脊
椎

・
脊

髄
疾

患
、

頭
頚

部
外

傷
、

機
能

性
脳

疾
患

、
小

児
神

経
疾

患
を

中
心

に
遺

伝
子

、
分

子
、

細
胞

レ
ベ

ル
で

解
析

し
た

病
理

、
病

態
に

つ
い

て
指

導
す

る
。

さ
ら

に
基

礎
研

究
に

基
づ

い
た

新
し

い
診

断
技

術
や

個
別

化
治

療
法

を
紹

介
す

る
。

各
種

脳
神

経
疾
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の

術
中

画
像
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も

手
術
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。
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療
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携
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携
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築
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。
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科
疾

患
の

病
態

、
診

断
、

治
療

に
関

し
て

基
礎

的
な

こ
と

か
ら

、
最

新
の

進
歩

ま
で

勉
強

す
る

。
O
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週

　
月

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0
, 
1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
及

び
金

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

各
種

脳
神

経
疾

患
に

対
す

る
治

療
開

発
の

現
状

を
学

び
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

へ
の

基
礎

を
習

得
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

th
e
 r

e
c
e
n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
n
e
w

 t
re

at
m

e
n
t 

st
ra

te
gi

e
s 

ag
ai

n
st

 v
ar

io
u
s 

c
e
n
tr

al
 n

e
rv

o
u
s 

sy
st

e
m

 d
is

o
rd

e
rs

 a
n
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
tr

an
sl

at
io

n
al

 r
e
se

ar
c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

各
種

脳
神

経
疾

患
に

対
す

る
遺

伝
子

、
分

子
、

細
胞

治
療

の
開

発
研

究
を

紹
介

す
る

。
 

基
礎

研
究

を
も

と
に

新
規

医
療

開
発

に
向

け
た

探
索

医
療

の
現

状
と

将
来

展
望

に
つ

き
研

究
す

る
。
 

W
e
 h

av
e
 r

e
se

ar
c
h
 e

xp
e
ri
e
n
c
e
 i
n
 d

e
ve

lo
pi

n
g 

ge
n
e
ti
c
-
, 
m

o
le

c
u
la

r-
, 
an

d 
c
e
llu

la
r-

le
ve

l 
th

e
ra

pi
e
s 

fo
r 

va
ri
o
u
s 

n
e
u
ro

c
e
re

br
al

 d
is

o
rd

e
rs

. 
W

e
 c

o
n
du

c
t 

re
se

ar
c
h
 o

n
 t

h
e
 c

u
rr

e
n
t 

st
at

u
s 

an
d 

th
e
 f
u
tu

re
 s

c
o
pe

 o
f 
in

n
o
va

ti
ve

 m
e
di

c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

fo
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

a 
n
e
w

 h
e
al

th
c
ar

e
 s

ys
te

m
 b

as
e
d 

o
n
 f
u
n
da

m
e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

遺
伝

子
（
D

N
A

,s
iR

N
A

、
m

ic
ro

R
N

A
）
、

分
子

（
ペ

プ
チ

ド
）
、

細
胞

を
用

い
た

脳
腫

瘍
や

癌
の

新
規

医
療

開
発

研
究

を
指

導
す

る
。

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

、
画

像
誘

導
手

術
、

ロ
ボ

ッ
ト

外
科

手
術

の
開

発
研

究
に

従
事

す
る

。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
de

ve
lo

pi
n
g 

n
e
w

 m
e
di

c
al

 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

br
ai

n
 t

u
m

o
rs

 a
n
d 

c
an

c
e
rs

 b
y 

u
si

n
g 

ge
n
e
s 

(D
N

A
, 
si

R
N

A
, 
m

ic
ro

R
N

A
),
 

m
o
le

c
u
le

s 
(p

e
pt

id
e
s)

, 
an

d 
c
e
lls

. 
W

e
 a

re
 a

ls
o
 e

n
ga

ge
d 

in
 r

e
se

ar
c
h
 f
o
r 

th
e
 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
im

ag
in

g,
 i
m

ag
e
-
gu

id
e
d 

su
rg

e
ry

, 
an

d 
ro

bo
ti
c
 s

u
rg

e
ry

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
神

経
先

端
医

療
開

発
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 F

ro
n
ti
e
r 

S
u
rg

ic
al

 N
e
u
ro

sc
ie

n
c
e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
齋

藤
竜

太

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

及
び

木
曜

日
　

1
9
:3

0
〜

2
1
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

各
種

脳
神

経
疾

患
に

対
す

る
治

療
開

発
の

現
状

を
学

び
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

へ
の

基
礎

を
習

得
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

th
e
 r

e
c
e
n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
n
e
w

 t
re

at
m

e
n
t 

st
ra

te
gi

e
s 

ag
ai

n
st

 v
ar

io
u
s 

c
e
n
tr

al
 n

e
rv

o
u
s 

sy
st

e
m

 d
is

o
rd

e
rs

 a
n
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
tr

an
sl

at
io

n
al

 r
e
se

ar
c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

各
種

脳
神

経
疾

患
に

対
す

る
遺

伝
子

、
分

子
、

細
胞

治
療

の
開

発
研

究
を

紹
介

す
る

。
 

基
礎

研
究

を
も

と
に

新
規

医
療

開
発

に
向

け
た

探
索

医
療

の
現

状
と

将
来

展
望

に
つ

き
研

究
す

る
。
 

W
e
 h

av
e
 r

e
se

ar
c
h
 e

xp
e
ri
e
n
c
e
 i
n
 d

e
ve

lo
pi

n
g 

ge
n
e
ti
c
-
, 
m

o
le

c
u
la

r-
, 
an

d 
c
e
llu

la
r-

le
ve

l 
th

e
ra

pi
e
s 

fo
r 

va
ri
o
u
s 

n
e
u
ro

c
e
re

br
al

 d
is

o
rd

e
rs

. 
W

e
 c

o
n
du

c
t 

re
se

ar
c
h
 o

n
 t

h
e
 c

u
rr

e
n
t 

st
at

u
s 

an
d 

th
e
 f
u
tu

re
 s

c
o
pe

 o
f 
in

n
o
va

ti
ve

 m
e
di

c
al

 a
pp

ro
ac

h
e
s 

fo
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

a 
n
e
w

 h
e
al

th
c
ar

e
 s

ys
te

m
 b

as
e
d 

o
n
 f
u
n
da

m
e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

遺
伝

子
（
D

N
A

,s
iR

N
A

、
m

ic
ro

R
N

A
）
、

分
子

（
ペ

プ
チ

ド
）
、

細
胞

を
用

い
た

脳
腫

瘍
や

癌
の

新
規

医
療

開
発

研
究

を
指

導
す

る
。

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

、
画

像
誘

導
手

術
、

ロ
ボ

ッ
ト

外
科

手
術

の
開

発
研

究
に

従
事

す
る

。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
de

ve
lo

pi
n
g 

n
e
w

 m
e
di

c
al

 
tr

e
at

m
e
n
ts

 f
o
r 

br
ai

n
 t

u
m

o
rs

 a
n
d 

c
an

c
e
rs

 b
y 

u
si

n
g 

ge
n
e
s 

(D
N

A
, 
si

R
N

A
, 
m

ic
ro

R
N

A
),
 

m
o
le

c
u
le

s 
(p

e
pt

id
e
s)

, 
an

d 
c
e
lls

. 
W

e
 a

re
 a

ls
o
 e

n
ga

ge
d 

in
 r

e
se

ar
c
h
 f
o
r 

th
e
 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
im

ag
in

g,
 i
m

ag
e
-
gu

id
e
d 

su
rg

e
ry

,a
n
d 

ro
bo

ti
c
 s

u
rg

e
ry

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
血

管
内

治
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 E

n
do

va
sc

u
la

r 
N

e
u
ro

su
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
泉

　
孝

嗣
　

 I
Z
U

M
I 
T
ak

as
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・
後

期
）
　

毎
週

　
月

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0
, 
1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
及

び
金

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
内

治
療

に
重

要
な

血
管

撮
影

の
読

影
な

ど
の

基
礎

的
技

術
の

習
得

と
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

な
ど

治
療

技
術

の
習

得
を

目
的

と
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

tr
at

e
gy

 n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 a

n
d 

ba
si

c
 t

e
c
h
n
ic

s 
fo

r 
e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
障

害
を

対
象

と
し

た
脳

血
管

内
手

術
の

技
術

的
指

導
を

行
う

。
特

に
基

本
的

な
脳

血
管

撮
影

、
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

法
、

脳
動

脈
瘤

コ
イ

ル
塞

栓
術

、
頚

動
脈

狭
窄

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

手
術

、
脳

塞
栓

に
対

す
る

血
栓

溶
解

治
療

に
つ

い
て

診
断

・
治

療
法

を
指

導
し

、
実

体
験

し
て

も
ら

う
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

e
c
h
n
ic

al
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
n
e
u
ro

su
rg

e
ry

 f
o
r 

 c
e
re

br
o
va

sc
u
la

r 
di

so
rd

e
rs

. 
W

e
 a

ls
o
 p

ro
vi

de
 g

u
id

an
c
e
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
al

  
e
xp

e
ri
e
n
c
e
 i
n
 p

e
rf

o
rm

in
g 

va
ri
o
u
s 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 a
n
d 

m
e
di

c
al

  
tr

e
at

m
e
n
ts

, 
e
sp

e
c
ia

lly
 s

te
n
t 

su
rg

e
ry

 f
o
r 

c
ar

o
ti
d 

ar
te

ry
 s

te
n
o
si

s,
  
su

rg
ic

al
 c

o
ili

n
g 

o
f 
c
e
re

br
al

 a
rt

e
ry

 a
n
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

th
ro

m
bo

ly
ti
c
  

tr
e
at

m
e
n
t 

o
f 
c
e
re

br
al

 e
m

bo
lis

m
s,

 a
ll 

o
f 
w

h
ic

h
 h

av
e
 b

e
e
n
 r

e
c
e
n
tl
y 

 b
ro

u
gh

t 
u
n
de

r 
th

e
 c

o
ve

ra
ge

 o
f 
m

e
di

c
al

 i
n
su

ra
n
c
e
 p

la
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

疾
患

の
血

流
動

態
解

析
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

を
用

い
た

病
態

 モ
デ

ル
、

抗
血

小
板

剤
の

効
用

、
塞

栓
術

支
援

ツ
ー

ル
や

カ
テ

ー
テ

ル
等

の
治

 療
ツ

ー
ル

の
開

発
研

究
を

指
導

す
る

。
脳

血
管

内
治

療
用

デ
バ

イ
ス

の
安

全
性

 を
可

視
化

、
数

値
化

す
る

た
め

の
実

験
的

研
究

お
よ

び
臨

床
応

用
研

究
を

指
導

す
る

。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
n
e
w

ly
 d

e
ve

lo
pe

d 
e
m

bo
liz

at
io

n
-
su

pp
o
rt

 t
o
o
l, 

h
e
m

at
o
lo

gi
c
 a

n
al

ys
is

 f
o
r 

an
ti
-
 p

la
te

le
t 

ag
e
n
ts

 a
n
d 

h
e
m

o
dy

n
am

ic
 a

n
al

ys
is

 u
si

n
g 

c
o
m

pu
te

r 
flo

w
 d

yn
am

ic
s.

  
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 p

ro
vi

de
 

gu
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
an

d 
c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
  
fo

r 
th

e
 v

is
u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

di
gi

ta
liz

at
io

n
 o

f 
th

e
 s

af
e
ty

 o
f 
de

vi
c
e
s 

u
se

d 
 i
n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
th

e
ra

py
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
血

管
内

治
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 E

n
do

va
sc

u
la

r 
N

e
u
ro

su
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
泉

　
孝

嗣
　

 I
Z
U

M
I 
T
ak

as
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

及
び

木
曜

日
　

1
9
:3

0
〜

2
1
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
内

治
療

に
重

要
な

血
管

撮
影

の
読

影
な

ど
の

基
礎

的
技

術
の

習
得

と
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

な
ど

治
療

技
術

の
習

得
を

目
的

と
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

tr
at

e
gy

 n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 a

n
d 

ba
si

c
 t

e
c
h
n
ic

s 
fo

r 
e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
障

害
を

対
象

と
し

た
脳

血
管

内
手

術
の

技
術

的
指

導
を

行
う

。
特

に
基

 本
的

な
脳

血
管

撮
影

、
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

法
、

脳
動

脈
瘤

コ
イ

ル
塞

栓
術

、
頚

 動
脈

狭
窄

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

手
術

、
脳

塞
栓

に
対

す
る

血
栓

溶
解

治
療

に
つ

 い
て

診
断

・
治

療
法

を
指

導
し

、
実

体
験

し
て

も
ら

う
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

e
c
h
n
ic

al
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
n
e
u
ro

su
rg

e
ry

 f
o
r 

 c
e
re

br
o
va

sc
u
la

r 
di

so
rd

e
rs

. 
W

e
 a

ls
o
 p

ro
vi

de
 g

u
id

an
c
e
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
al

  
e
xp

e
ri
e
n
c
e
 i
n
 p

e
rf

o
rm

in
g 

va
ri
o
u
s 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 a
n
d 

m
e
di

c
al

  
tr

e
at

m
e
n
ts

, 
e
sp

e
c
ia

lly
 s

te
n
t 

su
rg

e
ry

 f
o
r 

c
ar

o
ti
d 

ar
te

ry
 s

te
n
o
si

s,
su

rg
ic

al
 c

o
ili

n
g 

o
f 
c
e
re

br
al

 a
rt

e
ry

 a
n
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

th
ro

m
bo

ly
ti
c
  

tr
e
at

m
e
n
t 

o
f 
c
e
re

br
al

 e
m

bo
lis

m
s,

 a
ll 

o
f 
w

h
ic

h
 h

av
e
 b

e
e
n
 r

e
c
e
n
tl
y 

 b
ro

u
gh

t 
u
n
de

r 
th

e
 c

o
ve

ra
ge

 o
f 
m

e
di

c
al

 i
n
su

ra
n
c
e
 p

la
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

脳
血

管
疾

患
の

血
流

動
態

解
析

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
を

用
い

た
病

態
 モ

デ
ル

、
抗

血
小

板
剤

の
効

用
、

塞
栓

術
支

援
ツ

ー
ル

や
カ

テ
ー

テ
ル

等
の

治
 療

ツ
ー

ル
の

開
発

研
究

を
指

導
す

る
。

脳
血

管
内

治
療

用
デ

バ
イ

ス
の

安
全

性
 を

可
視

化
、

数
値

化
す

る
た

め
の

実
験

的
研

究
お

よ
び

臨
床

応
用

研
究

を
指

 導
す

る
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
n
e
w

ly
 d

e
ve

lo
pe

d 
e
m

bo
liz

at
io

n
-
su

pp
o
rt

 t
o
o
l, 

h
e
m

at
o
lo

gi
c
 a

n
al

ys
is

 f
o
r 

an
ti
-
 p

la
te

le
t 

ag
e
n
ts

 a
n
d 

h
e
m

o
dy

n
am

ic
 a

n
al

ys
is

 u
si

n
g 

c
o
m

pu
te

r 
flo

w
 d

yn
am

ic
s.

  
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 p

ro
vi

de
 

gu
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
an

d 
c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
  
fo

r 
th

e
 v

is
u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

di
gi

ta
liz

at
io

n
 o

f 
th

e
 s

af
e
ty

 o
f 
de

vi
c
e
s 

u
se

d 
 i
n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
th

e
ra

py
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
血

管
内

治
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 E

n
do

va
sc

u
la

r 
N

e
u
ro

su
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
泉

　
孝

嗣
　

 I
Z
U

M
I 
T
ak

as
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・
後

期
）
　

毎
週

　
月

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0
, 
1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
及

び
金

曜
日

7
:3

0
〜

8
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
内

治
療

に
重

要
な

血
管

撮
影

の
読

影
な

ど
の

基
礎

的
技

術
の

習
得

と
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

な
ど

治
療

技
術

の
習

得
を

目
的

と
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

tr
at

e
gy

 n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 a

n
d 

ba
si

c
 t

e
c
h
n
ic

s 
fo

r 
e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
障

害
を

対
象

と
し

た
脳

血
管

内
手

術
の

技
術

的
指

導
を

行
う

。
特

に
基

本
的

な
脳

血
管

撮
影

、
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

法
、

脳
動

脈
瘤

コ
イ

ル
塞

栓
術

、
頚

動
脈

狭
窄

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

手
術

、
脳

塞
栓

に
対

す
る

血
栓

溶
解

治
療

に
つ

い
て

診
断

・
治

療
法

を
指

導
し

、
実

体
験

し
て

も
ら

う
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

e
c
h
n
ic

al
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
n
e
u
ro

su
rg

e
ry

 f
o
r 

 c
e
re

br
o
va

sc
u
la

r 
di

so
rd

e
rs

. 
W

e
 a

ls
o
 p

ro
vi

de
 g

u
id

an
c
e
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
al

  
e
xp

e
ri
e
n
c
e
 i
n
 p

e
rf

o
rm

in
g 

va
ri
o
u
s 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 a
n
d 

m
e
di

c
al

  
tr

e
at

m
e
n
ts

, 
e
sp

e
c
ia

lly
 s

te
n
t 

su
rg

e
ry

 f
o
r 

c
ar

o
ti
d 

ar
te

ry
 s

te
n
o
si

s,
  
su

rg
ic

al
 c

o
ili

n
g 

o
f 
c
e
re

br
al

 a
rt

e
ry

 a
n
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

th
ro

m
bo

ly
ti
c
  

tr
e
at

m
e
n
t 

o
f 
c
e
re

br
al

 e
m

bo
lis

m
s,

 a
ll 

o
f 
w

h
ic

h
 h

av
e
 b

e
e
n
 r

e
c
e
n
tl
y 

 b
ro

u
gh

t 
u
n
de

r 
th

e
 c

o
ve

ra
ge

 o
f 
m

e
di

c
al

 i
n
su

ra
n
c
e
 p

la
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

疾
患

の
血

流
動

態
解

析
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

を
用

い
た

病
態

 モ
デ

ル
、

抗
血

小
板

剤
の

効
用

、
塞

栓
術

支
援

ツ
ー

ル
や

カ
テ

ー
テ

ル
等

の
治

 療
ツ

ー
ル

の
開

発
研

究
を

指
導

す
る

。
脳

血
管

内
治

療
用

デ
バ

イ
ス

の
安

全
性

 を
可

視
化

、
数

値
化

す
る

た
め

の
実

験
的

研
究

お
よ

び
臨

床
応

用
研

究
を

指
導

す
る

。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
n
e
w

ly
 d

e
ve

lo
pe

d 
e
m

bo
liz

at
io

n
-
su

pp
o
rt

 t
o
o
l, 

h
e
m

at
o
lo

gi
c
 a

n
al

ys
is

 f
o
r 

an
ti
-
 p

la
te

le
t 

ag
e
n
ts

 a
n
d 

h
e
m

o
dy

n
am

ic
 a

n
al

ys
is

 u
si

n
g 

c
o
m

pu
te

r 
flo

w
 d

yn
am

ic
s.

  
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 p

ro
vi

de
 

gu
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
an

d 
c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
  
fo

r 
th

e
 v

is
u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

di
gi

ta
liz

at
io

n
 o

f 
th

e
 s

af
e
ty

 o
f 
de

vi
c
e
s 

u
se

d 
 i
n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
th

e
ra

py
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

脳
血

管
内

治
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 E

n
do

va
sc

u
la

r 
N

e
u
ro

su
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
泉

　
孝

嗣
　

 I
Z
U

M
I 
T
ak

as
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

及
び

木
曜

日
　

1
9
:3

0
〜

2
1
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
0

階
　

脳
神

経
外

科
医

局
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

ル
ー

ム

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
内

治
療

に
重

要
な

血
管

撮
影

の
読

影
な

ど
の

基
礎

的
技

術
の

習
得

と
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

な
ど

治
療

技
術

の
習

得
を

目
的

と
す

る
。
 

O
bj

e
c
ti
ve

 o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

tr
at

e
gy

 n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 a

n
d 

ba
si

c
 t

e
c
h
n
ic

s 
fo

r 
e
n
do

va
sc

u
la

r 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

脳
血

管
障

害
を

対
象

と
し

た
脳

血
管

内
手

術
の

技
術

的
指

導
を

行
う

。
特

に
基

 本
的

な
脳

血
管

撮
影

、
カ

テ
ー

テ
ル

操
作

法
、

脳
動

脈
瘤

コ
イ

ル
塞

栓
術

、
頚

 動
脈

狭
窄

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

手
術

、
脳

塞
栓

に
対

す
る

血
栓

溶
解

治
療

に
つ

 い
て

診
断

・
治

療
法

を
指

導
し

、
実

体
験

し
て

も
ら

う
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

e
c
h
n
ic

al
 g

u
id

an
c
e
 o

n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
n
e
u
ro

su
rg

e
ry

 f
o
r 

 c
e
re

br
o
va

sc
u
la

r 
di

so
rd

e
rs

. 
W

e
 a

ls
o
 p

ro
vi

de
 g

u
id

an
c
e
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
al

  
e
xp

e
ri
e
n
c
e
 i
n
 p

e
rf

o
rm

in
g 

va
ri
o
u
s 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 a
n
d 

m
e
di

c
al

  
tr

e
at

m
e
n
ts

, 
e
sp

e
c
ia

lly
 s

te
n
t 

su
rg

e
ry

 f
o
r 

c
ar

o
ti
d 

ar
te

ry
 s

te
n
o
si

s,
su

rg
ic

al
 c

o
ili

n
g 

o
f 
c
e
re

br
al

 a
rt

e
ry

 a
n
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

th
ro

m
bo

ly
ti
c
  

tr
e
at

m
e
n
t 

o
f 
c
e
re

br
al

 e
m

bo
lis

m
s,

 a
ll 

o
f 
w

h
ic

h
 h

av
e
 b

e
e
n
 r

e
c
e
n
tl
y 

 b
ro

u
gh

t 
u
n
de

r 
th

e
 c

o
ve

ra
ge

 o
f 
m

e
di

c
al

 i
n
su

ra
n
c
e
 p

la
n
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

脳
血

管
疾

患
の

血
流

動
態

解
析

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
を

用
い

た
病

態
 モ

デ
ル

、
抗

血
小

板
剤

の
効

用
、

塞
栓

術
支

援
ツ

ー
ル

や
カ

テ
ー

テ
ル

等
の

治
 療

ツ
ー

ル
の

開
発

研
究

を
指

導
す

る
。

脳
血

管
内

治
療

用
デ

バ
イ

ス
の

安
全

性
 を

可
視

化
、

数
値

化
す

る
た

め
の

実
験

的
研

究
お

よ
び

臨
床

応
用

研
究

を
指

 導
す

る
。
 

W
e
 p

ro
vi

de
 t

ra
in

in
g 

o
n
 r

e
se

ar
c
h
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
se

d 
fo

r 
n
e
w

ly
 d

e
ve

lo
pe

d 
e
m

bo
liz

at
io

n
-
su

pp
o
rt

 t
o
o
l, 

h
e
m

at
o
lo

gi
c
 a

n
al

ys
is

 f
o
r 

an
ti
-
 p

la
te

le
t 

ag
e
n
ts

 a
n
d 

h
e
m

o
dy

n
am

ic
 a

n
al

ys
is

 u
si

n
g 

c
o
m

pu
te

r 
flo

w
 d

yn
am

ic
s.

  
F
u
rt

h
e
rm

o
re

, 
w

e
 p

ro
vi

de
 

gu
id

an
c
e
 o

n
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
an

d 
c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
  
fo

r 
th

e
 v

is
u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

di
gi

ta
liz

at
io

n
 o

f 
th

e
 s

af
e
ty

 o
f 
de

vi
c
e
s 

u
se

d 
 i
n
 e

n
do

va
sc

u
la

r 
th

e
ra

py
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

眼
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
　

毎
週

月
曜

日
　

1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
, 

A
ll 

ye
ar

, 
e
ve

ry
 M

o
n
da

y 
fr

o
m

 1
7
:3

0
 t

o
 1

9
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy
 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

網
膜

が
ど

の
よ

う
に

し
て

病
的

状
態

に
至

る
か

と
い

う
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
c
h
an

is
m

 a
n
d 

th
e
 p

at
h
o
lo

gy
 o

f 
th

e
 r

e
ti
n
al

 d
is

e
as

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 画

像
解

析
/

心
理

物
理

学
的

検
査

/
電

気
生

理
学

的
検

査
を

用
い

た
最

新
の

診
断

技
術

を
理

解
し

、
視

機
能

評
価

技
術

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
  T

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
at

e
st

 d
ia

gn
o
st

ic
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

u
si

n
g 

im
ag

e
 a

n
al

ys
e
s 

/
 

ps
yc

h
o
ph

ys
ic

al
 e

xa
m

in
at

io
n
s 

/
 e

le
c
tr

o
ph

ys
io

lo
gi

c
al

 e
xa

m
in

at
io

n
s.

・
 T

o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 e

xp
la

in
 t

h
e
 t

e
c
h
n
o
lo

gy
 f
o
r 

e
va

lu
at

in
g 

th
e
 v

is
u
al

 f
u
n
c
ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

画
像

解
析

、
心

理
物

理
学

的
検

査
、

電
気

生
理

学
的

検
査

を
用

い
た

最
新

の
診

断
・

視
機

能
評

価
技

術
を

詳
細

に
説

明
し

、
実

際
の

網
膜

硝
子

体
疾

患
の

診
断

・
治

療
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
講

義
す

る
。
 

W
e
 w

ill
 i
n
tr

o
du

c
e
 t

h
e
 l
at

e
st

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
as

se
ss

m
e
n
t 

o
f 
vi

su
al

 
fu

n
c
ti
o
n
 u

si
n
g 

im
ag

e
 a

n
ay

ls
e
s,

 p
sy

c
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 a
n
d 

e
le

c
tr

o
ph

ys
io

lo
gy

. 
W

e
 w

ill
 

gi
ve

 t
h
e
 l
e
c
tu

re
s 

ab
o
u
t 

th
e
 p
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教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b

e
 p
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n
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n
 d
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an
d.

成
績
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方
法

・
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準
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va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
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 a
ss

e
ss

e
d 
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o
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 p
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n
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an
d 

di
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u
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n
s 

by
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
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ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
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o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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d 
o
n
 d

e
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an
d.

備
考

A
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n
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

眼
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
毎

週
水

曜
日

1
7
:3

0
〜

2
0
:3

0
, 

A
ll 

ye
ar

, 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 f
ro

m
 1

7
:3

0
 t

o
 2

0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy
 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

眼
科

に
お

け
る

最
新

の
実

験
手

技
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 l
at

e
st

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

in
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
免

疫
組

織
学

的
検

討
法

の
習

得
 

・
2

次
元

電
気

泳
動

/
質

量
分

析
装

置
を

用
い

た
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

解
析

法
の

習
得

 
・

 遺
伝

性
疾

患
の

原
因

遺
伝

子
や

疾
患

の
遺

伝
的

背
景

と
な

る
遺

伝
子

多
型

を
解

析
す

る
た

め
の

分
子

遺
伝

学
的

手
法

の
習

得
・

T
o
 a

c
qu

ir
e
 i
m

m
u
n
o
h
is

to
lo

gi
c
al

 e
xa

m
in

at
io

n
 m

e
th

o
d 

・
 T
o
 a

c
qu

ir
e
 p

ro
te

o
m

ic
s 

an
al

ys
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 m
e
th

o
d 

u
si

n
g 
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o
-
di

m
e
n
si

o
n
al

 e
le

c
tr

o
ph

o
re

si
s 

/
 

m
as

s 
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e
c
tr

o
m

e
te

r
・

 T
o
 a

c
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ir
e
 m

o
le

c
u
la

r 
ge

n
e
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c
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e
th

o
ds

 f
o
r 

an
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th
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 c
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sa

ti
ve
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e
n
e
s 

o
f 

h
e
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di
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ry
 d
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e
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e
s 
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d 
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e
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h
is

m
s 
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at
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 t
h
e
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e
n
e
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c
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u
n
d 

o
f 
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e
s

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

視
機

能
を

生
理

学
的

に
評

価
す

る
方

法
を

学
び

、
種

々
の

眼
科

疾
患

で
視

機
能

が
ど

の
よ

う
に

障
害

さ
れ

る
か

を
学

ぶ
。

手
術

時
に

得
ら

れ
た

検
体

の
免

疫
組

織
学

的
解

析
や

2
次

元
電

気
泳

動
や

質
量

分
析

装
置

を
用

い
た

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
解

析
等

の
疾

患
の

病
態

解
析

法
を

学
ぶ

。
遺

伝
性

疾
患

の
原

因
遺

伝
子

や
疾

患
の

遺
伝

的
背

景
と

な
る

遺
伝

子
多

型
を

解
析

す
る

た
め

の
分

子
遺

伝
学

的
手

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。
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c
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・
参

考
図

書
等
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宜
指
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す

る
。
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at
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習

に
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け
る

プ
レ
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シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ
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シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
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す
る
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
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 C
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質
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方
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授
業

科
目
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u
rs

e
 T

it
le

感
覚

器
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制
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学
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ー
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c
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 c
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S
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担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
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o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c
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期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
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n
d 

D
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e
通

年
　

毎
週

火
曜

日
　

1
7
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0
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e
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u
e
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7
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0
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o
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9
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
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c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
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m

o
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 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

近
年

眼
科

領
域

で
目

覚
ま

し
い

発
展

を
と

げ
る

治
療

法
・

診
断

法
を

理
解

し
、

眼
科

の
最

新
知

識
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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h
e
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o
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 i
s 
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c
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e
 t

h
e
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at

e
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w
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f 
o
ph

th
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o
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u
n
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n
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th
e
ra
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d 

di
ag
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n
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e
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o
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e
c
e
n
t 
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学
習

到
達

目
標

G
o
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o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

網
膜

硝
子

体
、

小
児

眼
科

、
角

膜
、

緑
内

障
、

視
神

経
な

ど
の

広
い

分
野

で
機

能
や

形
態

、
分

子
生

物
、

生
化

学
、

組
織

学
的

な
面

も
含

め
て

多
角

的
に

評
価

で
き

る
技

術
を

習
得

す
る

。
 

T
o
 a

c
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ir
e
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

th
at
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an
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e
 u
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d 
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r 

e
va
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n
c
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o
n
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o
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h
o
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m
o
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c
u
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r 
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o
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, 
bi

o
c
h
e
m
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an
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to
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id
e
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an
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fie
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s 

su
c
h
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s 
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e
o
-
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n
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e
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e
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e
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c
o
m
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 a

n
d 
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e
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授
業

の
構

成
C

o
u
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e
 C

o
n
te

n
t

近
年

眼
科

分
野

に
お

け
る

診
断

学
と

治
療

学
は

め
ざ

ま
し

い
発

展
を

と
げ

て
い

る
。

本
学

の
眼

科
学

教
室

で
は

網
膜

硝
子

体
、

小
児

眼
科

、
角

膜
、

緑
内

障
、

視
神

経
な

ど
の

広
い

分
野

で
機

能
や

形
態

、
分

子
生

物
、

生
化

学
、

組
織

学
的

な
面

も
含

め
て

多
角

的
な

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
当

教
室

で
行

っ
て

い
る

研
究

や
治

療
を

ふ
ま

え
つ

つ
、

眼
科

学
の

最
先

端
を

概
説

す
る

。
 

R
e
c
e
n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
di

ag
n
o
st

ic
 a

n
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 t

e
c
h
n
o
lo

gy
 i
n
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
 

is
 r

e
m

ar
ka

bl
e
. 
O

u
r 

la
bo

ra
to

ry
 p

e
rf

o
rm

 f
u
n
c
ti
o
n
al

 a
n
d 

m
o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
e
s 

o
f 
 v

it
re

o
-
re

ti
n
al

 d
is

e
as

e
s,

 c
o
rn

e
al

 d
is

e
as

e
s,

 g
la

u
c
o
m

a,
 a

n
d 

di
se

as
e
s 

in
 t

h
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n
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h
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・
参

考
図

書
等
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ex
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en
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る
。
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o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

感
覚

器
障

害
制

御
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

ro
te

c
ti
ve

 C
ar

e
 f
o
r 

S
e
n
so

ry
 D

is
o
rd

e
rs

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
毎

週
木

曜
日

1
7
:3

0
〜

2
0
:3

0
, 

A
ll 

ye
ar

, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

fr
o
m

 1
7
:3

0
 t

o
 2

0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy
 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

網
膜

疾
患

の
最

新
治

療
に

よ
る

検
査

結
果

を
解

析
し

、
臨

床
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
ab

o
ra

to
ry

 t
e
st

 d
at

a 
an

d 
th

e
 m

e
th

o
ds

 t
o
 a

n
al

yz
e
 

th
e
se

 a
ft

e
r 

th
e
 l
at

e
st

 t
re

at
m

e
n
ts

 f
o
r 

re
ti
n
al

 d
is

e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 抗

V
E
G

F
抗

体
や

光
線

力
学

療
法

に
よ

る
視

力
、

網
膜

厚
、

黄
斑

部
局

所
網

膜
電

図
に

対
す

る
影

響
を

解
析

す
る

。
・

各
種

治
療

に
よ

る
網

膜
機

能
変

化
の

評
価

法
を

構
築

す
る

。
 

・
 T
o
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 e

ff
e
c
ts

 o
f 
an

ti
-
V

E
G

F
 a

n
ti
bo

dy
 a

n
d 

ph
o
to

dy
n
am

ic
 t

h
e
ra

py
 o

n
 

vi
su

al
 a

c
u
it
y,

 r
e
ti
n
al

 t
h
ic

kn
e
ss

, 
an

d 
fo

c
al

 m
ac

u
la

r 
e
le

c
tr

o
re

ti
n
o
gr

am
.

・
T
o
 e

st
ab

lis
h
 a

 m
e
th

o
d 

to
 e

va
lu

at
e
 r

e
ti
n
al

 f
u
n
c
ti
o
n
 c

h
an

ge
s 

af
te

r 
tr

e
at

m
e
n
ts

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

抗
V

E
G

F
抗

体
や

光
線

力
学

療
法

に
よ

っ
て

治
療

し
た

症
例

の
視

力
、

網
膜

厚
、

黄
斑

部
局

所
網

膜
電

図
な

ど
の

検
査

の
治

療
後

の
経

過
を

解
析

し
、

治
療

に
よ

っ
て

網
膜

機
能

が
ど

の
よ

う
に

回
復

・
変

化
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
・

議
論

す
る

。
 

W
e
 w

ill
 i
n
tr

o
du

c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
d 

to
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 c

lin
ic

al
 d

at
a 

(v
is

u
al

 a
c
u
it
y,

 r
e
ti
n
al

 
th

ic
kn

e
ss

 a
n
d 

fo
c
al

 m
ac

u
la

r 
e
le

tr
o
n
re

ti
n
o
gr

am
) 
fr

o
m

 p
at

ie
n
ts

 w
it
h
 v

it
re

o
-
re

ti
n
al

 
di

so
rd

e
rs

 t
re

at
e
d 

w
it
h
 a

n
ti
-
V

E
G

F
 t

h
e
ra

py
 o

r 
ph

o
to

dy
n
am

ic
 t

h
e
ra

py
 a

n
d 

w
ill

 
di

sc
u
ss

 h
o
w

 t
h
e
 r

e
ti
n
al

 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
se

 p
at

ie
n
ts

 r
e
c
o
ve

rs
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

感
覚

器
障

害
制

御
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 P

ro
te

c
ti
ve

 c
ar

e
 f
o
r 

S
e
n
so

ry
 D

is
o
rd

e
rs

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
　

毎
週

火
曜

日
　

1
7
:3

0
〜

1
9
:3

0
, 

A
ll 

ye
ar

, 
e
ve

ry
 T

u
e
sd

ay
 f
ro

m
 1

7
:3

0
 t

o
 1

9
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy
 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

近
年

眼
科

領
域

で
目

覚
ま

し
い

発
展

を
と

げ
る

治
療

法
・

診
断

法
を

理
解

し
、

眼
科

の
最

新
知

識
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 l
at

e
st

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
o
ph

th
al

m
o
lo

gy
 b

y 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 a

n
d 

di
ag

n
o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 t
h
at

 h
av

e
 m

ad
e
 r

e
m

ar
ka

bl
e
 p

ro
gr

e
ss

 i
n
 t

h
e
 

fie
ld

 o
f 
o
ph

th
al

m
o
lo

gy
 i
n
 r

e
c
e
n
t 

ye
ar

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

網
膜

硝
子

体
、

小
児

眼
科

、
角

膜
、

緑
内

障
、

視
神

経
な

ど
の

広
い

分
野

で
機

能
や

形
態

、
分

子
生

物
、

生
化

学
、

組
織

学
的

な
面

も
含

め
て

多
角

的
に

評
価

で
き

る
技

術
を

習
得

す
る

。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

th
at

 c
an

 b
e
 u

se
d 

fo
r 

e
va

lu
at

in
g 

fu
n
c
ti
o
n
s,

 m
o
rp

h
o
lo

gy
, 

m
o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
bi

o
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
h
is

to
lo

gy
, 
in

 a
 w

id
e
 r

an
ge

 o
f 
fie

ld
s 

su
c
h
 a

s 
vi

tr
e
o
-
re

ti
n
al

 d
is

e
as

e
s,

 c
o
rn

e
al

 d
is

e
as

e
s,

 g
la

u
c
o
m

a,
 a

n
d 

di
se

as
e
s 

in
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 

n
e
u
ro

-
o
ph

at
h
al

m
o
lo

gy
 a

n
d 

pe
di

as
tr

ic
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

近
年

眼
科

分
野

に
お

け
る

診
断

学
と

治
療

学
は

め
ざ

ま
し

い
発

展
を

と
げ

て
い

る
。

本
学

の
眼

科
学

教
室

で
は

網
膜

硝
子

体
、

小
児

眼
科

、
角

膜
、

緑
内

障
、

視
神

経
な

ど
の

広
い

分
野

で
機

能
や

形
態

、
分

子
生

物
、

生
化

学
、

組
織

学
的

な
面

も
含

め
て

多
角

的
な

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
当

教
室

で
行

っ
て

い
る

研
究

や
治

療
を

ふ
ま

え
つ

つ
、

眼
科

学
の

最
先

端
を

概
説

す
る

。
 

R
e
c
e
n
t 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
di

ag
n
o
st

ic
 a

n
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 t

e
c
h
n
o
lo

gy
 i
n
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
 

is
 r

e
m

ar
ka

bl
e
. 
O

u
r 

la
bo

ra
to

ry
 p

e
rf

o
rm

 f
u
n
c
ti
o
n
al

 a
n
d 

m
o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
e
s 

o
f 
 v

it
re

o
-
re

ti
n
al

 d
is

e
as

e
s,

 c
o
rn

e
al

 d
is

e
as

e
s,

 g
la

u
c
o
m

a,
 a

n
d 

di
se

as
e
s 

in
 t

h
e
 fi

e
ld

 
o
f 
n
e
u
ro

-
o
ph

th
al

m
o
lo

gy
 a

n
d 

pe
di

at
ri
c
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
. 
F
o
r 

th
e
se

, 
w

e
 a

ls
o
 u

se
 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
bi

o
c
h
e
m

is
tr

y 
an

d 
h
is

to
lo

gy
. 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
w

e
 w

ill
 

in
tr

o
du

c
e
 t

h
e
se

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

gi
ve

 l
e
c
tu

re
s 

ab
o
u
t 

th
e
 f
o
re

fr
o
n
t 

o
f 
th

e
 r

e
se

ar
c
h
 

pr
o
je

c
ts

 i
n
 o

ph
th

al
m

o
lo

gy
 t

o
 t

h
e
 s

tu
de

n
ts

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

感
覚

器
障

害
制

御
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

ro
te

c
ti
ve

 C
ar

e
 f
o
r 

S
e
n
so

ry
 D

is
o
rd

e
rs

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

口
康

二
　

 K
o
ji 

N
is

h
ig

u
c
h
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
毎

週
木

曜
日

1
7
:3

0
〜

2
0
:3

0
, 

A
ll 

ye
ar

, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

fr
o
m

 1
7
:3

0
 t

o
 2

0
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
1

階
　

眼
科

学
教

室
，

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
, 
1
1
th

 fl
o
o
r,
 O

ph
th

al
m

o
lo

gy
 O

ffi
c
e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

網
膜

疾
患

の
最

新
治

療
に

よ
る

検
査

結
果

を
解

析
し

、
臨

床
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
ab

o
ra

to
ry

 t
e
st

 d
at

a 
an

d 
th

e
 m

e
th

o
ds

 t
o
 a

n
al

yz
e
 

th
e
se

 a
ft

e
r 

th
e
 l
at

e
st

 t
re

at
m

e
n
ts

 f
o
r 

re
ti
n
al

 d
is

e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 抗

V
E
G

F
抗

体
や

光
線

力
学

療
法

に
よ

る
視

力
、

網
膜

厚
、

黄
斑

部
局

所
網

膜
電

図
に

対
す

る
影

響
を

解
析

す
る

。
・

各
種

治
療

に
よ

る
網

膜
機

能
変

化
の

評
価

法
を

構
築

す
る

。
 

・
 T
o
 a

n
al

yz
e
 t

h
e
 e

ff
e
c
ts

 o
f 
an

ti
-
V

E
G

F
 a

n
ti
bo

dy
 a

n
d 

ph
o
to

dy
n
am

ic
 t

h
e
ra

py
 o

n
 

vi
su

al
 a

c
u
it
y,

 r
e
ti
n
al

 t
h
ic

kn
e
ss

, 
an

d 
fo

c
al

 m
ac

u
la

r 
e
le

c
tr

o
re

ti
n
o
gr

am
.

・
T
o
 e

st
ab

lis
h
 a

 m
e
th

o
d 

to
 e

va
lu

at
e
 r

e
ti
n
al

 f
u
n
c
ti
o
n
 c

h
an

ge
s 

af
te

r 
tr

e
at

m
e
n
ts

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

抗
V

E
G

F
抗

体
や

光
線

力
学

療
法

に
よ

っ
て

治
療

し
た

症
例

の
視

力
、

網
膜

厚
、

黄
斑

部
局

所
網

膜
電

図
な

ど
の

検
査

の
治

療
後

の
経

過
を

解
析

し
、

治
療

に
よ

っ
て

網
膜

機
能

が
ど

の
よ

う
に

回
復

・
変

化
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
・

議
論

す
る

。
 

W
e
 w

ill
 i
n
tr

o
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c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
d 

to
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n
al

yz
e
 t

h
e
 c
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al
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a 
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u
al
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c
u
it
y,
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e
ti
n
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e
ss
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n
d 
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c
al
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u
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r 
e
le

tr
o
n
re

ti
n
o
gr

am
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fr

o
m

 p
at

ie
n
ts
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it
h
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it
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o
-
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n
al

 
di
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rd

e
rs
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at
e
d 

w
it
h
 a

n
ti
-
V

E
G

F
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h
e
ra

py
 o

r 
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o
to
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n
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 t

h
e
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n
d 

w
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u
ss
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o
w
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h
e
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e
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n
al

 f
u
n
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
se

 p
at

ie
n
ts

 r
e
c
o
ve

rs
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
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e
 p
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se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly
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ss
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ss
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d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
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 b

e
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n
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d 
o
n
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e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
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it
o
n
al
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n
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at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs
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it
le

耳
鼻

咽
喉

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m
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ar

 o
n
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to
rh
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o
la

ry
n
go

lo
gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
曾

根
　

三
千

彦
　

耳
鼻

咽
喉

科
教

授
 

S
o
n
e
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h
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ik
o
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P

ro
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o
r,
 D

e
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m

e
n
t 

o
f 
O

to
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o
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ry
n
go
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gy

)

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
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0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

金
曜

日
1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0
 

1
3
:0

0
 t

o
 1

5
:0

0
 e

ve
ry

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
2

階
　

耳
鼻

咽
喉

科
学

教
室

 
O

to
rh

in
o
la

ry
n
go

lo
gy

, 
1
2
F
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

耳
鼻

咽
喉

科
学

を
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
、

基
礎

的
な

ら
び

に
臨

床
的

な
知

識
を

学
び

、
そ

れ
ら

を
評

価
し

判
断

で
き

る
力

を
養

う
。
 

S
tu

de
n
ts

 m
as

te
r 

th
e
 b

as
is

 a
n
d 

c
lin

ic
al

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
o
to

rh
in

o
la

ry
n
go

lo
gy

 r
e
qu

ir
e
d 

to
 f
u
rt

h
e
r 

de
ve

lo
p 

th
e
m

, 
an

d 
ar

e
 a

sk
e
d 

to
 e

va
lu

at
e
 t

h
e
m

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

豊
富

な
サ

ブ
ス

ペ
シ

ャ
リ

テ
ィ

を
も

つ
耳

鼻
咽

喉
科

疾
患

全
体

に
つ

い
て

の
知

識
を

得
る

。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 w
ill

 b
e
 i
n
sp

ir
e
d 

to
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

o
to

rh
in

o
la

ry
n
go

lo
gy

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
 

ab
an

da
n
t 

su
bs

pe
c
ia

lit
ie

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

耳
疾

患
、

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
、

嚥
下

障
害

、
頭

頸
部

腫
瘍

の
診

断
と

治
療

に
対

し
て

従
来

の
診

断
法

に
、

新
し

い
手

法
を

加
え

て
病

態
生

理
か

ら
治

療
法

の
開

発
ま

で
幅

広
く
研

究
し

て
い

る
医

療
の

現
場

に
見

学
も

し
く
は

介
助

に
入

る
こ

と
に

よ
り

技
術

の
習

得
と

臨
床

研
究

の
場

が
与

え
ら

れ
る

。
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c
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e
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n
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u
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d 
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st
u
di
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to
 d

e
ve
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p 

n
o
ve
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c
h
n
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fo
r 
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an
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e
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m
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n
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 f
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r 
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 d
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e
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 s
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e
p 
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n
e
a 
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n
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o
m

e
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h
ag
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 a

n
d 

h
e
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 n

e
c
k 

n
e
o
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.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
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o
m
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e
h
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d 
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n
s 
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d 
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u
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io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b

e
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n
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o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b

e
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n
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o
n
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e
m
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in
o
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n
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担
当

教
員
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c
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r
曾

根
　

三
千
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耳
鼻

咽
喉

科
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授
 

S
o
n
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h
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o
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P
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o
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 D

e
pa

rt
m

e
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t 

o
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O
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o
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ry
n
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単
位

数
N

u
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o
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C
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単
位
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di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

金
曜

日
1
5
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

1
5
:0

0
 t

o
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7
:0

0
 e

ve
ry

 F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
2

階
　

耳
鼻

咽
喉

科
学

教
室

 
O

to
rh
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o
la

ry
n
go

lo
gy

, 
1
2
F
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

各
疾

患
の

病
因

・
病

態
解

明
と

治
療

法
の

開
発

に
向

け
た

研
究

を
進

め
る

た
め

の
研

究
能

力
を

養
う

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 w

ill
 l
e
ad

 t
o
 c

u
lt
iv

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 a

bi
lit

ie
s 

to
 p

ro
m

o
te

 e
lu

c
id
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io

n
 o

f 
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th
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
th

e
ra

py
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 d
is

o
rd

e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

耳
鼻

咽
喉

科
疾

患
の

病
因

・
病

態
解

明
と

治
療

法
の

開
発

に
向

け
た

研
究

を
進

め
る

た
め

の
手

法
を

身
に

つ
け

、
以

後
の

研
究

へ
の

技
術

基
盤

を
形

成
す

る
。
 

T
o
 a

qu
ir
e
 t

h
e
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ra
c
ti
c
al
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e
th

o
ds

 o
f 
re

se
ar

c
h
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o
 p

ro
m

o
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 e
lu
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n
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o
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n
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e
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e
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e
n
t 

fo
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o
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d 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

in
 w

h
ic

h
 s

u
rg

ic
al

 o
n
o
c
o
lo

gy
 

an
d 

su
rg

ic
al

 p
h
ys

io
lo

gy
 a

re
 p

re
se

n
te

d 
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

腫
瘍

外
科

実
験

研
究

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 S

u
rg

ic
al

 O
n
c
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
江

畑
智

希
　

腫
瘍

外
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

曜
日

　
9

時
〜

1
2

時

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

腫
瘍

外
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

外
科

腫
瘍

学
、

外
科

生
理

学
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
 t

o
 p

u
rs

u
e
 

fu
n
da

m
e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 o

f 
su

rg
ic

al
 o

n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

su
rg

ic
al

 p
h
ys

io
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

外
科

腫
瘍

学
、

外
科

生
理

学
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

の
目

的
と

方
法

を
理

解
し

、
こ

れ
を

体
得

す
る

。
 

T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

 a
n
d 

m
e
th

o
do

lo
gy

 o
f 
th

e
 r

e
se

ar
c
h
 o

f 
su

rg
ic

al
 o

n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

su
rg

ic
al

 p
h
ys

io
lo

gy
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

外
科

腫
瘍

学
分

野
で

は
ヒ

ト
臨

床
試

料
に

よ
る

遺
伝

子
解

析
、

担
癌

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
阻

害
剤

の
研

究
を

行
う

。
外

科
生

理
学

分
野

で
は

様
々

な
肝

障
害

モ
デ

ル
を

用
い

た
周

術
期

の
病

態
解

明
の

研
究

を
行

う
。

こ
れ

ら
の

研
究

に
基

づ
く
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
を

行
う

。
S
u
rg

ic
al

 o
n
c
o
lo

gy
 p

ro
gr

am
: 
to

 l
e
ar

n
 g

e
n
e
 p

ro
fil

in
g 

o
f 
h
u
m

an
 c

lin
ic

al
 s

am
pl

e
s 

an
d 

to
 

an
al

yz
e
 t

h
e
 e

ffi
c
ie

n
c
y 

o
f 
in

h
ib

it
o
rs

 i
n
 c

an
c
e
r 

be
ar

in
g 

an
im

al
.

S
ur

gi
ca

l 
ph

ys
io

lo
gy

 p
ro

gr
am

: 
to

 a
na

ly
ze

 t
he

 p
at

ho
ge

ne
si

s 
o
f 
pe

ri
o
pe

ra
ti
ve

 c
o
nd

it
io

n
 

u
si

n
g 

va
ri
o
u
s 

liv
e
r 

da
m

ag
e
 m

o
de

ls
 i
n
 r

at
. 
W

e
 p

e
rf

o
rm

 t
ra

n
sl

at
io

n
al

 r
e
se

ar
c
h
 b

as
e
d 

o
n
 t

h
e
se

 s
tu

di
e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-123-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
管

外
科

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 V

as
c
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
坂

野
 比

呂
志

　
 B

A
N

N
O

 H
ir
o
sh

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
・

水
・

金
　

9
:0

0
～

1
2
:0

0
, 
  
9
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
, 
W

e
d,

 F
ri

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

血
管

外
科

医
局

、
V

ac
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

 a
t 

C
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 b

u
ili

di
n
g1

, 
3
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
管

外
科

領
域

に
お

け
る

病
態

及
び

治
療

の
習

得
、

胸
部

・
腹

部
大

動
脈

瘤
、

末
梢

動
脈

閉
塞

疾
患

の
診

断
と

治
療

法
の

選
択

を
習

得
す

る
。

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
st

u
de

n
ts

 a
im

 t
o
 l
e
ar

n
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
o
pt

im
al

 t
re

at
m

e
n
ts

 
o
f 
va

su
la

r 
pa

th
o
lo

gi
e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

th
o
ra

c
ic

 a
o
rt

ic
 a

n
e
u
ry

sm
s,

 a
bd

o
m

in
al

 a
o
rt

ic
 

an
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

pe
ri
ph

e
ra

l 
ar

te
ri
al

 o
c
c
lu

si
ve

 d
is

e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

目
的

の
達

成
、

具
体

的
に

は
、

心
臓

血
管

外
科

専
門

医
、

脈
管

専
門

医
な

ど
の

取
得

を
目

標
と

す
る

。
T
h
e
 g

o
al

s 
ar

e
 d

e
fin

e
d 

as
 a

c
h
ie

ve
m

e
n
t 

o
f 
th

e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
in

di
c
at

e
d 

ab
o
ve

, 
n
am

e
ly

 t
o
 

ge
t 

bo
ar

d 
c
e
ti
fic

at
io

n
s 

o
f 
re

la
ti
n
g 

sp
e
c
ia

lit
ie

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

以
下

の
内

容
で

構
成

す
る

。
座

学
講

義
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
症

例
検

討
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

: 
le

c
tu

re
s,

 r
e
vi

e
w

s 
o
f 
re

fe
re

n
c
e
s,

 
an

d 
c
as

e
 s

tu
di

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
管

外
科

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 V

as
c
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

/
V

as
c
u
la

r 
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
坂

野
 比

呂
志

　
 B

A
N

N
O

 H
ir
o
sh

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

火
・

木
　

1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
, 
  
1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 T
u
e
sd

ay
 a

n
d 

T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

血
管

外
科

医
局

、
V

ac
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

 a
t 

C
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 b

u
ili

di
n
g1

, 
3
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
管

内
膜

肥
厚

の
成

因
、

血
管

新
生

療
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
In

 t
h
is

 c
o
u
rs

e
, 
st

u
de

n
ts

 a
im

 t
o
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 f
o
llo

w
in

g 
e
n
ti
ti
e
s:

 p
at

h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 

in
ti
m

al
 h

yp
e
rp

la
si

a,
 t

h
e
ra

pe
u
ti
c
 a

n
gi

o
ge

n
e
si

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

後
述

す
る

実
験

手
技

の
習

得
、

結
果

の
解

釈
・

考
察

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 m

as
te

r 
th

e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

de
sc

ri
be

d 
be

lo
w

 
an

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 i
n
te

rp
re

t 
an

d 
di

sc
u
ss

 t
h
e
 r

e
su

lt
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

以
下

の
内

容
で

構
成

す
る

。
血

管
内

膜
肥

厚
モ

デ
ル

の
作

成
、

血
管

新
生

動
物

モ
デ

ル
の

作
成

、
病

理
組

織
学

的
手

法
（
免

疫
染

色
）

の
習

得
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
 o

f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

: 
C

re
at

io
n
 o

f 
in

ti
m

al
 h

yp
e
rp

la
si

a 
m

o
de

ls
, 
cr

ea
ti
o
n 

o
f 
an

im
al

 m
o
de

ls
 o

f 
an

gi
o
ge

ne
si

s,
 a

nd
 m

as
te

ry
 o

f 
hi

st
o
pa

th
o
lo

gi
ca

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

(i
m

m
u
n
o
st

ai
n
in

g)

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-124-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
管

外
科

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 V

as
c
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
坂

野
 比

呂
志

　
 B

A
N

N
O

 H
ir
o
sh

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

月
・

水
・

金
　

9
:0

0
～

1
2
:0

0
, 
  
9
:0

0
-
1
2
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 M
o
n
, 
W

e
d,

 F
ri

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

血
管

外
科

医
局

、
V

ac
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

 a
t 

C
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 b

u
ili

di
n
g1

, 
3
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
管

外
科

領
域

に
お

け
る

病
態

及
び

治
療

の
習

得
、

胸
部

・
腹

部
大

動
脈

瘤
、

末
梢

動
脈

閉
塞

疾
患

の
診

断
と

治
療

法
の

選
択

を
習

得
す

る
。

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
st

u
de

n
ts

 a
im

 t
o
 l
e
ar

n
 p

at
h
o
ge

n
e
si

s 
an

d 
o
pt

im
al

 t
re

at
m

e
n
ts

 
o
f 
va

su
la

r 
pa

th
o
lo

gi
e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

th
o
ra

c
ic

 a
o
rt

ic
 a

n
e
u
ry

sm
s,

 a
bd

o
m

in
al

 a
o
rt

ic
 

an
e
u
ry

sm
s,

 a
n
d 

pe
ri
ph

e
ra

l 
ar

te
ri
al

 o
c
c
lu

si
ve

 d
is

e
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

目
的

の
達

成
、

具
体

的
に

は
、

心
臓

血
管

外
科

専
門

医
、

脈
管

専
門

医
な

ど
の

取
得

を
目

標
と

す
る

。
T
h
e
 g

o
al

s 
ar

e
 d

e
fin

e
d 

as
 a

c
h
ie

ve
m

e
n
t 

o
f 
th

e
 o

bj
e
c
ti
ve

s 
in

di
c
at

e
d 

ab
o
ve

, 
n
am

e
ly

 t
o
 

ge
t 

bo
ar

d 
c
e
ti
fic

at
io

n
s 

o
f 
re

la
ti
n
g 

sp
e
c
ia

lit
ie

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

以
下

の
内

容
で

構
成

す
る

。
座

学
講

義
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
症

例
検

討
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

: 
le

c
tu

re
s,

 r
e
vi

e
w

s 
o
f 
re

fe
re

n
c
e
s,

 
an

d 
c
as

e
 s

tu
di

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

血
管

外
科

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 V

as
c
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

/
V

as
c
u
la

r 
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
坂

野
 比

呂
志

　
 B

A
N

N
O

 H
ir
o
sh

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

火
・

木
　

1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
, 
  
1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
 o

n
 e

ve
ry

 T
u
e
sd

ay
 a

n
d 

T
h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

血
管

外
科

医
局

、
V

ac
u
la

r 
S
u
rg

e
ry

 a
t 

C
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 b

u
ili

di
n
g1

, 
3
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

血
管

内
膜

肥
厚

の
成

因
、

血
管

新
生

療
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
In

 t
h
is

 c
o
u
rs

e
, 
st

u
de

n
ts

 a
im

 t
o
 l
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 f
o
llo

w
in

g 
e
n
ti
ti
e
s:

 p
at

h
o
ge

n
e
si

s 
o
f 

in
ti
m

al
 h

yp
e
rp

la
si

a,
 t

h
e
ra

pe
u
ti
c
 a

n
gi

o
ge

n
e
si

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

後
述

す
る

実
験

手
技

の
習

得
、

結
果

の
解

釈
・

考
察

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 m

as
te

r 
th

e
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

de
sc

ri
be

d 
be

lo
w

 
an

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 i
n
te

rp
re

t 
an

d 
di

sc
u
ss

 t
h
e
 r

e
su

lt
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

以
下

の
内

容
で

構
成

す
る

。
血

管
内

膜
肥

厚
モ

デ
ル

の
作

成
、

血
管

新
生

動
物

モ
デ

ル
の

作
成

、
病

理
組

織
学

的
手

法
（
免

疫
染

色
）

の
習

得
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
 o

f 
th

e
 f
o
llo

w
in

g 
c
o
n
te

n
ts

: 
C

re
at

io
n
 o

f 
in

ti
m

al
 h

yp
e
rp

la
si

a 
m

o
de

ls
, 
cr

ea
ti
o
n 

o
f 
an

im
al

 m
o
de

ls
 o

f 
an

gi
o
ge

ne
si

s,
 a

nd
 m

as
te

ry
 o

f 
hi

st
o
pa

th
o
lo

gi
ca

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

(i
m

m
u
n
o
st

ai
n
in

g)

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
外

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

寺
　

泰
弘

　
消

化
器

外
科

学
　

教
授

　
・

　
中

山
吾

郎
　

消
化

器
外

科
学

　
准

教
授

P
ro

fe
ss

o
r　

K
o
de

ra
 Y

as
u
h
ir
o
　

・
　

A
ss

o
c
ia

te
 P

ro
fe

ss
o
r 

  
 G

o
ro

 N
ak

ay
am

a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
9
:0

0
〜

2
1
:0

0
T
h
e
  
c
o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
8
:0

0
 t

o
 2

0
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
2

階
　

消
化

器
外

科
医

局
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
　

2
 fl

o
o
r 

 G
as

tr
o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 S
u
rg

e
ry

 2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

管
・

肝
胆

膵
の

腫
瘍

、
炎

症
性

腸
疾

患
な

ど
、

消
化

器
外

科
手

術
の

対
象

疾
患

に
つ

い
て

、
標

準
治

療
の

策
定

と
先

進
的

治
療

の
開

発
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

治
療

方
針

決
定

に
必

要
な

診
断

学
、

侵
襲

下
の

全
身

管
理

、
薬

物
療

法
を

始
め

と
す

る
集

学
的

治
療

の
概

要
を

理
解

し
、

発
展

的
・

創
造

的
研

究
の

知
識

基
盤

を
確

立
す

る
。

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
ga

st
ro

e
n
te

ro
lo

ic
al

 s
u
rg

e
ry

 c
o
ve

rs
 n

e
o
pl

as
m

s 
o
f 
th

e
 d

ig
e
st

iv
e
 t

ra
c
t,
  

pa
n
c
re

as
, 
liv

e
r 

an
d 

bi
lli

ar
y 

tr
ac

t,
 a

n
d 

o
th

e
r 

di
se

as
e
s 

th
at

 c
o
u
ld

 b
e
 i
n
di

c
at

e
d 

fo
r 

su
rg

e
ry

, 
su

c
h
 a

s 
in

fla
m

m
at

o
ry

 b
o
w

e
l 
di

se
as

e
. 
S
tu

de
n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 

ba
si

c
 k

n
o
w

le
dg

e
 n

e
e
de

d 
to

 p
e
rf

o
rm

 a
n
d 

de
ve

lo
p 

th
e
 s

ta
n
da

rd
 o

f 
c
ar

e
. 
T
h
e
y 

w
ill

 
n
e
e
d 

to
 l
e
ar

n
 t

o
 s

ta
ge

 p
at

ie
n
ts

 a
c
c
u
ra

te
ly

 p
ri
o
r 

to
 t

re
at

m
e
n
ts

, 
to

 m
an

ag
e
 p

at
ie

n
ts

 
w

h
o
 a

re
 u

n
de

r 
su

rg
ic

al
 s

tr
e
ss

, 
an

d 
to

 s
e
le

c
t 

ad
e
qu

at
e
 m

u
lt
id

is
c
ip

lin
ar

y 
tr

e
at

m
e
n
ts

, 
al

l 
o
f 
w

h
ic

h
 w

ill
 f
o
rm

 b
as

is
 o

f 
th

e
ir
 c

lin
ic

al
 r

e
se

ar
c
h
 a

c
ti
vi

ti
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
消

化
器

疾
患

の
診

断
方

法
お

よ
び

集
学

的
治

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

 
・

消
化

器
手

術
に

お
け

る
周

術
期

の
全

身
管

理
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

 
・

 消
化

器
癌

に
対

す
る

先
進

医
療

の
開

発
方

法
や

臨
床

試
験

の
立

案
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

・
正

し
い

倫
理

感
に

基
づ

い
た

研
究

や
診

療
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

 
・

 E
xp

la
in

 t
h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 m

e
th

o
ds

 a
n
d 

m
u
lt
id

is
c
ip

lin
ar

y 
tr

e
at

m
e
n
t 

o
f 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s.

・
P

e
rf

o
rm

 p
e
ri
o
pe

ra
ti
ve

 s
ys

te
m

ic
 m

an
ag

e
m

e
n
t 

in
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 s
u
rg

e
ry

. 
・

 E
xp

la
in

 h
o
w

 t
o
 d

e
ve

lo
p 

ad
va

n
c
e
d 

m
e
di

c
al

 t
re

at
m

e
n
ts

 f
o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 
di

se
as

e
s 

an
d 

h
o
w

 t
o
 d

e
si

gn
 c

lin
ic

al
 t

ri
al

s.
・

C
o
n
du

c
t 

re
se

ar
c
h
 a

n
d 

m
e
di

c
al

 t
re

at
m

e
n
t 

ba
se

d 
o
n
 a

 p
ro

pe
r 

se
n
se

 o
f 
e
th

ic
s

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

手
術

適
応

や
手

術
方

法
、

術
後

管
理

等
に

つ
い

て
実

際
に

入
院

し
て

い
る

患
者

を
も

と
に

討
議

を
行

う
。

臨
床

試
験

や
消

化
器

外
科

学
の

臨
床

研
究

、
基

礎
研

究
に

関
す

る
情

報
を

交
換

し
、

成
果

を
発

表
す

る
。

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
    

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 t
ak

e
 p

ar
t 

in
 d

is
c
u
ss

io
n
 r

e
ga

rd
in

g 
in

di
c
at

io
n
 f
o
r 

su
rg

e
ry

, 
m

e
th

o
ds

 
o
f 
su

rg
e
ry

 a
n
d 

pe
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
at

ie
n
t 

m
an

ag
e
m

e
n
t 

ba
se

d 
o
n
 a

c
tu

al
 p

at
ie

n
ts

 w
it
h
 

ga
st

ro
in

te
st

in
al

 a
n
d 

h
e
pa

to
bi

lia
ry

 p
an

c
re

at
ic

 d
is

o
rd

e
rs

. 
T
h
e
y 

c
an

 s
h
ar

e
 k

n
o
w

le
dg

e
 

an
d 

m
ak

e
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

o
n
 o

n
-
go

in
g 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
an

d 
c
lin

ic
al

 o
r 

ba
si

c
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 

se
ve

ra
l 
is

su
e
s 

fe
at

u
ri
n
g 

o
n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gy
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

消
化

器
外

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 G

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

寺
　

泰
弘

　
消

化
器

外
科

学
　

教
授

　
・

　
小

池
　

聖
彦

　
消

化
器

外
科

学
　

准
教

授
K
o
de

ra
　

Y
as

u
h
ir
o
　

P
ro

fe
ss

o
r　

・
　

K
o
ik

e
　

M
as

ah
ik

o
　

A
ss

o
c
ia

te
　

P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
3
:0

0
 t

o
 1

7
:0

0
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
2

階
　

消
化

器
外

科
医

局
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
　

2
 fl

o
o
r　

G
as

tr
o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 S
u
rg

e
ry

 2
, 

C
lin

ic
al

 S
im

u
ra

ti
o
n
 C

e
n
te

r

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

消
化

管
・

肝
胆

膵
の

腫
瘍

、
炎

症
性

腸
疾

患
な

ど
、

消
化

器
外

科
手

術
の

対
象

疾
患

に
つ

い
て

、
低

侵
襲

な
ア

プ
ロ

ー
チ

法
の

開
発

と
そ

れ
ら

の
評

価
に

関
わ

る
研

究
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

臨
床

病
期

判
定

、
治

療
効

果
予

測
、

予
後

予
測

に
有

用
な

診
断

法
、

解
析

手
段

、
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

等
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 t
ak

e
 p

ar
t 

in
 r

e
se

ar
c
h
 w

o
rk

s 
th

at
 w

ill
 l
e
ad

 t
o
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

ev
al

ua
ti
o
n 

o
f 
m

in
im

al
ly

 i
nv

as
iv

e 
ap

pr
o
ac

h 
in

 t
he

 fi
el

d 
o
f 
ga

st
ro

en
te

ro
lo

gi
ca

l 
su

rg
er

y.
 

T
h
e
y 

c
o
u
ld

 a
ls

o
 e

m
ba

rk
 o

n
 r

e
se

ar
c
h
 p

ro
je

c
ts

 o
n
 n

o
ve

l 
di

ag
n
o
st

ic
 p

ro
c
e
du

re
s 

an
d 

bi
o
m

ar
ke

rs
 t

h
at

 w
ill

 h
av

e
 r

o
le

s 
in

 a
c
c
u
ra

te
 s

ta
gi

n
g 

an
d 

pr
e
di

c
ti
o
n
 o

f 
c
lin

ic
al

 
re

sp
o
n
se

 a
n
d 

o
u
tc

o
m

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
 消

化
器

外
科

手
術

に
関

わ
る

臨
床

研
究

お
よ

び
消

化
器

疾
患

の
診

断
や

治
療

に
関

連
す

る
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
な

ど
、

消
化

器
疾

患
に

関
す

る
研

究
を

立
案

で
き

る
。

・
消

化
器

疾
患

に
関

す
る

研
究

を
自

ら
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
消

化
器

疾
患

に
関

す
る

研
究

の
結

果
を

解
析

し
議

論
で

き
る

。
 

・
 D

e
si

gn
 t

h
e
 c

lin
ic

al
 o

r 
 b

as
ic

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 g

as
tr

o
in

te
st

in
al

 s
u
rg

e
ry

 o
r 

ga
st

ro
in

te
st

in
al

 d
is

e
as

e
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

th
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
bi

o
m

ar
ke

rs
 r

e
la

te
d 

to
 t

h
e
 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
t 

o
f 
ga

st
ro

in
te

st
in

al
 d

is
e
as

e
s.

・
C

ar
ry

 o
u
t 

re
se

ar
c
h
 o

n
 g

as
tr

o
in

te
st

in
al

 d
is

e
as

e
s 

o
n
 t

h
e
ir
 o

w
n
. 

・
A

n
al

yz
e
 a

n
d 

di
sc

u
ss

 t
h
e
 r

e
su

lt
s 

o
f 
re

se
ar

c
h
 o

n
 g

as
tr

o
in

te
st

in
al

 d
is

e
as

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

消
化

器
外

科
手

術
、

も
し

く
は

消
化

管
疾

患
で

の
ク

リ
ニ

カ
ル

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

に
つ

い
て

議
論

し
研

究
テ

ー
マ

を
決

定
す

る
。

そ
の

後
テ

ー
マ

に
そ

っ
た

研
究

方
法

を
計

画
し

実
践

す
る

。
研

究
の

経
過

お
よ

び
結

果
に

つ
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
発

表
し

議
論

す
る

。
 

C
lin

ic
al

 q
u
e
st

io
n
s 

in
 g

as
tr

o
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 s
u
rg

e
ry

 o
r 

ga
st

ro
e
n
te

ro
lo

gi
c
al

 d
is

e
as

e
s 

w
ill

 b
e
 d

is
c
u
ss

e
d 

an
d 

re
se

ar
c
h
 t

o
pi

c
s 

w
ill

 b
e
 d

e
te

rm
in

e
d.

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 t
h
e
n
 p

la
n
 

an
d 

pr
ac

ti
c
e
 r

e
se

ar
c
h
 m

e
th

o
ds

 a
c
c
o
rd

in
g 

to
 t

h
e
 t

h
e
m

e
.T

h
e
 p

ro
gr

e
ss

 a
n
d 

re
su

lt
s 

o
f 
th

e
 s

tu
dy

 w
ill

 b
e
 p

re
se

n
te

d 
an

d 
di

sc
u
ss

e
d 

at
 t

h
e
 c

o
n
fe

re
n
c
e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

乳
腺

・
内

分
泌

外
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 b

re
as

t 
o
n
c
o
lo

gy
 a

n
d 

e
n
do

c
ri
n
e
 s

u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r

増
田

慎
三

（
教

授
）
、
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瀬
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習
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知
識
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習

得
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診
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法
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研
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。
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。
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概
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。
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・
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施
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所

P
la

c
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医
系

研
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第
二

外
科

ユ
ニ

ッ
ト
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 R
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ild
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2
n
d 

F
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r,
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n
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

乳
腺

・
内

分
泌

外
科

疾
患

に
関

す
る

知
識

の
習

得
、

診
断

治
療

法
の

研
究

開
発

の
理

解
を

深
め

る
。

ま
た

、
こ

の
分

野
の

発
展

に
資

す
る

人
材

の
養

成
。
 

A
c
qu
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io

n
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f 
kn

o
w
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dg

e
 a
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u
t 
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rg

ic
al
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t 

an
d 

e
n
do

c
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n
e
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is
o
rd

e
rs
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n
d 

u
n
de
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ta

n
di

n
g 

o
f 
re
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ar

c
h
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n
d 
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ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
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e
at

m
e
n
t 

m
e
th

o
ds

 
in

 d
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pt

h
. 
In

 a
dd

it
io

n
, 
tr
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n
in

g 
o
f 
h
u
m

an
 r

e
so

u
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e
s 

w
h
o
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ill
 c

o
n
tr

ib
u
te

 t
o
 t

h
e
 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
th

is
 fi

e
ld

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

乳
腺

・
内

分
泌

腫
瘍

診
断

学
、

同
外

科
学

、
同

薬
物

治
療

学
の

概
要

を
理

解
す

る
。

こ
れ

ら
を

通
じ

て
、

以
後

の
発

展
的

・
創

造
的

研
究

へ
の

知
識

基
盤

を
形

成
す

る
。

臨
床

研
究

の
実

践
に

よ
る

臨
床

的
課

題
の

解
決

を
図

る
。
 

T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 o

u
tl
in

e
s 

o
f 
di

ag
n
o
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s,
 s

u
rg

e
ry

, 
an

d 
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h
e
ra

pe
u
ti
c
 p

h
ar

m
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o
lo

gy
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f 
br

e
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t 
c
an

c
e
r 

an
d 

e
n
do

c
ri
n
e
 t

u
m

o
rs

. 
T
h
e
se

 f
o
rm
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 b
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is

 o
f 
fu
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h
e
r 

e
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e
n
si

ve
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d 

c
re
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iv

e
 r

e
se

ar
c
h
. 
R

e
so
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in

g 
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e
 c

lin
ic

al
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u
e
s 
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u
gh
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h
e
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c
ti
c
e
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n
d 

m
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e
m

e
n
t 

o
f 
c
lin
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e
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c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

乳
腺

・
内

分
泌

腫
瘍

診
断

学
、

同
外

科
学

、
同

薬
物

治
療

学
の

概
要

に
つ

い
て

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
 

T
h
e
 o

u
tl
in
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s 

o
f 
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n
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s,
 s

u
rg

e
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, 
an

d 
 t

h
e
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u
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c
 p

h
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m
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o
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gy
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e
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t 
c
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c
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r 

an
d 
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c
ri
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m
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 d
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c
u
ss

e
d 

in
 e

n
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ri
n
e
 s

u
rg

e
ry

 c
o
u
rs

e
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
ly
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e
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d 
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d 
o
n
 p
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n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss
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n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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se

n
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d 
o
n
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e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di
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ct

ed
 L
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rn

in
g 

O
ut
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de

 C
o
ur

se
 H

o
ur
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適
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指
示

す
る
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R
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nd
 to

 Q
ue

st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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業

科
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it
le

乳
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内

分
泌

外
科
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験
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担
当

教
員
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c
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r

増
田
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三

（
教

授
）
、

菊
森

豊
根

（
講

師
）
、

柴
田

雅
央

（
助

教
）
、

武
内

　
大

（
病

院
助

教
）
、

岩
瀬

ま
ど

か
（
病

院
助

教
）
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M
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 D
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c
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o
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位

数
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単
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 c
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期
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n
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研
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外
科

ユ
ニ

ッ
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M

e
di

c
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e
se

ar
c
h
 B

u
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n
d 

F
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n
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

乳
腺

・
内

分
泌

外
科

学
専

門
分

野
の

医
療

の
発

展
に

資
す

る
人

材
と

し
て

の
基

盤
と

な
る

研
究

能
力

の
獲

得
 

A
c
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is
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n
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f 
re

se
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c
h
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y 
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at
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ill
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e
 t

h
e
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c
h
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r 

w
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o
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c
o
n
tr

ib
u
te
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o
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h
e
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e
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e
n
t 

o
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m
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e
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o
n
c
o
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n
d 

E
n
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c
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n
e
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u
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e
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.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

背
景

・
関

連
領

域
の

情
報

に
基

づ
い

て
発

展
的

・
創

造
的

研
究

へ
の

発
想

を
具

体
化

す
る

た
め

に
必

要
な

、
生

化
学

的
・

組
織

病
理

学
的

・
細

胞
学

的
・

遺
伝

子
学

的
解

析
手

法
の

実
際

を
身

に
つ

け
、

以
後

の
研

究
へ

の
技

術
基

盤
を

形
成

す
る

。
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u
n
d 
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n
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c
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c
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n
e
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n
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e
s 
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d 
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r 
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o
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e
ve

lo
p 

id
e
as

 f
o
r 

c
re

at
iv

e
 r

e
se

ar
c
h
.

授
業

の
構
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n
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n
t

背
景

・
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連
領

域
の

情
報

に
基

づ
い

て
発

展
的

・
創

造
的

研
究

へ
の

発
想

を
具

体
化

す
る

た
め

に
必

要
な

、
生

化
学

的
・

組
織

病
理

学
的

・
細

胞
学

的
・

遺
伝

子
学

的
解

析
手

法
の

実
際

を
身

に
つ

け
、

以
後

の
研

究
へ

の
技

術
基

盤
の

形
成

に
必

要
な

知
識

を
セ

ミ
ナ

ー
形

式
で

学
習

す
る

。
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科

書
・
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図

書
等
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適

宜
指

示
す

る
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準
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M
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o
d 
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d 

C
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a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
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、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り
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的
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判
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る
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・関
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目
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す
る
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法
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c
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n
c
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e
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c
h
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
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演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

最
新

の
心

臓
外

科
の

手
術

を
学

ぶ
 

O
bj

e
c
ti
ve
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o
f 
th

e
 c

o
u
rs

e
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s 

to
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e
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n
 t

h
e
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o
t 
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c
s 

o
f 
c
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u
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e
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.

学
習

到
達

目
標

G
o
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o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

心
臓

外
科

学
に

関
す

る
研

究
の

最
先

端
を

理
解

す
る

。
心

臓
外

科
学

に
関

連
す

る
文

献
を

輪
読

し
、

関
連

分
野

の
動

向
に

つ
い

て
討

論
し

て
理

解
を

深
め

る
。
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u
n
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o
n
 t

h
e
 r

e
la

te
d 

fie
ld

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

成
人

心
臓

外
科

（
虚

血
性

心
疾

患
、

弁
膜

症
、

不
整

脈
、

胸
部

大
動

脈
疾

患
）

お
よ

び
小

児
心

臓
外

科
（
先

天
性

心
疾

患
）

の
各

疾
患

群
の

病
態

生
理

に
基

づ
い

て
、

心
臓

大
動

脈
外

科
治

療
体

系
を

検
証

し
、

問
題

点
を

明
ら

か
に

す
る

。
手

術
近

接
期

の
成

績
と

da
ta

ba
se

か
ら

の
遠

隔
成

績
を

検
討

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
定

し
た

手
術

戦
略

を
探

索
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 s
tu

dy
 a

 t
h
e
ra

pe
u
ti
c
 s

ys
te

m
 o

f 
c
ar

di
ac

 s
u
rg

e
ry

 b
as

e
d 

o
n
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 
o
f 
is

c
h
e
m

ic
 h

e
ar

t 
di

se
as

e
, 
va

lv
u
la

r 
h
e
ar

t 
di

se
as

e
, 
ar

rh
yt

h
m

ia
, 
ao

rt
ic

 d
is

e
as

e
 a

n
d 

c
o
n
ge

n
it
al

 h
e
ar

t 
di

se
as

e
　

an
d 

id
e
n
ti
fy

 t
h
e
 p

ro
bl

e
m

s.
 S

tu
de

n
ts

 a
ls

o
 e

va
lu

at
e
 e

ar
ly

 
an

d 
la

te
 s

u
rg

ic
al

 o
u
tc

o
m

e
s 

to
 a

c
h
ie

ve
 s

af
e
 a

n
d 

st
ab

le
 s

u
rg

ic
al

 s
tr

at
e
gy

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

心
臓

外
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

ar
di

ac
 S

u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
六

鹿
雅

登
　

 M
u
ts

u
ga

 m
as

at
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

水
曜

日
　

7
:4

5
〜

9
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
3

階
　

心
臓

外
科

学
 

D
pt

  
C

ar
di

ac
 S

u
rg

e
ry

, 
3
F
, 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

再
生

医
療

技
術

を
用

い
た

心
臓

外
科

手
術

材
料

の
開

発
や

新
し

い
大

動
脈

瘤
治

療
法

の
開

発
に

関
し

そ
の

方
法

・
戦

略
等

を
学

ぶ
。
 

T
o
 l
e
ar

n
 v

ar
io

u
s 

te
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

th
e
 s

tr
at

e
gy

 f
o
r 

de
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
th

e
 m

at
e
ri
al

s 
fo

r 
c
ar

di
ac

 s
u
rg

e
ry

 u
si

n
g 

ti
ss

u
e
-
e
n
gn

e
e
ri
n
g 

te
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

al
te

rn
at

iv
e
 t

re
at

m
e
n
t 

fo
r 

ao
rt

ic
 a

n
e
u
ry

sm
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

基
礎

的
な

細
胞

培
養

技
術

を
習

得
し

、
様

々
な

生
化

学
評

価
法

（
W

e
st

e
rn

 b
lo

tt
 や

E
L
IS

A
に

よ
る

タ
ン

パ
ク

発
現

、
R

T
-
P

C
R

に
よ

る
遺

伝
子

発
現

な
ど

）
、

組
織

学
的

評
価

法
（
免

疫
組

織
染

色
な

ど
）

を
習

得
す

る
。

基
礎

的
な

動
物

実
験

方
法

を
習

得
す

る
。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 c

e
ll 

c
u
lt
u
re

 t
e
c
h
n
iq

u
e
, 
bi

o
c
h
e
m

ic
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
 (
W

e
st

e
rn

 B
lo

tt
in

g,
 E

L
IS

A
 

am
d 

R
T
-
P

C
R

 e
tc

),
 a

n
d 

h
is

to
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
 (
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

ic
al

 s
ta

in
 e

tc
.)

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

月
曜

日
か

ら
金

曜
日

　
9
:0

0
～

1
2
:0

0
, 
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
通

年
で

行
う

。
 

E
ve

ry
 M

o
n
da

y 
to

 F
ri
da

y,
  
9
:0

0
-
1
2
:0

0
, 
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

移
植

外
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 T

ra
n
sp

la
n
ta

ti
o
n
 S

u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

倉
　

靖
弘

　
移

植
外

科
学

　
教

授
　

 P
ro

fe
ss

o
r 

Y
as

u
h
ir
o
 O

gu
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

 月
木

 1
6
:0

0
〜

1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
A

 2
階

　
移

植
外

科
医

局

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

肝
移

植
治

療
を

中
心

に
移

植
外

科
学

に
関

す
る

最
新

の
知

識
の

獲
得

と
専

門
分

野
の

医
療

の
発

展
に

資
す

る
人

材
と

し
て

の
基

盤
と

な
る

研
究

能
力

の
獲

得
 

A
c
qu

is
it
io

n
 o

f 
th

e
 u

p-
to

-
da

te
 k

n
o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 s

u
rg

e
ry

 (
m

ai
n
ly

 
liv

e
r 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 )
 a

n
d 

ac
qu

is
it
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 a

bi
lit

y 
th

at
 w

ill
 b

e
 t

h
e
 b

as
is

 o
f 

re
se

ar
c
h
e
r 

w
h
o
 w

ill
 c

o
n
tr

ib
u
te

 t
o
 t

h
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
m

e
di

c
al

 c
ar

e
 i
n
 s

pe
c
ia

liz
e
d 

fie
ld

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

移
植

外
科

学
の

最
新

の
知

識
を

理
解

し
、

さ
ら

に
個

々
人

の
将

来
の

研
究

に
必

要
な

移
植

領
域

の
実

践
的

な
知

識
を

習
得

す
る

。
 

T
h
e
 g

o
al

s 
o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 a

re
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
st

 r
e
c
e
n
t 

kn
o
w

le
dg

e
 o

f 
tr

an
sp

la
n
ta

ti
o
n
 s

u
rg

e
ry

. 
 F

u
rt

h
e
re

m
o
re

, 
th

e
 n

e
xt

 g
o
al

s 
ar

e
 t

o
 a

c
qu

ir
e
 p

ra
c
ti
c
al

 
kn

o
w

le
dg

e
 i
n
 t

ra
n
sp

la
n
ta

ti
o
n
 fi

e
ld

s 
fo

r 
th

e
ir
 o

w
n
 f
u
tu

re
 r

e
se

ar
c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

臓
器

・
組

織
移

植
学

、
臓

器
移

植
外

科
学

、
移

植
免

疫
学

、
免

疫
制

御
薬

物
治

療
学

、
移

植
医

療
社

会
学

と
関

連
疾

患
学

の
概

要
に

つ
い

て
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

T
h
e
 o

u
tl
in

e
s 

o
f 
o
rg

an
 a

n
d 

ti
ss

u
e
 t

ra
n
sp

la
n
ta

ti
o
n
, 
o
rg

an
 t

ra
n
sp

la
n
ta

ti
o
n
 s

u
rg

e
ry

, 
tr

an
sp

la
n
ta

ti
o
n
 i
m

m
u
n
o
lo

gy
, 
im

m
u
n
e
m

o
du

la
to

ry
 p

h
ar

m
ac

o
lo

gy
, 
so

c
io

lo
gy

 o
f 

tr
an

sp
la

n
t 

m
e
di

c
in

e
, 
an

d 
re

la
te

d 
di

se
as

e
 s

c
ie

n
c
e
 a

re
 d

is
c
u
ss

e
d 

in
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

移
植

外
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

ra
n
sp

la
n
ta

ti
o
n
 S

u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
小

倉
　

靖
弘

　
移

植
外

科
学

　
教

授
　

 P
ro

fe
ss

o
r 

Y
as

u
h
ir
o
 O

gu
ra

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通
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総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

呼
吸

器
外

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 T

h
o
ra

c
ic

 S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
芳

川
豊

史

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

で
1
5

週
）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
5
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
8

階
　

呼
吸

器
外

科
研

究
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

呼
吸

器
外

科
学

に
関

す
る

研
究

の
最

先
端

を
理

解
す

る
。

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 u

p-
to

-
da

te
 t

h
o
ra

c
ic

 s
u
rg

e
ry

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

呼
吸

器
外

科
学

に
関

す
る

研
究

の
最

先
端

を
理

解
す

る
。

呼
吸

器
外

科
学

に
関

連
す

る
文

献
を

輪
読

し
、

関
連

分
野

の
動

向
に

つ
い

て
討

論
し

て
理

解
を

深
め

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 c
o
ve

rs
 t

h
e
 c

u
tt

in
g 

e
dg

e
 o

f 
re

se
ar

c
h
 o

n
 t

h
o
ra

c
ic

 s
u
rg

e
ry

, 
an

d 
re

la
te

d 
ar

e
as

. 
B

y 
re

ad
in

g 
ar

ti
c
le

s 
re

la
te

d 
to

 t
h
o
ra

c
ic

 s
u
rg

e
ry

 a
n
d 

di
sc

u
ss

io
n
, 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 

ar
e
 e

xp
e
c
te

d 
to

 o
bt

ai
n
 d

e
e
pe

r 
u
n
de

rs
ta

in
di

n
g 

o
n
 t

h
e
 r

e
la

te
d 

fie
ld

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:0

0
〜

1
8
:0

0
 通

年
で

行
う

。
事

前
の

準
備

・
主

体
的

な
参

加
を

期
待

す
る

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
6
:0

0
 t

o
 1

8
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

. 
T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 s

e
m

in
ar

 i
n
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 

at
te

n
d 

th
e
 d

is
c
u
ss

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

呼
吸

器
外

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 T

h
o
ra

c
ic

 S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
芳

川
豊

史

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

で
1
5

週
）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
4
:3

0
〜

1
7
:3

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
8

階
　

呼
吸

器
外

科
研

究
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

呼
吸

器
外

科
学

に
関

す
る

研
究

の
最

先
端

を
理

解
す

る
た

め
の

種
々

の
手

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 k

n
o
w

 t
h
e
 v

ar
io

u
s 

m
o
da

lit
ie

s 
fo

r 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

th
e
 

u
p-

to
-
da

te
 t

h
o
ra

c
ic

 s
u
rg

e
ry

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

呼
吸

器
外

科
学

に
関

す
る

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
手

法
を

体
得

す
る

。
手

術
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
〜

分
子

細
胞

学
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
に

い
た

る
ま

で
、

仮
説

を
立

て
、

実
験

を
行

っ
て

仮
説

を
検

証
す

る
方

法
を

学
習

す
る

。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

c
o
ve

r 
a 

w
id

e
 r

an
ge

 o
f 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 a

n
al

yz
e
 t

o
pi

c
s 

o
n
 t

h
o
ra

c
ic

 s
u
rg

e
ry

. 
P

ar
ti
c
ip

an
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 b

u
ild

 a
 h

yp
o
th

e
si

s 
re

la
te

d 
to

 v
ar

io
u
s 

ar
e
as

, 
an

d 
to

 e
xa

m
in

e
 i
ts

 v
al

id
it
y 

by
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

学
習

、
遺

伝
子

、
タ

ン
パ

ク
質

、
細

胞
、

動
物

の
取

り
扱

い
な

ど
、

呼
吸

器
外

科
に

関
す

る
研

究
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
種

々
の

実
験

手
法

を
学

習
す

る
。
 

T
h
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
c
lu

de
 v

ar
io

u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

to
 a

n
al

yz
e
 t

o
pi

c
s 

o
n
  

th
o
ra

c
ic

 s
u
ge

ry
, 
su

c
h
 a

s 
c
o
m

pu
te

r-
ba

se
d 

le
ar

n
in

g,
 a

n
d 

ba
si

c
 m

an
ip

u
la

ti
o
n
 o

f 
ge

n
e
s,

 p
ro

te
in

s,
 c

e
lls

, 
an

d 
an

im
al

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-129-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

小
児

外
科

学
セ

ミ
ナ

ー
　

S
e
m

in
ar

 o
n
 P

e
di

at
ri
c
 S

u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
内

田
広

夫
　

小
児

外
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 C

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

木
曜

日
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

E
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

  
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1
3

階
　

小
児

外
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

小
児

外
科

疾
患

の
治

療
に

お
い

て
は

形
態

的
の

み
な

ら
ず

機
能

的
再

建
が

重
要

な
要

素
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
小

児
外

科
特

有
の

疾
患

、
検

査
、

治
療

法
を

理
解

し
、

小
児

外
科

疾
患

の
特

殊
性

に
つ

い
て

学
習

す
る

 
T
re

at
m

e
n
t 

o
f 
pe

di
at

ri
c
 s

u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s 

re
qu

ir
e
s 

fu
n
c
ti
o
n
al

 r
e
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
, 

an
d 

be
si

de
s,

 m
o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 r
e
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
. 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
a 

st
u
de

n
t 

le
ar

n
s 

sp
e
c
ia

l 
c
h
ar

ac
tr

is
ti
c
s 

o
f 
pe

di
at

ri
c
 s

u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s 

th
ro

u
gh

 t
h
e
ir
 d

ia
gn

o
se

s,
 a

n
d 

tr
e
at

m
e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

小
児

外
科

特
有

の
疾

患
、

検
査

、
治

療
法

を
理

解
し

す
る

 
小

児
外

科
疾

患
の

特
殊

性
に

つ
い

て
把

握
す

る
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
a 

st
u
de

n
t 

le
ar

n
s 

sp
e
c
ia

l 
c
h
ar

ac
tr

is
ti
c
s 

o
f 
pe

di
at

ri
c
 s

u
rg

ic
al

 
di

se
as

e
s 

th
ro

u
gh

 t
h
e
ir
 d

ia
gn

o
se

s,
 a

n
d 

tr
e
at

m
e
n
ts

 
A

 s
tu

de
n
t 

u
n
de

rs
ta

n
ds

 t
h
e
 s

pe
c
ifi

c
 c

h
ar

ac
te

rs

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

小
児

外
科

疾
患

の
特

殊
性

に
つ

い
て

、
講

義
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
疾

患
に

対
す

る
診

断
、

治
療

に
つ

い
て

履
修

者
と

と
も

に
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

理
解

を
深

め
る

。
 

A
 s

tu
de

n
t 

is
 o

ff
e
re

d 
le

c
tu

re
s 

o
n
 t

h
e
 s

pe
c
ia

l 
fe

at
u
re

s 
o
f 
pe

di
at

ri
c
 s

u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s.

  
H

e
 g

ai
n
s 

gr
e
at

 a
n
d 

n
e
w

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
th

e
se

 d
is
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e

小
児

外
科

疾
患

の
原

因
や

治
療

を
解

明
、

解
析

す
る

た
め

の
解

析
方

法
を

身
に

つ
け

る
 

A
 s

tu
de

n
t 

m
as

te
r 

va
ri
o
u
s 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

h
is

to
pa

th
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
an

al
ys

e
s 

fo
r 

pe
di

at
ir
ic

 s
u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

小
児

外
科

疾
患

の
原

因
や

治
療

を
解

明
、

解
析

す
る

た
め

に
、

生
化

学
的

・
病

理
学

的
手

法
を

体
得

し
、

発
展

的
・

創
造

的
研

究
の

技
術

基
盤

を
確

立
す

る
。

低
侵

襲
手

術
の

解
析

の
た

め
の

動
物

実
験

モ
デ

ル
の

確
立

、
E
L
IS

A
、

P
C

R
な

ど
蛋

白
や

遺
伝

子
レ

ベ
ル

で
の

研
究

解
析

手
法

を
学

習
す

る
 

A
 s

tu
de

n
t 

ai
m

s 
to

 m
as

te
r 

va
ri
o
u
s 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

h
is

to
pa

th
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 

an
al

ys
e
s 

fo
r 

pe
di

at
ir
ic

 s
u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s,

 a
n
d 

th
e
n
 s

tu
di

e
s 

a 
c
o
m

m
o
n
 t

e
c
h
n
ic

al
 

pl
at

fo
rm

 o
f 
a 

c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 a
n
d 

c
re

at
iv

e
 r

e
se

ar
c
h
. 
H

e
 l
e
ar

n
s 

h
o
w

 t
o
 e

st
ab

lis
h
 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
an

im
al

 m
o
de

ls
 f
o
r 

m
in

im
al

ly
 i
n
va

si
ve

 s
u
rg

e
ry

, 
an

d 
va

ri
o
u
s 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

pr
o
te

in
ic

 a
n
d 

ge
n
e
ti
c
 a

n
al

ys
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

小
児

外
科

疾
患

の
原

因
や

治
療

を
解

明
、

解
析

す
る

た
め

に
、

幅
広

い
実

験
を

行
う

。
特

に
低

侵
襲

手
術

の
機

序
を

解
析

す
る

た
め

に
ラ

ッ
ト

、
ウ

サ
ギ

、
ミ

ニ
ブ

タ
な

ど
を

用
い

た
動

物
実

験
モ

デ
ル

の
確

立
、

E
L
IS

A
、

P
C

R
、

C
lo

n
in

g
な

ど
蛋

白
や

遺
伝

子
レ

ベ
ル

で
の

研
究

解
析

手
法

を
学

習
す

る
。
 

A
 s

tu
de

n
t 

le
ar

n
s 

va
ri
o
u
s 

bi
o
lo

gi
c
al

 a
n
d 

h
is

to
pa

th
o
lo

gi
c
al

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

o
f 
an

al
ys

e
s 

fo
r 

pe
di

at
ir
ic

 s
u
rg

ic
al

 d
is

e
as

e
s,

 a
n
d 

th
e
n
 s

tu
di

e
s 

a 
c
o
m

m
o
n
 t

e
c
h
n
ic

al
 p

la
tf

o
rm

 o
f 

a 
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 a
n
d 

c
re

at
iv

e
 r

e
se

ar
c
h
. 
H

e
 i
s 

as
si

st
e
d 

to
 e

st
ab

lis
h
 e

xp
e
ri
m

e
n
ta

l 
an

im
al

 m
o
de

ls
 f
o
r 

m
in

im
al

ly
 i
n
va

si
ve

 s
u
rg

e
ry

, 
an

d 
to

 m
as

te
r 

va
ri
o
u
s 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

pr
o
te

in
ic

 a
n
d 

ge
n
e
ti
c
 a

n
al

ys
e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
レ

ポ
ー

ト
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
 

E
va

lu
at

io
n
 i
s 

pe
rf

o
rm

e
d 

ba
se

d 
o
n
 h

is
 a

pp
ro

ac
h
 t

o
 t

h
e
 l
e
c
tu

re
s 

an
d 

pr
o
bl

e
m

s

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

 
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
主

体
的

な
準

備
を

期
待

す
る

 
N

e
e
d 

a 
pr

o
ac

ti
ve

 a
pp

ro
ac

h
 t

o
w

ar
d 

le
c
tu

re
s

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

泌
尿

器
科

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 U

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

藤
真

史
　

泌
尿

器
科

学
准

教
授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
6
:3

0
〜

1
8
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
4

階
　

泌
尿

器
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

尿
路

生
殖

器
腫

瘍
、

下
部

尿
路

機
能

障
害

、
尿

路
生

殖
器

系
感

染
症

、
尿

路
結

石
症

、
男

性
不

妊
症

、
内

分
泌

異
常

、
腎

移
植

、
泌

尿
器

内
視

鏡
学

、
女

性
泌

尿
器

科
学

な
ど

の
各

分
野

に
つ

い
て

、
標

準
的

診
断

・
治

療
、

先
進

的
医

療
に

つ
い

て
学

習
す

る
。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
th

e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 d

ia
gn

o
st

ic
 p

ro
c
e
du

re
s,

 s
ta

n
ra

rd
 a

n
d 

ad
va

n
c
e
d 

tr
e
at

m
e
n
t 

te
c
h
n
iq

u
e
s,

 f
o
r 

n
e
o
pl

as
m

 o
f 
th

e
 t

h
e
 l
o
w

e
r 

u
ri
n
ar

y 
tr

ac
t 

an
d 

m
al

e
 

re
pr

o
du

c
tv

e
 o

rg
an

s,
 l
o
w

e
r 

u
ri
n
ar

y 
tr

ac
t 

st
o
n
e
, 
e
n
do

c
ri
n
e
 d

ys
fu

n
c
ti
o
n
, 
re

n
al

 
tr

an
sp

la
n
ta

ti
o
n
, 
e
n
do

u
ro

lo
gi

c
al

 s
u
rg

e
ry

, 
an

d 
fe

m
al

e
 u

ro
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

上
記

各
泌

尿
器

科
領

域
に

お
け

る
知

見
を

応
用

展
開

す
る

能
力

を
身

に
付

け
る

。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
ab

o
ve

 u
ro

lo
gi

c
al

 
di

se
as

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

泌
尿

生
殖

器
系

に
お

け
る

各
分

野
の

疾
患

に
つ

い
て

、
病

態
・

診
断

・
治

療
に

つ
い

て
講

義
を

行
う

。
 

L
e
c
tu

re
s 

ar
e
 g

iv
e
n
 o

n
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

, 
di

ag
n
o
si

s 
an

d 
tr

e
at

m
e
n
t 

o
f 
ge

n
it
o
u
ri
n
ar

y 
di

so
rd

e
rs

 i
n
 U

ro
lo

gy
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

泌
尿

器
科

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 U

ro
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

川
宜

久
　

泌
尿

器
科

講
師

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

第
1

・
第

3
金

曜
日

（
9
:0

0
〜

1
3
:0

0
）

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
4

階
　

泌
尿

器
科

学
教

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

泌
尿

器
科

学
分

野
に

お
い

て
も

、
尿

路
系

に
お

け
る

再
生

医
療

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
り

、
尿

路
再

生
に

関
わ

る
活

発
な

研
究

が
行

わ
れ

つ
つ

あ
る

。
泌

尿
器

科
領

域
に

お
け

る
尿

路
再

生
に

関
す

る
基

礎
実

験
の

手
法

を
学

習
す

る
。
 

P
ra

c
ti
c
al

 a
pp

lic
at

io
n
 o

f 
re

ge
n
e
ra

ti
ve

 m
e
c
ic

in
e
 i
s 

in
 g

re
a

ｔ 
de

m
an

d 
fo

r 
th

e
 fi

e
ld

 
o
f 
U

ro
lo

gy
, 
an

d 
a 

va
ri
e
ty

 o
f 
ba

si
c
 r

e
se

ra
rc

h
 h

av
e
 r

e
c
e
n
tl
y 

be
e
n
 a

gg
re

ss
iv

e
ly

 
pr

ac
ti
c
e
d.

 I
n
 t

h
is

 s
e
m

n
ar

, 
th

e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 f
o
r 

re
ge

n
e
ra

ti
o
n
 o

f 
u
rr

in
ar

y 
tr

ac
t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

遺
伝

子
、

タ
ン

パ
ク

質
、

細
胞

、
動

物
の

取
り

扱
い

な
ど

、
泌

尿
器

科
に

関
す

る
研

究
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
種

々
の

実
験

を
自

ら
立

案
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
 

T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 t

ra
in

in
g 

is
 t

o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 p

la
n
 a

n
d 

c
ar

ry
 o

u
t 

va
ri
o
u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 
n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

ad
va

n
c
in

g 
re

se
ar

c
h
 o

n
 u

ro
lo

gy
, 
su

c
h
 a

s 
th

e
 h

an
dl

in
g 

o
f 
ge

n
e
s,

 
pr

o
te

in
s,

 c
e
lls

, 
an

d 
an

im
al

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

脂
肪

由
来

幹
細

胞
を

用
い

た
、

膀
胱

再
生

、
尿

道
括

約
筋

再
生

、
腎

尿
細

管
再

生
な

ど
に

関
し

て
、

種
々

の
手

法
に

基
づ

い
た

基
礎

実
験

を
行

う
。
 

In
 t

h
is

 s
e
m

in
ar

, 
a 

st
u
de

n
t 

pr
ac

ti
c
e
s 

ba
si

c
 e

xp
e
ri
m

e
n
ts

 c
o
n
c
e
rn

in
g 

re
ge

n
e
ra

ti
o
n
 o

f 
th

e
 u

ri
n
ar

y 
tr

ac
t 

u
si

n
g 

ad
ip

o
se

-
 d

e
ri
ve

d 
st

e
m

 c
e
ll.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se
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c
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c
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を
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ベ
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c
al

 b
as

ic
 r

e
se

ar
c
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 d
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。
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c
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 c
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駆
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。
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 b
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u
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at
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習
に

お
け

る
課

題
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
レ

ポ
ー

ト
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。
 

It
 i
s 

ju
dg

e
d 

o
ve

ra
ll 

by
 t

h
e
 r

e
su

lt
s 

o
f 
pr

o
bl

e
m

s,
 d

is
c
u
ss

io
n
s,

 a
n
d 

re
po

rt
s.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-133-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
間

拡
張

・
手

の
外

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 D

iv
is

io
n
 o

f 
H

u
m

an
 E

n
h
an

c
e
m

e
n
t 

&
 H

an
d 

S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
米

田
英

正

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

　
9
:0

0
〜

1
1
:0

0
 　

e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 9

:0
0
-
1
1
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
地

下
1

階
　

手
の

外
科

学
教

室
 

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g,

 D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

an
d 

S
u
rg

e
ry

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

手
の

機
能

解
剖

や
生

体
力

学
に

つ
い

て
詳

細
に

学
び

、
過

去
の

症
例

を
解

析
す

る
こ

と
で

幅
広

く
上

肢
の

外
傷

や
疾

患
に

関
す

る
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

S
tu

de
n
ts

 l
e
ar

n
 t

h
e
 f
u
n
c
ti
o
n
al

 a
n
at

o
m

y 
an

d 
bi

o
m

e
c
h
an

ic
s 

o
f 
th

e
 u

pp
e
r 

e
xt

re
m

it
y.

  
T
h
e
y 

al
so

 s
tu

dy
 d

is
e
as

e
s 

an
d 

tr
au

m
as

 o
f 
th

e
 u

pp
e
r 

e
xt

re
m

it
y 

by
 r

e
vi

e
w

in
g 

pa
st

 
c
as

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

附
属

病
院

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
最

先
端

の
上

肢
修

復
・

再
建

手
術

に
参

加
し

、
並

行
し

て
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

骨
格

モ
デ

ル
を

用
い

た
技

術
講

習
を

受
講

し
、
実

践
的

技
能

を
習

得
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 d

ia
gn

o
st

ic
 o

r 
su

rg
ic

al
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

by
 a

tt
e
n
di

n
g 

re
pa

ir
 o

r 
re

c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 s
u
rg

e
ri
e
s 

at
 t

h
e
 u

n
iv

e
rs

it
y 

h
o
sp

it
al

 o
r 

by
 u

si
n
g 

si
m

u
la

ti
o
n
 s

u
rg

e
ry

 
o
n
 s

ke
le

ta
l 
m

o
de

l.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

　
水

曜
日

9
:0

0
〜

1
1
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

9
:0

0
 t

o
 1

1
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
間

拡
張

・
手

の
外

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 D

iv
is

io
n
 o

f 
H

u
m

an
 E

n
h
an

c
e
m

e
n
t 

&
 H

an
d 

S
u
rg

e
ry

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
米

田
英

正

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
  
　

e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

手
の

外
科

医
局

 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g,

 D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

an
d 

S
u
rg

e
ry

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

上
肢

機
能

再
建

法
の

確
立

と
作

業
関

連
上

肢
筋

骨
格

系
障

害
の

病
態

解
明

と
い

う
2

つ
の

テ
ー

マ
に

関
し

て
基

礎
研

究
を

行
う

。
 

S
tu

de
n
ts

 c
o
n
du

c
t 

ba
si

c
 r

e
se

ar
c
h
e
s 

to
 e

st
ab

lis
h
 u

pp
e
r 

e
xt

re
m

it
y 

re
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
s 

an
d 

to
 s

tu
dy

 t
h
e
 p

at
h
o
lo

gi
c
al

 m
e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
w

o
rk

 r
e
la

te
d 

m
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 

di
so

rd
e
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

基
本

的
な

Ｄ
Ｎ

Ａ
、

Ｒ
Ｎ

Ａ
、

細
胞

培
養

、
遺

伝
子

発
現

な
ど

の
実

験
手

法
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

上
肢

再
建

・
修

復
治

療
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
を

確
立

す
る

た
め

の
臨

床
研

究
を

行
う

。
T
h
e
 e

xe
rc

is
e
 p

ro
gr

am
s 

in
c
lu

de
 b

as
ic

 m
an

ip
u
la

ti
o
n
s 

o
f 
D

N
A

, 
R

N
A

, 
ge

n
e
 e

xp
re

ss
io

n
 

an
al

ys
is

 b
y 

re
al

 t
im

e
 R

T
-
P

C
R

, 
m

ic
ro

ar
ra

y 
an

d 
c
e
ll 

c
u
lt
u
re

.　
In

 a
dd

it
io

n
, 
th

e
y 

c
o
n
du

c
t 

c
lin

ic
al

 s
tu

di
e
s 

to
 e

st
ab

lis
h
 E

B
M

 f
o
r 

re
pa

ir
 o

r 
re

c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
 u

pp
e
r 

e
xt

re
m

it
ie

s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

　
木

曜
日

1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
3
:0

0
 t

o
 1

6
:0

0
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-134-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
間

拡
張

・
手

の
外

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 D

iv
is

io
n
 o

f 
H

u
m

an
 E

n
h
an

c
e
m

e
n
t 

&
 H

an
d 

S
u
rg

e
ry

担
当

教
員
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正

単
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数
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C
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位
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 c
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間
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日
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時

限
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前

期
・
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期
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0
 　

e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 9

:0
0
-
1
1
:0

0

実
施

場
所

P
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c
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医
系

研
究

棟
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地

下
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階
　

手
の

外
科

学
教

室
 

M
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c
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c
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c
h
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ild

in
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 D
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m

e
n
t 

o
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an
d 

S
u
rg
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

手
の

機
能

解
剖

や
生

体
力

学
に

つ
い

て
詳

細
に

学
び

、
過

去
の

症
例

を
解

析
す

る
こ

と
で

幅
広

く
上

肢
の

外
傷

や
疾

患
に

関
す

る
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

S
tu

de
n
ts

 l
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n
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h
e
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u
n
c
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o
n
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m
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an
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o
m

e
c
h
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s 

o
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e
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pp
e
r 
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m
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T
h
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 d
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r 
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c
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s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

附
属

病
院

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
最

先
端

の
上

肢
修

復
・

再
建

手
術

に
参

加
し

、
並

行
し

て
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

骨
格

モ
デ

ル
を

用
い

た
技

術
講

習
を

受
講

し
、
実

践
的

技
能

を
習

得
す

る
。
 

S
tu

de
n
ts
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an
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e
ar

n
 d

ia
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o
st
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r 
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al
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e
c
h
n
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e
s 

by
 a
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e
n
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n
g 
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ir
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r 
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c
o
n
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c
ti
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u
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e
s 
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h
e
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n
iv

e
rs
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o
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it
al
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r 
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n
g 
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m

u
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o
n
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u
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o
n
 s
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le

ta
l 
m

o
de
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授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

　
水

曜
日

9
:0

0
〜

1
1
:0

0
ま

で
通

年
で

行
う

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
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s 

h
e
ld

 a
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9
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0
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o
 1

1
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay
 t

h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly
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ss

e
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e
d 

ba
se

d 
o
n
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se

n
ta
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o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss
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n
s 
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h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
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it
o
n
al
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n
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rm
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io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

人
間

拡
張

・
手

の
外

科
学

実
験

研
究
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d 
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教
員
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単
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数
N
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曜

日
・
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前
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・
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3
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h
u
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1
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0
-
1
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0

実
施

場
所

P
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c
e

手
の

外
科

医
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M

e
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c
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c
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n
c
e
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e
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c
h
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u
ild

in
g,

 D
e
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m

e
n
t 

o
f 
H
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d 

S
u
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e
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授
業

形
態

T
yp

e
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f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
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c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

上
肢

機
能

再
建

法
の

確
立

と
作

業
関

連
上

肢
筋

骨
格

系
障

害
の

病
態

解
明

と
い

う
2

つ
の

テ
ー

マ
に

関
し

て
基

礎
研

究
を

行
う

。
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tu

de
n
ts
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c
t 
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ab
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c
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h
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o
f 
w

o
rk

 r
e
la
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u
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e
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e
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学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

基
本

的
な

Ｄ
Ｎ

Ａ
、

Ｒ
Ｎ

Ａ
、

細
胞

培
養

、
遺

伝
子

発
現

な
ど

の
実

験
手

法
を

学
習

す
る

。
ま

た
、

上
肢

再
建

・
修

復
治

療
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
を

確
立

す
る

た
め

の
臨

床
研

究
を

行
う

。
T
h
e
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 p
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s 
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c
lu
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 m
an
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n
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D

N
A
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R

N
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n
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-
P

C
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c
t 

c
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c
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3
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適

宜
指
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す

る
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に
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け
る

プ
レ
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ン
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ー

シ
ョ
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、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
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ン

等
に
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り
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合

的
に

判
断

す
る
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す
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目
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適
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指
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す
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ea
rn
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O
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de
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o
ur
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適
宜

指
示

す
る
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質
問

へ
の

対
応

方
法
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 to
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適
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指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
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皮
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担
当

教
員
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c
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膚

科
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教
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毎
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場
所

P
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c
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医
系
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究

棟
1

号
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1
3

階
　

皮
膚

科
学

教
室

 
M

e
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c
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c
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n
c
e
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e
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c
h
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u
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1
　

1
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授
業

形
態

T
yp

e
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f 
C

la
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演
習
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e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

遺
伝

性
皮

膚
疾

患
、

皮
膚

角
化

異
常

症
、

皮
膚

癌
、

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

、
自

己
免

疫
性

皮
膚

疾
患

の
分

子
病

態
機

構
と

そ
の

研
究

の
最

先
端

の
知

識
を

理
解

、
習

得
す

る
。
 

T
h
e
 s

e
m

in
ar

s 
c
o
ve

r 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
ba

se
s 

an
d 

pa
th

o
ge

n
e
si

s 
o
f 
c
u
ta

n
e
o
u
s 

di
so

rd
e
rs
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c
lu

di
n
g 

ge
n
o
de
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at

o
se

s,
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e
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ti
n
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at
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n
 d
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o
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e
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, 
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in
 c
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c
e
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, 
at

o
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c
 d

e
rm

at
it
is
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d 
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im

m
u
n
e
 d
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o
rd

e
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.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

皮
膚

に
お

け
る

細
胞

生
物

学
、

分
子

遺
伝

学
、

超
微

形
態

学
、

細
胞

工
学

の
最

新
知

識
の

習
得

を
目

標
と

す
る

。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

e
 s

e
m

in
ar

s 
is

 t
o
 m

as
te

r 
th

e
 c

u
tt

in
g 

e
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e
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

n
 c

e
ll 

bi
o
lo

gy
, 

m
o
le

c
u
la

r 
ge

n
e
ti
c
s,

 u
lt
ra

st
ru

c
tu

ra
l 
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o
lo

gy
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n
d 

c
e
ll 

e
n
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n
e
e
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n
g 

in
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h
e
 s

ki
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

自
己

免
疫

性
皮

膚
疾

患
、

遺
伝

性
皮

膚
疾

患
、

皮
膚

癌
、

角
化

異
常

症
、

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

な
ど

の
病

態
を

、
皮

膚
の

超
微

形
態

学
、

細
胞

生
物

学
、

分
子

生
物

学
、

分
子

遺
伝

学
、

ウ
ィ

ル
ス

学
、

免
疫

学
、

表
皮

細
胞

の
細

胞
工

学
な

ど
を

駆
使

し
て

解
明

す
る

た
め

の
基

礎
か

ら
最

先
端

ま
で

の
知

識
を

、
具

体
的

な
皮

膚
疾

患
を

通
し

て
学

ぶ
。
 

S
tu

de
n
ts
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re
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o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 b
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e
s 

o
f 
c
u
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n
e
o
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s 

u
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c
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c
h
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c
e
ll 
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o
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, 

m
o
le

c
u
la
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lo
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, 
m

o
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c
u
la

r 
ge

n
e
ti
c
s,

 v
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o
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gy
, 
im

m
u
n
o
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gy
, 
th
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u
gh

 r
e
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c
h
 o

n
 

m
o
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c
u
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r 
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o
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n
e
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o
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ri
o
u
s 

sk
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 d
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e
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e
s 

in
c
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n
g 
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n
e
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c
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n
d 
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m

u
n
e
 

sk
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 d
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o
rd

e
rs
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s 

w
e
ll 
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 s
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n
 c

an
c
e
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.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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o
 b

e
 p
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n
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o
n
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e
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an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
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c
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膚
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。
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ro

su
rg

ic
al

 
re

c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 f
o
r 

c
an

c
e
r 

pa
ti
e
n
t.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

お
よ

び
細

胞
培

養
の

手
技

を
学

ぶ
。

創
傷

治
癒

、
が

ん
に

お
け

る
再

建
方

法
の

研
究

を
行

う
。
 

S
tu

de
n
ts

 a
re

 t
o
 c

o
n
du

c
t 

ba
si

c
 s

ki
lls

 o
f 
m

ic
ro

su
rg

e
ry

 a
n
d 

c
e
ll 

c
u
lt
u
re

. 
In

 a
dd

it
io

n
, 

th
e
y 

c
an

 l
e
ar

n
 t

h
e
 b

as
ic

 s
c
ie

n
c
e
s 

o
f 
w

o
u
n
d 

h
e
al

in
g 

an
d 

re
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 f
o
e
 c

an
c
e
r 

su
rg

e
ry

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

麻
酔

・
蘇

生
医

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 A

n
e
st

h
e
si

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

脇
公

俊
　

麻
酔

・
蘇

生
医

学
分

野
教

授
　

 P
ro

fe
ss

o
r 

K
im

it
o
sh

i 
N

is
h
iw

ak
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
9
:0

0
～

1
2
:0

0
E
ve

y 
M

o
n
da

y 
9
:0

0
-
1
2
:0

0
"

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
4

階
　

麻
酔

・
蘇

生
医

学
教

室
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

n
e
st

h
e
si

o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

1
) 
周

術
期

の
疼

痛
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

つ
い

て
学

ぶ
。

2
) 
周

術
期

の
集

中
治

療
に

つ
い

て
学

ぶ
。

1
) 
L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

pa
in

 c
o
n
tr

o
al

 d
u
ri
n
g 

pe
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
e
ri
o
d.

2
) 
S
tu

de
n
ts

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 i
n
te

n
si

ve
 c

ar
e
 p

e
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
e
ri
o
d.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
) 
 硬

膜
外

ブ
ロ

ッ
ク

は
周

術
期

の
痛

み
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

だ
け

で
な

く
、
全

身
状

態
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
た

め
に

も
最

も
優

れ
た

方
法

の
一

つ
で

あ
る

。
硬

膜
外

ブ
ロ

ッ
ク

を
使

え
な

い
場

合
に

は
、

末
梢

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

が
そ

れ
に

代
わ

っ
て

痛
み

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
一

つ
の

代
替

え
手

段
と

な
り

得
る

。
そ

の
よ

う
な

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
方

法
に

つ
い

て
探

求
す

る
。

2
) 
 痛

み
以

外
に

、
全

身
状

態
の

管
理

に
集

中
治

療
が

重
要

で
あ

り
、

周
術

期
の

集
中

治
療

に
つ

い
て

学
ぶ

。
1
) 
 E
pi

du
ra

l 
bl

o
c
k 

is
 o

n
e
 o

f 
th

e
 b

e
st

 w
ay

s 
to

 c
o
n
tr

o
l 
n
o
t 

o
n
ly

 p
ai

n
 b

u
t 

al
so

 
ge

n
e
ra

l 
c
o
n
di

ti
o
n
 d

u
ri
n
g 

pe
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
e
ri
o
d.

 I
f 
e
pi

du
ra

l 
bl

o
c
k 

is
 n

o
t 

in
di

c
at

e
d,

 
pe

ri
ph

e
ra

l 
n
e
rv

e
 b

lo
c
k 

is
 o

n
e
 o

f 
th

e
 a

lt
e
rn

at
iv

e
 w

ay
s 

to
 c

o
n
tr

o
l 
pa

in
 e

ff
e
c
ti
ve

ly
. 

In
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
 s

tu
de

n
ts

 l
e
ar

n
 s

u
c
h
 p

ai
n
 c

o
n
tr

o
l.

2
) 
 O

th
e
r 

th
an

 p
ai

n
 c

o
n
tr

o
l, 

it
 i
s 

ve
ry

 i
m

po
rt

an
t 

to
 t

re
at

 p
at

ie
n
t 

ge
n
e
ra

l 
c
o
n
di

ti
o
n
 

in
 i
n
te

n
si

ve
 c

ar
e
 u

n
it
 d

u
ri
n
g 

pe
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
e
ri
o
d.

 S
tu

de
n
ts

 a
ls

o
 l
e
ar

n
 i
n
te

n
si

ve
 

c
ar

e
 p

e
ri
o
pe

ra
ti
ve

 p
e
ri
o
d.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
) 
硬

膜
外

ブ
ロ

ッ
ク

に
つ

い
て

の
概

説
。

2
) 
末

梢
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
い

て
の

概
説

。
3
) 
周

術
期

の
周

術
期

の
集

中
治

療
に

つ
い

て
の

概
説

。
1
) 
E
xp

la
in

　
ab

o
u
t 

e
pi

du
ra

l 
bl

o
c
k

2
) 
E
xp

la
in

 a
bo

u
t 

pe
ri
ph

e
ra

l 
n
e
rv

e
 b

lo
c
k

3
) 
e
xp

lin
 a

bo
u
t 

in
te

n
si

ve
 c

ar
e

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

毎
回

の
授

業
の

小
試

験
（
合

計
5
0

点
）

と
課

題
レ

ポ
ー

ト
（
合

計
5
0

点
）

sm
al

l 
te

st
 a

fe
r 

e
ve

ry
 l
e
c
tu

re
  
(5

0
 p

o
in

ts
) 
&
 r

e
po

rt
 o

n
 d

e
m

an
d 

(5
0
 p

o
in

ts
)

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

麻
酔

・
蘇

生
医

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

n
e
st

h
e
si

o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
西

脇
公

俊
　

麻
酔

・
蘇

生
医

学
分

野
教

授
 

P
ro

fe
ss

o
r 

K
im

it
o
sh

i 
N

is
h
iw

ak
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

　
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
 

E
ve

y 
M

o
n
da

y 
1
3
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
4

階
　

麻
酔

・
蘇

生
医

学
教

室
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
A

n
e
st

h
e
si

o
lo

gy

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
 　

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

周
術

期
の

さ
ま

ざ
ま

な
生

理
的

お
よ

び
病

的
状

態
に

関
連

し
た

患
者

か
ら

得
ら

れ
る

デ
ー

タ
ー

や
、

動
物

実
験

の
デ

ー
タ

ー
を

解
析

し
て

そ
の

病
態

を
解

明
す

る
。

In
ve

st
ig

at
e
 v

ar
io

u
s 

ph
ys

io
lo

gi
c
al

 a
n
d 

pa
th

o
lo

gi
c
al

 c
o
n
di

ti
o
n
s 

du
ri
n
g 

pe
ri
o
pe

ra
ti
ve

 
pe

ri
o
d 

u
si

n
g 

c
lin

ic
al

 d
at

e
 f
ro

m
 p

at
ie

n
ts

 a
n
d 

an
im

al
 e

xp
e
ri
m

e
n
t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
) 
肺

水
腫

の
病

態
を

理
解

す
る

2
) 
心

拍
変

動
、

血
圧

変
動

の
意

味
を

理
解

す
る

3
) 
大

量
出

血
時

の
病

態
を

理
解

す
る

4
) 
吸

入
麻

酔
薬

の
癌

細
胞

に
対

す
る

影
響

を
理

解
す

る
1
) 
U

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 o
f 
pu

lm
o
n
ar

y 
e
de

m
a

2
) 
U

de
rs

ta
n
d 

th
e
 h

e
ar

t 
ra

te
 a

n
d 

bl
o
o
d 

pr
e
ss

u
re

 v
ar

ia
bi

lit
y

3
) 
U

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 o
f 
m

as
si

ve
 b

le
e
di

n
g

4
) 
U

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 e

ff
e
c
t 

o
f 
in

h
al

at
io

n
 a

n
e
st

h
e
ti
c
s 

o
n
 c

an
c
e
r 

c
e
ll"

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
) 
肺

水
腫

の
病

態
に

関
す

る
生

理
・

薬
理

学
的

実
験

研
究

、
 

2
) 
心

電
図

及
び

動
脈

内
圧

の
心

拍
変

動
に

関
す

る
実

験
研

究
、

3
) 
大

量
輸

血
時

の
内

容
に

関
す

る
研

究
、

4
) 
吸

入
麻

酔
薬

の
ガ

ン
転

移
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
実

験
研

究
な

ど
。
 

1
) 
 L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

ph
ys

io
lo

gi
c
al

 a
n
d 

ph
ar

m
ac

o
lo

gi
c
al

 e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 o
n
 p

u
lm

o
n
ar

y 
e
de

m
a.

2
) 
L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 o

n
 h

e
ar

t 
ra

te
 a

n
d 

bl
o
o
d 

pr
e
ss

u
re

 v
ar

ia
bi

lit
y.

3
) 
L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 m

as
si

ve
 b

le
e
di

n
g 

an
d 

bl
o
o
d 

tr
an

sf
u
si

o
n
.

4
) 
 L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 o

n
 t

h
e
 e

ff
e
c
ts

 o
f 
in

h
al

at
io

n
 a

n
e
st

h
e
ti
c
s 

o
n
 

c
an

c
e
r 

c
e
ll 

m
e
ta

st
as

is
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-137-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

臨
床

感
染

統
御

学
セ

ミ
ナ

ー
S
e
m

in
ar

 o
n
 I
n
fe

c
ti
o
u
s 

D
is

e
as

e
s 

an
d 

In
fe

c
ti
o
n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

C
o
n
tr

o
l

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
八

木
 哲

也
  
 T

e
ts

u
ya

 Y
ag

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0
  
 F

ro
m

 1
8
:0

0
-
2
0
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

臨
床

感
染

統
御

学
教

室
  
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

. 
I 
8
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

診
療

科
横

断
的

な
感

染
症

の
臨

床
微

生
物

学
に

基
づ

い
た

診
断

学
、

臨
床

薬
理

学
に

基
づ

い
た

治
療

学
を

習
得

す
る

。
ま

た
、

病
原

微
生

物
の

抗
菌

薬
へ

の
耐

性
機

序
を

学
び

、
薬

剤
耐

性
菌

を
抑

制
す

る
た

め
の

感
染

制
御

に
関

し
て

習
得

す
る

。
T
h
e
 s

e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
th

e
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 l
e
ar

n
 d

ia
gn

o
si

s 
an

d 
th

e
ra

pe
au

ti
c
s 

fo
r 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

ba
se

d 
o
n
 c

lin
ic

al
 m

yc
ro

bi
o
lo

gy
 a

n
d 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
. 
 T

o
 h

av
e
 

m
o
re

 p
ra

c
ti
c
al

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
 d

ru
g 

re
si

st
an

c
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
th

e
 c

lin
ic

al
ly

 
im

po
rt

an
t 

pa
th

o
ge

n
s 

an
d 

to
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 c

o
n
tr

o
l 
n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

c
au

se
d 

by
 

th
e
se

 d
ru

g 
re

si
st

an
t 

o
rg

an
is

m
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
感

染
症

診
療

の
ロ

ジ
ッ

ク
を

理
解

し
実

践
で

き
る

。
  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
o
gi

c
 o

f 
th

e
 t

re
at

m
e
n
t 

o
f 
in

fe
c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

an
d 

pr
ac

ti
se

 a
c
c
o
rd

in
g 

to
 t

h
at

 l
o
gi

c
.

2
. 
感

染
対

策
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

し
立

案
で

き
る

。
  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
ic

 o
f 
in

fe
c
c
ti
o
n
 p

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l, 

an
d 

de
ve

lo
p 

a 
pl

an
 f
o
r 

in
fe

c
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l.

3
. 
新

興
・

再
興

感
染

症
に

つ
い

て
理

解
し

説
明

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 i
m

po
rt

an
c
e
 o

f 
e
m

e
rg

in
g 

an
d 

re
-

e
m

e
rg

in
g 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s.

4
. 
A

n
ti
m

ic
ro

bi
al

 s
te

w
ar

ds
h
ip

, 
di

ag
n
o
st

ic
 s

te
w

ar
ds

h
ip

を
理

解
し

実
践

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
ti
m

ic
ro

bi
al

 &
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

te
w

ar
ds

h
ip

 a
n
d 

ad
o
pt

 i
t 

in
to

 
da

ily
 p

ra
c
ti
se

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

臨
床

的
介

入
症

例
を

も
と

に
、

臨
床

微
生

物
学

、
感

染
症

診
断

学
、

治
療

学
に

つ
い

て
講

義
し

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

。
薬

剤
耐

性
と

そ
の

機
序

、
臨

床
的

意
義

、
そ

し
て

そ
の

感
染

制
御

に
つ

い
て

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ー

も
交

え
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

。
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

pr
o
m

is
e
d 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

in
c
lu

di
n
g 

c
lin

ic
al

 m
ic

ro
bi

o
lo

gy
, 

di
ag

n
o
st

ic
s 

an
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
s 

fo
r 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

th
ro

u
gh

 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 

c
as

e
s,

  
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

e
d.

 T
h
e
 c

o
u
rs

e
 a

ls
o
 i
n
c
lu

de
s 

a 
se

ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

o
n
 t

h
e
 d

ru
g 

re
si

st
an

c
e
, 
it
s 

m
e
c
h
an

is
m

s,
 c

lin
ic

al
 i
m

pl
ic

at
io

n
s,

 
pr

e
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l 
th

ro
u
gh

 c
as

e
 s

tu
di

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

臨
床

感
染

統
御

学
実

験
研

究
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 I
n
fe

c
ti
o
u
s 

D
is

e
as

e
s 

an
d 

In
fe

c
ti
o
n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

C
o
n
tr

o
l

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
八

木
 哲

也
  
 T

e
ts

u
ya

 Y
ag

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

木
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
　

 F
ro

m
 9

:0
0
 t

o
 1

2
:0

0
, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

臨
床

感
染

統
御

学
教

室
  
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

. 
I 
8
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

手
術

部
位

感
染

症
、

カ
テ

ー
テ

ル
関

連
血

流
感

染
、

耐
性

菌
検

出
な

ど
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

方
法

を
習

得
す

る
。

臨
床

疫
学

及
び

介
入

研
究

の
考

え
方

と
方

法
を

習
得

す
る

。
T
h
e
 s

e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
th

e
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 l
e
ar

n
 s

u
rv

e
ill

an
c
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

su
c
h
 a

s 
su

rg
ic

al
-
si

te
 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
c
at

h
e
te

r-
as

so
c
ia

te
d 

bl
o
o
ds

tr
e
am

 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
e
tc

, 
o
r 

dr
u
g-

re
si

st
an

t 
ba

c
te

ri
a 

an
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 l
o
gi

c
 o

f 
c
lin

ic
al

 e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

di
e
s 

an
d 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 s
tu

di
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
院

内
感

染
症

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

手
法

を
理

解
し

実
践

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
su

rv
e
ill

an
c
e
 f
o
r 

th
e
 p

re
ve

n
ti
o
n
 o

f 
h
e
al

th
c
ar

e
 a

ss
o
c
ia

te
d 

in
fe

c
ti
o
n
s,

 a
n
d 

pr
ac

ti
se

 t
h
e
m

.
2
. 
分

子
疫

学
的

手
法

を
理

解
し

活
用

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 m
e
th

o
ds

 a
n
d 

m
ak

e
 g

o
o
d 

u
se

 o
f 
th

e
m

.
3
. 
臨

床
疫

学
及

び
介

入
研

究
の

考
え

方
と

方
法

を
理

解
し

、
研

究
を

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

lin
ic

al
 e

pi
de

m
io

lo
gi

c
al

 a
n
d 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 s
tu

dy
 a

n
d 

de
si

gn
 a

 s
tu

dy
 o

f 
in

te
re

st
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

代
表

的
な

院
内

感
染

症
や

耐
性

菌
感

染
症

等
に

対
し

実
際

に
感

染
対

策
を

立
案

す
る

。
臨

床
的

な
介

入
研

究
を

計
画

し
、

実
践

す
る

。
ま

た
感

染
制

御
に

必
要

な
P

F
G

E
な

ど
の

分
子

疫
学

的
解

析
方

法
を

学
び

、
実

際
の

臨
床

分
離

株
を

用
い

た
解

析
を

行
う

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 p

ra
c
ti
se

s 
1
) 
to

 b
u
ild

 p
ra

c
ti
c
al

 i
n
fe

c
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l 

m
e
as

u
re

s 
fo

r 
n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

su
c
h
 a

s 
su

rg
ic

al
-
si

te
 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
c
at

h
e
te

r-
as

so
c
ia

te
d 

bl
o
o
ds

tr
e
am

 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
e
tc

, 
2
) 
to

 p
la

n
 a

n
d 

e
xe

c
u
te

 c
lin

ic
al

 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
s 

an
d 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

di
e
s,

 a
n
d 

3
) 
to

 p
ra

c
ti
c
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 t
yp

in
g 

m
e
th

o
ds

 a
n
d 

an
al

yz
e
 p

o
ss

ib
ly

 e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

ly
-
re

la
te

d 
c
lin

ic
al

 i
so

la
te

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

研
究

に
お

け
る

進
行

度
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 p

ro
gr

e
ss

io
n
 o

f 
h
e
 r

e
se

ar
c
h
, 
 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 s

tu
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-138-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

臨
床

感
染

統
御

学
セ

ミ
ナ

ー
S
e
m

in
ar

 o
n
 I
n
fe

c
ti
o
u
s 

D
is

e
as

e
s 

an
d 

In
fe

c
ti
o
n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

C
o
n
tr

o
l

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
八

木
 哲

也
  
 T

e
ts

u
ya

 Y
ag

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

水
曜

日
　

1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0
  
 F

ro
m

 1
8
:0

0
-
2
0
:0

0
 e

ve
ry

 W
e
dn

e
sd

ay

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

臨
床

感
染

統
御

学
教

室
  
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

. 
I 
8
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

診
療

科
横

断
的

な
感

染
症

の
臨

床
微

生
物

学
に

基
づ

い
た

診
断

学
、

臨
床

薬
理

学
に

基
づ

い
た

治
療

学
を

習
得

す
る

。
ま

た
、

病
原

微
生

物
の

抗
菌

薬
へ

の
耐

性
機

序
を

学
び

、
薬

剤
耐

性
菌

を
抑

制
す

る
た

め
の

感
染

制
御

に
関

し
て

習
得

す
る

。
T
h
e
 s

e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
th

e
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 l
e
ar

n
 d

ia
gn

o
si

s 
an

d 
th

e
ra

pe
au

ti
c
s 

fo
r 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

ba
se

d 
o
n
 c

lin
ic

al
 m

yc
ro

bi
o
lo

gy
 a

n
d 

ph
ar

m
ac

o
lo

gy
. 
 T

o
 h

av
e
 

m
o
re

 p
ra

c
ti
c
al

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
 d

ru
g 

re
si

st
an

c
e
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
th

e
 c

lin
ic

al
ly

 
im

po
rt

an
t 

pa
th

o
ge

n
s 

an
d 

to
 l
e
ar

n
 h

o
w

 t
o
 c

o
n
tr

o
l 
n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

c
au

se
d 

by
 

th
e
se

 d
ru

g 
re

si
st

an
t 

o
rg

an
is

m
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
感

染
症

診
療

の
ロ

ジ
ッ

ク
を

理
解

し
実

践
で

き
る

。
  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 l
o
gi

c
 o

f 
th

e
 t

re
at

m
e
n
t 

o
f 
in

fe
c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

an
d 

pr
ac

ti
se

 a
c
c
o
rd

in
g 

to
 t

h
at

 l
o
gi

c
.

2
. 
感

染
対

策
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

し
立

案
で

き
る

。
  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 b

as
ic

 o
f 
in

fe
c
c
ti
o
n
 p

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l, 

an
d 

de
ve

lo
p 

a 
pl

an
 f
o
r 

in
fe

c
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l.

3
. 
新

興
・

再
興

感
染

症
に

つ
い

て
理

解
し

説
明

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
d 

e
xp

la
in

 t
h
e
 i
m

po
rt

an
c
e
 o

f 
e
m

e
rg

in
g 

an
d 

re
-

e
m

e
rg

in
g 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s.

4
. 
A

n
ti
m

ic
ro

bi
al

 s
te

w
ar

ds
h
ip

, 
di

ag
n
o
st

ic
 s

te
w

ar
ds

h
ip

を
理

解
し

実
践

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

an
ti
m

ic
ro

bi
al

 &
 d

ia
gn

o
st

ic
 s

te
w

ar
ds

h
ip

 a
n
d 

ad
o
pt

 i
t 

in
to

 
da

ily
 p

ra
c
ti
se

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

臨
床

的
介

入
症

例
を

も
と

に
、

臨
床

微
生

物
学

、
感

染
症

診
断

学
、

治
療

学
に

つ
い

て
講

義
し

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

。
薬

剤
耐

性
と

そ
の

機
序

、
臨

床
的

意
義

、
そ

し
て

そ
の

感
染

制
御

に
つ

い
て

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ー

も
交

え
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

。
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

c
o
m

pr
o
m

is
e
d 

o
f 
a 

se
ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

in
c
lu

di
n
g 

c
lin

ic
al

 m
ic

ro
bi

o
lo

gy
, 

di
ag

n
o
st

ic
s 

an
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
s 

fo
r 

in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
s 

th
ro

u
gh

 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 

c
as

e
s,

  
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

e
d.

 T
h
e
 c

o
u
rs

e
 a

ls
o
 i
n
c
lu

de
s 

a 
se

ri
e
s 

o
f 
se

m
in

ar
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

o
n
 t

h
e
 d

ru
g 

re
si

st
an

c
e
, 
it
s 

m
e
c
h
an

is
m

s,
 c

lin
ic

al
 i
m

pl
ic

at
io

n
s,

 
pr

e
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l 
th

ro
u
gh

 c
as

e
 s

tu
di

e
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

臨
床

感
染

統
御

学
実

験
研

究
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 I
n
fe

c
ti
o
u
s 

D
is

e
as

e
s 

an
d 

In
fe

c
ti
o
n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

C
o
n
tr

o
l

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
八

木
 哲

也
  
 T

e
ts

u
ya

 Y
ag

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
毎

週
　

木
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
　

 F
ro

m
 9

:0
0
 t

o
 1

2
:0

0
, 
e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

臨
床

感
染

統
御

学
教

室
  
 C

lin
ic

al
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

. 
I 
8
F

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

手
術

部
位

感
染

症
、

カ
テ

ー
テ

ル
関

連
血

流
感

染
、

耐
性

菌
検

出
な

ど
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

方
法

を
習

得
す

る
。

臨
床

疫
学

及
び

介
入

研
究

の
考

え
方

と
方

法
を

習
得

す
る

。
T
h
e
 s

e
m

in
ar

 p
ro

vi
de

s 
th

e
 o

pp
o
rt

u
n
it
ie

s 
to

 l
e
ar

n
 s

u
rv

e
ill

an
c
e
 m

e
th

o
ds

 f
o
r 

n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

su
c
h
 a

s 
su

rg
ic

al
-
si

te
 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
c
at

h
e
te

r-
as

so
c
ia

te
d 

bl
o
o
ds

tr
e
am

 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
e
tc

, 
o
r 

dr
u
g-

re
si

st
an

t 
ba

c
te

ri
a 

an
d 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 l
o
gi

c
 o

f 
c
lin

ic
al

 e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

di
e
s 

an
d 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 s
tu

di
e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
院

内
感

染
症

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

手
法

を
理

解
し

実
践

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
su

rv
e
ill

an
c
e
 f
o
r 

th
e
 p

re
ve

n
ti
o
n
 o

f 
h
e
al

th
c
ar

e
 a

ss
o
c
ia

te
d 

in
fe

c
ti
o
n
s,

 a
n
d 

pr
ac

ti
se

 t
h
e
m

.
2
. 
分

子
疫

学
的

手
法

を
理

解
し

活
用

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 m

o
le

c
u
la

r 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 m
e
th

o
ds

 a
n
d 

m
ak

e
 g

o
o
d 

u
se

 o
f 
th

e
m

.
3
. 
臨

床
疫

学
及

び
介

入
研

究
の

考
え

方
と

方
法

を
理

解
し

、
研

究
を

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
。

  
T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 c

lin
ic

al
 e

pi
de

m
io

lo
gi

c
al

 a
n
d 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
al

 s
tu

dy
 a

n
d 

de
si

gn
 a

 s
tu

dy
 o

f 
in

te
re

st
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

代
表

的
な

院
内

感
染

症
や

耐
性

菌
感

染
症

等
に

対
し

実
際

に
感

染
対

策
を

立
案

す
る

。
臨

床
的

な
介

入
研

究
を

計
画

し
、

実
践

す
る

。
ま

た
感

染
制

御
に

必
要

な
P

F
G

E
な

ど
の

分
子

疫
学

的
解

析
方

法
を

学
び

、
実

際
の

臨
床

分
離

株
を

用
い

た
解

析
を

行
う

。
T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
n
si

st
s 

o
f 
th

e
 p

ra
c
ti
se

s 
1
) 
to

 b
u
ild

 p
ra

c
ti
c
al

 i
n
fe

c
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l 

m
e
as

u
re

s 
fo

r 
n
o
so

c
o
m

ia
l 
in

fe
c
ti
o
n
s 

su
c
h
 a

s 
su

rg
ic

al
-
si

te
 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
c
at

h
e
te

r-
as

so
c
ia

te
d 

bl
o
o
ds

tr
e
am

 i
n
fe

c
ti
o
n
, 
e
tc

, 
2
) 
to

 p
la

n
 a

n
d 

e
xe

c
u
te

 c
lin

ic
al

 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
s 

an
d 

e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 s
tu

di
e
s,

 a
n
d 

3
) 
to

 p
ra

c
ti
c
e
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

 t
yp

in
g 

m
e
th

o
ds

 a
n
d 

an
al

yz
e
 p

o
ss

ib
ly

 e
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

ly
-
re

la
te

d 
c
lin

ic
al

 i
so

la
te

s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

研
究

に
お

け
る

進
行

度
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
総

合
的

に
判

断
す

る
。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 t

h
e
 p

ro
gr

e
ss

io
n
 o

f 
h
e
 r

e
se

ar
c
h
, 
 

pr
e
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 s

tu
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn
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c
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c
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員
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n
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・
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（
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u
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c
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病
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カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム
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n
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e
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C
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n
c
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o
o
m

授
業

形
態

T
yp
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C
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症
例

検
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管

理
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ナ
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 C
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w

 /
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e
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n

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

救
急

診
療

お
よ

び
集

中
治

療
症

例
を

実
例

と
し

て
、

急
性

期
管

理
の

適
性

に
つ

い
て

深
く
討

議
し

、
救

急
医

療
と

集
中

治
療

の
今

後
の

展
望

や
研

究
指

針
を

ま
と

め
る

。
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 c
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th
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o
u
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急
性

期
全
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管

理
の

現
状

と
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来
へ

の
方

向
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
救

急
医

療
と

集
中

治
療

に
お

け
る

研
究

立
案

と
研

究
を

実
施

す
る

基
盤
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形

成
す

る
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中
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。
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い
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受
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内

容
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敗
血

症
は

感
染

症
に

随
伴

す
る

多
臓

器
障

害
で

あ
る

。
こ

の
敗

血
症

の
病

態
生

理
学

的
理

解
を

深
め

、
創

薬
基

盤
を

形
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
（
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血

症
モ

デ
ル

動
物

を
作

成
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

転
写

因
子

の
解

析
を

行
う

。
転

写
因

子
活

性
の

解
析

方
法

に
習

熟
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
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摘

出
臓

器
の

転
写

活
性

を
ゲ

ル
シ

フ
ト

法
な
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す
る

。
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位
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間
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n
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月
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1
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0
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o
n
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u
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o
u
t 
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e
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実
施

場
所

P
la

c
e

手
術

室
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医
系

研
究

棟
1

号
館

1
3

階
　

形
成

外
科

教
室

/
 

O
pe
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o
n
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o
o
m
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c
o
n
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n
c
e
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o
o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
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演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic
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n
o
w

le
dg

e
 o

f 
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an
n
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an
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ac
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c
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R
e
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e
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e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
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d 
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c
e
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u
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e
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o
n
 a
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e
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達

目
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th

e
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o
u
rs

e

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
pl

an
n
in

g 
an

d 
pr

ac
ti
c
e
 o

f 
su

rg
e
ry

 f
o
r 

P
la

st
ic

 a
n
d 

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 S
u
rg

e
ry

 a
n
d 

it
s 

po
st

o
pe

ra
ti
ve

 m
an

ag
e
m

e
n
t.
 T

h
e
 

c
o
u
rs

e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
c
e
d 

su
rg

ic
al

 p
ro

c
e
du

re
s 

(m
ic

ro
su

rg
e
ry

, 
e
n
do

sc
o
pi

c
 s

u
rg

e
ry

, 
si

m
u
la

ti
o
n
 a

ss
is

te
d 

su
rg

e
ry

).

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
pl

an
n
in

g 
an

d 
pr

ac
ti
c
e
 o

f 
su

rg
e
ry

 f
o
r 

P
la

st
ic

 a
n
d 

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 S
u
rg

e
ry

 a
n
d 

it
s 

po
st

o
pe

ra
ti
ve

 m
an

ag
e
m

e
n
t.
 T

h
e
 

c
o
u
rs

e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
c
e
d 

su
rg

ic
al

 p
ro

c
e
du

re
s 

(m
ic

ro
su

rg
e
ry

, 
e
n
do

sc
o
pi

c
 s

u
rg

e
ry

, 
si

m
u
la

ti
o
n
 a

ss
is

te
d 

su
rg

e
ry

).

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

手
術

医
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 O

pe
ra

ti
o
n
　

M
e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
亀

井
　

讓
　

形
成

外
科

学
教

授
　

 Y
u
zu

ru
 K

am
e
i, 

pr
o
fe

ss
o
r 

an
d 

c
h
ai

r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 /

 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
3
:0

0
 t

o
 1

7
:0

0
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

手
術

室
、

医
系

研
究

棟
1

号
館

1
3

階
　

形
成

外
科

教
室

、
動

物
実

験
施

設
 

o
pe

ra
ti
o
n
 r

o
o
m

, 
c
o
n
fe

re
n
c
e
 r

o
o
m

, 
an

im
al

 f
ac

ili
ty

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-140-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

手
術

医
療

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 O

pe
ra

ti
o
n
 M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
亀

井
　

讓
　

形
成

外
科

学
教

授
　

 Y
u
zu

ru
 K

am
e
i, 

pr
o
fe

ss
o
r 

an
d 

c
h
ai

r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 /

 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
3
:0

0
 t

o
 1

7
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

手
術

室
、

医
系

研
究

棟
1

号
館

1
3

階
　

形
成

外
科

教
室

/
 

O
pe

ra
ti
o
n
 r

o
o
m

, 
c
o
n
fe

re
n
c
e
 r

o
o
m

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
pl

an
n
in

g 
an

d 
pr

ac
ti
c
e
 o

f 
su

rg
e
ry

 f
o
r 

P
la

st
ic

 a
n
d 

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 S
u
rg

e
ry

 a
n
d 

it
s 

po
st

o
pe

ra
ti
ve

 m
an

ag
e
m

e
n
t.
 T

h
e
 

c
o
u
rs

e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
c
e
d 

su
rg

ic
al

 p
ro

c
e
du

re
s 

(m
ic

ro
su

rg
e
ry

, 
e
n
do

sc
o
pi

c
 s

u
rg

e
ry

, 
si

m
u
la

ti
o
n
 a

ss
is

te
d 

su
rg

e
ry

).

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
pl

an
n
in

g 
an

d 
pr

ac
ti
c
e
 o

f 
su

rg
e
ry

 f
o
r 

P
la

st
ic

 a
n
d 

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 S
u
rg

e
ry

 a
n
d 

it
s 

po
st

o
pe

ra
ti
ve

 m
an

ag
e
m

e
n
t.
 T

h
e
 

c
o
u
rs

e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
c
e
d 

su
rg

ic
al

 p
ro

c
e
du

re
s 

(m
ic

ro
su

rg
e
ry

, 
e
n
do

sc
o
pi

c
 s

u
rg

e
ry

, 
si

m
u
la

ti
o
n
 a

ss
is

te
d 

su
rg

e
ry

).

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

形
成

外
科

手
術

に
お

け
る

基
本

的
な

手
術

計
画

の
立

案
、

実
施

、
術

後
管

理
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
サ

ー
ジ

ャ
リ

ー
、

内
視

鏡
手

術
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

下
手

術
な

ど
、

最
先

端
の

形
成

外
科

手
術

を
体

得
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
pl

an
n
in

g 
an

d 
pr

ac
ti
c
e
 o

f 
su

rg
e
ry

 f
o
r 

P
la

st
ic

 a
n
d 

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
ve

 S
u
rg

e
ry

 a
n
d 

it
s 

po
st

o
pe

ra
ti
ve

 m
an

ag
e
m

e
n
t.
 T

h
e
 

c
o
u
rs

e
 i
n
vo

lv
e
s 

ad
va

n
c
e
d 

su
rg

ic
al

 p
ro

c
e
du

re
s 

(m
ic

ro
su

rg
e
ry

, 
e
n
do

sc
o
pi

c
 s

u
rg

e
ry

, 
si

m
u
la

ti
o
n
 a

ss
is

te
d 

su
rg

e
ry

).

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

手
術

医
療

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 O

pe
ra

ti
o
n
　

M
e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
亀

井
　

讓
　

形
成

外
科

学
教

授
　

 Y
u
zu

ru
 K

am
e
i, 

pr
o
fe

ss
o
r 

an
d 

c
h
ai

r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 /

 
T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
3
:0

0
 t

o
 1

7
:0

0
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

手
術

室
、

医
系

研
究

棟
1

号
館

1
3

階
　

形
成

外
科

教
室

、
動

物
実

験
施

設
 

o
pe

ra
ti
o
n
 r

o
o
m

, 
c
o
n
fe

re
n
c
e
 r

o
o
m

, 
an

im
al

 f
ac

ili
ty

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

マ
イ

ク
ロ

サ
ー

ジ
ャ

リ
ー

、
各

種
皮

弁
に

関
す

る
実

験
手

技
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て
体

得
す

る
。

ま
た

、
そ

の
過

程
で

皮
弁

の
血

流
に

関
す

る
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 c

o
ve

rs
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e
 o

f 
e
xp

e
ri
m

e
n
t 

fo
r 

m
ic

ro
su

rg
e
ry

 a
n
d 

fla
p.

 
S
tu

de
n
ts

 c
an

 l
e
ar

n
 t

e
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

as
se

ss
m

e
n
t 

fo
r 

th
e
se

 e
xp

e
ri
m

e
n
t.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
理

組
織

医
学

セ
ミ

ナ
ー

S
e
m

in
ar

 o
n
 A

n
at

o
m

ic
al

 P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

下
　

正
　

細
胞

治
療

医
学

教
授

（
代

理
）

T
ad

as
h
i 
M

at
su

sh
it
a.

 P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
4
:0

0
O

n
 F

ri
da

y,
 t

h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
0
:0

0
-
1
4
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
C

e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
個

々
の

症
例

の
病

理
診

断
に

関
し

て
随

時
検

討
を

行
う

能
力

を
形

成
す

る
。

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

過
程

で
最

新
の

文
献

に
よ

る
考

察
を

行
う

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

  
T
o
 

le
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

（
1
）
 人

体
病

理
学

、
病

因
の

解
明

と
診

断
に

関
わ

る
技

術
の

習
得

と
開

発
が

で
き

る
。

（
2
）
 疾

病
の

解
析

を
通

じ
て

総
合

的
・

多
元

的
に

病
態

を
考

察
で

き
る

。
（
1
）
 T

o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

（
2
）
 T

o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

（
1
）
 テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
2
）
 研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

（
3
）
 デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
（
4
）
 研

究
成

果
の

発
表

（
1
）
 T

h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

.
（
2
）
 C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

.
（
3
）
 A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

（
4
）
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
理

組
織

医
学

実
験

研
究

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

n
at

o
m

ic
al

 P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

下
　

正
　

細
胞

治
療

医
学

教
授

（
代

理
）

T
ad

as
h
i 
M

at
su

sh
it
a.

 P
ro

fe
ss

o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
O

n
 F

ri
da

y,
 t

h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
C

e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
態

観
察

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
し

て
、

免
疫

染
色

な
ど

の
能

力
を

形
成

す
る

。
E
xp

e
ri
e
n
c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

, 
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c
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。
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献
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re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
理

組
織

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 A

n
at

o
m

ic
al

 P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

留
部

　
謙

之
輔

　
臓

器
病

態
診

断
学

教
授

 
K
e
n
n
o
su

ke
 K

ar
u
be

, 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
4
:0

0
 

O
n
 F

ri
da

y,
th

ro
u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
0
:0

0
-
1
4
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
個

々
の

症
例

の
病

理
診

断
に

関
し

て
随

時
検

討
を

行
う

能
力

を
形

成
す

る
。

人
体

病
理

学
に

関
わ

る
基

盤
を

習
得

す
る

過
程

で
最

新
の

文
献

に
よ

る
考

察
を

行
う

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

  
T
o
 

le
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
人

体
病

理
学

、
病

因
の

解
明

と
診

断
に

関
わ

る
技

術
の

習
得

と
開

発
が

で
き

る
。
 

（
2
) 
疾

病
の

解
析

を
通

じ
て

総
合

的
・

多
元

的
に

病
態

を
考

察
で

き
る

。
 

（
1
) 
T
o
 a

c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 c
o
n
si

de
r 

o
ve

ra
ll 

pr
o
fil

e
 o

f 
e
ac

h
 o

f 
h
u
m

an
 d

is
e
as

e
s.

 
（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 a

pp
ro

ac
h
 o

f 
c
lin

ic
al

 c
as

e
s 

w
it
h
 a

 l
it
e
ra

tu
re

 s
e
ar

c
h
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
 

（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

. 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

. 
（
3
) 
A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

 
（
4
) 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

病
理

組
織

医
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 A

n
at

o
m

ic
al

 P
at

h
o
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
加

留
部

　
謙

之
輔

　
臓

器
病

態
診

断
学

教
授

 
K
e
n
n
o
su

ke
 K

ar
u
be

, 
P

ro
fe

ss
o
r

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

曜
日

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

O
n
 F

ri
da

y,
th

ro
u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

, 
1
4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
3

階
　

病
理

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
gA

,3
F
, 
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
h
o
lo

gy
 a

n
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

形
態

観
察

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
し

て
、

免
疫

染
色

な
ど

の
能

力
を

形
成

す
る

。
 

E
xp

e
ri
e
n
c
e
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
pa

th
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

, 
su

c
h
 a

s 
im

m
u
n
o
h
is

to
c
h
e
m

is
tr

y,
 

u
si

n
g 

m
at

e
ri
al

s 
o
f 
m

al
ig

n
an

t 
tu

m
o
rs

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

（
1
) 
病

理
形

態
学

的
研

究
に

必
要

な
診

断
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
2
) 
病

理
形

態
学

的
研

究
に

必
要

な
染

色
手

技
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
 

（
1
) 
T
o
 l
e
ar

n
 b

as
ic

s 
o
f 
re

se
ar

c
h
 f
o
r 

su
rg

ic
al

 p
at

h
o
lo

gy
. 

（
2
) 
T
o
 l
e
ar

n
 t

h
e
 t

e
c
h
n
ic

al
 a

pp
lic

at
io

n
 f
o
r 

th
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 p

ra
c
ti
c
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

本
授

業
は

以
下

の
 4

 つ
の

内
容

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
課

題
の

明
確

化
と

調
査

の
設

計
・

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

の
分

析
と

結
果

の
解

釈
 

（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

. 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 i
ss

u
e
s 

an
d 

de
si

gn
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
su

rv
e
ys

. 
（
3
) 
A

n
al

yz
in

g 
da

ta
 a

n
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

re
su

lt
s.

 
（
4
) 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

放
射

線
医

療
学

セ
ミ

ナ
ー

S
e
m

in
ar

 o
n
 R

ad
ia

ti
o
n
 M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
長

縄
慎

二
　

量
子

医
学

教
授

S
h
in

ji 
N

ag
an

aw
a,

 P
ro

fe
ss

o
r 

an
d 

C
h
ai

r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
R

ad
io

lo
gy

,

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
水

曜
日

 1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
A

ll 
ye

ar
 (
th

e
 fi

rs
t 

an
d 

se
c
o
n
d 

te
rm

) 
E
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 1

0
:0

0
-
1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
8

階
　

量
子

医
学

/
量

子
介

入
治

療
学

教
室

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

N
o
. 
1
, 
8
th

 F
lo

o
r

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

画
像

を
通

じ
た

地
域

医
療

連
携

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
そ

の
考

え
方

を
学

ぶ
。

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 a
im

s 
to

 l
e
ar

n
 t

h
e
 p

ro
pe

r 
w

ay
 o

f 
th

e
 r

e
gi

o
n
al

 m
e
di

c
al

 c
o
o
pe

ra
ti
o
n
 

th
o
ru

gh
 t

h
e
 d

ia
gn

o
st

ic
 i
m

ag
in

g.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

地
域

医
療

連
携

に
お

け
る

画
像

検
査

の
役

割
と

効
果

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
T
h
e
 g

o
al

 o
f 
th

is
 s

e
m

in
ar

 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 r

o
le

 a
n
d 

e
ff
e
c
ti
ve

n
e
ss

 o
f 
di

ag
n
o
st

ic
 

im
ag

in
g 

in
 t

h
e
 r

e
gi

o
n
al

 m
e
di

c
al

 c
o
o
pe

ra
ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

画
像

診
断

に
よ

る
地

域
医

療
連

携
の

効
果

と
課

題
に

つ
い

て
、
実

際
の

オ
ー

ダ
リ
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ic

 m
e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

in
c
lu

di
n
g 

im
ag

e
 r

e
c
o
gn

it
io

n
, 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g,

 v
is

u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

A
I. 

A
ls

o
 y

o
u
 w

ill
 l
e
ar

n
 n

e
w

 
m

e
di

c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
an

d 
th

e
ra

py
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

su
c
h
 a

s 
c
o
m

pu
te

r 
as

si
st

e
d 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
su

rg
e
ry

. 
N

e
w

 d
ia

gn
o
st

ic
 a

n
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 m

e
th

o
ds

 w
ill

 b
e
 t

au
gh

t 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
is

 c
o
u
rs

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

医
療

分
野

に
お

け
る

画
像

情
報

処
理

と
そ

れ
を

利
用

し
た

診
断

治
療

支
援

手
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

m
e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

te
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

di
ag

n
o
st

ic
 a

n
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

ba
se

d 
o
n
 m

e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

医
用

画
像

の
認

識
、

理
解

、
可

視
化

と
い

っ
た

基
本

的
な

画
像

処
理

技
術

、
A

I技
術

、
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
支

援
画

像
診

断
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

外
科

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
そ

れ
を

利
用

し
た

新
し

い
診

断
治

療
法

に
つ

い
て

、
最

新
の

論
舞

踏
を

用
い

て
学

習
し

ま
す

。
毎

週
　

月
曜

日
1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
ま

で
通

年
で

行
い

ま
す

。
 

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

事
前

の
準

備
・

主
体

的
な

参
加

を
期

待
す

る
。
 

T
h
e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 p
re

pa
re

 f
o
r 

th
e
 e

xe
rc

is
e
s 

in
 a

dv
an

c
e
 a

n
d 

ac
ti
ve

ly
 

at
te

n
d 

th
e
 e

xe
rc

is
e
s.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

画
像

情
報

診
断

・
工

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 D

ia
gn

o
st

ic
 M

e
di

c
al

 I
m

ag
e
 P

ro
c
e
ss

in
g

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
森

　
健

策

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
金

　
1
0
:0

0
～

1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

東
山

キ
ャ

ン
パ

ス
　

IB
電

子
情

報
館

南
棟

4
6
5

号
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
 　

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

医
用

画
像

の
認

識
、

理
解

、
可

視
化

と
い

っ
た

基
本

的
な

画
像

処
理

技
術

、
A

I技
術

、
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
支

援
画

像
診

断
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

外
科

に
つ

い
て

j実
践

的
な

研
究

を
行

い
ま

す
。

バ
ー

チ
ャ

ル
画

像
や

手
術

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

的
利

用
法

に
つ

い
て

研
究

し
ま

す
。
 

In
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
, 
yo

u
 w

ill
 i
n
ve

st
ig

at
e
 p

ra
c
ti
c
al

 m
e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

in
c
lu

di
n
g 

im
ag

e
 r

e
c
o
gn

it
io

n
, 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g,

 v
is

u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

A
I. 

A
ls

o
 y

o
u
 w

ill
 s

tu
dy

 
o
n
 n

e
w

 m
e
di

c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
an

d 
th

e
ra

py
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

su
c
h
 a

s 
c
o
m

pu
te

r 
as

si
st

e
d 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
su

rg
e
ry

. 
P

ra
c
ti
c
al

 u
ti
liz

at
io

n
 o

f 
vi

rt
u
al

 i
m

ag
e
 g

e
n
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

su
rg

ic
al

 
n
av

ig
at

io
n
 w

ill
 b

e
 i
n
ve

st
ig

at
e
d 

h
e
re

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

医
療

分
野

に
お

け
る

画
像

情
報

処
理

と
そ

れ
を

利
用

し
た

診
断

治
療

支
援

手
法

に
つ

い
て

実
践

的
な

手
法

を
取

得
す

る
。
 

T
o
 l
e
ar

n
 p

ra
c
ti
c
al

 m
e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

te
c
h
n
iq

u
e
 a

n
d 

di
ag

n
o
st

ic
 

an
d 

th
e
ra

pe
u
ti
c
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

ba
se

d 
o
n
 m

e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

医
用

画
像

の
認

識
、

理
解

、
可

視
化

と
い

っ
た

基
本

的
な

画
像

処
理

技
術

、
A

I技
術

、
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
支

援
画

像
診

断
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

外
科

に
つ

い
て

j実
践

的
な

研
究

を
行

い
ま

す
．

バ
ー

チ
ャ

ル
画

像
や

手
術

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

的
利

用
法

に
つ

い
て

研
究

し
ま

す
．

毎
週

　
金

曜
日

1
0

：
0
0

～
1
2

：
0
0

ま
で

通
年

で
行

iい
ま

す
。
 

In
 t

h
is

 c
o
u
rs

e
, 
yo

u
 w

ill
 i
n
ve

st
ig

at
e
 p

ra
c
ti
c
al

 m
e
di

c
al

 i
m

ag
e
 i
n
fo

rm
at

io
n
 p

ro
c
e
ss

in
g 

in
c
lu

di
n
g 

im
ag

e
 r

e
c
o
gn

it
io

n
, 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g,

 v
is

u
al

iz
at

io
n
 a

n
d 

A
I. 

A
ls

o
 y

o
u
 w

ill
 s

tu
dy

 
o
n
 n

e
w

 m
e
di

c
al

 d
ia

gn
o
si

s 
an

d 
th

e
ra

py
 t

e
c
h
n
o
lo

gi
e
s 

su
c
h
 a

s 
c
o
m

pu
te

r 
as

si
st

e
d 

di
ag

n
o
si

s 
an

d 
su

rg
e
ry

. 
P

ra
c
ti
c
al

 u
ti
liz

at
io

n
 o

f 
vi

rt
u
al

 i
m

ag
e
 g

e
n
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

su
rg

ic
al

 
n
av

ig
at

io
n
 w

ill
 b

e
 i
n
ve

st
ig

at
e
d 

h
e
re

. 
 T

h
e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

h
e
ld

 a
t 

1
0
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0
 e

ve
ry

 
F
ri
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-145-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

小
児

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 P

e
di

at
ri
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
髙

橋
　

義
行

、
小

児
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
5

階
　

小
児

科
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
領

域
の

最
新

の
知

見
を

学
び

、
論

文
を

批
判

的
に

吟
味

し
、

自
ら

が
情

報
を

発
信

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 l
at

e
st

 fi
n
di

n
gs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
pe

di
at

ri
c
s,

 
c
ri
ti
c
al

ly
 e

xa
m

in
e
 a

rt
ic

le
s,

 a
n
d 

ac
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 p
re

se
n
t 

th
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 t

h
e
ir
 

o
w

n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
学

は
ヒ

ト
の

成
長

と
発

達
を

研
究

す
る

学
問

で
、

そ
の

対
象

は
小

児
の

疾
患

の
み

で
な

く
、
広

く
保

健
学

や
社

会
学

を
含

む
。

当
教

室
は

、
幅

広
い

小
児

科
学

の
な

か
で

も
、
血

液
腫

瘍
、

神
経

、
感

染
症

、
循

環
器

、
ア

レ
ル

ギ
ー

分
野

の
診

療
や

研
究

に
力

を
注

い
で

い
る

。
各

領
域

の
最

新
の

知
見

を
学

び
、

研
究

を
お

こ
な

う
こ

と
で

、
論

文
を

批
判

的
に

吟
味

し
、

自
ら

が
情

報
を

発
信

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
。
 

P
e
di

at
ri
c
s 

is
 c

o
n
c
e
rn

e
d 

w
it
h
 t

h
e
 g

ro
w

th
 a

n
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ts

 o
f 
h
u
m

an
s.

 T
h
is

 
su

bj
e
c
t 

c
o
ve

rs
 n

o
t 

o
n
ly

 c
h
ild

re
n
 d

is
e
as

e
s 

bu
t 

al
so

 h
e
al

th
 s

c
ie

n
c
e
s 

an
d 

so
c
io

lo
gy

. 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
w

e
 p

u
t 

sp
e
c
ia

l 
e
m

ph
as

is
 o

n
 h

e
m

at
o
lo

gy
,a

lle
rg

o
lo

gy
,n

e
u
ro

lo
gy

,in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
 o

r 
c
ar

di
o
lo

gy
.　

T
h
ro

u
gh

 b
ro

ad
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
st

at
e
 o

f 
ar

t 
e
xp

e
rt

is
e
 

an
d 

c
o
n
ti
n
u
in

g 
re

se
ar

c
h
e
s,

 o
n
e
 c

an
 a

c
h
ie

ve
 c

ri
ti
c
al

 v
ie

w
 t

o
 p

ap
e
rs

 a
n
d 

be
c
o
m

e
 

c
ap

ab
le

 t
o
 o

u
tp

u
t 

in
fo

rm
at

io
n
 b

y 
o
n
e
se

lf
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

、
各

専
門

分
野

の
グ

ル
ー

プ
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

の
ト

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
文

献
を

抄
読

し
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
お

こ
な

う
。

ま
た

、
1

回
／

月
に

、
小

児
科

に
共

通
す

る
ト

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
基

礎
的

論
文

を
抄

読
す

る
。

年
に

数
回

、
各

臓
器

別
の

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
専

門
家

を
招

い
て

セ
ミ

ナ
ー

を
お

こ
な

う
。
 

E
ac

h
 fi

e
ld

-
sp

e
c
ifi

e
d 

gr
o
u
p 

h
o
ld

s 
a 

di
sc

u
ss

io
n
 o

n
c
e
 a

 w
e
e
k 

th
ro

u
gh

 r
e
ad

in
g 

a 
se

le
c
te

d 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
la

te
d 

to
 t

h
e
 g

ro
u
p'

s 
m

aj
o
r.
 F

u
rt

h
e
rl
y,

 o
n
c
e
 a

 m
o
n
th

, 
ba

si
c
 

lit
e
ra

tu
re

 w
it
h
 t

o
pi

c
 c

o
m

m
o
n
 t

o
 a

ll 
P

e
di

at
ri
c
s 

fie
ld

 i
s 

c
h
o
se

n
 a

n
d 

sh
ar

e
d 

th
ro

u
gh

 
re

ad
in

g.
 O

c
c
as

io
n
al

ly
 i
n
 t

h
e
 y

e
ar

, 
a 

sp
e
c
ia

lis
t 

di
ff
e
re

n
ti
at

e
d 

by
 o

rg
an

 i
s 

in
vi

te
d 

to
 

sp
e
ak

 a
t 

a 
se

m
in

ar
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

小
児

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 P

e
di

at
ri
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
髙

橋
　

義
行

　
 T

A
K
A

H
A

S
H

I 
 Y

o
sh

iy
u
ki

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

水
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
5

階
　

小
児

科
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
の

関
連

研
究

の
基

礎
と

な
る

実
験

手
技

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 l
ab

o
ra

to
ry

 t
e
c
h
n
iq

u
e
s 

w
h
ic

h
 a

re
 t

h
e
 b

as
is

 
fo

r 
re

le
va

n
t 

re
se

ar
c
h
 i
n
 p

e
di

at
ri
c
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
学

は
ヒ

ト
の

成
長

と
発

達
を

研
究

す
る

学
問

で
、

そ
の

対
象

は
小

児
の

疾
患

の
み

で
な

く
、
広

く
保

健
学

や
社

会
学

を
含

む
。

当
教

室
は

、
幅

広
い

小
児

科
学

の
な

か
で

も
、
血

液
腫

瘍
、

神
経

、
感

染
症

、
循

環
器

、
ア

レ
ル

ギ
ー

分
野

の
診

療
や

研
究

に
力

を
注

い
で

い
る

。
各

領
域

の
最

新
の

研
究

を
進

め
る

た
め

に
必

要
な

幅
広

い
実

験
法

を
身

に
つ

け
る

。
 

P
e
di

at
ri
c
s 

is
 c

o
n
c
e
rn

e
d 

w
it
h
 t

h
e
 g

ro
w

th
 a

n
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ts

 o
f 
h
u
m

an
s.

 I
n
 t

h
is

 
se

m
in

ar
, 
w

e
 p

u
t 

sp
e
c
ia

l 
e
m

ph
as

is
 o

n
 h

e
m

at
o
lo

gy
, 
al

le
rg

o
lo

gy
, 
n
e
u
ro

lo
gy

, 
in

fe
c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
 o

r 
c
ar

di
o
lo

gy
.　

V
ar

io
u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 a
re

 t
o
 b

e
 a

c
c
o
m

pl
is

h
e
d 

le
ad

in
g 

to
 u

p-
to

 -
da

te
 r

e
se

ar
c
h
e
s 

in
 e

ac
h
 fi

e
ld

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

研
究

の
基

礎
と

な
る

細
胞

培
養

法
、

フ
ロ

ー
サ

イ
ト

メ
ト

リ
ー

を
使

用
す

る
免

疫
学

的
実

験
法

、
遺

伝
子

解
析

に
必

要
な

手
法

を
学

習
す

る
。

T
h
e
 c

o
u
rs

e
 c

o
n
te

n
ts

 i
n
c
lu

de
 c

e
ll 

c
u
lt
iv

at
io

n
 m

e
th

o
d 

w
h
ic

h
 i
s 

th
e
 b

as
ic

s 
fo

r 
re

se
ar

c
h
in

g,
 i
m

m
u
n
o
lo

gi
c
al

 e
xp

e
ri
m

e
n
ts

 u
si

n
g 

flo
w

 c
yt

o
m

e
tr

y 
an

d 
m

e
th

o
ds

 
re

qu
ir
e
d 

fo
r 

ge
n
e
 a

n
al

ys
is

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

小
児

科
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 P

e
di

at
ri
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
髙

橋
　

義
行

、
小

児
科

学
教

授

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
火

曜
日

　
1
8
:0

0
〜

2
0
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

研
究

棟
1

号
館

　
5

階
　

小
児

科
学

教
室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
領

域
の

最
新

の
知

見
を

学
び

、
論

文
を

批
判

的
に

吟
味

し
、

自
ら

が
情

報
を

発
信

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
e
 p

u
rp

o
se

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 l
e
ar

n
 t

h
e
 l
at

e
st

 fi
n
di

n
gs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
pe

di
at

ri
c
s,

 
c
ri
ti
c
al

ly
 e

xa
m

in
e
 a

rt
ic

le
s,

 a
n
d 

ac
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 p
re

se
n
t 

th
e
ir
 r

e
se

ar
c
h
 o

n
 t

h
e
ir
 

o
w

n
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

小
児

科
学

は
ヒ

ト
の

成
長

と
発

達
を

研
究

す
る

学
問

で
、

そ
の

対
象

は
小

児
の

疾
患

の
み

で
な

く
、
広

く
保

健
学

や
社

会
学

を
含

む
。

当
教

室
は

、
幅

広
い

小
児

科
学

の
な

か
で

も
、
血

液
腫

瘍
、

神
経

、
感

染
症

、
循

環
器

、
ア

レ
ル

ギ
ー

分
野

の
診

療
や

研
究

に
力

を
注

い
で

い
る

。
各

領
域

の
最

新
の

知
見

を
学

び
、

研
究

を
お

こ
な

う
こ

と
で

、
論

文
を

批
判

的
に

吟
味

し
、

自
ら

が
情

報
を

発
信

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
。
 

P
e
di

at
ri
c
s 

is
 c

o
n
c
e
rn

e
d 

w
it
h
 t

h
e
 g

ro
w

th
 a

n
d 

de
ve

lo
pm

e
n
ts

 o
f 
h
u
m

an
s.

 T
h
is

 
su

bj
e
c
t 

c
o
ve

rs
 n

o
t 

o
n
ly

 c
h
ild

re
n
 d

is
e
as

e
s 

bu
t 

al
so

 h
e
al

th
 s

c
ie

n
c
e
s 

an
d 

so
c
io

lo
gy

. 
In

 t
h
is

 s
e
m

in
ar

, 
w

e
 p

u
t 

sp
e
c
ia

l 
e
m

ph
as

is
 o

n
 h

e
m

at
o
lo

gy
,a

lle
rg

o
lo

gy
,n

e
u
ro

lo
gy

,in
fe

c
ti
o
u
s 

di
se

as
e
 o

r 
c
ar

di
o
lo

gy
.　

T
h
ro

u
gh

 b
ro

ad
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
st

at
e
 o

f 
ar

t 
e
xp

e
rt

is
e
 

an
d 

c
o
n
ti
n
u
in

g 
re

se
ar

c
h
e
s,

 o
n
e
 c

an
 a

c
h
ie

ve
 c

ri
ti
c
al

 v
ie

w
 t

o
 p

ap
e
rs

 a
n
d 

be
c
o
m

e
 

c
ap

ab
le

 t
o
 o

u
tp

u
t 

in
fo

rm
at

io
n
 b

y 
o
n
e
se

lf
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

毎
週

、
各

専
門

分
野

の
グ

ル
ー

プ
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

の
ト

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
文

献
を

抄
読

し
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
お

こ
な

う
。

ま
た

、
1

回
／

月
に

、
小

児
科

に
共

通
す

る
ト

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
基

礎
的

論
文

を
抄

読
す

る
。

年
に

数
回

、
各

臓
器

別
の

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
専

門
家

を
招

い
て

セ
ミ

ナ
ー

を
お

こ
な

う
。
 

E
ac

h
 fi

e
ld

-
sp

e
c
ifi

e
d 

gr
o
u
p 

h
o
ld

s 
a 

di
sc

u
ss

io
n
 o

n
c
e
 a

 w
e
e
k 

th
ro

u
gh

 r
e
ad

in
g 

a 
se

le
c
te

d 
lit

e
ra

tu
re

 r
e
la

te
d 

to
 t

h
e
 g

ro
u
p'

s 
m

aj
o
r.
 F

u
rt

h
e
rl
y,

 o
n
c
e
 a

 m
o
n
th

, 
ba

si
c
 

lit
e
ra

tu
re

 w
it
h
 t

o
pi

c
 c

o
m

m
o
n
 t

o
 a

ll 
P

e
di

at
ri
c
s 

fie
ld

 i
s 

c
h
o
se

n
 a

n
d 

sh
ar

e
d 

th
ro

u
gh

 
re

ad
in

g.
 O

c
c
as

io
n
al

ly
 i
n
 t

h
e
 y

e
ar

, 
a 

sp
e
c
ia

lis
t 

di
ff
e
re

n
ti
at

e
d 

by
 o

rg
an

 i
s 

in
vi

te
d 

to
 

sp
e
ak

 a
t 

a 
se

m
in

ar
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te
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。
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授
業
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目

的
O
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e
c
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o
f

th
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o
u
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e

高
齢

者
診

療
の

基
盤

と
な

る
様

々
な

身
体

・
精

神
・

心
理

機
能

評
価

法
を

習
得

し
、

様
々

な
高

齢
者

の
医

療
現

場
で

必
要

と
な

る
知

識
、

技
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す
る

。
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c
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h
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tu

de
s 

re
qu

ir
e
d 

in
 v

ar
io

u
s 

m
e
di

c
al

 s
e
tt

in
gs

 f
o
r 

th
e
 o

ld
e
r 

pa
ti
e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

1
. 
高

齢
患

者
の

身
体

的
、

精
神

心
理

的
、

さ
ら

に
は

社
会

的
背

景
の

評
価

が
で

き
る

。
 

2
. 
高

齢
者

医
療

の
現

場
で

実
践

で
き

る
診

療
行

為
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

な
ど

を
説

明
で

き
る

。
 

3
. 
高

齢
者

医
療

に
お

け
る

他
職

種
の

業
務

を
理

解
し

多
職

種
連

携
な

ど
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。 
B

y 
th

e
 e

n
d 

o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
, 
ap

pr
ic

an
ts

 w
ill

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 

1
. 
e
va

lu
at

e
 t

h
e
 p

h
ys

ic
al

, 
ps

yc
h
o
lo

gi
c
al

, 
an

d 
so

c
ia

l 
ba

c
kg

ro
u
n
d 

o
f 
o
ld

e
r 

pa
ti
e
n
ts

. 
2
. 
 e
xp

la
in

 m
e
di

c
al

 p
ra

c
ti
c
e
s 

an
d 

lo
n
g-

te
rm

 c
ar

e
 s

e
rv

ic
e
s 

th
at

 c
an

 b
e
 p

ra
c
ti
c
e
d 

in
 

va
ri
o
u
s 

c
lin

ic
al

 s
e
tt

in
gs

 f
o
r 

o
ld

e
r 

 a
du

lt
s.

3
. 
 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

w
o
rk

s 
o
f 
o
th

er
 o

cc
u
pa

ti
o
ns

 a
t 

ho
m

e 
m

ed
ic

al
 s

et
ti
ng

s 
an

d 
ex

pl
ai

n
 

m
u
lt
id

ic
ip

lin
ar

y 
c
o
lla

bo
ra

ti
o
n
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
高

齢
者

総
合

機
能

評
価

 (
C

G
A

) 
に

つ
い

て
学

習
す

る
。
 

2
. 
 在

宅
医

療
を

含
む

高
齢

者
医

慮
の

現
場

で
で

き
る

医
療

行
為

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
な

ど
に

つ
き

学
習

す
る

。
3
. 
 高

齢
者

医
療

に
関

わ
る

他
職

種
の

業
務

を
学

習
し

、
多

職
連

携
の

方
法

に
つ

い
て

実
践

を
通

じ
て

学
習

す
る

。
1
. 
L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

th
e
 C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 G

e
ri
at

ri
c
 A

ss
e
ss

m
e
n
t 

(C
G

A
).
 

2
. 
 L
e
ar

n
 a

bo
u
t 

m
e
di

c
al

 p
ra

c
ti
c
e
s 

an
d 

lo
n
g-

te
rm

 c
ar

e
 s

e
rv

ic
e
s 

th
at

 c
an

 b
e
 

pr
ac

ti
c
e
d 

in
 v

ar
io

u
s 

c
lin

ic
al

 s
e
tt

in
gs

 i
n
c
lu

di
n
g 

h
o
m

e
 m

e
di

c
al

 c
ar

e
.

3
. 
 L
e
ar

n
 t

h
e
 w

o
rk

s 
o
f 
o
th

e
r 

o
c
c
u
pa

ti
o
n
s 

re
la

te
d 

to
 h

o
m

e
 m

e
di

c
al

 c
ar

e
, 
an

d 
le

ar
n
 

m
u
lit

id
ic

ip
lin

ar
y 

c
o
lla

bo
ra

ti
o
n
 t

h
ro

u
gh

 p
ra

c
ti
c
e

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

地
域

在
宅

医
療

学
・

老
年

科
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 C

o
m

m
u
n
it
y 

H
e
al

th
c
ar

e
 a

n
d 

G
e
ri
at

ri
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r

梅
垣

宏
行

　
地

域
在

宅
医

療
学

・
老

年
科

学
准

教
授

 
A

ss
o
c
 P

ro
f.
 H

ir
o
yu

ki
 U

m
e
ga

ki
, 
C

h
ai

r,
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
C

o
m

m
u
n
it
y 

H
e
al

th
c
ar

e
 a

n
d 

G
e
ri
at

ri
c
s

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

　
1
3
:0

0
〜

1
6
:0

0
 

E
ve

ry
 M

o
n
. 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
6

階
　

地
域

在
宅

医
療

学
・

老
年

科
学

教
室

 6
F
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 

R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
C

o
m

m
u
n
it
y 

H
e
al

th
c
ar

e
 a

n
d 

G
e
ri
at

ri
c
s

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

老
年

医
学

に
関

す
る

臨
床

疫
学

、
臨

床
研

究
の

方
法

論
を

会
得

す
る

。
 

T
h
e
 a

im
 o

f 
th

e
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 a

c
qu

ir
e
 m

e
th

o
do

lo
gi

e
s 

o
f 
c
lin

ic
al

 e
pi

de
m

io
lo

gy
 a

n
d 

c
lin

ic
al

 r
e
se

ar
c
h
 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
ge

ri
at

ri
c
 m

e
di

c
in

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

受
講

者
が

授
業

終
了

時
に

、
以

下
の

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
. 
各

種
医

療
現

場
に

お
け

る
高

齢
者

医
療

に
関

わ
る

エ
ビ

デ
ン

ス
を

調
査

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2
. 
高

齢
者

医
療

の
発

展
に

必
要

な
重

要
課

題
を

抽
出

で
き

る
。
 

3
. 
新

た
な

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
に

つ
な

が
る

研
究

が
実

践
で

き
る

。
 

B
y 

th
e
 e

n
d 

o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
, 
ap

pr
ic

an
ts

 w
ill

 b
e
 a

bl
e
 t

o
 

1
. 
 in

ve
st

ig
at

e
 e

vi
de

n
c
e
s 

re
la

te
d 

to
 m

e
di

c
al

 c
ar

e
 f
o
r 

th
e
 e

ld
e
rl
y 

in
 v

ar
io

u
s 

m
e
di

c
al

 
se

tt
in

gs
.

2
. 
 e
xt

ra
c
t 

th
e
 i
m

po
rt

an
t 

is
su

e
s 

th
at

 r
e
qu

ir
e
 t

h
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
m

e
di

c
al

 c
ar

e
 f
o
r 

th
e
 o

ld
e
r 

pa
ti
e
n
ts

.
3
. 
pr

ac
ti
c
e
 r

e
se

ar
c
h
 t

h
at

 w
ill

 l
e
ad

 t
o
 t

h
e
 c

o
n
st

ru
c
ti
o
n
 o

f 
n
e
w

 e
vi

de
n
c
e
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
必

要
な

論
文

検
索

手
法

を
学

習
し

実
践

す
る

。
 

2
. 
医

療
現

場
で

の
高

齢
者

医
療

に
お

け
る

発
展

が
望

ま
れ

る
重

要
課

題
を

学
習

す
る

。
 

3
. 
 上

記
の

課
題

を
解

決
（
エ

ビ
デ

ン
ス

の
構

築
）

に
つ

な
が

る
研

究
手

法
を

議
論

し
、

研
究

計
画

を
立

案
す

る
。

1
. 
L
e
ar

n
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
e
 t

h
e
 r

e
qu

ir
e
d 

ar
ti
c
le

 s
e
ar

c
h
 m

e
th

o
d 

fr
o
m

 t
h
e
 d

at
ab

as
e
. 

2
. 
 L
e
ar

n
 i
m

po
rt

an
t 

is
su

e
s 

th
at

 a
re

 d
e
si

re
d 

to
 b

e
 d

e
ve

lo
pe

d 
in

 m
e
di

c
al

 c
ar

e
 i
n
 

va
ri
o
u
s 

m
e
di

c
al

 fi
e
ld

s 
fo

r 
o
ld

e
r 

pa
ti
e
n
ts

.
3
. 
 D

is
c
u
ss

 r
e
se

ar
c
h
 m

e
th

o
ds

 t
h
at

 w
ill

 s
o
lv

e
 t

h
e
 a

bo
ve

 p
ro

bl
e
m

s 
(b

u
ild

 e
vi

de
n
c
e
) 

an
d 

fo
rm

u
la

te
 a

 r
e
se

ar
c
h
 p

la
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-149-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

総
合

診
療

医
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 G

e
n
e
ra

l 
M

e
di

c
in

e

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
佐

藤
寿

一
病

院
教

授
 P

ro
f.
 J

u
ic

h
i 
S
at

o
 

佐
藤

元
紀

講
師

 A
/
P

ro
f.
 M

o
to

ki
 S

at
o

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
5
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

1
5
:0

0
 -

 1
7
:0

0
 E

ve
ry

 M
o
n
da

y 
th

ro
u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

1
階

　
総

合
診

療
科

医
局

 
M

e
di

c
al

 o
ffi

c
e
 o

f 
G

e
n
e
ra

l 
M

e
di

c
in

e
,1

F
 M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
 o

r 
S
ky

pe
 f
o
r 

di
st

an
c
e
 l
e
ar

n
e
rs

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

総
合

診
療

医
学

の
研

究
お

よ
び

医
学

教
育

学
教

育
研

究
に

必
要

な
知

識
、
研

究
方

法
（
量

的
、

質
的

）
、

倫
理

、
論

文
の

書
き

方
、

研
究

助
成

申
請

書
の

書
き

方
な

ど
を

概
説

す
る

。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 w
ill

 e
xp

lo
re

 t
h
e
 v

ar
io

u
s 

c
lin

ic
al

 a
n
d 

e
du

c
at

io
n
al

 i
n
te

re
st

s,
 a

s 
w

e
ll 

as
 

th
e
 r

e
se

ar
c
h
 i
n
te

re
st

s,
 t

h
at

 h
av

e
 s

h
ap

e
d 

th
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
id

e
as

 a
n
d 

pr
ac

ti
c
e
s 

as
so

c
ia

te
d 

w
it
h
 g

e
n
e
ra

l 
m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

m
e
di

c
al

 e
du

c
at

io
n
. 
T
h
is

 s
e
m

in
ar

 w
ill

 c
o
ve

r 
kn

o
w

le
dg

e
 a

bo
u
t 

w
ri
ti
n
g 

re
se

ar
c
h
 p

ap
e
r,
 g

ra
n
t 

pr
o
po

sa
l 
re

se
ar

c
h
 e

th
ic

s 
an

d 
re

se
ar

c
h
 m

e
th

o
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れ
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。
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u
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。
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に
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須
の

倫
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的
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実
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る
こ

と
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ら

に
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遂

行
に

必
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的
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得
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と
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を
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・
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。
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サ
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サ
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が
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。
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取
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・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

医
療

の
質

・
患

者
安

全
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 Q

u
al

it
y 

an
d 

P
at

ie
n
t 

S
af

e
ty

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
長

尾
　

能
雅

　
 N

ag
ao

 Y
o
sh

im
as

a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

　
9
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0
〜

1
2
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u
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u
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n
d 
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c
o
n
d 
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m

e
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e
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E
ve
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o
n
da

y,
 W

e
dn

e
sd

ay
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an

d 
F
ri
da

y 
9
:0

0
 t

o
 1

2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

中
央

診
療

棟
A

　
4

階
　

患
者

安
全

推
進

部
 

C
e
n
tr

al
 C

o
n
su

lt
at

io
n
 B

u
ild

in
g 

A
 4

F
 D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
P

at
ie

n
t 

S
af

e
ty

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

1
. 
医

療
の

質
を

測
定

し
、

改
善

に
つ

な
げ

る
科

学
的

手
法

の
研

究
 

2
. 
重

大
医

療
事

故
調

査
、

分
析

の
研

究
　

　
な

ど
 

1
. 
 C

lin
ic

al
 r

e
se

ar
c
h
 a

bo
u
t 

m
e
as

u
re

m
e
n
t 

o
f 
qu

al
it
y 

o
f 
c
ar

e
 a

n
d 

im
pr

o
ve

m
e
n
t 

sc
ie

n
c
e

2
. 
A

n
al

ys
is

 a
bo

u
t 

c
lin

ic
al

 a
dv

e
rs

e
 e

ve
n
ts

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

標
は

、
医

療
の

質
管

理
・

患
者

安
全

学
の

教
育

と
、

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
で

あ
る

。
様

々
な

臨
床

上
の

問
題

に
対

応
す

る
た

め
の

知
識

と
技

量
の

習
得

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
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o
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f 
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 p
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s 
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du
c
at

e
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n
d 
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p 
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ad

e
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n
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u
al
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y 
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pr

o
ve

m
e
n
t 
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d 
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ti
e
n
t 

sa
fe

ty
.T

h
is

 p
ro

gr
am

 p
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vi
de

s 
a 

w
id

e
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f 
tr
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n
in

g 
o
pt

io
n
s 

an
d 

o
th

e
r 

re
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u
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e
s 
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n
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 d
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p 

th
e
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n
o
w

le
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e
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n
d 

sk
ill
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m

pr
o
ve

 p
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n
t 

sa
fe
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.
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日
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2
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指
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す

る
。
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習
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レ
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ー
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ョ
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、

デ
ィ
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カ
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シ
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ン

等
に
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り

総
合

的
に
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断

す
る

。
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h
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連
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sit
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 C
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適
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す
る
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 C
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場
所
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c
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礎
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棟
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国
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医
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教

育
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教
室
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c
h
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u
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 2
F
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O

ffi
c
e
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io

n
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rs

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m
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ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

国
際

医
学

教
育

学
の

学
問

体
系

を
理

解
し

、
我

が
国

お
よ

び
海

外
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

に
関

わ
る

問
題

を
把

握
し

、
解

決
を

図
る

論
理

的
手

法
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

A
im

 o
f 
th

is
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o
u
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e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 a

c
ad

e
m

ic
 s

ys
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m
 o

f 
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te
rn

at
io

n
al

 m
e
di

c
in

e
 

e
du

c
at

io
n
, 
ac

qu
ir
e
 m

e
th

o
ds

 t
o
 e
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m

in
e
 p

ro
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e
m

s 
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la
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d 
to
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D

 c
o
u
rs

e
 a

n
d 

gr
ad

u
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e
 e

du
c
at

io
n
 i
n
 m

e
di

c
al

 s
c
h
o
o
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n
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n
d 

o
ve

rs
e
as

, 
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d 
to
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n
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yz
e
 

re
la

te
d 
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o
bl

e
m

s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
1
. 
 我

が
国

お
よ

び
海

外
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

に
関

わ
る

問
題

を
把

握
し

課
題

、
動

向
を

説
明

で
き

る
。

2
. 
 我

が
国

お
よ

び
海

外
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

に
関

わ
る

問
題

を
把

握
し

解
決

を
提

案
で

き
る

。
3
. 
 我

が
国

お
よ

び
海

外
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

に
関

わ
る

問
題

を
把

握
し

新
た

な
提

案
が

で
き

る
。

In
 t

h
is

 c
la

ss
, 
th

e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
to

 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
 f
o
llo

w
in

g 
kn

o
w

le
dg

e
 a

n
d 

ab
ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss

.  
1
. 
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o
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e 
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o
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st
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d 
th

e
 p

ro
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em
s 
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d 

ex
pl
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n 

th
e 
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 a

nd
 t
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nd

s 
re
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te

d 
to

 m
e
di

c
al

 s
c
h
o
o
l 
an

d 
gr

ad
u
at

e
 e

du
c
at

io
n
 i
n
 J
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an

 a
n
d 

o
ve

rs
e
as

.
2
. 
 T
o
 b

e
 a

bl
e
 t

o
 u

n
de
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ta

n
d 

an
d 

pr
o
po

se
 s

o
lu

ti
o
n
s 

to
 p

ro
bl

e
m

s 
re

la
te

d 
to

 m
e
di

c
al
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d 
gr
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u
at

e
 e

du
c
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n
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n
 J
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 a
n
d 

o
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e
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.
3
. 
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o
 b

e
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e
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o
 u

n
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n
d 
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d 
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o
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 n

e
w

 s
o
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o
n
s 

to
 p
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e
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te
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n
d 
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u
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 e
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c
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n
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n
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an

 a
n
d 

o
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e
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授
業

の
構

成
C

o
u
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e
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o
n
te

n
t

世
界

の
卓

越
し

た
研

究
大

学
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

の
質

的
研

究
を

広
く
行

い
、

国
際

的
に

活
躍

す
る

優
れ

た
臨

床
医

学
研

究
者

、
基

礎
医

学
研

究
者

、
医

学
教

育
研

究
者

の
育

成
に

資
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

行
う

。
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習
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験
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N
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限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

水
曜

日
　

9
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

, 
e
ve

ry
 W

e
dn

e
sd

ay
 0

9
0
0
-
1
2
0
0

実
施

場
所

P
la

c
e

基
礎

研
究

棟
　

2
階

　
国

際
医

学
教

育
学

教
室

 
B

as
ic

 M
e
di

c
al

 R
e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g,

 2
F
, 
O

ffi
c
e
 o

f 
In

te
rn

at
io

n
al

 A
ff
ai

rs

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

国
際

医
学

教
育

学
の

学
問

体
系

を
理

解
し

、
我

が
国

お
よ

び
海

外
の

医
学

部
、

医
学

部
大

学
院

教
育

に
関

わ
る

問
題

を
情

報
収

集
し

、
統

計
学

的
手

法
を

用
い

て
理

論
的

に
解

析
し

発
表

で
き

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

A
im

 o
f 
th

is
 c

o
u
rs

e
 i
s 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 a

c
ad

e
m

ic
 s

ys
te

m
 o

f 
in

te
rn

at
io

n
al

 m
e
di

c
in

e
 

e
du

c
at

io
n
, 
ga

th
e
r 

in
fo

rm
at

io
n
 o

n
 i
ss

u
e
s 

re
la

te
d 

to
 g

ra
du

at
e
 s

c
h
o
o
l 
e
du

c
at

io
n
 i
n
 

m
e
di

c
al

 s
c
h
o
o
ls

 i
n
 J

ap
an

 a
n
d 

o
ve

rs
e
as

, 
an

d 
an

al
yz

e
 i
t 

u
si

n
g 

st
at

is
ti
c
al

 m
e
th

o
ds

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
、

以
下

の
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

1
. 
 国

際
医

学
教

育
学

の
学

問
体

系
を

理
解

し
、

我
が

国
お

よ
び

海
外

の
医

学
部

、
医

学
部

大
学

院
教

育
に

関
わ

る
問

題
を

情
報

収
集

し
、

課
題

を
立

案
で

き
る

。
2
. 
 国

際
医

学
教

育
学

の
学

問
体

系
を

理
解

し
、

我
が

国
お

よ
び

海
外

の
医

学
部

、
医

学
部

大
学

院
教

育
に

関
わ

る
問

題
を

情
報

収
集

し
、

理
論

的
に

解
析

で
き

る
。

3
. 
 国

際
医

学
教

育
学

の
学

問
体

系
を

理
解

し
、

我
が

国
お

よ
び

海
外

の
医

学
部

、
医

学
部

大
学

院
教

育
に

関
わ

る
問

題
を

情
報

収
集

し
、

学
会

発
表

で
き

る
。

In
 t

h
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 c
la

ss
, 
th

e
 s

tu
de

n
ts

 a
re

 e
xp

e
c
te

d 
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 a
c
qu

ir
e
 t

h
e
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o
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w
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g 
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o
w

le
dg

e
 a

n
d 
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ili

ti
e
s 

at
 t

h
e
 e

n
d 

o
f 
th

e
 c

la
ss
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1
. 
 T
o
 u

n
de
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ta

n
d 

th
e
 a

c
ad

e
m
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f 
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n
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e
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c
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 e
du

c
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io
n
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e
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e
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o
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o
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c
t 
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at
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n
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n
 p
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bl

e
m
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d 
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e
di

c
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c
h
o
o
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n
d 
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u
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e
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e
di

c
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 e
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c
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io
n
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n
 J
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 a
n
d 

o
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e
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d 
to

 p
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n
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ss

u
e
s.

2
. 
 T
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e
 a

c
ad

e
m
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 s
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te

m
 o

f 
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rn
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n
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e
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c
al

 e
du

c
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n
, 
an

d 
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e
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e
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o
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o
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c
t 
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n
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n
d 

th
e
o
re

ti
c
al
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n
al
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e
 p
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e
m

s 
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d 
to

 
m

e
di

c
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c
h
o
o
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n
d 
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u
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e
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e
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c
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c
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n
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n
 J
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n
d 

o
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e
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.
3
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n
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ta

n
d 

th
e
 a

c
ad

e
m
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f 
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n
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c
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n
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e
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c
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o
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d 
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授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

他
大

学
へ

の
訪

問
、

国
際

会
議

へ
の

出
席

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

て
世

界
の

卓
越

し
た

研
究

大
学

の
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

の
質

的
研

究
を

広
く
行

い
、

国
際

的
に

活
躍

す
る

優
れ

た
臨

床
医

学
研

究
者

、
基

礎
医

学
研

究
者

、
医

学
教

育
研

究
者

の
育

成
に

資
す

る
研

究
の

た
め

の
機

会
を

与
え

る
。
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n
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g 
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e
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e
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c
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c
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e
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e
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c
h
e
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c
 m

e
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c
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e
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c
h
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e
ll 
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e
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c
h
e
rs

 
st

u
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in
g 

m
e
di

c
al
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du

c
at

io
n
.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

時
、

必
要

に
応

じ
て

指
示

す
る

. 
W

ill
 b

e
 a

n
n
o
u
n
c
e
d 

at
 t

h
e
 c

la
ss

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m
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e
h
e
n
si

ve
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e
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e
d 
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d 
o
n
 p
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o
n
s 
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d 

di
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u
ss
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n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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e
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n
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o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to
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ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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d.
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考

A
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臨
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学
領
域

-155-



授
業

科
目

名
C
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u
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e
 T

it
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臨
床

研
究

教
育

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 C
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al
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e
se
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c
h
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du
c
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io
n

担
当

教
員
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st
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勝
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雅

央
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単
位

数
N
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be
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0

単
位
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di
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期
間

・
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日
・
時

限
T
im
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e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
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火
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日

　
1
4
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0
〜

1
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実
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場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
3

階
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
ペ

ー
ス

3
1
4

室

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

・
臨

床
研

究
の

種
類

を
知

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
の

特
徴

を
理

解
す

る
 

・
臨

床
研

究
デ

ザ
イ

ン
の

基
本

を
理

解
し

、
研

究
実

施
計

画
書

の
骨

子
を

作
成

す
る

 
T
o
 k

n
o
w

 t
h
e
 t

yp
e
s 

o
f 
c
lin

ic
al
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e
se
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c
h
e
s 

an
d 

u
n
de
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ta

n
d 

th
e
 f
e
at

u
re

s 
o
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e
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h
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o
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c
h
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o
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h
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o
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 c
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e
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c
h
 d
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p 
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e
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n
o
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f 
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o
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c
o
l 
o
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th

e
 c
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al
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e
se
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c
h
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

・
臨

床
疑

問
を

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

と
し

て
構

造
化

で
き

る
 

・
リ

サ
ー

チ
ク

エ
ス

チ
ョ

ン
の

解
決

に
適

し
た

研
究

の
型

を
選

択
で

き
る

 
・

選
択

し
た

研
究

の
型

に
沿

っ
た

、
研

究
実

施
計

画
書

の
骨

子
を

作
成

で
き

る
 

T
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 d

e
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c
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h
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u
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h
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h
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T
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指
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す

る
。
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e
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績
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方
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M
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o
d 
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C
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演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
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テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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h
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修

条
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・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
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sit
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el

at
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 C
ou

rs
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適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
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n
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d 
o
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 d

e
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an
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時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
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an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
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nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b

e
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n
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m
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d.

備
考

A
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it
o
n
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n
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u
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臨
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研
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教
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学
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験
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c
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習
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e
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n
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授
業

の
目

的
O
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e
c
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ve
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o
f
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e
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o
u
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e

・
臨

床
研

究
の

種
類

を
知

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
の

特
徴

を
理

解
す

る
 

・
臨

床
研

究
デ

ザ
イ

ン
の

基
本

を
理

解
し

、
研

究
実

施
計

画
書

の
骨

子
を

作
成

す
る
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c
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c
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 f
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c
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 c
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c
h
.

学
習

到
達

目
標
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e
 C

o
u
rs

e

・
臨

床
疑

問
を

リ
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ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

と
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て
構

造
化

で
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る
 

・
リ

サ
ー

チ
ク
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ス

チ
ョ

ン
の

解
決

に
適

し
た

研
究

の
型

を
選

択
で

き
る

 
・

選
択

し
た

研
究

の
型

に
沿

っ
た

、
研

究
実

施
計

画
書

の
骨

子
を
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成

で
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る
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 d
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 c
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c
lin

ic
. 

T
o
 s

e
le

c
t 

ad
e
qu

at
e
 t

yp
e
 o

f 
c
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c
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 d
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c
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c
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 c
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c
h
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.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

上
記

の
た

め
に

、
臨

床
統

計
解

析
、

医
療

倫
理

な
ど

を
学

習
し

、
履

修
者

を
交

え
て

実
践

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
。
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 p
u
rp

o
se

, 
w

e
 o

ff
e
r 

c
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c
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 d
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。
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 b
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 d
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at
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習
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 c
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h
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 C
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 b
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 d
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 C
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s
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 b
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 d
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質
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の
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方
法
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 to
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 b
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 d
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u
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c
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、
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研
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す
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研
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の
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習
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シ
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ン

等
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す
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h
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目
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 C
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示

す
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 b
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 d

e
m

an
d.

時
間
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 C
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e
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究
の

種
類

を
知

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
の

特
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を
理

解
す

る
 

・
臨

床
研

究
デ

ザ
イ

ン
の

基
本

を
理

解
し

、
研

究
実

施
計
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書

の
骨
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を

作
成

す
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学
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標
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・
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床
疑

問
を

リ
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チ

ョ
ン
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し

て
構
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化

で
き

る
 

・
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サ
ー

チ
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エ
ス

チ
ョ

ン
の

解
決

に
適

し
た

研
究

の
型

を
選

択
で

き
る

 
・

選
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し
た

研
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の
型
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、
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究
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る
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ty
pe

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
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o
n
te

n
t

上
記

の
た

め
に

、
臨

床
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計
解

析
、

医
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倫
理

な
ど

を
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習
し

、
履

修
者

を
交

え
て

実
践

的
な
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ィ
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カ
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ン
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。
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c
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 d
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 w
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 p
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.

教
科

書
・
参
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図

書
等
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ex
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ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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 d
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・
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習
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お

け
る
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、
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ィ
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に
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h
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目
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。
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 C
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・
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検
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目

的
O
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e
c
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o
f
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e
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o
u
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小
児

内
科

系
、

外
科

系
領

域
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

疾
患

に
対

す
る

病
態

、
検

査
、

診
断

、
治

療
な

ど
つ

い
て

広
範

な
知

識
を

習
得

す
る

。
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 l
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o
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e

希
少

難
病

を
は

じ
め

と
し

た
小

児
領

域
の

各
種

疾
患

の
病

態
を

理
解

し
、

診
断

方
法

や
現

状
の

治
療

法
な

ど
に

対
す

る
知

識
を

獲
得

す
る

。
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授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

小
児

内
科

、
小

児
外

科
、

小
児

麻
酔

・
集

中
治

療
、

小
児

保
健

な
ど

の
各

領
域

に
お

け
る

最
先

端
の

研
究

内
容

を
紹

介
す

る
。

症
例

検
討

会
を

行
い

、
臨

床
的

な
視

点
か

ら
の

疾
患

理
解

を
深

め
る

。
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教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
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ks
/R

ef
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s
適

宜
指

示
す

る
。
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準
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e
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at
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M
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o
d 
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d 

C
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te
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a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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 c
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連

す
る
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目
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 C
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適
宜

指
示

す
る

。
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o
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間

外
学

習
等
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f-
di
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ed
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in
g 
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 C
o
ur
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o
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s

適
宜

指
示

す
る

。
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o
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 
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適

宜
指

示
す

る
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健
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療
総

合
セ

ン
タ

ー
・

症
例

検
討

室

授
業

形
態

T
yp
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f 
C
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実
験

・
実

習
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e
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e
n
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c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

臨
床

研
究

に
必

要
な

倫
理

指
針

、
統

計
学

的
手

法
な

ど
の

基
礎

を
学

習
し

、
研

究
計

画
の

立
案

、
研

究
の

遂
行

、
デ

ー
タ

の
解

析
、

論
文

作
成

手
法

を
習

得
す

る
。
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n
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e
n
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c
h
n
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u
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o
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o
u
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小
児

領
域

の
臨

床
研

究
を

遂
行

す
る

上
で

必
要

な
基

本
的

知
識

、
研

究
手

法
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
。
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h
e
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o
c
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c
o
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d 
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n
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研
究
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上

で
必

要
な

基
礎
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手

法
を

整
理

し
、

個
々

の
計

画
立

案
に

つ
い

て
個

別
に
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導

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 o

ff
e
rs

 t
h
e
 e

ss
e
n
ti
al

 b
as

ic
 k

w
n
o
le

dg
e
 a

n
d 

sk
ill

s 
fo

r 
c
o
n
du

c
ti
n
g 

c
lin

ic
al

 
re

se
ar

c
h
 o

f 
pe

di
at

ri
c
 m

e
di

c
in

e
 a

n
d 

 p
ro

vi
de

s 
in

st
ru

c
ti
o
n
 f
o
r 

in
di

vi
du

al
 r

e
se

ar
c
h
 

pl
an

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

臨
床
医
学
領
域

-157-





大講座名
Fields

専門分野名
Departments

授業科目名
Subjects

コースナンバリング
Course Numbering

掲載ページ
Page

統合医薬学領域の授業科目一覧

分子医薬学 薬物動態解析学 薬物動態解析学セミナー MED-SE-7-186-B
薬物動態解析学実験研究 MED-ER-7-186-B

分子機能解析学 分子機能薬学セミナー MED-SE-7-187-B
分子機能薬学実験研究 MED-ER-7-187-B

トキシコゲノミクス トキシコゲノミクスセミナー MED-SE-7-188-B
トキシコゲノミクス実験研究 MED-ER-7-188-B

臨床医薬学 医療薬学 医療薬学セミナー MED-SE-7-189-B
医療薬学実験研究 MED-ER-7-189-B

化学療法学 化学療法学セミナー MED-SE-7-190-B
化学療法学実験研究 MED-ER-7-190-B

生物統計学 生物統計学セミナー MED-SE-7-191-B
生物統計学実験研究 MED-ER-7-191-B

156
156
157
157
158
158
159
159
160
160
161
161
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域
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授業科目名
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コースナンバリング
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掲載ページ
Page

分子医薬学 薬物動態解析学 薬物動態解析学セミナー MED-SE-7-186-B 160
薬物動態解析学実験研究 MED-ER-7-186-B 160

分子機能薬学 分子機能薬学セミナー MED-SE-7-187-B 161
分子機能薬学実験研究 MED-ER-7-187-B 161

トキシコゲノミクス トキシコゲノミクスセミナー MED-SE-7-188-B −
トキシコゲノミクス実験研究 MED-ER-7-188-B −

臨床医薬学 医療薬学 医療薬学セミナー MED-SE-7-189-B 162
医療薬学実験研究 MED-ER-7-189-B 162

化学療法学 化学療法学セミナー MED-SE-7-190-B 163
化学療法学実験研究 MED-ER-7-190-B 163

生物統計学 生物統計学セミナー MED-SE-7-191-B 164
生物統計学実験研究 MED-ER-7-191-B 164

統
合
医
薬
学
領
域

-159-
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担
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教
員
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st
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単
位

数
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u
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・
曜

日
・
時
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n
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D
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e
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後
期

）
　

毎
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曜
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1
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h
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c
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研
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1
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C
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ss

演
習
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授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
。

特
に

脳
特

異
的

薬
物

送
達

の
手

法
を

駆
使

し
、

生
化

学
、

分
子

生
物

学
、

神
経

科
学

研
究

と
融

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

の
機

能
に

つ
い

て
理

解
す

る
事

や
脳

疾
患

の
原

因
の

探
求

、
新

規
治

療
法

に
つ

い
て

指
導

す
る

。
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学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
。

特
に

脳
特

異
的

薬
物

送
達

の
手

法
を

駆
使

し
、

生
化

学
、

分
子

生
物

学
、

神
経

科
学

研
究

と
融

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

の
機

能
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

im
ar

 a
im

s 
at

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

lif
e
 p

h
e
n
o
m

e
n
a 

in
c
lu

di
n
g 

h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 

fu
n
c
ti
o
n
s 

an
d 

br
ai

n
 d

is
o
rd

e
rs

 d
yn

am
ic

al
ly

 w
it
h
 b

io
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 
an

d 
n
e
u
ro

sc
ie

n
ti
fic

 r
e
se

ar
c
h
 a

s 
w

e
ll 

as
 p

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
 s

tr
at

e
gi

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
基

礎
的

知
識

の
習

得
の

た
め

の
輪

読
 

2
. 
専

門
分

野
論

文
の

通
読

と
内

容
の

分
析

 
3
. 
関

連
論

文
の

分
析

や
自

身
の

デ
ー

タ
の

発
表

 
1
. 
R

e
ad

in
g 

in
 a

 c
ir
c
le

 t
o
 a

c
qu

ir
e
 b
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ic

 k
n
o
w

le
dg

e 
2
. 
R

e
ad

in
g 

an
d 

an
al
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in

g 
th

e
 c

o
n
te

n
ts

 o
f 
pa

pe
rs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
st

u
dy

 
3
. 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 s

ki
lls

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
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 b

e
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n
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d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al
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n
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n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

薬
物

動
態

解
析

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
澤

田
 誠

　
 M

ak
o
to

 S
aw

ad
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

; 
e
ve

ry
 M

o
n
,W

e
d,

 F
ri
 ;
 1

4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
北

館
　

N
1
0
1
, 
N

1
0
5
, 
N

1
0
7
, 
N

3
0
2
, 
N

3
1
1
, 
N

3
1
2 

R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

 E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
d 

N
o
rt

h
 B

ld
  
R

m
 N

1
0
1
 ,
 N

1
0
5
, 
N

1
0
7
, 
N

3
0
2
, 
N

3
1
1
, 

N
3
1
2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
技

術
を

習
得

す
る

た
め

に
脳

特
異

的
薬

物
送

達
の

手
法

と
生

化
学

、
分

子
生

物
学

、
神

経
科

学
領

域
の

技
術

を
演

習
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
学

び
、

脳
の

機
能

や
脳

疾
患

の
原

因
の

探
求

、
新

規
治

療
法

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

T
h
ro

u
gh

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s,

 b
y 

pr
ac

ti
c
in

g 
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ai
n
-
sp

e
c
ifi

c
 d

ru
g 

de
liv

e
ry

 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

te
c
h
n
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u
e
s 
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 t

h
e
 fi

e
ld

s 
o
f 
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o
c
h
e
m
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 m

o
le

c
u
la

r 
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o
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gy
, 
an

d 
n
e
u
ro

sc
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n
c
e
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n
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rd
e
r 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 
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n
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ic
al
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 c

ap
tu

ri
n
g 

n
o
t 

o
n
ly

 
ph

ar
m

ac
o
ki

n
e
ti
c
s 

bu
t 

al
so

 l
if
e
 p

h
e
n
o
m

e
n
a.

 L
e
ar

n
, 
e
xp

lo
re

 b
ra

in
 f
u
n
c
ti
o
n
 a

n
d 

c
au

se
s 

o
f 
br

ai
n
 d

is
e
as

e
, 
an

d 
c
o
n
si

de
r 

n
e
w

 t
re

at
m

e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
コ

ー
ス

で
は

(1
) 
脳

の
標

的
化

診
断

治
療

法
の

開
発

と
実

用
化

, 
(2

) 
神

経
変

性
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

, 
 (
3
) 
骨

髄
細

胞
を

用
い

た
標

的
化

再
生

治
療

, 
(4

) 
脳

の
構

築
と

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
関

わ
り

, 
(5

) 
脳

機
能

の
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

な
ど

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

体
得

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
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s 

a 
e
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e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 t

ra
in

in
g 

to
 b

e
 c

o
ve

re
d 

in
c
lu

de
 1

) 
a 

n
e
w

 s
tr

at
e
gy
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f 
br
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n
-
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e
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n
g 

D
D

S
, 
2
) 
u
n
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ta

n
di

n
g 

o
f 
n
e
u
ro
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ge

n
e
ra

ti
ve

 
di

so
rd

e
rs

, 
3
) 
de

ve
lo
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e
n
t 

o
f 
n
o
ve

l 
re

ge
n
e
ra
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o
n
 s

tr
at

e
di

e
s 

w
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h
 t
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d 
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e
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o
f 
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n
e
 m
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w
 c

e
ll 
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n
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o
n
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 4

) 
ro

le
s 

o
f 
m
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gl
ia
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n
 d

e
ve
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pm

e
n
t 

o
f 
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n
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n
c
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o
n
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 5
) 
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o
-
im

ag
in

g 
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r 
h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
) 
脳

の
標

的
化

診
断

治
療

法
の

開
発

と
実

用
化

 
2
) 
神

経
変

性
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

, 
3
) 
骨

髄
細

胞
を

用
い

た
標

的
化

再
生

治
療

 
4
) 
脳

の
構

築
と

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
関

わ
り

(5
) 
脳

機
能

の
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
1
) 
a 

n
e
w

 s
tr

at
e
gy

 o
f 
br

ai
n
-
ta

rg
e
ti
n
g 

D
D

S
, 

2
) 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

o
rd

e
rs

, 
3
) 
 de

ve
lo

pm
e
n
t 

o
f 
n
o
ve

l 
re

ge
n
e
ra

ti
o
n
 s

tr
at

e
di

e
s 

w
it
h
 t

ar
ge

te
d 

de
liv

e
ly

 o
f 
bo

n
e
 

m
ar

ro
w

 c
e
ll 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
,

4
) 
ro

le
s 

o
f 
m

ic
ro

gl
ia

 i
n
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
br

ai
n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

 
5
) 
bi

o
-
im

ag
in

g 
fo

r 
h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

統
合
医
薬
学
領
域

-160-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

薬
物

動
態

解
析

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
澤

田
 誠

　
 M

ak
o
to

 S
aw

ad

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

曜
日

　
1
0
:0

0
〜

1
2
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

; 
e
ve

ry
 M

o
n
; 
1
0
:0

0
-
1
2
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
北

館
　

1
階

　
N

1
0
1
 

R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

 E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
d 

N
o
rt

h
 B

ld
  
R

m
 N

1
0
1

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
。

特
に

脳
特

異
的

薬
物

送
達

の
手

法
を

駆
使

し
、

生
化

学
、

分
子

生
物

学
、

神
経

科
学

研
究

と
融

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

の
機

能
に

つ
い

て
理

解
す

る
事

や
脳

疾
患

の
原

因
の

探
求

、
新

規
治

療
法

に
つ

い
て

指
導

す
る

。
 

T
h
is

 s
e
m

im
ar

 a
im

s 
at

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

lif
e
 p

h
e
n
o
m

e
n
a 

in
c
lu

di
n
g 

h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 

fu
n
c
ti
o
n
s 

an
d 

br
ai

n
 d

is
o
rd

e
rs

 d
yn
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ic

al
ly

 w
it
h
 b

io
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 
an

d 
n
e
u
ro

sc
ie

n
ti
fic

 r
e
se

ar
c
h
 a

s 
w

e
ll 

as
 p

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
 s

tr
at

e
gi

e
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
。

特
に

脳
特

異
的

薬
物

送
達

の
手

法
を

駆
使

し
、

生
化

学
、

分
子

生
物

学
、

神
経

科
学

研
究

と
融

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

の
機

能
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

T
h
is

 s
e
m

im
ar

 a
im

s 
at

 u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

lif
e
 p

h
e
n
o
m

e
n
a 

in
c
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di
n
g 

h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 

fu
n
c
ti
o
n
s 

an
d 

br
ai

n
 d

is
o
rd

e
rs

 d
yn

am
ic

al
ly

 w
it
h
 b

io
c
h
e
m

ic
al

, 
m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gi
c
al

 
an

d 
n
e
u
ro

sc
ie

n
ti
fic

 r
e
se

ar
c
h
 a

s 
w

e
ll 

as
 p

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
 s

tr
at

e
gi

e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
. 
基

礎
的

知
識

の
習

得
の

た
め

の
輪

読
 

2
. 
専

門
分

野
論

文
の

通
読

と
内

容
の

分
析

 
3
. 
関

連
論

文
の

分
析

や
自

身
の

デ
ー

タ
の

発
表

 
1
. 
R

e
ad

in
g 

in
 a

 c
ir
c
le

 t
o
 a

c
qu

ir
e
 b

as
ic

 k
n
o
w

le
dg

e 
2
. 
R

e
ad

in
g 

an
d 

an
al

yz
in

g 
th

e
 c

o
n
te

n
ts

 o
f 
pa

pe
rs

 i
n
 t

h
e
 fi

e
ld

 o
f 
st

u
dy

 
3
. 
P

re
se

n
ta

ti
o
n
 s

ki
lls

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

薬
物

動
態

解
析

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
澤

田
 誠

　
 M

ak
o
to

 S
aw

ad
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
水

・
金

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

 t
h
e
 y

e
ar

; 
e
ve

ry
 M

o
n
,W

e
d,

 F
ri
 ;
 1

4
:0

0
-
1
7
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
北

館
　

N
1
0
1
, 
N

1
0
5
, 
N

1
0
7
, 
N

3
0
2
, 
N

3
1
1
, 
N

3
1
2 

R
e
se

ar
c
h
 I
n
st

 E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
d 

N
o
rt

h
 B

ld
  
R

m
 N

1
0
1
 ,
 N

1
0
5
, 
N

1
0
7
, 
N

3
0
2
, 
N

3
1
1
, 

N
3
1
2

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

P
h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s

の
研

究
を

通
し

て
、

薬
物

動
態

の
み

な
ら

ず
、

生
命

現
象

を
動

的
に

捉
え

ら
れ

る
技

術
を

習
得

す
る

た
め

に
脳

特
異

的
薬

物
送

達
の

手
法

と
生

化
学

、
分

子
生

物
学

、
神

経
科

学
領

域
の

技
術

を
演

習
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
学

び
、

脳
の

機
能

や
脳

疾
患

の
原

因
の

探
求

、
新

規
治

療
法

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

T
h
ro

u
gh

 r
e
se

ar
c
h
 o

n
 P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
s,

 b
y 

pr
ac

ti
c
in

g 
br

ai
n
-
sp

e
c
ifi

c
 d

ru
g 

de
liv

e
ry

 
te

c
h
n
iq

u
e
s 

an
d 

te
c
h
n
iq

u
e
s 

in
 t

h
e
 fi

e
ld

s 
o
f 
bi

o
c
h
e
m

is
tr

y,
 m

o
le

c
u
la

r 
bi

o
lo

gy
, 
an

d 
n
e
u
ro

sc
ie

n
c
e
 i
n
 o

rd
e
r 

to
 a

c
qu

ir
e
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

fo
r 

dy
n
am

ic
al

ly
 c

ap
tu

ri
n
g 

n
o
t 

o
n
ly

 
ph

ar
m

ac
o
ki

n
e
ti
c
s 

bu
t 

al
so

 l
if
e
 p

h
e
n
o
m

e
n
a.

 L
e
ar

n
, 
e
xp

lo
re

 b
ra

in
 f
u
n
c
ti
o
n
 a

n
d 

c
au

se
s 

o
f 
br

ai
n
 d

is
e
as

e
, 
an

d 
c
o
n
si

de
r 

n
e
w

 t
re

at
m

e
n
ts

.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

本
コ

ー
ス

で
は

(1
) 
脳

の
標

的
化

診
断

治
療

法
の

開
発

と
実

用
化

, 
(2

) 
神

経
変

性
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

, 
 (
3
) 
骨

髄
細

胞
を

用
い

た
標

的
化

再
生

治
療

, 
(4

) 
脳

の
構

築
と

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
関

わ
り

, 
(5

) 
脳

機
能

の
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

な
ど

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

体
得

す
る

。
 

T
h
is

 c
o
u
rs

e
 i
s 

a 
e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
re

se
ar

c
h
 t

ra
in

in
g 

to
 b

e
 c

o
ve

re
d 

in
c
lu

de
 1

) 
a 

n
e
w

 s
tr

at
e
gy

 o
f 
br

ai
n
-
ta

rg
e
ti
n
g 

D
D

S
, 
2
) 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 
di

so
rd

e
rs

, 
3
) 
de

ve
lo

pm
e
n
t 

o
f 
n
o
ve

l 
re

ge
n
e
ra

ti
o
n
 s

tr
at

e
di

e
s 

w
it
h
 t

ar
ge

te
d 

de
liv

e
ly

 
o
f 
bo

n
e
 m

ar
ro

w
 c

e
ll 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
 ,
 4

) 
ro

le
s 

o
f 
m

ic
ro

gl
ia

 i
n
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
br

ai
n
 

fu
n
c
ti
o
n
s,

 5
) 
bi

o
-
im

ag
in

g 
fo

r 
h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

1
) 
脳

の
標

的
化

診
断

治
療

法
の

開
発

と
実

用
化

 
2
) 
神

経
変

性
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

, 
3
) 
骨

髄
細

胞
を

用
い

た
標

的
化

再
生

治
療

 
4
) 
脳

の
構

築
と

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
関

わ
り

(5
) 
脳

機
能

の
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
1
) 
a 

n
e
w

 s
tr

at
e
gy

 o
f 
br

ai
n
-
ta

rg
e
ti
n
g 

D
D

S
, 

2
) 
u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

o
f 
n
e
u
ro

de
ge

n
e
ra

ti
ve

 d
is

o
rd

e
rs

, 
3
) 
 de

ve
lo

pm
e
n
t 

o
f 
n
o
ve

l 
re

ge
n
e
ra

ti
o
n
 s

tr
at

e
di

e
s 

w
it
h
 t

ar
ge

te
d 

de
liv

e
ly

 o
f 
bo

n
e
 

m
ar

ro
w

 c
e
ll 

tr
an

sp
la

n
ta

ti
o
n
,

4
) 
ro

le
s 

o
f 
m

ic
ro

gl
ia

 i
n
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
br

ai
n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

 
5
) 
bi

o
-
im

ag
in

g 
fo

r 
h
ig

h
e
r 

br
ai

n
 f
u
n
c
ti
o
n
s,

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

機
能

薬
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m

in
ar

 o
n
 M

o
le

c
u
la

r 
P

h
ar

m
ac

o
-
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
益

谷
央

豪
　

C
h
ik

ah
id

e
 M

as
u
ta

n
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
木

曜
日

　
1
4
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

1
4
:0

0
 t

o
 1

7
:0

0
 e

ve
ry

 T
h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

ゲ
ノ

ム
動

態
制

御
分

野
 

D
e
pt

. 
G

e
n
o
m

e
 D

yn
am

ic
s,

 R
e
s.

 I
n
st

. 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
不

安
定

性
疾

患
の

理
解

の
た

め
に

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

。
T
h
is

 s
e
m

in
ar

 a
im

s 
to

 l
e
ar

n
　

m
o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
to

 m
ai

n
ta

in
 a

n
d 

re
gu

la
te

 t
h
e
 

ge
n
o
m

ic
 s

ta
bi

lit
y 

an
d 

th
e
ir
 p

h
ys

io
lo

gi
c
al

 r
e
le

va
n
c
e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
安

定
性

を
維

持
・

制
御

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
、

特
に

、
D

N
A

損
傷

の
修

復
と

複
製

の
分

子
機

構
を

理
解

し
、

そ
れ

ら
の

破
た

ん
が

も
た

ら
す

が
ん

を
は

じ
め

と
す

る
ゲ

ノ
ム

不
安

定
性

疾
患

や
老

化
の

理
解

の
た

め
に

必
要

な
知

識
を

習
得

し
、

ゲ
ノ

ム
安

定
性

制
御

機
構

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
創

薬
研

究
の

現
況

を
理

解
す

る
。
 

G
ro

u
p 

m
e
e
ti
n
gs

 w
ill

 f
o
c
u
s 

o
n
 t

h
e
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

is
m

s 
to

 m
ai

n
ta

in
 a

n
d 

re
gu

la
te

 
th

e
 g

e
n
o
m

ic
 s

ta
bi

lit
y 

an
d 

th
e
ir
 p

h
ys

io
lo

gi
c
al

 r
e
le

va
n
c
e
. 
T
h
is

 s
e
m

in
ar

 a
ls

o
 a

im
s 

to
 

le
ar

n
 h

o
w

 t
h
e
 b

as
ic

 r
e
se

ar
c
h
 h

as
 c

o
n
tr

ib
u
te

d 
to

 t
h
e
 p

h
ar

m
ac

e
u
ti
c
al

 s
c
ie

n
c
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
安

定
性

を
維

持
・

制
御

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
及

び
そ

の
破

た
ん

が
も

た
ら

す
癌

化
や

老
化

に
つ

い
て

連
続

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を
行

う
と

と
も

に
、

履
修

者
を

交
え

て
実

践
的

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

。
 

T
he

 c
o
u
rs

e 
is

 c
o
m

pr
o
m

is
ed

 o
f 
a 

se
ri
es

 o
f 
se

m
in

ar
s 

in
 w

hi
ch

 m
o
le

cu
la

r 
m

ec
ha

ni
sm

s 
to

 m
ai

n
ta

in
 a

n
d 

re
gu

la
te

 t
h
e
 g

e
n
o
m

ic
 s

ta
bi

lit
y 

an
d 

th
e
ir
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h
ys

io
lo
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c
al
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e
le
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n
c
e
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pr
e
se

n
te

d 
an

d 
ac

ti
ve

ly
 d

is
c
u
ss

e
d.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
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e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

分
子

機
能

薬
学

実
験

研
究

 
E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
  
M

o
le

c
u
la

r 
P

h
ar

m
ac

o
-
B

io
lo

gy

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
益

谷
央

豪
　

C
h
ik

ah
id

e
 M

as
u
ta

n
i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e

通
年

（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

　
月

・
火

・
水

・
金

曜
日

　
9
:3

0
〜

1
9
:3

0
　

木
曜

日
　

9
:3

0
〜

1
2
:0

0
9
:3

0
 t

o
 1

9
:3

0
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y,
 T

u
e
sd

ay
, 
W

e
dn

e
sd

ay
 a

n
d 

F
ri
da

y,
 a

t 
9
:3

0
 t

o
 1

2
:0

0
 

e
ve

ry
 T

h
u
rs

da
y 

th
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

.

実
施

場
所

P
la

c
e

環
境

医
学

研
究

所
　

ゲ
ノ

ム
動

態
制

御
分

野
D

e
pt

. 
G

e
n
o
m

e
 D

yn
am

ic
s,

 R
e
s.

 I
n
st

. 
E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
M

e
di

c
in

e

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
安

定
性

を
維

持
・

制
御

す
る

機
構

の
破

た
ん

に
よ

る
病

態
の

理
解

と
克

服
に

必
要

な
実

験
技

術
を

習
得

す
る

。
 

B
as

ic
 t

e
c
h
n
iq

u
e
s 

re
qu

ir
e
d 

fo
r 

th
e
 g

e
n
o
m

e
 d

yn
am

ic
s 

re
se

ar
c
h
 w

ill
 b

e
 s

tu
di

e
d.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
安

定
性

を
維

持
・

制
御

す
る

機
構

を
解

析
し

、
そ

の
破

た
ん

に
よ

る
病

態
の

理
解

と
克

服
に

必
要

な
実

験
技

術
を

習
得

す
る

。
 

B
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 t

e
c
h
n
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u
e
s 

re
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e
d 
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r 
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e
 g

e
n
o
m

e
 d
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s 
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c
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 b
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e
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授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
安

定
性

を
維

持
・

制
御

す
る

機
構

を
解

析
し

、
そ

の
破

た
ん

に
よ

る
が

ん
化

や
老

化
、
そ

の
他

の
様

々
な

病
態

の
理

解
と

克
服

に
必

要
な

基
礎

研
究

を
行

う
。
具

体
的

に
は

、
遺

伝
子

操
作

、
タ

ン
パ

ク
質

の
精

製
と

無
細

胞
系

に
お

け
る

機
能

解
析

、
細

胞
レ

ベ
ル

で
の

遺
伝

子
機

能
解

析
に

関
す

る
実

験
技

術
を

習
得

す
る

。
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c
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h
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h
u
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-
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実
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場
所

P
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c
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医
系

研
究

棟
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階
ラ
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ブ

ラ
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n
c
e
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e
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c
h
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u
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3
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3
F
/
L
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授
業

形
態

T
yp

e
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C
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演
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e
m
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授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

精
神

疾
患

を
中

心
と

す
る

種
々

の
疾

患
の

病
態

生
理

・
分

子
病

態
な

ら
び

に
そ

れ
ぞ

れ
の

疾
患

の
個

別
化

薬
物

療
法

を
学

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
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bj
e
c
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f 
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e
m
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s 
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dy

 t
h
e
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h
o
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n
d 

m
o
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c
u
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o
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o
u
s 
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s 
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e
n
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d 
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n
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e
u
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h
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tr
ic

 d
is

o
rd

e
rs

, 
as

 w
e
ll 

as
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e
d 
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u
g 
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e
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o
r 

e
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h
 d
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e
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e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
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s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
以

下
の

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
. 
様

々
の

神
経

精
神

疾
患

の
病

態
生

理
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
 

2
. 
様

々
の

神
経

精
神

疾
患

の
分

子
病

態
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
 

3
. 
様

々
な

疾
患

の
個

別
化

薬
物

療
法

を
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。
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h
e
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o
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o
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m
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ar
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h
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h
e
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n
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c
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ir
e
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h
e
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o
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w
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g 
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o
w
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e
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n
d 
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e
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n
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n
d 
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d 

e
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h
e
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h
o
ph
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f 
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o
u
s 

n
e
u
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h
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e
rs

.
2
. 
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n
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n
d 

an
d 

e
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h
e
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o
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c
u
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o
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ri
o
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s 

n
e
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ps
yc
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n
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d 
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g 
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e
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o
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授
業

の
構

成
C

o
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e
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o
n
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n
t

こ
の

コ
ー

ス
は

一
連

の
セ

ミ
ナ

ー
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

学
生

は
神

経
精

神
障

害
の

病
態

生
理

学
と

分
子

病
理

学
、

お
よ

び
さ

ま
ざ

ま
な

人
間

の
病

気
に

対
す

る
個

別
の

薬
物

療
法

に
関

す
る

最
新

の
実

験
的

お
よ

び
臨

床
的

研
究

論
文

を
紹

介
し

ま
す

。
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・
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等
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適
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指

示
す

る
。
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・
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習
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、
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る
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目
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sit
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す
る
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間
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習
等

S
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in
g 
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o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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問

へ
の

対
応

方
法
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es
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nd
 to
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st
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適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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薬
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実
験

研
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e
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n
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m
ac

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

田
清

文
　

 K
iy

o
fu

m
i 
Y
am

ad
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
 y

e
ar

 (
fir

st
 h

al
f/

se
c
o
n
d 

h
al

f)
 e

ve
ry

 M
o
n
da

y 
1
7
:0

0
-
1
9
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1

階
　

医
療

薬
学

研
究

室
 

M
e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

1
-
1
F
/
D

e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 
H

o
sp

it
al

 P
h
ar

m
ac

y

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

精
神

疾
患

を
含

む
種

々
の

疾
患

の
動

物
モ

デ
ル

を
作

製
し

、
そ

の
病

態
生

理
・

分
子

病
態

を
解

析
す

る
た

め
に

必
要

な
様

々
な

実
験

方
法

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 c

re
at

e
 a

n
im

al
 m

o
de

ls
 o

f 
va

ri
o
u
s 

di
se

as
e
s 

in
c
lu

di
n
g 

n
e
u
ro

ps
yc

h
ia

tr
ic

 d
is

e
as

e
s 

an
d 

to
 l
e
ar

n
 v

ar
io

u
s 

e
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
m

e
th

o
ds

 n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

an
al

yz
in

g 
th

e
 p

at
h
o
ph

ys
io

lo
gy

 a
n
d 

m
o
le

c
u
la

r 
pa

th
o
lo

gy
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
以

下
の

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
. 
 様

々
の

神
経

精
神

疾
患

の
動

物
モ

デ
ル

の
作

製
法

を
理

解
し

、
そ

の
妥

当
性

を
説

明
で

き
る

。
2
. 
 動

物
モ

デ
ル

の
病

態
生

理
を

解
析

す
る

神
経

科
学

的
方

法
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
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h
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f 
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o
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h
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o
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w
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o
w
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e
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n
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o
u
s 

n
e
u
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h
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h
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h
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g 
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o
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授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

こ
の

コ
ー

ス
は

一
連

の
実

験
実

習
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

学
生

は
様

々
な

神
経

精
神

障
害

の
マ

ウ
ス

モ
デ

ル
の

作
製

方
法

と
行

動
薬

理
学

的
実

験
方

法
な

ら
び

に
神

経
化

学
的

実
験

方
法

な
ど

を
学

ぶ
。
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n
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等

T
ex
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/R
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er

en
ce
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適

宜
指

示
す

る
。
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績
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方
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準
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e
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va
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at
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n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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示

す
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る
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質
問
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応

方
法
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to
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 to
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適

宜
指

示
す

る
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医
薬
学
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

医
療

薬
学

セ
ミ

ナ
ー

 
S
e
m
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 o
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e
u
ro

ps
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h
o
ph

ar
m

ac
o
lo

gy
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n
d 

H
o
sp

it
al

 P
h
ar

m
ac

y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

田
清

文
　

 K
iy

o
fu

m
i 
Y
am

ad
a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

木
曜

日
　

1
7
:0

0
〜

1
9
:0

0
 

T
h
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u
gh

o
u
t 

th
e
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e
ar

 (
fir

st
 h

al
f/

se
c
o
n
d 

h
al

f)
 e

ve
ry

 T
h
u
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da
y 

1
7
:0

0
-
1
9
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
6

階
ラ

イ
ブ

ラ
リ

 
M

e
di

c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
g 

3
-
3
F
/
L
ib

ra
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

神
経

精
神

疾
患

を
中

心
と

す
る

種
々

の
疾

患
の

病
態

生
理

・
分

子
病

態
な

ら
び

に
そ

れ
ぞ

れ
の

疾
患

の
個

別
化

薬
物

療
法

を
学

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

T
h
e
 o

bj
e
c
ti
ve

 o
f 
th
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 s

e
m

in
ar

 i
s 
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h
e
 p

at
h
o
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n
d 

m
o
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c
u
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r 
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o
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o
u
s 
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e
s 

c
e
n
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d 

o
n
 n

e
u
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h
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tr
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 d
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o
rd

e
rs
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e
ll 
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al
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e
d 

dr
u
g 

th
e
ra

py
 f
o
r 

e
ac

h
 d
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e
as

e
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

授
業

で
は

、
受

講
者

が
授

業
終

了
時

に
以

下
の

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

1
. 
様

々
の

神
経

精
神

疾
患

の
病

態
生

理
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
 

2
. 
様

々
の

神
経

精
神

疾
患

の
分

子
病

態
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
 

3
. 
様

々
な

疾
患

の
個

別
化

薬
物

療
法

を
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。
 

T
h
e
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o
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o
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m
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e
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n
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o
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w
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o
w
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e
 a

n
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n
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n
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d 

e
xp
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h
e
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h
o
ph
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io
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gy

 o
f 
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o
u
s 

n
e
u
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h
ia

tr
ic
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rd

e
rs

.
2
. 
 U

n
de
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n
d 

an
d 

e
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la
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 t
h
e
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o
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c
u
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r 
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o
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o
u
s 

n
e
u
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h
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.
3
. 
U

n
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ta

n
d 

an
d 

e
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 t
h
e
 p

e
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o
n
al

iz
e
d 
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u
g 

th
e
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py
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o
r 
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o
u
s 

di
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e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

こ
の

コ
ー

ス
は

一
連

の
セ

ミ
ナ

ー
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

学
生

は
神

経
精

神
障

害
の

病
態

生
理

学
と

分
子

病
理

学
、

お
よ

び
さ

ま
ざ

ま
な

人
間

の
病

気
に

対
す

る
個

別
の

薬
物

療
法

に
関

す
る

最
新

の
実

験
的

お
よ

び
臨

床
的

研
究

論
文

を
紹

介
し

ま
す

。
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教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
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e
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n
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 d
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an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
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at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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o
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ve
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d 
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修

条
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・関
連

す
る

科
目

Pr
er
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sit
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/R
el
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ed

 C
ou
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適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b
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n
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e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el
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di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p
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n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo
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at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

医
療

薬
学

実
験

研
究

 
E
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e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
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ar
c
h
 o

n
 N

e
u
ro

ps
yc

h
o
ph
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m
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o
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gy
 a

n
d 

H
o
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it
al

 P
h
ar

m
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y

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
山

田
清

文
　

 K
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o
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m
i 
Y
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a

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
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単
位

　
 6
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di
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期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
（
前

期
・

後
期

）
　

毎
週

月
曜

日
　

1
3
:0

0
〜

1
7
:0

0
 

T
h
ro

u
gh

o
u
t 

th
e
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e
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fir

st
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c
o
n
d 

h
al

f)
 e

ve
ry
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o
n
da

y 
1
7
:0

0
-
1
9
:0

0

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
1

号
館

　
1

階
　

医
療

薬
学

研
究

室
 

M
e
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c
al

 S
c
ie

n
c
e
 R

e
se

ar
c
h
 B

u
ild

in
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1
-
1
F
/
D

e
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m

e
n
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o
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H

o
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h
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m
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授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
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ti
c
e

授
業

の
目
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習
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方

法
論

（
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験
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）
、

チ
ー

ム
医

療
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療

安
全

、
医

療
倫

理
に

つ
い

て
講

義
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
と

と
も

に
、
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デ
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。
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療
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療
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it
h
 t

h
e
 m

e
th

o
ds

 o
f 
c
lin

ic
al

 p
h
ar

m
ac

o
lo

gy
, 

pa
rt

ic
u
la

rl
y 

ph
ar

m
ac

o
ge

n
e
ti
c
s,

 t
o
 s

tu
dy

 i
n
te

ri
n
di

vi
du

al
 v

ar
ia

ti
o
n
s 

in
 d

ru
g 

re
sp

o
n
se

 a
n
d 

to
xi

c
it
y 

o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
, 
as

 w
e
ll 

as
 c

lin
ic

al
 t

ri
al

s 
o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

こ
の

実
験

研
究

で
は

、
が

ん
薬

物
療

法
に

お
け

る
薬

物
反

応
の

個
人

差
を

研
究

す
る

た
め

に
必

要
な

臨
床

薬
理

学
と

く
に

薬
理

遺
伝

学
の

手
法

を
体

得
す

る
。

が
ん

化
学

療
法

の
臨

床
試

験
を

学
習

す
る

。
 

S
tu

de
n
ts

 w
ill

 l
e
ar

n
 c

lin
ic

al
 p

h
ar

m
ac

o
lo

gy
, 
pa

rt
ic

u
la

rl
y 

ph
ar

m
ac

o
ge

n
e
ti
c
s,

 t
o
 s

tu
dy

 
in

te
ri
n
di

vi
du

al
 v

ar
ia

ti
o
n
s 

in
 d

ru
g 

re
sp

o
n
se

 a
n
d 

to
xi

c
it
y 

o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
, 
as

 
w

e
ll 

as
 c

lin
ic

al
 t

ri
al

s 
o
f 
c
an

c
e
r 

c
h
e
m

o
th

e
ra

py
.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

（
1
) 
テ

ー
マ

の
設

定
と

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 
（
2
) 
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

明
確

化
と

実
施

 
（
3
) 
デ

ー
タ

結
果

の
分

析
と

解
釈

 
（
4
) 
研

究
成

果
の

発
表

 
（
1
) 
T
h
e
m

e
 s

e
tt

in
gs

 a
n
d 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

 
（
2
) 
C

la
ri
fic

at
io

n
 a

n
d 

im
pl

e
m

e
n
ta

ti
o
n
 o

f 
re

se
ar

c
h
 p

ro
je

c
ts

 
（
3
) 
A

n
al

ys
is

 a
n
d 

in
te

rp
re

ta
ti
o
n
 o

f 
th

e
 r

e
su

lt
s 

o
f 
da

ta
 

（
4
) 
A

n
n
o
u
n
c
e
m

e
n
t 

o
f 
re

se
ar

c
h
 r

e
su

lt
s

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

パ
ソ

コ
ン

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

基
本

的
知

識
を

前
提

と
す

る
。
 

B
as

ic
 k

n
o
w

le
dg

e
 o

f 
c
o
m

pu
te

r 
an

d 
th

e
 i
n
te

rn
e
t 

ar
e
 r

e
qu

ir
e
d.

統
合
医
薬
学
領
域

-163-



授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

統
計

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 B

io
st

at
is

ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

井
茂

之
　

 S
h
ig

e
yu

ki
 M

at
su

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

火
曜

・
9
:3

0
～

1
2
:0

0
  
 T

u
e
s 

9
:3

0
-
1
2
:0

0
 t

h
ro

u
go

u
t 

ye
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
7

階
7
1
7

室
  
3
rd

 B
u
ild

., 
7
1
7

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
物

統
計

学
の

研
究

や
実

践
に

必
要

な
生

物
統

計
学

の
専

門
知

識
を

身
に

つ
け

る
。
 

A
c
qu

ir
e
 t

h
e
 e

xp
e
rt

is
e
 o

f 
bi

o
st

at
is

ti
c
s 

n
e
c
e
ss

ar
y 

fo
r 

c
o
n
du

c
ti
n
g 

re
se

ar
c
h
 a

n
d 

pr
ac

ti
c
e
 o

f 
bi

o
st

at
is

ti
c
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

早
期

探
索

臨
床

試
験

、
ラ

ン
ダ

ム
化

臨
床

試
験

、
薬

剤
市

販
後

調
査

（
観

察
的

研
究

）
、

並
び

に
、

各
種

診
断

法
開

発
の

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
で

用
い

ら
れ

る
標

準
的

な
統

計
的

方
法

と
そ

の
理

論
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

特
定

の
ト

ピ
ッ

ク
ス

に
つ

い
て

は
最

先
端

の
方

法
論

に
つ

い
て

も
理

解
し

、
よ

り
有

効
な

統
計

的
方

法
を

開
発

で
き

る
。
 

U
n
de

rs
ta

n
d 

st
an

da
rd

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 m
e
th

o
ds

 a
n
d 

th
e
 u

n
de

rl
yi

n
g 

st
at

is
ti
c
al

 t
h
e
o
ri
e
s 

fo
r 

de
si

gn
 a

n
d 

da
ta

 a
n
al

ys
is

 o
f 
va

ri
o
u
s 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
an

d 
o
bs

e
rv

at
io

n
al

 s
tu

di
e
s,

 
in

c
lu

di
n
g 

e
ar

lie
r 

e
xp

lo
ra

to
ry

 c
lin

ic
al

 t
ri
al

s,
 c

o
n
fir

m
at

o
ry

 r
an

do
m

iz
e
d 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s,
 

po
st

m
ar

ke
ti
n
g 

su
rv

e
ill

an
c
e
s,

 a
n
d 

c
lin

ic
al

 s
tu

di
e
s 

fo
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

di
ag

n
o
st

ic
s 

fo
r 

c
la

ss
ifi

c
at

io
n
 o

r 
pr

e
di

c
ti
o
n
. 
A

ls
o
, 
le

ar
n
 a

dv
an

c
e
d 

st
at

is
ti
c
al

 m
e
th

o
do

lo
gi

e
s 

fo
r 

pa
rt

ic
u
la

r 
to

pi
c
s 

an
d 

pu
rs

u
e
 t

h
e
 d

e
ve

lo
pm

e
n
t 

o
f 
m

o
re

 e
ff
e
c
ti
ve

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 
m

e
th

o
ds

.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

各
種

臨
床

試
験

と
観

察
的

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
に

お
け

る
標

準
的

な
統

計
的

方
法

に
つ

い
て

輪
読

等
を

行
う

。
生

物
統

計
学

に
お

け
る

最
新

の
文

献
の

レ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

よ
り

有
効

な
統

計
的

方
法

の
開

発
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。
 

T
h
is

 s
e
m

in
ar

 w
ill

 p
ro

vi
de

 o
pp

o
rt

u
n
it
ie

s 
(i
n
c
lu

di
n
g 

re
ad

in
g 

bo
o
ks

 i
n
 t

u
rn

) 
to

 l
e
ar

n
 

st
an

da
rd

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 m
e
th

o
ds

 f
o
r 

de
si

gn
 a

n
d 

an
al

ys
is

 o
f 
va

ri
o
u
s 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
an

d 
o
bs

e
rv

at
io

n
al

 s
tu

di
e
s 

in
 m

e
di

c
in

e
. 
A

ls
o
, 
w

e
 c

o
n
du

c
t 

lit
e
ra

tu
re

 r
e
vi

e
w

s 
in

 
bi

o
st

at
is

ti
c
s 

an
d 

st
u
dy

 f
o
r 

de
ve

lo
pi

n
g 

m
o
re

 e
ff
e
c
ti
ve

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 m
e
th

o
ds

.

教
科

書
・
参

考
図

書
等

T
ex

tb
oo

ks
/R

ef
er

en
ce

s
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

成
績

評
価

方
法

・
基

準
C

o
u
rs

e
 E

va
lu

at
io

n
 

M
e
th

o
d 

an
d 

C
ri
te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

T
o
 b

e
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
ss

e
ss

e
d 

ba
se

d 
o
n
 p

re
se

n
ta

ti
o
n
s 

an
d 

di
sc

u
ss

io
n
s 

by
 t

h
e
 

st
u
de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el

f-
di

re
ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
w 

to
 R

es
po

nd
 to

 Q
ue

st
io

ns
適

宜
指

示
す

る
。
 

T
o
 b

e
 p

re
se

n
te

d 
o
n
 d

e
m

an
d.

備
考

A
dd

it
o
n
al

 I
n
fo

rm
at

io
n

授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

統
計

学
実

験
研

究
 

E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
R

e
se

ar
c
h
 o

n
 B

io
st

at
is

ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

井
茂

之
　

 S
h
ig

e
yu

ki
 M

at
su

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
6

単
位

　
 6

 c
re

di
ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

火
曜

・
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
  
 T

u
e
s 

1
3
:0

0
-
1
7
:0

0
 t

h
ro

u
go

u
t 

ye
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
7

階
7
1
7

室
  
3
rd

 B
u
ild

., 
7
1
7

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
pr

ac
ti
c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
物

統
計

学
の

専
門

家
と

し
て

様
々

な
医

学
研

究
に

関
与

し
、

生
物

統
計

の
実

践
を

身
に

つ
け

る
。
 

A
c
qu

ir
e
 t

h
e
 a

bi
lit

y 
to

 p
ra

c
ti
c
e
 b

io
st

at
is

ti
c
s 

th
ro

u
gh

 p
ar

ti
c
ip

at
in

g 
in

 v
ar

io
u
s 

m
e
di

c
al

 
st

u
di

e
s 

as
 b

io
st

at
is

ti
c
ia

n
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

現
実

の
様

々
な

臨
床

試
験

、
観

察
的

研
究

に
お

い
て

、
適

切
な

統
計

的
方

法
を

選
択

し
て

、
統

計
ソ

フ
ト

や
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
正

し
く
適

用
し

、
結

果
を

正
し

く
解

釈
で

き
る

。
医

学
研

究
で

の
共

同
研

究
の

進
め

方
も

含
め

た
生

物
統

計
学

の
実

践
全

般
に

つ
い

て
総

合
的

に
身

に
つ

け
る

。
 

S
e
le

c
t 

ap
pr

o
pr

ia
te

 s
ta

ti
st

ic
al

 m
e
th

o
ds

 i
n
 v

ar
io

u
s 

c
lin

ic
al

 t
ri
al

s 
an

d 
o
bs

e
rv

at
io

n
al

 
st

u
di

e
s 

in
 m

e
di

c
in

e
. 
A

c
qu

ir
e
 s

ki
lls

 f
o
r 

c
o
rr

e
c
tl
y 

ap
pl

yi
n
g 

st
an

da
rd

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 
m

e
th

o
ds

 u
si

n
g 

st
at

is
ti
c
al

 s
o
ft

w
ar

e
 o

r 
pa

c
ka

ge
s 

an
d 

in
te

rp
re

ti
n
g 

th
e
 o

u
tp

u
ts

. 
T
h
e
 a

im
 i
s 

to
 c

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
ly

 a
c
qu

ir
e
 a

 g
o
o
d 

pr
ac

ti
c
e
 o

f 
bi

o
st

at
is

ti
c
s,

 i
n
c
lu

di
n
g 

pr
o
m

o
ti
o
n
 o

f 
e
ff
e
c
ti
ve

 b
io

st
at

is
ti
c
al

 c
o
lla

bo
ra

ti
o
n
s 

in
 m

e
di

c
al

 r
e
se

ar
c
h
e
s.

授
業

の
構

成
C

o
u
rs

e
 C

o
n
te

n
t

定
期

開
催

の
教

室
内

セ
ミ

ナ
ー

等
を

通
し

て
、

医
学

研
究

に
お

け
る

様
々

な
統

計
的

課
題

に
触

れ
、

そ
の

解
決

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。

教
官

と
共

に
実

際
に

医
学

研
究

に
参

画
し

、
生

物
統

計
学

を
実

践
す

る
機

会
が

与
え

ら
れ

る
。
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 c
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at
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c
al

 p
ro

bl
e
m

s 
an

d 
th

e
ir
 

so
lu

ti
o
n
s 

fr
o
m

 a
 w

id
e
 v

ar
ie

ty
 o

f 
m

e
di

c
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at
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 m
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c
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 b
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科
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・
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等
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適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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 d
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績
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法
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準
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at
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o
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a
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習

に
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け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。
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 b

e
 c
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m
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e
n
si

ve
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 a
ss

e
ss

e
d 
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n
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ta
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n
s 

an
d 

di
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u
ss
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n
s 

by
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h
e
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de

n
t.

履
修

条
件

・関
連

す
る

科
目

Pr
er

eq
ui

sit
es

/R
el

at
ed

 C
ou

rs
es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b
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n
 d
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m

an
d.

時
間

外
学

習
等

S
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f-
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ct

ed
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rn

in
g 
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de

 C
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ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
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 b
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 d
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an
d.

質
問

へ
の

対
応

方
法
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w 

to
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 to
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ue
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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m
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d.

備
考

A
dd
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o
n
al
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n
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at

io
n

統
合
医
薬
学
領
域
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授
業

科
目

名
C

o
u
rs

e
 T

it
le

生
物

統
計

学
セ

ミ
ナ

ー
 

S
e
m

in
ar

 o
n
 B

io
st

at
is

ti
c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

井
茂

之
　

 S
h
ig

e
yu

ki
 M

at
su

i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
di

ts
1
0

単
位

　
 1

0
 c

re
di

ts

期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
 a

n
d 

D
at

e
通

年
・

火
曜

・
9
:3

0
～

1
2
:0

0
  
 T

u
e
s 

9
:3

0
-
1
2
:0

0
 t

h
ro

u
go

u
t 

ye
ar

実
施

場
所

P
la

c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
7

階
7
1
7

室
  
3
rd

 B
u
ild

., 
7
1
7

授
業

形
態

T
yp

e
 o

f 
C

la
ss

演
習

　
 S

e
m

in
ar

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
物

統
計

学
の

研
究

や
実

践
に

必
要

な
生

物
統

計
学

の
専

門
知

識
を

身
に

つ
け

る
。
 

A
c
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ir
e
 t

h
e
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e
rt
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e
 o

f 
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o
st

at
is

ti
c
s 

n
e
c
e
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y 
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r 

c
o
n
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c
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n
g 
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se
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c
h
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n
d 
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c
e
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f 
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o
st

at
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ti
c
s.

学
習

到
達

目
標

G
o
al

s 
o
f 
th

e
 C

o
u
rs

e

早
期

探
索

臨
床

試
験

、
ラ

ン
ダ

ム
化

臨
床

試
験

、
薬

剤
市

販
後

調
査

（
観

察
的

研
究

）
、

並
び

に
、

各
種

診
断

法
開

発
の

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
で

用
い

ら
れ

る
標

準
的

な
統

計
的

方
法

と
そ

の
理

論
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

特
定

の
ト

ピ
ッ

ク
ス

に
つ

い
て

は
最

先
端

の
方

法
論

に
つ

い
て

も
理

解
し

、
よ

り
有

効
な

統
計

的
方

法
を

開
発

で
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る
。
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 m
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c
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n
g 
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lo
ra

to
ry

 c
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n
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c
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d 

c
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r 
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c
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c
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c
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 m
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業

の
構
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C
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t

各
種

臨
床

試
験

と
観

察
的

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
に

お
け

る
標

準
的

な
統

計
的

方
法
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つ

い
て

輪
読

等
を

行
う

。
生

物
統

計
学
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お

け
る

最
新

の
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献
の
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ビ
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ー
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行

い
、
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り

有
効

な
統

計
的

方
法

の
開

発
に
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け

た
検

討
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。
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図
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等
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宜
指

示
す

る
。
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 b
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ン

等
に
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る
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連
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目
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sit
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el
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 C
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適
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指
示

す
る

。
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an
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時
間

外
学

習
等

S
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ed
 L
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rn

in
g 
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de

 C
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o
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適
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指
示

す
る

。
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an
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質
問

へ
の

対
応

方
法

Ho
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to
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es
po

nd
 to
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ue

st
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ns
適

宜
指

示
す

る
。
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授
業

科
目

名
C

o
u
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e
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it
le

生
物

統
計

学
実

験
研

究
 

E
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e
ri
m

e
n
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R

e
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ar
c
h
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n
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st

at
is
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c
s

担
当

教
員

In
st

ru
c
to

r
松

井
茂

之
　

 S
h
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e
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ki
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at
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i

単
位

数
N

u
m

be
r 

o
f 
C

re
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ts
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単
位

　
 6

 c
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di
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期
間

・
曜

日
・
時

限
T
im

e
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n
d 

D
at

e
通

年
・

火
曜

・
1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
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u
e
s 

1
3
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0
-
1
7
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0
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h
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u
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u
t 
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ar

実
施

場
所

P
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c
e

医
系

研
究

棟
3

号
館

　
7

階
7
1
7

室
  
3
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u
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7
1
7

授
業

形
態

T
yp

e
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f 
C

la
ss

実
験

・
実

習
　

 E
xp

e
ri
m

e
n
ta

l 
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c
e

授
業

の
目

的
O

bj
e
c
ti
ve

s 
o
f

th
e
 C

o
u
rs

e

生
物

統
計

学
の

専
門

家
と

し
て

様
々

な
医

学
研

究
に

関
与

し
、

生
物

統
計

の
実

践
を

身
に

つ
け

る
。
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e
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h
e
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 p
ra

c
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学
習

到
達

目
標

G
o
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o
f 
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e
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o
u
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e

現
実

の
様

々
な

臨
床

試
験

、
観

察
的

研
究

に
お

い
て

、
適

切
な

統
計

的
方

法
を

選
択

し
て

、
統

計
ソ

フ
ト

や
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
正

し
く
適

用
し

、
結

果
を

正
し

く
解

釈
で

き
る

。
医

学
研

究
で

の
共

同
研

究
の

進
め

方
も

含
め

た
生

物
統

計
学

の
実

践
全

般
に

つ
い

て
総

合
的

に
身

に
つ

け
る

。
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g 
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e
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h
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c
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c
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授
業

の
構
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t
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期
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催

の
教

室
内

セ
ミ

ナ
ー

等
を

通
し

て
、

医
学

研
究

に
お

け
る

様
々

な
統

計
的

課
題

に
触

れ
、

そ
の

解
決

法
に

つ
い

て
学

ぶ
。

教
官

と
共

に
実

際
に

医
学

研
究

に
参

画
し

、
生

物
統

計
学

を
実

践
す

る
機

会
が

与
え

ら
れ

る
。
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教
科

書
・
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考
図

書
等
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ex
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ks
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en
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適

宜
指

示
す

る
。
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 b
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 d
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績

評
価

方
法

・
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準
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va
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at
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te

ri
a

演
習

に
お

け
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

総
合

的
に

判
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る

。
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 p
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h
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修
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件

・関
連
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る
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目

Pr
er
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sit
es
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el
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ed

 C
ou
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es

適
宜

指
示

す
る

。
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o
 b
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 d
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an
d.

時
間

外
学

習
等

S
el
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di
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ct

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ut

si
de

 C
o
ur

se
 H

o
ur

s

適
宜

指
示

す
る

。
 

T
o
 b

e
 p
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n
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 d
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Ⅳ . 規程・その他





○名古屋大学大学院通則 

(平成16年4月1日通則第2号) 

改改正正 平成17年2月21日通則第4号 平成17年4月25日通則第2号 平成17年10月24日通則第4号 

平成18年2月27日通則第6号 平成18年3月13日通則第8号 平成19年2月26日通則第2号 

平成19年12月25日通則第1号 平成20年3月10日通則第3号 平成21年3月23日通則第2号 

平成22年3月2日通則第3号 平成23年3月1日通則第2号 平成23年7月19日通則第1号 

平成24年3月21日通則第3号 平成24年10月16日通則第2号 平成25年3月29日通則第3号 

平成26年3月4日通則第1号 平成27年3月3日規程第63号 平成27年9月15日通則第1号 

平成28年3月1日通則第2号 平成28年6月21日通則第2号 平成28年9月13日通則第3号 

平成29年2月21日通則第4号 平成29年6月20日通則第1号 平成30年3月20日通則第3号 

平成30年7月17日通則第1号 平成31年2月19日通則第3号 令和2年2月4日通則第2号 

令和2年4月1日名大規程第80号 令和3年2月2日名大通則第2号 令和3年12月7日名大通則第1号

令和4年3月1日名大通則第3号 
  

目次 

第1章 総則(第1条－第9条) 

第2章 入学，進学，転科及び転専攻(第10条－第17条の2) 

第3章 教育課程，授業，研究指導，留学等(第18条－第25条) 

第4章 休学及び復学(第26条－第28条) 

第5章 退学及び転学(第29条・第30条) 

第6章 課程修了，学位の授与等(第31条－第35条) 

第7章 除籍及び懲戒(第36条・第37条) 

第8章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料(第38条－第48条) 

第9章 大学院特別聴講学生，科目等履修生，特別研究学生及び大学院研究生 

第1節 大学院特別聴講学生(第49条－第52条) 

第2節 科目等履修生(第52条の2－第52条の8) 

第3節 特別研究学生(第53条－第56条) 

第4節 大学院研究生(第57条－第63条) 

第5節 検定料，入学料及び授業料の額(第64条) 

第10章 外国人留学生(第65条) 

第11章 国際連携専攻(第66条－第73条) 

附則 

 

第1章 総則 

(目的及び方針) 

第1条 本学大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担

うための深い学識及び卓越した能力を培うことにより，文化の進展に寄与するとともに，学術の研究者，高度の

専門技術者及び教授者を養成することを目的とする。 

2 本学大学院は，前項の目的を踏まえて，本学大学院及び研究科において，次の各号に掲げる方針を定め，公表す

るものとする。 

一 修了認定及び学位授与に関する方針 

二 教育課程の編成及び実施に関する方針 

三 入学者の受入れに関する方針 
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(研究科及び専攻) 

第2条 研究科及び専攻は，次のとおりとする。 

研究科  専攻 

人文学研究科  人文学 

教育発達科学研究科  教育科学，心理発達科学 

法学研究科  総合法政，実務法曹養成 

経済学研究科  社会経済システム，産業経営システム 

情報学研究科  数理情報学，複雑系科学，社会情報学，心理・認知科学，情報システム学，知能シ

ステム学 

理学研究科  理学，名古屋大学・エディンバラ大学国際連携理学 

医学系研究科  医科学，総合医学，名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学，名古屋大学・

ルンド大学国際連携総合医学，名古屋大学・フライブルク大学国際連携総合医学，

総合保健学 

工学研究科  有機・高分子化学，応用物質化学，生命分子工学，応用物理学，物質科学，材料デ

ザイン工学，物質プロセス工学，化学システム工学，電気工学，電子工学，情報・

通信工学，機械システム工学，マイクロ・ナノ機械理工学，航空宇宙工学，エネル

ギー理工学，総合エネルギー工学，土木工学，名古屋大学・チュラロンコン大学国

際連携サステイナブル材料工学 

生命農学研究科  森林・環境資源科学，植物生産科学，動物科学，応用生命科学，名古屋大学・カセ

サート大学国際連携生命農学，名古屋大学・西オーストラリア大学国際連携生命農

学 

国際開発研究科  国際開発協力 

多元数理科学研究科  多元数理科学 

環境学研究科  地球環境科学，都市環境学，社会環境学 

創薬科学研究科  基盤創薬学 

2 前項の理学研究科名古屋大学・エディンバラ大学国際連携理学専攻，医学系研究科名古屋大学・アデレード大学

国際連携総合医学専攻，名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻及び名古屋大学・フライブルク大学国際

連携総合医学専攻，工学研究科名古屋大学・チュラロンコン大学国際連携サステイナブル材料工学専攻並びに生

命農学研究科名古屋大学・カセサート大学国際連携生命農学専攻及び名古屋大学・西オーストラリア大学国際連

携生命農学専攻は，大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第35条に定める国際連携専攻（以下「国際

連携専攻」という。）とする。 

(専門職大学院等) 

第2条の2 前条の法学研究科実務法曹養成専攻は，学校教育法(昭和22年法律第26号。以下「法」という。)第9

9条第2項に定める専門職大学院とする。 

2 前項の法学研究科実務法曹養成専攻は，専門職大学院設置基準(平成15年文部科学省令第16号)第18条第1項

に定める法科大学院(以下「法科大学院」という。)とする。 

(課程) 

第3条 研究科の課程は，博士課程とする。ただし，法学研究科にあっては，博士課程及び法科大学院の専門職学

位課程(以下「法科大学院の課程」という。)とし，医学系研究科にあっては，修士課程及び博士課程とする。 

2 博士課程(医学系研究科の医学を履修する博士課程(以下「医学博士課程」という。)を除く。)は，前期2年の課

程及び後期3年の課程に区分する。 

3 前項の前期2年の課程は，博士前期課程（以下「前期課程」という。）といい，後期3年の課程は，博士後期課

程（以下「後期課程」という。）という。 

4 前期課程は，修士課程として取り扱うものとする。 

5 医学博士課程は，区分を設けない課程とする。 

(収容定員) 

第4条 大学院の収容定員は，別表のとおりとする。 
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(標準修業年限) 

第5条 博士課程の標準修業年限は，5年（前期課程にあっては2年，後期課程にあっては3年）とする。ただし，

医学博士課程の標準修業年限は，4年とする。 

2 医学系研究科の修士課程の標準修業年限は，2年とする。 

3 前2項の規定にかかわらず，前期課程及び医学系研究科の修士課程の標準修業年限は，主として実務の経験を有

する者に対して教育を行う場合であって，教育研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間その他特定の時間

又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じない場合には，研究科の定め

るところにより，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準修業年限を1年以上2年未満の期間とすることがで

きる。 

4 法科大学院の課程の標準修業年限は，3年とする。 

(在学年限) 

第6条 博士課程(医学博士課程を除く。)の在学年限は，前期課程では4年，後期課程では6年とする。 

2 医学系研究科の修士課程の在学年限は4年，医学博士課程の在学年限は8年とする。 

3 前2項の規定にかかわらず，前条第3項の規定により前期課程又は医学系研究科の修士課程の標準修業年限を1

年以上2年未満の期間とした場合の在学年限は，当該標準修業年限の2倍に相当する期間とする。 

4 法科大学院の課程の在学年限は，6年とする。ただし，第33条の2第2項の規定する者の在学年限は，3年から

同項の規定により法科大学院に在学したものとみなす期間を除いた期間の2倍に相当する期間とする。 

(学年) 

第7条 学年は，4月1日に始まり，翌年3月31日に終わる。 

(学期) 

第8条 学年を分けて，次の2学期とする。 

春学期 4月1日から9月30日まで 

秋学期 10月1日から翌年3月31日まで 

(休業日) 

第9条 休業日(授業を行わない日)は，次のとおりとする。 

日曜日 

土曜日 

国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日 

春季休業 4月1日から4月4日まで 

夏季休業 8月8日から9月30日まで 

冬季休業 12月28日から翌年1月7日まで 

2 臨時の休業日は，総長がその都度定める。 

3 第1項の規定にかかわらず，教育上必要があると認められる場合には，第1項に規定する休業日に授業を行うこ

とができる。 

第2章 入学，進学，転科及び転専攻 

(入学の時期) 

第10条 入学の時期は，学年の初めとする。 

2 前項の規定にかかわらず，研究科の定めるところにより，学年の途中においても，学期の区分に従い，入学させ

ることができる。 

3 国際連携専攻の入学の時期は，前2項の規定にかかわらず，当該研究科において，別に定めることができる。 

(前期課程，医学系研究科の修士課程及び法科大学院の課程の入学資格) 

第11条 前期課程，医学系研究科の修士課程及び法科大学院の課程に入学することのできる者は，次の各号のいず

れかに該当する者とする。 
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一 大学を卒業した者 

二 法第104条第7項の規定により学士の学位を授与された者 

三 外国において学校教育における16年の課程を修了した者 

四 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，当該外国の学校教育に

おける16年の課程を修了した者 

五 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

六 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係機

関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するもの

に限る。）において，修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）によ

り，学士の学位に相当する学位を授与された者 

七 専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

八 文部科学大臣の指定した者 

九 大学に3年以上在学し，又は外国において学校教育における15年の課程若しくは我が国において外国の大

学の課程（その修了者が学校教育における15年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとし

て当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を修了し，本学大学院において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

十 本学大学院において，個別の入学資格審査(以下「個別審査」という。)により，大学を卒業した者と同等以

上の学力があると認めた者で，22歳に達したもの 

(後期課程の入学又は進学の資格) 

第12条 後期課程に入学又は進学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

一 本学大学院若しくは他の大学院で修士の学位又は専門職学位を授与された者 

二 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

三 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学位に相当す

る学位を授与された者 

四 我が国において，外国に大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた

教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位又は専門職学位に相

当する学位を授与された者 

五 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72

号）第1条第2項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（以下

「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者 

六 外国の学校，第4号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，第31条の2に規定す

る博士論文研究基礎力審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認め

られた者 

七 文部科学大臣の指定した者 

八 本学大学院において，個別審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認

めた者で，24歳に達したもの 

(医学博士課程の入学又は進学の資格) 

第13条 医学博士課程に入学又は進学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 
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一 大学の医学，歯学，薬学（修業年限が6年のものに限る。）又は獣医学を履修する課程を卒業した者 

二 外国において学校教育における18年の課程を修了した者 

三 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，当該外国の学校教育に

おける18年の課程を修了した者 

四 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における18年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

五 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係機

関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するもの

に限る。）において，修業年限が5年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）によ

り，学士の学位に相当する学位を授与された者 

六 文部科学大臣の指定した者（昭和30年文部省告示第39号の定めるところによる。） 

七 大学の医学，歯学，薬学（修業年限が6年のものに限る。）又は獣医学を履修する課程に4年以上在学し，

又は外国において学校教育における16年の課程若しくは我が国において，外国の大学の課程（その修了者が

当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了し，本学大学院において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

八 本学大学院において，個別審査により，大学の，医学，歯学，薬学（修業年限が6年のものに限る。）又は

獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，24歳に達したもの 

(入学及び進学の出願手続) 

第14条 前3条に規定する者で入学又は進学を志願するものは，所定の期日までに願書を当該研究科に提出しなけ

ればならない。ただし，入学を志願する者は，願書に第38条の検定料を添えなければならない。 

(入学試験及び進学試験) 

第15条 前条の入学志願者又は進学志願者に対しては，研究科において入学試験又は進学試験を行い，合格者を決

定する。 

(入学及び進学の許可) 

第16条 総長は，前条の入学試験の合格者で第39条の入学料の納入，保証書，宣誓書の提出等所定の手続を完了

したものに，入学を許可する。 

2 研究科長は，前条の進学試験の合格者で所定の手続を完了したものに，進学を許可する。 

(再入学，転入学及び編入学) 

第17条 次の各号のいずれかに該当する者は，研究科において選考の上，適当の課程に総長が入学を許可すること

ができる。 

一 第29条の規定による本学大学院の退学者で，再び同一の課程に入学を志願するもの 

二 他の大学院に在学する者又は我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学した者

（法第102条第1項に規定する者に限る。）及び国際連合大学の課程に在学した者で，本学大学院に転学を志

願するもの 

三 修士課程，博士課程の前期課程又は専門職学位課程を修了した者で，本学大学院に入学を志願するもの 

2 第14条及び前条の規定は，前項の規定により入学する場合に準用する。 

(転科及び転専攻) 
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第17条の2 学生が他の研究科に転科を志願しようとするときは，事由を詳記した転科願を所属研究科長を経て，

当該研究科長に提出し，その許可を得なければならない。 

2 学生が所属研究科内の他の専攻に転専攻を志願しようとするときは，当該研究科の定めるところにより，研究科

長の許可を得なければならない。 

3 前2項の学生が既に修得した授業科目の単位の認定及び在学期間に関しては，当該研究科教授会の議を経て，当

該研究科長が行うものとする。 

第3章 教育課程，授業，研究指導，留学等 

(教育課程，授業，研究指導，成績評価等) 

第18条 教育課程，授業，学位論文の作成等に対する指導(以下「研究指導」という。)，成績評価等に関すること

は，名古屋大学大学院共通科目規程（平成22年度規程第47号。以下「大学院共通科目規程」という。），名古

屋大学における成績評価及びGPA制度に関する規程（令和元年度規程第68号）及び研究科規程によるほか，別

に定める。 

(授業計画等の明示) 

第18条の2 研究科は，学生に対して，授業及び研究指導の方法及び内容並びに1年間の授業及び研究指導の計画

をあらかじめ明示するものとする。 

2 教養教育院は，学生に対して，授業の方法及び内容並びに1年間の授業の計画をあらかじめ明示するものとす

る。 

(成績評価基準等の明示等) 

第18条の3 研究科は，学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては，客観性及び厳格性を

確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準に従って適切に行うものとす

る。 

2 教養教育院は，学修の成果に係る評価に当たっては，客観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準

をあらかじめ明示するとともに，当該基準に従って適切に行うものとする。 

(教育内容等の改善のための組織的な研修等) 

第18条の4 研究科は，授業及び研究指導の方法及び内容の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実施するも

のとする。 

2 教養教育院は，授業の方法及び内容の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実施するものとする。 

(教育方法の特例) 

第18条の5 研究科は，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期において

授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

(学修計画) 

第19条 入学又は進学を許可された者は，研究科の定める指導教員の指導の下に学修計画を立て，当該研究科教授

会の議を経て，当該研究科長の承認を得なければならない。 

(単位) 

第20条 一の授業科目を履修した者に対しては，試験の上，単位を与える。 

2 各授業科目の単位数の計算の基準は，大学院共通科目規程及び研究科規程で定める。 

(入学前の既修得単位の認定) 

第20条の2 学生が本学大学院に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得した単位(科目等履修

生として修得した単位を含む。)については，教育上有益と認める場合は，本学大学院において修得したものと

して認定することができる。この場合において，第17条に規定する転入学等の場合を除き，本学大学院におい

て修得した単位以外のものの認定については，15単位を超えない範囲とする。 

2 前項の既修得単位の取扱いについては，研究科において定める。 

(入学前の既修得単位を勘案した在学期間の短縮) 
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第20条の3 前条の規定により学生（法科大学院の学生を除く。）が本学大学院に入学する前に修得した単位（法

第102条第1項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を本学大学院において修得したもの

として認定する場合であって，当該単位の修得により本学大学院の前期課程，医学系研究科の修士課程又は医学

博士課程の教育課程の一部を履修したと認めるときは，当該単位数，その修得に要した期間その他を勘案して1

年を超えない範囲で，研究科が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし，前期課程及び医学系研

究科の修士課程については，当該課程に少なくとも1年以上在学するものとする。 

(他の研究科の授業科目の履修) 

第21条 学生は，他の研究科の授業科目を履修することができる。この場合においては，所属研究科長を経て，当

該研究科長の許可を得なければならない。 

2 学生は，大学院共通科目規程に定める授業科目を履修することができる。この場合においては，所属研究科長を

経て，教養教育院長の許可を得なければならない。 

(他の大学院の授業科目の履修等) 

第22条 学生は，研究科長の許可を得て，他の大学院において授業科目を履修し，単位を修得することができる。 

2 前項の場合，研究科長は，あらかじめ当該大学院との間において必要な事項について協議するとともに，許可に

当たっては，研究科教授会の議を経るものとする。 

3 第1項の規定により，履修した授業科目について修得した単位は，15単位を超えない範囲で，本学大学院におい

て修得したものとして認定することができる。 

4 前項の規定は，学生が，外国の大学院が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合，外国の

大学院の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部

科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合及び国際連合大学

の教育課程における授業科目を履修する場合について準用する。 

(他の大学院又は研究所等における研究指導) 

第23条 学生は，研究科長の許可を得て，他の大学院又は研究所等において，研究指導（第67条で規定する国際

連携教育課程を編成する専攻の学生が当該国際連携教育課程を編成する大学院において受けるものを除く。）を

受けることができる。ただし，前期課程及び医学系研究科の修士課程の学生については，当該研究指導を受ける

期間は，1年を超えないものとする。 

2 前条第2項の規定は，前項の規定により学生が研究指導を受ける場合に準用する。 

(留学) 

第24条 学生は，研究科長の許可を得て，休学することなく，外国の大学院において授業科目を履修し，単位を修

得することができる。 

2 学生は，研究科長の許可を得て，休学することなく，外国の大学院又は研究所等において，研究指導を受けるこ

とができる。 

3 第22条第2項の規定は，前2項の規定により学生が留学する場合に，同条第3項の規定は，第1項の規定によ

り学生が留学する場合に，前条第1項ただし書の規定は，前項の規定により学生が留学する場合に準用する。 

(休学期間中の他の大学院の修得単位の取扱い) 

第24条の2 学生が休学期間中に他の大学院（外国の大学院を含む。）において修得した単位については，教育上

有益と認める場合は，本学大学院において修得したものとして認定することができる。 

2 第22条第3項の規定は，前項の規定により本学大学院において修得したものとして認定する場合に準用する。 

(本学大学院において修得したものとして認定することのできる単位数の上限) 

第24条の3 第22条，第24条及び第24条の2の規定により本学大学院において修得したものとして認定すること

のできる単位数は，合わせて15単位を超えないものとする。 

2 前項の単位数は，第20条の2の規定により本学大学院において修得したものとして認定することのできる単位

数と合わせて20単位を超えないものとする。 
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(長期履修) 

第24条の4 学生が職業を有している等の事情により，当該学生に係る標準修業年限（第5条第3項に規定する標

準修業年限を除く。以下次項において同じ。）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修

了することを希望する旨を申し出たときは，研究科長は，研究科教授会の議を経て，その計画的な履修（以下

「長期履修」という。）を許可することができる。 

2 前項の規定により長期履修を許可することができる期間は，当該学生に係る標準修業年限の2倍に相当する年数

（在学途中に長期履修を申し出る学生にあっては，長期履修開始前に在学した期間を含む。）以内とする。 

3 第1項の規定により長期履修を許可された学生（以下「長期履修学生」という。）が当該長期履修を許可された

期間（以下「長期履修期間」という。）を短縮することを希望する旨を申し出たときは，研究科長は，研究科教

授会の議を経て，これを許可することができる。 

4 前3項及び第47条の2に規定するもののほか，長期履修の取扱いに関し必要な事項は，別に定める。 

(教職課程) 

第25条 本学大学院において，教育職員免許法(昭和24年法律第147号)に規定する教育職員の免許状を受ける資

格を得ようとする者のために，教職課程を置く。 

2 教職課程については，別に定める。 

第4章 休学及び復学 

(休学) 

第26条 学生は，傷病その他の事由により3月以上修学を中止しようとするときは，研究科長の許可を得て，休学

することができる。 

2 前項の規定により休学しようとする者は，休学願に医師の診断書又は詳細な事由書を添え，これを提出しなけれ

ばならない。 

3 第1項の場合において，研究科長は，研究科教授会の議を経て，これを許可する。 

4 傷病のため修学することが適当でないと認められる学生に対しては，研究科長は，研究科教授会の議を経て，期

間を定め，休学を命ずることができる。 

5 授業料未納の者からの休学願は受理しない。 

(休学期間) 

第27条 休学は，引き続き1年を超えることができない。ただし，特別の事由がある者には，更に引き続き休学を

許可することができる。 

2 博士課程(医学博士課程を除く。)の休学期間は，通算して前期課程では2年，後期課程では3年を超えることが

できない。 

3 医学系研究科の修士課程の休学期間は，通算して2年，医学博士課程の休学期間は，通算して4年を超えること

ができない。 

4 前2項の規定にかかわらず，第5条第3項の規定により前期課程又は医学系研究科の修士課程の標準修業年限を

1年以上2年未満の期間とした場合の休学期間は，通算して当該標準修業年限の期間を超えることができない。 

5 法科大学院の課程の休学期間は，通算して3年を超えることができない。ただし，第33条の2第2項の規定す

る者の休学期間は，3年から同項の規定により法科大学院に在学したものとみなす期間を除いた期間を超えるこ

とができない。 

6 やむを得ない特別な事由があると認められるときは，前4項の規定にかかわらず，更に休学期間の延長を許可す

ることができる。 

7 休学期間は，在学年数に算入しない。 

(復学) 

第28条 学生は，休学期間中にその事由が消滅したときは，研究科長の許可を得て，復学することができる。 
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2 第26条第4項の規定により休学を命ぜられた者が復学するときは，学校医の診断書を添え，研究科長に願い出

て，その許可を得なければならない。 

第5章 退学及び転学 

(退学) 

第29条 学生が退学しようとするときは，事由を詳記した退学願を研究科長に提出し，その許可を得なければなら

ない。 

2 前項の場合において，研究科長は，研究科教授会の議を経て，これを許可する。 

3 授業料未納の者からの退学願は受理しない。 

(転学) 

第30条 学生が他の大学院に転学しようとするときは，事由を詳記した転学願を研究科長に提出し，その許可を得

なければならない。 

2 前条第2項の規定は，前項の規定により学生が転学する場合に準用する。 

第6章 課程修了，学位の授与等 

(前期課程及び医学系研究科の修士課程の修了) 

第31条 前期課程又は医学系研究科の修士課程に2年（第5条第3項の規定により標準修業年限を1年以上2年未

満の期間とした前期課程にあっては，当該標準修業年限）以上在学し，所定の授業科目を履修して30単位以上

を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，当該課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課題についての研究

の成果の審査及び試験に合格した者に対し，研究科教授会の議を経て，修了を認定する。ただし，在学期間に関

しては，優れた業績を上げた者については，前期課程又は医学系研究科の修士課程に1年以上在学すれば修了を

認定することができる。 

(博士論文研究基礎力審査) 

第31条の2 第3条第2項の博士課程において，当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合は，

前条に規定する前期課程の修了要件について，修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に

合格することに代えて，大学院が行う次に掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。 

一 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養であって当該

前期課程において修得し，又は涵養すべきものについての試験 

二 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期課程において修得すべきものに

ついての審査 

2 前項に定める要件によって修了を認定しようとする場合は，研究科規程において当該要件を適用する専攻，コー

ス等の履修上の区分を定め，当該履修上の区分において前期及び後期の課程を通じて一貫した体系的な教育課程

及び組織的な指導体制を専攻分野の枠を超えて編成し，併せて30単位を超える単位数を前期課程の修了の要件

とするものとする。 

(博士課程の修了) 

第32条 博士課程(医学博士課程を除く。以下この条において同じ。)に5年(前期課程又は医学系研究科の修士課

程（第5条第3項の規定により標準修業年限を1年以上2年未満とした前期課程及び医学系研究科の修士課程を

除く。以下この項において同じ。）に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2

年の在学期間を含む。)以上在学し，所定の授業科目を履修して30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を

受けた上，博士論文の審査及び試験に合格した者に対し，研究科教授会の議を経て，修了を認定する。ただし，

在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，博士課程に3年(前期課程又は医学系研究科の修

士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。)以上

在学すれば修了を認定することができる。 

2 第5条第3項の規定により標準修業年限を1年以上2年未満とした前期課程又は医学系研究科の修士課程を修了

した者及び第31条ただし書の規定による在学期間をもって前期課程又は医学系研究科の修士課程を修了した者
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については，前項中「5年（前期課程又は医学系研究科の修士課程（第5条第3項の規定により標準修業年限を

1年以上2年未満とした前期課程及び医学系研究科の修士課程を除く。以下この項において同じ。）に2年以上

在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。）」とあるのは「前期課

程又は医学系研究科の修士課程における在学期間に3年を加えた期間」と，「3年（前期課程又は医学系研究科

の修士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含

む。）」とあるのは「3年（第5条第3項の規定により標準修業年限を1年以上2年未満とした前期課程又は医

学系研究科の修士課程を修了した者にあっては，当該1年以上2年未満の期間を，第31条ただし書の規定によ

る在学期間をもって前期課程又は医学系研究科の修士課程を修了した者にあっては，当該課程における在学期間

（2年を限度とする。）を含む。）」と読み替えて，前項の規定を適用する。 

3 前2項の規定にかかわらず，修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は第12条の規定により大学院への入

学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，後期課程に

入学した場合は，博士課程に3年(法科大学院の課程を修了した者にあっては2年)以上在学し，必要な研究指導

を受けた上，博士論文の審査及び試験に合格した者に対し，研究科教授会の議を経て，修了を認定する。ただ

し，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，博士課程に1年以上在学すれば修了を認定す

ることができる。 

(医学博士課程の修了) 

第33条 医学博士課程に4年以上在学し，所定の授業科目を履修して30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，博士論文の審査及び試験に合格した者に対し，研究科教授会の議を経て，修了を認定する。ただ

し，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，医学博士課程に3年以上在学すれば修了を認

定することができる。 

(法科大学院の課程の修了) 

第33条の2 法科大学院の課程に3年以上在学し，所定の授業科目を履修して98単位以上を修得した者に対し，研

究科教授会の議を経て，修了を認定する。 

2 法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を有すると認める者の前項の在学期間については，1年を

超えない範囲で法科大学院が認める期間在学し，同項に規定する単位については，32単位を修得したものとみな

すことができる。 

3 前項の規定により法科大学院が修得したものとみなすことができる単位数は，第22条第3項，第24条第3項及

び第24条の2第2項の規定により本学大学院において修得したものとして認定する単位数と合わせて35単位を

超えないものとする。ただし，法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を有すると認める者が法学

研究科の定める法曹コース修了者である場合の修得したものとみなすことができる単位数は，研究科規程で定め

る。 

(学位の授与) 

第34条 総長は，第31条から前条まで及び第70条の規定により課程を修了した者に，それぞれ修士若しくは博士

の学位又は専門職学位を授与する。 

2 学位の種類，論文審査の方法，試験等については，名古屋大学学位規程(平成16年度規程第104号)の定めると

ころによる。 

(単位等認定書) 

第35条 博士課程に所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた者には，単位等認定

書を交付することができる。 

第7章 除籍及び懲戒 

(除籍) 

第36条 学生が次の各号のいずれかに該当するときは，総長は，当該研究科教授会の議を経て，除籍する。 

一 所定の在学年限に達しても，課程を修了できないとき。 
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二 傷病その他の事由により，成業の見込みがないと認められるとき。 

三 死亡又は行方不明となったとき。 

四 授業料納入の義務を怠り，督促を受けても，なお納入しないとき。 

五 入学料の免除若しくは徴収猶予が不許可となった者又は一部免除若しくは徴収猶予の許可を受けた者が，所

定の期日までに納入すべき入学料を納入しないとき。 

(懲戒) 

第37条 学生の懲戒については，総長が，その都度懲戒委員会を設けて処理する。 

2 懲戒委員会の構成については，別に定める。 

3 懲戒は，退学，停学及び訓告とする。 

4 停学期間は，在学年限に算入し，修業年限に算入しない。 

第8章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 

(検定料の納入) 

第38条 入学を志願する者は，願書を提出する際に検定料を納入しなければならない。 

(入学料の納入) 

第39条 入学する者は，所定の期日までに入学料を納入しなければならない。 

(入学料の免除及び徴収猶予) 

第40条 入学する者が，次の各号のいずれかに該当するときは，入学料の全部若しくは一部を免除し，又は徴収猶

予することができる。 

一 本学大学院に入学する者であって，経済的理由により入学料の納入が困難で，かつ，学業優秀と認められる

とき。 

二 前号に規定するもののほか，特別の事情により入学料を納入することが著しく困難であると認められると

き。 

2 前項に規定する入学料の免除及び徴収猶予の取扱いについては，別に定める。 

(授業料の納入) 

第41条 各年度に係る授業料は，前期(4月から9月まで)及び後期(10月から翌年3月まで)の2期に分けて，それ

ぞれ年額の2分の1に相当する額を，前期にあっては5月，後期にあっては11月に納入しなければならない。

ただし，後期に係る授業料については，当該年度の前期に係る授業料を納入するときに納入することができる。 

2 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，前項の規定にかかわらず，入学を許可されるときに

納入することができる。 

(学年の途中で課程を修了する場合の授業料) 

第42条 学生が，特別の事情により学年の途中で課程を修了する場合は，授業料の年額の12分の1に相当する額

(以下「月割額」という。)に在学する月数を乗じて得た額を，当該学年の初めの月に納入しなければならない。

ただし，課程を修了する月が後期であるときは，後期の在学期間に係る授業料は，後期の初めの月に納入しなけ

ればならない。 

(転学，退学及び除籍の場合の授業料) 

第43条 学生が，前期末までに転学，退学又は除籍の場合，納入すべき授業料の額は，授業料の年額の2分の1に

相当する額とする。 

(復学した場合の授業料) 

第44条 学生が，前期又は後期の途中において復学した場合は，月割額に復学の日の属する月から当該期末までの

月数を乗じて得た額を，復学の日の属する月に納入しなければならない。 

(留学及び停学期間中の授業料) 

第45条 学生は，留学又は停学期間中であっても，授業料を納入しなければならない。 

(授業料の免除及び徴収猶予) 
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第46条 経済的理由により授業料の納入が困難で，かつ，学業優秀と認められる者その他特別の事情があると認め

られる者に対しては，その期の授業料の全部若しくは一部を免除し，又は徴収を猶予することができる。 

2 前項に規定する授業料の免除及び徴収猶予の取扱いについては，別に定める。 

(授業料等の不徴収) 

第46条の2 第38条，第39条及び第41条の規定にかかわらず，本学と外国の大学との双方の大学の学位を取得さ

せることを目的として締結した大学間交流協定に基づき受け入れる者で総長が授業料等を不徴収とした者につい

ては，検定料，入学料及び授業料の納入を要しない。 

2 前項に規定する授業料等の不徴収の取扱いについては，別に定める。 

(寄宿料の納入) 

第46条の3 寄宿舎に入居する者は，所定の期日までに寄宿料を納入しなければならない。 

(寄宿料の免除) 

第46条の4 寄宿舎に入居する者が特別な事情により寄宿料の納入が著しく困難であると認められるときは，寄宿

料を免除することができる。 

2 前項に規定する寄宿料の免除の取扱いについては，別に定める。 

(検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額) 

第47条 第38条の検定料，第39条の入学料，第41条の授業料及び第46条の2の寄宿料の額は，東海国立大学機

構授業料等の料金に関する規程(令和2年度機構規程第65号。以下「料金規程」という。)の定める額とする。 

(長期履修学生の授業料) 

第47条の2 長期履修学生の授業料の年額は，当該長期履修期間に限り，前条の規定にかかわらず，同条に規定す

る授業料の年額に当該学生に係る標準修業年限（第5条第3項に規定する標準修業年限を除く。以下この条にお

いて同じ。）に相当する年数を乗じて得た額を，長期履修期間の年数で除した額（その額に10円未満の端数が

あるときは，その端数を切り上げた額）とする。 

2 前項の場合において，在学途中に長期履修学生となる者については，前項の規定中「同条に規定する授業料の年

額に当該学生に係る標準修業年限（第5条第3項に規定する標準修業年限を除く。以下この条において同じ。）

に相当する年数を乗じて得た額」とあるのは「同条に規定する授業料の年額に当該学生に係る標準修業年限（第

5条第3項に規定する標準修業年限を除く。以下この条において同じ。）に相当する年数を乗じて得た額から当

該学生が長期履修開始前に在学した期間に係る授業料の総額を控除した額」と読み替えて適用するものとする。 

3 第1項の場合において，第24条の4第3項の規定により長期履修期間の短縮を許可された長期履修学生におけ

る短縮が許可された以後の授業料の年額については，第1項の規定中「同条に規定する授業料の年額に当該学生

に係る標準修業年限（第5条第3項に規定する標準修業年限を除く。以下この条において同じ。）に相当する年

数を乗じて得た額」とあるのは「同条に規定する授業料の年額に当該学生に係る標準修業年限（第5条第3項に

規定する標準修業年限を除く。以下この条において同じ。）に相当する年数を乗じて得た額から当該学生が長期

履修期間の短縮を許可される前に在学した期間に係る授業料の総額を控除した額」と，「長期履修期間の年数」

とあるのは「当該短縮が許可された以後の年数」と読み替えて適用するものとする。 

4 長期履修学生が学年の途中で課程を修了する場合は，前条に規定する授業料の年額に当該学生に係る標準修業年

限に相当する年数を乗じて得た額から当該学生が在学した期間に係る授業料の総額を控除した額を，当該学年の

初めの月に納入しなければならない。ただし，課程を修了する月が後期であるときは，後期の在学期間に係る授

業料は，後期の初めの月に納入しなければならない。 

(既納の検定料，入学料，授業料及び寄宿料) 

第48条 既納の検定料，入学料，授業料及び寄宿料は，返納しない。ただし，次に掲げる検定料及び授業料につい

ては，この限りでない。 

一 法科大学院で行う第15条に規定する入学試験を2段階の選抜方法で実施する場合において，出願書類等に

よる第1段階目の選抜に合格しなかった者が納入した第2段階目の選抜に係る検定料 
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二 前期に係る授業料を納入するときに，当該年度の後期に係る授業料を納入した者が，前期末までに休学又は

退学した場合における納入した後期に係る授業料 

三 第41条第2項の規定により納入した授業料 

第9章 大学院特別聴講学生，科目等履修生，特別研究学生及び大学院研究生 

第1節 大学院特別聴講学生 

(大学院特別聴講学生) 

第49条 他の大学院又は外国の大学院の学生で，本学大学院において授業科目を履修し，単位を修得しようとする

ものがあるときは，研究科長は，当該大学院との協議により，研究科教授会の議を経て，大学院特別聴講学生と

して入学を許可することができる。 

(入学の時期) 

第50条 大学院特別聴講学生の入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情がある場合は，この限りで

ない。 

(授業料等) 

第51条 大学院特別聴講学生は，履修しようとする授業科目の単位数に応じて，入学を許可された月に授業料を納

入しなければならない。ただし，国立大学の大学院の学生並びに本学と外国の大学との大学間交流協定に基づき

受け入れる者で総長が授業料等を不徴収とした者（以下「協定留学生」という。）及び大学間相互単位互換協定

に基づく大学院特別聴講学生で総長が授業料を不徴収とした者については，授業料の納入を要しない。 

2 前項に規定する授業料等の不徴収の取扱いについては，別に定める。 

3 第1項の授業料については，免除及び徴収猶予を行わない。 

4 大学院特別聴講学生として入学しようとする者は，検定料及び入学料の納入を要しない。 

(除籍) 

第51条の2 大学院特別聴講学生が次の各号のいずれかに該当するときは，研究科長は，研究科教授会の議を経

て，除籍することができる。 

一 本学の大学院特別聴講学生として適当でないと認められるとき。 

二 傷病その他の事由により大学院特別聴講学生として成業の見込みがないと認められるとき。 

三 死亡又は行方不明となったとき。 

四 授業料納入の義務を怠り，督促を受けても，なお納入しないとき。 

(その他) 

第52条 本節に規定するもののほか，大学院特別聴講学生に関することは，研究科において定める。 

第2節 科目等履修生 

(科目等履修生) 

第52条の2 本学大学院の学生以外の者で，一又は複数の授業科目を履修し，単位を修得しようとする者がある場

合，研究科において適当と認めたときは，科目等履修生として入学を許可することができる。 

(入学の時期) 

第52条の3 科目等履修生の入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情がある場合は，この限りでな

い。 

(入学出願手続) 

第52条の4 科目等履修生として入学を志願する者は，願書に履修しようとする授業科目及び期間を記載し，履歴

書及び検定料を添え，所定の期日までに当該研究科長に提出しなければならない。 

(入学料) 

第52条の5 科目等履修生として入学する者は，所定の日までに入学料を納入しなければならない。 

2 前項の入学料については，免除及び徴収猶予を行わない。 

(授業料) 
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第52条の6 科目等履修生は，履修しようとする授業科目の単位数に応じて，入学を許可された月に授業料を納入

しなければならない。 

2 前項の授業料については，免除及び徴収猶予を行わない。 

(除籍) 

第52条の7 科目等履修生の除籍については，第51条の2の規定を準用する。この場合において，同条中「大学院

特別聴講学生」とあるのは「科目等履修生」と読み替えるものとする。 

(その他) 

第52条の8 本節に規定するもののほか，科目等履修生に関することは，研究科において定める。 

第3節 特別研究学生 

(特別研究学生) 

第53条 他の大学院又は外国の大学院の学生で，本学の大学院又は研究所等において研究指導を受けようとするも

のがあるときは，研究科又は研究所等の長は，当該大学院との協議により，研究科教授会等の議を経て，特別研

究学生として入学を許可することができる。 

(入学の時期) 

第54条 特別研究学生の入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情がある場合は，この限りでない。 

(授業料等) 

第55条 特別研究学生は，研究指導を受けようとする期間の月数に応じて，入学を許可された月に授業料を納入し

なければならない。ただし，国立大学の大学院の学生並びに協定留学生及び大学間特別研究学生交流協定に基づ

く特別研究学生で総長が授業料を不徴収とした者については，授業料の納入を要しない。 

2 前項に規定する授業料の不徴収の取扱いについては，別に定める。 

3 第1項の授業料については，免除及び徴収猶予を行わない。 

4 特別研究学生として入学しようとする者は，検定料及び入学料の納入を要しない。 

(除籍) 

第55条の2 特別研究学生の除籍については，第51条の2の規定を準用する。この場合において，同条中「大学院

特別聴講学生」とあるのは「特別研究学生」と読み替えるものとする。 

(その他) 

第56条 本節に規定するもののほか，特別研究学生に関することは，研究科又は研究所等において定める。 

第4節 大学院研究生 

(大学院研究生) 

第57条 本学大学院において特別の事項について研究しようとする者がある場合，研究科において適当と認めたと

きは，大学院研究生として入学を許可することができる。 

(入学の時期) 

第58条 大学院研究生の入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情がある場合は，この限りでない。 

(入学出願手続) 

第59条 大学院研究生として入学を志願する者は，願書に研究事項及び期間を記載し，履歴書及び検定料を添え，

所定の期日までに当該研究科長に提出しなければならない。 

(入学料) 

第60条 大学院研究生として入学する者は，所定の期日までに入学料を納入しなければならない。 

2 前項の入学料については，免除及び徴収猶予を行わない。 

(授業料) 

第61条 大学院研究生は，前期(4月から9月まで)及び後期(10月から翌年3月まで)の2期の区分ごとに，それぞ

れの期における在学予定期間に相当する授業料の額を当該期間における当初の月に納入しなければならない。 

2 前項の授業料については，免除及び徴収猶予を行わない。 
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(除籍) 

第61条の2 大学院研究生の除籍については，第51条の2の規定を準用する。この場合において，同条中「大学院

特別聴講学生」とあるのは「大学院研究生」と読み替えるものとする。 

(研究費) 

第62条 研究に要する費用は，特に定めるもののほか，大学院研究生の負担とする。 

(その他) 

第63条 本節に規定するもののほか，大学院研究生に関することは，研究科において定める。ただし，大学院研究

生の定員，入学資格，選考方法等を定めるに際しては，教育研究評議会の議を経るものとする。 

第5節 検定料，入学料及び授業料の額 

第64条 第52条の4及び第59条の検定料，第52条の5第1項及び第60条第1項の入学料並びに第51条第1項，

第52条の6第1項，第55条第1項及び第61条第1項の授業料の額は，それぞれ料金規程に定める額とする。 

第10章 外国人留学生 

第65条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学大学院に入学を志願する者があるときは，

外国人留学生として入学を許可することができる。 

2 外国人留学生の入学許可については，第16条に規定する保証書の提出を要しない。 

3 外国人留学生は，学生定員の枠外とすることができる。 

4 前3項に規定するもののほか，外国人留学生の入学その他に関し必要な事項は，別に定める。 

第11章 国際連携専攻 

(国際連携専攻の入学及び進学) 

第66条 国際連携専攻における入学及び進学の出願手続については，第14条の規定にかかわらず，国際連携専攻

を設ける研究科と当該研究科と連携して教育研究を実施する外国の大学院（以下「連携外国大学院」という。）

との協議の上，別に定める。 

2 国際連携専攻における入学又は進学試験に関することは，第15条の規定にかかわらず，国際連携専攻を設ける

研究科と連携外国大学院との協議の上，別に定める。 

(国際連携教育課程) 

第67条 国際連携専攻における，連携外国大学院と連携した教育課程（以下「国際連携教育課程」という。）に関

することは，研究科規程で定める。 

(共同開設科目) 

第68条 国際連携専攻において，連携外国大学院と共同して開設した授業科目（以下「共同開設科目」という。）

に関することは，研究科規程で定める。 

2 国際連携専攻の学生が共同開設科目の履修により修得した単位は，5単位を超えない範囲で，研究科又は連携外

国大学院のいずれかにおいて修得した単位とすることができる。ただし，連携外国大学院において修得した単位

数が，第70条第1項及び第2項の規定により連携外国大学院において修得することとされている単位数に満た

ない場合は，共同開設科目の履修により修得した単位を連携外国大学院において修得した単位とすることはでき

ない。 

(国際連携教育課程に係る単位の認定等) 

第69条 国際連携専攻を設ける研究科は，学生が連携外国大学院において履修した国際連携教育課程に係る授業科

目について修得した単位を，当該国際連携教育課程に係る授業科目の履修により修得したものとみなすものとす

る。 

2 国際連携専攻を設ける研究科は，学生が連携外国大学院において受けた国際連携教育課程に係る研究指導を，当

該国際連携教育課程に係るものとみなすものとする。 

(国際連携専攻に係る修了要件) 
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第70条 国際連携専攻である博士課程及び医学博士課程の修了の要件（第32条第3項本文に規定する場合を除

く。）は，第32条（第3項を除く。）及び第33条に，それぞれ定めるもののほか，国際連携専攻を設ける研究

科において国際連携教育課程に係る授業科目の履修により15単位以上を修得するとともに，それぞれの連携外

国大学院において国際連携教育課程に係る授業科目の履修により10単位以上を修得するものとする。 

2 前項により国際連携専攻を設ける研究科及びそれぞれの連携外国大学院において国際連携教育課程に係る授業科

目の履修により修得する単位数には，第20条の2，第22条第3項及び第24条の2第2項の規定により修得した

ものとして認定することができる単位を含まないものとする。ただし，第20条の2の規定により修得したもの

とみなす単位について，国際連携教育課程を編成し，及び実施するために特に必要と認められる場合は，この限

りでない。 

(国際連携専攻学生の除籍及び懲戒) 

第71条 国際連携専攻の学生の除籍及び懲戒については，第36条及び第37条の規定によるもののほか，国際連携

専攻を設ける研究科と連携外国大学院との協議の上，別に定めることができる。 

(国際連携専攻学生の授業料等) 

第72条 国際連携専攻の学生のうち，連携外国大学院を主として入学する学生の本学における検定料，入学料及び

授業料については，第38条，第40条及び第41条の規定にかかわらずその全額を免除するものとする。 

(その他) 

第73条 本則に定めるもののほか，国際連携専攻に係る次の各号に掲げる事項については，当該専攻を設ける研究

科と連携外国大学院との協議の上，別に定める。 

一 教育課程の編成に関する事項 

二 教育組織の編成に関する事項 

三 入学者の選抜及び学位の授与に関する事項 

四 学生の在籍の管理及び安全に関する事項 

五 学生の奨学及び厚生補導に関する事項 

六 教育研究活動等の状況の評価に関する事項 

七 その他国際連携専攻に関する事項 

附 則 

1 この通則は，平成16年4月1日から施行する。ただし，平成15年度以前に入学した者については，この規程の

施行前の名古屋大学大学院通則を適用する。 

2 第48条第1号の規定は，平成16年度入学試験から適用する。 

3 文学研究科，理学研究科，工学研究科，人間情報学研究科，多元数理科学研究科及び情報科学研究科の後期課程

に係る収容定員は，平成16年度においては，別表にかかわらず，次のとおりとする。 

文学研究科後期課程 収容定員86名 

理学研究科後期課程 収容定員217名 

工学研究科後期課程 収容定員509名 

人間情報学研究科後期課程 収容定員39名 

多元数理科学研究科後期課程 収容定員95名 

情報科学研究科後期課程 収容定員96名 

4 法学研究科の前期課程に係る収容定員は，別表にかかわらず，次のとおりとする。 

法学研究科前期課程 平成16年度 収容定員95名 

5 法学研究科及び医学系研究科の後期課程に係る収容定員は，別表にかかわらず，次のとおりと 

する。 

法学研究科後期課程 平成16年度 収容定員79名 平成17年度 収容定員65名 
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医学系研究科後期課程 平成16年度 収容定員17名 平成17年度 収容定員34名 

6 法科大学院の専門職学位課程に係る収容定員は，別表にかかわらず，次のとおりとする。 

法科大学院専門職学位課程 平成16年度 収容定員80名 平成17年度 収容定員160名 

附 則(平成17年2月21日通則第4号) 

この通則は，平成17年2月21日から施行し，改正後の第51条及び第55条の規定は，平成16年4月1日から適

用する。 

附 則(平成17年4月25日通則第2号) 

この通則は，平成17年4月25日から施行し，平成17年4月1日から適用する。 

附 則(平成17年10月24日通則第4号) 

この通則は，平成17年10月24日から施行する。 

附 則(平成18年2月27日通則第6号) 

この通則は，平成18年4月1日から施行する。 

附 則(平成18年3月13日通則第8号) 

1 この通則は，平成18年4月1日から施行する。 

2 工学研究科の前期課程に係る収容定員は，平成18年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，945人と

する。 

3 工学研究科の後期課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

平成18年度 479人 平成19年度 457人 

附 則(平成19年2月26日通則第2号) 

1 この通則は，平成19年4月1日から施行する。 

2 前項の規定にかかわらず，改正後の第33条の2第1項の規定は，平成18年5月24日から適用する。ただし，

法科大学院に平成17年度以前に入学した者については，なお従前の例による。 

附 則(平成19年12月25日通則第1号) 

この通則は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則(平成20年3月10日通則第3号) 

1 この通則は，平成20年4月1日から施行する。 

2 教育発達科学研究科の後期課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 平成20年度 85人 平成21年度 89人 

附 則(平成21年3月23日通則第2号) 

1 この通則は，平成21年4月1日から施行する。 

2 情報科学研究科の前期課程に係る収容定員は，平成21年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，232

人とする。 

3 情報科学研究科の後期課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 平成21年度 131人 平成22年度 118人 
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附 則(平成22年3月2日通則第3号) 

1 この通則は，平成22年4月1日から施行する。 

2 法科大学院の専門職学位課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 平成22年度 230人  平成23年度 220人 

3 理学研究科及び生命農学研究科の前期課程に係る収容定員は，平成22年度においては，改正後の別表の規定に

かかわらず，次のとおりとする。 

 理学研究科 329人 

 生命農学研究科 266人 

4 生命農学研究科の後期課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 平成22年度 159人  平成23年度 147人 

附 則(平成23年3月1日通則第2号) 

1 この通則は，平成23年4月1日から施行する。 

2 改正後の第33条の2の規定は，法科大学院に平成23年度に入学した者から適用し，平成22年度以前に入学し

た者については，なお従前の例による。 

附 則(平成23年7月19日通則第1号) 

この通則は，平成23年7月19日から施行し，平成23年4月1日から適用する。 

附 則(平成24年3月21日通則第3号) 

1 この通則は，平成24年4月1日から施行する。 

2 理学研究科，工学研究科及び生命農学研究科の前期課程並びに創薬科学研究科の課程に係る収容定員は，平成24

年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 理学研究科 346人 

 工学研究科 995人 

 生命農学研究科 284人 

 創薬科学研究科 27人 

附 則(平成24年10月16日通則第2号) 

この通則は，平成24年10月16日から施行し，平成24年4月1日から適用する。 

附 則(平成25年3月29日通則第3号) 

この通則は，平成25年4月1日から施行する。 

附 則(平成26年3月4日通則第1号) 

1 この通則は，平成26年4月1日から施行する。 

2 理学研究科，工学研究科，生命農学研究科及び創薬科学研究科の後期課程に係る収容定員は，平成26年度及び

平成27年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 平成26年度 平成27年度 

理学研究科 218人 217人 

工学研究科 433人 431人 

生命農学研究科 132人 129人 

創薬科学研究科 10人 20人 
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附 則(平成27年3月3日規程第63号) 

この規程は，平成27年4月1日から施行する。 

附 則(平成27年9月15日通則第1号) 

この通則は，平成27年10月1日から施行する。 

附 則(平成28年3月1日通則第2号) 

1 この通則は，平成28年4月1日から施行する。 

2 法科大学院の専門職学位課程に係る収容定員は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

 平成28年度190人  平成29年度 170人 

附 則(平成28年6月21日通則第2号) 

この通則は，平成28年6月21日から施行し，平成28年4月1日から適用する。 

附 則(平成28年9月13日通則第3号) 

この規程は，平成28年10月1日から施行する。 

附 則(平成29年2月21日通則第4号) 

1 この通則は，平成29年4月1日から施行する。 

2 文学研究科，国際言語文化研究科及び情報科学研究科並びにこの通則による改正前の工学研究科の専攻及び国際

開発研究科国際コミュニケーション専攻は，改正後の第2条の規定にかかわらず，平成29年3月31日に当該研

究科及び専攻に在籍する者が当該研究科及び専攻に在籍しなくなる日までの間，存続するものとする。 

3 人文学研究科，情報学研究科，工学研究科，環境学研究科及び創薬科学研究科の前期課程において，次の表に掲

げる専攻の収容定員は，平成29年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 収容定員 

人文学研究科 人文学専攻 104人 

情報学研究科 

数理情報学専攻 14人 

複雑系科学専攻 36人 

社会情報学専攻 18人 

心理・認知科学専攻 15人 

情報システム学専攻 32人 

知能システム学専攻 29人 

工学研究科 

有機・高分子化学専攻 34人 

応用物質化学専攻 34人 

生命分子工学専攻 28人 

応用物理学専攻 39人 

物質科学専攻 39人 

材料デザイン工学専攻 34人 

物質プロセス工学専攻 35人 

化学システム工学専攻 34人 

電気工学専攻 34人 

電子工学専攻 47人 

情報・通信工学専攻 33人 

機械システム工学専攻 66人 

マイクロ・ナノ機械理工学専攻 36人 

航空宇宙工学専攻 38人 
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エネルギー理工学専攻 18人 

総合エネルギー工学専攻 18人 

土木工学専攻 36人 

環境学研究科 
地球環境科学専攻 107人 

社会環境学専攻 63人 

創薬科学研究科 基盤創薬学専攻 59人 

4 情報学研究科，工学研究科，国際開発研究科及び環境学研究科の前期課程に係る収容定員の計は，平成29年度

においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 収容定員 

情報学研究科 144人 

工学研究科 1,098人 

国際開発研究科 108人 

環境学研究科 264人 

5 人文学研究科，情報学研究科，理学研究科，工学研究科及び環境学研究科の後期課程並びに医学系研究科医学博

士課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成29年度及び平成30年度（理学研究科名古屋大学・エ

ディンバラ大学国際連携理学専攻及び医学系研究科名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻を除

く。）においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 
収容定員 

平成29年度 平成30年度 

人文学研究科 人文学専攻 61人 122人 

情報学研究科 

数理情報学専攻 4人 8人 

複雑系科学専攻 8人 16人 

社会情報学専攻 5人 10人 

心理・認知科学専攻 7人 14人 

情報システム学専攻 9人 18人 

知能システム学専攻 10人 20人 

理学研究科 

物質理学専攻 68人 67人 

生命理学専攻 56人 55人 

名古屋大学・エディンバラ大学国際連携理学専攻 4人 ― 

医学系研究科 名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻 12人 ― 

工学研究科 

有機・高分子化学専攻 8人 16人 

応用物質化学専攻 8人 16人 

生命分子工学専攻 6人 12人 

応用物理学専攻 9人 18人 

物質科学専攻 9人 18人 

材料デザイン工学専攻 8人 16人 

物質プロセス工学専攻 9人 18人 

化学システム工学専攻 8人 16人 

電気工学専攻 9人 18人 

電子工学専攻 13人 26人 

情報・通信工学専攻 8人 16人 

機械システム工学専攻 14人 28人 

マイクロ・ナノ機械理工学専攻 8人 16人 

航空宇宙工学専攻 8人 16人 

エネルギー理工学専攻 5人 10人 

総合エネルギー工学専攻 4人 8人 

土木工学専攻 9人 18人 

環境学研究科 地球環境科学専攻 74人 73人 
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社会環境学専攻 49人 44人 

6 情報学研究科，国際開発研究科及び環境学研究科の後期課程に係る収容定員の計は，平成29年度及び平成30年

度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 
収容定員 

平成29年度 平成30年度 

情報学研究科 43人 86人 

国際開発研究科 86人 76人 

環境学研究科 186人 180人 

7 医学系研究科医学博士課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成29年度から平成31年度までにお

いては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 
収容定員 

平成29年度 平成30年度 平成31年度 

医学系研究科 

総合医学専攻 628人 620人 616人 

名古屋大学・ルンド大学 

国際連携総合医学専攻 
4人 8人 12人 

附 則(平成29年6月20日通則第1号) 

この通則は，平成29年6月20日から施行し，平成29年4月1日から適用する。 

附 則(平成30年3月20日通則第3号) 

1 この通則は，平成30年4月1日から施行する。 

2 この通則による改正前の生命農学研究科の専攻及び国際開発研究科の専攻は，改正後の第2条の規定にかかわら

ず，平成30年3月31日に当該専攻に在籍する者が当該専攻に在籍しなくなる日までの間，存続するものとす

る。 

3 生命農学研究科及び国際開発研究科の前期課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成30年度にお

いては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 収容定員 

生命農学研究科 

森林・環境資源科学専攻 27人 

植物生産科学専攻 30人 

動物科学専攻 28人 

応用生命科学専攻 66人 

国際開発研究科 国際開発協力専攻 44人 

4 生命農学研究科の前期課程に係る収容定員の計は，平成30年度においては，改正後の別表の規定にかかわら

ず，290人とする。 

5 生命農学研究科及び国際開発研究科の後期課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成30年度及び

平成31年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 
収容定員 

平成30年度 平成31年度 

生命農学研究科 

森林・環境資源科学専攻 7人 14人 

植物生産科学専攻 9人 18人 

動物科学専攻 7人 14人 

応用生命科学専攻 17人 34人 

名古屋大学・カセサート大学国際連携生命農学専攻 2人 4人 

国際開発研究科 国際開発協力専攻 22人 44人 

附 則(平成30年7月17日通則第1号) 
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1 この通則は，平成30年10月1日から施行する。 

2 医学系研究科医学博士課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成30年度から令和2年度までにお

いては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 
収容定員 

平成30年度 平成31年度 令和2年度 

医学系研究科 
総合医学専攻 618人 612人 606人 

名古屋大学・フライブルク大学国際連携総合医学専攻 2人 4人 6人 

附 則(平成31年2月19日通則第3号) 

1 この通則は，平成31年4月1日から施行する。 

2 生命農学研究科の後期課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，平成31年度及び令和2年度において

は，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究科 専攻 
収容定員 

平成31年度 令和2年度 

生命農学研究科 

森林・環境資源科学専攻 13人 19人 

応用生命科学専攻 33人 49人 

名古屋大学・西オーストラリア大学国際連携生命農学専攻 2人 4人 

附 則(令和2年2月4日通則第2号) 

1 この通則は，令和2年4月1日から施行する。 

2 この通則による改正前の医学系研究科の専攻は，改正後の第2条の規定にかかわらず，令和2年3月31日に当

該専攻に在籍する者が当該専攻に在籍しなくなる日までの間，存続するものとする。 

3 医学系研究科の前期課程において，総合保健学専攻の収容定員は，令和2年度においては，改正後の別表の規定

にかかわらず，70人とする。 

4 医学系研究科の後期課程において，総合保健学専攻の収容定員は，令和2年度及び令和3年度においては，改正

後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

令和2年度 20人  令和3年度 40人 

附 則(令和2年4月1日名大規程第80号) 

この規程は，令和2年4月1日から施行する。 

附 則(令和3年2月2日名大通則第2号) 

この通則は，令和3年4月1日から施行する。 

附 則(令和3年12月7日名大通則第1号) 

この通則は，令和3年12月7日から施行する。 

附 則(令和4年3月1日名大通則第3号) 

1 この通則は，令和4年4月1日から施行する。 

2 この通則による改正前の理学研究科の専攻は，改正後の第2条の規定にかかわらず，令和4年3月31日に当該

専攻に在籍する者が当該専攻に在籍しなくなる日までの間，存続するものとする。 

3 理学研究科の前期課程において，理学専攻の収容定員は，令和4年度においては，改正後の別表の規定にかかわ

らず，188人とする。 
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4 理学研究科の前期課程に係る収容定員の計は，令和4年度においては，改正後の別表の規定にかかわらず，359

人とする。 

5 理学研究科及び工学研究科の後期課程において，次の表に掲げる専攻の収容定員は，令和4年度及び令和5年度

においては，改正後の別表の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

研究所 専攻 
収容定員 

令和4年度 令和5年度 

理学研究科 理学専攻 70人 140人 

工学研究科 

材料デザイン工学専攻 22人 20人 

物質プロセス工学専攻 26人 25人 

化学システム工学専攻 22人 20人 

名古屋大学・チュラロンコン大学国際連携サステイナブル材料工学専攻 5人 10人 

別表(第4条関係) 

[別紙参照] 

-189-



別表(第 4 条関係) 

研究科 専攻等 入学定員 収容定員 

前期 

課程 

（修

士課

程） 

後期 

課程 

（医

学博

士課

程） 

専門

職 

学位

課程 

前期 

課程 

（修

士課

程） 

後期 

課程 

（医

学博

士課

程） 

専門

職 

学位

課程 

人文学研究科 人文学専攻 104 61 － 208 183 － 

教育発達科学研

究科 

教育科学専攻 32 16 － 64 48 － 

心理発達科学専攻 22 15 － 44 45 － 

計 54 31 － 108 93 － 

法学研究科 総合法政専攻 35 17 － 70 51 － 

実務法曹養成専攻 － － 50 － － 150 

経済学研究科 社会経済システム専攻 30 15 － 60 45 － 

産業経営システム専攻 14 7 － 28 21 － 

計 44 22 － 88 66 － 

情報学研究科 数理情報学専攻 14 4 － 28 12 － 

複雑系科学専攻 36 8 － 72 24 － 

社会情報学専攻 18 5 － 36 15 － 

心理・認知科学専攻 15 7 － 30 21 － 

情報システム学専攻 32 9 － 64 27 － 

知能システム学専攻 29 10 － 58 30 － 

計 144 43 － 288 129 － 

理学研究科 理学専攻 188 70 － 376 210 － 

名古屋大学・エディン

バラ大学国際連携理学

専攻 

－ 2 － － 6 － 

 計 188 72 － 376 216 － 

医学系研究科 医科学専攻 20 － － 50 － － 
<10> 

総合医学専攻 － 151 － － 604 － 
名古屋大学・アデレー

ド大学国際連携総合医

学専攻 

－ 4 － － 16 － 

名古屋大学・ルンド大

学国際連携総合医学専

攻 

－ 4 － － 16 － 

名古屋大学・フライブ

ルク大学国際連携総合

医学専攻 

－ 2 － － 8 － 

総合保健学専攻 70 20 － 140 60 － 

計 100 181 － 190 704 － 

工学研究科 有機・高分子化学専攻 34 8 － 68 24 － 

応用物質化学専攻 34 8 － 68 24 － 
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生命分子工学専攻 28 6 － 56 18 － 

応用物理学専攻 39 9 － 78 27 － 

物質科学専攻 39 9 － 78 27 － 
材料デザイン工学専攻 34 6 － 68 18 － 

物質プロセス工学専攻 35 8 － 70 24 － 

化学システム工学専攻 34 6 － 68 18 － 

電気工学専攻 34 9 － 68 27 － 

電子工学専攻 47 13 － 94 39 － 

情報・通信工学専攻 33 8 － 66 24 － 

機械システム工学専攻 66 14 － 132 42 － 

マイクロ・ナノ機械理

工学専攻 

36 8 － 72 24 － 

航空宇宙工学専攻 38 8 － 76 24 － 

エネルギー理工学専攻 18 5 － 36 15 － 

総合エネルギー工学専

攻 

18 4 － 36 12 － 

土木工学専攻 36 9 － 72 27 － 

名古屋大学・チュラロ

ンコン大学国際連携サ

ステイナブル材料工学

専攻 

－ 5 － － 15 － 

計 603 143 － 1,206 429 － 

生命農学研究科 森林・環境資源科学専

攻 

27 6 － 54 18 － 

植物生産科学専攻 30 9 － 60 27 － 

動物科学専攻 28 7 － 56 21 － 

応用生命科学専攻 66 16 － 132 48 － 

名古屋大学・カセサー

ト大学国際連携生命農

学専攻 

－ 2 － － 6 － 

名古屋大学・西オース

トラリア大学国際連携

生命農学専攻 

－ 2 － － 6 － 

計 151 42 － 302 126 － 

国際開発研究科 国際開発協力専攻 44 22 － 88 66 － 

多元数理科学研

究科 

多元数理科学専攻 47 30 － 94 90 － 

環境学研究科 地球環境科学専攻 53 24 － 106 72 － 

都市環境学専攻 47 21 － 94 63 － 

社会環境学専攻 27 13 － 54 39 － 

計 127 58 － 254 174 － 

創薬科学研究科 基盤創薬学専攻 32 10 － 64 30 － 

備考 医学系研究科医科学専攻欄の< >内は，修業年限 1年のコースの定員を外数で示す。 
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○名古屋大学学位規程

(平成16年4月1日規程第104号)
改正 平成16年7月20日規程第285号 平成18年1月23日規程第49号

平成18年2月27日通則第6号 平成20年3月24日規程第109号

平成24年3月21日規程第91号 平成24年10月16日規程第39号

平成25年9月17日規程第39号 平成26年3月4日規程第92号

平成27年9月15日規程第57号 平成28年2月15日規程第108号

平成29年2月21日規程第91号 平成29年4月18日規程第4号

平成30年12月18日規程第54号 平成31年3月19日規程第116号

令和2年4月1日名大規程第80号

(学位の種類)

第1条　名古屋大学（以下「本学」という。）において授与する学位は，学士，修

士，博士及び専門職とする。

(学位の専攻分野等の名称)

第2条　 名古屋大学通則(平成16年度通則第1号)第32条第1項の規定により卒業を認

定された者に学士の学位を授与し，その学位記には，学部又は学科の区分に従

い，次の専攻分野の名称を付記するものとする。

学部 学科名 学士

文学部 文学

教育学部 教育学

法学部 法学

経済学部 経済学

情報学部 情報学

理学部 理学

医学部 医学科 医学

保健学科 看護学　保健学　リハビリテーション
学

工学部 工学

農学部 農学

2　 名古屋大学大学院通則(平成16年度通則第2号。以下「大学院通則」という。)

第34条第1項の定めるところにより本学大学院の課程を修了した者に修士，博士

又は専門職の学位を授与し，その学位記には，研究科の区分に従い，次の専攻分

野の名称を付記するものとする。

研究科名 修士 博士 専門職

人文学研究科 文学 
歴史学 
学術

文学 
歴史学 
学術

教育発達科学研究
科

教育学 
教育 
心理学 
臨床心理学

教育学 
教育 
心理学

法学研究科 法学 
比較法学 
現代法学

法学 
比較法学 
現代法学

法務博士（専門
職）

経済学研究科 経済学 
経営管理学

経済学

情報学研究科 情報学 
学術

情報学 
学術

理学研究科 理学 理学

医学系研究科 医科学 
医療行政学 
公衆衛生学 

医学 

看護学 

※必ず最新のものを確認すること
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看護学 
医療技術学 
リハビリテーショ
ン療法学

医療技術学 
リハビリテーショ
ン療法学

工学研究科 工学 工学 　

生命農学研究科 農学 農学 　

国際開発研究科 国際開発学 国際開発学 　

多元数理科学研究
科

数理学 数理学 　

環境学研究科 環境学 
社会学 
地理学 
法学 
経済学 
理学 
工学 
建築学

環境学 
社会学 
地理学 
法学 
経済学 
理学 
工学 
建築学

　

創薬科学研究科 創薬科学 創薬科学 　

3　前2項に規定する専攻分野の名称の英文表記については，別に定める。

(学位授与の要件)

第3条　前条第2項に定めるもののほか，本学大学院研究科に論文を提出して，博士

論文の審査及び試験に合格し，かつ，博士課程を修了した者と同等以上の学力を

有することを確認された者にも博士の学位を授与することができる。

(課程による者の論文等の提出)

第4条　本学大学院の課程による論文（前期課程及び医学系研究科の修士課程にあ

っては特定の課題についての研究の成果を含む。）は，各研究科で定める授業科

目を履修し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，当該研究

科長に提出するものとする。

(課程によらない者の学位授与の申請)

第5条　 第3条により学位を得ようとする者は，論文に履歴書及び学位審査手数料

を添え，学位の種類を指定した願書を当該研究科教授会又は当該研究科教授会が

学位審査を委任している委員会等(以下「研究科教授会等」という。)の承認を得

て，総長に提出するものとする。

(論文等)

第6条　主論文は1編とし，博士論文にあってはその要旨を添付して提出するものと

する。この場合，必要により，参考論文を添付することができる。

2　特定の課題についての研究の成果は，各研究科で定めるところにより提出する

ものとする。

第7条　提出した論文（前期課程及び医学系研究科の修士課程にあっては特定の課

題についての研究の成果を含む。）及び納入した審査手数料は，返納しない。

(学位審査委員会)

第8条　博士論文を受理したときは，研究科教授会等は，当該研究科の教授2名以上

を含む審査委員を選出し，学位審査委員会を組織する。ただし，国際連携専攻に

おける博士論文を受理したときは，当該国際連携専攻を設ける研究科と連携して

教育研究を実施する外国の大学院（以下「連携外国大学院」という。）と協議の

上，当該研究科の教授2名以上を含む審査委員を選出し，連携外国大学院の教授

その他の者を加えて，連携外国大学院と合同の学位審査委員会を組織する。

2　修士論文若しくは特定の課題についての研究の成果を受理したとき，又は第11

条に規定する博士論文研究基礎力審査を行うときは，研究科教授会等は，当該研

究科の教授，准教授又は講師2名以上を含む審査委員を選出し，学位審査委員会
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を組織する。ただし，当該委員会の委員には少なくとも当該研究科の教授を1名

含まなければならない。

3　前2項の場合において，必要あるときは，本学の他の研究科若しくは研究所，他

の大学院若しくは研究所等又は外国の大学院若しくは研究所等の教授その他の者

を学位審査委員会に委員として加えることができる。

4　学位審査委員会は，論文及び特定の課題についての研究の成果の審査並びに試

験並びに第11条に規定する博士論文研究基礎力審査に関する事項を担当する。

(審査期間)

第9条　博士論文は，受理した後，1年以内に審査を終了するものとする。ただし，

特別の事情があるときは，研究科教授会等の議決を経て，審査期間を延長するこ

とができる。

2　修士論文又は特定の課題についての研究の成果は，在学中に提出させ，審査を

終了するものとする。

3　第11条に規定する博士論文研究基礎力審査は，在学中に行い，審査を終了する

ものとする。

(試験及び学力審査)

第10条　試験は，論文（前期課程及び医学系研究科の修士課程にあっては特定の課

題についての研究の成果を含む。）の審査終了後に，筆記又は口頭で行う。

2　博士の試験は，論文の内容及びこれに関連ある専門分野の学識及び研究者とし

て自立して研究活動を行い，又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要

な高度の研究能力について，修士の試験は，論文又は特定の課題についての研究

の成果の内容を中心として学識及び研究能力又は高度の専門性を要する職業等に

必要な高度の能力について，審査するものとする。

3　 第3条による論文提出者に対しては，前項のほか，更に専攻学術に関し，大学

院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有するか否かについて，審査するも

のとする。

第11条　大学院通則第31条の2に規定する博士論文研究基礎力審査は，前期課程又

は医学系研究科の修士課程において修得し，又は涵養すべき専攻分野に関する高

度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養につい

て筆記等による試験を行うとともに，博士論文に係る研究を主体的に遂行するた

めに必要な能力について研究報告の提出及び口頭試問等による審査を行うものと

する。

(審査結果の報告及び学位授与の議決)

第12条　学位審査委員会は，審査の結果を研究科教授会等に報告する。ただし，博

士の学位試験については，その要旨を書面で報告しなければならない。

2　研究科教授会等は，前項の報告に基づいて合否を審議決定する。

3　学位審査の研究科教授会等における議決の方法は，各研究科が定める。ただ

し，その開会定足数は，当該研究科教授会委員全員(海外旅行中又は休職中の者

を除く。)の3分の2以上であることを要し，合格の決定は，無記名投票により，

出席者の3分の2以上の賛成を必要とする。

(合格者の報告)

第13条　研究科長は，学位試験に合格した者を合格決定の日から20日以内に，総長

に報告しなければならない。この場合，博士の学位試験に合格した者について

は，論文の要旨，論文審査及び試験の結果の要旨並びに履歴書各1通を提出する

ものとする。

(学位の授与及び学位記の様式)
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第14条　学部の定める卒業の資格を認定された者には，当該学部長の報告に基づ

き，又は学位試験に合格した者には，当該研究科長の報告に基づき，総長は，所

定の学位を授与する。

2　学位記は，別記様式1-1から別記様式6-2までに定めるとおりとする。ただし，

別記様式3-3（課程修了によるもの（国際連携専攻））における和文に併記する

英文等及び大学長名，大学長印等については，連携外国大学院との協議により記

載することとする。

(論文要旨等の公表)

第15条　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した日から

3月以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果

の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

(学位論文の公表)

第16条　博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から1年以

内に，当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表するものとする。ただし，

当該博士の学位を授与される前に既に公表したときは，この限りでない。

2　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由が

ある場合には，当該博士の学位を授与した研究科の承認を受け，当該博士の学位

の授与に係る論文の全文に代えて，その内容を要約したものを公表することがで

きる。この場合において，当該研究科は，その論文の全文を求めに応じて閲覧に

供するものとする。

3　博士の学位を授与された者が行う前2項の規定による公表は，当該博士の学位を

授与した研究科の協力を得て，附属図書館が実施する名古屋大学学術機関リポジ

トリを活用し，インターネットの利用により行うものとする。

4　学位授与後に公表する場合は，名古屋大学審査学位論文と明記することを要す

る。

(学位授与の取消し)

第17条　修士，博士又は専門職の学位を授与された者で，次の各号のいずれかに該

当するときは，教育研究評議会の議を経て，授与した学位を取り消すものとす

る。

一　不正の方法により学位を受けた事実が判明したとき。

二　修士，博士又は専門職の学位を授与された者に，その名誉を汚辱する行為が

あったとき。

(学位審査手数料)

第18条　 第5条の学位審査手数料の額は，東海国立大学機構授業料等の料金に関す

る規程（令和2年度機構規程第65号）に規定する額とする。

(雑則)

第19条　この規程に定めるもののほか，論文の審査及び試験に関し必要な事項は，

各研究科において定める。

附　則

この規程は，平成16年4月1日から施行する。

附　則(平成16年7月20日規程第285号)

1　この規程は，平成16年10月1日から施行する。

2　法学研究科の専攻分野の名称は，改正後の第2条第2項の規定にかかわらず，平

成16年4月以前に入学し，当該専攻分野に係る課程を履修している者について

は，なお従前の例による。
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附　則(平成18年1月23日規程第49号)

1　この規程は，平成18年3月27日から施行する。ただし，改正後の第2条第2項の規

定は，平成18年4月1日から施行する。

2　国際開発研究科の専攻分野の名称は，改正後の第2条第2項の規定にかかわら

ず，平成17年度以前に入学し，当該専攻分野に係る課程を履修しているものにつ

いては，なお従前の例による。

附　則(平成18年2月27日通則第6号)

この規程は，平成18年4月1日から施行する。

附　則(平成20年3月24日規程第109号)

この規程は，平成20年4月1日から施行する。

附　則(平成24年3月21日規程第91号)

この規程は，平成24年4月1日から施行する。

附　則(平成24年10月16日規程第39号)

この規程は，平成24年10月16日から施行し，平成24年4月1日から適用する。

附　則(平成25年9月17日規程第39号)

1　この規程は，平成25年9月17日から施行し，平成25年4月1日から適用する。

2　前項の規定にかかわらず，改正後の第15条の規定は，平成25年4月1日以後に博

士の学位を授与した場合について適用し，同日前に博士の学位を授与した場合に

ついては，なお従前の例による。

3　第1項の規定にかかわらず，改正後の第16条の規定は，平成25年4月1日以後に博

士の学位を授与された者について適用し，同日前に博士の学位を授与された者に

ついては，なお従前の例による。

附　則(平成26年3月4日規程第92号)

この規程は，平成26年4月1日から施行する。

附　則(平成27年9月15日規程第57号)

この規程は，平成27年10月1日から施行する。

附　則(平成28年2月15日規程第108号)

この規程は，平成28年4月1日から施行する。ただし，改正後の第8条第1項の規定

にかかわらず，平成27年度以前に受理した博士論文に係る学位審査委員会の組織に

ついては，なお従前の例による。

附　則(平成29年2月21日規程第91号)

1　この規程は，平成29年4月1日から施行する。

2　情報文化学部の専攻分野の名称は，改正後の第2条第1項の規定にかかわらず，

改正前の当該専攻分野に係る卒業の資格を認定された者については，なお従前の

例による。

3　文学研究科，国際開発研究科，国際言語文化研究科，環境学研究科及び情報科

学研究科の専攻分野の名称は，改正後の第2条第2項の規定にかかわらず，改正前

の当該専攻分野に係る課程を修了した者については，なお従前の例による。

附　則(平成29年4月18日規程第4号)
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この規程は，平成29年5月1日から施行する。ただし，改正後の第8条第2項の規定

にかかわらず，施行日以前に受理した修士論文又は特定の課題についての研究の成

果に係る学位審査委員会の組織については，なお従前の例による。

附　則(平成30年12月18日規程第54号)

この規程は，平成31年4月1日から施行する。

附　則(平成31年3月19日規程第116号)

この規程は，平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和2年4月1日名大規程第80号)

この規程は，令和2年4月1日から施行する。

参考
名古屋大学授業料等の料金に関する規程に定める額

学位審査手数料 57,000円

別記様式1-1
[別紙参照]

別記様式1-2（英文）
[別紙参照]

別記様式2-1（修士論文の審査によるもの）
[別紙参照]

別記様式2-2（修士論文の審査によるもの（英文））
[別紙参照]

別記様式3-1（課程修了によるもの）
[別紙参照]

別記様式3-2（課程修了によるもの（プログラム））
[別紙参照]

別記様式3-3（課程修了によるもの（国際連携専攻））
[別紙参照]

別記様式3-4（課程修了によるもの（英文））
[別紙参照]

別記様式3-5（課程修了によるもの（プログラム）（英文））
[別紙参照]

別記様式4-1（研究成果の審査及び博士論文研究基礎力審査によるもの）
[別紙参照]

別記様式4-2（研究成果の審査及び博士論文研究基礎力審査によるもの（英文））
[別紙参照]

別記様式5-1（法科大学院専門職学位課程修了によるもの）
[別紙参照]

別記様式5-2（法科大学院専門職学位課程修了によるもの（英文））
[別紙参照]
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別記様式6-1（論文提出によるもの）
[別紙参照]

別記様式6-2（論文提出によるもの（英文））
[別紙参照]
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○名古屋大学大学院医学系研究科規程

(平成16年4月1日規程第132号)
改正 平成16年7月21日規程第291号 平成17年3月2日規程第339号 平成17年3月16日規程第385号

平成18年3月15日規程第85号 平成19年2月21日規程第86号 平成19年6月20日規程第37号

平成19年7月18日規程第38号 平成19年10月3日規程第40号 平成20年2月20日規程第82号

平成21年3月4日規程第57号 平成21年5月20日規程第7号 平成22年2月17日規程第60号

平成23年3月2日規程第74号 平成23年7月6日規程第29号 平成24年3月7日規程第80号

平成24年3月29日規程第104号 平成25年2月20日規程第87号 平成25年6月19日規程第14号

平成26年2月5日規程第109号 平成27年3月3日規程第63号 平成27年3月4日規程第76号

平成27年7月1日規程第17号 平成28年2月3日規程第104号 平成29年1月18日規程第145号

平成29年2月1日規程第76号 平成30年2月7日規程第90号 平成30年3月30日規程第139号

平成30年7月18日規程第19号 平成30年10月3日規程第46号 平成31年2月6日規程第79号

令和2年3月4日規程第95号 令和2年3月25日規程第108号 令和2年9月4日名大規程第90号

令和4年3月2日名大規程第62号

(趣旨)

第1条　名古屋大学大学院医学系研究科(以下「研究科」という。)における目的，

教育課程，授業，研究指導，成績評価等(以下「研究科の教育」という。)につい

ては，名古屋大学大学院通則(平成16年度通則第2号)及び名古屋大学大学院共通

科目規程（平成22年度規程第47号。以下「大学院共通科目規程」という。）に定

めるもののほか，この規程の定めるところによる。

2　この規程に定めるもののほか，研究科の教育に関し必要な事項は，研究科委員

会の議を経て，研究科長が定める。

(目的)

第2条　研究科は，医学及び保健学における学術の理論及び応用を教授研究し，そ

の深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越し

た能力を培うことにより，文化の進展に寄与するとともに，医学及び保健学にお

ける学術の研究者，高度の専門技術者及び教授者を養成することを目的とする。

(修士課程の授業科目，単位数等)

第3条　修士課程の授業科目及びその単位数は，別表第1のとおりとする。

2　修士課程医科学専攻(次項の生物系プログラム，第4項の医療行政コース及び第5

項の公衆衛生コースを除く。)における授業科目の履修方法は，必修科目30単位

を修得しなければならない。

3　修士課程医科学専攻に国際プログラム群に係る生物系プログラムを置き，その

プログラムの授業科目の履修方法は，必修科目26単位並びに選択必修科目におい

て「基盤医学特論」及び「医学基礎実習」の科目のうちからそれぞれ2単位以

上，合計30単位以上を修得しなければならない。

4　修士課程医科学専攻に医療行政コースを置き，そのコースの授業科目の履修方

法は，必修科目30単位を修得しなければならない。

5　修士課程医科学専攻に公衆衛生コースを置き，そのコースの授業科目の履修方

法は，必修科目18単位並びに選択必修科目において，疫学・生物統計学，保健医

療政策・管理学，環境保健科学及び社会・行動科学の4領域から各2単位以上を含

む12単位以上，合計30単位以上を修得しなければならない。

6　各授業科目の単位数の計算の基準は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定

める。

(博士課程の授業科目，単位数等)

第4条　博士課程(医学を履修する博士課程(以下「医学博士課程」という。)を除

く。)の授業科目及びその単位数は，別表第2のとおりとする。

2　博士前期課程の次の各号に掲げる総合保健学専攻のコースにおける授業科目の

履修方法は，当該各号に定めるところによる。

※必ず最新のものを確認すること
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二　医療技術学コース　基盤科目から4単位以上，専門科目Ⅰ・Ⅱから10単位以

上及び特別研究を1科目10単位，合計30単位以上（合計30単位の中には，他の

研究科，他の学部若しくは他の専攻の授業科目又は大学院共通科目規程に定め

る授業科目の単位数を含めることができる。）を履修しなければならない。た

だし，専門科目Ⅰについては，Ⅱ類の授業科目から6単位以上を含め，コース

共通科目及びⅡ類の授業科目から8単位以上を履修しなければならない。

三　リハビリテーション療法学コース　基盤科目から4単位以上，専門科目Ⅰ・

Ⅱから14単位以上及び特別研究を1科目10単位，合計30単位以上（合計30単位

の中には，他の研究科，他の学部若しくは他の専攻の授業科目又は大学院共通

科目規程に定める授業科目の単位数を含めることができる。）を履修しなけれ

ばならない。ただし，専門科目Ⅰについては，同コースの授業科目から4単位

以上を含め， コース共通科目及びリハビリテーション療法学コースの授業科

目から8単位以上を履修しなければならない。

3　博士後期課程の次の各号に掲げる総合保健学専攻のコースにおける授業科目の

履修方法は，当該各号に定めるところによる。

一　看護学コース　基盤科目及び専門科目から4単位以上，特別研究1科目4単

位，合計8単位以上を履修しなければならない。ただし，専門科目について

は，Ⅲ類の授業科目から2単位以上を履修しなければならない。

二　医療技術学コース　基盤科目及び専門科目から4単位以上，特別研究1科目4

単位，合計8単位以上を履修しなければならない。ただし，専門科目について

は，Ⅳ類の授業科目から2単位以上を履修しなければならない。

三　リハビリテーション療法学コース　基盤科目及び専門科目から4単位以上，

特別研究1科目4単位，合計8単位以上を履修しなければならない。ただし，専

門科目については，リハビリテーション研究実践特講セミナー2単位を履修し

なければならない。

4　各授業科目の単位数の計算の基準は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

(医学博士課程の科目区分，授業科目，単位数等)

第5条　医学博士課程の授業科目の科目区分及びその内容は，次表のとおりとする。

総合医学専攻

科目区分 内容

基礎科目 　大学院教育の一環としてできるだけ幅広く，か
つ，基礎的な知識を身に付けさせるための基礎医学
領域科目，臨床医学領域科目及び統合医薬学領域科
目の各領域に共通の科目である。

専門科目 主科目 　学生が目指す専門分野の研究を推し進め，創造力
豊かな研究者又は医療指導者となるための中核的な
科目である。 
学生の所属する専門分野が開講するセミナー及び実
験研究から成る。 

副科目 　高度な専門知識と研究創造能力を身に付けさせる
科目として位置づけられ，主科目に関連した科目と

一　看護学コース

　　イ　基盤科目から 4単位以上，専門科目Ⅰ・Ⅱから 12 単位以上及び特別研究

を 1科目 10 単位，合計 30 単位以上（合計 30 単位の中には，他の研究科，他

の学部若しくは他の専攻の授業科目又は大学院共通科目規程に定める授

業科目の単位数を含めることができる。）を履修しなければならない。ただ

し，専門科目Ⅰについては，Ⅰ類の授業科目から 6単位以上を含め，コース

共通科目及びⅠ類の授業科目から 8単位以上を履修しなければならない。

　　ロ　助産師国家試験受験資格の取得のためには，イに加え，助産師関係科

目32単位を履修しなければならない。
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する。

名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻

科目区分 内容　

共通科目　 名古屋大学及びオーストラリア連邦アデレード大学
（以下「アデレード大学」という。）が共同で開講
し，双方の国際的な研究者の共同教育の下で先端医
学研究及び先端医療を学ぶ科目である。　

専門科目　 A群科目 
　

　名古屋大学が開講する科目であり，学生が目指す
専門分野の研究を推し進め，創造力豊かな研究者又
は医療指導者となるための中核的な科目である。 
　学生の所属する専門分野が開講するセミナー及び
実験研究から成る。

B群科目 
　

　アデレード大学が開講する科目であり，高度な専
門知識と研究創造能力を身に付けさせる科目として
位置づけられ，A群に関連したセミナー及び実験研
究とする

名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻

科目区分 内容

A群科目

講義科目

名古屋大学が開講する科目であり，情報リソースの把
握並びに活用法についての科目，医療統計学の基礎か
ら応用までについての科目及び国際的研究組織構築の
ための戦略・手法・実例の教授を目的として開講する
科目から成る。 

演習・実習
科目

名古屋大学が開講する科目であり，学生が目指す専門
分野の研究を推し進め，創造力豊かな研究者又は医療
指導者となるための中核的な科目である。 
学生の所属する専門分野が開講するセミナー，実験研
究及びポートフォリオから成る。

B群科目

講義科目

スウェーデン王国ルンド大学（以下「ルンド大学」と
いう。）が開講する科目であり，医学博士課程での研
究への取組又は研究倫理，オーラルコミュニケーショ
ン等についての能力を身に付けさせるために開講する
科目である。

演習・実習
科目

ルンド大学が開講する科目であり，高度な専門知識と
研究創造能力を身に付けさせる科目として位置づけら
れ，A群科目に関連したセミナー，実験研究及びポー
トフォリオから成る。

名古屋大学・フライブルク大学国際連携総合医学専攻

科目区分 内容

A群科目

講義科目
名古屋大学が開講する科目であり，国際的研究組織
構築のための戦略・手法・実例の教授を目的として
開講する科目である。

演習・実習科
目

名古屋大学が開講する科目であり，学生が目指す専
門分野の研究を推し進め，創造力豊かな研究者又は
医療指導者となるための中核的な科目である。 
学生の所属する専門分野が開講するセミナー及び実
験研究から成る。

B群科目
演習・実習科
目

ドイツ連邦共和国フライブルク大学（以下「フライ
ブルク大学」という。）が開講する科目であり，高
度な専門知識と研究創造能力を身に付けさせる科目
として位置づけられ，A群科目に関連したセミナー及
び実験研究から成る。

2　医学博士課程の授業科目及びその単位数は，別表第3のとおりとする。

3　医学博士課程総合医学専攻（次項の医学系プログラム及び第5項の研究者養成コ

ースを除く。）における修得すべき授業科目及びその単位数は，主として研究す

る専門分野の主科目16単位，基礎科目4単位以上（基盤医学特論2単位及び基盤医
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科学実習2単位以上），副科目10単位以上，合計30単位以上とする。ただし，基

礎医学領域科目を主科目とする者は，学生の所属する専門分野以外の専門分野が

開講するセミナーを副科目とし，臨床医学領域科目を主科目とする者は，基礎医

学領域科目又は統合医薬学領域科目を副科目とし，統合医薬学領域科目を主科目

とする者は，基礎医学領域科目又は臨床医学領域科目を副科目とする。

4　医学博士課程総合医学専攻に国際プログラム群に係る医学系プログラムを置

き，当該プログラムの授業科目及び履修方法については，第2項及び前項の規定

を準用し，その他必要な事項は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

5　医学博士課程総合医学専攻に研究者養成コース（MD・PhDコース）を置き，当該

コースの授業科目及び履修方法については，第2項及び第3項の規定を準用し，そ

の他必要な事項は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

6　医学博士課程名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻における修得

すべき授業科目及びその単位数は，名古屋大学が開講するA群科目16単位，共通

科目2単位，アデレード大学が開講するB群科目12単位以上，合計30単位以上とす

る。

7　医学博士課程名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻における修得すべ

き授業科目及びその単位数は，名古屋大学が開講するA群科目から講義科目6単

位，演習・実習科目から「ポートフォリオA」4単位を含め20単位，ルンド大学が

開講するB群科目から講義科目3.5単位，演習・実習科目から「ポートフォリオ

B」4単位を含め16単位以上，合計45.5単位以上とする。

8　医学博士課程名古屋大学・フライブルク大学国際連携総合医学専攻における修

得すべき授業科目及びその単位数は，名古屋大学が開講するA群科目から講義科

目2単位及び演習・実習科目16単位，フライブルク大学が開講するB群科目から演

習・実習科目12単位以上，合計30単位以上とする。

9　各授業科目の単位数の計算の基準は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定

める。

(指導教員)

第6条　入学を許可された者には，専門分野に従って，それぞれ指導教員を定め

る。

2　指導教員は，1名以上とし，必要に応じて，他の研究科の教授を加えることがで

きる。

3　指導教員は，授業科目の履修方法の指導及び研究指導を行うものとする。

(学修計画)

第7条　指導教員は，入学を許可された者の学修計画を定め，学年開始後1月以内に

研究科長に提出しなければならない。

2　研究科長は，前項の学修計画について，研究科委員会の議を経て承認する。

(他の研究科等の授業科目の履修)

第8条　研究科委員会の議を経て,研究科長が適当と認めたときは，他の研究科，他

の学部又は他の専攻の授業科目を履修し，修得した単位は，課程修了に必要な単

位として認定することができる。

2　研究科委員会の議を経て,研究科長が適当と認めたときは，大学院共通科目規程

に定める授業科目を履修し，修得した単位は，課程修了に必要な単位として認定

することができる。

(他の大学院の授業科目の履修)

第9条　学生が他の大学院の授業科目を履修し，修得した単位は，10単位を超えな

い範囲で，課程修了に必要な単位として認定することができる。

-202-



2　前項の規定により授業科目を履修し，単位を修得しようとするときは，3月前ま

でに研究科長に願い出なければならない。

3　前2項の規定にかかわらず，医学博士課程名古屋大学・アデレード大学国際連携

総合医学専攻，医学博士課程名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻又は

医学博士課程名古屋大学・フライブルク大学国際連携総合医学専攻の学生が他の

大学院の授業科目を履修し，修得した単位の認定については，研究科委員会の議

を経て，研究科長が定める。

(他の大学院等における研究指導)

第10条　学生が他の大学院又は研究所等において研究指導を受けた場合の認定方法

は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

(留学)

第11条　学生が留学しようとするときは，3月前までに研究科長に願い出なければ

ならない。

2　前2条の規定は，学生が留学する場合に準用する。

(成績評価)

第12条　成績評価は，授業科目の試験(以下「科目試験」という。)及び学位試験と

する。

2　科目試験の成績は，名古屋大学における成績評価及びGPA制度に関する規程（令

和元年度規程第68号）の定めるところによる。

3　学位試験は，名古屋大学学位規程(平成16年度規程第104号)の定めるところによ

り行う。

4　学位論文は，学修計画によって所定の授業科目を履修し，30単位以上(博士後期

課程にあっては8単位以上)を修得した後，随時提出することができる。

5　科目試験及び学位試験の時期，方法その他必要な事項は，あらかじめ公示す

る。

(追試験)

第13条　病気その他やむを得ない事由により科目試験を受けなかった者は，その試

験に合格することによって学位論文提出の資格を得られる場合に限り，研究科委

員会の議を経て，追試験を受けることができる。

(再試験)

第14条　学位試験に不合格となった者は，研究科委員会の議を経て，6月後に再試

験を受けることができる。

(転入学者の既修得単位の認定)

第15条　他の大学院から転入学した者の既修得単位の認定については，研究科委員

会の議を経て，研究科長が定める。

(転専攻)

第15条の2　学生が総合医学専攻と名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学

専攻，名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻又は名古屋大学・フライブ

ルク大学国際連携総合医学専攻の間で転専攻を志願しようとするときは，研究科

委員会の議を経て，研究科長の許可を得なければならない。

2　前項の学生が既に修得した授業科目の単位の認定及び在学期間の取扱いに関し

ては，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

(大学院特別聴講学生の入学)

第16条　大学院特別聴講学生の入学は，研究科委員会において選考の上，研究科長

が許可する。

(科目等履修生)
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第17条　科目等履修生の入学は，研究科教授会において選考の上，研究科長が許可

する。

2　科目等履修生の履修科目における単位の認定等は，第3条，第4条及び第12条の

規定を準用する。

(特別研究学生の入学)

第18条　特別研究学生の入学は，研究科委員会において選考の上，研究科長が許可

する。

(大学院研究生の定員)

第19条　大学院研究生の定員は，198名とする。

(大学院研究生の入学)

第20条　大学院研究生の入学資格は，次のとおりとする。

一　大学の医学部又は歯学部を卒業した者

二　修士の学位を有する者

三　外国において学校教育における18年の課程を修了した者

四　研究科委員会において，前各号のいずれかに該当する者と同等以上の学力が

あると認めた者

2　大学院研究生の入学は，研究科委員会において選考の上，研究科長が許可す

る。

(大学院研究生の在学期間)

第21条　大学院研究生の在学期間は，1年以内とする。ただし，学年の中途で入学

した場合における在学期間は，当該学年末までとする。

2　在学期間が満了しても研究のため，なお引き続き在学しようとする者があると

きは，研究科長の許可を得て在学期間を延長することができる。

3　前項の場合，研究科長は，研究科委員会の議を経て許可する。

附　則

この規程は，平成16年4月1日から施行する。ただし，平成15年度以前に入学した

者については，この規程の施行前の名古屋大学大学院医学系研究科規程を適用す

る。

附　則(平成16年7月21日規程第291号)

この規程は，平成16年10月1日から施行する。ただし，平成16年9月30日以前に入

学した者については，なお従前の例による。

附　則(平成17年3月2日規程第339号)

この規程は，平成17年4月1日から施行する。ただし，平成16年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成17年3月16日規程第385号)

この規程は，平成17年4月1日から施行する。ただし，平成16年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成18年3月15日規程第85号)

この規程は，平成18年4月1日から施行する。ただし，平成17年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成19年2月21日規程第86号)

1　この規程は，平成19年4月1日から施行する。
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2　改正後の別表第2の項中授業科目及び履修方法に係る規定並びに別表第3の項中

授業科目に係る規定は，平成19年度に入学した者から適用し，平成18年度以前に

入学した者については，なお従前の例による。

附　則(平成19年6月20日規程第37号)

この規程は，平成19年6月20日から施行する。ただし，平成18年度以前に入学し

た者については，なお従前の例による。

附　則(平成19年7月18日規程第38号)

この規程は，平成19年7月18日から施行し，平成19年4月1日から適用する。

附　則(平成19年10月3日規程第40号)

この規程は，平成19年10月3日から施行し，平成19年4月1日から適用する。

附　則(平成20年2月20日規程第82号)

この規程は，平成20年4月1日から施行する。ただし，平成19年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成21年3月4日規程第57号)

この規程は，平成21年4月1日から施行する。ただし，平成20年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成21年5月20日規程第7号)

この規程は，平成21年10月1日から施行する。ただし，平成21年9月30日以前に入

学した者については，なお従前の例による。

附　則(平成22年2月17日規程第60号)

この規程は，平成22年4月1日から施行する。ただし，平成21年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成23年3月2日規程第74号)

この規程は，平成23年4月1日から施行する。ただし,平成22年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成23年7月6日規程第29号)

この規程は，平成23年10月1日から施行する。

附　則(平成24年3月7日規程第80号)

この規程は，平成24年4月1日から施行する。ただし，平成23年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成24年3月29日規程第104号)

この規程は，平成24年4月1日から施行する。

附　則(平成25年2月20日規程第87号)

この規程は，平成25年4月1日から施行する。ただし，平成24年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成25年6月19日規程第14号)

この規程は，平成25年10月1日から施行する。ただし，平成25年9月30日以前に入

学した者については，なお従前の例による。
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附　則(平成26年2月5日規程第109号)

この規程は，平成26年4月1日から施行する。ただし，平成25年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成27年3月3日規程第63号)

この規程は，平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成27年3月4日規程第76号)

この規程は，平成27年4月1日から施行する。ただし，平成26年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成27年7月1日規程第17号)

この規程は，平成27年10月1日から施行する。

附　則(平成28年2月3日規程第104号)

この規程は，平成28年4月1日から施行する。

附　則(平成29年1月18日規程第145号)

この規程は，平成29年4月1日から施行する。ただし，平成28年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成29年2月1日規程第76号)

この規程は，平成29年4月1日から施行する。ただし，平成28年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成30年2月7日規程第90号)

この規程は，平成30年4月1日から施行する。ただし，平成29年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(平成30年3月30日規程第139号)

この規程は，平成30年4月1日から施行する。

附　則(平成30年7月18日規程第19号)

この規程は，平成30年10月1日から施行する。

附　則(平成30年10月3日規程第46号)

この規程は，平成30年11月1日から施行する。

附　則(平成31年2月6日規程第79号)

この規程は，平成31年4月1日から施行する。ただし，平成30年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(令和2年3月4日規程第95号)

この規程は，令和2年4月1日から施行する。ただし，令和元年度以前に入学した

者については，なお従前の例による。

附　則(令和2年3月25日規程第108号)

この規程は，令和2年4月1日から施行する。ただし，令和元年度以前に入学した

者については，なお，従前の例による。

附　則(令和2年9月4日名大規程第90号)
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1　この規程は，令和2年9月4日から施行し，令和2年4月1日から適用する。ただ

し，令和元年度以前に入学した者については，なお従前の例による。

2　前項の規定にかかわらず，改正後の第17条の規定は，令和2年10月1日から施行

する。

別表第1(第3条関係)，別表第2(第4条関係)，別表第3(第5条関係)
[別紙参照]

附　則
　この規程は，令和4年4月1日から施行する。ただし，令和3年度以前に入学した
者については，なお従前の例による。
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生物化学 分 子 生 物 学 Molecular Biology 教授 Prof. 門松　健治 Kadomatsu, Kenji
Biological Chemistry 分 子 細 胞 化 学 Molecular and Cellular Biology

微生物・免疫学 分子病原細菌学 Bacteriology
Microbiology and
Immunology

分子細胞免疫学 Immunology 教授 Prof. 西川　博嘉
教授 Prof. 柴山　恵吾

Nishikawa, Hiroyoshi

ウ イ ル ス 学 Virology 教授 Prof. 木村　　宏 Kimura, Hiroshi

Shibayama, Keigo

先端応用医学（協力） 機能分子制御学 Molecular Biochemistry 教授 Prof. 岡島　徹也 Okajima, Tetsuya
Advanced Medical Science 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

神経遺伝情報学 Neurogenetics 教授 Prof. 大野　欽司 Ohno, Kinji
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　神経疾患病態統御部門

機 能 再 生 医 学 Functional Regenerative Medicine
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

システム生物学 Systems Biology 教授 Prof. 島村　徹平 Shimamura, Teppei
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

（工学） 生物情報解析工学 Bioinformatics Analysis 教授 Prof. 本多　裕之 Honda, Hiroyuki

（工学） 分子診断ナノ工学 Nanoengineered Molecular Diagnostics 教授 Prof. 馬場　嘉信 Baba, Yoshinobu

実験動物科学（協力） 実 験 動 物 科 学 Laboratory Animal Science
Laboratory Animal Science 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門

細胞科学 統 合 生 理 学 Integrative Physiology 教授 Prof. 中村　和弘 Nakamura, Kazuhiro

Cell Science 細 胞 生 理 学 Cell Physiology 教授 Prof. 久場　博司 Kuba, Hiroshi

細 胞 薬 理 学 Cell Pharmacology

● ● ● ● ●128

機　構
名古屋大学大学院医学系研究科は、 昭和 30年に設置された。 この研究科は生理系（7講座）、 病理系（3講座）、 社

会医学系（4講座）、 内科系（7講座）、 外科系（7講座）の計 5専攻、 28講座で構成され医学研究者等を育成して今日
に至った。 しかし、 21世紀の先端医学と高度医療を担う人材を養成することを目的に、 旧来の閉鎖的な小講座制によ
る学部主導の研究体制から、 先端化・多様化した現代医学に即する複数の基幹専門分野と広域連携分野を含む大講座
制と可塑性に富む新しい専攻を基礎とする大学院主導の包括的でかつ開放的な研究体制へと改組すべく、 平成 10年
度から 3年次計画で大学院機構の整備を行い、 12年度に 4専攻から成る新博士課程（平成 16年度から医学博士課程
に名称変更）の体制が確立した。 その概要は下記に示すとおりである。 また 13年度には医科学専攻（修士課程）を
設置した。25年度に統合医薬学関連講座の創設に伴い、領域融合型教育研究の推進を目的として 4専攻を 1専攻に
統合し、基礎医学領域・臨床医学領域・統合医薬学領域の 3領域を設置した。

博 士 課 程
総合医学

（平成25年度設置）

修 士 課 程
医 科 学

（平成13年度設置）

Ⅰ　博士課程
１．総合医学専攻　Program in Integrated Medicine　　　入学定員 Admission　161 名 

基礎医学領域
大講座名 Field 専門分野 Department 担当教授  Professors

生物化学 分 子 生 物 学 Molecular Biology 教授 Prof. 門松　健治 K adomatsu, K enji
Biological Chemistry 生 体 高 分 子 学 Biomacromolecules

分 子 細 胞 化 学 Molecular and Cellular Biology 教授 Prof. （古川　鋼一） Furukawa, Koichi
微生物・免疫学 分子病原細菌学 Molecular Bacteriology 教授 Prof. 荒川　宜親  Arakawa, Yoshichika
Microbiology and 耐 性 菌 制 御 学 Drug Resistance and Pathogenesis
Immunology 分子細胞免疫学 Immunology 教授 Prof. 磯部　健一 Isobe, K enichi

免疫細胞動態学 Cellulor Immunology
ウ イ ル ス 学 Molecular Virology 教授 Prof. 木村　　宏 K imura, Hiroshi

先端応用医学 （協力） 機能分子制御学 Molecular Biochemistry 教授 Prof. 古川　鋼一 Furukawa, Koichi
Advanced Medical Science 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

分子標的治療学 Molecular Mycology and Medicine
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

神経遺伝情報学 Neurogenetics and Bioinformatics 教授 Prof. 大野　欽司 Ohno, K inji
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

疾患モデル解析学 Disease Models
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

（工学） 生物情報解析工学 Bioinformatics Analysis 教授 Prof. 本多　裕之 Honda, Hiroyuki
（工学） 分子診断ナノ工学 Nanoengineered Molecular Diagnostics 教授 Prof. 馬場　嘉信 Baba, Yoshinobu
実験動物科学 （協力） 実 験 動 物 科 学 Laboratory Animal Science
Laboratory Animal Science 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門

老化基礎科学 （連携） 老 化 基 礎 科 学 Aging Research 客員教授 Visiting Prof. 丸山　光生 Maruyama, Mitsuo
Aging Research 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門 客員教授 Visiting Prof. 柳澤　勝彦 Yanagisawa, K atsuhiko
免疫不全統御学 （連携） 免疫不全統御学 AIDS Research 客員教授 Visiting Prof. 杉浦　　亙 Sugiura, Wataru
 国立病院機構名古屋医療センター

細胞科学 細胞生物物理学 Cell Biophysics
Cell Science イメ－ジング生理学 Imaging Physiology

細 胞 生 理 学 Cell Physiology 教授 Prof. 久場　博司 K uba, Hiroshi
分 子 動 態 学 Molecular Dynamics
分 子 薬 理 学 Molecular Pharmacology

機　構
　名古屋大学大学院医学系研究科は、昭和 30年に設置された。この研究科は生理系（7講座）、病理系（3講座）、社
会医学系（4講座）、内科系（7講座）、外科系（7講座）の計 5専攻、28講座で構成され医学研究者等を育成して今日
に至った。しかし、21世紀の先端医学と高度医療を担う人材を養成することを目的に、旧来の閉鎖的な小講座制によ
る学部主導の研究体制から、先端化・多様化した現代医学に即する複数の基幹専門分野と広域連携分野を含む大講座
制と可塑性に富む新しい専攻を基礎とする大学院主導の包括的でかつ開放的な研究体制へと改組すべく、平成 10年
度から 3年次計画で大学院機構の整備を行い、12年度に 4専攻から成る新博士課程（平成 16年度から医学博士課程
に名称変更）の体制が確立した。また 13年度には医科学専攻（修士課程）を設置した。25年度に統合医薬学関連講
座の創設に伴い、領域融合型教育研究の推進を目的として 4専攻を 1専攻に統合し、基礎医学領域・臨床医学領域・
統合医薬学領域の 3領域を設置した。
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基礎医学領域
大講座名 Field 専門分野 Division 担当教授 Professors

Ⅰ　博士課程
１．総合医学専攻　Department of Integrated Medicine 入学定員 Admission 151 名
２．名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 4 名

International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and the University of Adelaide

３．名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 4 名
International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and Lund University

４．名古屋大学・フライブルグ大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 2 名
International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and the University of Freiburg

Ⅱ　修士課程
１．医科学専攻　Department of Medical　Science 入学定員 Admission 20 名
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生物化学 分 子 生 物 学 Molecular Biology 教授 Prof. 門松　健治 Kadomatsu, Kenji
Biological Chemistry 分 子 細 胞 化 学 Molecular and Cellular Biology

微生物・免疫学 分子病原細菌学 Bacteriology
Microbiology and
Immunology

分子細胞免疫学 Immunology 教授 Prof. 西川　博嘉
教授 Prof. 柴山　恵吾

Nishikawa, Hiroyoshi

ウ イ ル ス 学 Virology 教授 Prof. 木村　　宏 Kimura, Hiroshi

Shibayama, Keigo

先端応用医学（協力） 機能分子制御学 Molecular Biochemistry 教授 Prof. 岡島　徹也 Okajima, Tetsuya
Advanced Medical Science 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

神経遺伝情報学 Neurogenetics 教授 Prof. 大野　欽司 Ohno, Kinji
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　神経疾患病態統御部門

機 能 再 生 医 学 Functional Regenerative Medicine
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

システム生物学 Systems Biology 教授 Prof. 島村　徹平 Shimamura, Teppei
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

（工学） 生物情報解析工学 Bioinformatics Analysis 教授 Prof. 本多　裕之 Honda, Hiroyuki

（工学） 分子診断ナノ工学 Nanoengineered Molecular Diagnostics 教授 Prof. 馬場　嘉信 Baba, Yoshinobu

実験動物科学（協力） 実 験 動 物 科 学 Laboratory Animal Science
Laboratory Animal Science 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門

細胞科学 統 合 生 理 学 Integrative Physiology 教授 Prof. 中村　和弘 Nakamura, Kazuhiro

Cell Science 細 胞 生 理 学 Cell Physiology 教授 Prof. 久場　博司 Kuba, Hiroshi

細 胞 薬 理 学 Cell Pharmacology

● ● ● ● ●128

機　構
名古屋大学大学院医学系研究科は、 昭和 30年に設置された。 この研究科は生理系（7講座）、 病理系（3講座）、 社

会医学系（4講座）、 内科系（7講座）、 外科系（7講座）の計 5専攻、 28講座で構成され医学研究者等を育成して今日
に至った。 しかし、 21世紀の先端医学と高度医療を担う人材を養成することを目的に、 旧来の閉鎖的な小講座制によ
る学部主導の研究体制から、 先端化・多様化した現代医学に即する複数の基幹専門分野と広域連携分野を含む大講座
制と可塑性に富む新しい専攻を基礎とする大学院主導の包括的でかつ開放的な研究体制へと改組すべく、 平成 10年
度から 3年次計画で大学院機構の整備を行い、 12年度に 4専攻から成る新博士課程（平成 16年度から医学博士課程
に名称変更）の体制が確立した。 その概要は下記に示すとおりである。 また 13年度には医科学専攻（修士課程）を
設置した。25年度に統合医薬学関連講座の創設に伴い、領域融合型教育研究の推進を目的として 4専攻を 1専攻に
統合し、基礎医学領域・臨床医学領域・統合医薬学領域の 3領域を設置した。

博 士 課 程
総合医学

（平成25年度設置）

修 士 課 程
医 科 学

（平成13年度設置）

Ⅰ　博士課程
１．総合医学専攻　Program in Integrated Medicine　　　入学定員 Admission　161 名 

基礎医学領域
大講座名 Field 専門分野 Department 担当教授  Professors

生物化学 分 子 生 物 学 Molecular Biology 教授 Prof. 門松　健治 K adomatsu, K enji
Biological Chemistry 生 体 高 分 子 学 Biomacromolecules

分 子 細 胞 化 学 Molecular and Cellular Biology 教授 Prof. （古川　鋼一） Furukawa, Koichi
微生物・免疫学 分子病原細菌学 Molecular Bacteriology 教授 Prof. 荒川　宜親  Arakawa, Yoshichika
Microbiology and 耐 性 菌 制 御 学 Drug Resistance and Pathogenesis
Immunology 分子細胞免疫学 Immunology 教授 Prof. 磯部　健一 Isobe, K enichi

免疫細胞動態学 Cellulor Immunology
ウ イ ル ス 学 Molecular Virology 教授 Prof. 木村　　宏 K imura, Hiroshi

先端応用医学 （協力） 機能分子制御学 Molecular Biochemistry 教授 Prof. 古川　鋼一 Furukawa, Koichi
Advanced Medical Science 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

分子標的治療学 Molecular Mycology and Medicine
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

神経遺伝情報学 Neurogenetics and Bioinformatics 教授 Prof. 大野　欽司 Ohno, K inji
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

疾患モデル解析学 Disease Models
附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　先端応用医学部門

（工学） 生物情報解析工学 Bioinformatics Analysis 教授 Prof. 本多　裕之 Honda, Hiroyuki
（工学） 分子診断ナノ工学 Nanoengineered Molecular Diagnostics 教授 Prof. 馬場　嘉信 Baba, Yoshinobu
実験動物科学 （協力） 実 験 動 物 科 学 Laboratory Animal Science
Laboratory Animal Science 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門

老化基礎科学 （連携） 老 化 基 礎 科 学 Aging Research 客員教授 Visiting Prof. 丸山　光生 Maruyama, Mitsuo
Aging Research 附属医学教育研究支援センター　実験動物部門 客員教授 Visiting Prof. 柳澤　勝彦 Yanagisawa, K atsuhiko
免疫不全統御学 （連携） 免疫不全統御学 AIDS Research 客員教授 Visiting Prof. 杉浦　　亙 Sugiura, Wataru
 国立病院機構名古屋医療センター

細胞科学 細胞生物物理学 Cell Biophysics
Cell Science イメ－ジング生理学 Imaging Physiology

細 胞 生 理 学 Cell Physiology 教授 Prof. 久場　博司 K uba, Hiroshi
分 子 動 態 学 Molecular Dynamics
分 子 薬 理 学 Molecular Pharmacology

機　構
　名古屋大学大学院医学系研究科は、昭和 30年に設置された。この研究科は生理系（7講座）、病理系（3講座）、社
会医学系（4講座）、内科系（7講座）、外科系（7講座）の計 5専攻、28講座で構成され医学研究者等を育成して今日
に至った。しかし、21世紀の先端医学と高度医療を担う人材を養成することを目的に、旧来の閉鎖的な小講座制によ
る学部主導の研究体制から、先端化・多様化した現代医学に即する複数の基幹専門分野と広域連携分野を含む大講座
制と可塑性に富む新しい専攻を基礎とする大学院主導の包括的でかつ開放的な研究体制へと改組すべく、平成 10年
度から 3年次計画で大学院機構の整備を行い、12年度に 4専攻から成る新博士課程（平成 16年度から医学博士課程
に名称変更）の体制が確立した。また 13年度には医科学専攻（修士課程）を設置した。25年度に統合医薬学関連講
座の創設に伴い、領域融合型教育研究の推進を目的として 4専攻を 1専攻に統合し、基礎医学領域・臨床医学領域・
統合医薬学領域の 3領域を設置した。
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基礎医学領域
大講座名 Field 専門分野 Division 担当教授 Professors

Ⅰ　博士課程
１．総合医学専攻　Department of Integrated Medicine 入学定員 Admission 151 名
２．名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 4 名

International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and the University of Adelaide

３．名古屋大学・ルンド大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 4 名
International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and Lund University

４．名古屋大学・フライブルグ大学国際連携総合医学専攻 入学定員 Admission 2 名
International Collaborative Program in Comprehensive Medical Science 
between Nagoya University and the University of Freiburg

Ⅱ　修士課程
１．医科学専攻　Department of Medical　Science 入学定員 Admission 20 名

神経科学（協力） 神 経 情 報 薬 理 学 Neuroscience

教授 Prof. 鈴木　　洋 Suzuki, Hiroshi

Neuroscience 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　神経疾患病態統御部門

腫瘍病態学（協力） 分 子 腫 瘍 学 Molecular Carcinogenesis
Oncology 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　腫瘍病態統御部門

腫 瘍 生 物 学 Cancer Biology 教授 Prof. 近藤　　豊 Kondo, Yutaka

教授 Prof. 榎本　　篤 Enomoto, Atsushi

附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　腫瘍病態統御部門

高次神経統御学（協力） 分 子 神 経 科 学 Molecular/Cellular Neuroscience 教授 Prof. 竹本さやか Takemoto, Sayaka
Higher Nervous Control 環境医学研究所

免 疫 代 謝 学 Immunometabolism 教授 Prof. 菅波　孝祥 Suganami, Takayoshi
環境医学研究所

器官系機能調節学（協力）神 経 性 調 節 学 Neural Regulation 教授 Prof. 山中　章弘 Yamanaka, Akihiro
Regulation of Organ Function 環境医学研究所

内 分 泌 代 謝 学 Endocrinology 教授 Prof. 林　　良敬 Hayashi, Yoshitaka
環境医学研究所

分子・細胞適応学（協力） 人類遺伝・分子遺伝学 Human Genetics and Molecular Biology 教授 Prof. 荻　　朋男 Ogi, Tomoo
Molecular and Cellular 環境医学研究所

Adaptation 病 態 神 経 科 学 Neuroscience and Pathobiology 教授 Prof. 山中　宏二 Yamanaka, Koji
環境医学研究所

機能形態学 分 子 細 胞 学 Molecular Cell Biology
Anatomy and Cell Biology 機 能 組 織 学 Functional Anatomy and Neuroscience 教授 Prof. 木山　博資 Kiyama, Hiroshi

教授 Prof. 和氣　弘明 Wake, Hiroaki

細 胞 生 物 学 Cell Biology 教授 Prof. 宮田　卓樹 Miyata, Takaki

病理病態学 生 体 反 応 病 理 学 Pathology and Biological Responses 教授 Prof. 豊國　伸哉 Toyokuni, Shinya
Pathology 腫 瘍 病 理 学 Tumor Pathology

発生・再生医学（協力） 分 子 病 理 学 Molecular Pathology
Development 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター　発生・再生医学部門

社会生命科学 法医・生命 倫 理学 Legal Medicine and Bioethics 教授 Prof. 石井　　晃 Ishii, Akira
Social Life Science 環 境 労 働 衛 生 学 Occupational and Environmental Health 教授 Prof. 加藤　昌志 Kato, Masashi

予 防 医 学 Preventive Medicine 教授 Prof. 若井　建志 Wakai, Kenji

国際 保 健医療学 ･ 公衆 衛生学 Public Health and Health Systems

医 療 行 政 学 Healthcare Administration

教授 Prof. 八谷　　寛 Yatsuya, Hiroshi

健康増進医学（協力） 健 康 栄 養 医 学 Human Nutrition 教授 Prof. 石黒　　洋 Ishiguro, Hiroshi
教授 Prof. 山本　明子 Yamamoto, Akiko

教授 Prof. 山本　英子 Yamamoto, Eiko

Health Promotion 総合保健体育科学センター

Medicine 健 康スポーツ医学 Sports Medicine 教授 Prof. 小池　晃彦 Koike, Teruhiko
総合保健体育科学センター

精神病理学・精神療法学 Psychopathology and Psychotherapy
総合保健体育科学センター

健 康 運 動 科 学 Exercise and Sports Physiology 教授 Prof. 石田　浩司 Ishida, Koji
総合保健体育科学センター 教授 Prof. 片山　敬章 Katayama, Keisho

老化基礎科学（連携） 老 化 基 礎 科 学 Molecular Aging Research 連携教授 Adjunct Prof. 丸山　光生 Maruyama, Mitsuo
Aging Research 国立長寿医療研究センター

認 知 機 能 科 学 Cognitive Function Research 連携教授 Adjunct Prof. 中村　昭範 Nakamura, Akinori
国立長寿医療研究センター 連携教授 Adjunct Prof. 櫻井　　孝 Sakurai, Takashi

免疫不全統御学（連携） 免 疫 不 全 統 御 学 HIV and AIDS 連携教授 Adjunct Prof. 岩谷　靖雅 Iwatani, Yasumasa
HIV and AIDS 国立病院機構名古屋医療センター

神経生化学（連携） 神 経 生 化 学 Neurochemistry 連携教授 Adjunct Prof. 中山　敦雄 Nakayama, Atsuo
Neurochemistry 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所 連携教授 Adjunct Prof. 永田　浩一 Nagata, Koichi
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がん疫学・遺伝学講座（連携） が ん 記 述 疫 学 Descriptive Cancer Epidemiology 連携教授 Adjunct Prof. 伊藤　秀美 Ito, Hidemi

Cancer Epidemiology and 愛知県がんセンター研究所

Prevention が ん 分 析 疫 学 Cancer Epidemiology 連携教授 Adjunct Prof. 松尾恵太郎 Matsuo, Keitaro
愛知県がんセンター研究所

腫 瘍 遺 伝 学 Cancer Genetics
愛知県がんセンター研究所

がん分子病因・病態学講座（連携） が ん 病 態 生 理 学 Cancer Physiology 連携教授 Adjunct Prof. 青木　正博 Aoki, Masahiro

Cancer Pathobiology and 愛知県がんセンター研究所

Informatics が ん 分 子 病 因 学 Molecular and Cellular Oncology 連携教授 Adjunct Prof. 関戸　好孝 Sekido, Yoshitaka
愛知県がんセンター研究所

がんシステム情報学 Cancer Informatics 連携教授 Adjunct Prof. 山口　　類 Yamaguchi, Rui
愛知県がんセンター研究所

がん先端診断・治療開発学講座（連携） 標的探索・治療学 Target and Drug Discovery 連携教授 Adjunct Prof. 小根山千歳 Oneyama, Chitose

Cancer Diagnostics and 愛知県がんセンター研究所

Therapeutics 細 胞 腫 瘍 学 Cellular Oncology 連携教授 Adjunct Prof. 籠谷　勇紀 Kagoya, Yuki
愛知県がんセンター研究所

がん免疫ゲノム学 Cancer Immunogenomics 連携教授 Adjunct Prof. 松下　博和 Matsushita, Hirokazu
愛知県がんセンター研究所

先 端 が ん 診 断 学 Advanced Cancer Diagnostics 連携教授 Adjunct Prof. 田口　　歩 Taguchi, Ayumu
愛知県がんセンター研究所

先端がん標的治療学 Advanced Cancer Therapeutics 連携教授 Adjunct Prof. 衣斐　寛倫 Ebi, Hiromichi
愛知県がんセンター研究所

応用ゲノム病理学 Translational Molecular Pathology
愛知県がんセンター研究所
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がん疫学・遺伝学講座（連携） が ん 記 述 疫 学 Descriptive Cancer Epidemiology 連携教授 Adjunct Prof. 伊藤　秀美 Ito, Hidemi

Cancer Epidemiology and 愛知県がんセンター研究所

Prevention が ん 分 析 疫 学 Cancer Epidemiology 連携教授 Adjunct Prof. 松尾恵太郎 Matsuo, Keitaro
愛知県がんセンター研究所

腫 瘍 遺 伝 学 Cancer Genetics
愛知県がんセンター研究所

がん分子病因・病態学講座（連携） が ん 病 態 生 理 学 Cancer Physiology 連携教授 Adjunct Prof. 青木　正博 Aoki, Masahiro

Cancer Pathobiology and 愛知県がんセンター研究所

Informatics が ん 分 子 病 因 学 Molecular and Cellular Oncology 連携教授 Adjunct Prof. 関戸　好孝 Sekido, Yoshitaka
愛知県がんセンター研究所

がんシステム情報学 Cancer Informatics 連携教授 Adjunct Prof. 山口　　類 Yamaguchi, Rui
愛知県がんセンター研究所

がん先端診断・治療開発学講座（連携） 標的探索・治療学 Target and Drug Discovery 連携教授 Adjunct Prof. 小根山千歳 Oneyama, Chitose

Cancer Diagnostics and 愛知県がんセンター研究所

Therapeutics 細 胞 腫 瘍 学 Cellular Oncology 連携教授 Adjunct Prof. 籠谷　勇紀 Kagoya, Yuki
愛知県がんセンター研究所

がん免疫ゲノム学 Cancer Immunogenomics 連携教授 Adjunct Prof. 松下　博和 Matsushita, Hirokazu
愛知県がんセンター研究所

先 端 が ん 診 断 学 Advanced Cancer Diagnostics 連携教授 Adjunct Prof. 田口　　歩 Taguchi, Ayumu
愛知県がんセンター研究所

先端がん標的治療学 Advanced Cancer Therapeutics 連携教授 Adjunct Prof. 衣斐　寛倫 Ebi, Hiromichi
愛知県がんセンター研究所

応用ゲノム病理学 Translational Molecular Pathology
愛知県がんセンター研究所
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病態内科学 血液・腫瘍内科学 Hematology and Oncology 教授 Prof. 清井　　仁 Kiyoi, Hitoshi
Internal Medicine 循 環 器 内 科 学 Cardiology 教授 Prof. 室原　豊明 Murohara, Toyoaki

消 化 器 内 科 学 Gastroenterology 教授 Prof. 藤城　光弘 Fujishiro, Mitsuhiro

呼 吸 器 内 科 学 Respiratory Medicine

糖尿病・内分泌内科学 Endocrinology and Diabetes 教授 Prof. 有馬　　寛 Arima, Hiroshi

腎 臓 内 科 学 Nephrology 教授 Prof. 丸山　彰一 Maruyama, Shoichi

高次医用科学 量 子 医 学 Radiology 教授 Prof. 長縄　慎二 Naganawa, Shinji
High-Technology 量子介入治療学 Interventional and Therapeutic Radiology 　 　
Application of Medicine 放 射 線 治 療 学 Radiation Oncology

臓器病態診断学 Pathology and Laboratory Medicine

病態構造解析学 Diagnostic Pathology

がん薬物療法学 Clinical Oncology and Chemotherapy

脳神経病態制御学 神 経 内 科 学 Neurology 教授 Prof. 勝野　雅央 Katsuno, Masahisa

Clinical Neurosciences 精 神 医 学 Psychiatry 教授 Prof. 尾崎　紀夫 Ozaki, Norio

教授 Prof. 齋藤　竜太 Saito, Ryuta

教授 Prof. 西口　康二 Nishiguchi, Koji

脳 神 経 外 科 学 Neurosurgery

脳神経先端医療開発学 Frontier Surgical Neuroscience

脳血管内治療学 Endovascular Neurosurgery

頭頸部・感覚器外科学 眼 科 学 Ophthalmology

Head and Neck and 感覚器障害制御学 Protective Care for Sensory Disorders
Sensory Organ Medicine 耳 鼻 咽 喉 科 学 Otorhinolaryngology 教授 Prof. 曾根三千彦 Sone, Michihiko

顎 顔 面 外 科 学 Maxillofacial Surgery 教授 Prof. 日比　英晴 Hibi, Hideharu

病態外科学 腫 瘍 外 科 学 Surgical Oncology

Surgery 血 管 外 科 学 Vascular and Endovascular Surgery 教授 Prof. 古森　公浩 Komori, Kimihiro

教授 Prof. 江畑　智希 Ebata, Tomoki

消 化 器 外 科 学 Gastroenterological Surgery 教授 Prof. 小寺　泰弘 Kodera, Yasuhiro

乳腺・内分泌外科学 Breast and Endocrine Surgery

心 臓 外 科 学 Cardiac Surgery

教授 Prof. 増田　慎三 Masuda, Norikazu

移 植 外 科 学 Transplantation Surgery

教授 Prof. 芳川　豊史 Yoshikawa, Toyofumi呼 吸 器 外 科 学 Thoracic Surgery

小 児 外 科 学 Pediatric Surgery 教授 Prof. 内田　広夫 Uchida, Hiroo

教授 Prof. 今釜　史郎 Imagama, Shiro

泌 尿 器 科 学 Urology

運動・形態外科学 整 形 外 科 学 Orthopaedics

Musculoskeletal and リ ウ マ チ 学 Rheumatology
Cutaneous Surgery 人間拡張・手の外科学 Human Enhancement & Hand Surgery 教授 Prof. 平田　　仁 Hirata, Hitoshi

皮 膚 科 学 Dermatology 教授 Prof. 秋山　真志 Akiyama, Masashi

形 成 外 科 学 Plastic and Reconstructive Surgery 教授 Prof. 亀井　　讓 Kamei, Yuzuru

生体管理医学 麻 酔・ 蘇 生 医 学 Anesthesiology 教授 Prof. 西脇　公俊 Nishiwaki, Kimitoshi

Biomedical Regulation 臨床感染統御学 Infectious Diseases 教授 Prof. 八木　哲也 Yagi, Tetsuya

救急・集中治療医学 Emergency and Critical Care Medicine 教授 Prof. 松田　直之 Matsuda, Naoyuki

病態医療学（協力） 手 術 医 療 学 Operation Medicine
Clinical Management 病院　手術部

Medicine 細 胞 治 療 医 学 Cell Therapy Medicine 教授 Prof. 松下　　正 Matsushita Tadashi
病院　輸血部

病 理 組 織 医 学 Anatomical Pathology
病院　病理部

光 学 医 療 学 Diagnostic and Therapeutic Endoscopy
病院　光学医療診療部

放 射 線 医 療 学 Clinical Radiology
病院　放射線部

（情報） 画像情報診断・工学 Diagnostic Medical Image Processing 教授 Prof. 森　　健策 Mori, Kensaku

臨床医学領域
大講座名 Field 専門分野 Division 担当教授 Professors

-221-



発育・加齢医学 小 児 科 学 Pediatrics 教授 Prof. 髙橋　義行 Takahashi, Yoshiyuki

Medicine in Growth 発達・老年精神医学 Developmental and Geriatric Psychiatry
and Aging 地域在宅医療学・老年科学 Community Healthcare and Geriatrics 教授 Prof. 葛谷　雅文 Kuzuya, Masafumi

教授 Prof. 梶山　広明 Kajiyama, Hiroaki産 婦 人 科 学 Obstetrics and Gynecology

総 合 診 療 医 学 General Medicine

周産母子医学（協力） 周 産 母 子 医 学 Maternal and Perinatal Care

総合小児医療学（連携） 総 合 小 児 医 療 学
あいち小児保健医療総合センター

Comprehensive Pediatric Medicine

Maternal and Perinatal Care 病院　周産母子センター

親と子どもの精神医学（協力） 親と子どもの心療学 Psychiatry for Parents and Children
Psychiatry for Parents and Children 病院　親と子どもの心療科

総合管理医学 総 合 医 学 教 育 学 Medical Education

臨 床 研 究 教 育 学 Clinical Research Education

教授 Prof. 錦織　　宏 Nishigori, Hiroshi
Comprehensive 医学部附属総合医学教育センター

Ambulatory Medicine 医療の質・患者安全学 Quality and Patient Safety 教授 Prof. 長尾　能雅 Nagao, Yoshimasa

連携教授 Adjuct Prof. 伊藤　浩明 Ito, Komei
連携教授 Adjuct Prof. 鬼頭　浩史 Kitoh, Hiroshi

病院　医療の質・安全管理部

国 際 医 学 教 育 学 International Medical Education 教授 Prof. 粕谷　英樹 Kasuya, Hideki
国際連携室

分子医薬学 薬 物 動 態 解 析 学 Molecular Pharmacokinetics 教授 Prof. 澤田　　誠 Sawada, Makoto
環境医学研究所

分 子 機 能 薬 学 Molecular Pharmaco-Biology 教授 Prof. 益谷　央豪 Masutani, Chikahide
環境医学研究所

トキシコゲノミクス Toxicogenomics

臨床医薬学 医 療 薬 学 Neuropsychopharmacology and Hospital Pharmacy 教授 Prof. 山田　清文 Yamada, Kiyofumi

化 学 療 法 学 Clinical Oncology and Chemotherapy 教授 Prof. 安藤　雄一 Ando, Yuichi

生 物 統 計 学 Biostatistics 教授 Prof. 松井　茂之 Matsui, Shigeyuki

・名城大学 客員教授 Visiting Prof. 野田　幸裕 Noda, Yukihiro

客員教授 Visiting Prof. 岡本　浩一 Okamoto, Hirokazu

客員教授 Visiting Prof. 灘井　雅行 Nadai, Masayuki

・大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 生理学研究所

・独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 客員教授 Visiting Prof. 藤原　康宏 Fujiwara, Yasuhiro

客員教授 Visiting Prof. 宇山　佳明 Uyama, Yoshiaki

・大学共同利用機関法人 情報システム研究機構 統計数理研究所 客員教授 Visiting Prof. 藤澤　洋徳 Fujisawa, Hironori

客員教授 Visiting Prof. 吉田　　亮 Yoshida, Ryo

・ノバルティス

・アステラス製薬株式会社

 ファーマ株式会社 客員教授 Visiting Prof. 原　　健記 Hara, Takeki

客員教授 Visiting Prof. 廣瀬　　徹 Hirose, Toru

客員教授 Visiting Prof. 大山　尚貢 Oyama, Naotsugu

※この表は、2021 年 4 月 1 日現在のものである。

本研究科との協定機関
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室

：
中
央
診
療

棟
A

7F
   
看
護
部
 ／
 事
務
部
 ／
 会
議
室
 

6F
   
外
科
系
集
中
治
療
部
 ／
 救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部

   
   
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
 

5F
   
手
術
部
 ／
 チ
ャ
ート
講
習
室
 

4F
   
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
 ／
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

   
   
 総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
 ／
 血
液
浄
化
部（
透
析
室
）

   
   
 臨
床
工
学
技
術
部
 ／
 中
央
材
料
室
  

3F
   
検
査
部（
内
視
鏡
洗
浄
室
，検
体
検
査
等
）

   
   
 中
央
感
染
制
御
部（
IC
T）
 ／
 輸
血
部
 ／
 病
理
部
 ／
 講
堂
 

2F
   
検
査
部（
遺
伝
子
，検
体
検
査
，微
生
物
検
査
，各
病
理
検
査
室
）

   
   
 放
射
線
部（
M
R
I検
査
室
） 
／
 光
学
医
療
診
療
部

   
   
 栄
養
管
理
部（
栄
養
食
事
指
導
室
）

   
   
 中
央
採
血
室
 ／
 広
場
ナ
デ
ィッ
ク
 ／
 リ
ハ
ビ
リ
広
場

   
   
 リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部（
言
語
療
法
室
） 
／
 つ
くし
文
庫
 

1F
   
総
合
診
療
科
 ／
 外
来
化
学
療
法
室
 ／
 救
急
科

   
   
 防
災
セ
ン
タ
ー
 ／
 放
射
線
部（
Ｘ
線
撮
影
室
）

   
   
 卒
後
臨
床
研
修
・キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

   
   
 時
間
外
診
療
受
付
 

B
1F
 放
射
線
部（
ア
イ
ソト
ー
プ
検
査
室
,放
射
線
治
療
室
）

   
   
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
  

：
東
病
棟

14
F 
  浴
室
 ／
 会
議
室
 

13
F 
  消
化
器
外
科
一
 ／
 全
科
共
通
病
室
 

12
F 
  血
液
内
科
 ／
 消
化
器
内
科
 

11
F 
  消
化
器
内
科
 

10
F 
  腎
臓
内
科
 ／
 泌
尿
器
科
 

9F
   
  耳
鼻
い
ん
こ
う
科
 ／
 形
成
外
科
 

8F
   
  会
議
室
 ／
 職
員
休
憩
室
 

7F
   
  乳
腺・
内
分
泌
外
科
 ／
 脳
神
経
外
科
  

6F
   
  血
管
外
科
 ／
 歯
科
口
腔
外
科
 ／
 皮
膚
科
  

5F
   
  小
児
科
 

4F
   
  産
科
 ／
 総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
 

3F
   
  放
射
線
科
 ／
 心
臓
外
科

   
   
   
呼
吸
器
外
科
 ／
 麻
酔
科
 ／
 R
I治
療
室
 

2F
   
  精
神
科
 ／
 親
と
子
ど
も
の
心
療
科
 

1F
   
  精
神
科
 ／
 薬
剤
部
 

BF
   
  栄
養
管
理
部
 ／
 給
食
施
設
 

：
中
央
診

療
棟

B

中
央
診
療
棟
B

：
西
病
棟

14
F 
レ
ス
ト
ラ
ン

13
F 
消
化
器
外
科
／
 二
全
科
共
通
病
室
 ／
 喫
茶
店

12
F 
循
環
器
内
科
／
 糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科

11
F 
呼
吸
器
内
科
 ／
 総
合
診
療
科

10
F 
神
経
内
科
 ／
 老
年
内
科

9F
 
眼
科
 ／
 形
成
外
科

8F
 
整
形
外
科
 ／
 リ
ウ
マ
チ
科
 ／
 手
の
外
科

7F
 
消
化
器
外
科
一

6F
 
消
化
器
外
科
二
 ／
 移
植
外
科

5F
 
小
児
外
科
 ／
 整
形
外
科

4F
 
婦
人
科

3F
 
血
液
内
科
 ／
 化
学
療
法
部
 ／
 中
央
感
染
制
御
部

2F
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

1F
 
防
災
セ
ン
タ
ー
 ／
 警
務
員
室

 
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
A
TM

 
入
退
院
受
付
 ／
 レ
ス
ト
ラ
ン

 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

 
理
髪
店
 ／
 自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

B
FW

：
特
殊
病
棟

X ：
オ
ア
シ
ス
キ
ュ
ー
ブ

　
　
　（
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）

Z

Y

T

G
：（

医
系

研
究

棟
１

号
館

）

13
F 
 皮
膚
科
 ／
 形
成
外
科
 ／
 小
児
外
科
 

12
F 
 整
形
外
科
／
リ
ウ
マ
チ
科
 ／
 耳
鼻
い
ん
こ
う
科
 

11
F 
 眼
科
 ／
 歯
科
口
腔
外
科
 

10
F 
 精
神
科
 ／
 脳
神
経
外
科
 

9F
   
 消
化
器
内
科
 ／
 腎
臓
内
科
 ／
 神
経
内
科
 

8F
   
 放
射
線
科
 ／
 臨
床
感
染
制
御
学
 ／
 化
学
療
法
部
 

7F
   
 血
液
内
科
 ／
 循
環
器
内
科
 ／
 臓
器
病
態
診
断
学
 

6F
   
 呼
吸
器
内
科
 ／
 糖
尿
病・
内
分
泌
内
科
 ／
 老
年
内
科
 

5F
   
 産
婦
人
科
 ／
 小
児
科
 

4F
   
 泌
尿
器
科
 ／
 麻
酔
科
 

3F
   
 消
化
器
外
科
一
 ／
 血
管
外
科
 ／
 心
臓
外
科

2F
   
 消
化
器
外
科
二
 ／
 移
植
外
科

   
   
  乳
腺
・
内
分
泌
外
科
 ／
 救
急
・
集
中
治
療
医
学
 

1F
   
 総
合
診
療
科
 ／
 薬
剤
部

   
   
  コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
スト
ア
 

B
F 
   
手
の
外
科
　
／
 会
議
室
  

L
R A

V

G

T

R

A

LM

W
V

Y

Z

X

N

B

B

4F
 
第
3講
義
室
・
第
4講
義
室

3F
 
寄
附
講
座

 
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

 
第
1講
義
室

 
第
2講
義
室

 
30
1・
30
2ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

 
共
同
研
究
室

2F
  
健
康
栄
養
医
学

 
寄
附
講
座

 
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

 
国
際
連
携
室
 ／
 消
化
器
内
科
学

 
神
経
内
科
学
 ／
 腎
臓
内
科
学

 
20
1～
21
2ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

 
学
生
研
究
会

1F
  
学
務
課

 
（
学
部
・
大
学
院
）

 
保
健
管
理
室

 
会
議
室
１
 ／
 会
議
室
２

 
生
協
購
買
部
 ／
 生
協
印
刷
部

 
更
衣
室（
ロ
ッ
カ
ー
室
）1
・
2　
 

：（
医

系
研

究
棟

2
号

館
）

M 7F
 
国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学

 
環
境
労
働
衛
生
学
 ／
 呼
吸
器
外
科
学

 
医
療
行
政
学（
Y
LP
）

6F
 
予
防
医
学
 ／
 細
胞
生
理
学
 ／
 統
合
生
理
学

5F
 
分
子
細
胞
免
疫
学
 ／
 腫
瘍
生
物
学

 
分
子
腫
瘍
学

4F
 
神
経
情
報
薬
理
学
 ／
 分
子
病
原
細
菌
学

 
神
経
遺
伝
情
報
学

3F
 
分
子
生
物
学
 ／
 分
子
細
胞
化
学

 
ウ
イ
ル
ス
学

2F
 
生
体
反
応
病
理
学
 ／
 腫
瘍
病
理
学

 
分
子
細
胞
学

1F
 
機
能
組
織
学
 ／
 細
胞
生
物
学

 
法
医
・
生
命
倫
理
学

：（
医

系
研

究
棟

３
号

館
）

N 10
F 
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

9F
 
寄
付
講
座
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

 
別
化
医
療
技
術
開
発
講
座
 ／
 癌
免
疫
治
療

8F
 
寄
付
講
座
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
免
疫
性
神
経
疾
患
治
療
学
 ／
 消
化
器
内
科

7F
 
ト
キ
シ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
 ／
 生
物
統
計
学

 
プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
リ
ー
デ
ィン
グ
大
学
院
推
進
室

 
R
W
D
C
サ
テ
ラ
イト
 ／
 シ
ス
テ
ム
生
物
学

 
化
学
療
法
部（
が
ん
プ
ロ
） 
／
 心
臓
外
科

 
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
 ／
 法
医
・
生
命
倫
理
学

6F
 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
名
古
屋
大
学
メ
ナ
ード
協
同
研
究

 
ベ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
産
学
協
同
研
究

 
健
康
栄
養
医
学
 ／
 神
経
内
科

5F
 
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

 
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー（
分
析
機
器
部
門
）

 
知
財
・
技
術
移
転
グ
ル
ー
プ（
鶴
舞
サ
テ
ラ
イト
）

 
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
室
 ／
 医
工
連
携
推
進
室

 
P
hi
lip
s包
括
ケ
ア
協
同
研
究
部
門

4F
 
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー （
分
析
機
器
部
門
） 

3F
 
組
織
・
病
理
実
習
室
 ／
 解
剖
教
育
施
設
 

2F
 
解
剖
教
育
施
設
 

1F
 
ア
イ
ソト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
 

B
1F
 
ア
イ
ソト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
 ／
 設
備
室
 

3F
　
産
科
・
婦
人
科

泌
尿
器
科

　
　
歯
科
口
腔
外
科

　
　
皮
膚
科

　
　
形
成
外
科

　
　
外
科
・
麻
酔
科

　
　
第
2
手
術
室

1F
　
薬
剤
部

外
来
・
入
院
窓
口

待
合
室

眼
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

リ
ウ
マ
チ
科

手
の
外
科

4F
  メ
デ
ィ
カ
ル
IT
セ
ン
タ
ー

　
　
病
歴
管
理
室

　
　
事
務
部

　
　
　
経
理
課

　
　
　
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

　
　
　
人
事
労
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
経
営
企
画
課

：（
新
外
来
診
療
棟
）

2F
　
精
神
科

親
と
子
ど
も
の
診
療
科

　
　
小
児
科

　
　
小
児
外
科

　
　
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

　
　
内
科
・
放
射
線
科

：

：

〒

動
物
実
験
施
設

基
礎
研
究
棟
別
館

ド
ナ
ルド
・マ
クド
ナ
ルド
・

ハ
ウ
ス
 な
ご
や

図
書
館
及
び

学
生
食
堂

外
来
棟

門正部学医

舎宿婦護看

舎宿婦護看

中 央 診 療 棟 A

立
体
駐
車
場

院病 口入

西
病
棟

病
院
入
口

東
病
棟

特
殊

　
病
棟

エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
棟

鶴
友
会
館

保
育
所

立
体
駐
車
場

立
体
駐
車
場

：
5F
   
医
真
菌
 

4F
   
実
習
室
２（
生
化
学
、微
生
物
学
、免
疫
学
、 
法
医
学
）

3F
   
実
習
室
１（
生
理
学
、薬
理
学
） 
／
 修
士
講
義
室
 

2F
   
組
織
・
病
理
学
実
習
室
 ／
 サ
テ
ラ
イト
・ラ
ボ
 

1F
   
解
剖
セ
ン
タ
ー
 ／
 法
医
解
剖
室

6F
   
会
議
室

5F
   
手
術
部

4F
   
外
科
系
集
中
治
療
室
（
S
IC
U
）
 

3F
   
中
央
診
療
棟
病
床
（
3N
病
棟
）（
消
化
器
内
科
）
 

2F
   
光
学
医
療
診
療
部
／
メ
デ
ィ
カ
ル
×
R
セ
ン
タ
ー

1F
   
外
来
化
学
療
法
室
／
メ
デ
ィ
カ
ル
×
R
セ
ン
タ
ー

B
1F
 放
射
線
治
療
室
B

3F
   
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
室
 

2F
   
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
室

1F
   
生
協
（
書
籍
）

：
7F
   
看
護
部
 ／
 事
務
部
 ／
 会
議
室
 

6F
   
外
科
系
集
中
治
療
部
 ／
 救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部

   
   
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
 

5F
   
手
術
部
 ／
 チ
ャ
ート
講
習
室
 

4F
   
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
 ／
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

   
   
 総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
 ／
 血
液
浄
化
部（
透
析
室
）

   
   
 臨
床
工
学
技
術
部
 ／
 中
央
材
料
室
  

3F
   
検
査
部（
内
視
鏡
洗
浄
室
，検
体
検
査
等
）

   
   
 中
央
感
染
制
御
部（
IC
T）
 ／
 輸
血
部
 ／
 病
理
部
 ／
 講
堂
 

2F
   
検
査
部（
遺
伝
子
，検
体
検
査
，微
生
物
検
査
，各
病
理
検
査
室
）

   
   
 放
射
線
部（
M
R
I検
査
室
） 
／
 光
学
医
療
診
療
部

   
   
 栄
養
管
理
部（
栄
養
食
事
指
導
室
）

   
   
 中
央
採
血
室
 ／
 広
場
ナ
デ
ィッ
ク
 ／
 リ
ハ
ビ
リ
広
場

   
   
 リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部（
言
語
療
法
室
） 
／
 つ
くし
文
庫
 

1F
   
総
合
診
療
科
 ／
 外
来
化
学
療
法
室
 ／
 救
急
科

   
   
 防
災
セ
ン
タ
ー
 ／
 放
射
線
部（
Ｘ
線
撮
影
室
）

   
   
 卒
後
臨
床
研
修
・キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

   
   
 時
間
外
診
療
受
付
 

B
1F
 放
射
線
部（
ア
イ
ソト
ー
プ
検
査
室
,放
射
線
治
療
室
）

   
   
 先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
  

：
東
病
棟

14
F 
  浴
室
 ／
 会
議
室
 

13
F 
  消
化
器
外
科
一
 ／
 全
科
共
通
病
室
 

12
F 
  血
液
内
科
 ／
 消
化
器
内
科
 

11
F 
  消
化
器
内
科
 

10
F 
  腎
臓
内
科
 ／
 泌
尿
器
科
 

9F
   
  耳
鼻
い
ん
こ
う
科
 ／
 形
成
外
科
 

8F
   
  会
議
室
 ／
 職
員
休
憩
室
 

7F
   
  乳
腺・
内
分
泌
外
科
 ／
 脳
神
経
外
科
  

6F
   
  血
管
外
科
 ／
 歯
科
口
腔
外
科
 ／
 皮
膚
科
  

5F
   
  小
児
科
 

4F
   
  産
科
 ／
 総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
 

3F
   
  放
射
線
科
 ／
 心
臓
外
科

   
   
   
呼
吸
器
外
科
 ／
 麻
酔
科
 ／
 R
I治
療
室
 

2F
   
  精
神
科
 ／
 親
と
子
ど
も
の
心
療
科
 

1F
   
  精
神
科
 ／
 薬
剤
部
 

BF
   
  栄
養
管
理
部
 ／
 給
食
施
設
 

：

中
央
診
療
棟
B

：
西
病
棟

14
F 
レ
ス
ト
ラ
ン

13
F 
消
化
器
外
科
／
 二
全
科
共
通
病
室
 ／
 喫
茶
店

12
F 
循
環
器
内
科
／
 糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科

11
F 
呼
吸
器
内
科
 ／
 総
合
診
療
科

10
F 
神
経
内
科
 ／
 老
年
内
科

9F
 
眼
科
 ／
 形
成
外
科

8F
 
整
形
外
科
 ／
 リ
ウ
マ
チ
科
 ／
 手
の
外
科

7F
 
消
化
器
外
科
一

6F
 
消
化
器
外
科
二
 ／
 移
植
外
科

5F
 
小
児
外
科
 ／
 整
形
外
科

4F
 
婦
人
科

3F
 
血
液
内
科
 ／
 化
学
療
法
部
 ／
 中
央
感
染
制
御
部

2F
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

1F
 
防
災
セ
ン
タ
ー
 ／
 警
務
員
室

 
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
A
TM

 
入
退
院
受
付
 ／
 レ
ス
ト
ラ
ン

 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

 
理
髪
店
 ／
 自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

B
FW

：
特
殊
病
棟

X ：
オ
ア
シ
ス
キ
ュ
ー
ブ

　
　
　（
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）

Z

Y

T

G
：
13
F 
 皮
膚
科
 ／
 形
成
外
科
 ／
 小
児
外
科
 

12
F 
 整
形
外
科
／
リ
ウ
マ
チ
科
 ／
 耳
鼻
い
ん
こ
う
科
 

11
F 
 眼
科
 ／
 歯
科
口
腔
外
科
 

10
F 
 精
神
科
 ／
 脳
神
経
外
科
 

9F
   
 消
化
器
内
科
 ／
 腎
臓
内
科
 ／
 神
経
内
科
 

8F
   
 放
射
線
科
 ／
 臨
床
感
染
制
御
学
 ／
 化
学
療
法
部
 

7F
   
 血
液
内
科
 ／
 循
環
器
内
科
 ／
 臓
器
病
態
診
断
学
 

6F
   
 呼
吸
器
内
科
 ／
 糖
尿
病・
内
分
泌
内
科
 ／
 老
年
内
科
 

5F
   
 産
婦
人
科
 ／
 小
児
科
 

4F
   
 泌
尿
器
科
 ／
 麻
酔
科
 

3F
   
 消
化
器
外
科
一
 ／
 血
管
外
科
 ／
 心
臓
外
科

2F
   
 消
化
器
外
科
二
 ／
 移
植
外
科

   
   
  乳
腺
・
内
分
泌
外
科
 ／
 救
急
・
集
中
治
療
医
学
 

1F
   
 総
合
診
療
科
 ／
 薬
剤
部

   
   
  コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
スト
ア
 

B
F 
   
手
の
外
科
　
／
 会
議
室
  

L
R A

V

G

T

R

A

LM

W
V

Y

X

N

B

B

4F
 
第
3講
義
室
・
第
4講
義
室

3F
 
寄
附
講
座

 
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

 
第
1講
義
室

 
第
2講
義
室

 
30
1・
30
2ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

 
共
同
研
究
室

2F
  
健
康
栄
養
医
学

 
寄
附
講
座

 
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

 
国
際
連
携
室
 ／
 消
化
器
内
科
学

 
神
経
内
科
学
 ／
 腎
臓
内
科
学

 
20
1～
21
2ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

 
学
生
研
究
会

1F
  
学
務
課

 
（
学
部
・
大
学
院
）

 
保
健
管
理
室

 
会
議
室
１
 ／
 会
議
室
２

 
生
協
購
買
部
 ／
 生
協
印
刷
部

 
更
衣
室（
ロ
ッ
カ
ー
室
）1
・
2　
 

：
2

M 7F
 
国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学

 
環
境
労
働
衛
生
学
 ／
 呼
吸
器
外
科
学

 
医
療
行
政
学（
Y
LP
）

6F
 
予
防
医
学
 ／
 細
胞
生
理
学
 ／
 統
合
生
理
学

5F
 
分
子
細
胞
免
疫
学
 ／
 腫
瘍
生
物
学

 
分
子
腫
瘍
学

4F
 
神
経
情
報
薬
理
学
 ／
 分
子
病
原
細
菌
学

 
神
経
遺
伝
情
報
学

3F
 
分
子
生
物
学
 ／
 分
子
細
胞
化
学

 
ウ
イ
ル
ス
学

2F
 
生
体
反
応
病
理
学
 ／
 腫
瘍
病
理
学

 
分
子
細
胞
学

1F
 
機
能
組
織
学
 ／
 細
胞
生
物
学

 
法
医
・
生
命
倫
理
学

：N 10
F 
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

9F
 
寄
付
講
座
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

 
別
化
医
療
技
術
開
発
講
座
 ／
 癌
免
疫
治
療

8F
 
寄
付
講
座
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
免
疫
性
神
経
疾
患
治
療
学
 ／
 消
化
器
内
科

7F
 
ト
キ
シ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
 ／
 生
物
統
計
学

 
プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
リ
ー
デ
ィン
グ
大
学
院
推
進
室

 
R
W
D
C
サ
テ
ラ
イト
 ／
 シ
ス
テ
ム
生
物
学

 
化
学
療
法
部（
が
ん
プ
ロ
） 
／
 心
臓
外
科

 
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
 ／
 法
医
・
生
命
倫
理
学

6F
 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
 ／
 プ
ロ
ジ
ェ
クト
ス
ペ
ー
ス

 
名
古
屋
大
学
メ
ナ
ード
協
同
研
究

 
ベ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
産
学
協
同
研
究

 
健
康
栄
養
医
学
 ／
 神
経
内
科

5F
 
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

 
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー（
分
析
機
器
部
門
）

 
知
財
・
技
術
移
転
グ
ル
ー
プ（
鶴
舞
サ
テ
ラ
イト
）

 
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
室
 ／
 医
工
連
携
推
進
室

 
P
hi
lip
s包
括
ケ
ア
協
同
研
究
部
門

4F
 
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー （
分
析
機
器
部
門
） 

3F
 
組
織
・
病
理
実
習
室
 ／
 解
剖
教
育
施
設
 

2F
 
解
剖
教
育
施
設
 

1F
 
ア
イ
ソト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
 

B
1F
 
ア
イ
ソト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
 ／
 設
備
室
 

院 外 薬 局

Z




